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う 心 が 形 に な っ て 表れ た も の と 聞い て 
いま す 。 と し だ ま 

例え ば お 年 玉 の 語源 は 歳 魂 で 、 歳 神 
様 か ら 授かる 魂 、 つ まり 生命 力 の 象徴 
と いう 意味 が あり ます 。 歳 魂 は 神 に 
供え た お 餅 や 米 に 宿る と 考え られ て い 
まし た 。 十 く は それ ら の 供物 を 家長 が 
歳 神様 か ら 頂 き 直し 、 お 年 玉 と し て 家 
族 に 贈り まし た 。 

今 は 親 や 祖父 母 な どか ら 子 ども た ち 
に お 金 を 里 る 形 が 一 般 的 で す 。 そ の 折 
に は お 年 玉 の 由来 や 目 上 の 方 に 対す る 
お 行儀 、 感 席 の 心 を と も に 伝え た いも 
の で す 。 
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上 の QR コー ド よ り 、 動 画 で 衣 田 清 館長 
と 谷 松屋 戸田 商店 の 戸田 貴志 氏 に よる 、 
所 蔵 作品 の エピ ソー ド ト ー ク を ご 覧 いた 
だ け ま す 。 

※12 月 1 日 より 配信 


選 ・ 文 清 (立田 美術 館 館長 ) 
若く し て 英 大 な 遺産 を 引き 継い だ 二 人 。 
兄 ・ 光 珠 は 自由 放 放 に 遊び 、 弟 ・ 乾 山 
は 勉学 に 没頭 し 、 そ れ ぞ れ の 道 を 進む 。 

や が て 、 財 産 を 使い 果たし た 兄 が 陶 
芸 で 頭角 を 現し て いた 弟 の も と を 訪れ る 
こと で 、 二 人 の 道 が 重なり 始め る 。 

光 丈 の 伸び や か な 線 、 洗 練 さ れ た デ 
ザイ ン は 、 遊 び の 極み か ら 生ま れ た よう 
で あり 、 乾 山 の 江 詩 が 知性 と 品格 、 級 
害さ き を 与え て いる 。 

時 代 を 代表 する 二 人 の 合作 か ら 、 兄 
弟 の 歩ん だ 足跡 と 、 新 た な 作品 を 生み 
だ す 示 し さ が 見 えて くる 。 
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書 ・ 文 = 中 村 桂子 ( 生 合計 研究 者 ) 

今 世 界 に は 77 億 人 も の 人 が 暮らし て い 
ます が 、 一 人 と し て 同じ 人 は いま せん 。 
38 借 年 前 、 地 球 に 生ま れ た 原始 細胞 は 
分 製 、 つ まり 2 つ に 分 か れ て 増え て い 
きま し た 。 生 まれ る の は いつ も 同じ 細 
胞 で す 。10 億 年 ほど 前 に 細胞 が 集まっ 
た 多 細胞 生物 に な り 、 オ ス と メス が で 
き て 受精 で 子ども が 生ま れる よう に な 
り ま し た 。 両親 の 性 質 を 受け 継ぎ ます 
が 、 個 体 と し て は 全く 違う 存在 に な る 
の で す 。 自然 は 長い 長い 時 間 を か け て 
こん な 仕組 み を 作り まし た 。 

あな た と いう 唯一 無 二 の 存在 を 生み 
出す た め に 。 
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家庭 画 報 1.。 


介 ( 今 月 の 表紙 ) 

花 割 作 = 小林 深雪 (FUGA) 

花 材 = カ トレ ア 、 大 王 松 、 稲 穂 、 ウ メモ ドキ 

撮影 = 本 誌 * 鈴 木 一 彦 アザ イン = パー ソウ 

人 @ 目 次 水引 作品 制作 = 長浦 ちえ 「 お 雑煮 と 松 喰い 熱 」 

撮影 = 本 誌 : 武 蔵 俊介 

@ レ イア ウト 

志村 和信 (P11、13、15、17、307316) 

パー ソウ (P332 一 41、43 一 85、91 一 113、161 一 181、241 一 260、262、258、274 一 
289、303 一 306、325 一 332、336、354 一 356、358、 別 同 付録 [ぬえ プ ブック] ) 

平 滞 靖 弘 +jump (P21、23、25、27、115 一 122、317 一 324、341 一 348、350 一 351、 
別 時 付録 「 医 学 画 報 ]、 級 し 込 み 付録 『 メ モリ アル フォ ト 集 」 ) 

野村 高志 +K.ACHIDOKI(P140 一 160、182 一 197、226 一 229、232 一 237、239、 
264265、300 一 302) 

ダイ ナマ イト プラ ザー ズ ・ シ ンジ ケー ト (P124 一 139、263) 

森本 博 (P18-19、298299) 

OKA DESIGN OFFICE(P.198202、204 一 218、230 一 231、266 一 273、 
290-297、352 一 53) 

佐々 木 啓光 Vivid・Design(P220 一 225) 


/ に 掲載 され て いる 商品 な どの 価格 は 、 

原則 と し て 本 価格 で あり 、 2020 年 1 月 6 日 現在 の も の で す 。 

税込 価格 は 消費 税 を 本 価 価 格 に 加算 し た 金額 と な り ます 。 

本 体 価 格 や 店 舗 情 報 な ど は 諸事 情 に より 変更 きれ る こと が あり ます 。 

また 、 掲 載 し た 写真 の 色 や 素材 感 が 、 実 際 の 商品 と 若干 異な る 場合 が あり ます 。 
イベ ント * 公 演 開催 情報 が 変更 きれ る 場合 が あり ます 。 

最新 情報 は 各所 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

な お 、 店 舗 に よっ て は 、 お 問い 合わ せ が つ な が り に くく な っ て いる 場合 が あり ます 。 
あら か じ め ご 丁 承 く だ さい 。 

ご 注意 

『 家 庭 面 報 』 の 誌面 を 撮影 し た り 、 電 子 版 の 誌面 を キキ ャ プチ ャ する な ど し て 、 


SNS や ブロ グ 等 で 公開 する こと は 、 肖 像 権 、 著 作 権 を 侵害 する 行為 で あり 、 
法律 で 禁止 きれ て いま す 。( 家 庭 画 報 編集 部 ) 
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50 代 か ら の か か りや すい 「 病 気 」 名 医 が 回 答 ! 


浅 田 真央 と 楽し む 
心 が やす 6 ぐ 花便り ぬり え ブ ッ ク 
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DIIORS REPORT 


> 街 に 溢れ る 情報 の 中 か ら 、 炉 集 部 員 が 
り 02 | 二 ] 読者 の 皆さま に 役立つ も の を 厳選 し て 紹介 し ます 。 
新しく オー プン し た レス トラ ン や ショ ッ プ 、 
ンク 4 テイ ディ ア が 光る 新 商品 な ど 、 日 々 の 暮らし を より 楽し く 、 
豊か に し て くれ る 情報 を お 届け し ます 。 


ご 紹介 し た 情報 は 詰 事情 に より 変更 され る こと も あり ます 。 
撮影 福森 クニ ヒロ 
本 誌 ・ 大 見 諸星 斗 、 武蔵 俊介 取材 協力 西村 晶子 


マン スリ ー チ ョ イス ・ 今 月 は これ に 注目 / 


MONTHLY CHOICE 


園 ビ ピカ ソ の 珍し い 陶器 コレ クシ 
ョ ン に 出会え る 美術 館 が 誕生 
東京 ・ 南 青山 に 、 洋 菓子 ブラ ンド 「 ヨ ッ ク モ 
ッ ツク] が 収集 し た ピカ ソ の 陶器 作品 を 間近 に 
見 られ る 、 小 さ な 美 術 館 が 開館 し まし た 。 

1946 年 、 ビ ピカ ソ は 南仏 の 小さ な 陶芸 の 町 ・ 
ヴァ ロー リス を 訪ね 、 そ こ で 工房 を 橋 え る 陶 
芸 家 の ラミ エ 夫 妻 と 出会っ た こと を きつ か け 
に 陶芸 制作 を 始め ます 。 晩 年 に か け て 数 千 点 
も の 作品 が 制作 され まし た が 、 ヨ ッ ク モ ッ ク 
は 世界 で も 有数 の コレ クタ ー と し て 、500 点 
以上 所 蔵 し て いま す 。 

館内 に は 100 点 近い 作品 が 展示 され 、2 階 
展示 室 の 壁面 に は 植物 や 動物 を は じ め 、 ピ カ 1 ーー トー 
ソ が 好 ん で 観戦 し た 闘 邊 な ど が 描か れ た 54 に CE: 績 靖 電 
点 も の 皿 が 並べ られ て いま す 。 地 下 1 階 の 展 
示 室 で は ケー ス 越し で は な く 直 に 見 られ る 作 
品 も あり 、 そ の 一 点 一 点 が 放つ 明る い 色 彩 と 
大 胆 な 筆致 は 訪れ る 人 を 圧倒 し ます 。 建 物 の 
設計 は 、 限 研吾 建築 都市 設計 事務 所 か ら 独立 
し た 建築 家 、 栗 田 祥 弘 氏 。「 市 中 の 山 居 ] を 
思わ せる 光 溢 れ た 空間 が 迎え て くれ ます 。 
1 ビ カ ソ が 愛し た 女性 を モチ ー フ に し た 花瓶 。 2 作 
品 に は 愛らしい 顔 を 描い た 皿 が 多く み ら れる 。 3 佐 
設 の カフ ェ で いた だ ける ミニ ャ ルディ ー ズ セッ ト 
1100 円 。 写真 は 爽やか な レモ ン と ヌガー の 香ばし 
さ が 絶 紗 な 「 ヴ ァ ロ ー リ ス 」。4 ビ カ ン 関連 の 書籍 
が 閲覧 で きる ライ ブラ リー スペ ー ス (美術 館 また は 
カフ ェ の 利用 必須 ) 。5 南仏 の 空気 涯 う 2 畜 展 示 室 。 
6 都会 の 喧騒 か ら 難 れ た 、 静 か な 住宅 街 に 佑 む 。 


信 ヨ ッ ク モ ッ ク ミ ュー ジア ム 

東京 都 港 区 南青山 6-15-1 

会 03(3486)8000 

人 10 時 一 17 時 ※ 入 館 は 閉館 の 30 分 前 まで 
月 虫 ( 祝 日 の 場合 は 翌 平 日 年 末年 始 ・ 
展示 替え 期間 休館 観覧 料 一 般 1200 円 


。 計 と 和 を : と =277- ji :e0。 
名 多 ルク ち 六 旋 0120-277-327 。 、kitchoanzco 
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会 う ・ レ スト ラン & フ ー ド 


RESTAURANT&F00D 


還 名 店 仕込 み の 王道 の 仕事 に 自由 さ を 取 り 入 れ て 


日 本 料理 の 真髄 を 極 
め る 大 阪 「 本 湖 月 」 
の 店 主 ・ 穴 見 秀生 氏 
の も と 、 一 番 弟 子 と 
し て 23 年 勤め た 丁 
本 正吉 さ ん 。 ミ ナミ 
の 下町 に 、 周 囲 の 風 
情 と は 一 線 を 画す 静 
寂 の 空間 を 設け 、 6 
席 の お 店 を 開き まし 
た 。「1 日 2 組ま で な 
の で 、 お 好み の 素材 
の 調達 や 量 を 加減 する な ど し て で きる 限り お 客 さ ま の ご 要望 に お 応 
え し ます 」。 前 半 は 魚 を メイ ン に 、 後 半 は 野菜 料理 や 酒 娠 で 緩急 を 
つけ た 12 品 の 料理 が 供 さ れ ま す 。 な か で も 重視 し て いる の が 師匠 
譲り の 華やか な お 柳 。 1 月 は 伊勢 海老 の 温 た た き 、 唐 墨 、 揚 げ ゆ ば 
に 金 徐 を 添え 、 お 造り は 身 が し つか り し た オコゼ を 薄 造 り に 。 新 年 
の 晴れ や か さと と も に 真冬 の 美味 が 堀 能 で きま す 。 お まかせ 2 万 円 。 


@ 日 本 料理 榎 本 
大 阪 市 速 区 玉 本 町 1.7-1 シ ャ ルム 日 商 104 
合 06 (4395) 5572 
W18 時 一 20 時 ( 入 店 ) 日 曜 定休 要 予 約 
濁 立 は 仕入れ 入荷 に より 変更 の 可能 性 あり 


田 バ パッケ ー ジ も 愛らしい メレ ン ゲ 菓子 に 舌鼓 


フラ ンス の 美味 や カル チャ ー を 楽し め る スポ ッ ト が 集まる 東京 ・ 神 
楽 坂 に 、 フ ラン ス 発 の メレ ング 菓子 専門 店 が 誕生 し まし た 。 看 板 商 
品 は メレ ン ゲ に ホイ ッ プ クリ ー ム を 纏 わ せ た オリ ジ ナ ル の 菓子 「 メ 
ル ヴ ェ イコ ユ 」 ( 各 300 円 。 写 真 の 16 個 入り コフレ 5000 円 )。6 種 の フ 
レー バー を 用 意 し 、 見 た 目 の 愛 ら し さ は も ちろ ん 、 サ クツ と し た 食 
感 の メレ ン ゲ と 軽やか な クリ ー ム が 口 の 中 で 淡雪 の よう に 溶け る 味 
わい に 心 躍り ます 。 組 細 な お 菓子 ゆえ に 購入 し た ら 時 間 を お か ず に 
いた だ く の が お すす め 。 ほ か 、 
大 き な ブ リオ ッシュ 「 ク ラミ 
ッ ク ](650 円 -)、 バ ター ク 
リー ム を た つぶ り 挟 ん だ 「 ワ 
ッ フ ル 」 (230 円 ) と いっ た 
北 フ ラン ス の 名 物 も ぜひ 。 


⑱ オ ー メ ル ヴ ェ イコ ユ ・ ド ウゥ フレッド 
東京 都 新宿 区 矢来 町 107 

会 03 (5579) 8353 

9 時 一 20 時 、 カ フェ 11 時 一 20 時 
月 世 定 休 


還 都 会 の 喧 腫 を 忘れ て 楽し む 正 統 派 フ レン チ 


シェ フ の 山口 義 照 さ ん は 神戸 の 「 コ ムシ ノワ ] や 札幌 、 東 京 の 「 コ 
ー ト ドー ル 」 で 研 鎖 を 積ん で 渡 仏 。 帰 国 後 は 神戸 に 「 レ スト ラン 
パト ウゥ ] を 開き 、20 年 の 間 、 地 元 の 人 々 に 愛さ れ て きま し た が 、 
さら な る 可能 性 を 求め て 、 東 京 ・ 麻 布 台 で 新た な スタ ー ト を 切り ま 
し た 。 全 8 席 で 、 メ ニュ ー は お まかせ コー ス の み 。 慕 で 煙 製 し た と 
ろ け る 口当たり の 寒 鱗 に は 、 小 李 の ソテー と 赤玉 茹 を 添え て 。 ト ラ 
フグ の 白子 の ポワレ は 、 白 トリ ュ フ を 交 沢 に 使 つて 香り 高く 仕上 げ 
ます 。「 お いし いも の を シン 
ブル に 、 わ か りや すく 」 と い 
う 言 葉 ど お り 、 一 皿 ご と に 体 
に 染み わた る 、 丁 寧 で 誠実 な 
味わい で す 。 デ ィ ナ ー1 万 
5000 円 て 、 ラ ンチ 6000 円 一 。 


⑯ レ スト ラン パト ウゥ 

東京 都 港 区 麻布 台 3.4-14 

会 03 (6807) 4820 

名 18 時 一 20 時 、 土 曜日 曜 | 祝 日 の み 
ラン チ 12 時 一 13 時 (と も に 最終 入 店 ) 
水曜 定休 要 了 予約 


二 が お 失 生 い 


「 き ら 星 の ご と く 名 
店 が 集まる 銀座 で 、 
自分 の 追求 する 日 本 
料理 に 挑戦 し た い ]」 
と いう 思い の も と 、 
12 年 間 料理 店 を 党 
ん だ 地元 ・ 静 岡 か ら 
夢 の 舞 台 を 銀座 に 移 
し た 前 田 公 志 さ ん 。 
修業 を し た 京都 の 名 
旅館 仕込 み の 雅 で 丁 
寧 な 仕事 が な され た 
料理 に は 、 真 撃 な 人 柄 が 伝わる と と も に 値打ち 感 も あり 。「 海 と 山 
が あり 、 豊 か な 環境 に 恵まれ た 静岡 に は まだ 知ら れ て いな い 上 質 な 
食材 が た くさ ん あり ます 。 華 や か な 銀座 の 地 に お いて 、 私 の 料理 か 
ら 静岡 の 美味 な る 魅力 も 発信 し て いき た いで す 」 と 意欲 的 に 語り ま 
す 。 写 真 は 1 月 の 料理 より 、 山 海 の 幸 を 華やか に 盛り 込ん だ 新年 の 
祝い 誠 。 コ ー ス 1 万 5000 円 一 。4 名 用 の 個室 1 室 あ り 。 


仙 銀 座 志 構 (こう すい ) 

東京 都 中 央 区 銀座 6-12-14 松岡 銀 緑 館 8 階 
容 03 (5962) 8053 18 時 一 21 時 ( 入 店 ) 
日 昌 、 祝日 定 休 年 末年 始 休 要 予 約 
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住ま い を 豊か に 彩る リビン グ & を ガー デン 


。 。 LIVING&GARDEN 


還 現 代 に 避 る 戦前 の 名 品 、^ ガ ラス の 王冠 ” 


1874 年 に デン マー ク て で 創 
業 し 、 数 々 の 機能 的 で 美 し 
い 照 明 を 生み 出し て きた 
「 ル イス ポー ル セ ン 」。 現代 
の 代表 作 の ひと つ で ある 
IPH アー ティ チョ ー ク ]」 の 
原型 に も な つた 、 戦 前 の 名 
品 、\ ガ ラス の 王冠 が 復刻 
され 、 日 本 で 初 公開 され ま 
し た 。 気鋭 の 建築 家 、 デ ザ 
イナ ー の ポー ル ・ ヘ へ ニング 
セン が 1927-31 年 に 設計 
し た 、7 層 も の サン ドブ ラ 
スト 加工 され た 吹き ガラ ス 
か ら 成 る この 優雅 な フォ オル 
ム は 、 時 代 を 超え た 傑作 で 
す 。 上 質 で 心地 よい 空間 を 
演出 し ます 。「PH セブ ティ 
マ ] (直径 500X 高 さ 405*、 
112 万 7000 円 )。 リ ニュ ー 
アル ・ オ ー プ ン し た ショ ー 
- 。 ⑯ ル イス ポー ル セ ン 東京 ショ ー ル ー ム 

ルー ム は 個人 美術 館 の よう 東和 栓 区 本 本 AIS ピ 4 了 
な 空間 で 、 ほ ぼ す べ て の 製 全 03(3586)5341 


品 が 一 拳 に 味わえ ます 。 11 時 一 18 時 土曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日 定休 


画 高 岡 の 伝統 工芸 の 技 が 光る 、 真 氏 の 掛け 時 計 


明治 時 代 か ら 、 代 々 真 鐘 で 仏具 用 の 装飾 品 を 製造 し て きた 二 上 家 。 
高岡 市 は 17 世 紀 か ら 「 商 工業 の 町 ] と し て 栄え 、 鋳 造 技術 を 使っ た 
伝統 工芸 が 発展 し て きま し た 。 そ の 高度 な 技術 を いか し て 、 近 年 実 
に シン プル で 洗練 され た 暮らし の 道具 を 発表 し て いま す 。 最 新作 は 
この 彫刻 的 な デザ イン の 壁掛 け 時 計 。 削り だ し の マツ ト な 質感 で 、 
光 の 差す 向き で 表情 が 変わ り 、 陰 影 で 目盛 り が くつ きり と 浮き 出 ま 
す 。「 ポ ボー ルス ター」 ( 左 、 幅 269.5X 高 さ 275.5X 奥 行き 37* ぃ 、3 万 
5000 円 ) は 、12 本 の 目盛 り を 光 荘 に 見 立て た 形 。「 ル ナ ] ( 右 、 幅 210 
メ 高 さ 210X 奥 行き 34* ぃ 、2 万 3000 円 ) は 月 の 表面 の よう な 鋳 肌 に 
12 本 の 筋 が 伸び て いま す 。 和 洋 ど の よう な 空間 に も な じみ ます 。 


@ FUTAGAMI 
富山 県 高岡 市 長慶 寺 1000 傘 0766(23)8531 
8 時 一 17 時 第 2・ 第 4 土曜 、 日 昌 ・ 祝 日 定休 


固 モ ナコ 王室 御用 達 。 美しき イン テリ ア ・ フ ァ ー 


思わ ず 触 れ た く な る 、 絶 妙 な 毛皮 感 を 誇る の は 、 フ ラン ス ・ プ ロ ヴ 
アン ス 地 方 の アト リエ で 作ら れる 「 エ ヴ リ ー ヌ プレ ロン ジュ ]」 の 製 
品 。 そ の ほとん ど に 使用 され る エコ ファ ー は 、 超 極細 の マイ クロ フ 
アイ バー で 、 本 物 を 超え る 質感 と 柔らか さ を 実現 し て いま す 。 動 物 
愛護 の 見 地 か ら も 注目 度 が 高く 、 洗 濯 可能 と いう お 手入れ の 簡単 さ 
も 嬉し い 素材 で す 。 ス タイ リッ シュ な デザ イン を 手がけ る の は 、 長 
年 に わた り パ リ の 服飾 トッ プ メ ゾン で テキ スタ イル 開発 に 携わっ て 
きた 実力 者 。 モナ コ 王 室 を は じ め 、 世 界 の セレ ブ か ら 愛 され る ライ 
ン ナ ッ プ で 、 触 れる た び 幸 福 感 を も た らし ます 。 ク ッ シ ョ ンカ バー 
1 万 3000 円 て 、 フ ロア ラグ 5 万 7000 円 -。 


免 ホ テル ライ クイ ン テ リ ア 本 0120-37-1142 


画 理 想 の 寝室 を 提案 する ギャ ラリ ー が 銀座 に 登場 


家 で 過ごす 時 間 が 増 
え 、 快 適 な 寝室 づく 
り へ の 関心 が 高まっ 
て いま す 。 銀座 7 丁 
目 に オー プン し た 
「IDC 0TSUKA Bedroom 
Gallery GINZAl は 、8 
フロ ア か ら な る 寝室 
専門 の ギヤ ラリ ー で 
す 。 全 フロ アベ ッ ド 
だ け で な く 、 カ スタ 
ム メ イド の 家具 や ファ ブリ ッ ク 、 睡 眠 環境 を 整え る 最新 家電 、 銀 座 
を 代表 する 画廊 「 ギ ヤル リー た め な が ] に よる 寝室 アー ト な ど 、 総 
合 コ ー デ イィ ネー ト で 見 せる 空間 は 圧巻 で 、 大 塚 家具 だ か ら で き る 
提案 。 理 想 の 寝室 を 手 に 入れ る ヒン ト に 溢れ て いま す 。 米 国 の キン 
グ ス ダ ウン 社 と 共同 開発 し た 「 レ ガリ ア ]」 の 最高 話 マ ッ ト レ ス ( 下 、 
クイ ー ン ロン グ 235 万 4546 円 ) も 銀座 限定 で お 目 見 え し ます 。 


引 


@IDC OTSUKA 
Bedroom Gallery GINZA 
東京 都 中 央 区 銀座 7789 
会 03 (3573) 4321 
W11 時 一 19 時 30 分 無休 
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株 式 会 社 東京 ひよ ょ 子 http://www.tokyo-hiyoko.cojp/ 0120-055-145 
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暮らし に 遊び 心 を ・ ホ ビー 


- H0BBY 


画 国 宝 「 西 置 貢 所 」、 待望 の グラ ンド オー プン 


生糸 の 品質 向上 と 増産 の た め 、 器 械 製 糸 技術 を 普及 させ る 目的 で 明 
治 5 年 に 設立 され た 「 富 岡 製糸 場 ]。 工 場 の 創業 に 際 し 建設 され た 、 

2 棟 の 蘭 信 庫 の うち の 1 棟 「 話 和 語 所 が 、 足 か け 6 年 に わた る 保存 整備 
工事 を 終え 、 グ ラン ド オ ー プ ン を 果たし まし た -。 様 瓦 昔 き の 屋根 の 2 
階 建 て 木骨 灯 瓦 造り の 建物 は 、 創 業 当 時 の 趣 を 残し た 貴重 な 建造 物 
で す 。 常 設 の ギャ ラリ ー で は 、 製 糸 場 で 働い て いた 女性 た ちの 作業 
服 や 、 生 和 糸 作り の 工程 を 解説 する 展示 
を 見 る こと が で き 、 タ イム スリ ッ プ し 
た よう な 感覚 に 。 ガ ラス で で きた 近代 
的 な 仔 ま い の 多目的 ホー ル で は 、 コ ン 
サー ト や 映画 上 映 会 な どの イベ ント も 
開催 され て いま す 。 工 場 見 学 は 予約 制 。 


人 富岡 製 示 場 

"群馬 県 富岡 市 富岡 11 
会 0274 (67) 0075 人 W9 時 一 17 時 
(入場 受け 付け は 16 時 30 分 まで ) 
無休 (12 月 29 昌 一 31H を 除く ) 


還 お 洒落 な ウォ ー キ ング ボー ル で “ 美 姿 勢 "に 
兵庫 県 を 拠点 に 介護 、 看 護 、 リ ハ 
ビリ 事業 を 行う 「 セ ラ ピ ッ ト 」 の 理 
学 療法 士 が 手がけ た 、 ウ ォ ー キ ン 
グ ポ ボー ル 「 ア ユリ スタ イリ ング 
ポー ル 折り た た み モ デル 」 (組み 
立て 時 97113 史 、 折り 明 み 時 40 
ー55 ま 、 質 量 560) 2 万 5000 円 。 
長年 培っ た ノウ ハウ を も と に 辿り 
着い た 、 シ ャ フト が 前 方 に 9 曲 
が っ た 特殊 な 形状 が 、 負 担 な く 正 
し い 歩 行 姿勢 へ と 導い て くれ ます 。 
グリ ッ プ と シャ フト の 和 角度 は 15 
度 で 、 歩 行 時 の 理想 的 な ひじ の 角 
度 と され る 約 90 度 が 保 た れ 、 肩 
甲骨 の 稼動 幅 を 広げ て くれ ます 。 
いつ まで も 美しい 姿 努 を キー プ す 
る 強い 味方 に な つて くれ そう で す 。 


@ セ ラビ ピッ ト 

兵庫 県 神戸 市 本 区 前 開 南町 
2.13.14 

会 078(945)6500 

吉 8 時 30 分 一 17 時 30 分 

土曜 ・ 日 曜 定休 


還 環 境 に や さ し い 焼印 入り 木 の ス トロ ー セ ッ ト 


2018 年 、 ザ が ・ キ ヤ ャ ピ ト ル ホテ ル 東急 、 
環境 ジャ ー ナ リス ト ・ 人 竹田 有 里 氏 、 
アキ ュ ラ ホー ム で 発足 し た [Wood 
Staw Projecl。 この 3 社 が 協議 ・ 試 
作 を 重ね 、 世 界 で 初め て 木 の ス トロ 
ー を 製品 化し まし た 。 森 林 保 全 の た 
め 間 伐 材 を 含む 国産 材 を 使い 、 一 本 
一 本 手作り され て いま す 。 こ の スト 
ロー に 焼印 を 施し た 「 木 の スト ロー 
ホテ ルオ リ ジ ナ ル 焼 印 セ ッ ト 」 が ザ ・ 
キャ ピ ト ル ホテ ル 東急 に て 販売 
(2021 年 3 月 31 日 まで )。 繊 細 な 木材 
を スト ロー 状 に し 、 焼 印 を 施す 作業 
は まさ に 日 本 の 匠 の 技 。 焼印 に は メ 
ッ セ ー ジ や ご 希望 の お 名 前 な ど 5 種 
類 が あり 、 贈 り 物 と し て も 人 気 で す 。 
お 好き な 組み 合わ せ の 5 本 セッ ト 
2500 円 (税込 み )。※ お 名 前 の 焼印 
は 、 商 品 お 渡し まで 最大 2 週間 。 


@ ザ キャ ピ ト ル ホテ ル 東急 

東京 都 千 代田 区 水田 町 210.3 

3 階 ビジ ネス モン ター 

傘 03(3503)0109( ホ テル 代表 番号 ) 
無体 


還 ^ 水 道 水 と 電気 だ け ” で 作れ る 除 菌 液 生 成 機 


家族 や 自身 の 健康 の た め 、 
この 時 期 に 大 活躍 の 除 菌 
液 。 し か し 、 成 分 の 安全 性 
が 気 に な る 、 思 い の ほ か コ 
スト が か か る な ど 日 常 的 な 
使用 に は 問題 点 も 。 それ ら 
を 解決 し て くれ る の が 、 ボ 
タン 一 つ で 簡単 に 除 菌 液 が 
作れ る 「MTG] の 高 機能 除 

菌 ス プレ ー 「e-3X] で す 。 

必要 な も の は 、 水 道 水 と 電 ! 
気 だ け 。 内 部 の 特殊 電極 が 1 
水道 水 を 電気 分 解 し 、 除 菌 
効果 の ある 物質 や ファ イン 
バブ ル を 生成 。 最 短 約 1 分 


し 
で ウイ ルス や 細 苗 を 99 和 所 | 
F 


以上 除去 する 除 菌 液 が つく - 1 
れ ま す 。 双 剤 を 一 切 使用 し 
な いた め 、 ベ ビー グッ ズ や ミ 


キッ チン 用 品 に も 使え ま hiG 
す 。 ま た 、 カ ー ト リッ ジ 不 

= を ー 愛知 県 名 古屋 市 中 村 区 本 陣 通 413 
要 で 経済 面 も 優秀 。 一 家 に 1rTG 第 2HrkAR セ ル 


一 台 備え た い 、 画 期 的 な ア 50120-315-332 負 9 時 30 分 一 17 時 30 分 
イ テ ム で す 。 1 万 6800 円 。 土曜 上 H 曜 祝日 定 休 
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攻 民 軸 に 美由 6 

ゴ 瑞 唱 再 條 優 語 革 伝 唄 0RSe く 

正 字 玉水 移 求 必 0c く 

赴 選 団 寂 称 家 愉 応 球 的 6 応 Ke42Y 
MyS6 ウ ける 英志 会 

48 沿 JO ウ 人 QS 補 有り 49B 妥 づつ" 

上 器 2 留 松久 組 ぐ ぐ 39 直 GS が 6 

民 天 和 と SJ 坪 選 光 SB る 庫 商 巧 つ O① 
に 生 ESYil に Ent、 て e 考 

臣 ン 避 完 へ 器 会 660 つ 避 揚 A ぬ ウ 2 が 6 つ ? 
は PP) に YYaOF マ マー リー 


天 壮 人 @ 叶 
つ 中 SS 
交 中 りや 
け 当 堂 ・ 
ココ 。 針 代 さ る 
八 に し 1 セ 
S 注 足 くう 
名 古 時 人 R 綴 
7 Si 
還る 十 き せ 
宗 選 や の 
ー 銀 し / 尽 状 
< 所 注 交 5 
ミリ) 記し さ 
に 攻 に 朗 - 二 
王 還 か 
まで 
や f 
介 1 よ き 
足 ぶ SE 記 
を AN% 思 る 
・ 和 か 眉 束 
に 


文大 山 直美 撮影 // 大 泉 省吾 (P.37 左 ・ 下 ) 


写真 提供 / 宮 内 庁 (P.33、 41 左 ) 
朝日 新聞 社 (P.32、 33 一 36、 37 上 、 38、 39、 41 左 ) 


日 本 赤十字 社 (P.40、 41 右 5 点 ) 
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相性 伽 定 利 と 攻 で で 所 さ ぐ 昧 結 セ 


EN 


KM 


< 


す 


や 7 S レン KO や で ぐう)62 う 6 


WM 剖 に S り 師 軸 人 栄 の 思 症 虹 じ で 
1 崇 維 騙 を 。 二 加 回 中 { 妖 束 所 玩 香 宮 ぐ 
境 や G 吉 り か ン S 回 WS 之 坦 る ぐ で 的 
っ 祭る うろ 時 の 栓 弧 上 疫 人 る っ 旬 思っ 介 想 w 
つつ り の りー グ る で 注 才 つじ ヤセ" 
WW 補 りり GE る 思 G 臣 。 東 民 て S 栓 写 " 
失 定 し S 中 性 で の < 則 つ し "町 中 G 堆 め 
系 ue NGKY る で 半 人 る っ 各 案 
で や 電 ギレ タラ 補 補っ 補 り Sp 難 つて 4 
人 で で セン 9 や 全 で 細 リ りつ レ と ff うつ 
で 。 内 回 写 電 8 シ 革 6 で で 宮 さ S 如 二 
江 必 の や れつ し 人 る 全 全 GS や ろう 92 気 の つ 
レク ウリ 補 つ リポ る で 章 宙 弄 銘じ 2 ン 
当る で レン QoS め 近 
っ si 和 や " 

二宮 ロー リ ぐ St の ひで 暫 上 G 宮 瑞 ぐ 員 る 2 
入居 琵 條 せ 。 中 窒 S 電 定 S 下 。 列 寺 MMA 
を いい 9 ルト まく かい 4 
衝 N で て 回 下り 株 疾 で で の 彰 選 ど 
介 縮 人 只 立 で り め 46 で のり で 全 尿 
科 ろ や で め 鍋 と 物 准 つじ し 8 一 W 生 ) と つ の " 
り ポ る で 本 マ 。 昼 人 亡 め 5 り | 畠 り 回 で 
之 拉 G 革 や 届 友 避 張っ で る で 憲 活 で し 
2 ン リ の 系 て we つ で めのう 心 廊 ろ 補 舞 
ど つ シレ うつ で 


ココ ゴー に てこ うつ 1 
析 臣 軸 に 科 湯 填 コ ロ 次 つく)) 色 叶 | 多 ) 
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司 翌 慌 に 衝 め 2 の 公 上 ン ぐ 座 や 


羽 忠 処 8)6 一 汗 汗 S 認 り " 守 宮 穴 で OO 過半 和 し Se 

EE に 本 に EEY く 4 プー で ベ 休 コト に に さい で い 休 に ll<6 ン (ーー ド ば いさ し < 送 
3690468 寺 4H 加 所 字 ( 1 で 月 錠 会 交 混 0S6 つ お ? 

6 回 求 層 G 舞 当 人 か 光 人 の BS 抹 ウス ン リ JJ ウ つ や て 


で 呈 IRSHe ペ ーー ロ に 回 語 に 公 )) 評 
き 0 し 会 で 7 誠一 守 盾 倒 入 6 つ お? 
月 G 呈 "0E 計 と [評定 や に 記 ぐ 盗 ] 
を 「 寮 窟 時 ぐ 寺 ] (2 銘 Ne 寄 康 く 
ユー ジ と) 篤 に SStG 得 記 つる < 中 中 
Q レ 連語 に J)) | 所 は 3 四 征 計 旭 
坦 宝 人 W 選 つ お 5 

大 購 ぐ 8 三 e つ SEPo の 7 許 ロ 周 
選べ EIJIEok 三 FIPG 
互層 会 宮 愛 い ロン トス 「 暫 四 和 年 
5 「 加 区 SNK」 てく ぐ 沙 名 「 到 
くに 音 向 ] の 引 紅 丈 じ る em 宮上 
GNUE 計 と 和束 が や し NE 店 に 徹 


佑 反 近 玉 生 代 っ 

胃 区 。 半 下 K 

還る 入 人 

言 回 

る G 

に まさ ニー 
き 


た ちな か 市 で 開か れ た 第 74 回 国民 体育 大 会 の 開会 式 6 
・ 文化 祭 に い が た 大 会 へ の 


きれ 、 プ ルー イン パルス の 祝賀 飛行 を ご 覧 に な る 両 陸 下 。 下 ・ 同 年 9 月 16 日 、 


県 ひ 
化 祭 ・ に い が た 2019 と 第 19 回 全国 障害 者 芸術 


革 城 


・ 令 和 元 年 9 月 28 日 、 
渦 市 を ご 訪問 。 翌 17 日 に は 、 育 学校 や 特別 支援 学校 に 通う 児童 生徒 と 健常 者 の 高校 生 が 協力 


し て 伝統 的 な 大 忠 に 色 を 塗る 作業 を 見 学 な さり 、 生 徒 た ちと 歓談 きれ た 。 左 ペー ジ 上 
9 月 8 日 、 秋 田 市 で 開か れ た 第 39 回 全国 豊か な 海 づ くり 大 会 に ご 看 席 。 写 真 は 両 陸 下 が 天然 


秋田 艇 で 作ら れ た 申 げ わっ ぱ の 水 構 に 入っ た 稚魚 を 手渡 され る ご 人 様子 。 同 下 
愛知 県 尾 張 旭 市 で 開か れ た 第 70 回 全国 植樹 祭 の 式典 会 場 で お 手 西 え を を な さる 両 陸 下 。 


り 下 ご で 84J> の SS 0 有り もっ の 
で いこ で つう 7 っ し CA マ (よっ 
守 公 の 守 聞く ペー シー で 慰 選 要ら 4 パ 人 S 
人 8 末 る スー テロ HeS6 つ お? 

月 つる 8 弄 選 に 音 乱 G 父 己 8/ 穫 苔 
く ぐ 編 等 阜 佑 む JA)T6eQ 和 YY 法 和 や 
MG 玩 民 G 千 記 電 )) 記 祭り SA0G 篤 往 
に くす いこ 生 に kecoKKt 
に ま 衝 に ふい (で みき に つの こそ く 3 
つる 2 人心 居 乙 に 48K 玉 人 B 邊 0P” 條 
Ao/ 宮 編 記 / 問 WORTS 政 梁 間 詳 伝 玩 
8SKo のり 和 天 うさ 必 ゃ " 

り ぐ 型 倒 。 鍛 し 6 筐 難く ぐ ) 醤 自 " 
JAJ22G 叫 ・ 党 穫 G エ ・ 肖 地 漠 弄 写 せ 
ae 宙 選 識 く G)) 埋 写 ′ 生 ち に 
RShYO63O6AWMmNLUS)J 活 維人 
4 6ー 財 壮 革 環 軸 に は を 会 
りり 肖 写 生 TRPG 綴 K 公 宮 W ン 4S 
6 つ お 2 

居 胃 人 融 民 外交 KG 洋吉 誤 紀 吾 
) 吐 富 り 0 丸 宗 け 4 麗 WE 回 に 6 人 
で 室 人 各色 eke | 操 案 MSH6 つ お 7 
US 吾 計 OSG 革 " 琶 c 叙 
宗 つ お 笛 抽 庫 人 WS りり "NTAOo の お 
4nt ら Sn で へ 中 開 ら で 超 許 理知 
補記 RS 私 人 20 8 る 
に いい さく) 
ME 時 お 室 守 ch04KQ し る る 型 地 
< ロ T 給 忌 昨 章 居 MRSA MG 守る 
や スス お B ロ て へ 旬 因 選 近 登る 
np 介 全 や し 8 出 で 若園 ′ 破 
そそ ロ 8 宮 穴 倒 交 人 56 つね? 

月 慰 全 ep7 人 E 語 に 案 国 下 J 所 全 
MSG 肝 社会 式 人 レタ スン 3) 
に 3 さい と 
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上 ・ 令 和 2 年 1 月 24 日 、 両 陸 下 は 皇 上 
績 や 取り 組み を ね ぎら われ た 。 下 石 ・ 令 和 元 年 6 月 21 日 、 東 京都 港 区 立 麻布 保育 園 で 園児 と の お 店 屋 さ ん ご っ こ を 
楽し まれ る 両 陸 下 。 下 左 ・ 同 年 9 月 7 日 、 秋 田 市 の 秋田 県 動物 愛護 モン ター で 子ども た ちと 一 緒 に 、 シ ー ズ ー 犬 の リ 
ー ダ ー ウ ォ ー ク を ご 体験 中 の 皇后 陸 下 。 スタ ー ト 前 に は 「 み よ ち ゃ ん 、 行 きま す よ / | と 声 を お か け に な っ た 。 


本 ・ 宮 尻 で 農林 水産 祭 天 人 皇 杯 の 受賞 者 と ご 面会 。 展示 品 を ご 覧 に な りな が ら 業 
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令 和 元 年 6 月 2 日 、 愛 知 県 三河 青い 鳥 医 
療 療 育 モ ンタ ー を 訪問 な さり 、 入 所 中 の 子 


上 ・ 


ども た ちと 言葉 を 交わ され る 両 隆 下 。 こ の 


後 、 後 方 の 席 ド 
けら れ た 。 左 


いた 咲 買 ちゃ ん に も 声 を か 


手 


紙 を 出 そ う と 思い つい た の は 、 当 時 、 種 子 


・ 咲 濱 ち ゃ ん が 操 后 際 下 ( 


鳥 に 山村 留学 中 だ っ た お 兄ちゃん か ら 「 手 
術 が ん ば れ よ 」 と 葉書 が 届い た の が うれ し 
か っ た か ら だ そう で 、「 す べ て お 兄ちゃん 


の お か げ 」 と 話す 。 


て 母 ・ 


下 ・ 自 宅 の 庭 で 


智子 さん と 。 智 子 さん は 、 障 害 に 負け ず ( 
が ん ば る 娘 を 誇り に 思っ て いる と 語る 。 


て そ 天光 字 選 を く (っ 鶴 ) 7 
半 窓 eo の 如 ン 削 詞 学 受 守 
に いり トド そつ 0 リ ト コ 
し に 汗 宮 を 営 筐 G 財 圭 
Ao 思 ッ oN や レ a06 つ 人 お? 
年 足 IR 時 いら 下 「 く 門 王 ら 
て と も 征 ※G 深 氷上 宏 
OO/ 人 8 抽 WS 委員 
が で で ー ド さこ 
中 さき 9 東 る や 営 字 
です させ 届 下 鹿 に 
り 記 いて やら Se や 公 必 天 人 稀 哉 
4 ン 届 中 選 しろ 6 づつ お 室 。 ホ で ト 
か ロー 和 ト ・j 寺 人 上 電 生生 で で 
尋 濁 つる 介 飲 次 や ぐ 齋 会 や Pp" 
四条 「 記 の | 買 約 KEO レ 
介 寄 うつ 尋 全 で お 代 」 の 2 「y 
< 中 楽 電 条 る る ペ 4」 の) 
he 上 京 迫 ぐ 列 け | 詩 濃 「y 
ン る 仙 合 ち ATJ0 る 64pS お つ せ 
いい こさ ャ ミリ マル うに: さり 
や MA ちゃ 束 還 中 窒 つり る 証人 
や ゃ 倒 。 思 己 G 二 5G お や 呈 つ 
丸 公 村人 SeSP 冠 ⑱ つ " 吉 の 送 
突 寺 間 a0h6 つ お 9 My り く 補 る: くも 
OSG 節 / 古 憧 に 会 に 音 語 G 宗 品詞 
SG 因 氷 宗 件 還 詳 り PEQS Ne る 
信二 で p5 宗務 を で 24ereG 電 欠 
つま りつ し る や っ) | 導 境 0 守 Q 守 
由 0 で っ の 疾 0 守 半音 0 眉 つ 羽 党 り 暗 
G 引 慌 信 下 振 つじ 束 還 つつ ね? 


MS も っ oeY0 人 を べ で り 四 こい) 
いし る 2 人 S 全 で お 常 ら 弄 Ne 委 TOT 
喜 室 釘 呈 ” 居 pke く 医 還 G 1 ベロ 
咽 紀 お 党 暫 の を べり” 過 累 交代 握 
ぐる 8 ン レ の 近 時 の つ 學 る 4 愉 る 


る 本 全 や ^ 宗 環 十 Q い 2 が つる? か 
Ne4J「 窟 演 令 還 立 ] の 肖 地 JO を 9 
民 瑞 庫 人 8 「 人 8 中 昧 夫 司 委 AMT」 介 
いつ を で し 下 人 G 記 振 人 9 安全 嘆 人 に 
回 に きい く 向 っ 篤く 8 で P る reG 
護 」 の 季 移 提 全 や 80 お GS し ゃ " 

WS 光 ” 宗 思 く ヘー と ロ っ の 記 や O や く 
足 漠 全 中堂 各 ヨ つつ 丸 潤 思 0 を ST で へ 
ふ リ ーG 裕 交 は 48 る つい 垣 守 符 
舞 倒 し wo 上 8 会 梨園 の し る ょ 9 上 K 人 
hee| の 政 4nJ  0 ン ー 申 司 じい 
eaoh6 つ お 5 SS の 応 宣 さじ 中 昧 
所 生 お る 瑞 仙田 に 委 層 ン と 58 る ^ 

ぐつ JSC 信介 忌 伸 宗 寺 恒 潤 人 0 や 
he 明代 御 一 AJ4SrG 麺 る 堆 選 6 や 
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証 呈 人 る ぐ 艇 ち 朋 全 で お 時 定 ぐ 守っ 


客 醒 層 他 己 素 タロ 
代物 や 向 S9 


CO: とく だ で つる に ゴー いよ こら 放 江 た こい みさ こう きた に で] 
記 定 "中 窒 の 更生 商 案 宣 自 革 富 6 で 宮 類 SUSNNUSOD4S で SS か 
を や 足 QTS「 9 回 窟 肌 征 当 党 窒 」48MG 突 240 居 迄 必 室 負 の へ 叶 6 つ お ? 


P 
下 因 
6 多 
江守 
| うつ 美 
りり 政 
3 ぐ 
3 
加 
人 
に 人 


全国 則 没 者 追悼 式 に マス ク 姿 で 区 まれ た 両 陸 下 。 


・ 令 和 2 年 8 月 15 日 、 


新規 コロ ナウ イル ス 感 菜 症 の 感染 拡大 に 触れ られ 、「 私 た ち 皆 が 手 を 共 ( 


な り 、 
号 で 拉 


声 を お か け に な る 両 陸 下 。 


同 下 ・ 同 日 、 河 川 の 池 溢 な ど で 其 大 な 拉 害 を 受け た 丸森 町 の 五福 谷地 区 を 視察 され る ご 様子 。 


ら 願 いま す 」 と お 述べ に 


こと を 心 か 


後 と も ち 、 人 々 の 幸せ と 平和 を 希求 し 続け て いく 


と 
常に 国民 と 共 【 


乗り 越え 、 


2 月 26 日 、 吾 風 19 


・ 令 和 元 年 1 


ある と いう 強い 思い を 示さ れ た 。 左 ペー ジ 上 


人 一 人 6 


し た 宮城 県 ・ 丸 森町 の 花田 応急 仮設 住宅 の 集会 所 で 、 被 人 災 者 の 


Or 人 8 の 4JAJ 人 S 可 旧 池 や 
や お し ンー 折 つ 計 と 間 つ 玲 っ の 四 机 ) 
素 ロ つね る JP 人 8 で S6 和 mv 
や や 7 窒 塞 り 束 選 や ママ て G 姜 替 交 
所 守衛 天 電 n 民 屋 庫 に 倒 「 拓 束 レ 
SQ る や QG ロ | 8 人 8 人 は 8① 
や の 県 名 工 ( 芝 回 鶴 報 王 )^ の 世 ら 
呈 (世間 回 表 G ロ )^ の o 思 の (中 裕 
回 可 ぐ 三 )^ 中泊 呈 ( 艇 窟 記 4 戸 ) 
Sa oo 札 還 品 代 計 8 昧 計 ) 曲 由 
表 棒 財 衣 に JAo の は 7 棋 宗 吉 語 や 祭 蘭 
和光 和 <QS し る ps" 

や つり 7 oo 当 ロ SG「H 図 補 穫 型 
喧 窒 8 賑 型 ロホ か で 人 K 浪 ※ 
湯 短 表 党 ロバ 選 宮 N ン SS 漁 公 
ゴロ 8 で お を 中 Q き の ル K ふ 火 ち 
導 W6 で で 客 る )) 注 19AMISOSS6 つ や 

1 民 ′ 世 吾 MR 恒 青 に 衝 補 人 SQ 
で 幸 球 時 くく 誤認 の” K 天 IE 室 席 
し 8 李 六 中 臣 応 宣 藤 に 壮 定 全く 写 
00 しり 人 QS46 つ お 7 で 足守 当選 
ロロ 3^ 己 ーSm 冨 mo も 水 
つ お 回 雲 氷 り 宗 電 KA コ 鹿 ら や 8 束 間 
る Jod6 つけ 

色 雲 応 ・ 束 穴 写 し 近江 宝 9)) 容 肖 
密 「「 紀 戸 坦 商 演 詳 震 志 」 ぐ 6 や 
腔 還 く べき 党 NE り )) 表 屋 ” ME 肝 に 
主 泥 し m や | 塞 さ や く G 條 AD の 案 営 
向 0 束 祥 9 る 心 半 衣 品 表 づつ /「 代 中 
で お 梨 呈 る 明る 0 つね お 罰 」 の ) 
湯 選 全 お Q 宗 地 光 公 雨 念 環 で ロ 更 WO 
唄 6 宗 刺 球 詞 倒 。 朗 ぐ ぶ 直史 京 生 で 
玩 全 るり 知人 を 6 編 mJ「 
SB8 る 0 レビ | ) 思 称 妥 6 和 や 計 案 
人 べ 計 MOr く SMA" 
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ン ン ン 


SV 


2 が ex 


ン 


退場 時 、 上 呈 


平成 30 年 全国 赤十字 大 会 の 


后 降 下 (当時 は 皇后 陸 下 ) は 、 旦 后 隆 下 ( 当 


時 は 皇 太 子 妃殿下 ) の 腕 に 手 を 添え 、 笑顔 
で 次 期 名 党 総 蔵 を 紹介 きれ る よう な ポー ズ 


を な さっ た 。 会 場 は 万 雷 の 拍手 に 包ま れ た 。 


本 机 拘 十 季 宮 


鬼 代 穴 ター じ Si 


を ネ て 補 ERAS 公 各 S 実 矯 穫 セン un つ お 源 人 で 
実 ど ぐ 計 人 謀 公 鐘 党 )) 宇 補 eo 6? 

ー 守 中 肌 に 沢 写 や 6 会 証 聞 基 守 中 疲 に 誤 由 YO か 6yo6 人 3 
を 生 表 CS)J 紀 人 和 才 DS oe9o6 乱 叶 知 民 計 入る 6 


陸 席 され た 畠 后 陸 下 。 こ れ が 上 皇后 と し て 


令 和 元 年 5 月 22 日 、 東 京 ・ 明 治 神宮 会 館 で 開か れ た 全国 赤十字 大 会 t 


初 の 単独 で の 


公務 と な っ た 。 1 年 前 の ワン シー ン (右上 の 写真 ) を 思い 出し た 出席 者 も 多かっ た に 倍 い な い 。 


ご 


呈 性 棋士 NT 邊 (ペレ 呈 拒 ) 所 味 ぐ 
区 TS | 定 ざ つり” 震 車 滞 舞 
KS も 富 つ めく ャ 寺 衣 の お 人 SYUH6 
OheSv 窓 吐 半 向 に いる ee 通 光 
三光 G 叶 守 式 栄 嘱 ン MG 守 褒 移民 
Pa06 つ お 7 8 会っ の 宝 全 人 K 弄 G 再 
に し She 宣 給 下 0 に 8 明 る 到 つ 9 人 8 給 
や は 人 ” 呈 棋 余 究 並 笠 お じ ン 針 浅 
いい りこ 2 こり 旨 に さこ こい 
避 選 店 やり 婦 公 お ぐし や" 鬼 ど G 杖 
に 乙 と 2G 品 つ 豆 縮 党 0 尿 
詞 守 KK 天 ME 電 吉 に 人 8 紅 
軸 身 つつ し 己 医 @ 喝 褒 MA じ うべ で で 
つ を る fe K 天 記 人 に) | 所 は SON 
次 室 2 王 ロ 人 SO し 三 失 G で 5 
と 和室 革 くく) 醤 等 せ 人 E 計 人 人 氏 1 マ 
も 深 人 SQSneK 守 くく 光 G 1 0P ゃ " 
コ m 人 8 拉 の 8 叶 ” H 四 抱 十 全く 
作 妹 ト ロー さ へ AK・ よ で へ ホー ミ 居 
提 補 穫 け 作 全会 和 閣 臭 償 6 つ 
や ? 選 交 で KK も お) 烈 球 G 交 ” 弄 に 
5 いこ いたっ 半 に ご 
SS 移 催 仁 ぬ 9 つ ン | っ)) 妥 た 
ke 会 GTD<K 庄 d 生 各 記 坊 や 票 回 


沈 窟 


宗 お の 案 濁 講和 % 光 やつ お? 

ー 叶 ※ スー へ や 商 室 末 UE 
虹 に 中 還 ぐ HH 較 橋 十 人 hK4K は 遂 Y6 
区 十 人 hG 混 癌 己 球 細 穴 人 S いや 玉 べ 
と 還 き SNSSR 層 党 例 の る 6 つつ 5 
時 家電 軸 O 尺 近 SG0 納 位 ら 介 祭 7 
6 革 全 ぐせ 佐 K8 呈 中 案 腕 聞 弄 有り 選 6 
つ お "648 守 oo 二 総 昌吉 
S 豆 ゴロ 折 早 つ ” 守 二 人 球 常 移 軍 つや お 
WE 坦 量 0 け 四 寺 し 投 ぐ SSKe@N ロ ー ヘ 
AK・ よ て 邊 の ヘー 紀和 店 中 生 
つの )) 詩 牌 " QeeG 軸 結 穫 時 中 生 全 
NE こい ay と くく 

で 足 QSHHS 回 村 十 人 h く 5 飲 
介 守 抹 層 ロホ ふか でき KG 和 革 党 く 
ーー 人 0 玉 6 つ お 案 の Q 選 避 ロロ 
ロ G く 上 澄 注 引戸 和 環 埋 補 中 
穫 款 還 電 坦 宝 つや お 党 ” 二 直 に せ 四 
宗 き 叶 く SS0Q る G 代 9 拉 8 
移 々 で ” 揚 定 SG ま ー ス マー 公 
っ 2 くく 認 YOS6 つ お 7 瑞 E 講 に 8 朋 ) 
導 全 人 守 図 穴 涯 味 穫 く ぐ 民 会 玩 簡 
る 宙 や も ロロ 宮守 ぐ 4H 四 相 
く ぐ ー ミ 室 RG PaOhts? 
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令 和 2 年 5 月 20 日 、 日 赤 の 社長 と 出社 長 が 新型 コロ ナウ イル ス 感 
染 症 の 発生 以降 の 日 赤 の 活動 を 報告 すべ く 、 赤 坂 御所 を 訪問 。 両 
陸 下 は 熱心 に お 聞き に な り 、 ね ぎら い の お こと ば を 述べ られ た 。 


は れ 険 話 し そ コ 
` ま も 誠 て の gg 上 新 
を し 合 乾 対す キ 型 
く た う 2 場 ら 誠 ウ 素 療 記 ) 
あま Mo 
こ に リア 
ます きま を まで る えま 人 ナ 
証人 4 の ウ 
ん の 任 る と 大 柴 皆 事 イ 
の 落 務 皆 思 変 着 さ 
人 命 を さい な の ん ルレ 
な を ん まま を 更に 者 ス 
教 話 っ に す 日 生 は 感 
2。 上 。 で は 。 を | 以 この SN 
て 注 こ 特 通 来 新 染 
ci 動 馬 5 当 に NII ま 清 の の 症 
艇 と 
思 ら 角 そ を ら 闘 上 ・ 令 利 元 年 の 全国 赤十字 大 全 
還 IS 表 の の に 語 > で は 、 澤 后 陸 下 か ら 13 名 に 直接 
2D 二 まあ 思 お 当 の 上 和み 沖 | じ れ 天 だ ワリ 内 
所 522 ぐま ID 生 が 投 生 きれ だ た 。 中 ・ 人 和 
ウ 二 2 の さあ 2 の に コ 元 年 8 月 7 日 、 東 京 プ リン ス ホ テ 
も 気 に 支 ら 底 と ル で 開か れ た 第 47 回 フロ ー レ ン 
M je た 3 大 3 ト ス ・ ナ イチ ン ゲ ー ル 記 豆 投 与 式 で 、 
だ を 下 れい 動 ま の 竹下 剖 久 子 さん の 胸 に 、 手 ず か 
厳 お 語 と 計 G 記 2 仙 に 3 ら 記 事 を 投 けら れる 皇 岳 陸 下 。 と 
に 令 ご 和 鐘 吉 お 受章 者 は 2 年 に 1 度 、 赤十字 国際 委員 会 に よっ て 、 世 界 各国 の 看護 師 な どの 
状 て 緒 こ い 1 中 か ら 選 考 さ れる 。 下 ・ 授 与 式 で は 、 赤 十字 邊 護 専 門 学校 の 学生 に よる キ 
況 た 還 に 宮 そ に で 二 ャ ンド ル サ ービス が 行わ れ 、 会 場 全体 が エ な 究 財 気 に 包 まれ た 。 
が い 心 し 
続 と か や て を と 
信和 元 年 12 月 9 日 、 皇 岳 際 
下 の お 菜 生 日 に 合わ せ て 、 
ふ を の 大 る 笠 く 日 赤 の 高齢 者 施設 に 手拭 い 
人 きま 導 る が 記 られ た 。 写真 は 手拭 い 
原 に カ さ ん ミ さ が を 受け 取っ て 責 計 山 品 県 
を に れ 四 を 委 小野 田 赤十字 病院 老人 保健 
か は を 施設 「 あ ん じゅ 」 の 皆さん 。 
| ら 
UIVa1 
R 語 の 5S 
上 に を れ 1 基 " 箇 后 陸 下 か ら の 考 拭い の ご 
7 か に 月 下賜 は 昭和 24 年 に 香 六 息 
8 も 内 穫 中 后 が 始め られ 、 占 司 際 下 、 
う 務 多 体 さ + 各 后 陸 下 と 受け 継が れ た 。 
め く を れ 図柄 は 折り 堆 、 才 穂 、 紙 風 


( 夫 駒 (( 放 書記 苦 基 三 謀 ・ 渦 守 詩 江西 肝 党 主 藻 江 己 コ の 玲 圭 ) 


船 な ど が あり 、 令 和 最 初 の 
新柄 は 「 ゆ ず ] の デザ イン 。 


| _ 家具 の まち 


” 大 川 市 


リ る 家具 の まち 「 福 岡 県 ・ 大 川 市 」 


大 川 市 は 、 福 内 盾 部 の 筑後 平野 に 位置 し 、 九 州 一 の 大 河 『 邊 後 川 記 当 議 
市 の 西部 を 流れ 、 有 明海 に 注い で いま す 。 今 か ら 的 480 年 前 欠 央 調 
。 の 技術 を 生か し た 、「 指 物 (さしも の )」 と 呼ば れる 家具 づく 《 り が 末 請 還 
7 十 ア まし た 。 日 本 有数 の 家具 産地 で ある 大 川 で は 、 現 在 も 匹 の 技 が 上 記 語 
4 いま す 。 伝 錠 的 な 職人 技 を 殺 水 し な が ら 、 現 在 の ライ フス タ ィ 店 
マッ チ す る 大 川 家 具 の 魅力 に 触れ て 《 だ さい 


夫 省 事 


大 川 市 を ふる さと 納税 で 
応援 し て み ま せ ん か ? 
大 川 市 は 日 本 の 家具 産地 を 自負 し て お り ます 。 こ の 技術 や 


伝統 を 次 世代 へ 引き 継い で いく 豊か な まち づく り を 実現 する 
た め 、 ぶ ふる さと 納税 を 活用 させ て いた だ きま す 。 


「 大 川 市 ふる さと 納税 」 の お 問い 合わ せ は .. 


剛 ふる さと チョ イス 楽天 ふる さと 納税 さと ふる 
TDIE 大 川 市 役所 企画 課 地方 創 生 推進 係 


容 0944-85-5573 FAX 0944-88-1776 


大 川 家 具 
EZ 


okwkikaku_k@city.okawa.lgjp 


。 2021 年 
_ | 運 を 開く 」 


神奈 川 県 真 勧 札 、 三 ツ 石 と 初日 の 出 。 
元 是 の 朝 、 注連縄 の か か る 岩 の 問 か ら 
日 が 昇る 。 日 の 出 時 刻 は 6 時 51 分 項 。 
写真 プア フロ 


選 符 G 活 Q つ SA や トー 「 圭 雪 か 
Ke」「 | 由 mNe」 る で NR 篤 全 hp7 
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ーー ム 


上 


元旦 の 富士 山 の ご 来 光 。「 初 富士 ] は 、 
新年 を 迎え て 仰ぐ 富士 山 を 表す 正月 の 
季語 。「 赤 富士 ] は 、 風 水 の 観点 か ら 
も 縁起 が よい と され る 開運 モチ ー フ 。 
写真 プ tropicalisland・PIXTA 


中 貢 G ぐ 下心 公 Q SNe 2 せ 三 G 須 
公 Q。 半 醒 司 電王 を 堪 須 人 8 座 如 
SGp 選 OS 篤人 選 fm" キマ 
人 He 墜 Xm 作 JJTTMN< ロ 
や し レ 考 さじ つ 必 陳 赴 せ 。 振 つる 1 
記 ) る か 志 還 倒 寺 が 6 で he 久 講 人 の つ 
ン 和 ER 改装 足守 HKS 避 明 8JW 
公 Q” 呈 手 で 吾 忌 唄 が 6 応 叩 G 吉 
漠 つ 介 の つ 選 6 科 ? 

狗 G 畠 回 婦 寂 征 ” 護 玉 セ ン 仙 
飛 貴 李 き G 扱 隊 し つ 人 色色 四 も 
8 ロ G 玉 XRAG 守 会 公 呈 球 の 臣 | 窟 
償 レ る kJ 和信 計 回 定 民 人 S 選 7 
展 志 G 葉 守 ・ さ 玉 J ッ の 半 宰 地 き ” 
室 選 赴き ぐ 講 民 科 0 お BSho 款 守 
篤 る ン 0zo 人 SS や 

eoxoio 中 ” 講 品 G 味 Ne 窟 戸 が G ロ 7 
恨 記 G 窒 世 窟 お 「 写 誤 G 王 ] の つじ 
忌引 案 Ne つり 足 宙 ” 尽 前 " 足 祝 
二 半 07 | 叶 ぐ 介 足 SGz2G 和 糸 弄 室 き 
る や keG せ / ロ 攻 て 還 定 ぐ 久 恩 " 
古 々 つろ 半 模 公団 写 mhe 忠 語 夏 
下る ke 知生 し っ の 明代 谷 御 一 篤 の <Q 
NISjK 倒 つ h6 和 pY「 案 別 ぐ 民夫 必 中 
壇 せ 。 避 G 皇 記 計 K 素 公選 旨 営 で 澤 
496 つ 85 給電 [ 宗 ロ SG」 中 、 Po7 
ト ぐ / 鍋 民 休 d 公 re 暫 し? 


磯 前 神社 ww 


5 らい いそ る さき 


大 光 


※- 時 間 6 時 48 分 頃 


科 
入 
直 
S 
器 
に 
臣 
6 
ぃ 
過 
f 
当 
に 
EN 
S 
本 


お ちな じ ちの か: 


な 停 ま Ms . 御 祭神 で ある 大 己 引 


し た 大 洗 幾 前 に 借 建 され た 神社 の 鳥居 。 


本 へ 性 6 困ら 
く <hzpHoo 軸 庄 り 密 補 ン 
密 口 叩き" 村 評 志 党 
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三浦 海岸 Wuwy 
=- 時 間 6 時 49 分 頃 


: 浦 海岸 の 初日 の 出 。 屋 年 、 多 く の 
人 が 新しい 一 年 が 生ま れる 朋 間 を 目 
に する た め に 訪れ る 届 指 の スポ ッ ト 。 
写真 プ ジ ュ ノ ・PIXTA 


評 の 芸 受 再 | ざ 愛 諸 


へ 立 wSy . パ YY 中 楽 二 位 。 宮 | る 虹 へ 史 ざき Y て 党 ご 


っ 9 て ご 


『 寺 放 「 時 式 三 S き こき 」S そ は 立 記 | 
健 呈 > / 三 びさ ざ き 況 芝 半 光 乱 


S 二 作 上 証 雷 宴 重 ツ 受 蘭 誤 謀 才 宇 


に に Va 
人 く 守 剖 へ 計 位 る 於 詞 パ w 混 忌 宮 
。 プ S 閉 バ ー コ ン 受 王 
に ない いこい ペー コ 


っ 半 避 澤 ) S ぶ ま パ 


ok つ 宮 古 計 


ー ィ ネー パシ > の 華 圧 上 当 ・ 誠 、 


り 
シン 】 


NNN 


犬 咲 埼 
(上 
時 間 6 時 46 分 頃 


銚子 市 大 状 埼 か ら の 初日 の 出 。 離島 を 除い た 
平地 で 日 本 一 日 の 出 が 早い こと で 知ら れる 。 
磯 に 砕け る 波 し ぶ き の 光景 と 灯台 と の コン ビ 
ネー ショ ン が フォ ト ジ ェ ニッ ク 。 

写真 プ よ っ ちゃ ん 必撮 仕事 人 ・PIXTA 


「 江 戸 名 所 洲崎 は つ 日 の 出 」 

「 初 日 の 出 」 を 拝む 習慣 が 一 般 に 定着 し た の は 、 明 治 時 代 と いわ れ て いる が 、 
江戸 時 代 の 歌川 広重 は すでに 人 々 が 「 初 日 の 出 」 を 愛でる 様子 を 描い て い 
る 。 現 在 の 江東 区 東陽 町 周辺 。 写 真 / 国 会 図書 館 デ ジタル コレ クシ ョ ン 


鶴 箕 岬 
(北海 道 ) 
時 間 6 時 54 分 頃 


松島 


(宮城 県) 
=- 時 間 6 時 52 分 頃 


雄大 な 日 高山 有 族 の 突 瘍 に あたる 機 箕 岬 の 
2019 年 元旦 の 初日 の 出 。 高き 約 60 人 の 断崖 
に ある 展 記 台 か ら 朝 日 を 眺め られ る 。 周辺 の 
理 磁 に は ゼニ ガタ アザ ラ シ も 生 忠 。 

写真 Gold・PIXTA 


東 松 島 市 の 宮戸 島 に ある 標高 106 伝 の 山 、 大 
高森 (壮観 ) か ら 見 る 初日 の 由 。 松 鳥 四 大 観 
と 呼ば れる 景勝 地 の 筆頭 で 、「 壮観 ] と 呼ば 
れる に ふさ わし い 松 鳥 済 の 絶景 が 楽し め る 。 
写真 kikuti・PIXTA 
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S1 


※- 時 間 7 時 4 分 頃 


高島 市 鵜川 の 自問 神社 の 湖 中 の 大 鳥居 越し に 


望む 日 の 出 。 沖 島 を 背景 に 琵琶 湖畔 に 朱 塗 り 
の 鳥居 が 浮か ぶ 姿 か ら 、「 近 江 の 厳 島 」 と も 
呼ば れる 滋賀 県 随 一 の 朝日 スポ ッ ト 。 
写真 デア フロ 


むし あげ 
虫 明 
(岡山 県 ) 
: ぶ : 時 間 7 時 10 分 頃 


(鹿児島 県 ) 
ぶ - 時 間 7 時 17 分 頃 


瀬戸 内 市 色 久 町 の 美しい 虫 明 済 に 只 る 朝日 
か きい か だ を 前 党 に 入れ 、 商 金色 に 染まっ た 
瀬戸 内 の 海 と 多 島 美 と と も に 日 の 出 が 見 られ 
る 絶景 スポ ッ ト と し て 知ら れる 。 

写真 bizen193・PIXTA 


桜島 か ら 昇 る 初日 の 出 は 、 鹿児島 水族 館 付近 


す 人 が ん えん 


7 時 27 分 頃 、 吉野 公園 7 時 36 分 頃 、 仙 歳 園 7 


時 55 分 頃 (南岳 山頂 付近 ) と 場所 に より 大 き 
く 異 な る の で 要 注 意 (海上 保安 庁 調 べ )。 
写真 プ faumingo・PIXTA 


城ヶ崎 海岸 
(静岡 ) 
時 間 6 時 51 分 頃 


渡 月 橋 
(京都 府 ) 
-x- 時 間 7 時 4 分 頃 


(和歌 山県 ) 


=- 時 間 7 時 00 分 頃 


伊東 市 、 城 ヶ 崎 海岸 門脇 吊橋 越し に 、 初 日 の 
出 が 昇る 。 断崖 絶 陸 に か か る 長き 48 和 z、 高き 
23z の スリ ル 満 点 の 吊橋 か ら の 眺め は いか 
ば か りか 。 前 景 の 松 の シ ル エ ッ ト が 美しい 。 
写真 /fujiyama・PINTA 


京都 履 山 の シ ン ボ ポル 、 渡 月 橋 は 日 の 出 語 の 名 
所 。 橋 の 上 か ら 拝 な の も よい が 、 こ の 写真 の 
よう に 橋 越 し に 眺め る の も オツ な も の 。 少し 
上 流 の 屋形 船 の 発着 場 近く か ら の 船越 し の 眺 
めも よい 。 写真 Zmasaya・PIXTA 


日 本 の 朝日 百 選 に 選ば れ て いる 和歌 山県 串本 
町 の 橋 杭 岩 の ご 来 光 。850z に わた っ て 不 規 
則 に そそ り 立 つ 奇 形 の 岩 柱 の 少し 石手 側 の 紀 
伊 大 島 か ら 昇る 朝日 は 、 幻 想 的 。 

写真 kumako・PIXTA 


ぐ や 本当 講 富 々 詩 G 晶 涯 更 SOxS* コ を 回 司 組 唱 宮 員 
^ る 2 和己 She 球 記 和 堂 痢 ざ レ る お 乱 Mo6 つ お 9 

NM 人 SS 1 SS 表 虹 SNK さ 和 OEye 

「 営 婁 @ 賜 7" 聖 に 三 操 虹 0 く 守 志 結 天 5 か 6 


会 Se ズ 件 肖 吾 みさ ( き 加 ) 


財 % wo 
9P2Meh* 呈 へ SEG 
人 和 FSwg ら mo 


キー 
に 2 
に 
S とい \6 る ょ 6 の 5 
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で ep 放し gh 
人 9 っ に ン お な も SC" 人 革 民 くさ 
Ni 中 SG 束 =G べ き 和 史 RW 
JOKmSARMMN ジ 本 を 
[G「 有 | 芋 江 "「 半 | せ S 湯 
で しか 守 7 か 守 財 SGS 水泡 
四 諾 AN つ ^ SS 臣 P4Sye※S 
くせ 写 8 0 の 組立 9 遷 レ / 記 ら 
) 導 いじ 針 ら 三 % 過 AM 括 史 つつ レベ 
器 区 の タン" ズ @ 迷 雇 経 工 や ho 
月 4 委 記 る りり 33 

人 皿 ′ 加 GE 臣 科 態 0 ざり 宮 で 丸 
灯 圭 G「 営 革 G 規 | 90V く 人 還 ho 
で 人 pjmSIQ 吉 人 G 絆 選 生 守 /) 
忘 @ | 0" 処 財 編 守 お 吐喝 | 
の 204J NE 窟 全 4S っ 條 呈 XG 昧 リ ) 
介 宙 密 紅 つ 7 写 戸 く @ 姫 R92 
シロ 計 吉 才 ぐ 翌 記 "| 
TOTG ロ SKU 呈 AmNS- る ぐま D 
4SES ポ 地 父 G モ や 


EN ふつ 7 


胡 け 水 で きめ 
f。 凝 
形 、 渓谷 美 が 評 ': 


菊地 ゆか へ テア 
ク プ 岡田 いずみ (Eiji 


の 侵食 地 
リン グ 」 


本 電 : を 、、 
つも 多 
宗 MO 上 
昌 お 6 販 。 
た 生ま 
だま 
S 羽 先 り 
に 人 
無 パ 人 ⑮ 宮 
NG ロリ 
| は 填 和 和 
まま 
導き 
は 
マ 導 ょ り 
光生 
還 を 堆 
所 旦 
計 條 反 
に ます 7 
・ へ S な や 
ゴ 提 図ら 
ケス 
ぶ 悪 尼 持家 抽 % ぐ 会 留 Ox 攻 - 
トイ キッ | “ 
は お 加 
と で で っ PT 
] し K 時 回国 
KR 汗 
如 


SE よい 
ち じ SHIKA く 向く 過 り SnG 完 
構 信 ぐる る 、oo4Q0 8 選 つ レタ 
6? 守る 写 全 の 芝 [広和 主 ロ つ 
くだ 生コン 0Y く コン こ 
共 つ 油 07 圭吾 油 …… ペ 民 有人 K 全 
御 一 記 当 の RoocCe6 つ お 5 
肖 # く 室生 MS 窟 る を 近 ……" 
先 や SnS 症 ESp4SAer6nK 倒 つ 


「 二 . 


E | 

し 26" 泥 e 史 騰 谷 じ る Ke)7 き 富 1 畑 雷 だ 届 ル RM へ A 易 
科 り 定 傘 公 る xe 向 Op つつ ね つ 全 半 きど た ご 昌 削 必 K ル S8 
異 沿 Q し SWP 0 さ 知り 当 銘じ 導 村 と て 交 営 言 くい きる w パ き 
る つね 9 吉 代 し 3 くき 儲 言 4 流 に まさ まさ "< 
30 oeG り 人 2 江 モ さき を SS &1g さ きら 
尋 GK 争 OQSyT ( ロ 王 0 べく 突 ) し ミ 計 男 湖 KSRSmm nh の KS 
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吹 割 の 滝 の 陸 に ある 、 邊 飛 の 滝 の 前 か 
ら 、 緑 が 美しい 肖 谷 に た た ず む 戸田 き 
ん 。 早朝 の すがすがしい 人 空気 と 光 の 中 、 
リラ ックス し た 様子 で 「 優 し く 細 か な 
水しぶき が 、 と て も 気持 ちい いで すね 」。 


羽 。 吉 麟 互 思 %- こ - つ 乱 . さ >o 宮 

SAe ag 較 

回 4 

きき 

3 MS 
三室 

Dj 
に 人 六 wm ニ 十 
に か] 表 ぐ ご 
5 提 所 
当 ゃ 

S ン 

当家 叶 朱 \ 謀 " 豆 坪 補 光 20 お 軍 叶 脱 知 rv 

還 き ーッ 

僅 。 KGSRANNN 屋 震 、" NRG る 2 宮守 攻 RORShe つ 人 


oy リ 


必 宮 史生 久 つ り い ン 8 「 更 慌 富 」 知生 記 pte 量 麟 斉 末 O 


ペ ビ 8 慰 党 ぐ 窟 HK へ 御 一 彼 


ご 
所 
記 
四 
8 


選民 裳 恨 胃 約 挨 肖 な SQ 氷 つ や レレ 各 HRK8 三 [ 叶 三 」 
PS Mb り 公 ① 湯 王 つ お ね く トー 守 
悩 さ 征 男 ス 半 0 ント 王 つ 三 営 を 屯 洲 知 「 紀 
誠人 コ 半 馬 。 癌 | 区 We 更生 つ 翌 導 せ る 
た を まお 和仁 eo NG 末 革 和民 SR 
Ne また まお 仙 綱 ヨ つ We 尿 衝 [性 K」 や 
| 拉 ぶ る 思 下 別 KK ネト ーG ペ ポン 肪 SSH ロ Se 
銀 《 きく やく 3 叶 web 
| 下 和 れき BN っ [na 名 合 民生 る る K 革 ヘー 
せ 京 江 計 寺 計 の R ポ O 全 fe っ ) 寺 
の ve 計 さ S り DK で" 計 洋 二 証 S ! 
つる エエ" 輸 つ ぐ 宗 油 *OxG 寄 守 称 N 沢 中 
人 : 各 ス 、 GO 全 で N 悪 類 、 つ し で 略 つ お 
まだ た 移 が eS おら 寺 写 " 当 ES 
上 8 % 還 邊 を 宗 穫 0 し は は 肛 人 0 補記 ちか 
析 性 家 量 菩 ら 篤 。 叶 守 YO さり tneJ 月 有り 2328n6 公 
まき きち き 類 ン S 強 三 人 ひ 届 いし 0 吾 堂 S 拓 
当ら 記さ し She 時 6 記 や ント シン 
コロ リン 寄 尽 


に こい に くい びく ャ ここ ナベ トン 人 りこ) 
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うぅ 


念 図 
や が て 止ま り 、 そ こ か ら 溢 れ 出 す 。 こ れ が 「 龍 穴 ] だ 。 


地面 を 盛り 上 げ 「 祖 山 ] を つく っ た 大 地 の パ ワー が 流れ 
出し 、 何 億 年 も か け て 曲がり くね っ た 山脈 や 起伏 に な る 。 
れ を 「 龍 脈 ] と 呼ぶ 。 大 地 の 力 は 転がる ボール の よ 


龍 脈 と 龍 穴 の 概 


た 。 6 


か きか な 


ある 御坂 山地 へ と 変化 し 


居 に 入り 込ん で いる と 御堂 さん は いう 。 残 る 2 本 は 伊豆 


富士 山 か ら 走り 出し た 苑 肛 は 非常 に パワ ー が 強い た め 、 
100*。 以 上 も 離れ た 東京 に 到達 し 、5 本 の うち の 3 本 が 量 


富士 山 を 祖 山 た する 代 脈 の 流れ 


半島 と 、 富 士 山 の 北 k 
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人 半蔵 門 散 は 租 訂 の 国会 議事 堂 は 自 席 (3 Ui 
半蔵 門 は 富士 山 か ら 走 っ て きた 六 譲 が 国会 議事 堂 や 最高 裁判 所 の ある 皇居 の 桜田 門前 で 標高 差 を 色分け し た 地図 を 
新宿 、 四 谷 を 経て 到達 する ゴー ル 地 点 。 南西 側 一 淀 は 、 江 戸 時 代 に は 多く の 大 | 広げ て 、 こ こ に 江戸 城 が あっ た 頃 に 思 
門 を 背 に し て 新宿 通り の 四谷 方 向 を 見 | 名 屋敷 が あっ た 場所 。 江戸 城 か ら 海 の に | | い を 馳せ る 御堂 さん 。 日比谷 は も ちろ 
通す と 、 こ こ が 山 の 尾根 の トッ プ で あ 方 向 ( 楽 者 ) を 見 る と 、 右 手 (白虎 ) ん の こと 、 桜 田 門 の ある この 辺り も 昔 
る こと が よく わか る 。 写真 は 半蔵 門 に に 当たり 、 文 字 ど お り 龍 穴 に ある 城 を は 海 で 、 江 戸 時 代 に すでに 埋め 立て を 
向かっ て 内 堀 通 り を 歩く 御堂 さん 。 守る 右腕 の 役目 を 果たし て いた 。 | し な が ら 築 城 を 進め て いっ た と いう 。 


山 ら の や か さ 南 の 全 吉 h と 
を た 失 ル 2 ん り 9 かま ら ん 肖 は ma を を 抽 氏 よめ 人 上 人 負 
ます 4 は 百 計 は 4 は 
な た に を 本 訂 光 キ シッ を は く 着 央 で 時 人 な で し で を 2 曳 

と あ 坦 く 追 人 で シホ トー に 橋 で う た い 手 の 頂 
と る と 田 導入 語 香 尊 陳 伯 くそ の 旬 角 鍋 お さ 
に 気 が ` 家 に 委 い 二 つ か に ちこ \ さ 形 地 の が や く 

を る 部 下 宅 し は に 馬山 で て らい れ 江 大 れ を 形 ょ 贅 吹 
s ます 1 も 村 11 ま 
sye2D を 人 を も 貞 池 要 た し た た く コ 門 が ま も 避 四 化 相 山 し ら と 
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いた に いこ に に コバ ) 
過密 り 4SQ 和 古志" 胃 直 区 党 史 誠 
づつ 玉生 コネ 守 穴 証言 つ お 羽 お SS PU 
404SiK 品 齋 つ し ろか" K 諾 記 6 ぐ セ 
守 ぐ そ ぐ W8 も も 音 交 ご 補 人 ye ン 
ひい 人 る 5 GS や 届 志 引 じ wo つき で 


を 8 On 
@ 下 吾 四 慌 店 直人 (fe 時 ) 
才 呈 G 款 り 49O7 1 弧 各 下 S 天 弥 


式 裕 替 ズ 呈 GiNK” 沢 ロ 8 枯 ポ 汚 生 る 守 
過 ” 呈 を 居 会 で し 記 つつ お りう 
人 パ 財 直球 人 No 6 っ 3 生 叶 っ 紀 
ぐーJ ロ 4 代 " K 虹 SIKe 赤 さじ 6 応 
守 ぐ ポ ペ 加 G 殖 甘 全 会 穴 NN6 和 py 


周作 示 坊 ( 還 W 

に 崇 記 拉 人 人 ・ 和 に 富 ジ 心 思 つ し 
の っ 旨い に SE jmC く AP く 
半生 " 考 に つ 公 富 の じ ろ 36 和 や で 公 到 弄 
記 球 語 証 守 や ぐ 婦 し ” 記 党 所 嘩 補 三 会 
で G 翌 GNKJKSK 公 くい ぐろ" 
志 作 ぐ で 急ぐ ンー 補い レン 0 る" 


⑤ 揚 頑 朋 振 長 電 (SWW) 
TK 細 寺 S 1 0P 江 K 人 S 宮 そら 


天 結 交 導 電報 誠 定 右 公私 尺 央 も” 回 
ゴロ 4Sre 矯 @ 記 全 8 宮 室 涯 公 本 人 6 
や 主 短 の 4JzpAJ「 計 窒 ( 記 中 室 富 9)」 
令 穫 滞り” ざ GG 思 GAIEAG 是 ” 福 補 
藻 詳 と 常 近 ら 屋 記 信 箋 YS 


JO つ So 


③ 路 雪 足 由 代 (中 


中 中 要り coaJ の hG 天 呈 9 鞍 全 社 
NG 礼 宗 6 ひも 軸 裕 中 要 洗 密 福光 
すり 王 困 湯 突 堂 生 二 略 竹 ら 6 い し 
班 W 味 6 つ " 呈 共 じ 並 | ぐ 共生 史 宮 王 
に こ ル 導 と 
長 定 和 S 難 つ いい ン 計る 96 か 


き 厩 棋 ゴ (w) 


選 鶴 由 員 び 甘 叶 人 細 叶 か "基軸 中 
の 1 お ペロ シ 衝 人 侍 社 倒 計 0 所 々 つ 
る 性 意 会 計 叶 で ロ 鶴 選 つ る 6 居 " け 
月 篤 届 宜 銘 則 特 計 名 一 豆 只 王 睦 G く へ い 
ル 3" 誠 GGG 語 志和 い る 996 


き 凡 中 質 (W 窟 ) 


電 投 知 ぐ 三 革 り せ 李 震 や PD 下 「K 
S 測 舌 」 令 款 0 半 Q 昧 り 伯 選 ” 浴 竹 
加 ぐ 尋 し 4Sh9 思 りつ し 和 じ で 上 9 る 全 
トコ ルン 症 すけ に と トド ーママ コン 0 導 
宮 混 つね る JO KMOAS 来 哲人 弄 愉 守 
し る reJ0 揚 NO ろ ろ や つゆ ん い * 


ELIE: 吾 っ 上 (OL う ) 


ーー( く で 

EN に も 

くさ PASe 重 由記 井 絆 社 つ レス 6 生 " 

YY 

実 記 * 稚 財 翌 己 S を 人 さり 洲 記 の 玉 漠 

に マル ・ た の (いくこ ント 
3 る 只 つ 層 


上 球 当 販 員 ( 捧 守 ) 
世 報 匠 所 全 富 次 選 0 党 当 夫 枯 夫 ” 選 


癌 放 記 G 媒 の る S 選 "昌吉 HG 下 て 中 
る し 4S 尺 須 枯 80ROJ7 銀 生 
SHKS 生 一宮 当ら Ne JSP06 和 p" 
そら 了 ※ つ る を 折 入 G 相 肖 7 
寺 思 G 攻 宮 和沙 つ 30 Gyo 痕 R じ " 
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細 評 空 1h 困 


の 王 N 宮 。 が 5KRnG、 だ SG 証 半 
沈 約 選 つ し 叶 二 遂 %92 委 JJ うい 
を SD ぐつ 諸 征 末 な " 
ENS)os233 拓 4ShGRG「 府 コ 下 1S 宙 定 
寺 Yereu "所 翌 -yWeste 
> と 十 YG 塞 思 RNWohe 
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「 加 芋 着 」 の お 到 人 e に 生年 明 お 党 人 る 
き 喝 居 0 お に OSG 形 祥 市 KN9 り 4 較 四 四 半 き 
"ぐし 所 りー らら 私 n 3 さる 
ーK 和 和則 OM 当 宏 どけ IS 号 3 5 
胃 守 詩人 や G 役 央 完 り / 三 芝 YSyo に を りら 
5 時 G「 放 や 二 」G | 0 技 給 5 スマ を と 
時 GEIE" 王 SSfio ふ 3 [ 避 二 選ば も きっ き 
旨 ン 和 0 に 拓 きき て 
WP 史 知 科 CO さ G 量 記 志 知る ら ネー まま 
en 和朗 し と 過 人 3 ミ 
し 8G 介 避 3 簡 作 を 中 所 当 全 計 。 セン RG 細 G 理 の つや 
人 還 時 Re へ 幼 か em? すす 
放 G 守 2 忌 半 刻 どり ざ ロ 移 つ 人 NE 線 肖 天 へ 
POM6 つ お 和民 紀 思 押し る re お 7 SS を 8 朱 定 SG 語 mw 半 四 対 年 S ト 
年 (eS 吉 補 「 め か は を 。 で G 褒 守衛 JESQa 垣 守 人 
昌 ) 工人 軸 雇 " 還 泊 せ 8 長 咲 の 中 了 つ し る utee 訂 


葉 近 。 棚 で ( 李 弄 年 の の )” 祥 応 衝 
GS に 札 " 他 志 玩 4 し 1 選 yo984Q984y 
つ 信 の で へ と ルル 王 回 G 是 党 y の の で レ 
9 SSaJo の 4848 の 会 し ゃ " 

引 是 殊 選 お ぐ 量 肖 豆 と 忠 下 = 流 
る 丸 穫 お he の 仏 ぐっ の ※ つ G | 
い ? 時 室 和 湖 つ し に いし 2h6) JAN の 
4SkeS も ^ の っ の ー 叶 51 篤 王 電 弄 向 
SO いだい うつ 9 ば だ Y き 3 
麹 ト eS の る る 公 の つ 6 和 や" 


・ 新 年 に 授与 され る 福 笹 を 飾る 縁起 物 。 
先代 か ら の 習わ し 。 


1200 円 。 下 ・ 干 支 の 絵馬 の 図柄 は 宮司 


宝船 、 福 鈴 各 1800 円 、 私 びす 様 の 土 生 
が 描く の が 、 


王 潤 1 呈 導 線 往 G 定 洋 J 2ep" 
人 時 KSm 定 だ せ 加 さり で 6 ら 
つぶ 是 守り ) 話 是 せ 話 記 半 り 忠 | 
G 赴 括 ? ) り 下 き 3 失 主 と か 衝 / 約 貴 
下旬 可 つま 和 聞 PAe 0 の 4) る 県 
入 ・ 王 三 湯 人 0 ぐ 沖 祭 じ ^ 近 や G 
湿 計 WS や 有 忌 公 寺 細 Y 上 選 る 6 
や "時 叶 ー 呈 ヨー 祥 導 も や 受 ぐ 誠 
揚 史 察 必 「 十 コ W る 生 | 節 に RS 中 
を 肖 弄 時 宮 Sre ママ も 過信 る が 6" 


ーー フク 
有恒 の 川 きん が お 持ち の 伯 紙 状 の 5 >。 ご 
、 の が 、 施 上 宙 神 の 血 夫 還 を いた だ ぐだ 
め の 大 護符 (書き 込ま れ で いな いも の 
は 3300 円 )。 巫女 さん が 考 に し てい る 
の は 福 備 と 福 箕 の 偽り (2 万 5000 円 )。 
京都 る びす 神社 

京都 市 東山 区 大 和 大 路 通 四条 ル 谷 075 


(525)0005_9 時 一 17 時 。 京 須 「 旗 園 四条 
駅 」、 市 バス [四条 京阪 信 ] 下 還 


局 っ 守 全 上 王 " べ 記 人 直 称 往 塞 本 SG 定 滴 


と が で きる 。 


凡人 剖 ンー 名 O 記 る 8) 製 お Ret 
お 給 G 移 喝 つ お 宗家 3 雇 / 洋 ( 守 )* 
表 (家人 ) SIi1W 圭 お 己 加 揚 守 
G 坪 科 "中 掌 SG キネ e 諾 選 く 
HG 冠 し 党 恒 0Q や te 和 三 補 科 人 宮 
TSNeJM0G 夫 Jo の うろ 民 玉 he 

革 輸 選民 りら 4Sye※ 三 年 謀 せ 宗 
廷 ら と ヘーS 阜 会 品 り 入会 如 散 十 S 定 品 抽 祭 ぐ SS 守り つ し 味 ぐ S 共 右 は 人 せ 終 三 補 
還 ” 至 G 生 革 表 克 は 時 革 祝 8 宮 ら つ 
し る epe 証 肖 G 王 所 S 公 を か 
て 生 玲 つ レ ン ペ 芝 叶 6 定 当 記 人 YU 
る N ン 「 コ 緒 征 3 くけ 本 は 届く 
いく と ざい 
信人 宣 ら 交 0 し 避 守 は 信 0 レ ン や で 


左端 は 福 禄 


本 堂 の 奥 に 安置 され た ご 本 尊 の 身代わり で ある 「 前 立 本 尊 」 
・ 福 禄 寿 殿 。 


の 大 黒 様 。 ご 祈 秘 を お 願い すれ ば 参拝 する 


で 一 つ 一 つ 表 情 が 異な る 。 右端 は 中 に 小さ な 


七福神 が 入っ た お 守り (800 円)、 


上 ・ 福 禄 寿 の お 姿 み くじ ( 各 500 円 ) は 手描き 


寿 神 の 肌 守り (200 円 )。 左 


で G そ 型 VOe 玉 AO ※※ 思 。 コ や と S ち を ea oe 
GO 時 Ke 理 つき を やる 革 ay っ ae キテ mm に 
税 し か 公 " ペー へ せ 伴 さい 守 Eve る 人 S る ス と た coo - 
で A を と ・JAK 一 NG 鞍 / ル く ー ド ー は < 人 語ら 

MA ( ヤ く ー せ ペー か G 括 )" きき 3 き 

「 茎 守田 | 更 Dre JR を 和 きせ 導き る 

回 章 年 び 援 OO る 0 つ 公 ら RS 半 る 個 

G 革 叫 夫 民 思 人 八 語 は "4 医 紀 軸 " - 衣 


到 MIESY を 冥 じ 聖和 人 KG 足り つ 
し の 還 宮 り ン 赴き OkeUNTSh6 和 erY 


Hs]E< で sed 回 当 』 
ぐ 守 Se し 長 ベ Sr 低下 穫 ” ※ マ ロ 型 6 人 きき 
尺 尺 案 括 信介 形 しゃ" 交 説 せ 話 党 YO 選 IK る 。 
し る 本 さ 和 や 和 つ し )) 定 浴 符 守 、 王 員 8 
る 慰 和 紅 洋 居 呆 和 特 0 公 更 ま ら 
(うら エリ | 措 ぐ 王 い SsG 直之 く 5)? | 会 知 革 8E 
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京都 市 左京 区 修学 院 開 根 坊 町 18 佐 075(701)5181 9 時 一 16 時 30 分 市 バス 


「 修 学 隊 難 宮 道 停 ] 下 車 徒歩 15 分 


入っ た 小 き な 福神 寿 神 が 写ら れ て い 


結ん で いる の は 巻物 。 普 段 は 開帳 きれ て いな い 。 


福 禄 殿 に は 厨子 【 
る 。 槍 【 


べ S 滴 ぐつ 乱 球 写 研削 の 慌 KS 伯 弧 年 


に EE 


「 現 代 の 円 空 ] と いわ れ た 西村 公 朝 仏師 に よる 木彫 三 尺 
像 の 寿 老神 。 普 段 は 寿 老神 堂 の 格子 戸 の 問 か ら 参拝 する 。 


8 まま 
窟 G 足 り /「 和 ト て AT 羽生 本 G 9 且 お うつ 久間 
七天 棋 悦 届き 幸 や 守 提 KKHS 1 科 信和 
べり つじ 選民 G 導 境 守 2 宜 応 ロ f 玉 記 放 き 部 で 
He 和 瀬 与 G も 弱 征 WS 福 完 3 本 や 人 
避 過 守 W レ WM6 つ お 7 コ 引 年 G | 充 っ ド E 生 

調 以 に 


狗 8 お 8/「 羽 要 IK」 33 選 計 
当 ポン 本 yr くき レン で KGAJ 葉 写 
SN っ だ ドコ マル 


PIN 


交 人 会計 で ロ S び お 知ら で で ゃ 9 路 令 S 是 


抽 G「 要 当る 記 K」 お SG 人 
ベト ロ / 諾 室 G 客 し 輸入 0 し 人 いい 2 
る 人 和紀 K 補 は" 二 還 2 皇 
時 尊 じ NMeehO 選 計 Q 還 <% 放 宮 ビ きき 
る 6 型 人 記 雪 屋 < 選 SYS お | so 
近侍 際 し か 償 "所 に 征 つり 還 写 を まう が に ーーーmrーー る SS で 
mhe)) 宮 放せ 8pG お 理 R ヤ * 村 8S 朱 CR 時 き 

し 家人 さじ る 握 G 下 し Sr せめ 到 だ 香る 
人 SKK ひし 計 く り 4 ぐ る 約 り る 交 人 将 泊 全 
RS 間 守 GS6 才 PRS 「S 守 ] へ 288 
8Se 弄 MS 当 和 六 紀 叶 人 圭 る に 休ま 
守 HMS 表 和 Smeh や を 

ゴ 十 べ 斑 天 や 


給 諸 征 し り ぐ 足 掌 称 社 keS87 
ーー ご ご で 守 各 謀る 心 宙 寮 や 到 RG 
べ 全 [JenYO ペ | SG 湯 湊 り 容 つ 


や) 


ぶり る nh9 習 局 ・ に 家 普 ” 財 S | 束 


堂々 た る 卵 則 昌 沙門 天 。 卵 践 は ウイ グル の 都市 トル ファ 
ン を 意味 する と され る 。 普 段 は 開帳 され て いな い 。 


SG 了 坪 粘 Se 写る SEt 室 時 ま 
寺 和 江 守 を ーcoo は 下味 1 記 
基 守 壮介 に R で り 2 つら 屋 玩 に 夫 
つ 選 党 G 表 記し じ 48 訓 革 言 SEE 
天 ES 庄 全 さ 衝 Pue り Poeeo 持 最 証 き 諾 
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| 肢 球 祭 室 K ね お祭 党 ) 宅 8 選 宗二 ぐ テ 
ES トー 

- 本寺 ー| つる で と ・DAK 一 詞 G 走 り ^ std 
2 お 
き 回 まお INK 私 ト マー 「 視 0」 妨 に 
全 。 福 堂 つ ^ っ pao や Np 年" 飼 パ ・ ぐい 
言 滞 竹生 悦 ら の 人 < で や ) キジ ル つ y419 3) 
きき 。。 JR 回 織 過 筐 2 お 結 ・ 計 唱 pyo 
お 癌 や 2e 定 の つり ゃ 寄 つ れる か ee" 
還 思 の い ー 叶 SH 当 ゴ ズ る や 人 K 愛 嘩 信 叫 り 嘩 人 S レ (WK) 

に EN7200okE 

1 ML AG 人 補筆 つろ 内 905 
問う 6 較 調 提言 の 生 室 半年 家 G 写 り 定 全 宜 YOSP′ る つの 昭 ke の る る 
る つり の 反 <QS6p 篤 。 三 G 三 容 流 記 人 の つ が 補記 外 香 ぐ ズ 守 衝 
OCS 2 っ Rhn5est P コ 必 征 肖 飼 室 や じ K ホ ーー つつ き 
も 省 の させ や 全 す 失 の 4 下 2 も おい 、 相 記入 計 強 4 つら 
DE や 3 会 ko の 4 の B 8YOh65064SSE no マ ( マ の) の らら の 
き き て と to1 くり @ で 内 由 三 幸 
く S ぐさ じ る hey い し" や 中 太 人 @ シ ご ( 芝 H) 

チン 1R ニ ー ト ツ 過 ーー 叶 コ 叶 年 G 式 " 

// 玖 ン 6 弄 失 を 誤 過 K 基 か と 折ら 掴 つ だ 


入 Q 伯 時 0 かき や 太 年 へ 

YK の 所 売 つ る が 6jm" 黒 表 忌 親 居 析 

0 記 WWPS 到 光 JSed6 和 "下ろ ER や 
必 諾 作っ つ さ の (mnQQ) ら ー い つ 


人 @ 過 選 虹 革 人 (KK) 


吉備 り 男 で だ に い G 字 史 決 5 ローK2S 
で 民有 Ys" KK を ふ ヘ ハ ー" 政 史 其 宮 
福 ぐ さく へ ふ ミ や で ふ ふ へ へ AT RTND 近 
連 千 和貴 ふじ 還 @ 選 "| に LN 
計 央 現 っ つ さ mo( に マ )@ マ ーー 由 
球 和 つき mo(ne) io に ら 


@ 扶 本 ゴ ヽ 由 

中 古人 S ン (M) 
ー エ 屋 99G コ 味 征 親 っ 全く 輸 も 2 仏 
つ コン" 幼 叶 役 持 Pwm" る % り 肢 記 
生子 の 訴 こ 。 応 握 ぐ 計 庄 退 @ つ 昌 
や コン” 代 や や 人 下っ で や へ 組 振 末 
円 年 っ の (mn ら の )m み の ら マ 


信 拒 密 り 加 芋 人 @ ン で (時 本 ) 


計 沢 球 を 現 表 り 当 愉 析 の 人 全 で 衛 密 G 送 
倒 無 取 じ wae な " 拍 へ 租 童 人 S@ 兵 定 


お 守り 3 符 
、 金 運 御 守 600 円 、 
神像 が 7 柱 入 


E 福 神 の 絵馬 500 円 。 石林 
ト 上 一面 観音 様 の 後ろ に 見 える の は 本 堂 。 


六 波 羅 密 寺 


17 時 市 パス 「 清 水道 停 ]、 京 


(561) 6980 8 時 一 
阪 「 清 水 五条 駅 ] 下 車 


ちら は 銘 洗 い草 財 天 。 持参 金 を 水 で 洗い 清め 、 弁 天 様 
弁天 様 お みく じ 500 円 。 


お 供え し た 残り を 家 に 苦 え る と 金 運 上 昇 に つなが る 。 
形 の お 守り の 中 に 小さ き な 


は 右 下 か ら 時 計 回 り 【 


E 福 神 御 守 700 円 、 成 す 御 守 600 円 (区 子 
京都 市 東山 区 五条 通 大 和 大 路上 ル 東 谷 075 


っ て いる )。 左上 ・ 


に 
ロ 
F・ 


の 


部 定 S 年 会 中 トミ” 舞 居 S 地 共和 お Ss9 ポ 定 和 


た を さこ へ で な で さと) 
至る ろ じ る お りり 全 SA 人 0 る お 串 


電 須 3 時 2 難 6 王 四 り 選 つ ね 


二条 中 NAS 活 計 科 執 G さ HRS SR 


Ao の RS 半 9SKWO 王 つ / ※ 党 
多紀 を YO セロ 悪 つ ン 癌 つつ ? 
民 給 人 ぐ 恒 ′ 視 渦 避 お お 季 め 用 号 
折 紅 " 七 思 G 妥 | ド 経 量 冥 選民 寂 寂 り 豆 


虹 つ ね 束 KG を 三 " 過 作 り 時 器 人 
消 作 8 選 近 9 人 所 愉 くべ で や 躍 補 " 
46ne も し 王 捉 S 阜 形 交 寺 S 入 SS 
起 幸 Redhep 王 求 K 由 四 は 当 つ 
1 く よ 、4 こ すま 上 = に ッ が JINk こ (た に っ 】 
てく ル = エル こ YoC い EE 導 7 と 
「 半 計 計 慌 」 の 富 呈 や ne 宮 潮 か へ 中 守 
人 ※ つ 人 Se っ の 所 お る る 選べ ら ゃ " 


いぼ ん 


葛 福 寺 の シン ボル 「 開 柳 」。 木 角 の 原形 で 、 口 に くわ えた 炉 悩 を 


吐き 出さ きせ る 


べく 打つ 。 今 も 時 を 報じ る 法 具 と し て 使わ れ て いる 。 


全う で ん 


に 7 


番 割 34 谷 0774 (32) 3900 9 時 一 17 時 


3 志 G 叶 下 弄 KK ま ヘ ンー" 配ら で 
に 


・ に だ だ ーー】(- つ に コー リー】ー】 


@ 還 回 い 時 本 人 @ ン ニ 
(K 較 ・ 目 量 ) 


演 暫 NR 世 守 刻 ぐ に 艇 補 し 慰 司 お 
ン ツ | wStye | 征 守 の コ 講 征 G べ 演 倒 
補 hS6 生 9 も PS※※ 呈 昌 有 合 @ っ 7 
WS コ 軒 定 べ 演 渦 か Q 章 室 ( 壁 癒 千 
介 全 お 釣り 玉生 公 相 本 ) 会っ pe が 6 
や" 本 2 で や へ 採 忌 門 滞 笑っ ら 


(ooolom) の らら の 


信光 遇 画 昌三 人 @ ン で (上 押 ) 


老 普 志 10S 汰 雇 選 閉じ wS 鹿 ビ 
藤 い お コ 証 年 必 *@ 政 天 @ の 現 公 | 
札 じ ws 回 計 で 古 竣 S 出 所 の ロ kT 
だ 3 に で だ ドミ / 
っ や わ も ? 埋 持 人 生 2 ぐ や KK トー 
定 宝 wwSop | 民 " 下っ で や へ ご 孝和 
こい に の の (oe) ご らら 


全 ド 中 や 中 ご 佑 人 @ レ (WW) 


記 侍 ぐい 和 補 り " 11( 困 三 り 半 つ 
el 旨 守 年 家 42oo 人 へ 医員 牧 中 で ら 7 
「 く HH 定 近 」 S 時 王 人 っ ね vow 
や や" 下 2GS や 選 呈 衣 記 っ に 
に 6) ドー】ー】ー)、 | 


@ や OHD 旨 革 信 シン ニ 
(に (を し) 


だ さい 。 


お 問い 合わ せ の うえ 、 お 出かけ くだ 


nl4 


当 因 味 つ 晶 議 詩 め 握 7 つ mA 江 手 完 
2SenG 細 り 代 9 形 宮 昭 選 ローK“ 

ポコ 征 定 2 記 国生 の で 吐 KGm 計 是 
倒 居 ぐさ ざら Q 信 人 る の 会 語 回 で 8 所 
マー トー>・ に し っ:JT】 


(ne) ょ の ー 


@ 里 挟 ぐ 囲 晶 大玉 シ ニ 
(上 中 


半 還 詩 つ 届 容 芋 G 当 堤 宇 で だ や 形 定 
紹 \w ぐ や 忌 紀 一 玩 つ ね この りや や? 
に に て し コニー に さこ US 目 に 3 
江守 還 」 ③ り 年 議 デ 全 こ だ お だ Ye" 硬 
に 刻 生 つの p 己 宙 中 深 " こ で や へ 写 
窒 牝 人 つの いで (coo) co ら m ら 


上:・ 広 い 境 内 を 丁寧 に ご 案内 くだ さっ た 主事 の 


廣瀬 友 歳 さん 。 布袋 様 の オー プン さ が 寺 の つく り 
も 表れ て いる と 語る 。 事 前 予約 すれ ば 、 実際 


(受付 16 時 30 分 ) JH 奈良 線 ・ 京 孤 字 治 線 「 黄 業 駅 ] 下 車 


-・ 布 袋 様 の 絵馬 (300 円 ) と お 守り ( 各 700 円 )。 
ガイ ド 役 も 務め る そう だ 。 た ド ・ 本 堂 の 大 其 聞 。 


E 


福 寺 
宇治 市 二 ケ 庄 


し 


鎮座 され た 福々 し い お 願 の 布袋 様 。 ま ず 最 初 に 参拝 し て 自分 に 積もっ た 悪い 


も の を 吸い 取っ て も らい 、 回 廊 を 一 周 し た 後 、 再 度 こ こ に 戻っ て 福 を いた だ く と いい と いう 。 
1 
左 1 


天王 典 の 中 央 6 


*2021 年 に 各 七福神 めぐ り が 通常 どおり 行わ れる か どう か は 、 


69 


で! 
ロ 


年 "等 穫 ら っ お ン 
形 必 嘆 で so 


KW た 


水谷 さん が 毎年 参 語 し 


人 を 癒 や し て くれ る 稔 や か な 気 に 満ち て いる と いう 、 


て いる 伊勢 の 神宮 。 


戸 本 札 」。 


Hm て 明 押 人 抽 つ お りき や NE 民 り SW 友 鐘 還 計 り 楽 サン 
St ら 記 も 納 ) 誠 守 守 上 ン 人 S。 補 生 いる お 貼 当 遇 っ き 稚 天 守 
人 22 人 SS し せき る し つ せ 心 会 7 S 民 営 し 次 江 足 称 48 記 me 人 S※ 
STJNPSO お 人 S レ 。 拉 Q つ ぬ 吉 康二 人 由 下 弄 約 SO っ の 洋 


か つて 江戸 済 ( 現 ・ 東 京 清 ) の 打 瀬 船 の 保有 台数 第 1 位 を 


誇っ た 検見川 の 地 の 高台 に ある 検見川 神社 は 、 人 方 除 綴 


鎮護 と し て 篤い 信仰 を 集め て きた 。 八方 除 の 方 位 盤 を 表 
し た この 木札 は 、 あ ら ゆ る 悪事 災難 の 原因 を 除け て も ら 


水谷 さん が 奉職 し て いる 検見川 神社 の 「 方 位 | 
える よう 、 


夜 時 史 頼 ) 屋 R 江 は ン OS 近 ※ 圭 いじ 1 当 補 員 や fip” 

剛 移 電 訪 0 民 2 っ の 6” 品 共 は 8 飲 ロ 計 [SNP の 愉 叶 いる ne くり ちゃ 」 了 ゼ 
称 富 る 調 世 の お 人 OOh6 AaJ る AS 釜 可 三 年 中 礁 ぐ ペ で 放 記 芋 
に 者 を 玉 衝 余人 SEMt 生 衝 7 凡 団 史 冗 0 ペ "「 藤 弄 団 ぐ ^ 楽 型 、 避 人 球 叶 S ヨ 


炉 QS4nGy の MG | 0" 下 H4/ 弄 所 HE 和 注 世 の る 
マー 「 徐 G 選 記 」 富 ど パプ 篤人 Shepe 過 反 補導 守る シン 


木々 に 守ら れ た 神域 内 を 歩い て いる と 、 人 間 の スケ ー ル 


を 超え た 存在 を 感じ 、 虹 散 の 念 が 湧い て くる 。 写真 鈴木 一 彦 


家 の 神 棚 や 玄関 に 飾る 。 縦 13.5 x 横 13.5 


3000 円 。 千葉 市 花見 川 区 検見川 町 1-1 会 043(273)0001 
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藻 弄 本 つ の る 0 糸 剛 提言 ン 宣 下 倒 
に Et に いた SE さこ) 
の 誠 詳 弄 団 語ら 円 を 沿 も 約 芋 江 
昌 OSkernBSt つ お 9 NM 叶 
多紀 いじ 人 8 定常 ぐ )) 守 科 染 培 Q 齋 
MPG 叶 G 弄 室 る NAQS る 6 
や 7 皮 人 KO お し KS 味 宮 銘じ ン SkG 
の ぐし ゃ 公 Q つる か 生還 は: 

St 湯 光 人 実 話 己 遇 0 レン 害 る? 

ロマ 福 和 *mk@ り りや る 丸 内 お he 量 写 財 
や 所 Po 本 屋 世 個人 約 
や つき ン レ 84 る 呈 足 守 4) 来 46 
ef く こし ー ト ー ィ つこ こそ バト ココ ドコ 
8 る お 乱 お he4J28 層 つる 他 らし ep" 

つり だ 拓く ル こう 
きぐ 時 Ya の 組 有 征 倒 と いり レン Cx 
個 民 ” 貴 征 品 り 8 QNO つ Qー 呈 6 丁 十 
翼 を 民 、 け 送還 x9 定 定 移 門 じ ye 
篤 IR 党 G 玉 つも 叙 / 反 聞 世 倒 近世 
折る お で" Sr@ る 中 下 マー mA 役 
震 W6nerenemSU4G 訪 是 記 M948 釣 


で や keS の 8 や や 人 りゃ | の 四 つ he 
「 足 で せ KG さ る 宰 写 和 午 さり 宰 し の 
ビレ る や 7 野人 国光 誠 寺 証 つ レ 
GEKs 缶 わり ま レ ン 字 る つ 尋 
る 当る 少 ポン の さろ 窒 りり 衝 
に nt) た 3 
neran は ンド 家 玉 、 お て 情 邊 、 
っ の 0 月 人 き 逢 一 銘 に 認 つ し る ro 科 
名 " K 穴 年代 Ske@ りり 伺 居 倒 三 し 活 
呈 入 "る る し 三家 る 人 詞 NGN 
っ oneG 符 MT [ORYOR の つる 
ズ 吹 や Gt っ の ′ 王 べし 途 公 人 0 側 
つ お 人 叙 司 の G 辻 削 党 じ 0 じ 
量 定 半 節 く W ン ce" 骨 お 代 富 は 
MS 公 信 殺 団 人 し 古人 3EPhGS 和 へ 
蛋 ち ゃ 人 で mSS モ し きら 全 
措 王 で 月 符 人 RhG 98 交 選 6 や 
ペコ " 宜 紅 訪 茎 革 必定 中 で し | 
Sh 人 8 守ら ご つ ^ 持つ ン 4 や を 
瑠 団 度合 0 し ……" 避 き 寺 さ つる 
選 無 祥 京 し 宇 人 千 和 宏 例 6 つ やん 


。S 定 
PE 
S や 窒 学 
の 
つ 征 GS 正 
ーー 面 計 3 
次 人 S 父 さ 
を 芯 信 虹 寺 
へ 年 午 時 
6 きき ィ o 
を: 
まさ 
に 3 KO 
作ら まあ 
軍 告 き 。 球 
記 だ 選 和 や 
年間 
党 語 本 


お つ コ 千 を SG」 PX 。 
きま まま まま 
宝 デ に 
乱 送 ぐ 。 こ @ 短 豆 抑 
5 記 合 当 衝 8 語 き 
記 罰 や 才 弄 知 款 東 じ ざ ネ 
下記 介 刺 一 沼 ざ まき DS 
* 出 / 送 る 息 > 紅 の 三 
G- 軍 ※ 四 束 せ 各 史 る 
吾 呂 し < 迷 ぐ で る 型 宮 年 つ さく 
仁 細 豆 互 ち 人 旬 誠 | 海 虹 
直紀 光 させ 率 記 守り 


お 守り 、 注 連 縄 、 招 き 錯 、 王 支 委 り の 
サイ ズ は すべ て 編集 部 調べ で す 。 


七 符 浴 福 般 

石 清水 八幡 宮 

福助 、 福 袋 、 ふ くら 省 、 フ クロ 
ウ 、 筆 、 藤 の 花 、 富 士 山 の 7 つ 
の 福 物 を 乗せ た 福 船 。 厄 年 に 、 
厄年 で は な い 人 か ら 貰 うと 厄 
除け に な る の だ そう 。 高 さ 
7.3 ま 3000 円 。 京都 府 八幡 市 
作 帆 高 坊 30 会 075(981)3001 


scSW は (YY は 党 半 ご 革 S/ 志 圭 


. 電 寺 選 判る ご 全 か びき 党 受 避 革 る 素 王 S 生 補 S き さや 


ご きび ざ 〇 位 避 で て 愛 回 


ck 放 へ 二 ((W 古 慰 眠 記 肢 圭二 全 W(vrr 詳 崇 便 
… ご ON へ 部 光る つけ パピ 詩 記 寺 記 応 肝 寺 京 


ぷ ざ odT 滞 見 府 本 


千 正 猿 住吉 大 社 
10 匹 が タワ ー の よう に 積み 
上 が り 、 烏 由子 を か ぶっ た 最 


神座 三宅 人 幡 宮 上 部 の 猿 が 、 日 の 丸 の 扇 を 高 
子ども の 守り 神 と し て 知ら れる 三宅 八幡 宮 。 お宮 参 く 掲げ る 土 人 形 の 「 千 下 狼 ] 
り で 神 冊 を 授かり 、 無 事 成長 し た 折 に は お 礼 参 り を は 立身 出世 に 。 高き 15.5 ま 
し て お 返し する 習わ し が ある 。 高き 4.9 一 対 1700 1 万 円 。 大阪 市 住吉 区 住吉 2 
円 。 京都 市 左京 区 上 高野 三宅 町 22 佐 075(781)5003 うす -89 会 06(6672)0753 


十 支 の 身代わり 守 <4 4 
根 当 神 福 - 

自分 の 十 支 の も の を 持っ て い Mu 『 
る と 、 厄 多 が 畔 りか か っ た と 幸 訟 
き に 身代わり と な っ て くれ る 電 


と いう 。 丸い フォ ルム の 小さ し 
な 土 鈴 。 高 き 3.4 一 4.7 各 1 
700 円 。 東 京都 文京 区 根津 

1-28-9 会 03(3822)0733 


神 妃 ( 鳩 笛 ) 
宇佐 神宮 

人 帆 様 の 使い と され る 嶋 の 形 
を し た 笛 は 、 家 内 安全 や 天 
円 満 の ご 加護 が ある の だ と か 。 
屈 か ら 四 を 吹き 込む と ポー と 
嶋 の 声 に 似 た 音 が 隊 る 。 高き 
S5 800 円 大 分 県 字 佐 市 南 
宇佐 2859 会 0978(37)0001 
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父 か ぶり 犬 張子 

鳥越 神社 

* 竹 ? か ん な り の 下 に “大 "を 

合わ せる と " 笑 ? の 文字 に な る 

こと か ら 、 竹 製 の 和信 を か ぶっ 

た 犬 張子 。 子 ども の 魔 除 け と 

きれ て いる 。「 避 暦 の 赤 張 り 

子 ] も ある 。 高き 7.3 3000 円 。 
東京 都 台 東 区 鳥越 2-4-1 

合 03(3851)5033 


生 の お 守り 
重 嶋 神社 
12 年 に 一 度 の 革 年 の 年 頭 だ 
け に 授与 され る 瀬戸 焼 の お 守 
り 。 順 い が 成 甚 し た ら 手 作り 
の 小 座布団 を 肖 く と 次 の 幸福 
が 得 ら れる の だ そう 。 高 き 
8.5 2000 円 。 東 京都 墨田 区 
向島 1-4-5 傘 03(3622)0973 


獅子 頭 鎌倉 宮 ーー 
尼 に か みつ き 守 っ て くれ て 、 神 が 付き 幸せ 
を 招く 獅子 頭 。 通常 の 赤色 に 加え 、 正 月 限 
定 100 体 で 金 運 を プラ ス し た 黄色 が 投与 さ 
れる 。 終 10.5 x 横 4.6 史 各 1200 円 。 神 奈川 
県 鎌倉 市 二階 堂 154 人 0467(22)0318 


鉢 民 将 米 符 

上 濃 国 分 寺 
多 民 将 符 を 尋 る 家 は 尼 災 を 
逃れ て 代々 繁栄 する と 伝え ら 


れ て いる 。 地元 の 人 々 の 手 仕 
事 で 作ら れ て お り 、500 年 以 
上 の 伝統 が ある 護 待 。 高き 9 
1000 円 、 1 2000 円 。 長野 
県 上 田 市 団 分 1049 会 0268 


(23)1388 


し あわ せ 和 牛 守 善光寺 


思い が けず よい 方 へ 向かう こと を いう 「 和 牛 に 引か れ 
て 善光寺 参り 」 の こと わざ に 因 ん だ お 守り 。 幸せ へ 
と 導く お みく じ が 付い て いる 。 高き 5 各 700 円 。 
長野 市 大 字 長 野 元 療 町 49- イ 容 026(234)3591 


開運 こ づ ち 

石 鍵 神社 

七 霊山 の 一 つ で ある 霊峰 石 刈 
山 を 神体 山 と する 石 身 神社 。 
体 を 撫で る と ご 神徳 が ある と 
いう 小 根 が モチ ー フ の 開運 祈 
願 の お 守り 。 立 2.8x 横 6.5 
800 円 。 愛 媛 県 西条 市 西田 甲 
797 合 0897(55)4044 


福 松 き ま 手稲 神 社 

開運 招福 や 受験 合格 に 、 福 を 
まつ 緑 直 物 。 境 内 の ご 神木 に 
な る 松 か さ で 調製 され て お り 、 
新年 限定 で 100 体 の み 授与 き 
れる 。 高 き 14 1500 円 。 北 
海道 札 市 手 和 区 手稲 本 町 二 
条 3-4-25 傘 011(681)2764 


全 44ー “ 


り さ 
2 へ 


4 8YNr So さい 叶い に 


Ll 


も 6 敵 25/ へ Q 寺 委 へ 人 5 
コッ ル で <e や 寺 癌 


央 寺 寝 定 洋 知司 are/ 交 認 學 0 旧 温 
She 旬 天 己 ? 時 連 B40P8/ 1 時 
に cc さま に いく Cm 
僅 G 旦 堂 会 り 月 2k@」 る 選 宮 の つ 
し レベ 京 避 PON6 つ お ? 


ち で 見 ら 
右 


れ た 。2018 年 まで 「 わ ら ぐ ろ 」 の 保 


今 は 菓 細工 を 通し 


愛 粗 県 丁子 市 で は 筑 の 収穫 後 、 菓 を 保 
存する 「 わ ら ぐ ろ 」 が あ ち 
好 に 努め て いた が 、 
て 某 文 化 を 残し た いと 考え て いる 。 
は 材料 の 世 を 手 刈 りす る 上 申 さ ん 。 


ヽ つ ぐに 


「 人 TS の 水 学 亡 じ W 責 りり 淳 雷 つ 
し " 岩 き % 思 008 人 S 1010 組 
9 人 し netT お お礼 演 A 和 Ne 人 む 
も せる 人 で SGP ゃ の る 」 の 吉 heG お 7 

麗 寺 mE 還 中 己 G 漠 被 定 人 %" 拉 ぐ ゴ 
王冠 <" ※※ 立 @ 悦 肖 誠 本 0/ 記 守 
振 公 幼 に 悪 諾 喝 雇 じ ” 宗 宮 GS「 党 拓 
る 」 ル 「 詞 紀 」NR 富 人 の や 6 つ お " 選 所 
※G 経 社 G 完 選 お "定時 を 販 四 
ぐ ペ 症 し RS ro 王 る 全 ① 析 天 
空 % つ お 5 ぐし お 統 ぐ や 人 多 宙 お りら 中 
志 つ し ろり” 辿 紀 等 家 と 尋 齋 ぐ 軽 0 
電 若 同 り 可 己 人 S” 洲 G0 を 品 ” 浴 ぐ 
wo し 御 民 つじ 折り じ 36 
実ら つ 尋 守 せ 旨 球 人 人 る 4 四 窟 
束 望 衣 窓 は 公太 neS20” て し SH 雇 
篤 由 症 立 " 曲 牙 じ 層 電 代 Ke 二 午 革 環 当 
H 紅 ちゃ "「 思 る 8 村 宏 作 補選 空 
し 会 補選 証人 R 室 つか ee 二 
OS 区 4 人” 拓 守 六 te 衛 る 
人 S り ぐ で ) 年 々 つる 移 違 朋 人 人 
So 人 SOSy 湊 べし る ep" 


諾 ・ 力 強く 、 凛 と し た 佐 ま い の 上 甲 さん の 「 宝 
結び 」 (3000 円 、 終 50 x 横 16)。 縄 の 的 
が 端 か ら 端 まで 均等 で 、 形 が 左 石 対称 に な る 


形 


と 思っ て 作る ん よ 」。 上 甲 清き さん の 工房 


教え た 
ろ は 
合 090(7628)9659 な く な り 次 第 販売 終了 


若い 世代 t 


穂 が 出る 前 に 刈り 取っ た 、 し な や か な で 青々 
し い 菓 で 宝 結 び の 中 心 部 を 結ぶ 。 道具 も 工房 
も すべ て 手作り 。 材 料 は 近く の 山 で 探す 。 
「2 一 3 年 の 経験 で この 注連縄 は 作れ ん けん 、 


菓 文化 を 後世 に 残す た め 、 
な いと 思え る ほど の 形 に 仕上 げた けど 、 満 足 


し ちゃ いけ ん 。 今年 は 去年 より も っ と よい 


6 


い 」 と 話す 上 中 さん 。「 改 良 す べき と 


完全 に 乾燥 させ て か ら 水 に 浸し て 柔らか 
くし 、 作 業 に 入る 。 房 の 上 部 を 留め た 麻 志 も 
手作り 。 古 代 米 の 稲穂 が 使わ も れ て お り 、 も ち 


まで 、 丁 寧 な 下 準備 が 必要 。90 歳 の お 姉 き ま 
米 の 稲穂 を 使っ た 白 房 の も の も ある 。 


た め に は 、 菓 を 育て る 工程 か ら 細か い 仕 分 け 
が 医 の 仕分 け を 手伝っ て いる 。 カ ビ 止 め の た 


め 、 


74 


WW 


* テ 


MM 


香川 県 < 高 

天上 大 神 、 氏 神 、 召 散 す る 神社 な ど を 象 
微 する 5 本 の 菓 が あり 、「 石 社 伺 り 」 と 呼 
ば れる 。 神 本 に 飾ら れる こと が 多い 。 縦 
40x 横 44 1800 円 べ に や 民芸 店 


旭 の パパ C(r 沈 ご 守 の 叶 休 人 立 放 守 寺 再 


or と きす Sr の 流 流 甘 守 守 S み 送 軍 志 宮 元 違 玉 エ 


島根 県 < 石見 

九 く 収め る 、 和 を 保つ と いう 語 呈 合わ せ 
か ら 作 られ た 「 輪 メア 」。 縦 30x 横 8 
2500 円 ご くら し の ギャ ラリ ー 


oOY は 流せ は き ビ R そ 葛 る て 選 . パ エミ で 人 芋 記 ば 閣 ざ (v 


> 管 叶 ご 中 汗 全 透 民 宴 玩 婚 で 喜 若 S③ ポ 民 以 Cr 送 革 叶 記 乏 芋 


山形 県 症 内 
米どころ で ある 庄内 の 毅 豊 
向 を 願っ た 依 型 。60 年 間 この 
注 連 綿 を 作っ て きた 飯 鉢 良 夫 
さん 作 。 繊細 な この 形 は 、1 
つの 製作 する の に 丸 2 日 か か る 。 
縦 27 x 横 29 ま 両側 の 細 は 各 
90 6000 円 プ ふ しま 市 場 
た わら や 合 0235(64)3093 


人 「 話 国 注連縄 紀行 」 
阪急 うめ だ 本 店 7 人 「 日 本 の 手 仕 
事 サロ ン ] くら し の ギャ ラリ ー 


大 阪 市 北 区 角田 町 87 

合 06(6361)1981 
宮崎 県 高千穂 2020 年 12 月 11 日 一 14 晶 
横綱 結び に 高千穂 の 神話 の 神 初日 の 販売 は 、 事 前 の 申し 込み に 
で ある 天王 力 雄 命 と 天 鋼 命 よる 「 購 整理 番号 ] 順 と な る 。 12 
の 面 が 装飾 され た 縁起物 、「 わ 月 4 日 正午 より ホー ムペ ー ジ に て 


ら の 壁掛 け 」。 新築 祝い に も 
使わ れる 。 年 内 は 完売 。 「 わ 
ら 細 工 た く ぼ ] 作 縦 65x 横 
75 来年 の 価格 は 未定 プ く 


NM、 ら し の ギャ ラリ ー 


受付 開始 。 

@[ 迎 る 。 日 本 の 正月 一 注連縄 一 | 
くら し の ギャ ラリ ー 本 店 
岡山 市 北 区 問屋 町 11-104 

人 086(250)0947 
2020 年 12 月 19 日 一 28 日 (22 日 は 定 
休日 ) 

人 @「 日 本 各地 の し め 館 り 展 ] 

べ に や 民芸 

東京 都 目黒 区 駒場 1338 コー ド 
ン ブ リ ュー|Il 2 砂 

会 03(5875)3261 

12 月 5 日 ( 士 ) 一 な く な り 次 第 終了 


76 


77 


宮崎 県 高千穂 郷 

太陽 、 月 、 地球 を 表し た 「 平 和 結 び 」。 自然 害 の 
な い 穏やか な 日 々 を 順 う 縁起 物 の お 偽り 。 高 衝 
で は 、 内 に 年 中 福 連 旨 を 偽る 習慣 が ある 。 経年 変 
化す る 上 の 風合い が 楽し め る 。「 わ ら 細工 た く ぼ ] 作 
縦 70 x 横 40 1 万 2000 円 ⑦ く らし の ギャ ラリ ー 


静岡 県 : 御 殿 場 
「 ブ プッ チカ イ 」 と も 呼ば れる 
鉄 更 。 厄 災 や 宮 疫 を 断ち 切る 
と いわ れ て いる 。 御殿 場 の 神 
場 和 神社 は 、 厄 靖 を 断つ 側 利 
益 が ある と され 、 さ ま ざ ま な 狗 
が 奉納 され て いる 。 縦 60x 横 
45 2700 円 べ に や 民芸 店 


京都 府 ・ 京 都 

眼鏡 型 に は 「 先 を 見 通す 」、[ 見 
通し が 立つ 」 と いう 意味 が あ 
る 。 眼鏡 の 形 は 、 日 本 各地 で 
見 られ る が 、 そ の 形 は 実に き 
ま ぎ ざま だ 。 終 47 x 横 20 2500 
円 プ べ に や 民芸 店 


近畿 地方 

長 災 の 象 彼 と され た 海老 は 、 
注 連 飾 り で よく 用 いら れる 形 。 
さま ざま な 海老 の 形 を 槍 し た 
注 連 飾 り が 近 吉 地方 で 見 られ 
る 。 縦 50 x 横 4 お 5 3640 円 
くら し の ギャ ラリ ー 


岐阜 県 < 高山 

注連縄 は 、 地 域 に 伝わる 形 の 
由来 が 定か で な いも の が 多い 
が 、 こ の 三重 の 輪 は 長 者 の 象 
微 で ある 蛇 を 見 立て て いる と 
の 説 も ある 。 縦 48x 楠 23 
2000 円 プ べ に や 民芸 店 


こと (SYS 2 さ パ ) 


滞 吾 邊 一 


選 記 っ や 軍 ぐ 


で つい ざい ドー 


ぐ S 環 中 宗 a00 味 じ 和 更 坦 守 補 の JQ7 


客 く うり 豆 全 る Sm らく 中 写生 
ne 入選 りつ し 諾 寺 細 民 公 人 Sp 正 
別 宗 還 ぐ 如 ち ゃ 公 べ へ ” ※ り し ペ 震 ロ つ レ 
や 0 Py の AO レン 穫 和 め る 」 経時 
中 鶴 G 足 三須 潤 Y" 計る 公記 
べ ャ 公営 誠 つ お 環 法 呪 岩 多 沢 忠 公 
いさ いた いさ 3 マキ 


ォ 
に gg f ー 


御札 な どの 授与 品 。 


菩薩 が 安置 され て いる 拘 福 殿 内 。 


・ 全 8 サイ ズ あ る 招福 獲 児 や 絵馬 、 


5 号 (高き 12 ま )、 一 体 石 
24-7 佐 03(3426)1437 


真 は 
寺 


寺 で は 招き 獲 を 招福 獲 児 と 書く 。 


宮 徳 


議 
音 


EE 
思 
に 
叶 
に | 


世田谷 区 持 徳 


崇徳 寺 東 京都 


1000 円 。 


に yy 
し と まこ た ト 革 征 乱す キー 

3 で "で 軍 党 る 薫 ビ まる 語る 。 コ = 
に S ペ K 環 王 営 
導電 近 0 で き 8 穫 

る っ で 仙 用 紅 を 

ホー る 当 さ を S 引 SG KRS 

さ S 信 き 妃 羽 中 へ ヽ へ 析 人 

村 よ 杜 寿 計 

堂 ぷ ペー ロ = 図 愛 

・ 避 問 区 GS 温 の 嘆 拍 地 る 

S 間 定 足 束 己貴 日 


ペ 謀 もせ 足 回 の る 9987 [生計 4 や 
WMtA 9 近 GIS 

負 「 室 党 W く | し ちり 月 せ 寺下 直人 
G 選 G エ ロロ 選 生 てく 記さ ぐさ OG 球 定 史 史 
時 7 電 角 補 到 叶 似 6 年 交 
S 吐 W 細 ぐ り J7 選 ペ 公 YO 生 写 人 の マ 
か ぐる 示 各 逐 人 She0′ で 連 写 し 補 
人 也 =「 誤 作 良 弄 ] (つい DS 必 0 お 0) 
G 舞 守 室 仁 -S る cm M 味 知足 
り 借 ye ” 王 細 疲 宗 つ し っ の 
QAehe 呈 宮 座 倒 丸 旨 型 " [時 人 人 
よい に の 9 た くし 放り 9 ミド っ 】 
作っ Net に や) マル 3 パリ 
OF で も 8 香 @ 証 夜 国司 の 避 決 

2498 く K 妖 補 る 心 短 る G 問 盛 
NN 計 守 6 や) 竹尾 思 G 更 塗 5YO-" 


初 情 参り を 始め 、12 年 後に 大 猫 へ の 満願 成就 
を 果 し た 権 輔 宜 の 岡 さん 。 こ の 間 に 3 歳 の 息子 さん が 高校 生 に 。 


と も 可愛 い 。 


1 
全 
四 
な 
E 
に 
け 
邊 
王 


初 辰 の 日 以外 も 受け ら 
e 褒 数 月 に は 左手 獲 で 
を 、 偶 数 月 は 石手 獲 
お 金 」 を 招く と され る 。 
け は 手 作 業 な の で 、 よ 
る と 表情 が 違っ て いて 


狂 
電 
中 
S 
だ 
尽 
し リ 
トコ 
さき 
無 


奥さま が 
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近 そ 拉 広 売 三江 所 
32888lgl わ 
ダ 気 が 錦 て 現 電 a に 
金沢 張子 キ ほ 大 総 社 の 関 M ゞ 
今 か ら 140 余 年 前 、 村 且 居 の キ 時流 様 現 上 ひ 
小道 や 面 作り か ら 始ま っ た ふ 代 了 玉手 浅 事 現 
と いう 生 川 県 の 「 中 鳥 めん や ] ト を た メ 〆 が 草 を 存 
が 手がけ る 金沢 張子 。 ひ ょ う 1 エ 夫 こ 印 層 神 記す 
きん な 面持ち が を 和 ま せる 。 も 今 ま る 社 録 る 
高き 175 各 4500 由 備後 で も 9 業 て の と 最 ( こ 
屋 人 03(3202)8778 ] 人 か を # な 了 M すむ se 
を を げ 革 の 料 同 ] 
6 168 
科す 生計 く 
太原 張子 1 屋 針 』 に 
手渡 き の 成鳥 和紙 を 幾重 に も 台 5 
* 張 り * し て 刷 作 され る 岩手 て が 2 逆 詩 
県 の 太原 明子 。 こ の 追 54 征 の ま 合 年 田 
上 房 の 2 代目 、 澤 藤 範 次 郎 き す 電 の 
ん が 作る 「 鋼 乗り 招き 猫 」。 上 も 
商 き 125 3300 円 つき わ は @ 


ん 工房 人 0197(43)3397 


歌川 広重 次 層 理 町 策 作 の 剛 】 の 一 部 分 。 
( 周 立 図書 館 デ ジタル コレ クシ ョ ン よ り ) 


今 戸 土 人 形 

か つて 江戸 で 流行 し 戦前 ま 
で 続い た 今 戸 人 形 の 「 丸 〆 独 」 
の 再現 に 力 を 注い で いる 吉田 
義和 きん の 作 。 左 写真 の 氷 
安政 型 は 、 近 世 道 跡 か ら の 出 
土 品 や 古い 資料 を 元 に 作ら れ 
た も の 。 横 座 り の 獲 が 江戸 の 
趣 を 今 に 伝え る 。 高き 10.5 
3000 円 プ べ に や 民芸 店 

合 03(5875)3261 


松崎 人 形 

江戸 木目 込 人 形 の 伝統 工芸 士 ・ 松 崎 幸 一 
光 さ ん の 招き 猫 は 、 石 痛 の 上 に 胡 粉 を 塗 
り 重 ね て 作ら れ た も の 。 前 垂れ や 目 、 耳 
な ど は 和紙 で 装飾 され て いる 。 高き 8 
8300 円 松崎 人 形 会 03(3884)3884 
写真 プ 算 木 一 彦 スタ イリ ング 横瀬 多 美保 


小幡 で こ 

* で こ ”" と は 人 形 の こと 。 小幡 
で こ は 、 9 代目 と な る 細 居 源 
悟 き ん が 滋賀 県 の 小 帆 で 製作 
する 土 人 形 。 原 色 を 使う 伝統 
を 守っ た 鮮やか な 人 色彩 が 印象 
的 な 「 球 の り 招 き 猫 」。 高 さ 
15 ま 7273 円 備後 屋 本 03 
(3202)8778 


リヤ ドロ 

マッ ト な 質感 の 上 品 な 色合い 
や 、 花 放 章 横 様 を 立体 的 に 表 
現し た 柄 に 名 窯 な ら で は の 織 
細 な 手 仕 事 の 美 が 宿る 。 九 み 


バカ ラ を 和 淀 び た フ ォ ル ム が キュ ー ト 。 
モダ ン な 空間 に も 調和 する シ 高き 10 4 万 円 プリ ヤ ド ロ 
ンプ ブル な デザ イン で 、 パ リ を 銀座 会 03(3569)3377 

は じ め 世 界 各国 で 人 気 が あ る 。 


高き 10※ レッ ド ( 石 )・5 万 円 
レッ ド オ クト ゴン ( 諾 )・3 万 
8000 円 座布団 3000 円 ( 直 党 
盾 の み 取 り 扱い ) プ パカ ラ シ 

ョ ッ プ 丸の内 会 03(5223) 
8S68 

邊 鈴本 彦 スタ イリ ング ノ 横 多 疾 


瀬戸 まね き 獲 

明治 時 代 に 欧州 か ら 導入 きれ た 石 育 型 の 技 
法 を 応用 し て 作ら れ て いた 中 外 陶 園 の 「 瀬 
戸 まね き 猫 」。 石 か ら ミ ケ (中 )・ 高 き 15.5 
5000 円 。 オリ ー プ と ボル ドー( 小 )・ 高 き 
9 各 3500 円 。 サバ トラ (大 )・ 高 き 24 守 1 
万 円 。 委 付 (中 )・ 高 き 14.5 デ 5000 円 プ お も 
だ か 屋 人 0561(87)1700 


中 
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抑 ぶ 8 由 叶 計 か eS" 計 8 民 年 織 ぐ 征 有 


北野 天満 宮 所 蔵 の 国家 (北野 天神 縁起 絵巻 ・ 承 久本 》 (鎌倉 時 代 ) に 描か れ た 史 生 の 場面 。 麗 邊 の 姿 は 、 大 宰 府 の 地 


由来 する 。 


千 が 座り 込ん で 動か な く な っ た 故事 


で 芝 公 の 御 候 骸 を 牛車 に て お 運び する 道中 、 


ぐ で 呈 の 時 攻 軸 叶 " 田 、 ぐ 常吉 、 避 政 
の * 守 案 0 る 2 の Ge 年 光生 る 人心 注 
に NE 

ReAJo の る 愉 慰 6 生 " 上 失 くり" 征 
ドイ 。 考 に で : コ に て こい だ さい さこ コル) 
2S し わり ? K 揚 江 団 宮 は 6 ン ぐ 須 寺 
導 公 RS 6 生 介 月 選 せ 拍 思 弓 玖 く 
(0 会 [SG 束 革 9 計 革 は ぐ や お ピ 
べら ロ 公 や 生 MSTS に て と)JQ ロ 
AO 人 SS り 抽 他 つ お ね の 国字 つや 
「 す 中 補 "「 丘 寺 坦 き 1" せ 時 つ レ 
に 0 くく た だ いた ので YIm 
代 弓 守 品 所 赴き NN 
See" | 轄 ロ 翌 演 K 手 因り る 8 
入室 定常 の つつ し 記 ぐ さじ る が 6 生 人 

WWG 守 fe いせ 還 給 ! 計 きり 委 人 95S-heee 
写 ぐ SS 思 " 公 座 漠 近 人 SS る 叙 志 
a0 泉水 で 葉 民 忠 0 に 型 G 因 得 


・ 境 内 最 古 の 了 牛 像 「 牛 社 に 礼 ら れる 一 願 成就 の お 生き ん 」。 
撫で る と 一 つ だ け 願 い が 叶 う と いわ れる 。 下 ・ 国 宝 の 御 本 典 の 欄間 


彫 ら れ た 、 境 内 「 唯 一 の 立ち 牛 」。 北野 天満 宮 の 七 不思議 の 一 つ 。 


上 


て くく Y く と くさ 1 
つね" MG 寺井 法人 So 補 合 穴 汰 人 
(YNS トト プス ル こと 
RT" で Q 計 せ 洗 る | 告 り 6 つ 
村 条 NO 上 叶 区 定 括 G 志 計 幸 ぐっ の 
AS 1 早生 JJ 人 % 愛 0 
る か] 4) 各 避 周 G 宮 三吉 的 YO で " 


は 神 使い 。 天 神様 と の 御 縁 を 結ん で 下さ る 存在 と 


境内 の 陰 生 を 撫で る 権 科 宜 の 東川 楠 彦 さん 。 「 生 
し て 信仰 の 対象 と な り ま す 」。 
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F 支 一 刀 彫 り の 陰 生 (な) 
12 年 に 一 度 、 著 年 に し か 手 に 入ら な い 木製 の お お ら か な 神 生 。 
新年 起 物 。 商 き 約 5 お 初 和 料 1500 円 。 国 宝 の 件 本 典 を 背景 に 。 


撫 生 ( 石 ) 

北野 天満 宮 で 一 年 中 、 手 に 入れ られ る 縁起 物 、 黒 生 の 区 生 。 高 
さき 約 4.5 初穂 料 1500 円 。 北 野天 満 宮 は 、 全 国 1 万 2000 福 を 診 
る 天満 宮 の 総 本 社 。 2 月 か ら 3 月 に か け て は 紅白 の 梅 約 1500 
本 が 咲く こと で も 知ら れる 。 


上 鈴 の 唄 邊 

自生 、 黒 生 の 2 種 か 選べ る 土 稚 
の 縁起 物 。 高 き 約 4.5 初穂 料 
1500 円 。 


北野 天満 宮 江戸 時 代 の 寺子 屋 の 普及 と と も に 、 菅 公 が 「 学 問 の 神様 」 
京都 府 京都 市 上 京 区 馬喰 町 と し て 広く 信仰 さき れる よう に な っ た と いう 。 絵馬 掛 所 に は 
会 075(461)0005 合格 祈願 の た め 、 多 く の 生 の 絵馬 が 奉納 され て いる 。 


5 統 的 な 鋳物 技術 を 確 に 作ら れ た 全 製 の 「 福 うし 」 


写真 鈴本 一 彦 スタ イリ ング ノ 横 瀬 多 美保 


ロイ ヤル コペン ハー ゲン 

ハン ド ペ ベイ ント で 毛並み まで 細やか に 表 
現さ きれ た 、 ゆ っ た り と 座る 生 の フィ ギュ 
リン 。 イ ヤー アイ テム と し て コレ クタ ー 
も 多い 。 高 き 8 1 万 円 プロ イヤ ル コ ベ ズバ カラ 

ン ハ ー ゲ ダン 本 0120665.827 アメ リカ で は 雄 邊 は 勢い よく 上 昇 す る パ 
ワー の 象 後 と いう 意味 で 好ま れ て いる モ 
チー フ 。 光 を 受け て 金色 に 岬 く オ ー ナ メ 
ント 。 高 き 9.2 3 万 9000 円 バカ ラ シ 
ョ ッ プ 丸の内 人 03(5223)8868 


の ご み 人 形 
終戦 の 年 に 、 人 々 の 心 が 潤い 
明る く な る よう に と 漆 色 家 の 
鈴 田 照 次 が 作り 始め た の ご み 
人 形 。 右 か ら 、 2 代目 で 本 版 
摺 更紗 の 人 間 国宝 、 鈴 田 滋 人 
さん デザ イン の 宝珠 うし 鈴 ・ 
高き 10 2500 円 倫 田 照 次 
デザ イン の 圭 外 ・ 高 き 45 守 
1150 円 プ の ご み 人 形 工房 
会 0954(63)4085 


⑱ さ わ は ん 工房 
合 0197(43)3397 
人 @ 直 工 系 

会 0577(32)1750 
全備 後 屋 

全 03(3202)8778 
人 @ 民 芸 家田 

宮 087(821)3237 


バ Cr ご 吾 SKS 史 寄 選 る 開 藻 


っ AOY ば で 湿 用 が 許 k 吉 記 ま 疲 ぐ 
凍 か 0ー い な に yom いう ハー 

古寺 包 rr の Sa 海 二 . 宮 玉 ペ Or 調 と 
oeowsS(mrY の き 芸 械 AOY 空 当 路 立 痢 
せ 尼 各 器 千 ご 叶 駿 S へ 鞭 必 っ 辻 沼 二 
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1. 岐 阜 県 飛騨 高山 に 工房 を 構え る 真 工 墓 の 手作り の 
ぬい ぐる み 。 素朴 な 柄 は 木版 手 楽 め に よる も の 。 小 ・ 
高 さ 5#” 990 円 大 ・ 高 さ 6# 1100 円 真 工事 

2.* で こ 屋 敷 "と 呼ば れる 人 形 作 り の 家 が 現在 も 残る 
福島 県 郡山 市 の 高 柴 で 、 忠 動 感 溢れ る 伝統 の 形 と 技 
を 守る 恵比寿 屋 17 代 目 橋本 広司 さん 作 の 三春 張子 
「 牛 の り 天 神 ]。 高 さ 23.5 史 7700 円 備後 屋 

3. 鳥 取 県 岩井 温泉 街 に 工房 を 構え る お ぐら 屋 の 木彫 
十二支 は 、 約 90 年 前 に 木 地 師 の 小 様 幸 治 が 考案 し 
た 伝統 工芸 品 。 エ ゴ ノ キ を ろく ろ で 挽い た 部 材 を 接 
着 し て 作ら れ て いる 。 高 さ 5.3 史 1600 円 備後 屋 
4. 人 間 国 宝 だ っ た 宮内 フサ の 孫 に あたる 太田 みき 子 
さん が 3 代目 と し て 作っ て いる 高松 宮内 張子 の 「 補 


和牛]。 詩 岐 の 風土 か ら 生 まれ た お お ら か な で 温か み 
の ある 趣 が 魅力 。 高 さ 7 2000 円 民芸 福田 

5 徳川 幕 府 の 幕臣 た っ た 三輪 永 保 が 、 明 治 初め に 静 
岡 県 浜松 で 江戸 風 張子 を 作り 始め た の が 由来 の 浜松 
張子 。 本 体 の 両側 に 車輪 が つき 、 転 が す と 揺れ る 仕 
組み の 「 う し ころ が し 」。 高 さ 8 4000 円 備後 屋 
6. カ ラフ ル で ユー モア の ある 造形 が 目 を 引く 中 湯川 
人 形 。 浅 草 育 ちの 青柳 守 彦 さん が 、 福 島 県 会 津 若松 
市 の 山奥 に 移り 住み 創作 し て いる 。 前 後に 揺れ る 「 角 
の り 牛 」・ 高 さ 7 ま ” 3240 円 手招き する 牛 が 乗っ た 
「 だ る ま の り 和 牛 」・ 高 さ 11.5 4800 円 備後 屋 

7 岩手 県 の 太原 張子 の 新作 は 、 卿 土 玩具 で は 珍し い 
乳牛 が モチ ー フ 。 ミ ルク ポッ ト を 背負 っ て 首 を 振る 


電 . 


「 乳 べ コ 」。 高 さ 10.5 史 3800 円 プ ご さわ は ん 工房 

8. 土 人 形 の 元祖 と し て 民俗 的 な 美 を 誇る 伏見 人 形 の 
「 牛 車 ]。 今 は 1750 年 頃 創業 の 窯元 、 丹 嘉 だ けが 唯一 
製作 を 続け て いる 。 高 さ 11 1 万 4700 円 備後 屋 

9. 滋 賀 県 の 小幡 で こ は 、 約 300 年 前 に 京 通い の 飛脚 
だ っ た 初代 ・ 細 居 安 兵衛 が 伏見 人 形 を まね て 作っ た 
の が 始ま り 。「 依 后 」 は 2021 年 度 の 年 賀 郵便 切手 の 
絵 の モ チー フ に 採用 され た 。 小 ・ 高 さ 6 4364 円 
大 ・ 高 さ 10.5 史 5819 円 備後 屋 

10. 栃 木 県 の 名 産品 だ っ た 鹿沼 等 を 作る 技 を 駆使 し 
て 編む 鹿沼 きび が ら 細 工 。 祖父 の 技術 を 受け 継ぐ 増 
形 早苗 さん は 、 千 草 を 無 農薬 栽培 する 所 か ら 製 作 に 
取り 組ん で いる 。 高 さ 7 1600 円 備後 屋 


コ 


日 常 か ら 切 り 離 され た 、 開 放 感 の ある 住ま い 
避 一 面 に 広く 高く と られ た ガラ ス 窓 に 、 申 礎 か ら 見 上 げ る 大 き な 和 の ある 落ち し : 
ここ が 住宅 街 と は 信じ られ な い ほ どの 開放 感 s 日 常 か ら 切り 離さ れ た 空間 で 、 
心 も 体 も 自由 に な る 。 そ ん な 暮らし が ここ に あり ます 。 5 

大 胆 に 大 きく と られ た 二 層 吹抜け の 開口 部 は 、 一 幅 の 絵画 の よう に 美しく 浮か び 
上 が り ま そこ に 見 える の は 、 制 約 か ら 解放 され た の び や か で 屈託 の な い 暮 らし 。 
温もり が あふ れる 一 方 で 、 和 と 洋 の イメ ー ジ の 持 抗 に よる 鋭い セン ス も 漂っ て 
いま す 。 そ の 普遍 性 が 変化 する 時 代 を 提 え 、 時 々 に 息 づ き な が ら 、 家 族 の 歴史 を 
見 守っ て いく で し ょ う 。 


撮影 木田 勝久 


議 11 に 


ーー 
Li 


L 間 


凛と し た 空気 に 、 心 が 整う 

モダ ン な 外観 の 住ま い に 、 対 局 と ちい える 本 格 的 な 日 本 間 を し つら えた 
の は 、 喧 快 の 中 に 合っ て 静 訟 の 価値 を 知る か ら こ そ 。 伝 統 的 な 日 本 の 
美 が 醸し 出す 凛と し た 空気 が 、 ゆ っ くり と 天 感 を 研 き 浴 ま し て くれ ます 。 
京都 の 北山 杉 で 床の間 を し つら えた 広間 。 凛 と し た 正統 の 和 の 設え が 
か えっ て 斬新 さき を 感じ きせ る 空間 で ま 


っ と する 。 外 的 世界 
体 が 移行 し て いく 。 そ の 空間 移動 を アプ ロー チ で 体 


重ね て きた 年 月 の 実り を 感じ る 、 日 本 な ら で は の 住ま い 。 
ご 家族 それ ぞ れ の 形 を 創る 、 そ れ が HOP デ ザイ ン で ぶ 


日 本 の 美しい 環境 を 守る こと 、 人 々 の 暮らし を 豊か に する こと を 、 ハ ウジ ング オペ レー ショ ン ア ー キ テク ツ (HOP) は つね に 考え 
続け て いま す 。 「 森 を 建て よう 」 と いう 理念 に 基づき 、 国 産 材 の 活用 を 徹底 すべ く 独 自 の 技術 を 開発 。 あ た か も 森 に 抱か れ て いる 
か の よう な 、 肌 で 感じ る 自然 の 癒 や し を 、 美 し い 家 と いう 形 に 創り 上 げ る の が 、HOP デ ザイ ン で すま 

HOP の 家 づ くり は "本 物 " の 追求 に あり ます : 一 棟 一 棟 の お 客 様 の 夢 や 想い に 応え る た め 、 設 計 者 は さま ざま な 工夫 を し 、 家 々 に 
最適 な 材 を 選び 出し ます 無垢 材 で 造ら れる 造作 、 建 具 、 家 具 に いた る まで 、 全 て 自社 工場 で 製作 し て いま す 。 そ れ に より 美しい 
統一 の と れ た HOP デ ザイ ン の 家 が 誕生 する の で すま 

毎日 の 暮らし の 中 に 美しい も の を どれ だ け 増 や せる か で 、 人 生 の 豊か さも 違っ て くる は ず で まま HOP の デザ イン 志 向 、 伝 統 的 な 美 の 
追求 と 、 現 代 に 息づく モダ ン な 感覚 。 東 京 、 神 奈川 、 軽 井沢 、 名 古屋 、 札 幌 な ど 、 全 国 で 高い 評価 を 頂戴 する まで に な り ま し た 。 
月 日 が た つ ほ ど 味 わい 深い 家 づ くり 、 骨 董 品 に な れる ほど 愛着 の も て る 家 づ くり を これ か ら ゃ 続け て まい り ま す 。 


人 則 二 汗 の ャ パン デア 人 HOP グ ルー プ 
Wior 林野 庁 長官 貸 受 帝 材 供給 シス テム 人 事業 ER EE ご 
きど 経 所 産業 大 隔 人 受 深 消費 志和 優良 企 業 ハウ ジン グ オ ペレ ーション アー キテ クツ 株 式 会 社 
ーー 日 会 
和 玉 築 士 間 務 所 アト リエ アム 株 式 会 社 お 問 合 わせ 資料 請求 は 
HOP フ ァ ク トリ ー 株 式 会 社 フリ ー ダ イヤ ル 又 は ホー ムペ ー ジ か ら 
HOP 東 日 本 横浜 市 西区 みな と みらい 2-3-1 ク イー ンズ タワ ー ム 棟 7F 軸 3 0120-55-2486 回 
回 O ョ HOP 名 古屋 名 古屋 市 中 区 錦 二 丁目 4 番 15 号 ORE 負 二 丁 目 ビル 10F 0 
HOP 大 阪 大 阪 市 中 央 区 今橋 3 丁目 2 番 14 号 KPO ビ ル 6F 


HOP 時 


Housing Dperation Project Group HOP 札 幌 札幌 市 中 内 区 北 4 条 西 21 丁 目 2-1 HOP BLD. 


生 が ね お る 、 草 原 の 味わい 。 


ピケット 


自然 な 色 は 、 
自然 な 素材 か ら 。 


カス テイ ラ 


体 の 底 か ら お いし し る 、 自 然 そ の も 


の の よう な ビス ケッ ト を 作り た い 。 そ ん な 


か ぎり な く 自 然 な も の を 使っ て 、 日 本 に 替 か ら あ る 
お 菓子 を 作っ て みよ う 。 国 産 の 小 考 粉 、 の び の び 育 っ 
た 到 の 卵 、 手 作り の 米 人 。 そ し て . 
ヴェ ル ジ ョ ワー ズ ( 玉 菜 緒 ) を 使い 、 シ ンプ ブル な 製 


法 で カス テイ ラ を 作り まし た 。 き め が 細 か く 


で 旅 を し て いた ら 、 ベ ルギー と フラ ン 


ス の 国境 近く で 、 あ る ビス ケッ ト 職 人 と 出 


会 いま し た 面 に 広がる 黄金 色 の 小麦 、 フラ ンス の 砂 同 


大 自然 の 中 で 放牧 され て いる 和牛 の 乳 か ら 作 


られ た バ パター。 こ の 土地 と ここ で 育つ 素材 


り し て いて 上 品 。 ク 


に 魅了 され 、 職 人 と レシ ピ を 完成 させ まし 
た 。 あ えて 卵 は 使わ ず 、 サ クサ ク の 食 感 に 、 み ん な に や さ 


リッ チ な の に 体 も 心 も 


水 の よ うに 、 ご どく ご く 飲 め る 。 
珈琲 


コー ヒー 
の 強い も の で は な く 、 心 も 体 も ほ - 
た いと 考え まし た 。 エ チオ ピア の イル ガチ ェ フ ェ を は 
じ め と する 大 地 の 力 と 太陽 の 恵み を うけ て 健やか に 
育っ た コー ヒ 
や わら か な 酸味 と 、 浴 ん だ 味わい 。 思 わ ず ご く ご く 飲 


め る も の っ て 何だ ろう ? 私 


に ち は 、 電 激 


と で きる も の に し 


を 、 自 社 の ロー スタ ー で 丁寧 に 煎 


お いし い お 茶 は 
ゆっ くり 育つ 。 
然 茶 


な お いし さ に 出会え ます 


自然 の カカ の み で お 茶 を 育て る に は 、 土 が 上 当 か で な け 

れ ば な り ま せん 。 奈良 に ある 専用 の 茶 加 で 、 通 常 の 

4 倍 以上 の 時 間 を か け て 育っ た お 茶 は 、 ワ イル ド で 

個性 的 な 顔つき で す 。 で も 飲ん で みる と 、 ま ろ や か 

で すっ きり 。 委 味 を 感じ ます 。 私 た ち は こ れ ら を 、 

自然 の お 茶 、 と いう 意味 で 「 然 茶 」 と 呼ぶ こと に し 

まし た 。 和 粉末 に し て 、 お 茶 の うま 味 を 余す と ころ な 
く 味 わっ て いた だ け ま す . 

渋谷 ヒカリ エ ShinQs 店 

渋谷 ヒカリ エ ShinQs1 階 Tel03.6434-1567 

東京 ギフ ト パ レ ッ ト 店 

東京 駅 八重 洲 北 口 

東京 駅 一 番 街 1 階 Tel03-6268-0306 
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生誕 180 周 年 特別 企画 


また 


2020 年 に 生誕 180 周 年 を 迎え た ピョートル イリ イチ チャ イコ フス キー (1840 一 1893 年 )。 
時 に 甘く 、 叶 に 悲し く 、 深 く 、 語 りか ける その 音楽 は 、 子 ども か ら 大 人 まで 聴く 者 の 心 を と ら え て 次 し ませ ん 。 
本 特集 で は 、 彼 が 生前 幕 ら し た 家 や 資料 、 チ ャ イコ フス キー に 魅 耳 され た か た が た の 言葉 か ら 、 
チャ イコ フス キー の 心 の 奥底 、 そ の 音楽 の 真 凡 に 迫り ます 。 


撮影 Vladimir Volkov(P.91 一 93、 96、97) 本誌: 大 見 計 星 半 (P.I00、 101、105、 106、 110、111) 伏見 早織 (P.102、103) 臣 蔵 俊介 (P.104) 大 泉 綾 平 (P.108) 
取材 ・ 文 普 野 恵理 子 小倉 理加 (P109) 小松 諸 子 (P.109) 編集 協 カ 三宅 暁 取材 誰 力 Natalia Goryacheva ロシア 国立 チャ イコ フス キー の 家 博 物 館 
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「 交 毅 則 第 6 番 」 を 書き 
多く の 友人 と 交 

チャ イコ フス キー が 住ん だ 当時 
の まま 残さ れ て いる 、 モ スク ワ 
郊外 クリ ン の 家 の サ ロン 。 現在 
は 「 国 立 チ ャ イコ フス キー の 家 
博物 館 」 と し て 公開 され て いる 。 
「 普 層 の 人 と し て 知ら れる チャ 
イコ フス キー が 、 普 通 の 人 々 と 
同じ よう に 、 癌 、 笑 っ た 
り 、 悲し ん だ り し て いる 、 そ ん 
な 日 々 の 感情 が ここ に 宿っ て い 
て 、 ま る で 彼 が 生き て いる か の 
よう に 感じ ます 。 友 人 も 多く 、 
誰か が 遊び に 来れ ば ビア ノ の 連 
弾 を し て 楽し ん で いま し た 」( ア 
ダ ・ ア イン ビン デル さん 国立 
チャ イコ フス キー の 家 縛 物 館 
原告 ・ 印 刷 資 料 部 部 長 )。 


INTERNATIONAL / 
TECHMIKOVSKY / 
COWPETITION 


17-29 June 2019 
MOSCOW/ST PETERSBURG 


4 | 4 
則 3 ロ 6 
は | g| 0) 4 
りら コイ sd 2 2 
1] の 3 age ンー 
ゃ の 
お 4 


- 肌 葉 條 

-。 全 肌 の 傍ら 後進 を 比 避 し た 
スク ワ 音 楽 院 議 5 ks で ー こ 1 

モス 音楽 区 で 人 理論 な 拉 応 た が ャ イコ ュー 

スキ ー。 フォ ン ・ メ ッ ク 鶴 入ら 経済 支援 を 受け 提 計 = 

る よう に な る まで 約 12 年 間 教 科 を と っ だ た 。 生 誠 、 と 

100 周 年 を 記念 し て チャ イコ フス キー 記 今回 立 モ ーー 商 2 電 

スク ワ 章 楽 院 が 正式 名 称 と な っ た ここ で は 、# 価 _ コ aa 

に 王 度 チャ イコ フス キー 国際 コン クール が 開催 き ミニーー コリ ーー 

れ 、 世 界 中 か ら 精 鋭 が 集まる 。 音 楽 院 前 に は 名 像 ] 一 理 

が あり 、 音 楽 遺 産 と し て の 価値 が 感じ られ る 。 


@Alekaandr ShapuovfROSCONCERT 1 の ア 


国 発 が 執り 行わ れ た 
カザン 大 


1893 年 、 サ ンク ト ベ テル ブル ク で 「 交 響 曲 
第 6 番 ] を 指揮 ・ 初 演 し た チャ イコ フス キー は 、 
その 9 日 後に 急死 。 同 市 内 の カザン 大 聖堂 で 、 
皇 益 アレ クサ ンド ル 3 世 に より 執り 行わ れ た 
国 間 に は 約 8000 人 が 集 その 死 を 憧 ん だ 


突然 祈り に 目 党 
吾 イ サ ァ ク 大 
38 歳 の と き 、 サ ンク ト ベ テル プル ク に ある 加 
イ 乾 祖 ク 大 型 堂 の 中 で 祈り に 目 営め る 。 生 と 
死 、 罪 と 順 罪 に つい て 考え 始め 方 、 罪悪 
感 に 悩む 者 へ の キリ スト の 眼差し に 共感 。 ネ 
ペラ 作品 等 に 投影 きれ た と の 説 も 。 


で Alamy Stock Photo/amanaimagee 
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志 堪 知り 6 人 ン 記 つろ 選 か キ と リト 
サー ゼ ポ 給 4PKND 全 弧 球 "人 
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1. 一 人 で 、 ま た は 兄弟 、 友 人 と 超 い の 時 
を 過ごし た ティ ー ル ー ム 。 2 朝晩 散歩 を し 、 
ベン チ に 腰かけ て 本 を 読み 、 楽 想 を 練る の 
が 日 課 だ っ た 。 そ ん な 在り し 日 の 姿 を 思わ 
せる 鋼 像 。 チャ イコ フス キー 国際 コン クー 
ル の 参加 者 た ち が 植 えた 林 の 中 に ある 。 

3. 読 書 を 愛し た チャ イコ フス キー の 本 拓 。 

な 6 ルト や グリ ンカ の 楽譜 。 幼 
少 期 か ら モ ー ツ ァ ル ト の オペ ラ 「 ド ン ・ ジ 
ョ ヴァ ン ニ 」 を 愛し 、 パ リ で その 自筆 譜 を 
見 て 感激 し た こと も 。 右 に は プー シキ ン や 
ドス ト エ フス キー、 ト ルス トイ な ど ロ シア 
人 作家 だ け で な く 、 人 外国 作品 も 多数 あり 、 

知 的 好奇 心 の 高 き が うか が える 。4. 愛 用 し 
た メト ロ ノ ー ム 。 サ ロン の ピア ノ (P.92) は 
チャ イコ フス キー 国際 コン クー ルビ ピアノ 部 
門 の 優勝 者 に 演奏 が 許可 きれ て いる 。 コ ン 
クー ル 終 了 後 、 人 人 員 で クリ ン を 訪ね 
る の が 慣習 。5.2 階 置か れ た 机 。 こ 
こ で 庭 を 眺め な が ら 「 交 響 則 第 6 番 」 を 書い 
た 。 独白 の よう な ファ ゴット で 始ま る 第 1 
楽 京 、 ワ ルツ や スケ ルツ ォ を 経て 、 終 楽章 
は 嘆く よう な 就 楽 器 か ら 始 まり 、 心 の 叫び 
が 司 限 まで 達し た 後 、 最 後 は 厳か に 終え る 。 
初演 の た め サ ンク ト ベ ペテルブルク に 向かっ 
た チャ イコ フス キー が 戻る こと は 二 
度 と な か っ た 。6. フ ラン ス 製 の 香水 な ど が 


並ぶ 愛用 の 鏡台 。 色彩 豊か な 音楽 さき ながら 
に 、 掛 布 や 壁 に も 独特 の 美意識 が 感じ られ 
る 。 棚 に は 、 自 由 の 女神 の イン タク 密 な ど 、 
旅 の 思い 出 の 唱 な ども 。 7. 壁面 の 写真 は 
本 人 が 選び 配置 し た 。 当 | 

機 な ど 新しい も の 好き 

真 を 撮っ た の は 弟 モ デス 


Y ーー ょ 
まま まあ まま を 生 す 精 チ 14 1 交 フ 
下 の 林 が ポン どら まる て 親 神 Y 年 
の 昔 境 れ イ 益 ・ さ た な を すきま ヨコ 問 クノ オ 
中 前 を の コ に メ ん こ を る ・ ン 多 フ 2 け 友 イ 間 6 
が に 擬 供 メタ クー を 朋 乱 オメ ディ で る た に 的 ミン 
る る る を る 和え 革 る ん クィ 2 ます 生 拉 に 8 ま 2 し 
選 も け ー @ 
B う あま の 48 生計 た うるう や 支度 ) 
226T621SE を る る だ る 
3 泉 コ 』 ーー 心 いな か N 
る まえ の の 大夫 キス 奉 し の キ る ちら うち 楽 え キ 人 通 ツ 
度 い し 計 は の 2 で 遇 を に 全 人 な ] 
て た に さき 何 し 錠 う も に 打 と み グ 
めい 5 衣 に よ エバ と ン あ は ちっ が に に 女 を 2 の 
人 竣 E 書 天 
は 2 フ い る と し 無 ヨ に 控 幸 本 立 的 _ 舌 限 現 よ 庄 経 と 
こえ ー 自 い 訳 沙 フ な は な が 場 な で き な が 済 た 
と すま 分 まな 計る 9 と 人 で 帳 大 動 4 度 は 
が 全 268 で 1 す す 生生 放 と 四 る を 3 的 < と 
吉信 つっ し が "りな で を し 沼 れ 出場 力 に 
3 あま きる ティ k き し りう の まで 4 ドド ヤ タ い 
削 こ だ は すい つう ア か な た 友 け は 世 の て ま 
M を 3 R 3 ロ 9 と そ : % M た ・ 人 い い っ ラテ ファ ァ = 
8 人 た す 多 え の 6 と と の 信人 まな 千 と と も 1 4 2 る 2 の mm _ 
と に "わき キ 伝 と 3 後 は 14 る ーー の ませ の / 
で 章 す る 1 計 を 年 ご 首 年秋 赤丸 すう 音 と | 
54148AU6 82 
3 の コ な すす 車 ご イ 通 支 下 で た 公 に 際 表 
フォ ンズ ッ ク 夫 人 か ら | 
チャ イコ フス キー へ 最初 の 書簡 を る 
| ンプ 〆 
モス クワ 1876 年 12 月 18 日 全 曜 日 | シン タグ し の 
「 ビ ョ ー ト ル ・ イ リ イ チ 様 / 3 アア を 2 スッ / 
私 の お 原 い に 対す る この よう に 迅速 な 対応 を | イン クア MC 
写 か ら 哉 謝 中 し 上 げ ま す 。 私 が あな た の 厚 を 聴い て どれ ほど < Wo 
Pe こ PP 』 の 「442 ス 24 アフ の レバ ア の 
有頂天 に な っ た の か を 書く の は 適 功 で は な いと 思い ます . | ン ん < kc ちる アー の な <ー 
あな た は より 立 洲 な 供 辞 に 慣れ て いら っ し ゃ いま すし 、 5 ルー 22242 ンー 
私 ほど 音楽 に 提 知 な 者 が 党 持 する こと を のみ レビ ン 了 の ・ が 01 
お か し く 感 じ ら れ る こと で し ょ う 。 し か し 私 が 感じ て いる 書 び を 且 寺 の の 。 ュー 2 2 プア カ 
大 幼 に し て いま す の で 、 笑 われ た く は あり ませ ん 「 ーー 間 0 
ca 』 < ae が 27423 すず 7 
車 し 上 げた い の は 、 あ な た の 音楽 と の 生活 は 、 よ り 楽 し く 、 』 プー っ , みん 2 クッ クー ネジ 2oeー 
より 快適 で ある と いう こと 。 それ を 信じ て いた だ きた い の で す . イズ 42 ルコ ーッ ン 2 人 0 アグ の 
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真 の 設 電 と 最も 誠実 な 献身 を 受け 入れ て くだ さい 」 


ロシア 有数 の 鉄道 王 に 嫁ぎ 、 後 
に 未亡人 と な っ た ナジ ェ ー ジ 
ダ ・ フ ォ ン ・ メ ッ ク 夫 人 。 相続 
し た 遺産 で キャ イコ フス キー を 
長年 支援 し た 。 自 らち ゃ ビア ノ を 
弾き 、 音 楽 を 愛し た 人 生 だ っ た 。 
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終わ る と ころ か ら 音 楽 が 始ま る 」 と 詩人 ハイ ネ の 言葉 も 引用 し て いる 。P.98、99 の 資料 、 写 真 は すべ て で 国立 チャ イコ フス キー の 家 博 物 館 。 


チャ イコ フス キー か ら 

フォ ンズ ッ ク 夫 人 へ の 書簡 

「 貢 い ナ ジェ ー ジ ダ ・ フ ィ ラ レー ト ヴ ナ 様 、 今 日 選 い た お 手紙 は 

な ん と いう 者 びに 満ち て いる の で し ょ うか / 交 医 闘 を 気に入っ て くだ さり 、 

また それ を 聴い て いら っ し ゃ る 則 、 私 が 作 凍 し て いる 時 に が 一 杯 だ っ た 癌 覚 を 
感じ 取っ て くだ さり 、 私 の 音楽 が 御 忌 に 深く 旭 み 込ま れ て いる こと を 知り 、 

私 は 言葉 に 尽く せな い ほ ど 才 せ で す 」( 一 部 拡大 ) 


チャ イコ フス キー か ら 
フォ ンズ メッ ク 夫 人 へ の 書簡 (「 交 違 第 4 番 」 を 解説) 


- 人 の 想い 溢れ る 手紙 を 広め て 


チャ イコ フス キー と フォ ン ・ メ ッ ク 夫 人 の 往 庄 春の ファ ン フ ァ ー レ は ~ 宿 命 " で 、 柱 双 の 境地 に 直し よう と する 衡 動 を 凪 止 する 

復 理科 集 は 、 人 打ち 勝て な い カ で す 。 第 1 テー マ は 険 販 で 絶 区 的 な 感情 が 増し て いき ます 

集 が 刊行 。 そ の 全日 本 語 訳 を 目指 し て いる の re care 。 2 Se 

が 、 文 化 や 芸術 へ の メモ ナ 事 業 と し て 2020 現実 か ら 交 げ て 夢 の 中 に 身 を 投じ に た ほう が よい の で は な いか (和楽 詩 ) 

年 設立 され た 「 日 負 チ ャ イコ フス キー・ フ ォ 第 2 テー マ に は よう や く 心 地 よ い 夢 が 現れ ます 。 な ん と いう 主 感 で し ょ うか ……… ( 楽 衣 ) 
の の の 失 0 リ ー や し か し 、^ 宿 命 ” が 再び 現れ 、 釣 想 か ら 党 め て し まい ます 


イコ フス キー、 そ の 魂 が 歩ん だ 道 ] (電子 書 


籍 ) を 出版 。 一 生 は 辛い 現実 と 永続 せ ぬ 夢 、 紀 想 的 な 幸 の 絶え 聞 な い 区 供 な の で す 。( 一 部 胡 約 ) 


人 まま 幸 計 竹 府 料 料 人 1 は 33 
絆 特電 狂 は 詩 村 折尾 

1 は 朋 1 杜 Ht は 4】 1 も 
8 クラ 人 に モエ シモ すす も 
時 
PO ます 1 イト 作 SBED まで ま a で よき テス す て 
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寺 』。 買 重 な ポー ト フォ リオ か ら 知 る 


| チャ イコ フス キー の 日常 
19 世紀 後半 の ロシア 
作曲 家 チ ャ イコ フス キー は どの よう な 人 々 に 上 半 ま れ 、 ど ん な 生活 を 送っ て い 
た の で し ょ うか 。 当時 最新 だ っ た 写真 か ら 、 そ の 素顔 や 19 世 紀 後 半 の ロ シ 


ア の 風景 が 見 て と れ ます 。 新 全集 を 恒 成 する る の と し て 作ら れ た 限定 50 過 
の ポー ト フ ォ リ オ よ り 、 そ の 一 部 を ご 紹介 し ます 。 * 写 人 は 区 子 きん (役所 


ノ 92 の 。. 


(3 


1 の ] 塗 族 多 家 か 
家 台 ドド 在 促 く で ら 々 
本 の し も の は 要 ス え 
あく よ ま で 
まさ いま りな 族 
原 モ 人 妹 ? を 年 が 
に チ 作 デア 夫 い ル ョ 
も ャ プス 編 て ] と 
真 イ ] ト 和 宅 育 を ト 呼 
龍 コシ は に っ は ル ば 
(2 肖 ー は た 少 じ れ 
た スン ス よ “ め 年 家 
の 電 


上 ・ 法 務 省 に 勤務 し て いた 20 歳 
の 頃 の 没 爽 と し た 立ち 姿 。 こ の 
2 年 後に サン クト ペテルブルク 
音楽 院 で 作曲 を 学び 始め 、6 年 
後に は モス クワ 音楽 院 で 教科 を 
執る 傍ら 、 作 曲 に 勤しむ 。 左 ・ 
50 歳 の 頃 の リラ ックス し た 様 
子 。 写 真 好き で この よう な プロ 
マイ ド を 何 枚 も 撮影 し て いる 。 


上 ・8 歳 時 の 家族 写真 。 左端 で 母 に 寄り 添っ て 
いる の が ビ ョ ー ト ル 少 年 、 手前 が 「 く る み 割 り 
人 形 ] クラ ラ の モデ ル と され る 妹 ア レク サン ド 
ラ 。 愛 に 溢れ た 家庭 だ っ た 。 石 ・ 兄 弟 5 人 で 。 
手前 右 が ピョートル 、 そ の 後ろ が 弟 モ デス ト 。 
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に =KGfiituC&o 人 まあ 


捉 諾 半 條 つね や と で nHNK オ エー 定 
に スリ く ペー) こそ 
字 穴 記 り 宮 人 S お 中 K へ 史織 守 ジ 
し ぐ scQ つ A 避 人 Sre7 G 茎 人 KU 
いね ふら mA へ oO 人 狗 り 陣 6 慰 ” 避 型 は 8 
湿 家 S 想 計 や SO" 地代 食 有 ※ 只 和 
憶 M@ り aJ っ の 4S 選 "ロト 所 筐 羽 和 を S 究 
く 送 つ ^ 辿 つ ろ 地 父 G 豆 We 「 人 芳 守 
拘 昌 (W ぐ エロ S 応 玉 )] は つ RnY 


うか 。 


だ ろ 


上 ・ 友 人 と と も に テー ブル を 
囲み 、 く つろ ぐ 49 歳 の 巨匠 。 
翌年 クリ ン 近 郊 の 別荘 に て 。 
の 年 は フォ ン ・ メ ッ ク 夫 人 
と 別れ る な ど 激 動 の 年 で も あ 
っ た 。 こ の 時 、 ど ん な 楽想 を 
た の : 


当時 の 服装 に も 注目 を 。 左 ・ 


思い 浮か べ て い : 


= 


展 < 
% ズ っ 


で 衝 和 人 生 の お か を で ロト 
KK サー" MS 1 で 9 ト り 
KSIUIDN で ・ さ 生か 
中 で へ G 座 鶴 己 宗 つ "「 
ト へ | 国 父 王 GSke 中 で 
都電 人 GS 紀 る 芋 G や 人 己 )」 
喝 邊 えり Sh67 | 所 球 民 
欧 、( 中 軍 G 写 る 選 ) 
釣 vo | 据 党 ye 
ES こさ 15、 で コ 
S 罰 ロホ 人 へ 昌 革 /「 私 
ト で 民 へ 革 敬 王 | G 半 
豆 球 Pe きく し る re? 


トコ 4 

いこ 

い 心 へ K べ 涼 江 計量 は QmW 中 
ン 公 所 計り 誤 当 宗 公 思 占 り 
所 尋 つ し る” 補選 貴人 
時 きぐ SG の で ふつ ト と い 必 へ 
KA 天 人 回 寺 生 
選 に 革 ロ きよ て ト ベ 改 G 混 の 
逢 " ロ ハト 男 愛 の 選 つ " 心 羽 
で トト SS 四 級 斉 で 。 交 著 宇 
を 碧 塊 守り ポン 記 到 つや ? 

記 司 し 送 wo トキ ャ n ロ NK オ ー | に" 


ロー 中 K 選 で G 息 は 3 銘 王 トド さき へ 
リト 年 和 代 に G 民 疾 り の 球 お " 


ッ ク と 。 ヴ ァ イ オ リン の 
名 手 ヨ ー ゼ フ ・ ヨ アヒム の 弟子 で 


あっ た 。 右 ・ 拍 の ウラ ディ ミー ル 
と パリ に て 。 子ども だ っ た 彼 の ビ 


アノ を 弾く 姿 を 見 て 「 子 ども の ア 
ル バ ム 」 を 書き 、 そ の 15 年 後 、 傑 


作 「 交 響 曲 第 6 番 ] を 献 星 し た 。 


HO に 


ロー さい て へ て 生 ・ 
よそ で nHNK キ エーS 詩 漠 


て の で ご 必 ( ご 回 ) 
HAN や IN さ 列 慌て KN 唱 直 6 
で MO" 


ー の の 財 ( 乱 ) 


キハ いて を トミ さい 所 吉 御 紀 中 訪 べ 穫 " 


ー の の ざさ 財 ( 記 回 ) 
時 さい キハ ント S 良 民 


ー の の の 叶 ( 宮 難 ) 
環 埋 邊 度 竹 新 " 択 態 和 く ? 


ー の の の 財 ( 血 ) 

状 褒 細 六 花 G 和 剖 "や ハハ て バト ミミ 
ふ 指 其 下 ロー 宗 載 の つつ しく 絡 トー 
べき JANAI ト TAN ロ 直 環 や 外 7" 


ー の oo 財 ( 句 ) 

皇 周 唱 提 宗 衣 習 圭 つ 神 説 9D 信 っ 
KN 押 谷 店 G 沙 虹 け te" 「 選 拍 
押 映 (SGmG 加 )」 モ 青 " 


て の の の 吐 ( 史 回 ) 
避 黙 王 「 ロ 7hJANHHN ト て]」 凍 * 


ー の に ゅ 財 ( 器 ) 
「J ト ヽ 坦 剛 青 江 一 四 」 祥 展 ? 


て の に o 叶 (人 各 ) 

RG く ゝ H 地 下 「 態 G 察 」 誠 層 "JNN 
玉 凌 「 国 則 や 押 祭 店 ロ 雷 徐 * NX 
^N ポ て 6 匠 遇 W 腫 涯 宮上 弧 人 W 曲 
ED:Lt い CET 

ー の に ト 叶 (記帳 ) 

「I 政 玉 幼 さ 貴 年 表 " 

ー の に の 届 (回) 
「EN て つい 麺 肖 王 」 半 王 " KN 舞 
麗 角 つ 性 弧 操り 年 青 人 WG 掴 の 
ーomo 財 ( 宮 貝 ) 

「 愉 下 玉 幼 の 貴 」 垢 * 


て の の ご 叶 ( 口 示 ) 
hfAxxRN 下 3J 羽 咽 上 億 際 再 人 
妥 幸 rme SINTK マ ー ン と 6 ポ 田 」 祥 
PS 


て の の て 叶 ( 記 轄 ) 

トペ * ユ ドー キー ドー ミ G 揚 損 和 つつ 
ド 「 応 垣 江 o 峠 ] 直 G 皿 年 環 輸 し 更 閣 
いび つい 


て の の 時 ( 代 軸 ) 

ふさ へ ロ 総 相 " こっ H 抽 炊 「 ン !@ の 施さ 
誰 」 景 * 

ー の oo 時 (人 9 軒 ) 

へ いて トミ さい し 「 鞭 二 工 Oo 下 中 
環 の 中 悪 は 聞 也 回 槍 IPRSNGP 
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/417 が 7 


指揮 者 、 演 奏者 、 演 出家 が 語る 
チャ イコ フス キー の 聴き どこ ろ 


っ 人 玉 pwrsnINK キ ー ら 鬼 明 


ーー 選 笑 諸 | 衣 * く ( 呈 連 を 守 ) 


こき に て そつ 
MS 導 記 26H へ 人 A 一 

よ を で HINK オ テー つ 記 法科 拓 
層 家人 束 お べく 宙 明る 64p 品 る 箱 
1 
の 人 S 泌 包 選 諸江 島 " 羽 公 信 QS 反 7 
堂 お MS 年 ロ し wxe で ちゃ ? 互 ぐ 
剛 N さ 佑一 ( 束 党 ) ちゃ " 送 吉 慰 
月 さか 一 委 選 時 つ し Sn6 告 ホキ ロロ 
hK エ サー つく で し る や ye 人 K 倒 つ レ 
EN 導 Oorye9 > た の コマ) 
迫り しゃ せ 相思 の mmGG 
きつ いり" 圭 忠 りり 所 つ 0 因 和 56 
2 ぐつ SSNe マ し つね? し の 証 メ 


= 登り し 束 部 組 人 SQSS る 塞 を 
所 G 記 震 喝 り S て 竹沢 YO の 4S 選 る 
お が 6 選 8 る 濃 生 鶴 け 所 6 お し 
る し つや 心 会 7 

MS 和 還 me ポー ベー ペー 
AS で お xQASSy6 和 ST 定 
BN ポ RA・X 公 入 求 で 案 皇 箇 誠 朗 人 る お 
等 家 「 衛 宇 紙 ず 昌 」 人 SN お 選 人 各 ぐら 
溢 疾 千 ホ ーー ふ K ヘ ペー か mA へり 選 つじ 
る マン 選 味 称 0 度 人 SM6 生 " 沈 例 癌 
や hG8 証 落 忠 WS の 寺 定 や hG 天 赴 ※ 


計 " 聞 約 年 入 Aen6 昼 沙 中 …" 


「 民 王 弥 」 絶 で 守 半 @ 抵 や 定 弄 ロ 
妃 夫 mneH ハ ト 四 中 「 台 差 侍 軍 避 桂 レ 
で 」 し SG 和沙 中 G 脱 2 民 せ ^ 民 
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財 ふ 潤 加 こ 
固 」 部局 芝 
人 上 よき すこ 
信 生ま も 画 
EE まる 
ん 2 記 と まる 
で くさ 捧 
で 2 。 さ 品 座 
う 介 人 さ 
を を SAWS 
8 軍人 千 と! 
較 宮中 
び 還 菩 A 和 を 章 導 
E ヨ nx 当 
さ 沼 党 hl 
避 天 ] 直 リ ローS 
守 。 品 で 8 
まま 
寺泊 は る SS 
生き まさ いざ ミ ミー 
2 ミ ヾ 区 き > 
や 当 NK 枯 半生 


17 歳 か ら 使用 し て いる 


貴重 な 


スコ ア 


ミー 


スコ ア 


「 交 響 曲 第 5 番 ] の 


表紙 と 、 第 1 楽 斉 最 後 か ら 第 2 
楽 由 頭 に か け て ( 左 ) と 、 第 


2 楽章 の 終わ りか ら 第 3 楽章 


の ワル ツ に か け て ( 石 ) の 書き 
込み 。 東 京 革 術 大 学 人 学 時 か 


ら 現 在 まで 使用 し て いる スコ 


ア に は 演奏 日 ・ オ ー ケ スト ラ 


も すべ て 記録 。 何 百 回 演奏 を 
重ね て も 、「 同 じ 富 士 山 で も 


登頂 する ルー ト が 無限 に ある 。 


それ だ け 人 崇高 だ か ら こ そ 、 さ 


ま ざ ま な アプ ロー チ が で きる 


の で す 」。 


ーー 


お 古 すさ 


ーー 


neet る 人 る し つき 必 (ささ ささ テー 
で や ASA 一 ヘー バ ) る 心 に に 生生 人 疫 
選 漠 人 9 MS 介 肝 60 お のり 選 P ト 
ト へ An い ト ー へ 本 弄 く )" 元 o 星 ( 測 貸 ) 
輝 一 宗 堂 深 で で し っ p く ※ 座 公有 つ 7 
避 豆 全 0 や 弟 つ 刺 誠 諾 会 ビ Sn 
opet に YO に さく 3 
世 結 一 87 視 稀 9 悦 王 Ne 党 G 光 
当 コン ロ ( 宙 告 ) し Sn ヘー てく KK 
SH6 ら 9 っ の 選 全 ちゃ ? セー テー 選 H 
AS な 7 尊 手 知 紅 0 し 選 細則 叶 
% 言 移 ぐし て 折衝 り 全 で ぎ 内 
SQS も SS や つ し に K 会 QG 表 和 要 
る 丸和 半 WS | 忠 G 沢 提 世 症 人 人 う 4 
ぐ 夫 0 亜人 S レ Neo の 史 全 oe" 


ぐ に 写 避 生 Ne 
「 財 塵 ぐ 人 守 」 電 境 選 弄り 生 


10 1 0G 拓 OS 写生 令 唄 代 
や じい 6 全 一 一 届 お 選 生 困 交 圭 束 
Re 生生 SG だ 写 は 4Ske 洋 也 入 
年] 史 培 賜り か りつ 人 S お 人 5 
Se や ちゃ 公 Q お 0 お 10G 拓 
の きる 節 つ 88 る? 富 洛 G 球 
伝 吾 W 王 WSKertnSRmo 王 生 伴 合唱 
党 淫 座 約 重任 「 ツ りり 避 所 的 ぐ 騰 マ 史 
いう ルー と こい て っ に てこ 9 緒 コ に さ 
折半 SQ MG 人 G 世 人 0G 王 便 四 
と 送 て る 史 軍 人 ペ や レン ペペ 
会 の 人 8 計る つれ や KeaJ7 
…… ぺ 言 6 年 倒 剖 e ペ し りゃ" 
守 笑 知 悦 球 つ 信 染 < の 7 閣 そ つろ るい 
ホー ヘ 和 思 Ae 守 っ の 4S 選 eS つ 人 名 
つ 避 8 据 沼 GX ロ か で 所 季 お つ 
4 や pS7 と 羽 へ て AS4t 選 革 会 和 
作る る の は へ 人 き 陸 マー へ (大生 應 ) 計 


oO 


0 や PspQ 8 ら ロ A て NSKG 宇 
やつ 宇久 は hyO つ し 入ら 下記 
器 Ne 光 Op 皇 つ ね おら" いき 人 つり し 。 の 7 
《 記 人 ) 速い 暑 党 せ マ SG 宮中 し 地 
会 で し 8 いき 私 誠 選 宮 る 前 
つ 味 知 拉 団 つ 6 


nH よ ぐ 決定 り 科 人 SNG の ぐ ^ 
MS お 福 、 

水 つ ろ 壮 け ズ 穴 会 況 人 koo の お 豆 じ つ 
や 必 会 季 宗室 泥 丈 WP” 地 
ぐつ 史 組 ね つ レ ン ン SO y 守 生生 キ で 
nhNK サ ー や JEy い GSP ゃ " 認 G 肖 hG 
YE で ST くい 
る し ベン 人 0 る 7 J 紀 疾 人 mt ひ 上 5 
に で こき と: さく ん こ いさ に て 
ご" 部 座 宗 々 さ ロ ハト 中 結 案 志 守 人 0 で 
し 36" 4eav ベ し 碧 家 ぐら べく で て 
WWG 王 各 宗 飲 G 昔 邊 倒 宝 SO 表 当 
江 S9 電 鹿 障 つる n97 出家 倒 害 つじ 
っ hoo の SG て 活 、 WM 宗 攻 加 還 人 の 下 わ 
もし? 宗 人 じ S 字 名 G 当 4 る 8 の 手 
GS 守 ^ ポ 叶 油 鶴 呈 G 蘭 守り つや" 襲 字 
球 器 G 避 池 公 要 een0 ロ SG 王 ” 直 定 
守 量 補 0 く 公 Se ロー そ 癌 宮 @ 抑 褒 
交 は SN ト へ も や 出 夫 「 尿 G 念 愛 」 和 
括 表 人 6 つ お 「 思 6 名 懇 049 持 
NL せら 多 人 過 算 称 さ 7 
和 v 余 王 塞 邊 ロ ル へ 思 富 填 季 は 提 人 
お GSPm" MS K 人 SG 家 や つ 
や ? AS 誠 共々 マー テー 私 9 へ G 火 
所 4 る ^ 区 征 喧 季 挫 @ 列 介 H9 屋 りり 
BE6 つ お 9 SS mnS 党 や 措 計 
枢 幼 お つる る 5 内 会 必 惑 3 るい ント 
3 に 婦 寺 志和 党 る 人 倒 の ぐ 邊 キャ リロ 
NK 和 キー 家 珠 つね る っ) いひ ぐも 
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DEP 
ーー レロ 連 還 っ 障 べり 


ーー 士 央 汰 証 人 hs CS いで う ) 


銘 細 つつ お ご 留 窟 つね で" 
て SSK 利 AJ 球 誤 つ レ 

よ キ で INK サ テーS「 和 私 トド て へ 
地 守 | 肝要 0 記 記 書生 倍 定 か 


久 無 や x@ 珠 る 明る fp" 主 
宙 つ 会 Qm 篤 者 くさり 60 尺 宏 べ し 
各 堪 つね ら " 往 語 つ ねら 獲る お な 軒 
本 苦 つ ろう と か ル 電 往 ら 祥 案 必 生 る レス 


no 才 いた YIN ペ ー ャ ささ) 
iRA 代 ト 下 7 RA 色 ト も 富 到 G 起 
人 SST MG 選 く 人 へ ポート Kー 
下 守 く い WP 導 害 選 寺 お の 
篤 加 和室 W ウ る ンー 一 相称 っ 人 る Q 宗 
人 9 衣 0 し keG も せる 会 8 る 6p" 
No マル ょ トコ 9 いさ 、 ぐ で コーツ こ 】 
し 38” 基 ン る 言 写 ぐし 6 常 つ 
0 負 2OfeeT SA ト SG や 所 人 諾 
人 の つが 6 科 SS 総 co 宮 和 共 民 @ 漏 
<Q 紀 w0 志 知 nenK く 人 朱 玲 計 ぐつ 
代 公 の 悪 0 ン Se 和 T つつ 名 つつ M 
せ 各 KG※※ つ る 業法 宇 じ ゼン つ 
し 革 補 % 避 る 招 牛 B8 る 叙 守 <R0 


も せき る つき 心 全 "| 

ふと て nHNK 和 サー HK で で モロ 
沸く 会 人 SS6m" 季 8 呈 ど 豆 ぐ 
FR で ASG ぐ 半 堂 法人 S MGS 
AKB4O PS48 人 は の 繧 <①P%0 
Ke 敵 民 色 人 SS6mT ホキ INK キ ーー 
S 二 な RSSG 芋 人 いと で し 器 
0 し 后 つ し る ン 人 色色 | 昧 区 記し m" 
It が の く Fo と AI) 
heyoG 客 己 つ し る ep" 己 ど 6G 宮 せ 
※ 填 喧 失 W り やり りり 有 | 生じ つ 
倒し ゃ シン 生 庄 の つ し 慰 選 
詞 信 8 と で ロト NK 逢 一 宮 補 G 掌 
つつ 人 久 OnetnBSO レス が" 三 
で GS 光 の 肖 つ お 人 繋 会 つめ 伝 SNeS 
も 記 N 三 を の 丘 ン 式 久 ane ぐ 
会 の つや で 中 守 祭 と 年 cEJG 双 
光 人 8 る し 8 補 つ し 罰 甘 つ 必 ン や 
る 護 べ 完 の レ MS 半 常 写 mhG 加 07 


き 息 仙 で keAJmR CaO や Y 挟 守 
8 評 Ke8) 詳 愉 叶 人 900 ビス る てら 彼 全 
ャ で nHNK サ ー シ ゃ " 


へ Hih で S 王 どり * 
| 詳 へ 維 り し 各 


いき く 好守 人 YRH 因 中 
wO 人 S お 8 か 60 は 一 

求 8S 准 ぐ 荘 理 示し 1 議 私 ト て 本 
へ 電 和 を 人 人 6 つ お 5 つ 公 つい 寺 避 を 
の コ ル ママ マレ 1 に 9 の 1 で 
拍 信 AN 介 和 PR し 外宮 つつ お 
生 K ホ トー 公 G 留 拉 室 区 で 中 朗 拓 G 
コマ ャ も や つる" に 叶 SSNe コ "ホキ て 
hNK サ ーG 記 守 朱 YO 宮 代り) 
QR へ 穫 ト G 由 浅 "| 忠 じ つ レ 
や し 6 鉛 悪 人 区 ぐし 丸く も ゃ ー 
麗人 生 ぐ 天 人 る や の 人 S 座 室 つ お ね? MS 
等 ※^ りり JG 守 革 演 | 甘 | 1Gh へ 4 
ミー ちゃ" 


<H 
つつ 


2 


3 会 SA@7 党 @ 


ャ リ / FTT 
ポス ーー Be 


こ ) 


千住 真理 子 さ ん (せん じゅ まり 


ヴァ イオ リ 


国際 コン クー 


スト 。 1979 年 パ ガ 


ル に 最 年 少 入 賞 。 数 多く の 名 曲 を 収録 し た CD ほか 、 


『 日 本 の うた 」 も 好評 。 国 内 外 で の 精力 的 な 演奏 活動 


書 箱 刊 行 、 ボ ラン ティ ア 活 動 な ど 幅 広く 活躍 。 


幻 の 名 器 ス トラ ディ ヴァ リウ ス 「 デ ュ ラ ン テ ィ 」 所 有 。 


の ほか 、 


デビ ュー45 周 年 を 迎え た 。 
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「 本 当 に いい 音楽 に は 苦し みや 寂し き が ある 。 何 か 答 


え を 見 つけ た い 時 こそ 音楽 を 必要 と する の で は 。 小品 


で は 「 想 曲 ]「 感 傷 的 な ワル ツ 』 も お すす めで す 」。 


WW・ だ ま m に く に 
MGS 王 PAS 選 剖 ON へ 


か を で HNK オ エー ゼ AG 症 人 9 の 了 
AH 人 で 叙 聞 。 半 詩 史 さ ーK さ を 
下 絆 ぐ ゆ 中 マーh ト eo の 詩 会 0 応じ る "と 
EE うく と ここ 4 の )3 さか 
伝 RQP じ ON6 和 [9 ト へ 層 恐 守谷 つ 
昌和 選 さ ユー・ 和 ふさ 利明 トト 下 重 ルー 
人 K ル 一 要 款 息 選 宗 宝玉 肖 つや 剛 " 
下総 表 さ へ で 福 人 0 は 汐 人 ぐ 家 お 郵 許 
信 鞭 0 虹 G 必 夫 ら と 人 G 疫 束 宮 
守 湯 昧 称 身 ON6 つ ね PS 介 半 会 生 6 
な 沿 の 疫 つ に かり 錠 る 字 弁 会 
や hot で 押 W6 つ 9 9 ト へ 演 会 和 
237JQ 人 8 紙 王 窯 沖 ぐ 元 トー ルウ つ せ 
か 人 選 守 お 0 6 史学 っ 6" 

8 「 負 ト へ 瑞 約 宣 松 自 | 3 ト へ 
ES いて ここ コマ ルッ 
HG トト て RA 邊 HH ロ ぐ GR 
っ の 4S 選 市 N じ ちゃ " 生 キ て nHNK サ ー 
ポー ふく ペーA ケ へ 和束 愉 や 愉 
聞 深 中 G 誤 る 節 ゴ マン ン コンロ ま さき へ 


謗 華 近 * 彼 


人 ペ 45HA 人 OS 演 


に 


) や 季 


ニナ ュー 


せ nA ホ さも っ の 詩人 守 宣 し レ 
aOh6pY 記 寺 和 千 KK ト ( 貢 等 ) 均 世 ビ 
望 舞 つや 条 / 0G※※ 器 公 宮 史生 く うじ 
SheG 公 0 ト へ っ) 表 宗 泊 守 守り 
公 六 で 生 S 哲 全 へ 人 ke) 冥 准 
ce MK ロト 会 Q 窟 伝 舌 や Ke 月 
AJo の "中 愛せ 還 洛中 年 会 ト は きく 公 
ホシ つ お 旬 Hih で 守 絵 一 私 ト て 人 
お さこ いく 還 還 も た さ さ ペ ル 0 こい こく 】 
つり の く AAKS 凶 ろう ト へ まかせ 
8 ぐ レ る keG も SS? 


AN 人 SS 選 二 ぐせ 

ロト 池 守 ぐ 誠 羽生 6 補 須 る 知り / 
介 宗 昭和 穴 称 計 愉 王 つね ぐ 呈 剖 る 
民 岩 し ゃ "くさ 日 地 浅 「 マ ne 史 守 マズ 
記 」(@ 計 朱 ぐ 宮 JHNTS く ・ と とか) 
のか 33 こそ くつ ここ トマ) 5 とい た さと] 
宮 * や heG 会 JP り 避 定年 個 KS 本 
ー ふ ベー ペー か 馬 へ 当 守 RKoR お や も" 
お て さこ A・TT き し [ 六 守 詩 銘 ら 蜂 ] 
ET こと この さこ か 3 いい デベ トー 


ーー 弱 旦 斑 朱 Gik つ の 


4S6 選 人 つ ン し 芯 つつ ? 党 る 補 
選定 ぐ )) 守 培 AWKEAKer6Se… 有 
ぐ 得 ※※ せ 8 当 つ まぐ 陸 ロ の 銚 QNo の 
SS くも る xen り 負 De を 
ーーー 選 ヘル か ホー スベ KK 1 0QS 
上 ホエー ト 誠 避 要 0 や る て 人 邊 送る 
人 人 K 和 か ロー 私 で 潮 へ 沼 球 問 記 前 所 
と ロミ WW お 久 。 親密 G 帝 汽 完 天 豆 ) 
の 模 生 hG 和 店 倒 Sof6 生 TUS 宇 中 
ャ で INK キ エー 季 泉 MVS っ の GS 唱和 
に ベ f ゃ 生か ご たこ 9 た 0 に マル 


【 央 さん (ふじ た まお ) 


真 


1998 年 生ま れ 。2019 年 チャ イコ フス キー 国際 コン ク 
ー ル で 第 2 位 。 ゲ ル ギ エ フ 指 揮 マ リ イ ン スキ ー 歌 劇場 
管弦 楽団 と ロン ドン ・ デ ビュ ー の 際 、 「 雄 弁 な 詩情 と 、 


藤田 


| HANAS 衛 帳 会 東 ses 字 薄 " 
休 コ と 生 り 季 称 動 人 る や 7 
3 で 24 必 損 本 一 比 握 みさ 


に 3 
」 
3 
伯 
き 
E 


絶 替 。 映画 「 密 蜂 と 遠 軍 ] で は 風間 鷹 役 の 演奏 担当 。 
CD「 シ ョ パン : スケ ルツ ォ / 印 興 曲 』 が 話題 


https:/ maofujita.com 


深み の ある 解釈 ] 「 大 胆 な 表現 ] と THE TIMES 紙 が 


「 サ ンク ト ベ テル プ ブルク で 演奏 し た 時 は 、 間 の と り 方 


や 内 声 の 響かせ 方 が 新鮮 だ っ た らし く 、 オ ー ケ スト ラ 
も 客席 も 一体 に な っ て 盛り 上 が り ま し た 」 


| ン sG 忌 礼 ぶ べべ 淀 』 


w へ ホー ぐ SR 


962) 


Or ソー こし こさ -- ニ レム ナ 
= 妖 泥 Ran に 0 ( 吉 低 く AH 国 拘 経 表 季 ) 


「 よ キャ HINK 和 サー で くさ 日 王 G 
Po の 7 選 光 GPSNe ドン ke 計 、 
せ 症 り Kn ト っ の 窪 須 し 間 征 公 層 富 ぐつ 
る ? 介 束 や ぐ 回 レセ ー ハ と 案 田 下 ) 引 
neNINA・ て ・ と ・ と か で G ト 一 公務 
= くだ 7 5 ド さい ルル くく と 
さ 朋 持ち ゃ 6 や し せる お 代 る っ JE 
心 る や ゃ 」 

ふ こ KKkKS 愛 は る ぶ 避 沖 0Ne に 4 


も を て 
全日 避 記 一 GS 
会 は 四 G 引 で べ 宗 ロ 
各区 背 の め 選 策 た 
尺 語 さ 苦 巨悪 で 」 
お 胃 く し 言 ざ 人 pa 
る 9 旨 さ SWWAR 
リリ 記 の 9 ど 全 ン トー 
さこ トロル と 恥 一 当 て 
ざか 計ら 全 ら 叶 衝 か 
部 ロ 記 富合 求 n 
二 @ 当 S せ 年 り 。l 
人 詩人 当 まさ 
羽 全 加計 良 半 る 
に きま 
押 公 旬 表 装 尽 G 拍 や 


3 避 ぐ 「 ン ne 尿 弄 いで 志 1 G ぐ 控室 症 史 
つつ お 叶 会 " 吉 才 振 拉 人 めく BJ で レン 
he、 国 肖 G 揚 じゃ" 

に で に が 3 っ に Yo に コル いあ 1 
NK サ ー 記 8 避 代 くさ 日 赴 記 生じ 人 
S 和 公 ー の ら の 潮 "「 ン ke 避 守ら で] 
My り 畠 疲 人 WG 講 ・ 芝 年 く YWED 
伝 宮守 や 守 人 し 戻入 
g 加 計り る パ 温 写 SS 6 ねー の の の 


括 代 稔 G 当 昧 和 % 幼 る お まい ル へ で 舞 江 
史 眉 Pe 「 ン he 叶 要 で 寺 1 過 
け で で 8 所 計 3 Ce で 、 ぐ くさ 月 
沈 | LMSe6s" 家 基 くさ 日 密 と 
/ 押 圭 紀 記 G 括 拓 民 憶 民 YO ペ 公 逢 


き " 折 美 YO で 父 得 王 旧 宮本 つづ " 墨 得 
舞 嘆 る で ペ 征 宰 め つ SSy の JJ" 
] 岩 せ 選 へ ホー ツジ つり し 半年 弄 に 翌 り 舞 
WSSo2SS 利 沿 球 当 つき 近 
ロン keS、 AR 時 涯 の ゴ 6pY 
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「 和 トー 生 補 くさ 符 ペ KW ン SS スン 
ふ 羽 ANAN 一 羽入 中 改選 一 心 ( 稀 一 拓 
維 の 詩 ぐ 王 軸 ) ぐ 球 還 人 SJ 

に に ーー ニン 人 ここ 

約 MON9J る 人 会 

悦 玲 Por9 音 征 知 


導く 人 ま ここ いく に SN い に 3 
選 留 <Q お GS っ の 7 SS 共和 8 公 生 
の を 守る 会 守り 引 0 じ る ポ 6 和 | 

「 ふ を で hhNK サ 一 送り 0 PS 世 
に 且 パパ いて 19 で 


ー ひ @ ぐ 4⑭238m ン る 赴 


宮 " や トー トロ 層 才 YW 選 お 「O 


ト へ 玉 移 主夫 一 老 | 区 漠 つ 肖 wo7 
くさ で さく だ よく い v73 | 

ss 選 つ る 6 つ " ) 宣 

パン 更 じ 20 PspQO 

し る つや お 光 MS 苦竹 0 る か ント 


つつ JAJoo4S 0 お の る る 46 生 | 
mn: て こと ベー: こ に 人 

ESEC 区 YS も の で 

さ ペロー ヒシ バン 肝 る る お 邊 キ で ロト 
K サ オーS TK 散在 弥 e 昌 ] ウ つつ お "46 宗 


PMS 人 製 る や 補 ” 天 泊 0 人 m 人 


お 菓子 の 国 に 辿り 着き 距 る マー シャ と くる み 割 


ベー 


* バ パレ エ 団 の 新制 作 の 「 く る み 割 り 人 形 ] の 舞台 。 
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アラ ビ 


上 ・ マ ー シ ャ が 金平 千 の 精 で 着る チュ ・ チ ュ 。 下 右 ・ マ ー シ ャ の 母 の 衣装 。 下 左 ・ 
ア の 踊り の 男性 の 表装 。 細 部 まで 完全 な 仕上 げ が 夢 の 世 界 へ と 観 容 と ダン サー を 誘う 。 


^ 電 0、 篤 栄 人 ね さり" 朗 寺 G 誠 室 S 計 9 迷 伝 rf ン 雷 足 つ 忍 告 ロ ー も 0 代 全 や る Oz の の QA 字 狗 身 D お る 、 時 
ぐ 財 り G 忠 し 1 | 抽 り 下 2 の S せ きる 人 多 お Jo の 冥 PyOneP NM 尺 革 季 拉 0 る お SB 二 る ミー 和 Am も 8 電 
2) 接し 7 SS 8 くさ っ の 下 の わら ゃ 」 人 き 9 電 壮 圭 WJ 篤 へ 中 一 矢 1 で BS お る る ) だ WCYESYJ)EIY へ et こ 】 
WS い %、 8 * ン Net、G 半 生 く S き 3 社 全 儲かり ドン te で 、 信和 N 品 | eS る SG 梨 李 SS し に を 要 笛 0 
3 衣 余 や る oe さ 全 S お 千 つ る 生生 SA 導 BMT る ペ さ PS 和 所 PJS6 ら っ の 提 鐘 室 浅 
「e ン 持 や No 全 近視 憶 補 fe も 還 に だ SE 。 で 届き 98 つや や レン Se  。 党 人 は さじ coS" 羽生 で 上 守 され 
計 や Ne 公 生生 や くし) る 0 の る 人 き 党 さき へ ホーG 玉 岩 直 る ボ 98 記 W 到 つ し  「 ャ セー ハ キ せ や へ かー ロ 0 い 宮 全 人 
る も 人 る る 季 鬼 る る 0 ネ 全 g ssY や 」 ン レ る る 公 で 還 りり 6 字 沙 AN 二 
さ 日 知 雪 6Sh 涯 震 寺 ShOJ 記 5 や くさ ミ まぁ 避 攻 く へ 月 思 ぐ 震 寺 ので 、 お 合唱 つる 」 で し る る が つ 尺 ] 
る eo っ の HE 家 余 滞 詩 し 恒 ロ ン 8 る 普 を 党 ま Re で ヘーK へ 詩 和 に 水 WW け SNK セ ー ハ 涯 寺 4SYO で ら 絹 沼 つ し る ke) る 
"AA ホー 裳 直 色 へ fe ン 詩 委 は 江 二 お を 勾 NRKLK 和 ヘーG 王 旧 く いじる 受 式 くさ 月 巨 G バン he" ホキ て ロ 
OR る emem 誤字 肖 和 計 ち 主語 科 5 て Au 人 A ホ き 代 記 補 * SRGA 。。 NK サ ー6 混 She 内 各 緑 Gt 
党 党 つじ 吐 * | 半 つ し 占 居 志 人 きく 計 ま 一 Ao リリ 和 人 ら 守 4 ら Me 人 TSHo5 わ he? 
S よ へ 各 藤和 や レン や レー か くし S 攻 計ら き ミ NNNNNSSJDQP 守 ら や 
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俳 矯 楠 ふみ さん 

「N 礁 アワ ー』 で 司会 を 務め て いた と き 、 心 理学 
者 の 方 と 「 音 楽 と 人 の 心 の 健康 ] を テー マ に し た こ 
と が あり ます 。 先 生日 く N、 チ ャ イコ フス キー は 失 
恋 に 寄り 添う 曲 。 心 が 痛い 時 に 思い 切り 泣か せ て 
くれ る の で 、 カ タル シス と な っ て 瓶 や し に つなが 
る そう で す 。 私 に と っ て は 、 チ ャ イコ フス キー の 
美しい メロ ディ ライ ン は 父 と の 思い 出 を 難 ら せ て 
くれ る も の 。 私 が 生ま れ た 時 に 父 は 初め て の 女児 
誕生 を 喜ん で 、「 花 の ワル ツ (くる み 割 り 人 形 )」 

の レコ ー ド を か けた と 聞い て いま す 。 友 人 で 隔世 
代 の 作家 、 森 敷き ん が 草川 賞 を 受賞 し て 数 十 年 
ぶり に 文 増 に 戻ら れ た と き に は 、 森 さん が 第 一 作 
で テー マ に し た 「 ア ンダ ン テ ・ カ ンタ ー ビ レ 」 の 
レコ ー ド を か け て 我が家 で お 祝い し た こと な ども 
か し く 思 い 出 され ます 。 


(だ ん ふみ ) 

作家 ・ 一 雄 の 長女 。 高 校生 
で デビ ュー 以来 、 多 く の 映画 、 
テレ ビ ド ラマ な ど で 活 躍 。 
エッ セイ スト と し て も 評価 が 
高く 、 著 書 多 数 。 友人 の 阿川 
佐和 子 さ ん と の 共著 、「 あ あぁ 言 罰 
えば こう 食う 」 で は 第 15 回 講 
談 社 エ ッ セ イ 賞 を 受賞 。 


私 が チャ イコ フス キー に 魅 か れる 理由 


に ご 
溢 rI ば らぶ て ぐ 党 光 等 の 噌 き 


SN 


及 科 学者 茂木 健一 郎 さ ん 

チャ イコ フス キー の 曲 に は 、「 ひ と 聴き 惚れ ] の 魅 
カカ が あり ます 。 人 間 の 脳 は 、 感 情 の 回 路 で ある 局 桃 
体 な ど が 働く と 、 好 き と か 感動 し た と 即断 する の で 
す が 、 彼 の 曲 も そう 。 さ ら に 脳 は 好き と いう 感情 が 
芽生 える と 、 そ の 理由 を 理性 で 分 析 す る よう に な っ 
て いま す 。 チ ャ イコ フス キー の 音楽 も 、 ば っ と 聴い 
て 好き に な っ た ら 、 そ の 「 奥 ] に ある 音楽 の 深み 
を さら に 探っ て みて くだ さい 。 た と えば [白鳥 の 湖 ] 
「 く る み 割 り 人 形 」「 交 響 曲 第 6 番 《 悲 愉 )] と いっ た 、 
親しみ や すさ で ゆる ぎ な い 人 気 を 誇る 名 曲 も る 、 じ っ 
くり 聴く と 随分 と 複雑 で 奥深 いこ と が わか り ま す 。 

誰か を 好き な 理由 を 分 析 す る と や が て 自分 が わか る 
よう に 、 チ ャ イコ フス キー も 好み の 曲 を 時 間 を か け 
て 聴い て 吉 考 する と 、 自 分 を 写す 「 鏡 ] が そこ に 現 
れる は ず 。「 受 鬱 な ヤセ レナード] も お すす めで す 。 


(も ぎ ・ け ん いち ろう ) 

「 ク オリ ア 」 (感覚 の 持つ 質 感 ) 

を キー ワー ド に し て 原 と 心 の 

関係 を 研究 し 、 さ ま ざ ま な フ J 
ィ ー ル ド で 活躍 。「 す べ て は 音 し 
楽 か ら 生 まれ る 脳 と クラ シ 

ッ ク 』( エ イベ ックス ・ マ ー ケ 

ティ ング ) の 選曲 を 行う ほど 

クラ シッ ク 音 楽に 造語 が 深い 。 

井本 上 ・ 大 見 計 星 半 


各界 著名 人 が 熱く 語る 


ぷ ざ 衣 ( ぶ きい 匠 、 


本 届 計 滞 王 r ヘ ベラ パ い 甘 層 写 洋上 へ パピ 


ンー: 


row 芝 い う 衣 ro 各 


SYO% 。 
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フィ ギュ アス ケー ター 高橋 大 輔 きん 

チャ イコ フス キー 作品 3 曲 の 振り 付け で 特に 気に入っ 
て いる の は 、2006/07 シ ー ズ ン の ショ ー ト プロ グラ ム 
「 ヴ ァ イ オ リン 協奏 曲 ]。 ほ か の スケ ー タ ー の 演技 を 見 
て 「 壮 大 で いい 曲 だ な 、 い つか 滑り た い / | と 思っ て 
いた の で 、 舌 現し て 嬉し か っ た で すね 。 ゆ っ た り し た 
前 半 か ら 後 半 へ の 盛り あがり が 、 滑 っ て いて すご く 気 
持ち いい ん で す 。 曲 か ら パ ワー が 送ら れ て 、 ま る で 後 
押し し て くれ る よう な 。 こ の 曲 の 試合 は 、 い い 結果 ば 
か り だ っ た 記憶 が あり ます 。 チ ャ イコ フス キー の 印象 
は “天才 肌 、 規 格 外 の 人 "”。 常 識 で は 測り きれ な い タ 
イプ ? で な けれ ば 、 こ ん な に 素晴らし い 作 品 を 多数 
残せ る は ず が な い 。 時 代 を 超え て 、 人 々 に 受け 入れ ら 
れる 作品 を 生み 出し た その クリ エイ ティ ビ テ ィ は 譜 ま 
し い 。 で も 一 緒 に 生活 し た ら 大 変 そ た う で す よ ね ( 笑 ) 。 


(た か は し ・ だ いす け ) 

1986 年 、 岡 山県 生ま れ 。 2020 年 1 月 、 
シン グル 競技 か ら ア イス ダン ス に 転 
向 し て 村 元 電 中 選手 と ペア に 。 07/ 
08 の プロ グラ ム 「 白 鳥 の 湖 ヒ ッ プ ホ 
ッ プ バー ジョ ン 」、「 ロ ミオ と ジュ リ 
エッ ト 」 も チャ イコ フス キー 作品 。 
クラ シッ ク と モダ ン が 融合 し た 「 白 
鳥 の 湖 ] は その 革新 的 な 振り 付け で 、 
特に 高い 人 気 を 誇る 。 


GAP/afHo 


格 時 


の 


壮 ご 寺 譜 記 玉 ぶさ ざ w 甘 注 層 民 記 


で 玲 庄 


問 マ 


演出 家 宮本 品 門 さ ん 

チャ イコ フス キー の 多 台 音楽 は 、 主 人 公 が みな 心 
痛め る 少女 や 女性 た ち 。 男 性 ヒー ロー が 主役 で は 
な い マ イノ リティ へ の 共感 が 表現 の 軸 に な っ て い 
る 気 が し ます 。 そ の た め 、2001 年 の ミュ ー ジ カ 
ル 「 く る み 割 り 人 形 」 の 演出 で は 、 少 女 ク ララ 
の 心情 に スポ ッ ト を 当て まし た 。 ア メリ カ の 作曲 
家 に よる 新作 だ っ た こと も あり 、 原 作 の ファ ンタ 
ジー さ を 損 な うこ と な く 同 じ も の に な ら ぬ よう 、 
設定 を 現代 に 置き 換え まし た 。 舞台 音楽 以外 に も 、 
「 ビ アノ 協奏 曲 第 1 番 ] や 「 序 曲 1812 年 」 など 捉 
覚 的 に 優れ た 曲 が あ り ま す 。 内 省 的 で 物 悲 し く 、 
メロ ディ が 膳 裏 に 焼き つく の が チャ イコ フス キー。 
甘 や か で 繊細 か つ 暴 力 的 な ほど 激しい 面 も あり 、 
譜面 を 読む と 本 人 の 感情 の 起伏 が その まま 情景 と 
し て 伝わっ て くる 稀有 な 作曲 家 で す 。 


(みや も と : あ も ん ) 

新型 コロ ナウ イル ス と 閲 う 人 
に 希望 を 届け る 「 上 を 向い て 
SING FOR HOPE」 プ ロジ 
ェクト を 展開 。 著 書 「 上 を 向い 
て 生き る 』 (幻冬舎) も 好評 発 
売 中 。 2020 年 12 月 7 日 一 30 日 に 
は 東京 -PARCO 劇 場 に て 『 チ 
ョ コレ ー ト ドー ナッ 』 上 演 。 


/47 が 7 


対談 一柳 富美 子 x 沼 野 雄 司 
り 合 う 、 チ ャ イコ フス キー 再発 見 


ii 


3 


楽 学者 カ 


た ュ ス 
日 


殿中 ホキ ャ HINK サ ー ジ 守 つ 乱 密 二 
She る 吾 算 紅色 9 る で 
の つつ お 殺し 86 つ 同 還 短 
所 宇 人 % 写 器 妖 作 忌 じ る GA る 
6 生 7 1 し 6 窟 給 の る” の 
8 「 似 騙 守 控 ら 昌 ] SG (鶴舞) る 
扇 寺 科 記 知り 名 

1 屋 ふ を enhNK ル テー 知 0 ち 丸 で 
| 

「 く て K 手 WS] ぐ 叶 必 倒 王 局 や " 
ロト で 誤記 人 「220 UK 入 人 8 人 
リー]| の る 尽 注 党 じ い し る S 史 
WO SSne 和 奈 喝 守 く 6 つね 委 人 
つる 、 も 8 祭 ン 20) 刀 る 漏 党 ぐさ 
か し 《 削 年 ) せ 衝 足 叶 守 生計 宮 
穫 JBSNRSf64p" 

典 牙 丸 符 / 落 窟 笠 の つり っ の 剖 富 
無 民 や 吐 只 を 四 先 層 は コン 8 で 
aJo の Sm る 会 2S で る なら S ふ マー 
に 0 

| 馬 ひよ reHNKー 串 寺 公 近年 
つ 尽 忌 完 じ 呈 梁 宗 弓 っ の 当家 宮 期 う ホ へ 
家老 弥 6 つ 愉 人 MG 坦 党 は 明 
団 つ お 慌 人 6 二名 閉 り 寺 寺 史生 ye 
お 人 S は 8 ント つ お へ 和 沈 地 尺 7 
トー に so に の で に でき が ro) 
0 2 おり の 絡 信じ か "へ 弄 告 は く 
ペー へ 8 の 人 S。 芝 半 所 区 くべ S 血 守 
も 省 角 往 流 坊 約 YW 選 お AS6pT 
思 牙 口福 や 共々 マー テー か HAS 「 洛 
無 | 低 SeSP^ SAJs の 所 ら ぐる 如 
G 人 の つく 7 JO も 汗 空 皿 
軸 じ せ ふ KK と か ホー KS じ 補 
湿 呈 人 ト へ 圭介 条例 史 る つや お 守 
よ を て nHNK 和 エー ロ 27 8 知人 9 トペ 
計 移 所 を シ 「 ペ へ ホネ | ン ペ る つ 全 で 二 


倒 交 る うちゃ ゃ いで? 

1 避 MS トト へ 和信 空 源 じ S 全 0 
り の 生 0 う しゃ 7 丸 2Je38 [トト 
へ 叶 再 紙 一 時 | 四 褒 ぐ 足 季 型 叫 せ 7 
室 涯 し せい さく 光二 笠 SS も ゃ 7 
Q 過 光紀 史記 じ めぐ 梁 べ 革 S 代 0 レ 
る や ST 守家 つり る nkeS8” 選 N 
ル il へ NGS ろ の ざり 9 ト へ で 清 選 じゃ 
に AP くめ 3 や つく の 3 や 
室 き くち ゃ " し せ 計 負 良 マト さて 公表 
SG 人 Sc SG 敵 計 定年 23 人 N ロ し 
る べ 無 やむ 8 る ぐ や ” 境 G ト ルト 
K く 篤 水 人 0QG もせ > っ 疾 衣 
つり る tp? 


天 


民 路 hoADT を ぐ 
(くに コ エ ル 。・ の バ 
ト 還 水 愛 ぐ ゅ ズ で 本 ( く 
生生 AN へ SNK 
ーー” こさ KK サー= ロ 人 中 
HAT 千 信 で へ ” 才 縛 
ヾ ) 選 つ し "ホキ で ロロ 
INK サ オー お宮 先 党 つ る 
りり の 0 る や 衝 7 
NN し 6 うし 会 ・ 
| 在外 を TDN 
KK サー の と へ 公選 天宝 
に ちよ: こよ た さ マ た びく と ご 
記 せ ロ ハト 党 S く しゃ 
ロ HA ト も 3 つ ooo の 時 
ジホ へ ヘー ン 中 きき 
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と THNK 芝 ーー っ 4 ぐ SS 
癖 室 球 や 著 つ 世 ら セーー 忠和 宙 めく 


| 


ンダ メン タル な 楽曲 分 析 入 門 ] な ど 。20 


音楽 学者 、 桐 朋 学 園 大 学 教授 (音楽 学 )。 
著書 に 「 リ ゲ テ ィ 、 ベ リオ 、 プ ブー レー ズ 
前 衛 の 終 往 と 現代 音楽 の めく え 』「 フ ァ 
世 編 前 衛 音楽 の 旗手 を 描い た 「 エ ドガ ー・ 
ヴァ レー ズ : 和 孤独 な 射手 の 肖像 ] (春秋 社 ) 
で 第 29 回 吉田 秀和 賞 を 受賞 。 


沼 野 雄 司 きん 
( ぬ ま の ・ ゆ うじ) 


っ 
いら 


紙 ら 蜂 8( 沿 血 ) ら Ss 人 SO 


『 新 チャ イコ フス キー 全集 ]。 す べ て 「 チ ャ イコ フス キー 番号 」 に 基づい 

て カテ ゴリ 分 類 き され て いる 。「 ピ アノ 協奏 曲 第 1 番 」 は 初版 ・ 改 訂 版 ・ ビ 

アテ ノ 編 曲 版 も 含め て 全 4 巻 ある (開か れ て いる 楽譜 は 18S89 年 改訂 版 印刷 
完結 まで 50 年 ほど か か る 一 大 プロ ジェ クト だ 。 


譜 )。 約 2 年 に 1 巻 、 


事実 


| 2Q ト へ 圭 玖 班 絶 一 昌 」 
忠 押 人 8 性 近く 公表 


ふ PKB 字 察 下 公選 議 OSKG ボ 6 
し な 回 持 季 穴 " 午 表 て | 団 球 レシ つ 
9 一 oo に に ー 呈 ど 全 ロト で ロ 6 
ロト 杉 叙 紅 李 ・ 志 塊 人 OSkett い は 
YS ささ こ 77 か ぐう ん 
HINK ル 一 衝 還 尺 K 愉 有 人 ボート KK 
ペー ハム AG 交錯 詩音 PX0" 区 征 宮 
代 く へ さ 月季 滞 移 下味 つれ 6 つ お 7 培 衝 へ 
型 志 「 ロ A ト せく 要 G 丸 倫 季 浅 
移 物 る お | の る 條 時 還 旭 相 家 上 は 塞 で 
分 避 季 名 錯 倒 和 0 講 CNS 生 


A 天 39 ロ 導 ト 短 保 GSX つづ つ 。 ら ズ 本 委 
紀 て る 人 必 泥 会 写 SN6 つ "中 
を で nHNK オ ー で 衣 や の ロト 年 折 可 
党 史 応 宇 つ お 「KNN だ 消 王 」「 演 室 
ーーe 計 | 8 和 へ へ で ぐ 定 守り 詞 


事実 


アン ダン テ か 」 が 識 論 さ れ て きた が 、 


- 柳 さん 所 有 の 「 交 響 曲 第 6 番 」 の 自筆 譜 フ ァ ク 


リ 。「 終 楽 間 は アダ ー ジ オ か 、 
書き 換え は 他 者 に よる も の で 本 来 は 「 ア ンダ ン テ 」 と 判明 し て いる 。 


日 本 で は お そら く 唯 一 、 


に 2 


0 宮 0QS お おら” 足 ぐ 地 肝 公 甘 つ で 
し る お お 多 快 京 守 ぐ 列 完 堂 ^ 大 く 中 
S モ エ シ 「 定 溢 ] な 尋 G 由 寺 舞 つ 物 7 
0Q 絶 編 り 下記 上 AI に や 明 べ へ 守 
郊 ロ Ba SAU 諾 詳 y の OS つ 選 5 
殿 区 一 っ ー に SHA ト 涯 往 移 雇 じ 7 
思 K 公 各所 守 つ の いつ 尺 湊 / 和 
宗 E の 辻 0 眉 代 お お PS? 

1 せ 2" し の 球 定 せ 守 ぐ GS 芝 G 中 に 
会 に RS り 48 ら ” 書 完 宗 紀 執っ の 党 邊 
に コン 0 導 ヘ ビ ュー だ つこ つり そ だ ニ 
ssR ホ 生計 つ お S ふ ロ へ 波 王 に 


リリ 人 THT 


ーー アデ ムー 


の 


曲 は 「 最 新 研究 が 反 喘 きれ た ロシア 人 指揮 者 の 演奏 が お すす めで す 」。 


SS MS 旧 泉 いる しいら ー ゴ 叶 会 
KNRR て 必 G 握 エ " 塞 王 " 肖 操 守 「「S 
ト へ 講 池 守 元 一 時 [私 トド て RA 半 
玖 守 」 穴 下 YO 民 6 つ お "「 め トト へ 塞 
荻 二 細 一 里 ] ロ つ Pe の"「 ホ を て Th 
K サ エーS 中 避 46nGo の SS 222S ( 公 
ロホ で 財 ) 3 近 脱 3 くく で 8 る 」 
器 宮 つる 6p" 

慌 中 6ー の " 勤 震 G 証 球 演 炒 弥 以 表 
つ 民 近く KG 皇 守 の 泊 に つ レ し" ロ A ト 
加 そ し の トキ で DD NKK オー ロ 表 や AG) 
<veS 公 人 穫 志 つ し ne で S し ゃ で S" 


nA ト の 写 会 補い 
拍 H 


音楽 


) 


東京 外国 語 大 学卒 、 東 京 礁 術 
レッ スン 通訳 ・ 翻 訳 の 分 野 で も 第 一 人 者 
と し て 活躍 。 レ ッ ス ン 通 訳し た 音楽 家 は 
アシ ュ ケ ナー ジ ら 200 人 以上 、 邦 訳し た 


(ひと つや な ぎ ・ ふ み 

音楽 学者 。 

大 学 大 学院 修了 。 ロ シア 声楽 指導 ・ 
ロシア 作品 は 大 曲 50 歌 曲 を 超え る 。 シ ョ 
スタ コー ヴィ チ 研 究 ほ か 、 著 書 ・ 論 文 多数 。 


Mt 


、*-「 寺 邊 」nw" 製 下 ロ 地 で や 相 定 も So 


ーー 字 比 ・ 秀 ・ 仙 会 各 和 つり HANSS 人 ARG 組 態 称 拉 皿 一 一 


典 牙 Q ト へ 各 「 史 | きる 公 公 や 
つき 人 心 全 en。 ロト ・ ト ネー へ ロト で 
御 4 各 記 給 QnA PSBQ る 
し 江 稲 Aa 応じ る 6 つ 届 穫 " 

1 情 827HA ト 知 奈 keG も 本 
に に の 3 3 くに ざい: まう た うだ に の 33 
へ K サ オー 「 較 紀 46S 衣 ] "ロロ AKG 
地代 介 幼 え し る nk0 よ と で INK サ テー で 
「 厨 虹 」 移 製 生 、 の る RSre80G 
生じ ゃ "中 下 栓 は 思 中 当 緒 pkG じ 物 


| 丈 | る W 模 皿 G 如 レーー < ホー へ キハ 
Av つ ゆり 中 を 合 り 人 K 和 シ 下村 


倍 S 缶 会 記 民 史 人 る 


窒 品 ぐ 王 窓 ふ へ 8 寂 全 全 友 


を 会い 放 究 6 仙 wehZwwso 


会 6 つ お 多 。 訣 尿 補 は 00 し 親 荘 ぐ 
逢 G 電 を る 補 G 臣 式 生 有り 入る 
避 補 貫 0S^ 字 穴 ・ 交 ・ 訪 室 東 球 
で つ し る や (RS 演 浅 写せ | 野 0 く 
だ) 

殿 四 REN 束 G 叶 人 定 BS ぐも 
や 人 ー 6 の D ト へ 電王 せ る 応 補 り 
忌 志 会 笑 *06 つ お 室 か 己 86 お 皇 つ 
る 室 宇 節 二 べつ ? SQ 人 S じ 洒 
%0 加 つじ 愉 お る 8 る か 6pY 


る き ュ 


| の 丈 | 騙 報 G 義 一 一 < ドーロ nh 
包 品 8 天 祥 合 9090 人 au 

SH 所 会 ぐる マン 
Toye ア こつ Y く (て トシ] 

己 じ つき っ SHD 提 忌 紅 S9 
に に つい コッ もこ 


M 式 写生 NQ 全 Gt の B” 選 証 の 宏 
明り 守 穫 守 


1 9 丈 | 四 培 一 <rhH ロ ーー 


由 宮 ① つ め 補 一 
りり) ぐ く 堂 譲 入 潜 つつ 一 
潜 ぐ 田 圏 人 る ① 飼 町 の 箱田 較 人 る 


| さ 忠 | 太 箇 本 一 < ヤーvHh 

共 S 捉 ぐ 人 所 寺 哲 ぐ 福 
芝 ぐ り 多 時 RS り SS 迷 衛 
里 逢 に ン 人 つ まり 坦 PyO 

に で SN に や) 

利 会 り 給 で hG 視程 給 和 NO 

選 穴 的 leseess 


1 
トド 


AS か Do っ ASF 


会 ン の 舞 党 の 利 骨 祥 譲 ぐ 国 軌 会 を "ウン 


窒 全 避 YSNO く 一 リー 王 呈 暴 ぐ 委 世 G 民 ロゴ ヒ 


hGN ト ヘーN" 於 写 午 宙 半 年 窟 生け" 


1 NE | レーK ユ IAN ト 一 ロキ ー や KK ヤヤ て 


ャ ーK ふ il ふ ト 


29 い 生 ン 剛 和 を 全 宮 鞭 安 


『 / プ 。』 / 
人 て 仙 会 下 蔵 ン 
Q 下 mS 宣 ま 谷 る 4SNG 詩 全 等 り 過 玉 ふ ベ マ 移 沿 人 
つり 20 ロー リト を 所 潮 計り 肢 て 思 牛革 つり 


| o 史 | 果 一 < か AHーHh 
蘭 り 半 り 38 辻 pyo 誠 

に YS で OISN に SNS 
に ke に コト ニード で エロ た YY 
店 お ぶ ぐ コロ 過 和 党 OS 


党 ぐ 江守 避 寄 407 足 当 つ ン 早道 ASS 選 生 公定" 
靖 つ Q 王 写 中 ※ つ る る 皇 会 " 


急ぐ お っ りつ お に さく 衝 本 を 丈人 G 主 る 凌 NG 4 トペ ユー) 補 宮 福富 人 乱 三 ko” 


| ト 丈 | 撤去 さく 龍一 一 ロスト ポート 
用 赴 っ 2 公 密 ぐ 眉 バ ー 
守っ d 全 で 内 S 守 パー 

に も, と ey 

凡 咽 ぐ 富 パー 


症 弱 計 一 の 呈 8 会 避 窒 赤 パ る 宗 N6" 独 富 視 ロ 問 尽 
いだい ベロ トコ ペー に 


HI 


| の @ 史 | 独 さ く で 一 < ロス ヘ ドー ト 


べ て 8 倍 りつ の 員 堂 須 S 肝 回 
いで 
実 へ べく Sno 選 鍋 祭る 


DO いこ Y- て < 細 計 一 に いく また (たこ 
人 SanS 短 悦 近 1 窒 王 
キー キー の の 御 穴 史 他 yo 


SNGS 電 急 窯 下 る を 必 ロ マー 必 mAS 例 冥 
守 MO 王 " 品 つ る 堂 紀 @ 翌 王 " 訪 2 ぐ 賠 y の * 


1o 本 | 索 ユ ーー マー ハハ 


放 要 ー 


放 本 


懲 殿 鹿田 


人 リ 


う ヽ 


や ドナ 
う 、 


か や ら 宏 記 ち 
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3 
お 人 倒 


思 折 人 部 て 


演 会 


還 訪 守ら や 妥 ぐ 守 知人 や 沿 球 " 三 写 短 信 へ (③ ト へ ) じ で 尺 吾 
に AS だ すさ 33. う ) の いい 


< っ 


デ 四 
一 記 
ュ プ 25 

ほ 


mar 4 和 


ua svtem 


Tj ku 


窒 さ *@ 


これ が 連載 され て いた 月 刊 誌 「 ヌ 
写真 G 国 立 チ ャ イコ フス キー の 家 博 物 館 


に 注目 。 


「 皿 季 」 の 初版 栄 譜 表 紙 。 庶 民 の 12 か 月 の 暮らし を 描い た イラ スト ド 


た 。 


・ 普 楽 史 な ど 多彩 な 内 容 だ っ 


ヴェ リス ト 】 は 楽譜 掲載 、 楽 曲解 説 


1 ら 丈 | 肖 G 衣 一 一 <- と ーー ミ ベ テー で 
実家 で 如 麗 き 

必 位 性 記さ いっ x9 

福 人 3 ぐ S 澤 き 

に ENG 


EK ト ウー いつ ユン ニム ここ 7 
ゴー に Pe@ ト ユーNK” ※ つ 民 旬 党 ら 光 Ke" 


1 ご 忠 | エロ で R も 一 SINーAN 
史 全 列 め 回 る いり 責 避 
HeNRS 選 和光 條 計 

時 ぐ ぐ 消 つ っ 忠 近 々 

全 め 濾 つつ つが っ 0 

王 4 む G 前 所 人 人 ン ー ロ て" 突 下 必 司 GStG 選 


We 


坦 公 計 4mm" 王 下 退 ぐ 祥 凡 販 村 枯 公記 和室 0 全 " 


| SS 丈 | ふ へ KK 団 画 >AHTNKT 


3Sx@ 軒 S 央 呈 人 KS ぐふ 
窒 玖 全 暫 世 とら め つ らら 
下 愉 S 緩 密 紀 告 じ ロ 
記 S 計 選 党 へ つ り 


MAK 導 鹿 補 伴い 人 "一 玉 加 半 只 上 0 選 僚 知 
2 の 肢 で 容 較 ろり 季 各 和 品 己 り WS し" 


基 


回 
に 


スマ ー ト フォ ン の カメ ラ を か ざし て 、 
QR コー ド を 読み 取る と 、 今 回 の 特集 に 


登場 する チャ イコ フス キー の 名 曲 の 一 部 


Music で 12 月 1 日 より 
お 楽し みい た だ け ま す 
(サイ ン イ ン も し く は 
ログ イン が 必要 )。 


が 、Spotify と Apple 
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博多 に 伝わる 和菓子 の 伝統 に 、 生 クリ ー ム や パタ ー を 始め 設 
素材 を 取り 入れ た 「 博 多 通り ちん 」 は 、 ま き に 多 用 請 半 要 記 
酒 落っ 気 を 、 そ の 製法 に こめ た 博多 な ら で は の お 菓 者 衣 

お 越し の 際 は 、 ぜ ひご 賞味 くだ さい 。 
5 個 バ ッ ク …… 560 円 GA) 24 個人 …2.960 円 (9 
730 円 RA) 32 個人 … 3.920 円 (所 ) 


6 個人 … 
8 個 入 … 
12 個 人 


980 円 Ra) 


…1.480 円 @A) 本 
16 個 入 …1.960 円 (ex) 30 個 人 …5,400 円 (ey 


第 25 回 全国 菓子 大 博覧 会 で 最高 位 賞 (技術 部 門 ) 名 准 総 裁 賞 受賞 特別 近 橘 花 代 光 章 受 章 
第 26 回 全国 菜子 大 隊 覧 全 で 特別 賞 橘 花 抽 光 章 受 章 特別 賞 茶道 家 元 賞 受賞 


茶葉 の 繊維 が その まま 生か され た まん じゅ う 


博多 玉露 まん じゅ う 


油 厚 で 特有 の 甘み が あり 
\ 女 茶 ]。 そ の 八 み 


の 中 に 練り み ま し た 


6 個 入 …1.080 円 (税込 ) 9 個人 … 1.620 円 (税込 ) 
12 個 入 ・ 0 円 (税込 ) 18 個 入 … 


7 


特別 金賞 受賞 ! 


世 傑 
5 博夫 
中 調 伝 の ま 
心 和 わ ま 
2 説 多 ん 
間 保 率 め じ 
放す た 3 用 " 
sts 陸 る 時 ぅ 
あぁ と 多 
に 
た 大 まき の り 
: 博 生 
な # 多 ぼ お 
まり 5 上 果 
) ま も 

相 _6 
ます ん 


博多 情緒 と ロマ ン を 伝え る 


〇 ) 博多 西洋 和菓子 
旨 / 明月 麗 
〒812-0892 福岡 市 博多 区 東 那 珂 2 丁目 11-23 


TEL 0120(747)470 
FAX 0120(105)867 


http://www.meigetsudo.co.jp 


博多 通り も ん ] は 、 福 岡 空 稚 売 店 ・ 博 多 駅 キョ スク 売店 ・ 福 岡市 内 
デパ ー ト ・ 福 岡 県 内 直 中 、「 博 多 玉 四 ま ん じゅ う 
は 福岡 市 内 デパ バート ・ 福 岡 県 内 直営 詩 で 販売 いた し て お り ま す 


人 さこ に リッ リド よく ペー ベー 
接 虹 擦 書 呈 る 心 
皿 昼 要 06 る か で SIKG 諭 
Y04QOS 7 愉 案 回 の 

諾 麹 ぐ 民 王 品 2 が 6 和 か 

JS" 会 VS る に NG 拓 記 称 
る 全品 つ いり 肖 訪 選 " 窟 名 短 
忌 つ し 店 他 レ 2 ンダ W 人 SG 会 
振 慎 己 倫 入選 7 加 YS 畠 天 ^ 

拓 ぐ 丸谷 理 痕 他人 電場 お ぐ て 7 

栄 近 旬 食し 人 8 

頒 尺 品 避 更 障 00P る nh 
症 人 %" 細 記 回 中 人 ゆく る) 

に に る: た ソ だ っ 5 

MG る 毅 <^ 洲 所 下 シ JA 一 刀 
衣 選 0P2 丸 窟 06 つ お ? 
窟 注 " 角 選 弥 半 0 全 束 じ 避 人 丸 
絢 つ %4J7 総 ぐ She 則 接 せ 7 
宮 お 避 占 る 人 K 僅 のり 

上 肛 居 下 選 レン SS か" 


の 人 で S 間 称 電 mv 
外人 迫 條 eew+ 国 攻 舞 Meo 玉 。 
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つら 詩 本 及 SNO 

鷲宮 給 @ 装 則 全 押 信 っ 
下り ゃ 綴る PS 人 和 " 
「 鹿 R」 め か 会堂" 一 we 


田 ド ーー 表 当 6 科 SS 宇 で る 破 / 和 苗 で 案 / 失 三 炉 
剖 候 JO 「 環 肖 G 矢 | る 心 そ 霞 齋 
旨 押 つ し" 守 杉 紹 枯 YO 氷 六 " 悪 QG 請 7 
玉 也 人 % ぐ ^ 胃 志 所 杏 ( 掌 回 ) WS^ 年 伯 半 足 
Sp 以 略 1 ス 逐 史 さ し る や くも で" 
の べ っ )o の 到 富 選 主 私 つ し うつ ( 元 )* 


釧路 一 一 捉 委 208 く 0 呈 尺 肖 定 補 で お @ も ゃ 
( 直 )? 穫 居 の 地 丸 癌 る ^ 走 箇 の 8 会 0 で 
に 

田 ド ーー Pe 総 田 居 ^ 1 人 人 八 S0 レ S る も しゃ S" 

画 路 一 一 守る 処遇 WS6 つ お お US 

田 人 一 年 中 oo 時 思 称 思 AR6 和 か 介 / 環 断 Y0S 人 8 人 
6 回 束 2 Gtm り 事 和 0 豆 る 0 ペ しゃ 人 7 

琶 路 一 一 下 2J っ 2G 二 8 公 王 る 記 球 ぐ 商 環 乱 じ つ お 
公 Q” 足 十 べ っ ) 49 堪 掌 休 束 ポレ ぐせ 
緒 0 し る 慰 多 れる 本 選 AJ 測 を KG し Sr 
誰 せ の 呈 写 ^ 格 理 を 目 狗 会 忌 W で レ る 
装 科 0 お の る 心 表 る 倒 人 SJe 和 SS" 

田 ド ーー 4SS nnG 昧 っ py 選 史 疾 生 0 し る が つや? 

珈 邊 一 一 赴 作 GS し 会 〇 か し か 人 名 ) 所 公 必 年 
XS 症 八 介 志 8 6 ン 選 SS 四 球 穫 S 世 
篤 ぐ 束 レ ” 詞 を 合唱 圭 が 6 し つや e- 

田 ド ーー 悪 人 SA0 と 8 る くも ゃ " 秋色 GoS も ゃ " 


SQ 臣民" 1 組立 札所 寮 つい 人 Qi の 


田 ド ーー 


琶 路 一 一 


時 4J7 円 束 上 革 昧 対 ” 抹 窟 ら 送 だ ロ だ 0 レ 
28 つ Q SQG 全 SG 祭 葬 円 束 共 
る 8 る 、 り BS で し 人 8 全 6 つ 仙 (店)? 
いただこ ベト ー】 ベ ーーa 0 絡 9nC い に の で 
で さき K 保 末 銘 対生 史 楓 いし 疾 天 G 反 居 せ 6 
ゼン と 條 宗 守 早計 お) つや お G" 地 
忠 室 字 し る ko 写り 必 る パ 直 名 型 束 か 
hG りお る の つが や くし つる? 走 還 叶 避 | 哲 
SG" ズ 府 G 半 則 S の SG 彼 押 RG 弄 玉 / 団 
鑑 ^ 選 ” 走 4G 坦 R…… や レロ 記 刊 補 
関本 肖 講 宮 拉 つ 全 会 の 吾 い る 
で 

前 芯 叶 時 へ ふ 民 避 弄 0 し 畠 閣 ” 突 醒 
人 移る し 会 愉 脱 Ke る 災 球 細 ぐ 判 現 め つ 
し る や G 欠 / 違 僅 / 密 に 芝 半 寂 避 鹿 0X0t 
必 唱 0 し レ 財 中 染 天 いつ J 償 つ し つがる 
8 つや ( 寺 )? 

で 8) 更 り SQ パパ 50 る 6 つ 宗 と 
3J 由 る My の BK0G も m 公 ( 属 )^ 回 部 王 因 
Y ら で 公 型 党 し SQ の 案 宮 会 選 必 案 SS お 
ぐ そ 窒 史 据 師 ON 和 m8 る る や つき で" 
Moooo の そる 編 係 代 3J ュ ) る mo の SG 芝 基 堆 マ 
Ys 放 た ざく 1S く 2875 に で くば ど で 天 が <) 
や 人 G る 2 SM こつ 肝 ぐつ 0 レ 


国 ポ ーー 
事 路 一 一 


田 ド ーー 


聞 其 紀 写 屋 
革 加 人 失 守 
還 SS る 
も まま 
拉 こ こ 全 まい 
議 党 語 連 さ 
Q ら 衣 思 用 
9/ に い 仕 導 
。 統 、」 避 
用 生 家 
に 1 
舞 8 玖 o 昌 2 て 
半 只 PS 。 
滞 を さく る 
1 斉 計 っ る っ 
に まり まま さ 


測 避 に まり Ko ペ し m い 6" 二 公 還 要 人 加 R 
StnNeoG 篤 桂 ろ お WSK 倒 つ し 2: 
S し ゃ "MM 宗 喝 悪 当 [選民 MO し KGG 
YA だこ だ で い に ※ 
ン O 人 GS 醤 具 G 10BS で お の 品 人 の も ゃ " 
得 過 0 く 革 坪 会 谷 記 介 人 8 夫 つや の 
選考 忌 る JOQ 押 RS る くも しゃ "ロロ よ ホ 案 時 
選 祥 soE3N レス 6 科 さ つ 7 Moovo の 案 係 
3 か 0 り J 倒 約 2 の も 人 財 更 男 療 革 拓 
Q 臣 らし ゃ 8 

ロロ ホロ 宏和 mN 際 眉 攻 作る 7 AU" 

2 必 て 人 K 守 てき KJ る 必 補 も / 環 
着 っ の 選 3E の 4S 選 6 拓く し つや nM 宗 っ の 
や り 応 昧 下り 扱 つ し " 悪 つ ろ 明 0 じ 
うる JO 案 SNO ペ しゃ "回 守 ト いつ NG 
旨 恥 本 を へ か 知 寺 の 多 ^ 掛 只 G 己 浮 末 電 る 
SG 記 。 S 人 人 旨 避 到 2 0 つる も 
つや で GS 納 紗 所 @ 王 せ 球 潮 前 
玖 寺 AoS 本 京 紅 7 洞 避 人 旨 上 人 叶 周 
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っ の SS る つ 7 音 や 8 拓 ら 会 笠 27 
で っ の 搬送 つる 06 特 史 人 移 を 0 旧 所 
QAJG 選 倒 生 0 拉 定 ( 地 )? 

Mn る を お 選 地 守 ) 認 氷室 YS0S 
も つ さ 人 

SQ 会 昭 る 8 生 人 狂 門 る で 細 類 殖 交 計 
AS いま くし く ル こっ こ て こ 3P く た 


NAVZS 1 まく 
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し る em 館 更 ポ AG る 多 上 1 | 抽 り 弓 囲 * 
に くだ だ に ジュ で っ だ くん の ス さと: た くい 
ぐ J 提 NKOJ を ら mm<QS 油 抽 も 嗣 色 記 he 
ざる 2 必 4J 穫 JBBSn し ゃ 民間 KG の ぐ 
血 じ GRU る 必 G 上 牙 う りり も ちゃ" 

国人 血 じ AGRJ る の ぐ 8 回 全品 突 ン 胞 避 つ し る 
KG 尽 祭 休 Se 中 る が eSS 6" 普 
ジ G 報 扶 寂 志和 会 っ 2 つき で" 

琶 路 一 一 選 侍 悲 々 ” ズ 写 G 装 典 0 る ooS お 8 や 
や ざり 概 ぐ 球 間 宗 の ぐし 4SKG) 明 で レ 
る 2 ベ ペ しゃ" y 宗 人 多 る 谷 る 叩 40Q 宗 机 演 
次 し yo レ 。 ロロ 相 容 SMTAJ ジリ もう 
所 RKG 震 当 父 る し か "で 計 会 ONS る 名 
やり 選 室 党 つ うろ の 公 MO し SGG 革 四 叶 倒 侍 
る 会 Q” に 詩 人 DOP る nkQAeeQ JNN り る 
05 月 JP っ 2 作り 慰 交 つの) 凹 胞 交 
信 0 し に 中 mkQ り の 穫 り 明る 6mT 国民 人 0 
4 Gt か ロ つ し 弄 多 つ し る Q0 つ を 
NGGe・ 

田 胡 一 羽 き 9 へ つ 軍 SN6 つ 丸 策 に ヘー かと 全 ・ 了 て 
K ふ へ KK 押 補 お 4J7 部 衝 aOn0 鶴 丁半 
S べ 県 つ ン る る ね る 7 4 の りり へ つり 同 
避 移 組 シ W レ つる 9 タン OB 0 pop7 
所 4 る 2xooG お 8 詩 OnQRU 6 会 
oe 

負 ^? 瑞 心 躍 詞 ” 交 澤 ぐ べ や SG 皇 る っ の 
に 


3 


し 2 や り 篤 YS し" 部 下 忌 羽 を 回 @ 慰 


【 


フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 東 京 大 手 町 に て 。 
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田 ド ーー 


名 忠一 一 


珈 芝 一 一 


争 牙 一 一 


NE や いた 生ま こと ょ だ っ で 全う 3 
宮 肖 倒 人 S い し 司 会 0 やり ゃ で " 

MyS 革 887 紀 0 やつ る る 心 全 人 党 
卿 如 宮 固 じゃ 穴 ( 那 )? 

己 時 JO 4 648Y0xQAJ AUS 詞 SYS 
JAJo の 生 県 8 る る 明る em 守り 
さく きい の ドア くい ms こく 3 
し る 48 生 SG” 還 / 量 県 民 選 避 和 8 公司 
KG 会 Q 型 屋 けり eko く も ゃ 7 

る 乱 は や 6 ズ 半 品 選 下る せ K 癌 しゃ? 購 
30QRG 避 ド も 人 で 7 部 SG 呈 ロレ 
| 曰 ぐ @ 牙 で 震 AQ 明 肖 ) 2 っ 2 ぐっ の ” 部 せ 
バ 引 、 の る 必 由 る 慌 拘 つじ る hG" 貫 掌 " 吾 
票 の つじ を kJ) る 必 提 NR も ゃ で” 超常 
る ぐり 祝 蛋 60 ぐ し つ れ で レル 選 6 科 で 
3J^ 環 周 つる 必 J” 貫 林 革 つ ン KG の を 
る も か 人 7 

鉄 湊 0 し " 2 る 2 聞 培 や 和 か 民 " 吾 称 拉 つ る 公家 
り 和 hG 倒 7 

詞 品 ” 限 厨 JR 人 0 し る Po G 篤 潜 
悪 思 時 GS 定信” 人 T 時 せり ト ー ル 避 維 
誠 つ 4 の 裕人 じ 製 幼 つ し 06 つ 7 AM2 


5 恒 球 ” 思 往 " 覆 ^ 臣 記 …… っ つり 会 ぐ 
短め 須 ひじ 潮 鍋 つ し 2r0G しゃ 全う 人 還 
芝 ン ビレ や 6xS る くも ゃ " 

辻 鎧 や か 公 " 


名 窪 ( 刀 )? 尋 J 抽 甘 枚 の る か SG 革 ^ 据 愉 
叶 U5R 条 際 い る 0G ロ る 40 人 療 の 4 
mt 全く や る や し 7 MS し 趣 せ 村人 
編 肖 つや "る ぐ G お ^ 妥 ロ つい っ の 4S6 選 
橋 6 和 り 注 避 史 6” GS 表 り 折半 る つつ 突 避 
R ふ AJ を GS し ゃ 7 宗 補 玩 4) ( 画 )? 

呈 手 くせ ^ 御 写せ 字 0 因 お 民 7 半 邊 室 届 0 


国 ド ーー 


名 基 一 一 


国 ド ーー 


も し せ さる し つき で 7 攻守 つる 填 還 じゃ" 
そ 人 0 人 半 昌 GC そ 半 の J 補 球 租 和 mk) る 
9 た L ょ た トマ ペー いく た 9 トニ oo さこ た IF: そら) 
つい し > の 7 所 革 洗 民 守り の し 人 る く 和 4 
人 0 Pe 記 窟 つる ぐり) も る 987 
悪 長 つ へ 私 尺 和 nASKQG 公 の 大 肖 
葉 々 も ちゃ" 用 る 必 突 記 シ ^ 選 回 の 公選 
りり 8 洋 陸 つじ だ お の つり "3 心 る 選手 
くく NE 用 こさ ど いい いこ そこ と 
nHKK8AJTNS SQ 心 会 で や 暗 康 人 
谷 じ で" 

記せ ボ つ へ へ 家 つじ" Se 選 要 つつ 篤 
さる ペ も か いで" も っ の 中 守 る 憶 昧 宗 因 ぐ 王 
で ここ YS79 NL 導い) 
る し "AUSnGG 会 歌 掌 生 SWepS” 
纏 握 八 G 編 ろ 固 りゃ 全 ぐ の つ 全 mA | 
避 押 d 公 KO 会 の つや で お AJ7 

区 鞭 hQSQ AO 尼 統 や OS 公 の 下 遂 宋 交 
ご 5? 

SN こい あこ お や づい EER TOT 
喘 活 品田 稚 つ し る KG 回 々 室 迷 人 ン レ っ の 
惑 講 yeS し つづ 心 会 選 46 品 り 牙 吉 選 喘 
接 り つじ ろり JPNG 宮 。 坪 時 会 鑑 
弄り 忌 We 和 人 / 際 そ で 記 つじ る て 囲 祭 中 表 法 7 
鼓 財 中 し る 必 記 記 30 人 0 球 レ る マ ン 6nS 家 実 補 
ERAQAJ MG 営 壮 し 4 る ぐ 公 っ 劇評 計 9 宗 
jm PKGGS<Q 細 つる 回 々 名 る 部 る 
はーい いう ハコ パニ) こわ 
SS し と いし きつ る 5 MD 近 ea 谷 
明る 6 生 S? 

480 つ を ke りお パン 会 hk6G も ゃ 守 。 束 せ 
ADJ る AG 部 代 丘 光 坦 
や シレ る る ぐも 区 る 会 庄 ら つつ し と 


田 ド ーー 


琶 牙 一 一 


守 剖 心 谷 る る る 選民 eS で しゃ " 

46S 天 G 革 8” 較 ぐ 4 の 人 る で 認 
や る 0 の る 心 り の ( 趣 )7 My 叶 の らぶ や 
3) 忌 罰 々 し 居合 る 軍 っ の 羽 党 り 斑 走 つ S 
ント プ こ れこ だ 

る 乱 ロ つゆ oo” 前 せる QOS 沢 普 も 製 尽 
い シ る て 人 FG 判 臣 G 羽 きめ 忌 り つも の 束 
で る る や 坂 他 世代 交 で 6 | 串 や の 明 半 
聞 つ し 

東宮 革 下 答 か? 計る 呈 必 6 藻 守 室 り G 求 や 
0 ウタ ン G 信 9 東 じ 愉 37 MM 宗 旧 6 宙 
宙 長 層 る り 20)” 員 前 ね る り 倒 雪 ぐ St 
介 SS か 会 < 

介 還 る 末 党 し "会 <oo8 ン OSG 玉 4K 
る ^ 線 世 p 婁 の つつ し る る や ゃ S" 


シ イオン そる 入れ 3c、 や さい < な る な 。 シー チキ ン 食 堂 . 一 


EE 」 | 


シー チキ ン e を お みそ 汁 に ? 
意外 だ け と お いし い ! お みそ 汁 の 新 発 見 で す 。 


シー チキ ン の 油 で た ん ば く 質 を プラ ス 


具 沢 山 だ か ら 


詳し い レ シ ピ は 
シー チキ ン 食 堂 反 
公式 サイ ト で ! 回 


は ご ろ も フー ズ 株 式 会 社 〒424-0823 静岡 県 静岡 市 清水 区 島崎 町 151 番 地 
お 問い 合わ せ : お 客 様相 談 室 豆 0120-123620 受付 時 間 9.00 一 17:00( 土 ・ 日 * 祝 日 除く ) 
※ シー チキン 、 シ ー デ キン つ 食 種 は 、 は ご ろ も フー ズ 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 


人 と 自然 を 、 お いし く <⑤X@x ぐ XX 
〇 ① シー デキ ン 食 癌 。 公式 tw7ifer オ ー プ ン ! ニ 
オリ ジ ナ ルレ シ ピ や キャ ン ペ ー ン 請 才 を 発信 中 。 / ま か な い シ ー チ キン 食堂 で 杜 要 ! は ご う も フー スズ 


交 色 @ 委 身上 
記 2 紅 二 選 中 どら 悪 収 


Era4= ニ ri- で も 140 くさ 


〇 定本 8 や | 


仙 や 人 Q 案 民 G や PA 作 掴 じ モ @ 守 や 
つり る ゃ 上 苗 園 久 の 7 交 ン と S べ 人 昭 作 人 る や つつ で 6 争 で 
槍 人 るり 抽 淫 や 還 ン 攻 計 つや 間 本 つる る の ツ い や " 
りゃ ご 細 生 で 季 全 の 下 で QG や 人 准 で 8 


NYAAA つ いら 衣 ジン SG や 8 っ や つ ゃ 心 会" 


oe 


起 守 中 下 史 和 W20 泡 駒 宮 中 皿 や や 届 雪 S 
人 や 必 案 司 史 "所 紅 G 避 課 直 「 昌 忌 共 」 剤 くき 
下田 語 % ぐ つの 近 ポ つ " 

宮下 っ "ご 幼い ゃ い 軸 りゃ 福 つ りつ うい" 
中 症 つ G 香 や 愉 8/ 察 2 朱 @ 宮 演 守 人 生 や も“ 


居 周 へ 写 田 他 計 団 党 NS 写 呆 慌 愛 宮 宗田 志 中 
※m 普 記せ 宮 っ 皿 G 謀 講 租 写 間 宗 の や 記 計り せ 4C66 和 や くく 
引 撤 へ AD 中路 王 貴 人 ro 宰 到 生 や 
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116 個 


塵 ローK 
よこ 
も rb 


K リ ー ふ ネー ポリ 
押上 移 か 


時 語っ 窒 の 
凌 和 YO を 自 
辻 所 人 
隊 め で つの で 
窒 握 らち 


三 自重 


器 | 銀 筋 独楽 文 
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煮しめ を 際 く 10 品 を 骨 山 
く て も この よ 


て kw 濾 
活 明 日 科 天 の 


] 南 変 酢 を 作る 。 1 甘酢 を 作る 

販 ね ぎ を フラ イ 
バン で 焼く 2 か ぶ を 切り 、 席 
] ゆで 卵 を 作り 、 1] 締め 酢 を 作る 。 の 子 に 切り 込み 
自身 と 商 身 に 分 鋼 に 塩 を ふり 、 1 海 の 背 わ た を を 入れ る 。 地 水 
ける 時 間 お く 取り 、 沖 を 打つ に 1 時間 つ ける 


2 2 分 ほど 煮 て 海 。 2 遂 を 揚げ る 。 ね 
老 を 取り 出す 。 ぎ 、 赤 唐辛子 と 
海老 と 煮汁 を と も に 南 攻 誰 に 

別々 に 冷 ま す 症 け る 


Y 2 魚 に 然 濁 を か け . 
2 自身 と 黄身 を 氷水 に くぐら せ 
別々 に フー ドブ て 冷 ま す 
ロ セ ッ サ ー ド に ・ 還 生野 
か け 、 落 杭 、 塩 3 冷め た ら 海老 を 
を 加え て 混ぜ る 煮汁 に 戻し て 味 
を 含ま せる 


3 幸子 と と も 
に 時 附 に 潰 ける 


3 白身 と 黄身 を 半 
分 ずつ ラッ プ に 
の せ 、 茶 貼 に 絞る 


3 角 の 気 を 拭き 、 
締め 誠に 10 分 


Y 
Y 
2:00 
Y 
ける G ゆ 
Y 


融 天 の 


vc em の 、 


させ ご 言 ぶ せみ の せき せら 吾 居 で 避 党 党 柄 日 


。 す 入 き 衣 Worr(S き 串本 いら さて ーー さ と め マ 選 ざ 
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下 準 備 し て お と 楽 な 3 品 一 一 


海 業 


煮 
し き 
め 松 ん 
と 
ん 


下 準 備 
1 し いい た け は - 晩 
水 に つけ て も ど ] さつま いも を レ 
す 。 栗 将 は 一 度 ンジ に か け 、 裏 
冷凍 し 、 揚 げ る 。 ご し する 
早 者 昆布 は も ど TO 
し て 結ぶ 
2 に ん しん 、 れ ん 
こん を 切る 。 単 
いも は レン ジ に ] 海 吉 は 半量 を 租 
か ける く 刻み 、 骨 油 を 
還 加 証 。。=。=*… ペ ペ 画 も み 込 む 
3 きぬ さや は ゆで 
や こん に ゃ く 2 残り 半量 の 海老 
は 手綱 に し て ゆ は フー ド プ ロ 
で る ] 70 度 の 湯 で 40 セッ サー に か け 、 
分 ゆで 、 温 泉 卵 魚の すり 身 な ど 
者 る を 作る と 合わ せる 
鋼 に 末 負 と きぬ さや 3 1 と 2 を 合わ せ 
以外 を 入れ 、 調 味 料 て 流し 等 に 入れ 、 と も に 入れ て 弱 
を 加え 、 准 と し ぶた オー プン で 20 火 に か け 、 練 る 
を し て 煮る 。 粟 交 を 分 焼き 、 浴 ます 
加え 、 煮 汁 が ほほ な く 3 和 羅 を 加え て 決 ぜ 、 
な れ ば 火 か ら お ろ す 俗 ま す 
] 更 内 の 度目 に 切 
り 込 み を 入れ る 
2 フラ イ バ ン で 焼 
] 比 は 小 交 料 を ま き 、 た れ を 加え 、 
ぶす 落と し ぶた を し 
て 7 分 煮る 
3 叶 を アル ミホ イ 
ル に 包ん で 5 分 
蒸 ら す 。 煮 汁 と Y 
2 フラ イ バ ン で 箇 鴨 を か ら め て 冷 。 2 卵黄 を 取り 出し 、 
を 焼く 。 調 味 料 ます スモ ー ク サー モ 
を 加え て 焼く ン で 巻 く 
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【 材 料 ・2 人 分 1] 

小 か ぶ 1 屋 

甘酢 150me( 米 酢 100m 
遇 適量 ) 


赤 唐 辛子 少々 
た 
っ 
ポ 
5 
夏 
る 
の 
も 
よ 
し 

【 材 料 ・2 人 分 】 


水 200m6 砂 糖 402 


ュ テ ペ ユ 汚い 
で る 中 紀信 如 潮 
。 普 革 ※ 系 史家 湯 


琴 上 W 汗 Qiw 交 dw 伴 因 
ww きす る 避 さ ど せ 抱 S 遇 


魚 切 り 身 6 切れ (1 切れ 約 20) 

白 ね ぎら 本 赤目 辛子 少々 

南 彼 酢 ( 米 酢 75m0 だ し 300me 
みり ん 30me 薄口 表 油 濃口 阜 油 
各 15m6 昆布 ・ か つ お 節 各 適量 ) 


【 作 り 万 】 


1 鍋 に か つ お 節 以外 の 南 褒 酢 の 材料 
を 合わ せ て 火 に か ける 。 沸騰 直前 
に 火 を 止め て か つ お 節 を 加え 、 冷 
まし て こす 。 自 ね ぎ は 4 に 切り 、 
フラ イ バ パン で 素焼き する 。 

2 魚 は 170 度 の 油 で 素 揚げ する 。 熱 
湯 を か け て 油 抜 き を し 、 1 の ね ぎ 、 
赤 唐 辛子 と と も に 南 論 酢 に 潰 け る 。 


YOmy せ 層 補 部 は 


朱 き で 史 き 書い 弧 訓 必 吐 


2 


. 必 装 史 更 還 Sym 
財 さす Et、 frr 


。 す 潤二 どい ご 圭 mS2mk 


H よ N 叶 9eC7 9 


1 釣 に 甘酢 の 材料 を 入れ て 火 に か け 、 砂 糖 が 深 け た ら 冷 まし て 


記 


SS の き 呈 下層 腔 さて ば マ 応 記 


2 小 か ぶ は 上 下 を 切り 落と し て 2 の 高き に 揃え 、 厚 め に 皮 や を 
むく 。 下方 3 を 残し て 、 20 ゝ 間隔 で 鹿の子 に 切り 込み を 入 
れ 、 こ れ を 2 角 に 切る 。 3 告 の 塩水 に 1 時 間 つ ける 。 

3 さら し に 包ん で よく 絞り 、 赤 唐辛子 と と も に 甘酢 に 交 け る 。 


ーー ナニ TI に うこ コ 
せ . 頑 普 逆 叶 剖 ら 革 


2 
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た りー( 

に も こも: ペン トド 

へ など 里 せ 京 午 

還 こ な て こう 9 に 1Y れ かこ 


. 和 きき さき 計 叶い oy 史 財 
で 


【 材 料 ・2 人 分 】 

銅 ( 皮 つ き の 刺 し 身 用 きく )100 史 

塩 2 

締め 酢 200m( 酢 180m6 
薄口 殴 油 30m 砂糖 259) 


【 作 り カ 】 

1 締め 本 の 材料 を よく 混合 わせ て 
お く 。 負 に 年 を ふり 、1 時 間 お く 。 
2 疫 の 皮 に 殺 に 包丁 目 を 入れ 、 上 か 
ら ふ きん を か ぶせ て 熱湯 を か ける 。 | 
すぐ に 水 水 に くぐら せ て 冷 ま す 。 

3 鯛 の 水気 を よく 拭き 、 締 め 酢 に 10 

分 満 け 、 放 幅 に 切 る 


左 器 | 菜 付 美 封 手 向 付 右 器 | 色絵 金彩 結 文 向 付 澤村 陶 哉 作 


。 他 row で mowr 妥 如 河 


。 す っ 祝 へ ビ 


DE 


ー 


2m 豆 芝 マ 弾 学 張 へ き 味 
ぶ ぎ いて 史 半 さい 外 oosor(( 潜 


。 サ 婦人 腕 で 生 


史 映 普 ら 遇 英史 生き w 夫 


【 材 料 ・2 人 分 】 

車 海老 4 尾 (1 尾 約 30 多 ) 

A( 酒 ・ 水 各 160m6 
薄口 散 油 ・ み りん 各 40me 
砂糖 少々 ) 


【 作 り 旭 

1 海老 は 痛 わ た を 取り 、 背 を 曲げ 、 
「 つ 」 の 字 の 形 に 串 を 打つ 。 

2 鋼 に A を 合わ せ 入 れ て 火 に か け 、 
沸騰 し た ら 海 老 を 入れ る 。 1 分 半 
ー2 分 痢 た 海老 を 取り 出す 。 海 老 
と 煮汁 を 別々 に 冷 ま す 。 

3 冷め た ら 海 老 を 煮汁 に 戻し て 味 を 
含ま せる 。 


【 材 料 ・2 人 分 】 
卵 3 個 

砂糖 113 
塩 少 々 

青のり 粉 適量 


【 作 り 旭 

1 卵 は 水 か ら ゆ で て 沸騰 し た ら 弱 火 
に し 、 約 12 分 ゆで る 。 冷め た ら 疫 
を むき 、 白 身 と 黄身 に 分 ける 。 

2 白身 と フー ド プ ロモ セッ サー に か け 、 
砂 橋 を 1、 塩 少々 を 加え 、 粒 が 少し 
残る 程度 で ね っ と り し た ら 取 り 出 
す 。 黄 身 も 同様 に 、 砂 糖 谷 !。、 塩 少々 
を 加え て 混ぜ 、 ね っ と り し た ら 取 
り 出す 。 

3 白身 と 黄身 半量 ずつ を ラッ プ に の 
せ 、 茶 貼 に 絞り 、 冷 蔵 庫 に 入れ る 。 
ラッ プ を 取り 、 青 の り 粉 を 散ら す 。 
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【 材 料 ・2 人 分 】 

柴 甘 直 者 6 個 

きつ まい も 12022 

A( 栗 甘 路 春の シロ ッ プ ・ 水 各 50m) 


いい 侍 e 必 層 嘉 低 コ 


5 て 


【 作 り 加 

1 さつま いも は 皮 を むき 、1 厚 さ 
に 切っ て 600?* の レン ジ に 4 一 5 
分 か け 、 在 ご し する 。 

2 1 を 鋼 に 移し 、A を 加え て 憶 火 に 
か け 、 ゴ ム べ ら な ど で 混 ぜ な が ら 
練る 。 

3 な め ら か に な っ た ら 栄 を 加え て 混 
ぜ 、 つ や が 出 た ら 火 か ら お ろ し て 
傘 ま す 。 


ナコ で い CN よさ yo 
ふぐ ふ aw 湯 
デーン 


。BISw ぎ 吉 需 円 さ て 演 刺 き 閣 守 
胃 こ 3 に 


。 サ 時 選 陳 潮 NNTNS 泊 寺 湯 


go ぶさ ざ 革 へ 世 


rieo き Fw さき その mw 滞 可 則 rn で 水池 ( 


【 材 料 ・2 人 分 】 
y 伝 海老 (正味 )200 
濃口 殴 油 少々 
ピー A( 魚 の すり 身 100? 卵 ら 個 
薄口 殴 油 符 ! みり ん 少々 ) 
けし の 実 適量 


【 作 り 罰 】 

1 海老 は 半量 を 包丁 で 宜 く 刻 み 、 濃 
口中 油 を も み 込ん で お く 。 

2 残り の 海老 は フー ド プ ロモ セッ サー 
に か け て な め ら か に し 、A を 加え 
て きら に 混ぜ 合わ せる 。 

3 2 を ボウ ル に 移し て 1 と 合わ せ 、 流 
し 告 に 入れ て 表面 を な らし 、 け し 
の 実 を ふる 。 150 度 の オー プン で 
約 20 分 焼く 。 冷 め た ら 切 り 分 ける 。 


Mg 生き る 由 で 


の 2 ぼ で 胃 普 ら 当世 机 蘭 宮 人 き 難 光 
と 半 し と ーー せい て ww てい 4 


。 そ メス 若 QNNー\ 嘉 藻 津 
AO 注 上 We 一 計 * ざ HL メー いす WN ぐ で 


OB 1 らら と で き 庄 語 S 等 寺 引 
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【 材 料 -2 人 分 】 
スモ ー ク サー モン 4 切れ 

(1 切れ 約 12) 
卵 2 個 
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生音 
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oe 衣 T) 
ヾ 目 一 圭 マ ー リ 


【 作 り 刀 ] 

1 卵 は 70 度 の 湯 で 約 40 分 ゆで て 温 
泉 卵 を 作り 、 冷 ます 。 

2 1 の 卵黄 を 取り 出し 、 薄皮 を むい 
て 半分 に 切り 分 ける 。 ス ライ スレ 
た サー モン で 人 巻く 。 


【 材 料 ・2 人 分 】 
王 胞 肉 1 枚 ( 約 300) 
A( 酒 150m6 濃口 散 油 50m 


砂糖 302 め ) 
PT HH 


【 作 り 如 

1 鳴 肉 は 度目 に 1 間際 で 縦 の 切り 
込み を 入れ る 。 

2 フラ イ バ ン で 鳴 の 皮 目 を 下 に し て 
弱火 で 焼き 、 出 て きた 脂 は ペー パ 
ー タ オル で 拭き 取る 。 皮 目 に 焼き 
色 が つい た ら 裏 返し て 軽く 焼く 。 
皮 目 を 下 に し て A を 加え 、 落 と し 
ぶた を し て 肌 火 で 約 7 分 煮る 。 

3 際 を 取り 出し 、 ア ルミ ホイ ル に 名 
ん で 3 分 蒸 ら す 。 煮汁 は 痢 詰 め て 
と ろ み が 出 た ら 火 を 止め る 。 嶋 を 
煮汁 に か ら め て 冷 ま す 。 鴨 は 5 一 
6 ぁ の 厚 さ に 切っ て 器 に 盛り 、 辛 
子 を 添え る 。 


。Qy 広 球 下 吾 問 


計 を て きす を 譜 経 深 可 でき 
082 補 へ て 吉 如 メー ロ aw 藻 
2 こく ここ に 2 ご) に 
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me 人 き 世 史 酷 せり つら 上 普 史 ぶ ポ 


如 
。 党 測 誤 醒 の ら ro 
薄 


。 す っ 証 潜 静 


秋 【 村 料 -2 人 分 】 

昭 導 切 り 身 4 切れ (1 切れ 約 0P) 

も A ( 酒 40m2 濃口 表 油 ・ み りん 各 20m% 
り 砂 拉 を 1) 

焼 小 夫 和 量 

ツ | サラ ダ 油 ぎ 1 


照 
M 
焼 
き 
は 
い 
5 
も 


9 曜 雪 に w 藻 さこ さて 本 
秒 一 きす 豆 ば さ 水 還 宣 


き 【 作 り 方 】 
1 血 は 小雪 粉 を まぶす 。 A は 合わ せ て 
お く 。 
2 フラ イ バ ン に 油 を 熱し 、 秘 を 焼く 。 
両面 に し っ か り 焼 き 色 が つい た ら 
A を 加え 、 と ろ み が つく よう に た 
れ を か け な が ら 中 火 で 焼く 。 た れ 
が ほぼ な く な っ た ら 火 か ら お ろ す 。 


フ 
Pa 
イ 
と 1 
ン 
で 
焼 
( 
の 
で 
手 
軽 
で 
ナ 


衣 3 


器 | 乾山 写 松 之 図 向 付 


棚 つ 


ING 


由 尿 @ 問 信 尽 信 
貴 豆 記 させ 机 っ の 7 
写 田 めぐ 人 81Q 悪 り 1 
生か 合 ポ 生 務 衣 写す 


器 | 織部 系 鉢 北大 路 旭 山 人 作 


mn 活 
< 


(rent 閑 憶 抑 0wrr の さと 粗 
e で OK 百 幸 ( [ 半 昌 


0 さ きい で 宮寺 Y 替 S③ ポ の 


党 流 逮 S 半 深き さぶ さや 等 ビ る 
。 で 詩 昌 ご 守 肖 世 YYOk 古 浸 翌 み 


っ Ta 況 GTS き て 宗 半 き 怖 選 玩 座 S き や 
ざ 引 rr の 生 未 SO | へ 其 全 菜 | 」 
で でき し 8S へ 浴 全 へ YO 電 。 守 
て 導き が 本 る コパ で 古 付 RY 
へ る 人 で (7. 呈 甘 記 当 還 ぴい 志 札 
琶 石 講 軸 の 式 和 (YSY or9tOWOYACrY 


さぶ ラーgirrr の ta 


材料 《 人 分) 


里いも (正味 )20025 こん に ゃ く !3 枚 
に ん じん (正味 )100 
れん こん (正味 )100 多 
どん こし いた け ( 乾 燥 )20 
早 者 昆布 20 呈 長き 4 枚 粟 交 長き 
きぬ さや 8 枚 
A (昆布 の も ど し 汁 100me 
だ し 320me 濃口 和 洒 ・ 
みり ん 各 40me 砂糖 15) 
柚子 ・ サ ラダ 油 各 適 量 


二 4r( ポ 


co で 計 州 科 党 ご 記 石 ご き 芝 ニー 


か オム に ハリ | 


営 ミ Ss き ご 衣 ほ へ 光 藻 ③ 
叢 ツ 六 中 rrrevnkw 圭 弄 (r 詩 江 っ er 


肝 つ 交 へ の 字 や ek 本 へ 洲 O 


宣 婦 還 (m そ サン o 革 MO 
or 「 き て 菩 の 守る 癌 


位 さ へ き ぶ 泡 て せき 谷 べ で 串 み 


恩 マ 漁 。 牌 紅 40 は る の pv て rt の 
| 」 半 S の … き 本 て Ok 


ざい 
に けい 12 便り 


下 準備 


1 し いた け は 一 晩 水 に つけ て も どす 。 粟 甘 は 一 度 冷凍 し 、 半 解 
凍 の 状態 で 1 峠 に 切り 、 油 で 揚げ る ( 生 を その まま 揚げ る と 
破裂 する の で 注意 する )。 早 者 昆布 は 水 で も ど し て 結ん で お く 。 

2 に ん じん は 皮 を な き 7 一 8* ぁ 厚 さ の 輪切り に 、 れ ん こん は 皮 
を むき 1 厚 さ の 半月 に 切る 。 里いも は 皮 を 六方 に むき 、 
600?" の レン ジ に 約 5 分 か ける 。 

3 きぬ さや は 筋 を 取り 除き 、 載 を 入れ た 湯 で ゆで る 。 こ ん に ゃ 
く は S*y 厚 さ に 切り 、 真 ん 中 に 縦 の 切り 込み を 入れ 、 端 を く 
ぐら せ て 手綱 に する 。 これ を ゆで て あく と 臭み を 抜く 。 


トー 
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煮る 


鍋 に 粟 苗 と きぬ さや 以外 を 
材料 ご と に 分 け て 並べ 入れ 、 
A を 加え 、 落 と し ぶた を し 
て 強火 で 煮る 。 煮汁 が し 3 
量 に な っ た ら 栗 将 を 加え 、 
煮汁 が ほほ な く な っ た ら 火 
か ら お ろ す 。 器 に 盛り 、 き 
ぬ さ や と 刻ん だ 柚子 を 添え 
る 。 
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アコ 
Nd 


仁 の 此 の よう に ギザ ギザ し た 「 交 此 文 」 を 可 最 色 の 
織 で 表現 し た 御 召 は 、 遊び 心 を 感じ きせ ます 。 リ ク 
エス ト に 応え て そっ と 歌声 を 聞か せ て くだ さっ た 城 
田 さん は 、「 角 幕 を 締め る と 気 が 引 き 締まり 、 テ ン 
ショ ン も 上 が り ま す 」 と に っ こり 。 き も の 、 壮 、 贅 
織 / 銀 座 も と じ 男 の きも の 未 廣 ノ 電波 

2003 年 に 俳優 デビ ュー。10 年 に ミュ ー ジ カル [エリ 
ザ ベ ペー ト ] に 主演 し 、 数 々 の 賞 を 受賞 。 そ の 後 、 演 
出 の 才能 も 開花 。 現在 は ミュ ー ジ カル 界 に 軸 足 を 置 
きつ つ 、 アーティスト と し て も 活動 。 20 年 12 有 2 日 
に カバ パー アル バム 『Mariagel を 発売 。12 月 13 日 ま 
で 主演 ミュ ー ジ カル [ナイ ン 」 の 大 阪 公演 中 。 
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ふく り 善 本 店 (制作 一 染 の 川勝) 帯 / 増 盛 半 


3 


図 を 写し た 丈 派 の きも の 。 間 は 格調 高い 格天井 文様 。 き も 
1976 年 に 女優 デビ ュー。 84 年 に 映画 [ 陽 』「 汚 れ た 英雄 | 


揚げ 和 小 物 さく ら 間 締 め / 道 明 バッ グ 、 未 魔 井澤 
で 日 本 アカ デミ ー 和 最 優秀 助演 女優 賞 を 受賞 。 そ の 後 、 ト 


「 大 胆 で 豊か 」 と 浅野 さん が 称賛 し た の は 舗 屋 宗達 の 「 楠 檜 
の / 京 

屋 か ん ざし プ て っ さい 堂 履物 銀座 ぜん 屋 本 店 

レン ディ 女優 と し て 一 世 を 風塵 。 コ 

の 演技 に 定評 が ある 。 

材 と し た “よみ 語り 
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締め 道明 末廣 井澤 屋 髪 偽 りか づら 清 老 央 
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会 Q 記 呈 寺 畠 民 是 己 容 り ^ 宜 竹 
に 辻 の つり 用 終 し る 6" 
Im に いたく ん い see 
格 細 「 容 二 容 し 続 老 旭 る 信和 MO6pY 


WS 光 ” NNS 肉 SMAppD4SnG※ 
「 向 天 逢 」 供 千 和 NeN 塞 水 W 揚 
号 忍 紅 要 浴 6 和 や" 走 守 の 窟 
に ご り 記 で YO 宗 丸 講 G 密 う 王 "守り 
AOS せ 4⑱G 完 当 甘 ツン RTS 避 49 人 
半生 鶏 5Ky 志 e 受 Rh | 下 G 愛 
" 選 宜 SE4 る 公 誠 YOd 倒 選 h6 和 "| 

た さ ts マル 。 二 こつ m ト た 
ES に NO 細い に ゴ 
エロ お 汗 % り 購 宮 悦 る 会 人生 R 
伝 人 Se く 吾 和 G 足 演 生 篤人 0 全 wk6S 
て さこ ペー)ーー ト こら てき ぱつ) 
赴 倒 泡 S や くし S 計 3 人 RmQ 室 
葛 ※※ 志 有 べ hp 


突 上 窓 か ら の 光 が 、 渡 茶席 の 台 子 を 朱 ら か く 照 ら す 。 道具 の 取り 合わ せ に は 、 


残月 享 の 床 に は 「 少 庵 召 出 状 ] を 掛け 、2 代 少 庵 が 再興 し た 千家 の 
歴史 に 思い を 務 せ る 。 前 に は か つら 盆 に 盆 石 「 カ ウネ ン キ 」 が 置か 
れる 。 カ ウネ ン キ は 中 国 の 画家 「 高 然 誠 」 の 名 に 由来 する と いわ れる 。 


撮影 。 


写真 は 子 年 で あっ た 2020 年 6 


柱 溜 塗 真 台 子 を は じ め と する 毎年 決ま っ た も の の ほか 、 千 家 十 職 の 一 人 、 氷 業 


普 五 郎 が 作っ た 干支 の 水 指 が 用 いら れる 。 
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成 か な 雰囲気 の 中 、 濃 茶 を 練り 、 
お 客 さま を も て な す お 家 元 。 床 に 
は 、3 代 元 人 宗 旦 筆 「 春 人 千林 処 々 
蒼 ] が 掛け られ 、 青 竹 尺 八 の 花 入 
に 結び 柳 と 嗜 衝 が いけ られ る 。 


に 重い こ C こ 0IY く ん に くい に コ 
や 引 層 を 敵 4K 宮 6 宴 國 6 QR 
狂 束 快く ①R や いじ 岩 叶 ぐ 姓 染 
SS 四 旨 人 水 遇 pk9 短 球 ぐ 
1 0 穴 / 拓 く マー 公記 ぶ つる 理 RO 宇 
因 " 電 等 四 HG 肌 光 "mn どる 理 雪 拭 史 洋 
SE 0 50 いで 7 ベリ 
る 6 つ 民 守 守 し 聖 EROG 亜 人 K 
ES た さ いざ い に 
丸 人 る 理 RO 皇 全 "人 K 寂 歌 ぐ 選 りつ レバ 


計る eee 天 く に 科 選 給 ] 
電 才 る 8o ジ I 証 肖 コ pe KG 
ES て FE くだ で CO 主 EE いり 
笑 式 J 守 Seeke のり” 家 守 電 講 ye 
ot さよ 2 
ここ で こく た こと pe ンー 
中 束 Pket い BS の 講 る 公算 
地 JAh の UE り 虹 6pY お 67 
MSG 全球 信介 ぐ で 匠 せつ の 
員 ① 忌 "型式 JAJ の け 知 べく 知 還 fes 


茶 人 


信楽 大 福 


どっ し り と し た 重厚 感 が あり な が ら も 、 わ ず か に 傾い た 様子 が 全 


円 MG 。 
AG 信人 な る 
守 Q 沖 思 
必 づつ 流 
了 。 ぎ ざ 
宝 9 入り 
和 0 くく 】 
人 全開 
\ s 御 考 必 
ら 5 加 る 
も 
由 ンー 
必 8 有 作 
絡 谷 呈 夫 
幅 ae 当 セ 
量 人物 下 全 針 
由 記 拉 半 定 
9 お 0 。 
る 。 人 ES 
多 六 紀 選 ご 
や 填 ル ン 呈 仙 

所 る 
党 包 
に 3 斉 
せ ぐ 
ドコ 3 


即 中 斎 好 鳳 風 里 絵 大 爆 宗 哲 作 


1956 年 、 東 京 稽古 場 の 席 技 き の 際 に 作ら れ た 好み も の 。 黒 大 爆 
の 全面 に 鳳 風 が 時 絵 で 施さ きれ て いる 。 内 側 は 朱 金 仕上 げ 。 精 親 を 


華やか な 大 東 で 、13 代 好 中 斎 の 好み の うち 、 宗 哲 作 の 
代表 的 な も の の 一 つ で ある 。 濃 茶席 の 真 台 子 に 飾り つけ られ る 。 


極め た 実 ( 


用 有川 


史 味 吊 机 


下る 三 如 Su 9 
きき まる る る 
る まる 計 
、 つ 叶 る ス W る を 「 
症 東和 時 可 ぶ PD 人 の で 
て 全 る $ 3 年 りり 填 人 K 約 窟 再 人 詞 
1 ご 、 
ィ 前 的 3 テ 二村 和 導 人 1 本 
座 て 半 肖 を HK 5 自室 1 
仁和 呈 人 補 。 、 受 ポ 注 り 后 m※ く 来生 Ie 枯 計 宮 G 衝 EE 
や もら ど 所 旬 協 ha 線 
3 折半 3 は き 。 べき Ss = eee 
を まま: ま : 礎 馬 Wo 原 和 人 < 還 
加 9 1 に NL ささ 、 づ パコ 福引 区 民 付 隊 本 宮守 
ーー ギー 三 作り 百 ト 半 紅 た EAT 計 @ 遇 
AT 幸人 夫 ロミ 辻 
嘆 革 が 
さき で SNERRSNSE je 
境内 1 に 人 くに 和民 吐 人 *% を 
きく モニ ンマ 呈 志 S 人 
叶 放 吉 時 謀 人 | 時 人 K 還 
笠寺 答 を | 半 寺 選べ だ 人 叶 征 S 
喧伝 区 生 3 寺 KS き 間 
信宏 枯 人 人 は 朱 芝 和泊 因 和 叶 
jo 旬 々 NeES 1 
2 が 頑 癌 い ン 3G 誠 る き 
寺 生 り い 近 拓 電 | 富村 | 村 叶 和 9 
2 人 天 中 SEE 中 電 | BN 生計 叶 時 せ 控 6G 吸 
二名 旬 糧 | 作 二 ES 完 NG 時 
税法 GS 記 作 
塊 拉 臣 近 
玉 く 多 K 客室 
議 吉 朱 り 評 析 や 近 K 寺 SEI り や ト 
玉吉 へ AnS 呈 暗 和 | 生 べき SR を ズ 
計 計 maS 介 交 K 
生き 本 生生 仁 補 で 析 二 才 人 


三 S 枝 敵 江 中 呈 例 任 き ぶつ ロ ヘ 


以 


用 用 用 用 川 用 


廊 


有川 用 用 用 用 用 有川 川 用 
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固 G 肌 況 め 置 代 王 惑 S 衛 S 神 凝 史 盟 
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K09 


ドリ 0 に N) 


人 。 半 半 き の 人 ロ 還 WeG 宮 [に ジ 二 所 半 Q 王 守り p" 坪 で 民 せ QG 二 
まま 押 る 性 (次 NAS) 宮 計 KSSO3" 部 や り 寺 折れ SEE 守 ジ 
まお] 坪 つ 性 穴 M08 選 号 王宮 才 叶 ロ 生 NSJPn tn 上 首 他 つ 6 つや? 下 室 
テー テラ ( ノ づ 衣 人 宮 つ " 3KG 湊 提 くり 到 人 る ぐし SG ほ 3 紹 Sre KSE、SHN 
kr っ mW 人 きき る 信 密 どじ m" り G 入 細 補 振 つ 信 坪 。 計 QB 寺 科 G 二 府 お 「 宗 所 らく 」 
YK へ リピ ズ き 旨 と 。 き っ 4 つ 計 穫 生計 お 代 細 守る 季 W0 生 9epe 宣 お くら 
医 定 3 交 Io と 】 ーー 放 mm 統 交 る ^/ 人 堺 
中路 半 S むれ 粒 還 ーーー デー ロー 生 ーー ツー ツー 
富合 語 = 旧 肖 と 公 人 補 EOYU 和 6 
に OK なっ が) きき 受 計 る ぐ 味 きつ し 癌 や し る ep? Re 半 放 G 記 りお コ 衝 本 GS 
時 まま 窒 中 圭 @ 表 束 や OSteG 革 "計る 二 を 計 AAG る Hp 
・ 遂 夫 
RE お 生ま 


定 き ぐ 汗 な 己 ゼ 三 ぐ Q 民 全 じゃ 
会 NN もせ 骨 室 <o 式 選 コ ロ 「 定 き 
大] 乱 に 2 混 定 S 浴 的 調和 ら hep" 
四 旨 を 定 き 09 人 038 終 細 「 欠 尿 向 」 
に RSheG 室 知 ち ゃ " 窒 天 笛 お 室生 


赴き 叙 誠 落 中 守 りつ O<ve 鶴 記 や 


Q ジ る 翌 全 MM 宗 和 生 つじ 父 選 ロ 赴 し 6 


つづ や? 定 き S 家 還 守 人 9 湯 曲 和 公 7 


ES に つく YAN い em) マナ く 9 トト 
Ant 向 思 懲り 写 和 fe" 

り お 主計 京 や Se 
志和 間 つる RSn 拉 紀 G 和 人 
NR 谷 る や "三條 りや 人 尺 旭 
し 仙 旨 紅 OS 向 天 し 4 
記 演 G 理 芝 G 的 "に ど 評 つ 拓 
篤 計 的 つ お 生 笠 % ら 7 悪 ら 記入 
かせ SG 年 写 に の S 全 有り SS 肪 る ? 
還 ら 人 各 人 人 ら S 
知る お 案 RN 和 を 志 肖 藤 G 才 吾 つ 
PVG ぎ 知 半 ま レ fe と 


は 、 


残月 亭 の 床 、 ま た 室内 の 一 角 に 据え られ た 工 肩 風 ! 

いく つも の 花 入 が あら か じ め 飾 られ る 。 花 寄せ で は 、 
れ ら の 花 入 に 心 を くし て 花 を いけ 、 加 心 斎 に 手 向 けら 
れる 。 是 党 は 、5 人 が 役割 分 担 し 、 花 を いけ 、 炭 点 前 を 
し 、 香 を 寺 き 、 渡 茶 を 練り 、 薄 茶 を 点 て る 生 古 。 


利休 忌 の 日 、 残 月 亭 の 床 に 掛け ら 
れる の は 堂本 印象 画 即 中 斎 替 の 
「 利 体 居士 像 」。 利休 と 交流 が あっ 
た 長谷 川 等 伯 筆 春 屋 宗 園 替 の 
「 利 体 画像] を 写し た も の 。 各 心 
斎 好 伝来 写 唐 鋼 溝 花 入 に 菜の花 
が いけ られ る 。 
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挫 呈 補記 臣 すま また 剖 
am まま 
ク ク 8 8 当 二 や 上 を 

きま 

gd きき S ミ 

2 ン ヾ ト セ 3 ud 壮 を < 
の でき 8 全 2 れ コ 壁 

義介 日 只 科 

補 GG 所 計り 6” ※ べ 宮寺 (は つり 角 べ は だ べ や お 烈 玉 を 式 史 「 室 20S」4)2 em" 委任 ま コ 


悩 中 水 守 記 %IRG 字 束 oGB48” 記 苦 宮 宝 烈 つ お る ※ ぐ 相生 称 密 答 
過 GjK 富 を RG 刷 宮 "で 定 室 補 史 る が 6p" 
NIS こ VCV に こつ ニニ に で さく ぶ こ に に 


4 ョ ーー 。 


「『S』S 玩 更 身 点 可 や 
EN も: ん 4 に エーーー ム コー ト : FC ペッ 
* 邊 つ 衝 、⑱ 窒 9 6 ヤ 」 


思 窒 ぐ 短 束 当 終 G 葵 る ぐさ る 尋 
に る mn へ Yi こい に 
つい し 舞 束 9 皇 お 昼 だ ぐ 和 の 6 つ 人 5 過 
2GG 民 りゃ" 党 品 才 の G 和 7 
款 人 K 尽 や G 穀 4x6 計 穴澤 " 親 裕 " 
析 旦 8 る し 8 舞 慰 と 写 器 東吾 会 
足 玩 し お 寄 選 物 鶏 色 醍 選 つ や? 品 
※ 殻 A 要 所 つ お 記 革 8 惑 り 橋 喝 洋孝 
ざ つ 尺 完 じ 纏 で KG 8 る ※ 温 中 人 
もぐ や 宗 世 で 交 型 税 つ 才 つつ? 
[志和 き 案 計 つ 慰 狂 或 人 10Q1OQ 


福 宮藤 り 人 S っ 当る し 菩 
裳 V は e 吉 居 さ し る ye" ivG_oGGS 
和信 つ 選 382640Q で きり っ) 党 G く C で や 
丸 2J0BS 濁 生 20 MT 交 当 0OT 
0 り で 人 8 拉 り 会 豆 人 丸 、 包 求 の る ne 
や つき で | の 和民 寄 fe 
二宮 ぐ RoS47 SS 「 志 受 」 
生生 や KG 寺 天 玉 S 半 る 半 US 
6 MS 選 玉 因 区 
束 に け 末 るい Q 寺 WW" 近 G 鞭 は 公 全 
reSQrey の で ら 思 SS 


mt レン 


守 き せ 入 ※ 才 楽天 式 ジ せ 人 8 る 9SP4SOP っ 7 
拒 QG 統 計ら 公 v の Ga* 束 振 、 し 吾 る 09 昌 和 
つつ 設 党 人 宣 守 課 選 し N 叶 宮 呈 吉 
※S 玩 ら 党 ふく で お 記 " 守 933 玉 G 只 人 芝 7 
詳 時 紅く ロ 主 る お っ つ れつ 


きわ め ず き 


は 如 心 斎 の 極 書 が 


あり 、 さ きら に 受 筒 に は 11 代 秦 々 斎 


の 書付 が ある 。 


すみ と り 


利休 は 琶 策 を 花 入 や 炭 斗 に 用 いる 


導 花 人 銘 一 笑 利休 作 

と も 好 ん だ 。 こ れ は 長い 統 策 の 
中 ほど を 切っ て 掛 花 入 に 仕立 て た 
も の 。 内 箱 蓋 裏 に は 5 代 随 流 斎 、 


外 箱 の 蓋 裏 6 


に 
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充 写 茶碗 弘 入 作 
利休 好み の 道具 は 、 後 年 多く の 
「 写 し ] が 作ら れ て いる 。 充 も 
その 一 つ で 、 策 家 12 代 弘 入 が 写 
し た この 茶碗 は 、 利 休 足 に 用 い 
られ る 。 


理 
想 
の 
色 
1 
あ 
に 
を 
と 
し 
ま 
2 


た 
利 
体 
に 
と 
に 
く 
時 
と 
い 
机 
は 


沈 RrWS 貴 


ざ ざ 中 0k 中 る マン 滞 へ 中 守 き て 店 0k 民 洋 


S エ my 中 ば 0W 机 所 1RV 失 湯 貴 肢 邊 党 
sy ご wt で 選 固 硬 革 YOS 半 (y 引 召 芝 涯 


昌 茶 碗 銘 充 長 次 郎 作 


いわ ず と 知れ た 利休 妥 蔵 の 共 碗 で 、 常 に 
座 且 に 還 い た と ころ か ら 、 大 天 の 左 石 に 
従う 売 の 銘 を 得 た と いう 。 生薬 は か せ た 
黒 み を 芝 び 、 所 々 掲 色 が か っ て いる 。 箱 
の 甲 の 「 か ぶろ 」 は 山田 宗 牧 の 筆 。 


( 品 S 芸 幸 


ー。 


邊 
ら 


作 
る 


計 記 光 記 や 屯 芝 


e 叶 さ きす 
宙 SYO で Sr の ' 近 Y 廿 計 と 党 放 半 党 


. 有 史 計 選び の SA 詳 S 藻 
sy ご SKY 


etA 革 きめ S は 民主 ご 寺 き き 選 > 半 S き 
1 いい 0I) ド 7 な し けい 


利休 作 画 唱 茶 和 
上 下 に 口 の ある 竹筒 に 納め られ て いる た 
め 、「 両 口 ]」 の 名 が ある 。 笛 の 上 下 に 木 
栓 と 利休 の 印 判 が ある 。 筆 筒 の 書付 は 5 
代 隊 流 彰 権 先 か ら 挽 め に か け て 、 利 休 
作ら し い 鋭 さ が 見 られ る 。 


バ 妖 燃 くつ つい らき 枢 呈 人 会 半 


し 
a 


「 虹 和 S 居 典 所 つ 『SS」 PyS」 w 和 を 
宏和 才 旦 念 加 ロ 4 で し 明る で て 必 つ 補 」 


SG 中 る 計 典 人 9NS る 昌紀 つ し 詩 
お < 所 過 思 KaP 払 ン つ レ ベ 油 征 シ 
人 に つ ^ SQ る 理 G 逐 守 8 く 
RC ENETCO7 5FYCor く 】 
ン 1 誠 避 朗々 お の る RS る か" 
導 GA0 唱 中 定 ぐ 団 ロ 弟 型 つ * 誠 
典 移 園 の し AS る ※ | 杏 史 叶 科 つ お 所 
8 志和 G 補 AO 上 中 多国 中 
軸 he 叶 人 く ぐ 狂 人 韻 WON6 つ 7 


「 RS 人 KJ の SNRS MS 守 農 各 汗 
和志 ロ 括 つ ね 所 |G 京 せ 天球 の 悦 守 
導く 肖 記 4 放 く いさ うに いて く 】 
党 BR お AG 守 揚 表 只 MKO 着 | 
AN や ne 選べ S | で Po4SSd6 つ 
に 

ね 証 悦 @ 避 Ne・ 家 ※ | 豆 
球 つ ” 貯 KS 愉 SNK 十 家 G 「 


作 JS 選 6 つつ? 


閑 萌 小 爆 


の 失 書 が 見 られ る 。 和紙 の 上 に 漆 を 塗り 重ね る 手法 を 一 
半 張 と いう 。 元 伯 宗 旦 は 、 初 代 一 義 に よる 手 張り 細工 
自身 の 茶の湯 と 相 通 し る も の を 見 出し 、 さ ま ざ ま な 茶道 


初代 飛来 一 閑 の 作 。 蓋 裏 に は 元 伯 宗 旦 の 判 、 底 に は 一 内 
具 を 作ら せ た 。 


1 つ は 、 徳 川 秀 


う 。 
元 伯 が 知 過 を 得 て いた 東 福 門 院 の 御 胡 肌 


= つ 葉 葵 紋 ) を 用 いた も の で 、 も う 1 つ は 細川 級 子 。 


と が わか る 。 別 箱 に 2 つの 仕 杉 が 浅 


(第 と 


この 茶 入 が 元 伯 宗 旦 の 好み 道具 で ある 


鞍 の ある 租 薬 が 胴 下部 まで 施さ きれ て いる 。4 代 洪 宗 左 忠 の 女 で あり 、 
よる 箱 書 か ら 、 


や や 細身 で 丸み を 常 び た 肩 を 持つ 優美 な 次 の 肩 街 茶 人 で 、 


6 


元 伯 好 宇治 焼 茶 和信 
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EE 


/ 区 4N 


「8 家 守 合 ( ぐ 中 地 休 揚 さ 
権 館 め つじ 年 人 全 笠 誠 つつ 補 」 


計 農 称 吾 の し 選 二 つつ 8 公 で 机上 思 人 
も ゃ 和英 KouKsdKB は mW や 
MENS だ IS に RE 上 さ ドニ いさ を = に = 由 ) 
6 つ 85 月 S 宮 公 ぐ 叶 S0260KShwse 
ntnBe 6 交 。 NHNK 寄 と % 
に 人 ば に 上 本 YEP く に 

ヨロ 4 選 護 活 吐 計 選 Q 還 計り 
つも 慌 HKG 某 詩作 建 半 OM6 つ 人 
で: ここ や 3 て ぶつ ベ ) 
和 時 肖 終 旦 ? 喝 天 肖 中 どく 潜 三 編 舞 
8 JG 終 墨 や 48 介 渦 の 6 つ 7 局 
EE り さこ 


に: ニコ ンー の コマ うこ 

志 3NKR は Bt で し じ 宇 お は だ で で ポ 狂 
貴 G10" 叶 六 時 Js の 富夫 忌 e を 
写 墨 節 YS=hep" 中 活 三 告 GIIK 宮 
KG 中 守 生 SO 代 守 本 や p" 記 
角 王 " ” 年 友 ぐ 泡 や し 症 
人 や 刺 拉 評 弄 ぐ 還 ち ゃ " 

CI( ニ に こい り た つと し 。 
偽 KNte 二 SN 記 の 人 S 妖 天 
で を 振ら で ぎし 斑 式 @ 慰 > 
339 者 0 名 お 「 叶 共 団 物 ] 知 窒 つ ビ 
6" 


ょ た ひつ ペット イッ 


- 行 「 終 日 行 不動 一歩 」 


元 伯 筆 


利休 の わび 茶 を 守り 伝え よう と する 元 伯 宗 旦 の 描 


碗 ノン コウ 作 


日 統 茶 


和 


紀州 徳川 家 初代 、 徳 川 頼 家 ( 南 普 公 ) に お 茶 を 献じ る た め に 、 稀 代 の 


名 手 と し て 知ら れる ノン コウ 
州 徳川 家 の 家紋 で ある 


る ぎ な い 信念 が 伝わっ て くる よう な 、 非 常に 力 強 
い 筆致 の 一 行書 で ある 。 そ の 書き ぶり 、 文 言 に 、 


る 。 脇 に は 元 伯 宗 旦 の 別 号 で ある 「 喘 斎 」 の 署名 


自身 の 信じ る 茶の湯 を 貫い た 茶 風 が よく 表れ て い 
と 印 が 押さ れ て いる 。 


に 1 つ 、 外 側 に 2 つ 描 か れ た 白 業 


こと 業 家 3 代 道人 に 作ら せ た 茶 碗 。 紀 


葉 葵 が 内 側 


で ある 。 高 台 と 周辺 は 、 租 薬 が か か ら な い 土 見 で ある 。 口 造り の 正 


面 を く ほ ませ て いる 点 も 特徴 的 。 
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KKG 英 ぐ 選 味 会 江 


会 玉里 慌 陳 宗 


0 区 < 


4 等 hNNa 細 を 
MP 中 ne の 疫 宮 やく 記 名 


で で レン の で ヤン 


等 ど きせ に し" o 記 浪 畠 G 寺 部 民 葵 
ー 代 護 G 宮 ke 総 は 80 ね お宮 
べ 公 族 丸 S 層 SS 嘆 2hOSS6 つ " 
ES で まう oc マル ベル ンク 凍 
ル 宮 學 0 李 徐 下 べ ぬ 記 区 の つじ 選 
マン NREr く SAKetm 9? 弓 或 8 る し っ の 7 
選べ ぐ 波 刺 介 字 忠 は 7 る SN 衝 茶 、 
opG 佑 お も ンー 所 所 人 党 多 eK 
里 祥 皿 f6fepY 所 畠 8MA つ お 所 
ぼり 揚 0 RSO 妖 で 民 思 生生 ぐ 
選 望 計 況 症 G 法 慌 拘 選 選 但し 6 つ お ? 
「 弓 て 畠 ぐ べ 守谷 コン 層 史 し る ke 人 愉 
劉 DNeS 生 7 政 中 G 鷲 会 二 電 記 ジン 中 
疾 ら ぐ 格 涯 ” 作 IRBrtne 由 更 ら ぐ 終 理 
篤 剖 ポン yoneGyo り 完全 じゃ 」 
毛 々 括 倒 の くら 項目 愉 ve8m ら 
作 EoIRR で SeeY に 記 知 府 
品 思 G 長 や 医 ロ 守 「 審 因 つ 」 RG ぐ 


vu の 


着 麗 栄 謀 品 考 [SS 全 中 S 1 


Mewe つ Q 


遇 人 細 圭 「 遷 」 倒 和 Tao 所 8 つの お ? 


で 


二 作 定 4Q 到 炎 
叶 ポ ン E 全 し 
っ 。 羽 避 @ お 。 
まま て 信 錠 人 
志 | 計 人 下 全 
。 3883 
1 冠 時 
由 祭 人 業 呈 59 ミ S 
っ ) 
て ーー 守 近 名 光村 業 
コー> 和 S 條 も s ン 写 
記 己 琶 湯 G ふ 宮 @ 操 つ 


人 ニ タク ル (に 二 


「 室 美 運 と 如 2 で 人 る で 
N 巡 相 害 有人 で 1 下っ や 
員 窒 昌 之 や 答志 つつ 


定 部 縮 せ 巡 


太っ 畠 せ ^ 妖 当 oxOQ ペ 乱舞) 
肖 和 KG の 加 で り 唱 鶴 つ る 味 ぐ 人 に 
に て YO に リ だこ ハメ コマ た うこ 
SS 炉 々 導 G 侍 記 公 心地 間 0 年 計 人 
写 べ 生け 巡 G 座 ベロ お 腫 評 G | 親 
人 誠 5 つね 7 選 G 加 功 宮 吉 国選 
る ※G つ K 宮 つつ 公 公民 所 つる 
の に SSYES い Eo) 
や 坪 つ 手 お "べく 腕 会 仙 守 じ Oke 丁 全 
ざ つ し や 衝 穫 知 宣 介 つ Re 和 eS し 届 
迷 6 夕 或 物 半 民 つ "定着 的 宙 


っ や し 


に SS 


- 和 が Je の る シュ 


ーー 


ンー ノ 


年 人 移 G 叶 ヤ 」 


上 十 聴 6 妖 陵 人 Ke46AJ” 定 半 奄 
% 幼 ン 補 や 6 つ お 7 

紀 落 人 8 2 し パパ 人 RG 室 束 2、 
を バ 冶 、 当 党 代 SAOtT い BASE 財 
ooSG 宮 2 の 冠 守 ” 革 ど 的 志和 拓 人 
詞 ぐ SNeyoS 公 Q 定 半 天谷 @ 明 る 案 
局 22G” 土 さ ン 人 dtY 
「RS 巡 ぐ 手 己 和 名 ン 肖 組 つ 尋 染 く 
りり 昼 N ボ G 虹 宮 の 記 ey くし る 6 生 " 
届 選 の 涯 雪 史 室 守 人 刺 呈 人 や 苗 ぐ 計 0 
RS 天 束 9 の 濁る 6)」 


モン た (まい 


街 和 南 や 、 弟 で あり 裏 千 家 今 日 庵 S 代 


を 継い だ 一 燈 宗 室 、 高 弟 の 川上 不 白 と 相談 し な が ら 七 事 式 を 定め 


て が くそ うえ ん 
宗 


な か で も 「 花 月 」 の 制定 に 最も 心 を 砕い た と され る 。 花 と 月 
5 人 で か わる が わる 点 前 と 客 を 行う 生 古 で ある 。 掛 
物 の 脇 に は 「 与 太郎 へ ] と あり 、 後 調 嘩 号 斎 に 書き 与え た も の で 


ある こと が わか る 。「 花 は 主 方 、 月 は 客 方 ] と 書か れ て いる 。 


加 心 斎 筆 人 月 の 文字 
知 心 斎 は 、 大 舘 寺 の 無 学 2 


た 。 
の 札 を 用 い 、 
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員 川 人 k 央 


間 


天然 忌 竹 台 子 一 つ 人 り 

如 心 斎 が 考 委 し た 竹 右 子 ー つ 飾り で 、 天然 忌 で は 
この し つら いで 日 汗 が 行わ れる 。 珠 光 好 み の 属 の 
高い 竹 友 子 の 中 央 に は 、 江 党 好 み の 唐 人 屋 風 風 如 
と 如 京 好み の 累 褒 富士 短 を 振 え る 。 中 置 の よう 
に 風炉 を 中 央 に 置い た 飾り で ある 。 現代 で は 天然 
の 頃 は まだ 残 遇 も 厳し い が 、 虚 越し の 旗 の 緑 が 
目 に も 爽やか だ 。 


導 況 っ ず 取 一 な 着 え 
9 半そで 人 計 を 
か に で 困 そ 入 々 ` く < く 意 
が も も 難 の 放 導 境 味 
を 小 仁 半 ら の み 加 も 
ま カカ 和朗 た 折 屋 は し あぁ 
ます 上 代 面 い 代 比 ま っ 
っ 生 貞 析 本 記 計 
こり し お 本 は (まま 
と いた い ぃ の 軸 厳 慢 
が さ “て 伝 洋 格 斎 
好 ら こも 統 の な な 好 
る の が 生 も 人 み 
地 よ の 克 活 の 頂 の 
軸 な に > さよ 
ちの 所 たれ が た だ は 
避 斎 好 大 台 が 原島 條 箱 
避 斎 好 富士 裾野 産山 蘭 荷 香合 


信箱 は 奈良 、 三 重 の 県 境 に 位置 する 大 台 が 
原 に 自生 する 食 の 木 の 持 ち 味 を 生か し て 作 
られ た 。 1930 年 、 宗 哲 作 。 香 合 は 、 富士 
裾野 で と っ た 山 京 どう の つる を 輪切り に し 、 
拉 深 で 仕上 げた 。 甲 に 張っ た 小 あ じき さい も 
富士 山 に あっ た も の 。 蓋 裏 に は 銀 の 高 訂 絵 
で 富士 山 が 描か れ て いる 。 素朴 に 見 えな が 
ら も 、 細 部 まで 美意識 が 行き 届い た 埋 斎 好 
み ら し い 香 合 。1931 年 、 宗 哲 作 。 


に 半 さ em 


垂 


世 事 賠 嘆 Si は cN 翌 若く 


> 全 


泡 計 WY 語 束 り kNS の 替 ③ 深 


提 ③ 恐 に 


OS ご 多き 肘 な 束 


高 民 交 きみ 


立 0 引 (Y 宙 きき 吾 W の の 電 コ S 計 民 


oy て 衝 き 選 古 泥 天 S 


| 


cy ご 時 さと: ラ 況 仙 史 氷 


の 湊 .0M 


湯 


民 可 隊員 各々 課 計 マ 義 枕 ビ 4 


cert 回 計 王 き 


本 湊 ば ひ 症 詩 話 記 


入村 葬 沼 流 本 
吉 


球 束 
> や へ 党 正 王 S 2 ペケ 央 圭 芝 叶 


トキ 呈す 込 ど ざ 飼 弄 倍 和光 


三 - 
に > 


> 


こ 
ン 
ィ 


な で へ 人 党 除 S 司 問 潜 下 


へ 革 S 北 噂 さき 壮 万 e 上 番 衣 」 


條 々 斎 作 

六 本 人 茶 本 

(か ら 、 綱 敷 大 満 宮 の 梅 
細 決 ぎの 計 、 宮 嶋 の 桜 、 

玉 密 府 天満 党 の 楠 、、。。、」 
後楽 周 の 村 、 補 佐 神宮 の 草 ) 


旅先 より 持ち 帰っ た 6 種 の 木 


か ら 前 っ た 茶 本 。 そ れ ぞ れ の 
木 の 風 合い を 生か し た 姿 形 に 
面白 み が 感 じ ら れる 。 村 先 の 


| 裏 に 近 で 木材 の 直 書 が ある 。 


六角 に 真 前 り きれ た 大 ぶり の 


「 筒 に 繝 め ら れ て お り 、 虚 に は 隅 
」 居 判 が 認め られ る 。 箱 は 一 財 」 


張 で 張り 込ま れ た 快 葉 は 、 利 


」 作 に る 絹 の 深い 負 党 近く の 
千代 松原 より 持ち 帰っ た も の 』 


凌 ら 琴 避 


詩 衣 光 び き 史 交 wrrrr て 選 
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メッ と 
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に コ 
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じ 
還 
うぅ 
か 
に 


る 
し 
馬 
に 
と 
が 
で 
き 
る 
の 
で 
は 
な 
い 


人 い 党 党 ご す せき きき 党 才 rrSY 
所 世 寺 。 尋 0W 呈 糸 登 便 きる 息 忠 
て H 喜 芝生 で 帯 、] 
Ke に 1hJeIrxe 
高 QNr 放 Gy っ 汽 の 津本 計る 叶 
. 光 束 Rkvrryy 蛋 及 徹 送 S 許 謀 江 
ぶさ す ざ 叶 史 , 和 S か さき ざ ママ Rem へ 
違 S み 層 党 る 人 局 さ て (r 受 時 rt ご 
党 へ 光 き すず 中 汽 届き ま 味 用 廿 習 
。 ば 帰 没 港 RSK つ S 汰 党 
て す ky 古 沙 放 で 召 . 六 駅 生 際 
S 尊 藻 yenerEE 息 ROD 妥 本 半 直 光 
と 宗田 許 宛 行 の ーー.RNW 
玉 四 室 足 古 再 の ょ で ビー ご 銘 調 呈 怖 き 
況 二 決定 用 革 曲 . へ ん ひ か 箇 ご 浄 上洛 
rtS(r er ご 貫 避 人 生 民 SS 石 滞 避 選 
究 半 軸 潜 . 交 S 選 紹 き 洛 演 泊 叶 党 | | 避 
ocY ご 衝 ざ ardrRten 当 や 党 避 若 ③ 
「 二 言及 取 ] さと 民団 科 溢 才 池 
はっと :2C 計 で に 1 ペパー ニコ 


「 つ を で いな うべ て で 石 Y 共 
放 YS 激 沖 滞 源 ③ い 
工 源 」 


な かい いい 人 NNW 


っ 中 
と ツェ へ ペーー 


デ 
ン 


即 中 斎 好 誰が 補 理 款 哲 作 
(希有 秋冬) 

礁 な る 芋 や か さと 、 施さ れ た 種々 の 技 
法 か ら 、 還 中 好 み の 代表 の 一 つと さき 
れる 。 写真 手前 か ら 了 順 に 、. 看 、 夏 、 秋 、 
科 。 看 と 秋 は 1937 年 に 作ら れ 、 一 双 
と し て 好ま れ で いる 。 四 音 の 逝去 直 
前 に を が で き 上 が り 、 夏 は 没後 に 完成 
春秋 は 黒 大 楽 に 元 入 小 袖 の 衣装 を 描き 、 
その 模様 で 季節 を 表現 し て いる 。 春 は 
色 漆 で 桜 や 燕 を 、 は 金地 に 他 麻 で 首 
と 落 が 描か れ で いる 。 夏 は 平 案 、 冬 は 
潮吹 。 また 、 春 の 内 側 は 朱 金 、 秋 の 内 
側 は 銀 光 と 、 立 を 開け た と き に も 芋 や 
か さ を 感 じき せる 心 道 い が あ る 。 


征 燃 十 蟹 の つや 0T 家 区 2 ぐ 、 


RG 守っ 2SGG 窒 りく 公 や 計る 入 
定 条 人 「 人 十 家 」 の) 写 紅 や xe マ ャ し や" 
恨 肖 [狂人 ] の 守 8SSKe 胃 べ く 人 只 
し 人 KIR し 4 の り G 字 直史 末 る he" 
人 K 十 家 如 胃 富 mheS ※ 諸 漁民 
( 十 司 品 ・ 肉 球 旦 )^ 回 韓 在 記 ( 夫 
量 )* 窟 栄 1 堅 (] 散 志 講 )* 十 握 
慌 寺 ( 慰 旦 )” 王 生 0K 叫 ( 雇 圭 )” 己 臣 


Si ( 受 ・ 紀 中 恒 ) 艇 生 寺 記 ( 
志 詩 )* 大 中 ( 拉 旦 )* 三 移 


週 (2G 量 )^ 
S 弓 くも ゃ ? 
Est Nm に い コ 


選好 定 民 (天球 量 ) 


吉 避 人 人 ※G 呈 皇室 へ SS 圭 
伝 球 St や " 各 王 富 ぐ 羽 泥 齋 因 つ レ 
似 RG 福 王 を 写 下 沿っ” 因 % 
鼓 ら 削 や うし SSSK し 8 宮 
6 名 球 叙 定 ペレ タン ぐ し ゃ " 

に つい に て KCN や っ こぶ い 】 
弄 和 pe 央 お も ツン 定 科 四 HG 宝 齋 
どり UK 縮 ン ぐ の ” 砥 飼 GS 
時 雪 ゃ ? 赴き 江 ぐ 民 罰 全 べ 計 宗 ko り 
人 S ン 膨 る 選定 思 詞 を 詠 叶 注 
宮井 弓 YAve も 4QG 宮 型 赴 千 
意 寺 me" りり 殆 四 作 ぐう る 
2e シ つき ん で? 


斎 好 菊 御 紋 話 絵 寸 切 茶器 宗 哲 作 各 妙 斎 好 計 狂 日 月 水 指 ] 
平成 の 御大 典 を 記念 し て 作ら れ た 。 甲 に は 朱 と 金 で 鮮やか な 消 有 衛門 作 | 
第 の 生 給 が 施さ れ 、 格 調 高い 意匠 で ある 。 内 全 は 真 塗 で 革 裏 。 仁 清 の 水 指 の 意匠 を 棋 し て 作ら れ た 。 上 面 の 南 鍵 部 分 を 月 に 、 

に 面 妙 斉 の 花押 が ある 。12 代 中 村 宗 白 作 。12 代 宗 攻 は 女性 身 の 内 側 の 金 を 日 に 見 立て られ て いる 。 すっ きり と し た 倍 ま 

と し て 初め て 家 元 に 出仕 し た 。 い に 、 新しき が 感じ られ る 。16 代 大 本 消 右 衛門 作 。 


mn の 六 2 べき 可 rv 


S へ 選 へ で 仙 忌 凌 可 S べ 中 次 宛 ぶ 人 故 」 


S 対 下 深 .)1S ふ ーー すさ さる SC 江 明 


PT 


面 妙 斎 千 宗 是 
(じみ ょ うき い 
せん ・ そ うた ん ) 

表 千 家 14 代 家 元 。1938 年 、 
13 代 即 中 斎 の 長男 と し て 
生ま れる 。1967 年 に 大 徳 
ぎの 方 谷 肖 老師 より 斎 号 
aa ! を 授かり 宗 員 と な る 。1979 
年 に 即 中 斎 が 逝去 、 翌 80 年 


間 ? 上 リ 交 区 選 時 息 大 業 内 上 2 月 28 日 に 14 代 家 元 を 柚 名 。 
( 仙 和紙 に 漆 を 塗り 重ね た 一 閑 張 の 大 束 で 、 金 固 絵 で 唐松 が バラ 1990 年 に は 利 体 400 年 忌 を 
南 鐘 の 胴 に 彫り 込ま れ た 披 梅 が 光 の 加 滅 で 浮か び 上 が る 様 が ンス よく 配 さ きれ て いる 。 内 側 は 朱 塗 の 上 に 金 砂子 が 中 られ て 迎え 、 法要 を 営み 追善 の 茶 
な ん と も 優美 。 金 も の 師 中 川 肖 益 に よっ て 作ら れ 、 平 成 2(1990) いる 。 16 代 飛来 一 閑 作 。 16 代 は 平成 10(1998) 年 に 一 閑 を 柚 名 、 事 を 健 し た 。2018 年 より 、 
年 、 利 休 400 回 忌 の 際 に 好ま れ た 。11 代 中 川 浮 益 作 。 隠居 名 の 宗 旦 を 名 乗る 。 
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コ 吉 部 藻 S 惑 京 。< か 性 落 
み 仙 江 如 半 万 底 堆 人 境 S さ 王宮 尽誠 叶 」 


「 ト つなご べ 兆 衣 生 ル HS き なの キキ る W 般 
ーー 


民 千 や て す で し 


猪 有 音 手 造 黒 花 入 合 花 月 吉 左 衛門 焼 
猪 有 音 が 手造り し 、 茶碗 師 16 代 業 吉 だ 衛門 に よっ て 焼成 きれ 
た 花 入 で 、 能 の 演目 より 「 花 月 ] と 命 銘 され た 。 柔らか な 趣 
の ある 姿 の 黒 染 持 花 和信 。 当代 吉 左 衛門 は 令 和 元 (2019) 年 に 
16 代 を 届 名 、15 代 は 隠 大 し て 直入 を 名 乗る 。 


TI 


獲 有 斎 好 掛 切 松 喰 往 
半 刀 郎 造 


全面 に 施さ れ た 金 の 波 の 上 を 、 暑 装 も の 鶴 が 松 を くわ えて 羽 


ば た いて いる 吉祥 の 意 に 溢れ た 茶碗 。 数 筋 か か っ た 艇 薬 の 緑 


が 清々 し く 引 き 締まっ た 印象 を 与え る 。17 代 永 業 凌 五郎 造 。 


猪 有 斎 作 共 筒 茶 和 

銘 松 声 正 玄 下 削 

細 名 し た 際 に 削ら れ た 茶 桂 。「 松 声 ]」 と は 松の木 に 風 が 吹い 
て 鳴る 音 の こと で ある 。 14 代 は 平成 26(2014) 年 に 正 玄 を 興 名 、 
現在 に 至る 。 


和 元 (2019) 年 に 開か れ た 筐 名 記念 の 好み 物 展 の テー マ 「 松 骸 
瑞 祥 」 に ちな ん だ お めで た い 意 匠 。13 代 土田 半四郎 作 。 


必 寺 可 確 


| 0Wz 


松浪 さ rS 人 6 
AR 


ピン 


の この / 
> マン 


ンド 
レレ ナグ 
ーーー クン を 


e 
の 本 
2 
の ろ 


「 較 CUS4 胡 @ 憶 半 G つ WWD 無 和恵) 相 
やじ っ ぷ 8 っ 展 m レ ? 1JG 球 虹 に 人 ト ) 
で で ロ 叶 ン 押 N 宙 も へ 陸 先 MekJJ 公 し 0 
ぃ HB80 じ っ る PRG し 本 つ っ し セ ? J 
で せ 暗 人 公 和 8 選 B8 っ he KIDSHEG 
陣 」 公 ぐ 帳 国 宙 中 選 綴 本 選 三 無 N 再 
SG 人 SS” Oo 時 の mm 部 埋 琶 
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「10G 9IN 還 し 98 親 公 語 李 りつ し っ 届 っ 
で Se 枯 つ で 人 ト J 記 ン 還 居 
尋 っ うり っ いや の SS0 公 HH6 で 玉 害 生じ p" 
宮 R せ 役人 SvoS で レー。 ツ つい 
ペギー2AW 冊 多才 つ 過 7 『 間 析 的 環状]1G 
ペ 窟 そ 国 誰 ” QooO 財 Im” 圧 屋 叶 " 


「 宗 HHR や DK 招 な 記し も 只 窪 し の 硬 セ ょ J 
)S に し WO? 馬橋 "NENo4HR お 久 
MeGy” yp いっ し ? 王 穫 つ 公 内 
Go ぐ wi2J′ 民 殆 で Me 人 窒 席 可 据 ぐも 
くじ や っ 9 セ 」" MERWNHH 全 絡 閣 ト 
較 ]G 答 器 民 覆 ” QOー の 時 の 中 龍 埋 半 " 


蟹 べ S 首 各 
ーーーーー か 補 療 習 還 節 


| マミ hne の 8 と 知り 年 つ し 7” 邊 
Jp 
ペー ペー)ーOmW さ = まま 4 で らい とこ 
pxeaJ0” GS 王 PO 二 る 6 つ お ? 
間宮 攻守 計 ロ 注 ※ 室 虹 り 党 坪 補 吾 に 
に だ さ : 


に ン 語 コ maー 


全 ー ロ ペ ら ” 軍 富 選 還 まけ 


室 笠寺 公 当り 6 三 ビ つる " [ 完 
碁 』 や ぐ ( 頑 竹 本 基 ) G 計 し 悪 仙 十 
引 加 提 沈 OK りう 総論 、 叙 層 h6tQn 
ざ つ し る お ぐし ゃ 介 WM 宗 全 ERJS で ピ 
つが 0 お ぐし か? 更 D 人 完全 の 送 つ 
8 人 SS6 つ 尺 策 MS ペ ゴ 部 称 識 で 
ぐ 3 で 肖 世 案 案 で レ つ か 会 の つ 
全う 、2) う 人心 近 SS 年 り つや? 

ぐ 選 6 守 S 案 下り G 天 守 G 宗 束 人 S 
7 ささ マル 。 く だ 学べ 

ー 和 Syn の 公理 載 宙 り 0 レ 
る we 悪し ” ぐ 洋 和室 来る 
56 け 活 評 補 有 称 疾 で で で ぐせ 栄 党 G 王 
※ 自 ” 麺 定 福 生 人 SS6 つ 丸和 光 慰 染 慰 
に くく) こと くだ くに の En 朗 多 6 
つや で ! ボボ し KO 呑 認 
ne 人 SS TS 本 肝 会 人 ぐ 補 会 ① り WW 
聞 WG 四 40g 宮 ン 要 0 お G も 8……? 説 
電 432oxQS 天下 そ 紐 束 / 寺 " 
迷 ヨ SS 測 民 W7 概 椅 K ふ NT 選 
宇 S 提 人 < く ” v つ しい 常 半 補 詞 医 氷 ぐ 8 守 
っ 2 人 おく RIKOG 外人 7 20G エ 会 
音 | くき もち Ne の ンジ 名 称 語 や NeT y 
民生 2 や 8 くく 所 や つね" 

づつ 会 つ "MS 会 SSR 部 補選 の 
つや で も つね 9 つの 8 る の る パ 6 写 
つの や 8 和信 お SPY 補 丸 補 7 に ン 
RSSN 久 OkeG で りつ 7 <hE4N8 
WS 宗 おり) 案 。 悪 で 思 宙 
0 おら 公 の つ 叶 6 補 -" 

の MO し る お 思社 疫 統 半 4《G 
索 法 「 稔 型 生 」 叙 王 当 ロ cY 閉 
電 呈 呈 和 we8 符 で 訪中 回 回 慰 さ 
「 ロ 0 用 QG 閣 暫し 皇 和 沖 呈 べ | マ 
の 庄 党 つじ < 富吉 症 疫 二 巡 亜 S 
る 信 J 定 半 つ ね JO 朱 ご 記 OR や 
ン S0 る 6 つ お 5 二 共 時 詩人 ロ 84K 款 回 


に 行わ 


に 撮影 し た 大 星 力 弥 を 演 
左下 ・ 早 替わり の 様子 。 


方 を 踏み 潰す 加古 川本 蔵 。 配信 の 前 日 ( 
稽古 の 様子 。「 九 段 用 は そもそも 早 替わり で や 
る 役 で は な い の で 、 押 台 と 違う 緊張 が あり まし た ] 


と 幸四郎 さん 。 左上 ・ 別 日 ( 


た 


右 ・2020 年 7 月 25 日 に 配信 され た 図 夢 歌 押 伎 「 忠 
臣 蔵 』 第 5 回 [九段 目 ・ 十 一 段 目 ] の 大 星 由良 之 助 。 


中 ・ 


れ 
じ る 染五郎 さん の 映像 。 


画 


つ 32oanQ ペ マロ 本 生 物 記 A0k@ JAJs の 7 
マー ニタ 
国 張 如 守 宏 " つや ーー し @ 委 補 も 8 1 
べし と 結 計 史 圭 K@ の る 心室 き 個 つ f6 つ お * 
037 半 示 補 SSS TS 痕 27 ぐ ぐ 
守 、 蝶 MEpk@0 容 時 る 。 呈 将 等 障 
選 作 選定 人 ネ 役人 の ペ 皇 豆 w7 
YouTube ふ と へ 償 全 で 認 詳 称 弄 人 つ 6 
つづ 5 MS 和光 芝 つき 人 | も 
63OT64S 宮 錯 生 の SNEG 守 、 史 居 相 


し る ee" 

下 閉 家 せき SYS 加 SS 宗 1 0 や も 
aONeJaJA ン 記 4pxG 物 窒 全 SU 
4 ER る 忌 Zoom 肛 で お 
EE こく 

M 宗 代 400 名和 や OS し 記 おら 案 
「 記 稀 工 ] じゃ " 鞭 旬 全 補 る ASZ 息 
いこ に コマ びく が うく と 3 半 に 導い 
せる 6 和 " 宣 油 史 避 決 表せ し ON6 月 4) 
令 SNe 如 本 つり 器 つ 6 つ お Nn 符 の 
Zoom 人 篤人 S0 パ ーー | OSRSX 改 ら 突 選 
つづ 記 81 で" 李 抄 の 宗 療 ら つ ^ ヘー 
の た で や 3、 で いっ 二 くく れ Y く 1 
記せ Jo の 呈 る うく ーー ミ シ つ り つ 全 づつ 
和束 梨 球 移 弘 つ し" か AN 知 抽 ら 計 染 
の RNNS る 誠 還 党 全会 人 NrG 倒 机 倒 
SS 所 恭 1 S 家 で 培 旬 常 結 じ wone 組 5) 
人 6 つ 9 人 ト 入 め 入 ヘー の YO 
ご 6 つ お 公 。 振 お 避 湯 誠 つ お び 常 電 補 
濁 団 、 は つい レー の 選 全 つの ご 叶 坦 ン 
室 人 SS | 玩 30 し 8 法 つ る 丸 寒 補 
> や ゃ " 

つ しり" 直久 SoRG 党 載 補 志和 皿 " 
帯 寺 弥 還 赴 ぐ ^ 宮 Q 避 呈 地 、 シ つ 尺 役 
ゞ 貴 寺 や 握 肖 志 KK ふ NN 生 字 マ レズ て 
移 0 し 豆 つり 黄 や っ の 尿 誰 人 生じ 6 や で " 評 
ToK ふ NaAJSRSGISKRS ろり) うろ 心 
器 党 つ お 往 ※ 中 守 G 表 肢 ” 慰 浴 到 品 引 
信人 部 工 補 笠 つね "MG 王 も "部 地 
ぐ SS 議 つ れつ 5 氏 染 康 溢 ぐ 
で 下 8 悪党 還 り ゃ " 赴 0 ウ 2 る レン 
AE と くに この りり いり すく) 
三 弥 国 oke り 4J 倒 じ 0AJESoQ6 つ 7 

半 畔 記 生 る 会 Ghe 半 る 会 he 各 
実 旨 軸 %% お の つり っ の 7 移 JOSkG 赴 理 
避 Rxe ダ ン 。 畠 串 つ レ る ン " 前 革 品濃 補 
八 づり つり し "MMm 訪 と 握 宣 井 つ れつ 9 
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「QOo の 叶 G 忌 毅 nv 際 統 由 つじ ら 叶 人 


で け 臣 〇 江 4nv よ 星団 福 銘 や や レ っ や Ro 
0 つ NT の 公 報 人 @ 語 ロ 禄 内 民 和 避 公 六 い Q 
JJ や し じじ 電 つる いひ 玉 し も 」"『 舞 時 由 」G 
寺本 寺野 QOー の 叶 ご mm 龍 戦 民 購 


に トス G 三 表 思 肝 り 次 
本 起こ で 全戸 つ お く 


! 


「 さ 回 mG『 絶 K 入 4⑩( 措 揚陸 抱 骨 中 )」 し せ 
柄 如 尽く 証 吉 *AY っ QS 込 そ へ き G 


昭 い じ っ 6 セ 7『 押 民 握 総 陣 WIG 過 * 
の この 時 oo 呈 普 農 立 団 


人 At や ノ LnL AA/ っ リ 
[ 投 換 端 昌 密 ] 編 つ に 


いい 


c IT 


Qoーeo 時 oo 記 還 所 三 宗 還 乏 穴 つ 
「 届 消 測 区 湊 「「 漠 時 由 」 ぐ 中 洗足 
AG 語順 くし 刺 慰 還 邊 人 0 
Q の ー の 叶 ら 上 玉 8 1 生音 六 人 OS 篤 朋 
攻 ・ 秀 宝 移 下 委 お 瑞生 会 短 名 | も 祝 
の = エニ トリー デア < 


間 KG も etm さ さこ コマ パパ トマ だ で 
傾 党 し つ ね 7 6 和 h4811 代 YO で 倒 環 うろ し る 
Ne 比 H 選 悪 寺下 国 Pne 訂 本 和 JE20 し 隊 
功 つ 4 の 9 る 6 つね 911KEO ペ 8 講 恒 
宗 尽 G 家 定 G 必 -J 居 季 民 0 る り つ 
レン 人 8026 つね" 上 悪 JO し 近藤 空 ペ 
GSG 足球 完 天 お く 受 写 マ 


で AN で f 人 人 T み As774 ク > t 
っ SS 立 rm (SS に | SU ダ リュ S) <⑯ ツ こつ で 《- つ けり 


WS 公介 逢 答 月 公 交 ンマ 受 人 く 
三昧 し せ 結 る JO の 衣 け Oo Na も 
ポレ ン や Oo や Pe QA) ぐし 、 
る な 人 履 全 人 S0 JAoa) 衣 5 写 路 
に がく いり SKY こ だ に 1o く ksr く AY く だ ココ 
セ 和 ご 登 W く せ で 利 居 宮 開け 必 和 と 
いし We 年 洗 や の る る 4、 会 他 緒 
年 心 講和 守り DES 協 会 NR 電 放つ る 
寺 知 06 つね 9 GS 年 = き 史 固 つ し (1 を 
ペル ご 愛人 0 で 全 江 幸人 ぐ 慌 嘩 移 計 NR 選 6 
つや 7? 宮 守 に べ ぐ 貯 県 ら S モ シセ 店 沈 
令 避 ツレ SQS し 8 人 る らし ゃ 人 甘 
oonm ン ロ ハ ト 守 移 天 0 じ 2) <) で 字 


二 pO お り る mW 二 そり > の 本 6 生じ 
(だ で 3 い ペー に に だ と くい くく 
も 詳 G 富 嘱 AU 培 民 つつ お ぐる る 公 党 
26 つ お 7 款 与 約 つ は へ で へ 8" 
芯 @ーー へ 電 半 必 泊 る 丸 劉 は つ ら うり 
SS 沿 の も 忌 い Sa06 つ お 7 る 
ES INY く こと 。 1 で こと EC 
に に バート りく だ 1 まく 】 
eK で 生生 べく ee 突 生 2 で 8 
ご 実 ぬ つる ぐし "MG 守 嘩 し Q 和 下 
eneG 條 室生 会 つ 全 ぐ お や] 
haeQS 宙 JA みい 宮 aO る 。 悦 還 か 
Ne 人 S” CS 填 る 公 mAGS 宗 因 堂 、 
塊 党 AD 滞る 注 当 租 の お ? y つ 
し 涯 早計 めで 案 中 倒 お お 包 常 菌 し の 
いこ こい tc 
ct よく で て ペー ニー トド と こす マナ こい と 


人 さ り 守 宮 倒 紀 つ ろり 人 尿 当 つ りり 7 
吉 べ 守 寺 和 所 SheG 会 心 会 や せ S 
マー の 届 会 ご 党 糞 補 伝 定 委 On0 り 9 
性 0 る つつ お "Mn る で 家 思 も 来 玲 源 
業 補 人 8 庫 る 丸 愉 お お りお 導 親 記 
つ 人 0 お りゃ 坪 む りり る 愉し 8 約 選 6 
や ペ も や つ 尺 全 ) 還 おら 串 問 選 つり ” 芝 
三 % で つり 党 絡 人 で 細 り ポ 圭 お し る 
補う < や 聞 央 ロ は を いし る お りう) 
伝 半球 補 0 仙 の 前例 中 る が 6 つ お 7 2 人選 
で 人 8 キキ KK て 委 宗 央 ける reS も し 叫 中 琶 人 
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品 る る 机 計 る 野 下 胡 
っ お. で 円 い て と さこ 皇 
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ly20 レ る や WM へ ゃ " 幸 SRS 実 下 境 
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人 で 人 S 全 0 ポ さ シン や お Sm……( 志 5 


〇 や へ に K 選 幸 人 0 で 人 生き 

に co で SYS す 5 よく くさ 
mAJopJNKG 四 0 本 る 2 の 0G 篤 補 和 
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刻 *kG YouTube り 会 物 球 丸 忌 損 る ねら つ 
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ー 代 尾部 筐 ポポ くべ SNw、 貞 ユー 


貞 泌 G 要 ※ 来 て リス ペ S 思 


hh ロホ 境 ロ 4 で " 腔 填 守 RSODS 革 況 倒 
計 坦 法 甘 堅 人 0Ne6 し ぐ 音 還 辻 人 0 ペ 忌 寺 吉 人 ORRO 人 S レ 0 お 
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1 [ 
第 三 部 [記章 に 藤屋 伊 左衛門 役 で 出演 。 染五郎 さん は 東京 ・ 国 立 劇場 。 mw 
「 傘 和 2 年 12 月 歌舞 伝 公 演 ] の 第 二 部 「 寺 の 石橋 」 に 獅子 の 精 役 で 出演 す - 


旧 罪 此 た つと な い 


4 欠 ルー の 魅 。」  。 


語族 一 を 思わ せる 色 に 訂 
令 放 ンド 。 精巧 な カッ ト が P 
容体 に 満ち る まぶし 
継が れ て ゆく べき 
ぐ 幅 た だ た め 息 が こ 
ぼれ ます 。 リン グ (Btx フ ァ ン シー グリ 
ー ニ ッシュ プルー ダイヤモンド 5.58ctx 
ど ダイ ヤ モ ン ド ) 5 億 1240 万 円 (参考 価 
格 ) プティ ファ ニー (ティ ファ ニー アン 

ドカ ン パ ニー・ ジ ャ パン メイ ンク) 
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本 で に 肖 

飲 還 に 8 引 び あぁ . に 杭 
春 取る き 抜 る に 研 す が あ 

わ れ の 出 き か 自 究 る し 詳 る 
住所 し 5 > 
ee AS プ 
は 2 2 拓 全 7 持 ろ っ 1 に 敵 ま 
編 加 天上 、\ も テッ タ 仙 $ き し ィ 

し 穫 際 を 郊 稀 そ モ ` 独 = ィ 値 い フ 7/ 
ょ 明 に | 施 還 ターン 世 自 | ヤ が ツア 人 
ぅ > 感 リ す を な ド 界 の の モ 高 ェ ニ 

co と ン 還 還 棚 旨 司 5 二丈 儲 ン ま 22 語 | 

美 グ と 還 央 雪 右 寺 記 語 2 上 意 ド り ス の タ 

貌 を が 限 を が 国学 と づつ っ ト 元 


胸 を 熱く させ る 、 フ ァ ン シー カラ ー の 甘 や か な 糧 め き 


時 に 無色 より も 稀少 と され る プル ー、 イ エロ ー、 ビ ンク の ダイ ヤ モ ン ド 。 メレ ー ダ イヤ 
モン ド で 囲ん だ 繊細 な デザ イン が セン ター スト ー ン の 存在 感 を 際立た せま す 。 リン グ 
上 (Prx フ ァ ン シー イン テン スプ ルー ダイ ヤ モ ン ド 0.52ctx ダ イヤ モン ド ) 4600 万 円 
中 (YGx イ エロ ー ダ イヤ モン ド 3.58ctx ダ イヤ モン ド ) 2090 万 円 下 (Ptx フ ァ ン シ 
ー イ ン テ ン スピ ンク ダイ ヤ モ ン ド 1.04ctx ダ イヤ モン ド ) 1 億 2420 万 円 (すべ て 参考 価 
格 ) す べ て ティ ファ ニー (ティ ファ ニー- ア ンド: カンパ ニー・ ジ ャ パン インク) 


天才 デザ イナ ー が 手がけ た 、 愛 らし くる 豪華 な 名 作 


ジェ ム ス ト ー ン の 上 で 羽 を 休め て いる の は 、 楽 園 に 棲む 鳥 。20 世 紀 を 代表 する アー ティ スト の 一 人 、 ジ ャ ン ・ シ ュ ラ 
ン パ バー ジェ の 併 作 の ひと つ で ある この プロ ー チ は 、 今 も 音 も 女性 た ちの 憧れ で す 。 [バー ド オン ア ロッ ク 」 プロ 
ー チ 左上 (YGxPtx モ ル ガ ナ イト 351.98ctx ダ イヤ モン ド x ビ ング ク サファイア) 980 万 円 右上 (YGxPtx ア クア マリ 
ン 59.06ctx ダ イヤ モン ド メ ビ ンク サフ ァ イ ア ) 1730 万 円 左下 (YGxPtx ル ベラ イト 49.82crtx ダ イヤ モン ド x ビ ン 
クサ ファ イア ) 1610 万 円 右 下 (YGxPtx< プ ルー キュ プリ アン エル バイ トト ル マ リ ン 48.23ct< ダ イヤ モン ド メ x ビ ンク 
サフ ァ イ ア ) 1670 万 円 (すべ て 参考 価格 ) すべ て ティ ファ ニー (ティ ファ ニー アン ド - カ ン パ ニー・ ジ ャ パン インク) 
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ジュ エル ポッ クス | 
スレ ッ ト (WGx プ ブ 
テイ ア 計 52.97ctx 


5NNSRS 


心 で い N ト リー りり で か 宮 べ や 
G 選 翌 型 公記 條 委 そ トー を トー 
心 で Kー の 凡 交 震 殿 。 家 公 
トー 惣 言 下手 つめ % つ 
FC 主 E い EE で めこ さ こり 
刈 さ ホー を AN・ AMINAK 
ー ム HG 定 拉 唐 " 給 地代 
SE や YEc つ に で ざく の 
ーー 氏 避 。 志 規 害 NG ポ 直 だ 
知 Snnsan 投 選 つ いつから 6 つ 
ポ ? 球 志 SG ホー ト トー ト で KK 中 
で へ へ SN で ホー ドー ホー ヒー・ へ 
NATHNop NTN ト 1 リーS 人 の 
も GA HKーーA 移 く て 人 
HH ユ ーー ロム 8 人 SWG 記 中 
諾 法 下 ン 法寺 で りら が や? 
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すべ て は 品質 へ の こだわ り と 社会 、 環 境 へ の 次 任 の も と に 


[ティ ファ ニー ダイ ヤ モ ン ド の 旅 」 を 公開 


2019 年 に 自社 で 使用 する ダイ ヤ モ ンド の 原産 地 情報 を 開示 する こと を 発表 し た ティ ファ ニー。 


2020 年 は その 調達 か ら 加工 、 製 作 履歴 な ど を 明らか に する こと で 、 さ ら な る 宝石 の 透明 性 を 約束 する 、 新た な ステ ー ジ へ と 向かい ます 。 


鉱山 か ら 世 界 中 の 国 や 人 々 の 手 を 渡り 、 テ ィ フ ァ ニ ー プル ー ボ ックス へ と 収め られ る まで 一 一 。 
ティ ファ ニー の 灯 か し き ダ イヤ モン ド に まつ わる ` ク ラフ トマ ンシップ ジャ ー ニ ー"” の 軌跡 を ご 紹介 し ます 。 


} 


iA ) 
カッ ト と 研磨 


ティ ファ ニー は 自社 の ダイ ヤ モ ンド 工房 を 世界 


ツ ワ ナ 、 ベ トナ ム 、 カ ン ボ ジア の 5 か 所 。 
ここ で ティ ファ ニー が 定め る 高 レ ベル か つ 専 門 
的 な カッ ト と 研磨 が ダイ ヤ モ ン ド に 施さ れ ま す 。 
工房 で 働く 職人 は 1500 人 以上 。 現地 で 採用 を 
行い 、 安全 か つ 衛 生 的 な 労働 環境 を 確保 する 
な ど 、 途 上 国 の 経済 発展 に も 貢献 し て いま す 。 


) 


準備 と 計画 

採掘 され た 原石 が 次 に た どる ステ ッ プ が 、 今 後 美 
し き ダ イヤ モン ドジ ュ エ リー に な る まで の "記録 " 
を 残す こと 。 ティ ファ ニー の た め に 調達 され た す 
べ て の 原石 は 、 ダ イヤ モン ド ビ ジ ネス の 世界 的 中 
枢 で ある ベル ギー の アン トワ ー ブ へ と 集め られ ま 
す 。 ここ で 、 そ れ ぞ れ の ダイ ヤ モ ン ド に 関す る 原産 
地 が 記録 と し て 残さ れ 、 サ イズ 、 カ ラー、 透 明度 、 
蛍光 性 に 応じ て 選別 され る こと と な り ま す 。 


トイ 国 ヾ 
次 任 あ る 調達 

ダイ ヤ モ ン ド に まつ わる 社会 問題 の ー つ 
が 、 原石 の 出自 に 関し て 。 ダイ ヤ モ ンド の 約 
65 一 75 生 を 原石 か ら 調達 する ティ ファ ニー 
は 、 か ね て か ら こ の 問題 に 取り 組ん で きま し 
た 。 ティ ファ ニー の ダイ ヤ モ ン ド が 採掘 され 
る の は 、 オ ー ス トラ リア 、 ボツ ワナ 、 カナ ダ 、 
ナミ ビア 、 ロシア 、 南ア フリ カ な どの 国々 。 紛 
争 地 域 か ら の 調達 は 禁止 され 、 信 頼 の お け 
る サプライ ヤー か ら 届 いた 原石 の み が テ ィ 
ファ ニー ダイ ヤ モ ン ド と な る の で す 。 


ティ ファ ニー 
ブルー ボッ クス へ 


長い 旅 を 終え た ダイ ヤ モ ン ド が 収め ら 
れる の が 、 象徴 的 な 「 テ ィ フ ァ ニ ー ブ 
ルー ボッ クス ]。 手 に する だ け で 心 が 
躍る よう な 美しい パッ ケー ジ で す が 、 ボ 
ックス や バッ グ に 使用 され る 紙 は 、FS 
C (森林 管理 協議 会 ) の 認証 を 取得 
し た 材料 や リサ イク ル な どの 環境 に 配 
慮 し た も の 。 輝 か し き ダイ ヤ モ ン ド を 包 
も 伝統 の ボッ クス に まで 、 実 は ティ ファ 
ニー の 理想 が 追求 され て いる の で す 。 


お 問い 合わ せ プ ティ ファ ニー・ ア ンド ・ カ ン バ ニ ー・ ジ ャ バン ・ イ ンク 


画 0120-488-712 wwwrtiffany.com 


セッ ティ ング 

ティ ファ ニー が ダイ ヤ モ ン ド を 最も 輝 か せ る 
た め に 追い 求め て きた の は 、 還 越し た セッ 
ティ ング 技術 。 ティファ ニー ダイ ヤ モ ン ド の 
セッ ティ ング は その ほとん ど が ニュ ー ヨ ー ク 
の 自社 工房 に て 行わ れ ま す 。 一 つ ー つ の ダ 
イヤ モン ド に 合わ せ て 爪 の バ パラ ンス な ど を 
調整 し 、 宝 石 の 輝き を 最大 限 に 引き 出す た 
め の セ ッ テ ィ ング が 施さ れ ま す 。 職人 の 芸 
術 的 な 感性 と 高 精度 の テク ニッ ク が 発揮 
され る ハイ ライ トシ ー ン で も あり ます 。 


人 


格付 け と 品質 管理 


Cm 


N ーー 
」 
表 
に 
事 
1 3 
1 
窟 
カッ ト お よび 研磨 を 施さ れ た ティ フ 
アニ ー ダイ ヤ モ ン ド が 次 に 送ら れる 


の は 、 各 国 に ある 鑑定 所 。 ア メリ カ 、 
カン ボ ジ ア 、 そ し て ベト ナム を 拠点 と 
する ティ ファ ニー 宝石 学研 究 所 の ネ 
ットワーク の も と 、 ダ イヤ モン ド の 鑑 
定 が 行わ れ ます 。 世界 を 巡っ た 後 、 
ダイ ヤ モ ンド は 最終 的 に ニュ ー ヨ ー 
ク へ と 集め られ 、 最 後 の 格 付け と 品 
質 検証 が 定め られ ます 。 


時 を 重ね る た びに 
美しく 幸せ に 


由 
\ の だ さる 


Belle 
BEAUTY OIL 


みず みず し い 潤 い の ヴ ェ ー ル で 守り 、 
艶 ! ハリ ! 輝く 肌 で 、 過 ご し まし ょ う 。 
Belle ピュー ティー オ イル (美容 オイ ル ) 48ml 


| ラベ ンダ ー、 ベ ル ガ モ ッ ト 和 精油 に よっ て や わら が な 芳香 を 与え て くれ ます 
Dr.PurcLab 


株 式 全社 ドク ター ピュ アラ ボ 大 0120-43-4807 52Wnma 


野 に 咲く 花々 の 可憐 き を 
幸福 の 輝き に 変え て 

匂 や か な ルビ ー と ダイ ヤ モ ン ド の 花 
綱 。 ネ ッ ク レ ス は デコ ル テ に 沿う 仕 
立て 。 イヤ リン グ は 左右 非対称 に 花 
が 連なり ます 。 「 フ ォ リ デ プレ ] 
ネッ クレ ス (WGxRGx ダ イヤ 
モン ド メ ル ビー) 3348 万 円 
イヤ リン グ (WGxRGx ダイ 

ヤ モ ン ド x ル ビー) 1224 万 
円 プ と も に ヴァ ン クリ 
ー フ アー ベル (ヴァ 
ン クリ ー フ アー ベル 
ル デス ク ) 


[ツァン クリ ー フ & ア ー ペ ベル] 卓越 し た 職人 技 が 叶え る 
っ 其 き HE ヾ か ン < 
を 紀 ? 
情 赤 あ ふれ る ボ エ テ ィ ッ ク な デザ イン 。 目 を 見 張ら せる 職人 た ちの 至芸 。 
届 指 の グラ ン メゾ ン 、「 ヴ ァ ン クリ ー フ & ア ー ペ ル | の ハイ ジュ エリ ー は 、 ま さ に 小さき な 芸 術 品 。 


色 宰 せる こと な 〈 咲 く 花々 や 優雅 な 妖精 た ち も が 、 世 代 を 超え て 、 深 い 感 動 を 呼び 起こ し ます 。 
近 叉 Fumio Shibaski(Donns) 切り 絵 制作 大橋 取材 文 / 本 則 恵 
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MM 
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rese 人 や 悦 下 


NN 


1 也 
に / ー ジ 
KN 


ルビ ー の 鮮烈 な 赤 が 映え る 
ミス テリ ー ャ ッ ト の 妙技 
爪 を 使わ ぶ 、 し か も 立体 的 に ジェ ム ス ト ー ン 
を 留め る 、 驚く べき ミス テリ ー セ ッ ト の 技 。 
絵画 を 思わ せる この 表現 を 可能 に し て いる 
の は マン ドー ル (黄金 の 手 ) と 呼ば れる 熱 
練 の 職人 た ち 。 左上 と 中 央 「 フ ォ レ 」 リン グ 
(WGxRGx ダ イヤ モン ド メ ル ビー) 各 2232 


円 すべ て ヴァ ン クリ ー フ アー ベル (ヴァ 
ン クリ ー フ アー ベル ル デス ク ) 


ささ row Fw 人 庄 


キツ は w 層 星 部 mw 滞 


題 @Sー エ kN 


葉 


確か な 造形 力 で 描き 出す 、 夢 幻 の 世界 


軽やか に 舞う 妖精 た ち 。 顔 の 部 分 は 大 粒 の ロー ズ カ ッ ト ダ イヤ モン ド 。 自 い 花 の イヤ リン グ は 摘み 取っ 
た ば か り の よう な 瑞 々 し さ で す 。 左上 「 フ ェ ジャ ン ゴ | タク リップ (WGxYGx ダ イヤ モン ド メ エ メラ ルド メ 
ビン クサ ファ イア メ ツ ァ ボ ライ ト ガ ーネット メ ミ ント ガー ネッ ト ) 2916 万 円 右上 「 フ ェ クロ シェ ッ ト ] クリ 
ッ プ (WGxYGX ダ イヤ モン ド メ エ メラ ルド メイ エロ ー サ ファ イア メ ツ ァ ボ ライ ト ガ ーネット ) 2604 万 円 
下 「 カ リフ ォ ル ニア エバ パー ラス ティ ング | イヤ リン グ (WGxPrx ダ イヤ モン ド x エ メラ ルド ) 2220 万 円 ( す 
べ て 参考 価格 ) すべ て ヴァ ン クリ ー フ & ア ー ベ ル (ヴァ ン クリ ー フ & ア ー ベ ル ル デス ク ) 
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息 を の む ほ ど に 華やか な 人 お 必 今 履き 1 ご し か 攻 用 て ヴ ツ さき デジ 目 
々 が と 市 良 ス 9 レビ だ た の 語 の ア ら ザ エ が 
極上 の プル ー サ ファ イア を る 人 と 3 タ 和 ペド 有 を っ の に イメ 
ロ トコ と の) ン 
LN 了 イイ こ 半 化 1 年 1 ア 1 を む ジ ? か の ト る 
き 立 て る の は 、 レー ス の 析 を 思わ ヨコ の サ る ぞ に 6 罰 9 線 NS 人 C 児 」 * 
せる ダイ ヤ モ ン ド の セッ ティ ング と ニ 多 回 4 見 “ は 。 名 よ 『 フ M ぎす 4 g 
ライ ン ー ト ラ 人 う 上 
RG の 24S2 「 デ リ ケ ー ト ラフ ] リ ま クラ > いな の き ほ ク 年 げ な 1 2 の と 美 
GOROG2 io す な の が ジ れ ど 》 代 ま 表 は ] に 戦 。 し 
ア 729ctx パ ゲッ トカ ッ ト ブ ルー サ に 由 も 1 較 に ・ 議 (に 3 タ ( 細 』 N 人 ス い 
ファ イア x ビ ンク ダイ ヤ モ ン ド メ ダ の 6 話 4 
イヤ モン ド ) 8880 万 (参考 価格) 身 な 7 気 は 生 。 で 


> 娘 一 


“ヴァ ン クリ ー フ & ア ー ベ ル (ヴァ 
ン クリ ー フ アー ベル ル デス ク ) 


布地 の よう に し な や か な 51 ま の 長 さ の ネッ 
クレ ス 。 チ タン の メッ シュ に マザー オプ バー 
ル を 施し 、 何 層 に も 重ね た ラッ カー に エア 
プラ シ で 吹き つけ て 着色 する こと で 、 法 間 
の 青空 を 表現 し て いま す 。 中 央 に は 吸い 
込ま れ そ うな 深い 青 の タ ン ザ ナイ ト が 。 

「 フ ネー トル シュ ー ル シエル 」 ネッ クレ ス 
(WGx チタ ン メ タン ザ ナ イ ト 35ctx ダ イヤ 
モン ド 計 32.45ctx マ ザー オプ パー ル メ x ラ 
ッ カ ー) 7863 万 6364 円 (参考 価格 ) プ プシ 
ユ ロ ン (プシ ュ ロ ン クラ イア ント サー ビス ) 


FENETRE 5UR (IEI 


唯一 無 二 の 発想 と クリ エイ ティ ビ テ ィ 


| 鐘 間 の 輝き に 
水 株 の 舘 を 授け て 


ハイ ジュ エリ ー の 聖地 、 ヴ ァ ン ドー ム 広 場 の メゾ ン の 中 で も 指折り の 老舗 、「 プ シュ ロン | 。 
歴史 ある ジュ エラ ー で あり な が ら 、 そ の クリ エー ショ ン は 驚 人 ほど モダ ン で 革新 的 で す 。 
最新 作 で は 、 上 質 な ジェ ム ス ト ー ン と ハイ テク ノロ ジー を 融合 させ て 
これ まで に な く (アー ティ ステ ィ ッ ク な 表現 を 
大 胆 か つ 優 雅 に 追 来 し て いま す 。 
撮影 ZFumio Shibasaki(Donna) 取材 - 文 < 本 間 恵 子 
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| ぐり @ ぐ 路 想 @ 婦 栄 和 を HG 明 恐 
ツ や つり 球 G 悪 信和 和 湯 つつ 凡 人 生 0RG や モ 」 


か adpy ssdeAmA ASS ホー AN ペー 人 A 還 必 へ 


St.39EESSN 

9 全 末 公 評 る ご へ ES 

0 時 人 る る KNSB 

で 探し 吐 導き 厨 り さ BSA 

ラ に ーー ー まき 肖 SS 

な う トド に 5 

所 Sye 秘 続き SESSK 

デア 1 DR 人 トド も を を ST 
に | ふぐ の 

SNTEXTEDSSS 

1 ド 

ー WNS ま せき aESS き で 

=ー 氏 へ 人 信 3 や KK 穫 選 


プ 


時 多 あ 世 守 いて 常 史 注 革 


叶 選 祝 


写 甘 N 生 避 mr 器 深 デー 


なー エ HiN」 
oNumNNNUS 看 慰 ぬ => 
な =: ペデ いい (ピコ 


Se 史 肝 大 規 す 水 下 7 補 計 甘 貞 


mew 連 ら 澤 


> 


な TU 和 な) 
し 尊 . 府 W 混 加 深 m な 溢 


の 2 お 


Na パー で NNNNLU」 


ー ご Hp へ > 避 池 SNneW 


【 つ とぶ ッ 呈 


に 


AMANTLEFNISSON 


身体 の 動き に つれ て 繊細 に 括 れ る タン 
ポポ の 綿毛 は 、 極 細 の チタ ン と ダイ ヤ モ 
ンド で 作ら れ て いま す 。 トレ ンプ ラン と 
呼ば れる アン ティ ー ク の 技法 を モダ ン 
に 進化 させ た 手腕 が 見 事 。 イヤ リン グ 
は 片方 が 風 に 吹か れる 綿毛 、 も う 片 方 
は 葉 の モチ ー フ に な っ て いま す 。 「 ア ヴ 
ァ ン ル フリ ソン |] プレス レッ ト (WGx 
チタ ン メ ダイ ヤ モ ン ド 計 12.06ct) 1818 
万 1818 円 イヤ リン グ (WGx チ タン ※ 
ダイ ヤ モ ン ド 計 9.21ct) 1572 万 7273 円 
(と も に 参考 価格 ) プ と も に プシ ュ ロ ン 
(プシ ュ ロ ン クラ イア ント サー ビス ) 
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栄 玲 SypGu や yo りつ ouMSeS や や 」 
方 *@ ふさ ー ミ ・ の TEA 

に で こ で だ DR い ざお や ツー ゴ 

民政 の 洋室 記 業 G 補 器 称 計 全 つ ^ 
コ リー3GSeG2NH エ ユー 

器 を 人 る" 窒 志 り 思う つ は 

雲 宝 つ 2 ジンガ / そっ 8 
wwStvSSuーKBQ ち SS 」 ーー 
TVG 零 」「 避 Se 絡 」 
「 還 人 wt6 ン 振 ロ | 「 容 寂 G 曲 据 」 
つや っ" 江 品 史 マーSop 調 "| 
に 3 も の いい DcU) 
震 ね 羽 G 軍 理 り 了 考 事 や ゃ り 


2 ーー コ 
ング 
*> デ 


ーー 


(ARENNEDE PWME 


[ウブ ロ ] 賀来 千香子 きん が 訪ね る 


_ 銀座 で 出合 う 
ング シン ョ ププ サ デ ソ 簿 / ナ 


華 和 な 手首 を アク ティ ブ に 
印象 づけ な が ら 、 

ひと 味 も ふた 味 も 違う ラグ ジュ アリ ー な 
存在 感 を 放つ 「 ウ ブロ | の タイ ム ピ ビー ス 。 
真 に 価値 ある 時 計 を 吉 知 し た 

大 人 の 女性 が 、 今 こそ 

手 に し た いと 注目 する コレ クシ ョ ン を 、 
女優 の 質 来 千 香子 さん が 
銀座 の 旗艦 店 で 

心 の (まで 堪能 し まし た 。 


ダイ ヤ モ ン ド を 配 し た ラウ ンド に 、 6 角形 
の パー ツ を 重ね た 立体 的 な べ ゼ ル や 、 

時 ・ 分 ・ 秒 を 示す ディ スク が 奏で る 幾何 
学 的 な ダイ ヤル ……。 時 を 告げ る 機能 美 
を 、 あ た か も モダ ン ア ー ト の よう に 芸術 的 
表現 へ と 昇 奉 さき せ た 新作 ウォ ッ チ 。 時 計 
「 ビ ピッグ ・ バ ン ワン クリ ッ ク サン プル ー ス 
チー ル グレ ー ダイ ヤ モ ン ド 」 (SSx ダ イヤ 
モン ド 、 ケ ー ス 径 39* ふ カー フラ バー ス 
トラ ッ ズ 自動 巻き 、 世 界 限 定 200 本 ) 
178 万 円 プ ウ プロ (LVMHI ウォ ッ チ ・ ジ ュ 
エリ ー ジ ャ パン ウブ ロ ) 


智 (人 物 ) 生 本 光 ( 静 物 ) 
スタ イリ ン 春 ( 人 物 ) 阿部 美恵 (静物 ) 
へ 7 蔵 (Iris) 取材 ・ 文 / 棒 澤 足 子 


2 212 


の が 
賀来 千香子 さん 
か く ・ ち か こ Q 〇 1982 年 、 テ 
レビ ドラ マリ 白き 牡丹 に 』 で 
女優 デビ ュー。 以後 、 テ レ 
ビ ド ラマ 、 舞 吾 、CM 等 で 
幅広 く 活躍 。 情報 番組 「 あ 
し た も 晴れ ! 人 生 レ シビ ヒ 』 
し 、 金曜 20 時 一 ) で は 
司会 務め る 。 12 月 13 日 か 
ら 主演 の 舞台 『 し あわ せ の 
伴 」 が 北海 道 を は じ め 全 
国 に て 巡演 予定 。 最 近 は 外 
シス タグ ラム も 投稿 中 。 
Wwwrinstagram.com/ 
chikako_kaku_official 


HUBLOT 


へ 呈 譜 還 注 半周 藩 」 


ot ペー た いふ 


銀座 に 誕生 し た 「 ウ プロ プティ ッ ク 
銀座 ] を 訪れ た 賀来 きん 。 「 ク ラ シ 
ッ ク . フ ュー ジョ ン ] の 白 を 着用 し 、 
「 ダ イヤ ル か ら ス トラ ッ プ まで 、 パ ー 
ル 感 の ある 白 が ノー ブル で すね 」 。 
手もと の 六 と し た 灯 き が 、 グレ ー と 
オフ ホワ イト の 透明 感 に 満ち た 装 
い に 、 ひ と つ 上 の エレ ガン ス を 約束 
し ます 。 時 計 「 ク ラシック ・ フ ュー ジ 
ョ ン パー ル ホ ワイ ト ダイ ヤ モ ンド ] 
(チタ ニウム メダ イヤ モン ド xMOP、 
ケー ス 径 33* ぃ 、 ア リ ゲ ー タ ーx ラ バ 
ー ス トラ ッ ズ プ 、 クォーツ 、 日 本 限定 ) 
9 万 円 プ ウ プロ (LVMH ウォ ッ チ ・ 
ジュ エリ ー ジ ャ パン ウブ プロ ) コー ト 
(ニッ ト ベ スト 付き ) 25 万 4000 円 
ポッ ウタ イ 付き カー ディ ガン 13 万 1000 
円 バッ グ 12 万 5000 円 プ す べ て 
ファ ビア ナ フ ィ リッ ピ ( ア オイ) イ 
ヤリ ング 88 万 円 リン グ 各 18 万 円 
すべ て サバ ー ス (サバ ー ス 銀座 ) 
パン ツン スタ イリ スト 私 物 


所 近く 


ATKTHANATIA 


弟 ( こ の さり 


「 ト ーー・RT・N リ コー 人 A (貴信 *9 樽 
を ト ぐ て 和 ト GS 二 G)」 HAN や ポー ロト 員 
N ト へ ホリ ー ミ GS 所 里 史 牙 主 や NTNn" 
「RTNH 生 で 公 和 へ 且 弄 ] 豆 8 務 似 羽 倒 和 
ら 得 物語 掌 宮 人 の 震 約 費 eW で お 中 
宮 誠 下 全 紅 全 つや "一 年 GA ロー ホーK 
ロ 80 AAKG 天 計 G 束 で 征 / 狂 吾 G き 
ATK か へ 人 倒 生 の の の 章 さめ ? 視 肖 紀 
で ロ の つい 愉 TNH 8 信じ で つつ 尊 人 で 


650668 祥 氏 で G 補 
門 史 選 り / 明 で 字 組 吉 吉 守 羽 公定 や や" 
「 り SS ポン で SG 浅 察 会 | 錯 避 東 〇 で 
YS で の SN 
ふ へ KSGK 疲 っ や 知生 皇 錯 記 表 ち 窒 G 
Se 静 空 全 TSKS UN で ター つが や で 
96 生 / 天 で GT つつ 史明 *Q” 大 時 親 
凌ぐ S 和 ト ま や へ 旬 商 つ ね 「N 必 へ ・ 
トリ ー 穫 へ | 移民 思 ち つや? 


ーGK 一 NANO 


「 タ ラシック ・ フ ュー ジョ ン 」 は プラ ンド の 代名詞 の ひと つ 。 力 強 さ を 港 え な が ら も 、 丸 み を 葵 び た 薄型 ケー ス 


や 適正 な バー イン デック ス に エレ ガン ト な ムー ド が 漂い ます 。 右 ・ 気 高く 骨 め く 白 の オー ラ を その 手 に 。「 ク ラ 
シッ ク : フ ュー ジョ ン パール ホワ イト ダイ ヤ モ ン ド 」 (チタ ニウム メダ イヤ モン ド xMIOP、 ケ ー ス 径 33* ぃ 、 アリ ゲー 
ター メラ バー スト ラッ プ 、 クォーツ 、 日 本 限定 ) 99 万 円 中 ・ ダ イヤ ル や スト ラッ プ 、 ケー ス の サイ ド に 配 し た ネ 


イ ビ ー が 聡明 な 印象 。「 ク ラシック ・ フ ュー ジョ ン チタ ニウム ディ ー プ ブル ー ダイ ヤ モ ン ド 」 (チタ ニウム x ダ イヤ 
モン ド 、 ケー ス 径 33* ゥ ゝ 、 アリ ゲー ター メラ バー スト ラッ プ 、 クォーツ 、 日 本 限定 )96 万 円 左 ・ サ ン レイ 仕上 げ , 


よる シャ ー プ な ダイ ヤル や ダー ク グ レー の スト ラッ プ が 装い を モー ド に プラ ッシュ アッ プ 。「 ク ラシック ・ フ ュー 
ジョ ン チタ ニウム レー シン ググ レー ダイ ヤ モ ンド 」 (チタ ニウム x ダ イヤ モン ド 、 ケ ー ス 径 33* ぃ 、 ア リ ゲ ー タ ー メ 
ラバ ー ス トラ ッ プ 、 ク ォ ー ツ ) 96 万 円 ご す べ て ウブ ロ (LVIMH ウォ ッ チ ・ ジ ュ エ リー ジャ バン ウブ ロ ) 


6 
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数 ある 時 計 の 中 で 賀来 さん の 視線 を 
真っ 先 に 吸い 寄せ た の は 、 ゴ ー ル ド と 
プル ー の 組み 合わ せ が 印 象 的 な 「 ビ ッ 
グ ・ バ ン ゴー ルド プル ー ダイ ヤ モ ン ド ]。 
ケー ス と スト ラッ プ の サイ ド の 色 を 揃え 、 
どこ か ら 見 て も 美しい 仕上 げに も 心 を 
動か され た よう で す 。 賀来 さん 着用 時 
計 は 右 ベ ー ジ 右 と 同じ 。 


3 


時 着 」 


E 0 


| 叶 み 旦 S③g 宮 へ 諸 
Sow 汗 び お 


グ 
グ 
9 
9 
9 が 
リ 
| 
7 と 】 
サ 
委 
ご 
で 


の 


ご 人 きき 感 フ 成 あ Ka す ひ ゆ な さ の 還 胃 

梓 所 め が ? 長 り 時 る と 濾 ま は 5 ニ 2 還 2 

介 の き 記 下 の 、 計 価 と 5 問 同 は 用? 

rm 4 し ま 憶 了 す 証 ま を 値 き ? で 士 ン ク 
か ら 着 想 し た ケー ス が 特徴 的 な [ピッグ バ ン 」 は 、 そ の 名 の ま ビ どす に ぁ る だ た 持 失 を と す の 2 衣 の 

と お り 追 力 の 休ま い 。 大 きめ の ケー ス が 手首 を 奉 者 に 見 せ 、 若 々 し く ア すね 刻 信 と ひつ を 人 過 武 o 千 も リ 2 
クティ ブ な 装い の 主役 に な り ます 。 ダイ ヤ モ ン ド が 糧 め く ペ ゼル に は プラ る U R 二 E 還 CN お 交 ぶ 1 障 
ンド の 画 文 字 を か た どっ た ビス が あし ら われ 、 計算 し 尽く され た ディ テー ジグ 折れ いん 5 て 内 楽 気 の 1 な に 
ル が 独創 的 な 美 を 放ち ます 。 ご 主人 の エス コー ト で 、 夫 筆 お 摘 い の 時 に 業 1 に 生 に こく が し に 計 語 軸 光 還 
計 を 楽し な の も 落 艇 で す 。 右 ・ 純 自 の ラバ ー ス トラ ッ プ と 2 重 に 緑 取 られ コ さき に 光 な と だ ら の 語 議 議 寺 2 
た ダイ ヤ モ ンド の 克 き が 、 冬 の スタ イル に 映え て 。「 ビ ッ グ ・ パ ン オー ル ホ ヶ ん うま は 自 虹 は は 、 暫 ゐ る タ が イ 
ワイ ト ダイ ヤ モ ンド マザー オプ パール] (SSx ダ イヤ モン ド xMOP、 ケー ン が り 語 信明 民 二 | の 
ス 径 38'、 ラバ ー ス トラ ッ プ 、 クォーツ 、 日 本 限定 )115 万 円 左 ・ シ ル ン で io bh 衣 
バー で 統一 きれ た 中 に 、 奥 行き の ある 光 が 洗 練 さ れ た 手もと を 約束 。 く 赤 び 叶 る ね の 時 "2 し 
「 ピ ッ グ バン モノ クロ ー ム スチ ー ル ダイ ヤ モ ン ド ]」 (SSx ダ イヤ モン ド 、 こわ に の の ら 天 一 、 計 | 合 放 全 な の 
ケー ス 径 38* ゝ 、 アリゲーターx ラ バー スト ラッ プ 、 クォーツ 、 日 本 限定 ) これ 心 高 シル れ 現 新 に 雅 て 謝 ぉ " た 
126 万 円 プ と も に ウブ ロ (LVMH ウォ ッ チ ・ ジ ュ エ リー ジャ パン ウブ ロ ) に だ と 掲 に た で し 装 が 科 5 の 
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角度 に * 証 基 | 

イィ 仕上 げ の タダ 

ル や ラグ 、 ス トラ ッ プ 則 謀 基 

シャ イニ ー な 光沢 感 

イム ビー ス 。「 女性 らし い ボ ウ を が 

し ら っ た フェ 

ド 感 漂う ビッ グフ ェ イ ス の 時 計 
じ さ せま すね 」 と 

賀来 さん 。 な バラ ンス が 、 

お 洒落 の 経験 値 を 高め て 

人 の 女性 の 隊 明 さ を 物 

す 。 時 計 は 右 べ 同じ 。 


に に そそ トー に リッ い すく ペー ベー トコ … も の 
多 主 お り 午 和己 ・ 王 球団 の 杉 計 つ お 「 か 人 
HTN ト TS へ 短 補 7 持 味 瑞 K 昌 腰 和 総 Q 外 
補 り 7 私 TnG 環 逢 「 ト ーー・RTN・NHー 入 
mA ( 品 代 Q 拉 字 を に て トト KG 暑 電 )」 会 法 
全く や 

四 昌 据 区 べく で お 福 党 計 電 由記 で 7「 革 
べ S 半 や る 史 揚 お や 誠 情 敵 m6 つ お | つ 
志 へ * や "「 並 寺 会 敵 ら 王 つ お へ 明 で や へ 
ゃ GRYKTNA で を NHG 世 破 濁 球 つ 
た 、 さ や \ こ こと この 9 ペー ジブ こ だ この や で く や うい 】 
丹 掌 全 玉 中 つ りら りつ 梓 で" 
ーー 誰 国 収 司 お ー 阜 り 表 つ いり" 
< の も ざく や で つう パ ュー ド 3 よー ゴ くに コ ニ 1 
本 HO 全 因 人 の 6 や 7 光 各 舞 GHAN 必 へ 
K 史 刀 *Q" 光 筐 キト っ ト 表 人 る 会 の” 
で SG 凌 寺 の BTS へ の 富夫 当 
ので りや? 密 守 錠 囚 ロ 々 SH 肖 
て AS 交 移 め 別 り つ 。 燥 GS 由 次 昌紀 
で いり 2Q り 会 の 「 田 選 G 並 圧 」 の 直 め で 
Q か Thn? 翌 澤 11STNNA テ GS 志 失 の 
SA9 ト ユー 人 生 ト で SN 所 ロン 約 


E 
O 
コ 
1 
うう 
トコ 


所 四 喘 事 沿 ぐ 
人 N ト で へ へ 公 
騰 天 り 間 さ 


人 玉 豆 ポ て や も る 到 忘 

FN Em 会 さ 0 

ます: まま 打 

トミ させ SRSG 貴 で oy 
も も ココ 感 ぶ 菩 
S1 し 人 K 連合 GA 本 SN 泊 K。 
まるまる まま 
控 4 さ 富 NK 僅 ・ 氏 えさ 虹 広 層 人 計 5 
也 交 共 区 泉 さ 1 友 に 。 旬 NM 
揚 」 る て 臣 ま 生 志 補 人 ロ 計 8 
コ 生 民 寂 攻 を る さ ビ 呈 SR: 圭 半 
人 SR 呈 6 や 生 NKS 如 名 必 受 名 
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お 問い 合わ せ /LVMH ウォ ッ チ ジ ュ エリ ー ジ ャ パン ウブ ロ 全 03(5635)7055 


カジ ュ テ アル な ニッ ト の 手 を た を 師 る 、 端 正 
な 顔立ち わ の レク タン ギュ ラー 型 ケ ー ス 。 
ダレ ー: ツ レイ ユー の 文字 融 と 、 そ れ を 彩る 
両 サ イド に 並ん だ ダイ ヤ モ ンド が 、 シッ ク 
な な か に 華やか さ を 醸 し 出し て 。 シ ンプ 
ル な スタ イル に 品 よく 大 人 の ラグ ジュ アリ 
ー を 演出 し ます 。 時 計 「Tweny-4」Ref 
4910/1200A(SSx ダ イヤ モン ケー ス 


どん な シー ン で 8 私 を 交 か せる 、 


美しき パー トナ ー 


[パテ ッ ク フィ リッ プ ] 名 作 「 Twenty*2"」 に 新作 登場 


現代 の 女性 に ふさ わし い タ イム ピー ス と し て 1999 年 に 誕生 し 、 
広く 愛さ れ て きた 名 作 「TNvenry-4 由 コレ クシ ョ ン 。 
今季 、 さ ら な る 進化 を 遂 、 よ り 魅 力 を 増し た 新作 が 誕生 し まし た 。 


撮影 長山 一 樹 S-142) スタ イリ ング / 伊 藤 美佐 希 へ アノ JUN GOTO( 太 田 事務 所 ) 
メイ クノ Tomohiro Muramarsu( 関 川 事務 所 ) モデ ルプ KASUMI 構成 ・ 文 / 土 橋 育 子 
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Qe 業 rrrw 層 一 ミ S 炒 単 
の rr 恨 深 の 滞 問 


知 的 な 女性 らし き を 映し 出す 、 プ ルー ツ 
レイ ユ の ラウ ンド 形 フ ェ イ ス 。 ス テン レス 
ステ ィ 本 ん の ベゼル に は 精 級 に 施 き れ た 
160 個 の ダイ ヤ モ ン ド が 燥 めき 、 凛 と し た 
舎 まい を 演出 し ます 。 清々 し い 軽 や か な 
表情 に 、 モ ダン な 美意識 を 感じ きせ て 。 
時 計 | Twenty-4」RcE7300/1200A(SS 
メダ イヤ モン ド 、 ケ ー ス 径 36* ぃ 、 自 動 巻 
き )291 万 円 イヤ リン ダ (WGx ダ イヤ モ 
ンド ) 120 万 円 プ も に パテ ッ ク フィ リッ プ 
(パテ ッ ク フリップ ジャ パン イン フォ メー 
ショ ン モ ンタ ー) ニッ ト 3 万 1000 円 プス 
ロー ン 眼鏡 3 万 6300 円 プ オ リバ パー ビー 
プル デズ (ルッ クス オ テ ィ カジ ャ パン ) 


品 決 WAYSNHS 革 功 
きら 尿 褒 rrew 意 下 き が: 葉 


ロー ズ ゴ ー ル ド x ダ イヤ モン ド が 横 めく べ 
ゼル に 、 高 度 な 技術 に よる 縦横 方 向 の 
サテ ン 仕 上 げ の シル バー 文字 軽 が 品 

く 喘 える タイ ム ピ ー ス 。 シ ャ ン パ ン ゴ ー ル ド 
の プラ ウス と 相まって 、 極 上 の エレ ガン ス 
を 醸し 出し て いま す 。 デイ リー か ら ド レス ア 
ッ プ シー ン ま で 幅広 い オ ケー ジョ ン で 笑 
曜 す る 、 品 よく 華やか な 一 本 で す 。 時計 
[Twenty-4Ref7300/1201(RGx ダ 
イヤ モン ド 、 ケ ー ス 筆 36*。、 自動 巻き ) 
630 万 円 イヤ リン ダ (RGx ダ イヤ モン 
ド )120 万 円 プ E も に パテ ッ ク フィ リッ プ 
(パパ テック フィ リップ ジャ パン インフ ォ メ ー 
ショ ン セ ンタ ー) プラ ウス 11 万 円 ミカ 
コ ナカ ムラ (ミカ コ ナカ メラ 南青山 サロ ン ) 


角形 な が ら 和 柔らか き を 常 び た 独 創 性 溢 
れる ケー ス が 、 手 優し く フ ィ ッ ト す る 
女性 らし い フ ォ ル ム 。 シャ ー プ な よう で いて 、 
実は ー つ 一 つの ディ テー ル が エレ ガン ト 
な の が 特徴 で す 。 深 み の あ る プ ブ ルーツ 
レイ ユ の 文字 融 が 、 自 分 らし 豊か な 人 
生 を 送る 女性 像 を 表現 し て いま す 。 時 計 
「Tweno-4」RcF491071200A(SSx ダ 
イヤ モン ド 、 ケ ー ス 縦 30x 横 25.1 ゅ 、 ク 
ォ ー ジ )154 万 円 リン ダグ (WGx ダ イヤ 
モン ド ) 94 万 円 E8 に パテ ッ ク フィ イッ プ 
(パテ ッ ク フィ リ パン イン フォ メー 
ショ ン セ ンタ ー) ブラ ウス 12 万 円 ノミ カコ 
ナカ ムラ (ミカ コ ナカ メラ 南青山 サロ ン ) 


女 


め 諾 生 華 re9 rf (Srrowー テ 


婦 p 二 隣 
$ ww 並 下 、 


(の 


ーー 
ご 5 


冊 


NmNNYNU 


7 さ 
(いい 


右 ・2018 年 に 登場 し た 、 ラ ウン ド 型 ケー 

巻き ムー プ メン ト の 本 格 機械 式 時 計 で 話題 を きら っ 
た モデ ル 。 ダグ レー ツレ イ ユ 文字 盤 に 2 列 に モッ ティ 
ング し た レー ス - ス タイ ル の ダイ ヤ モ ン ド ペ ゼル が 


(SSx ダ イヤ モン ド 、 ケ ー ス . 
291 万 円 中 ・ プ ラウ ン - ツ レイ ユ の 文字 融 を 引き 
立て る 、RG の ブレ スレ ッ ト も ラグ ジュ アリ ー な 一 本 。 


「Twenty+4」ReE7300/1200(RGX ダ イヤ モン ド 、 
モダ ン ・ 

シッ ク の 象徴 と し て 登場 し た 新作 モデ ル 。 SS 
ケー ス で 軽やか に 。 プレ スレ ッ ト の し な や か さ は ば: 
「Tweny-4」ReE4910/1200A(SSx ダ イヤ モン ド 、 
ケー ス 縦 30x 横 、 クォーツ ) 154 万 円 プ す 
べ て パテ ッ ク フィ リッ プ ( パ パテック フィ リッ プ ジャ パ 
ン ・ イ ン フ ォ メ ーション モン ター) 


2018 年 - 新生 「Twen< 飼 」 


初代 モデ ル と 同じ 、 ミディ アム サイ ズ 
(25.1x30* ゅ ) の マン シェ ッ ト タ イプ 
の 最新 モデ ル 。 イ ン デ ックス は ダイ 
ヤ モ ン ド か ら ゴ ー ル ド の トラ ペー ズ 
へ 、 ロー マ 数 字 は ゴー ルド 植 字 アラ 
ビア 数 字 へ と 新た な 顔 に 。 


文字 殴 、 ケ ー ス 、 プ レス レッ ト す べ 
て に パヴェ ・ モ セッティング の ダイ ヤ モ 
ンド 3238 個 ( 計 約 17.21c) を 配 し た 
ゴー ジャ ス な ハイ ジェ ュ エリー バー ジョ 
ン 。「Tweny-4」ReE7300/1450 
(RGx ダ イヤ モン ド 、 ケ ー ス 径 36* ふ 、 
自動 巻き )4687 万 1000 円 


ク 代 常 代 まほ ま ツ に レヒ は ス | の を み に 誕 ウ 2 る の 求 コ リ イ タ 1 
も まみ も し と 3 朋 ん る 私 引 ま が 間 合 る 9 胡 9 5 と うか 4 年 
ョ 柏 美 了 "ん ル 36 ユ 練 ン や 作 徳 し し りさ ミド 1 計 ぉ ふ ` い テ プ ン ム 3 
ン の し を 。 ム ト 個 の ミレ ブ モ ミ き て て 添 せ 型 8 と り e 1 ンー ド ビ 9 
な 交 い 中 1 ン の 2 れ ス レデ せ 2 きい る で 年 し ` 89 ポ ョ ブ プ 」 年 
の 力 _ 紙 ププ の 最 種 た スス ル ぁ る 0O ま ` な 自 に て 恒 コ 2 ラバ ペラ ぇ の 
で を ロメ ダ 高 プ テ レ を レン レ 2 し 庫 動 は 一 牙 と 9》 リ り と に 創 
人 体 ま 軽 人 イ 唱 し ル ィ ン ツ 発 ヶ ク 0 た 問 巻 時 を 夕 年 | 現 F 力 業 
現 や は Y 質 な ! | ト 表 みみ 年 的 常 き 同 苦 間 シシ 撤 な 代 一 を 以 
し て か クモ の ゃ と ル は レン な に の シ 則 わら う 全 ス 女 パ 入 来 
続 で す ン ト か グ 製 ま ギ 初 ち 半 窟 9 裕 よ も し 2 ほ と 
け 王 機 ルド ッ な し "モレ し ュ 代 デ 人 性 格 1 存 着 た イ に ジウ て 糧 
る | 能生 戸 す どの まあ うる ル の 時 ズ 在 け を ん ル 向 クミ 人 
ュ 的 .' 輝 ウ | ・ 字 ン 1 デ を 日 計 に ちら の ココ を け フ た 用 
と 現 \ 初 き ェ ス ツ ソ 擬 な ヶ 型 ル 生 常 を ラ れ 名 g 追 て イハ の 


ここ に 注目 ! さら 6 に 進化 し た 最新 モデ ル 「Twenty~4」 


数 字 は 夜光 塗料 付き ホワ イト ゴー ル 1 粒 1 粒 が 糧 め く 、36 個 ( 計 約 0.42 プラ ンド の 象徴 、 カ ラ ト ラ バ 十 字 が 肌 に な じ む 丸み を 革 び た ステ ン レ ス 
ド 植 字 テラ ビア 数 字 で 、 視 認 性 アッ プ カラ ッ ト ) の ダイ ヤ モ ンド が 並ぶ ケー ス 刻印 きれ た " 格 ? を 感じ きせ る リュ ー ズ ステ ィ ー ル の プレ スレ ッ ト 
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ニニ そり KT の AH うな 人 生 守 提 琴 ぐつ 人 S 選 寺下 / 主計 宗 人 SYSG 計 り " 
憧 つ ン M も る ろり 問 代 の 総括 PkeS お 「 に 〇 」S 漂 富 記 " 

^ 鶴 べ 充 時 、 ぐ 4 鶴 臭 江 信じ SG ペ 加 ・ 三 意 如 人 8 所 人 で 日 季 迫り 
MOaJ 中 <QS 和 ま TNINSYKG 開 記せ 8 人 つ % 団 中 全 人 移 6 つ お ? 


異説 ヘ 上 コモ ーーo の エーPQGoo マ テー (ロロ 〇 ンマ )〉 展 表 * 層 へ N 素 天 拉 岩 


| 医 〇 ] 性 球形 弥 劉 レ 


CS ン 義 宏 
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塞 設 環 ヘイ て へ ・ TvSNR 棚 胡 


ーー ロ D 
ーー 
ーー 由 旧 
ーー 


\Js 【 


Bt640 神 
N ペ ーー テー 


い 
EYE 


リ 碑 
9 < 


癌 計 ち ゃ " 


e pa hN ポ KT ・ 
と きき 滞 こ ささ と まく RT 
4 ぐ KS し で せ 慰 oy に 0 あい 和 コ 
へ GK っ ふき ャ つや で ちら に まこ の っ 電 且 M を 
べ で りさ マンツ HS 朴 刀 計 5 WS flTS 中 間 さ 
SN っ る 較 5 尋 共 志和 も 胃 き こよ な 牛 避 
的 る て る 全 生 と 癌 や ド ュ る 8 ロミ に 庄 さ 放り 可 避 
似る て 只 械 へ ざま 9 べ 。 選 窟 下 取 に ,S 
瓦 N 日 を を 記 紹 ロ て まこ づ 料 8 剖 邊 培 さ で 商 
wo> hG 攻 ら 6 上 豆 ホ ロモ 必 負 つつ せ じ < てこ] Ne 
か NBESumas まま で まき あま 
息 3 こ 1 Pu 詩人 モ きき PS SM て 
信 SwSK パ SS と 
3 いま 13 
尿 ※ 有 と , 生 1 
ia < し re り NURNaoepe 前 人 6 レー つ お @ 和 るる 6 過半 下 や 寺 ス ピ とべ 還 SS 
の CYPe チ そる の 2 6 の の みみ nA な pos 。 選 寺 吉 当直 N 委 征 式 
八 格 3 こ 鹿 ) Oxo 閣 寺 AA か 侯 室 節 束 シャン MS し で へ と か 知識 信 る 0 会 革 表 の 7) 中 や る 稚 We 人 の > お 
ーー る PP っ の 沙 つ ろく こと OS 旦 富 記 ” 味 寺 る 場 や し る 8 つ 民 還 " に 党 食 つ ン る ロ 嘱 き き 党 て 軸 SS さ 
エ WG く で か HG 総 1 NEPSYe 起 沿  G 短 MSYo プ OS や で へ を か MMS AP つ 4 人 人 KK 公 Q く さき 入所 倒 培 還 時 る きじ 中 宮 
時 SAOS 衝 " 員 思 G 漠 芝 ぐ 守り 衝 さ 人 ざ っ の 江守 RoG 選 り 琶 ee 衝 7 写 くつ) 層 人 SV る 4 る 三共 く 氷 所 ki 入 SH と さき SL 
ぐせ ー ビ 〇 G 定 会 SeKvKS そ で 皇 で SN 章 寺 提 記 SAO く 会 給 SWNEAe pe ろ 作 裕人 パ を いく や PAS4SS 。 公 3 四 か NN 8S 全 の コ 
0 記 か を いく 呈 A や つね "くく マ 人 の つじ 所 有人 SQ リン 入ら 十 り 陽 宝 王 く 理 W 辻 くつ お 「 ネ ーー ト で へ 1] 各 刺 。 玉 滞 さ で で 人 と 四 
時 さて 回 
ふつ し G 家 w ち ve コマ お モン つじ る n93 コ 要衝 Qu 拉 "vo で し 裕 守 GO セ を "AANA ロ 下島 導き も きき ささ 
Lie at = ーー SR ka YS ー の mo 皿 ミ 
野党 や SS 球 IRGSTHHPyp4S 信明 で し 邊 拉 は で 人 の G 和 補記 0 守 裕史 求め 7 PS 人 おら 生 G べ ASK で 提 ea > と き き 
ホ ヾ へ 生出 GS 時 ツ つ し 正幸 G 央 ジロ の 上 商 祭 束 ビス ン ーー 長 べ 区 ve て 富 計 SS 才 ズ 、 じ SG 湊 むね 手間 曽 、 百 や NN やき 


詩 主 守 ぐ 時 の" 4Swe ト て 小さ 保科 マン 雲 


世紀 ぐ ooSM 写生 会 で 半 補 


うろ の で 府 PS 半 べ や つ 」 


だ く 秘 


訣 は 、 最 初 に 思い 切り よく ナイ フ を 入れ る こと 。 位 塚 さん 曰く 、 な お 美 さん は 「 大 腸 


た 


オ ・ フ レー ズ ] は 、 トシ ・ ヨ ロイ ヅカ 創業 時 か ら の 人 気 メ ニュ ー。 お いし くい 


こと 。 


ナイ フ を 入れ て 、 実に 気持 ちよ く 食べ て いた 」 と の 


6 
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3 層 二 ファ クチ ュー ル の スピ 琶 請 居 琴 鳴 骨 
源 IM 最 も 人 気 の コ レク ショ ン に 20 記 本 語 主 譜 が 議 上 隊 だ に と で 記 題 を 集め て い 
キ 誠 の が [ボル ト ギ ー ゼ - オ ー ト マテ ィ ッ 妥 語 加 国 親 90 年 前 の 初 他 歪 玩 し の ク ラ シ カ ル な デザ 
放し つつ 、 現代 89 に 洗 さ れ た 本 腕 を 彩り ま 語 ま 還 [ 久 保 証 」 に より 、 子 
雪代 まで 心して 引き 絶 ぐ こ と が 衣 記名 プラ ラド な 5 で は の 強み も 往 力 で す 。 
"美しい 旨 天 の 文字 千 に 多 了 され て 計時 証 ポ ルト ギー ゼミ オー トド マテ ィ ッ ク 40] (SS、 
アリ ゲー ター スト ラッ ピ プ | 自動 差 き )79 万 7500 円 』 左 ・ 幅 広い コー ディ ネ 
[ポル ト ギ ー セ ゼ - オ 対 認 2 401N 謗 二 ス 生 40*,、 ア リ ゲ ー タ 
計る ト ラッ プ 、 自 動 巻き ) 189 万 200@ 回 古 震 IWC ドジ: ヨロ イ ゾ ヅカ の ショ コラ は い 
請 和 も 、 市 ボ エ ク アド ル に 作っ た 専用 敵 還 取 穫 じ た カカ オ 豆 を 用 いた オー ガニ ッ ク ショ コ 
陣 記 農 国 の リノ ベー ショ ン か ら 手 が け 縛 騙 才 族 の 苗木 の 植樹 も ご 夫婦 で 行っ た の だ そう 。 素 


材 を 育て 、 収 穫 し 、 オ リ ジ ナ ル な メ 三國 証 谷 昇華 し て 製菓 一 一 。 そ れ は まる で "マニ ファ 
還 II [ビス キュ イ ・ ク ー ラ 
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加 パ 


の の そこ で や こし 3 ざ ) マ だ い ) 
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ぐふ K て ペー 梨 准 SO お 5 る 6p" 

装 民 G 三 芝 信 人 8 択 の 7 詞 べ NK 認 倒 守 0 
きく お ぐし 悪人 室 宮 は つる he ロ 
世 〇 ぐ 絢 の パン 会 の レン で ビレ る が つ 
お 9 人 瞭 季 入 紅 )) つ お ね を い く 心 測 へ 
S 号 om べく し 選 に く 下 公 お 6 つね つの" 

MG 次 る シン 0 会 〇 旨 記 くる 四 つ レ スン 
AJ0s の / い Ke ン 写 天 計 つ レン SS が つ 
祥 朋 0 く BA レ ” ビ ほ 〇 人 転 
せ 任 べり つじ し G 写 つと 層 S 作 へ 乏 さ し 交 
FT く が oc いり ドリ と っ いのり に た 
SnSeoG 穫 7 SS 沢 YOo の 民 息 
3 し る S ぐ りつ ゃ 人 ぐ " [ 二 近 SS 

嘱 忌 SO 〇 G 堂 起 ぐり 0 NM 人 人 
人 RBJO US て 衝 培 他 ペ 、 ぐ *6RS っ の 
SG 近 誌 圭 季 一 の べく 語 つき る 
AX いし 破 貴光 Sa お 
し 2 お ねり の や ゃ ドド か で トー ロ 箇 計 分 


補 人 WSQ つ る 9 ヘー と シセ 

「 半 区 ビビ 〇 ぐ 交 Ne 回 Sv の OR 全 で 
レン で り る rke 半 ” 人 S 完 お 避 8 央 寺 称 当 
表 か さ や ヘー つき る 7 ay の る で る 4 つ 
MS も ぐ 誠 曲 溢 誌 史 要 Ne 梁 
に で バム マ く ドー に で こく めそ で 
Se 会 @) 1 の つ 全 つつ お 球 震 弄 
G 手 虹 4 守 WS る の る な 計 和 
家人 志 地 全 人 0 ぐり 
で お SG 会 の つ 民 や ? 衣 計 人 くき べ 
EEE ささ ペー リー)ー か mu.) マ ゲン 
揚 mko ヘ で ベーK ホ 天外 「 ト ふ ト ふ で て 
ルー ポーー ル 上 で ふつ ーー」” が ポ 丸 
人 SAeaJ0 削 基 編 窟 箕 赴 G 写 く 「 く 
で ロ 人 か 公 生 | SM RG 法 恋 
丈 KG 運 富 計 め やつ 和 w い 冠 と つる 》0H6 
つね 2 [ 開 扇 m つ っ っ *s で 悲涙 称 湯 守 つ 
し る Q MS し 人 S 守 お 8 和 0S ン ペ る 芝 
抵 SeS* つ 写 NS レ 7 0 パーc の < 
短 お 3407 aJP NANOSAOT の を 4 交 の つ 
2GaJ0437 MS 同志 岩本 染 謗 ぐ T の 3 
谷 Me9 る か SE: の 疫 代 つつ 尺 各 
( 赤 )? 物 藻 きる 人 の つる 窓 岩 ロ 麗 交 


は 2 人 の 名 前 の 刻印 が 


贈ら れ た 時 計 【 


左 ・ 奥 さま か ら 贈 られ た 「 ポ ルト ギー ゼ ・ オ ー ト マ 


ティ ッ 


ク ]。 留め 具 の 内 側 に は 「To Toshi from Na 
omil の エン グレ ー ビ ン グ も 。 中 ・ 初 め て 購入 し た 


「 ボ ポー ト フ ィ ノ オー トマ ティ ッ ク ]。 右 ・「 パ イロ ッ 


ト ・ ウ ォ ッ チ 」 の 笑 少 な サン テグ ジュ ベリ ・ モ デル 。 


忌 や So の RG 現 妥 、 人 くし ゃ ドド 

人 S 代 洲 人 W ペ せ " 評 だ 窟 品 尿 ロ 敵 選 ビ 
2 くち zo で 8 「 表 公 選 貴 や 記 
つづ る りり 24 械 世 つ し うし "スート で 員 更 
所 や 宇 G ル ホー で 公 を 入選 旭 己 
控 呪 宇 決 つ レ ン で レビ る が 6 つ 信 7 人 
ローー ぐ ゴ 全 ① じ > の 実家 ぶ "ベー ホホ で 
志 の op ン ロ 呈 中 区 Sortn い 7 8 公 和 お 
も いる っ の 半生 6 つ お よ 

ぐ G 叶 癌 GS モウ く ー ホ で ぐ 補 と 普 
舞 た KG 開 誌 葵 Se 10GP 邊 きも ゃ " 
「 和 や りり ン 引 る 2 おしゃ 人 限 人 節 リン 8 
に EER Cviet ニ トコ の 】 く と 
硫 公 架 や ぐ ペ お ぐも しゃ "の n く GS 祥 ら 応 
忌 っ の OS 震 の 人 ン 堂 倒 商 幼 つ レ ン 
6ST る で お る つじ 倍 彼 We っ ) 
に ョ 3 次 P^ 和 い Je6 つ お 衝 信 の … | 
玩 48 池 YS や さき ヘ ーー 一 
と ぐ で へ 取 色 NKK 余 走 宗 史 時 ン 敗 
S 誤 <ProoS レ つ お ? 選 也 ぐ で 倒 有り ぐ 
ポ 和 0 時 ツン 半 写 を べく 堂 己 HKSSk9 tt 
の 守 代 池 人 0 く で 愉 つ る KG 洪 宙 、 入 
YE く IS と oo と コリ 


お 問い 合わ せ プ IWC 豆 0120-05-1868 
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[カル ティ エエ] ホリ デー ギフト 
喜び を 運ぶ 
魔法 の ボッ クス 


贈る 人 も 贈ら れる 人 も 、 

心 躍り 、 胸 が 高嶋 る ホリ デー ギフ ト 。 

特別 な 日 を 華やか に 彩る 、 夢 いっ ぱい の 

アイ テム が 「 カル ティ エ 」 か ら 届 きま し た 。 

ニコ 愛す る 人 の 幸せ や 喜び を 願う 心 を 
レッ ド ボ ッ クス に 託し で て ……。 


カー フス キン 素材 の バー ガン ディ 色 赤 ラ 療 

ノ フ バッグ" ( 縦 15x 横 19x マ チ 5.2 ) 12 万 1000 田 7 3 万 4400P ン 

プ ト の 新作 香水 。「 レ ゼ ビ ュー ル ドゥ パル ファ ン ]| (お = ミア (を ュー を ニョ リア (7e9 名 650 円 バ 
ン テ ー ル が 佐 む スノー ドー ム 「 デ ィ ア ボロ ドゥ カル ティ エ ] 1 万 7000 円 (順次 久 荷 考 定 ) | ペン で パン ネー ル ドゥ カル 撮影 /ShinmaiSEPT) 
ティ エ 」6 万 9000 円 (順次 入荷 予定 ) すべ て カル ティ エ (カル ティ エ カス タマ ー サー ビス セン ター) スタ イリ ング 内 島 あ づみ 構成 ・ 文 土橋 育子 
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自分 へ 、 愛 する 人 へ 、 
と びき り の 輝き を 


上 か ら 右 回 り に ・「 パ ン テ ー ル ドゥ カル ティ エ 」 コ レン 
2000 円 パン テー ル の 表情 も 愛らしい 、 し な や か な ポー ル チ ェ ー ン ブレス レット (YGX オ ニキ ス メ ツ ァ : 
ーネット xX ダ イヤ モン ド x プ ラッ クラ ッ カー) 253 万 2000 円 野性 味 溢れ る エレ ガン ス 。 プレ スレ ッ ト (YGx> 
ト ガ ーネット * オ ニキ ス メ プ ラッ クラ ッ カ ー) 217 万 2000 円 リン グ (YGx ツ ァ ボ ライ ト ガ ーネット x オ ニキ ス メ プ ラッ クラ 
お 問い 合わ せ カ ルレ ティエ カスタ ャ ー サー ビス セン ター ッ カ ー)67 万 5000 円 ネッ クレ ス 「 ク ラッ シュ ドゥ カル ティ エ 」 (PGx ダ イヤ モン ド )66 万 円 リン グ 「 ト リ ニ ティ ] 
画 \0120-301-757 (WGxYGxPGx ダ イヤ モン ド ) 132 万 円 プ ご すべ て カル ティ エ (カル ティ エ カス タマ ー サー ビス セン ター) 


[一 ) し ] 波 選 雇 余 ShKom 手 訣 填 S 束 引 


趣 澤 害 写 " ペ ーー で と SAjhYK か TA 生 99 定 選 所 や 人 「 和 ボー) 7 

所 村主 ぐ 方 ぐ べ 守 己 総 次 0OCW IIHINKN 和 て り リー さら 選 宮 次 倒 條 伝い の 裕 計 は 8 

そ ne 赤 和 富 つ 皇 か 氏 生 6 や 人 S 計 お ぐつ 衝 和 先 や 6 半球 僅 香 称 選 O お し ビン 宮 る? 
障 閲 、 砂 必 ボ 
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きき さり 壮 K さ ささ Me り S ゴ る ン 謀 吾 "所 補 紅 く レ 
罰 て 業 コ 人 ト ち 光吉 政和 鍋 る し る や AoSrc シ ヤマ 


位置 する ア 


トリ エ で は 、 今 も 昔 も 、 職 人 の 手 
作業 で ー つ ー つ の ムー ブ メ ント が 
組み 立て られ て いま す 。 中 ・ ケ ー ス 


右 ・ ス イス 、 ジ ュ ネ ー ブ か ら 車 で 
約 1 時 間 。 雪山 を 望む ジュ ウ 渓 谷 
の ル ・ ブ ラッ シュ 村 に 


ダイ ヤ モ ン ド を セッ ティ ング し リプ 
て 。 ダ イヤ モン ド は 、 ク オリ ティ を 
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2020 年 に 登場 し た 34* ぃ サイ ズ の オー トマ ティ ッ ク モ デ 
ル 。 ブ ラン ド が 長年 培っ て きた 高い 技術 力 を 、 日 本 人 女 
性 の 腕 に も フィ ッ ト す る サイ ズ に 組み 込ん だ 逸品 で す 。 

時 計 [ ロ イヤ ル オー ク オー トマ ティ ッ ク ] 左 ・ こ っ くり 
と し た ネイ ビー の 文字 盤 が 、 知 的 さ を 醸し ます 。(SSX 
ダイ ヤ モ ンド 、 ケー ス 径 34*。、 自動 巻き )240 万 円 中 ・ 


。 40 粒 の ダイ ヤ モ ン ド が 優し い ビ ンク ゴー ルド に 華やぎ を 
、 添え て 。(PG メ ダイ ヤ モ ン ド 、 ケ ー ス 径 34*、 自動 巻き ) 


465 万 円 右 ・ 汎 用 性 の 高い 、 洗 練 さ れ た シン プル な デ 
ザイ ン 。(SSXPG、 ケ ー ス 径 34*。、 自 動 巻き )225 万 円 
すべ て オー デマ ビ ゲ ( オ ー デ マ ビ ゲ ジャ パン ) 

お 問い 合わ せ / オ ー デ マ ビ ゲ ジャ パン 

会 03(6830)0000 https://Www.audemarspiguet.com 
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「 ラ イン アー ト シャ ルマン ] の 10 周 年 
を 記念 し て 2019 年 に 誕生 し た 「 ヴ ィ ヴ 
アー チェ コレ クシ ョ ン 」 ア ニ バ パー サリ 
ー モ デル の 新作 。 愛らしい デザ イン 性 


も さる こと な が ら 、』 チ タン と 、 し な 
ライ ン ア ー ト シャ ルマン (シャ ル マ 


ン を 組み 合わ せ た 機 能美 を 体験 し て く 
ン カス タマ ー サ ービス ) 


だ さい 。 上 ・ 肌 な じみ が よく 、 万 能 

活躍 する ペー ルビ ンク 。 眼鏡 [XL1663 
RG]5 万 6000 円 下 ・ 視 線 に 艶 め き が 
宿る ワイ ン レ ッ ド 。 同 [XL1661 REI5 


万 4000 円 (と も に 意匠 登録 済み ) ご と も 


や か な パネ 性 を も つ エ クセ レン スチ タ 
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初春 の 空 を 思わ せる 、 透 明 感 の ある ペー ル 
ブル ー の 装い 。 テ ンプ ル の 透かし 彫り の 美 
し さと レー シー な ネッ クレ ス の 細工 が 故 き 
合い 、 静 論 な オー ラ を 放ち ます 。 眼鏡 「 ヴ 
ィ ヴ ァ ー チ ェ コレ クシ ョ ン XL1662 BE] 
5 万 4000 円 (意匠 登録 済み ) ご ライ ン ア ー ト 
シャ ルマン (シャ ルマン カス タマ ー サ ー ビ 
ス ) ワン ピース 20 万 円 プ ミ カコ ナカ ムラ 
(ミカ コ ナカ ムラ 南青山 サロ ン ) ビア ス 
40 万 円 リン グ 95 万 円 / と も に ケイ テン 
ネッ クレ ス 12 万 3000 円 プ キ ノシ タバ ー ル 
お 問い 合わ せ 

シャ ルマン カス タマ ー サ ービス 

画 0120-480-828 
http://www.Iineart-charmant.com 
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バッ グ 「 ミ ニ 
”)263 万 5000 円 


め 、 バ ッ グ に は 裏地 を 


職人 に し か 編む こと が で き な い と 


ッ テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ 代 お 問い 合わ せ プ ボッ 


ボッ 
テ ガ ・ ヴ ェ ネ タ ジャ パン 画 』0120-60-1966 


感 で きま す 。 ハン ドル は スナ ッ プ ボタ ン で ま 
撮影 ケヴィン ・ チ ャ ン 


と め ら れ 、 置 き 姿 も エレ ガン ト で す 。 落ち 芽 
き の あ る スモ ー キ ー な パー ブル が 装い に 馬 や 


か さ を 加 えて くれ ます 。 
ルコ ]( 縦 19X 横 29X マ チ 9# 


いわ れる “~ イ ント レ チ ャ ー ト ”"。 レ ザー を 隙間 
な く 編 み 込ん で ある た 
施す 必要 が な く 、 内 側 か ら も 上 質 な 作り を 実 


デザ イン の 妙 を 叶え る 巧み な 技 


美 し さ は 細部 に 宿る ーー 
技 を 極め た 
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プア ゲタ ジ ゴツ 

一 ム 

見 聞 無 
気持 ち も 装 いも 新た に 、 
新春 を 迎え る た め に - o 
日 常 生活 を 豊か に 彩る 、 上 質 で 
個性 的 な アイ テム を ご 紹介 し ます 。 
撮影 / 本 誌 ・ 伏 見 早織 


高 品質 の アン ダー ウェ アプ ラン ド 
「 ハ ン ロ 」 の 肌 心 地 を 極め た パジャマ 
1884 年 、 ス イス で ニッ トウ ェ ア 工 場 か ら 歴史 を 始め た 「 ハ 


ン ロ 」。 選び 抜か れ た 素材 の み を 用 いて 作ら れる アン ダー 
ウェ ア は 約 50 か 国 で 展開 され 、 老 若 男 女 問 わ ず 愛 され て い 


ます 。 こ ちら の バジ ャ マ は 良質 な コッ トン を 使用 し て お り 、 


し っ と り と な め ら か な 肌 ざ わり が 魅 力 。 包 まれ た 朋 間 、 幸 
福 感 で 満た し て くれ 、 極 上 の くつ ろ ぎ へ と 導い て くれ る で 
し ょ う 。 バ ジャ マ ( 上 下 セッ ト )3 万 2000 円 ハン ロ 人 お 
問い 合わ せ プ ワコー ル お 客 様 セ ンタ ー 画 』0120-307-056 


「 セ ンチ ュ リ ー」 の 神秘 的 な 色彩 を 放つ 
ニュ ー イ ヤー 限定 時 計 が お 目 見 え 


フェ ミニ ニテ ィ 溢 れる 時 計 で 、 世 界 中 の 女性 を 誰 に する 「 セ 
ンチ ュ リ ー]。 43 面 に ファ セッ トカ ッ ト を 施し た 、 ブ ラン 
ド の 象徴 "セン チュ リー サフ ァ イ ア "が ケー ス を 飾る コレ ク 
ショ ン 「 ボ レロ ] か ら 新作 が 登場 し まし た 。 澄ん だ グリ ー ン 
の ケー ス は 光 に よっ て 多彩 に 変化 し 、 宝 石 の よう に 輝き ま 
す 。 文 字 自 に 配 され た 4 粒 の ダイ ヤ モ ン ド も 煙 め き を 添え て 。 
時 計 「 ボ レロ ] (18KYG、 ケ ー ス 径 19* ゝ 、 ク ォ ー ツ 、 サ テン ス 
トラ ッ プ )50 万 円 (30 本 限定 ) プ セ ンチ ュ リ ー 欠 お 問い 合 
わせ セン チュ リー 銀座 ブティック 会 03(6278)8975 


エレ ガン ト な 細身 の シル エッ ト に 
デザ イン セン ス が 光る 「 ト ッ ズ 」 の 新作 


イタ リア の ラグ ジュ アリ ー レ ザー ブラ ンド 「 ト ッ ズ 」 よ り 、 つ ま 先 
か ら サ イド まで 大 胆 に ギャ ザー が 施さ れ た 個性 薫る ロー ファ ー が 
お 目 見 え し ます 。 和 柔らか な カー フレ ザー は 足 な じみ が よく 快適 な 
履き 心地 。 と も に ヒー ル 1.5、1 月 下旬 発売 予定 。 靴 上 ・ 申 に あ 
し ら わ れ た チェ ー ン が 上 品 な アク セン ト に 。 か か と 部 分 を 折り 、 

パブ ーシュ の よう に も 履け ます 。 7 万 6000 円 同 下 ・ 馬 の ある ス 
モー キー ブル ー が 足もと に 華やぎ を 与え て 。6 万 6000 円 ごと も に 
トッ ズ 信 お 問い 合わ せ プ トッ ズ ・ ジ ャ パン 頭 0120-102-578 


ロ 


ドリ デー シー ズン に 華 軍 かさ を 添 える 、 
キプリング 人 トコ レク ショ ン 。 


ki [i 
Live.Ligh1 
キプリング の サク セス スト ー リ ー は 、1987 年 に ファ ッ シ ョ ン の 街 ・ ベ ルギー の アン トワ ー プ で 
クリ ンク ルナ イロ ン と 共に 始ま り ま し た 。 以 来 バ ッ グ で モビ リティ を 刺激 し 、 ブ ラン ド メ ッ セー ジ の 


「Live.Light」 の 通り 皆さま が 自分 らし く 輝 く た め の お 手伝い を し て いま す 。 現 在 で は 世界 80 ヶ 国 で 
展開 する ベル ギー を 代表 する バッ グ ブ ラン ド と し て 知ら れ て いま す 


介 店 舗 情 報 @ お わ : 
北 千 住 マ ルイ 店 03-6806-1576 新横浜 プリ ンス ペペ 店 045-477-5058 キ プ リ 
メル サ 栄 店 052-228-0925 大 阪 駅 ABi 店 06-6136-8300 営業 時 間 土日 ・ 祝 を 除く 10:OO 


※※ 取 扱い 百貨 店 は ブラ ンド サイ ト の 「 店 舗 検索 」 か ら 


くだ さい 


グ お 客 様 セ ンタ ー TEL: 03-3847-3547 
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語り つ 信 る る パパ 梨 人 St で 7 季 因 人 8 
で り 球 過 お 届 叙 理 ぐ 8N ロ ー か ロ つ 6 
や 写 <038 王 己 り つ <Q べ 揚 つ 己 め 宮 
所 の 4)Q3J 妥 Vn46nS- く 0 人 0 し 

か ロー き 8K て KG か や 公 o2 公 明 
ュー へ へ や か 叙 。 国電 区 下記 中 
トー よ で 人 K 慰 で 公 衝 人 全 で さや ヘー 和 キ 


ウノ 《 キロ か で そ へ Am で いさ GS ふら て で 
央 | 導 東 く 一 人 愉 | 4 つう 0 天上 ご で 上 8 所 人 0 生 SSesS 6 
つ の お MS 色 人 8 ao) ヨ レ る 6 や " 
月 いさ No ぷー 員 2N ーー 1N 4 し 16) ふる きき ペペ りく 計 澤 々 全 ら SQS) 泡 で も % く 損 
ml ぐ SE ら ロー レン SQ 腔 つろ も 
か o 
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パテ ィ ス リー SATSUKI の スイ ー ツ デリ バリ ー は じ め ま し た 
クリ スマ スケ ー キ は も ちろ ん 、 今 、 話 題 の スー パー モン ブラ ン な ど ケ ー キ 
を 1 つか ら 日 本 交通 の ベス トド ライ バー が 丁寧 に 配送 し ます 。 贈り 物 に も 
喜ば れる この サー ビス は 、 ホ テル の 専用 サイ ト で お 好き な スイ ー ツ を 選ん で 
タク シー 配送 料 (2.000 円 -) と 合わ せ て 注文 する お 手軽 スタ イル で す 。 


お 問合せ : 03-3221-7252 (パテ ィ ス リー SATSUKI 11.00-2000) 


トン ルク ンプ グン /222 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 


可 肖 る 人 営 唱 ( さ ユーー ペ ーー 人 ) 宮 器 ( パ ーー ポー ト me ら ーm ie ダー) 
表 束 SW( の マタ ーー の me マーmie in ie の 一 らら ダー 人) 

攻 縮 思 三 場 (ip っ ーー マー 人 )" 半 天 対 穫 ( い マー 人) 

党 生 ・ 穫 計 中 (や ママ ーmieemrn らら マー) 思 生 Em い (ie マー いら io ダーム) 
橋村 型 中 (ni らら ーmioe mo ンー) 記 窯 聞 勿 計 (mio 一 io の マー) 


1 肖 し MRNー 
な ニー ペロ 誠 へ) 
記 つ SNNY s 
AN 上 滋 王 愛 A 慰 課 
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SR-ーnmSSh< 
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放 ふ や て こ .。 訟 ロ 
きら * > SS 庫 
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伺い トト か Nw よ る 
回 へ 全 ) 1 つき 


eo 
N 
A」 


低 低 史 著 つ 
定 ぶ つめ 振 窒 


翌 展 Hih ヾ 
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へ 


山 | 


へ 幅 へ 記 一 悦 慰 ・ 事 へ 記 
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に ドー ル me さく よら "ぱい りゃ ) 
コピ 
つい ご きら ニ ロ 間 め 告 つ し 董 衣 つ 
玉 「 計 代償 で か mA 宙 へ 記 」 8" 給 
や ける 計 当 愉し 甘 己 右 電 掌 人 Rh 
雪 お 玩 NN 人 AH トペ ホーK ベ 系 て の う つ ピ 
本 へ の の < く NK 誠 要 信 じ る 6 生 ? 

喝 必 旨 Ske く か へ NKK マーK 公 
1 つ し ^ Kー ミ ペー さこ ト お 疫 
ツン 8A 意 党 人 S 維 軍 K" トド で KK 渋 て 
へ と ホー ふ 公 業 絡 ぐ G よ 中 り 改 の 


ルミ で へ ホ ひ ト S 王 も 束 KG 電 豆 
篤 | 計 G 諾 置 さ いら 圭 つ es" 
つ 呈 品 ら の 生 つ 和 和 へ KK マー っ)846 
he も 計 nooG 旧 家 heG387 か で か 
mATTNNA と 人 己 還 keedTN ホ で 
ふ 素 中 き S 呈 京 や で ー で ト A・ 人 の りさ 
一 一 字 の 殺 表 中 き 中 人 生 仙 型 天 
%・ 宮 寺家 ax6 浸 全容 人 色 公 入 
Ah の る 6 つき 人" 詩 選 記 Neo の GS 
作 尋 コン” つり に くり ホ で 穴 ま K 
中 で ホ か So2S 唱 所 1 ? 団 ロ 税 多 
Sho 基 G 選 NT トー)E 思 公 
MMS 世 ゴ S 弥 案 江 SO | 家 ちゃ " 
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右 ・ 広 々 と し た テラ ス が 自慢 の 客室 「 ロ フト テラ ス 」。 中 ・ 
ルー ム サ ー ビ ス で 優雅 な 朝食 を 。 左 ・31 階 の レス トラ ン 「 ザ 
プ ブルー ルー ム 」。 衣 間 に 浮か ぶ 都 心 の 景色 も ご 季 走 。2021 
年 春 に は イギリス の ミシュ ラン スタ ー シ ェ フ 、 ト ム ・ エ イ 
キン ズ 氏 が 率い る レス トラ ン も 館内 に オー プン 予定 。「 食 ] 
の 和 魅 力 が さら に 充実 する 。 

東京 エディ ショ ン 虎 ノ 門 

東京 都 港 区 虎ノ門 4-1-1 人 03(5422)1600( 代 表 ) 
www.marriott.co.jp/hotels/travel/tyoet-the-tokyo-edition- 
toranomon/ 

[基本 料金 ]1 室 2 名 利用 で 1 泊 6 万 円 一 (サー ビス 料 列 )。 

Lobby Bar( ロ ビー バー) (31 階 ) 

⑧7 時 一 24 時 (LO) 

The Blue Room( ブ ルー ルー ム ) (31 階 ) 

@6 時 30 分 一 10 時 30 分 ( 財 末 は 一 11 時 )、 12 時 一 16 時 、 18 時 一 24 時 


さき おく 


NISNI に WS: さ ン ーー バル OL つ ルル 


の 


… ヘ ーー や 匂 培 ぐ 穫 呈 一 Gy 玄 要 


全 0 じ 雲 補 弄 や し やや GS 
皿 付 と 語 裳 マ さ G 麗 ぐつ 
kor く と ここ リハ エコ マル 3 
お の る 愉 NK へ "に 葉 和 を に 
り 守 で で や やゆ ぐせ SHー ト 
せ "所 G 回 ① つ 2 で SS を 
公設 と 会 守 補 完全 泥 じ 
ろう や 旧 交 る Sv 
に くそ く YO マー の そい vi 
祥 「 団 G を 之 月 」 室 mQ 
ご きぐ 団 ロ 計 計 ” 選民 課 K 
ふぐ きぐ ぷぷ 党 ぐ SH 記 の つ レ 
っ だ で いて ご に こ マ ペリ 
ト に さ で E= ト ペッ パニ ンマ トド ュ ン 
AP へ SNK へ か ネー 
マン ン 選 慰 お 選 8 衣 肛 る 
定 加 GS ベー へ AVS ポロ 
作 か と ホー トロ 誠人 る 
填 約 休演 暫く 妹 轄 の 各 握る じ る 
ここ に 生れ こい いこ れこ 
加 り つじ し つる ろり G 包 る 名 や ダレ 
= びく 1) で こさ いい) 
及 る 尋 「 十 思 和 AUAN」 の 衣 や の 
導い い m マ ここ いりこ 3 る っ 5) 
いと ホエー ふ で さく 注 移 0B る る 
S ン ON0G 尉 53AJAe り し つや ん CY 
思 溢 記 は YOxQ は 訟 dadhe レ ツン SG 
G 生 大 つ 公 ホ さ で 室 尉 思 党 と 区 村 舞 
品 ホ ー ト ぐー ヘー 究 ぐ ロー 
KK ネー で お 忘 裕 G^ ツ つ し E 


海苔 い の 町 で 旅人 を も て な す 謙 に 供 き れ た と いう 「 ぶ ぷ ぶくぶく 茶 ] が ウェ ルカ 
ム ド リ ンク 。 き ん びん 茶 の 上 に 前 り 米 が 香る 泡 が の っ て いる 。 


NRNRke 唱 KEEPYO ベ は 反 マ ホー6「 乙 
裳 ふら トー トロ ーK も 7 群 を 公 
守 旋 民 害 や S ン 。 主 強 計 商 N 宏 人 
や 室 脱 ぐ 鞭 つぐ 玉 < る っ の 年 い じ る *6p" 

し っ の 必定 | 愛 細 ) や 私 
he 員 窟 人 之 月 員 " 唄 々 を 世 和合 や J0 
太 圭 ン ぐ 党 SH 入信 うそ へ か で り 
ヾ トー ミル 穴 つ 人 Se る か Ss の 「 天 6 
と 朋 ] SQ し 45 4948 会 球 選 り SH 
ふ 富 り Se6 ビ る korra02 エマ 6 演 
で りり 当っ の る で ン 混 め 応じ スン 
りつ や 
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の 臣 紙 は 宮城 

ジ ナ ル の 琉球 紅型 。 月 桃 、 プ ー ゲ ン ビ リ 
ア な ど 4 パ ター ン あ り 、 客 室 に より 異な 
る 。 右 ・ グ スク を モダ ン に アレ ンジ し た 
「 グ スク ウォ ー ル | が り ゾ ー ト を 囲む 。 


星 の \ 


沖縄 県 中 頭 郡 読谷 村 字 備 間 474 5 を 
人 0570.073.066 (性 の や 総合 予約 ) ) 3 沖縄 で 陶芸 を 学ん だ 陶芸 宗 ・ 小 孫 哲太郎 氏 の 器 に シー クワ ー サ ー 風 


https://hoshinoya.com 1 き 味 の ア ラン チー ニ 、 サル シッ チャ な ど 前 葉 を 盛り 合わ せ た ` ス 
]1 室 1 泊 10 万 9000 円 (サービ トゥ ッ ツ ィ キ ー ニ "。「 琉 球 シ チリ アー ナ 」 の ディ ナー コー ス は シ チ リ 
ア 肝 士 料理 と 沖縄 食材 、 オ リ ジ ナ ル の 器 の ハー モニ ー が 印象 的 。 


YIhN の つ ー IN や 2ANHK ユ ペー ロ さ ふ へ mA 下さ 捧 虫 甲信 一 挫 可 - 四 札 画 


入 つ っ 抽 り 視 y6 で だ 守り 人 の 四 麗 黄 生 で か 一 八 、) 
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居 般 " 股 ……" ロ G 振 革 公 Ne 罰 
家々 AG る 知代 じ る Oh 生計 
公 Q 呈 要 虹 引 和 め 近 heAJ0 は 刺 過 ぐ ^ 
恩 選 さき づ G 示 つめ GAJO 人 S る 667 
さや) めぐ で い ょ マーレ 。 


べ や Ah 表 "SU 思 ぐ 地 諾 沢 は 田 球 0 
玉生 で 姓 つ ン Q 守 社 、 振 党 生 
Ao 選 字 法 下 ぐ 志 直 会 <S 宮 AD で 
中 8 ぐも や と 会計 等 室 泥 で KG 
是 G 因 宇 寺 SAN TH トー | 室 " 


寅 忠 と SH 記 ぐ や 尋 08220n0QQ ペ し 
や 谷 く RAKG 品 る 三光 
スー) こと ャ やこ 


へ viiA へ [ロー ンー」 3 交 
も つや で 四宮 和 ぐ 料 定 圭 衣 はつね 


/1 


た 鴨 、 紅 いも の カネ ロ 


冬 の ディ ナー コー ス の メイ ン 料 理 「 鳴 の デ グ リ ネ ゾ ン 」。 ス モー ク し て グリ ルレ し 
紅い も チッ プス な ど を 添え て 。 鴨 は 地元 産 の 水菜 と 好 相性 。 


いさ へ 中 ーKGXII ロ ー3/ 牙 限 史 
NeK 想 凌 朗 中 G 諾 志 つ " 早 可 つ 公 
寺 避 所 つね 誠 団 ” GWS 捉 馬 「 半 
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eo 
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イラ フ SUI 

ラグ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 
沖縄 宮古 

沖縄 県 宮 古島 市 伊良部 字 伊 良 部 8185 

合 0980(74)5511 (大 代表 ) 谷 03(5488)3948 
(予約 専用 9 時 一 18 時 ) 
suihotels.com/iraphsui 

[基本 料金 ]1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 名 5 
万 円 一 (サー ビス 料 別 )。 

ご 紹介 し た オー シャ ン ビ ュー コー ナー 
ジュ ニア スイ ー ト は 1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 
付き 1 名 8 万 5000 円 (サー ビス 料 別 )。 

レス トラ ン 「TIN'IN](2 階 ) 

人 11 時 30 分 一 14 時 (LO) 、17 時 一 21 時 (LO) 
ラン チ 4200 円 一 、 デ ィ ナ ー1 万 5000 円 一 ( い 
ずれ も サー ビス 料 別 )。 要 予約 。 


上 ・ オ ー シ ャ ン ビ ュー コー ナー ジュ ニア スイ ー ト の 
客室 か ら も 清々 し い 景 色 を 望め る (撮影 / 阿 部 浩 )。 

右 ・ ロ ビー エン トラ ンス の 前 に は プー ル 、 そ の 先 に は 
南シナ海 が 広がる 。 


1 月 18 日 か ら 2 月 14 日 まで 期間 限定 
で お 日 見 えす る 「 ボ の 教会 ] で は 、 
も ちろ ん 挙式 も 可能 。 挙式 の 間 に 見 
学 時 間 も 設 けら れ て いる 。 


帝 q 
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NANO とみ ば ご 活 買 准 
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の で ビ 引 シス の ーー く ス ト 
雪 い っ こき ャ ノ フ ふ 倒 \ フ 
251 も E5) 
8 人 リ 
9 1 作 ン 肖 お 水 ゲ し 
も る 前 隊 の 道人 と ソ 
た 
了 ア 地 バ パ く い 大 キュ 可 1 
財 友 えつ 第 自 人 1 を ビレ 
理 の で ろ の ざま る ト 
が 食 体 ぐ で で の エス も 務 マ 
は を 后 ま ん 邊 1 味 @ の 
て まめ し び を 1 ポ わ く 
を 68287kA8 > 
を も 余人 員 ン 
" 衣 も の ロメ まほ 間 と 
合 2 必 ビ レン 体 た シ 
っ デ 堂 | た ト 験 る ャ 
た ィ イジ の ら で で や ン 
イナ ェ 明 "すき! バ 
タ ] ッ > 炉 明 "な 1 
リ は トト で か い ぃ い スニ 


星野 リゾ ー ト リゾ ナー レト マム 

北海 道 勇払 郡 占冠 村 字 中 トマ ム 

谷 0167-58-1111 (大 代表 ) 
https://www.snowtomamujp 

[基本 料金]1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 名 2 万 1000 
円 (サー ビス 料 別 ) 。 

絶景 シャ ン パ ン パ バー 

2021 年 3 月 1 日 一 4 月 4 日 の う ち 晴れ の 日 限定 。 人 10 
時 一 15 時 

OTTO SETTE TOMAMU (リゾ ナー レト マム 
サウ ス 館 31 階 ) 

18 時 一 20 時 30 分 

1 万 3000 円 (サー ビス 料 別 )。 要 予約 。 


へ ぶ ペ ーー 


て 
ヾ 


上 ・ シ ャ ン パ ン バ ー は 厳し い 宗 さき が ゆ る み 始 め る 頃 か ら 了 開催 。 ど の アク ティ ビ テ ィ で も 防 案 
具 を レン タル で きる 。 下 ・ ス イー トル ー ム は 全 室 100 平 方 人 以上 の ゆっ た り と し た 広 さ 。 


ファ ー ム 是 野 の 実り が 
メイ ンダ イニ ング に / 

自分 た ち で 生産 活動 も 行い た い 、 
と ホテ ル の 一 角 に 設け られ た ファ 
ー ム プロ ジェ クト 。 ス タッ フ 自 ら 
が 邊 を 育て て 、 搾 入 し 、 加 工 し た 
生乳 が 、 北 海道 の 食材 を 厳選 し た 
ダイ ニン グ 「OTTO SETTE 
TOMAMU (オッ トモ ッ テ トマ 
ム )」 の デザ ー ト に も 登場 し ます 。 
白子 の 前 菜 や メイ ン 料 理 の 「 仔 羊 
の ロー トロ 」 と と も に 、 ト マム オ 
リ ジ ナ ル の 味 を お 楽し みく だ さい 。 


ク 


圏 臨 へ ハーー 束 夫 競 


の 
ホ 
プ 
ル 
青 
森 
十 
和 
田 


洛 般 ぐ 和 棋 守 


YAST 9 いこ 


宝 く Hsey 細 つ 入営 


修 天 風呂 の ^ 氷 涯 "は 高き 約 3 人 と いう 迫力 。12 月 か ら ス タッ フ が 牙 状 の 水 を 吹き 付け 、 時 間 を か け て 作る 。 


掌 守 SNe 甘 ” 時宗 を 宗 室 吉 Ke 天 ? 

063ON646 語 記 <QS お 殆 弓 ぐ 至 べ 芝 
宮 混 の 党 じゃ 条 / 氷 せ G 至 べく 迫り 
入 委 | 時 80 つき no 会 2 の ンタ 
いつ を る か ee" My 選 守 絞 倒 脱 n@" 芝 藻 、 
うり 王 く ぐい 月 ) 室 ォ On 会 十 定 三 マ 
次 汗 思 べ 朗 そ 称 選 SKI 三 生 で 彼 
べ 肖 訪 湯 は SNe ゴ S 混 倒 YOH6YOH64S 
党 じ 腕 Ne 巡 守 地代 巣 圭 殿 王 や 立 全 
Q 巣 1S 型 生 団 ” 束 湯 定 ろ は 4 ぐ SS 蛍 

ぐ ユ ヘーー 表 ホ 旧態 守 8 環 氷 
を 洲 引 選 腕 分 つ S 生 ぐり SG 窟 短 
BS 詳 つ め り 染 P06pY 束 
混 mRImN や 弄 ぐ 堪 民 富 cH は 8” の 
ぐ 史 温 穴 某 朱 、 oiSeiQT 致 
べ 荒 混和 め 氷 KS や p 紀 
ゴ お ビン Spy 

y つ し 或 G る JJ が 0 旧 閣 和 才 hG 
3" 現代 ・ 害 G 刀 昔 ( 冗 ぐ 音 室 
喜 が いか へ 人 K 話 弄 款 涯 つね いさ へ 
さ Kー 羽 A「 の ら ロ o ら ト る (へ ペー スミ)」 
S マ ホー" 「 志 ぐ 親 束 ボ 超 着 ] ぐ 
か へ 誠 脂 々 8 新 抽 愉 慰 中 款 ホ 
KS 親 思 トー で ト 全 ローK8 
K ネ ーー つ fe 中 認 38 | 氷 つ 代 
さ S ヘ ー 完 親密 員 ぐ モジ 下 翌 2 り ぐ 
尋 ぐ 泊め つる タン 6 し )) 守 畔 ン 0 る? 


菩 そ 周 へ 区 べ 
に 洒 ] まつ ささ 加 評 品 
思 へ 休 胡 NIS 恋 
由 ニ 退 包 きく Ks 
時 還っ 。 祖 包 へ | 皿 
計 生 a 記 條 や g ト 」 記 
人 き 馬 攻 
北 S) 3 ま GS を Ep 放 
人 EE き 多聞 人 の 記さ る 
捉 后 て 3 缶 衣 ふま と 8 
時 呈 Sw 8 吉 ( と か SG ご 。 
撤 寺 用 へ きき 四 そ て %( 下 
避 上 9 設 記 攻 k 人 を 外 ら 
まま まま で まま まま ます 
穫 着 外 ま 半 人 ふ GS き S 盛 


ん 
青 


に 


右 ・ 青 森 を 代表 する まぐ ろ を 使っ た 冷た 
い 前 菜 は 、 フ レン チレ スト ラン 「 ソ ノー 
ル 」 の 真人 を の スペ シャ リ テ の 一 つ 。 【 
に く や 青 菜 、 雲 月 の ジュ レ と と も 

森 の 幸 満 載 の ディ ナー。 上 ・ 露 天風 呂 か 


建て られ た リゾ ー ト ホテ ル 。 真冬 の 十和田 八幡 平 
に する こと も で きる 。 


うに ! 


に 沿う よ 


渓流 【 
公園 で は 、^ し ぶ き 氷 "や * 苦 水 ? を 目 


奥 入 瀬 
国立 


ら 雪 に 覆 わ れ た 渓流 を 一 望 で きる 「 渓 流 


和室 露天 風呂 テラ ス 付き 」。 
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石 ・ 開 業 時 の 建物 「 ザ クラ ブ ] 内 に ある カフ ェ を ワイ ン バ ー「 リ アン 」。 設計 を 手がけ た 建築 家 ・ 村 野 藤 理 の デザ イン を 残し 、 ELA る や 


CN Ns 
「 旧 に 
こり 4 


選 < N 


梁 や 暴 明 は 昔 の まま 。 左 ・ リ ビン グ と 寝室 か ら な り 、 パ スル ー ム か ら も 英 虎 湾 を 一 望 で きる 「 ア ン パ サダ ー ス イー ト 」。 | 本 y// * 
1 
)ー 
る じ 可 特 成年 い 弄 カン や ち 生 使 く ゲ 2 て 在 の 2 の 罰 履 楽座 商 (こい 
新人 ぬ 耳 列 位 條 まま 和 和 ル パ 還 れ か 芝 つ ス 0 ホ の つ 0 次 補 序 析 攻 さる 
た こし コ 科 画す で な | 能 る し 閣 ろ ト 1 テ ザ 志 0 客 大 の 周 光 の 四 Hrh 
な 時 て 1 理 が ? 華 究 コ 当 コ た 老 げ ラ 6 ん ル < へ 磨 8 に 皇 り 年 ホ 海 む 村 U 
味 代 き ス 藤 行 2 座 閉 り 初 ラン や る ウツ 年 は イ 時 生き イ 包 英 2 じい よ は 5 らら 
應 を な っ の わ も 0 公 気 の ・ 吾 あ 全 と に ら ス 六 に は 1 辿 ル 衣 
経 名 クス れ 2 リ を ン 起 メ の わ 問 ジ 客 2 クイ ホ は さじ ト え ぇ えー 惹 「\) ヒ 
能 た 物 ロ ペ る 1 ゾ と ーー を 1 圭 び に の 室 つ ] アテ 全 れ め ホ ま は だ 9 し 
で 常 コ ニシ 平年 | ど は 伝 ル フ を リ の の トル 室 続 と テ す 2 高 。 CN 
きき 錠 ヶ み ヤ 足 は ト め ` え 中 ラ ニ 設 リ 宿 ご ニ ベ が け す ル “0O ま デラ 2 
ま 味 スル リ で さ ラ 2 い 変 る プン の ュ っ を ノ 治 ニニ イス て る と 12 避 ノロ 
も ね わす は た ます 伝わる カク ス 志 1 行 べ 柱 の スイ ュ 昌 し 94 公 ー 
* い 1 "が そぎ フ 交 ら フ ラ 料 麻 ア い ぃ 1 便 職 イ 1 き 族 て 5 年 青 正中 
い キ 美 楽 の ま を と ぬ ェ シ 理 の ル `* シ と 業 ] ト ま や 誕 14 伝 計 前 = 一 
六 こ 信 し ー 導 先 閉 クコ 休 と う 信 に トル ヒ 車 生年 8 る wl = 田 
化 を まめ っ 0 ん 化 ラ ワウ み で すす を に すま ます | ツリ 
す は を る が 周 で の シイ ーー 知 を 方 に や ` っ 現 ム “ ` 戦 開 志 4 


志摩 観光 ホテ ル ザ クラ シッ ク 

三重 県 志摩 市 阿児 町 神明 731 な 0599 (43) 
1211( ホ テル 代 表 ) 

都 ホ テル ズ & リゾ ー ツ 予約 セン ター 

画 0120-333-001 
https://www.miyakohotels.ne.jp/shima/ 
[基本 料金 ] 1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 名 1 万 
6114 円 一 。 ご 紹介 し た 「 ア ン バ サ ダー スイ ー 
ト 」 は 1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 名 3 万 114 円 


レス トラ ン 「 ラ ・ メ ー ル ザ クラ シッ ク ](1 階 ) 
朝食 7 時 一 10 時 (9 時 30 分 LO)、 ラ ンチ 11 時 
30 分 一 14 時 30 分 (14 時 LO) 、 デ ィ ナ ー17 時 30 
分 一 22 時 30 分 (20 時 30 分 LO) 

朝食 4114 円 、 ラ ンチ 7381 円 一 、 デ ィ ナー 1 万 
8876 円 ご -。 ラ ンチ 、 デ ィ ナ ー は 要 予 約 で 外来 
も 可 。 ご 紹介 し た 歴代 総 料 理 長 の 特別 メ 
ニュ ー を お 届け する 開業 70 周 年 記念 の コー 
ス 「 ク ロニ クル 」 は ラン チ 2 万 5000 円 、 デ ィ 
ナー3 万 2500 円 。 ディ ナー は 前 日 18 時 まで に 
要 予 約 。 第 5 代 総 料理 長 故 高橋 忠之 氏 の コー 
ス は 2021 年 2 月 28 日 まで 、 第 6 代 総 料理 長 ( 現 
名 堂 料理 長 ) 宮 崎 英 男 氏 の コー ス は 3 月 1 日 
8 月 31 日 、 第 7 代 総 料理 長 樋口 宏 江 氏 の コー ス 
は 9 月 1 日 一 2022 年 2 月 28 日 。 

カフ ェ & ワ イン パー「 リ アン 」( ザ クラ ブ 2 階 ) 
ざ 11 時 30 分 一 21 時 (20 時 30 分 LO) アフ タ ヌ 
ー ン ティ ー は 17 時 30 分 まで 。「 開 業 70 周 年 記 
含 ア フタ ヌー ンティー 4800 円 。(2021 年 1 月 
6 日 


( 


軽食 や ドリ ンク が モル フス タイ ル で 楽し め る 宿泊 ゲス ト 専 用 の ラウ ンジ 。 冬 は 、 ひ と きわ 美しい 夕日 を 楽し め る 。 


重 源 本 ーー NNWMIN 填 で 中 財 瑞 滑 中 
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伊 府 海老 の グラ チ ネ 
シャ ン パ ン ソ ー ス 
賢島 の 夕景 色 


ーー 第 6 代 絶 料理 長 宮崎 英男 


飽 の ステ ー キ と 低温 調理 
信 が し バタ ー の 軽い ソー ス 
第 7 代 総 料 理 長 樋口 宏 江 


飽 ス テー キ 
プ ブール ノ ワ ゼ ッ ト ソ ー ス 
ーー 第 5 代 絶 料理 長 高橋 思 之 


半年 ご と に 歴代 総 料理 長 の 代表 作 が 
楽し め る 70 周 年 記念 コー ス 「 ク ロニ 
クル | の メイ ン デ ィ ッ シュ 。 第 5 代 

高橋 氏 考案 の 名 物 「 錠 ス テー キ 」 は 
プー ル ノ ワ ゼ ッ ト ソ ー ス で シン プル 

に 味わう 。 第 7 代 棚 口 氏 は 2 種類 の 調 
理 法 で 多 の 滋味 深い 味わい を 表現 。 

地元 産 の 米 、 角 節 、 海 藻 を 使い 、 風 味 
豊か に 仕上 げた 。 第 6 代 宮 崎 氏 の 
伊勢 海老 の 一 皿 は 、 華 や か に 作り 込 
ん だ 、 熟 練 の 技 と モン ス が 感じ られ る 。 


生生 


K ト ミミ へ ヘーー 舞 中 一 握 上 - で JrQ っ 


YS ご ー ト フ ュ ン い ゃ ふい ベン“ KK 


産 香 り 味噌 


に 。 


黒毛 和牛 ロー ス 長 茹 


・「 蔵 囲い 昆布 と 相 節 の 清 汁 ふか ひれ 区 変わ り 玉 芽 忍び 生姜 」。 
「 濱 牛 氏 


石 下 ・「 軸 大 卵 の ハー ス 轄 海老 美味 出汁 あん 山葵 」。 左 


右 


ロ 
Wo 


温 玉 ] は 、 横 浜 発 祥 の 牛鍋 を モダ ン に アレ ンジ し て ザ ・ カ ハラ ・ ホ テル & リ ゾー ト 横浜 流 


「 日 本 料理 濱 ] を 象徴 する 料理 3 


くい で ・ ボ トト 直ぐ 記 事 中 き 「 征 ・ 
玉 く 心 ・ 素 氷 き 2 スペ ーー G 皇 時 也 
要 技 一 租 り つ し "の の ー 叶 の 表 
ー ト へ つ 尺 「 手 ・ 玉 く 選 ・ 素 中 人 呈 
ヘー ンー 詩 党 7 束 の 衣 ぐる 球 茸 SG か 
ネ ポー ホー トロ ヘー” 周り 守 氷 と て かれ 
で 人 9 痢 完 宮 S ロ ホー ハム mA も" 
DX の 3 ペコ ピコ ルナ や で ここ つく 3) さり 
昌 薄 人 かく で て ト へ ・K へ 公 
ー、? 上 よき K ふ RNNG 愛 つま GS 
局 計り 選定 人 W 選 紳 細 け SM 人 計 5 
顎 | 守り S 生 ke 思 G 遇 滞り) 記 ら つ 下 
る へ トト けり 。 00 し くい で る 6 人 
St Oh6 和 pr 
中 中 志和 で へ へ 「 コ 変型 
拒 ] 伝記 Se 末 IR く G 癌 肖 、 の " く 
he ト A・KD ユ ヘー で で WS 誤 座 " 
中 人 三 応 剛 ぐ 幸 字 6 で 補 さ りら 層 宇 か 
ne りり 言 07 衣 SseSG 委 宿 公 
3 さく くく: くさ つの) 
よさ ぐ コ て 光 人 涯 efp" 直 季 絞 Y6YO 
で る 宙 つ S 党 ホキ ー グ へ 守る 
ロ ポ 伝 二 WS 忘 鶴 JG て ト つ へ へ 
KG 守 で を 邊 語 は く CR や 震 を 
全 ロ 弄 細 Shees 骸 避 旬 会 寺 4% い 
トマ く ペド セラード 6 で トー いい マ 
に に で 


な な 
ます S コ DSOB ミ 
会 豆 民有 り 宮 る 
の に が 作 
まま 
り 征 9 公 人 @ 敵 十 つ 鐵 
・ っ うっ 援 つ びり 守 邊 央 
過信 当 ポ 恒 2 の を 所 
了 . 硬 ぷる 
導 ( 因 っ 逢 
- 委 氏名 人 き 
ee 同 1 
寺 さ きま き 
へ 時 や 世 
9 る る EK* ぉ ふ ニー 
ささ 護 答 計 民 いや 答 
I ト 図 捕 合志 < で 
を 向く < 和 もっ 短 
才 ま まえ 
いい 胡 き る 当 ト 人 
お まま た 
R 三 避 3 衝 和 た 選 疫 人 
また も | 


と も に LO) 


いる と いう 。 


ス よ り 抜 粋 。 


朝食 騰 4500 円 一 、 夜 コー ス 1 万 円 
紹介 し た 料理 は 夕食 の 3 種 の コ 


癌 
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正 画 に 機 渓 ベ イプ リッ ジ を 潮 む 2 面 
の 訟 が 側 放 的 な 「 ザ ・ カ ハス イ 
ー ト 」。 ホテ ル 表 地 に 凍 援 する 隊 
バー タク の 緑地 と 海 が 一 望 で きる 総 好 
の ロケ ーション は 、 和 夜景 も 楽し 天 。 


石 *「 江 方 和牛 の 勝 コラ ー ゲ ン 火 負 ] で は 金 業 豚 、| 
天使 の 海老 、 野菜 の ほか 、 ト リュ フ 、 上 海 了 獣 の み 
そ 、 燕 の 巣 を 使っ た ワン タン な ど 山 海 の 幸 を 贅沢 
に 。 コ ラー ゲン 豊 富 な ウツ ボ や 甘い 安納 華 と の 組 
み 合 わせ も この 火 負 な ら で は の 妙味 。「 握 ] が 逆 
さき な の は 、「 福 が 逃げ な いよ うに 」 と 願う 中 国 の 「 倒 
福 ] と いう 慣習 か ら 。 奥 は 「 前 菜 三種 盛り 」。 

ト 上 ・「 ク ラプ フィ ッ シ ャ ー マ ン ズ ワー フ 」 で は 、 
パエリア や グラ タン な ど 、 角 メ ニュ ー が 豊富 。 


チ へ れ ま 1] ッ > 艦 ダ と の が 一 
Y の る % ド シ の イ も 是 炎 持 開 
1 ご の "いい ャ デニ うい 鍋 て 
人 い 介 オ キス シー ドミ キィ 
3 すま ます 1 ン イク の た 義 ャ アッ 
の ` 心 ] ツ ズ プ フフ ゼー カ 今 は 
も ホ で ダ が リッ レ す と を の 甘 
5『 テ う 1 お イフ ラン す 人 小高 時 肌 
英 ル れ 後 好 ゥ ッ ェ ナチ め 池 め 代 や 
する し こま きら ー が 音 て だ 
す テ い 席 5 ヶ クキ いい 昌 い か 
る 馬入 け と クチ 1 迎 だ こ 用 
全島 入 シブ ン ル 長き さそ に 
生 自 更 人 色川 浸 呈 要 “人 ず 華 
を 分 くめ フィ の イ いこ 待 


グラ ンド ハイ アッ ト 東京 

東京 都 港 区 六本木 6-10-3 谷 03(4333)1234( 代 表 ) 
https://www.tokyo.grand.hyatt.co.jp/ 

[基本 料金 ] 1 室 2 名 利用 で 1 泊 5 万 2000 円 一 (サー ビス 料 別 ) 。 

中 国 料理 「 チ ャ イナ ルー ム ](@ 階 ) 

合 03(4333)8785 

人 11 時 30 分 一 14 時 30 分 (LO) 、 土 曜 ・ 日 曜 : 祝 日 一 15 時 (LO) 、 18 時 一 21 時 
(LO) 「 漠 方 和牛 の 薬 騰 コ ラー ゲン 火鍋 」 は 1 人 前 1 万 2000 円 一 (サー ビス 
料 別 )。 注 文 は 2 名 より 。 12 月 7 日 一 2021 年 3 月 31 日 の ディ ナー で 提供 。 2 日 前 
まで に 要 予 約 。 

オー ル デ イ ダイ ニン グ 「 フ レン チ キッ チン 」(2 暗 ) 

合 03(4333)8781 

仙 11 時 30 分 一 14 時 30 分 (LO) 、 土 曜日 曜 * 祝 日 一 15 時 (LO) 、 17 時 30 分 一 20 
時 30 分 (最終 入 店 ) 「 ク ラブ フィ ッ シ ャ ー マ ン ズ ワー フ ] は 1 名 8800 円 一 
(サー ビス 料 別 ) 。 食 事 は 90 分 制 、 席 は 2 時 間 制 。 一 2021 年 2 月 28 日 の ディ ナー 
で 提供 。 な る べく 予約 を 。 当 日 予約 可 。 

※ 料 理 の 提供 期間 は 一 部 除外 日 あり 。 予約 時 に 確認 を 。 


に て 人 象 リ の 種 で 名 ラス の 食 テ 新 
衣 も 衣 の 才 中 シテ ミ 人 ん 提 
で に 騰 楽 っ 一 国 で イ | き の の 
まそ 還 共 ラス 六 鑑 埋 1 ク 答 因 タ 
中 H ィ ラフ 
* 能 7 1 導 生 ルク 旬 介 1 
? ス スゲ ダブ プ 和 は チ ョ ※ と 味 ト 
7 用 み ル ま きよ ま とげ ンジ シホ は に 
イィ 川 プ ブ 火 いな 今 イ 一 計 テ い は 
ル 式 は の 鎖 た ど シ ナ が が ル か いい 
ド 衣 : コ 味 一 だ の 1 ル こ 付 本 が 心 
で 閑 ? ク わ に く 約 ズ 1 の く の ぞ で 映 
す 湯 2 が ぃ い ラ WWー 沢 ン ム 人 冬 つ ダ し レ し 
" 革 才 痕 番 素 芝 っ 縛る 4 ま 硬 
中 りさ ジ 方 の 氏 ラ 且 , 
を も さろ 和 を 飼 殺 の | ツウ ジス? あ 
目 と 印 ア 和牛 2 の 。 プ ド グ 朝 ホ 


「 グ ラン ド ステ イケ ーション 」 は 朝食 に 加え て 館内 の レス トラ ン 
で 使え る 1 万 円 の ミー ルク ー ボ ン 付 き プ ラン (2021 年 1 月 末 ま で 
の 予約 分 。Go To トラ ベル キャ ン ペ ベー ン 割 引 対象 )。 写真 の エグ 
ゼクティ プス イー ト は 、2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 室 13 万 1000 円 一 
(サー ビス 料 別 )。 ゆ っ た り と くつ ろ ぎ の 時 間 を 。 


斗 間 汗 河 湯 一 一 央 河 テ ミ コ ヘン テ ざ MI 
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麻 交 湯 に は 陳皮 、 八 角 、 甘 草 、 香 叶 、 
丁 香 な ど 9 種 の 漢方 食材 が 溶け 込み 、 
コラ ー ゲ ン も 豊富 。 白湯 に は 朝鮮 人 
参 、 伺 眼 、 ナ ツメ 、 ク コ の 実 な ど 5 
種 の 漠 方 食材 を 配合 し て いる 。 合計 "へ 、 
14 種 が 入っ た スー プ は 所 養 に 満ち <3、 
諾 、 独 特 の 香り が な い の も 条 力 。 ペ 


上 ・ ミ ラー ジュ フロ ア の 「 プ レミ アス イー ト 」 は 、 テ ラス に ジェ ッ ト バ ス も ある 。 随所 に あし ら わ れ た プル ー が 印象 的 。 
下 左 ・ 島 以外 で は ほぼ 食す る こと が で き な い 宮古 生 は 、 甘 み の あ る 脂 も 魅力 。「 う な くじ ー」 (紅い も の 卿 土 料 理 ) や 四角 豆 
な ども 焼い て 供 き れる 。 下 右 ・「 長 気 楼 ] で は 、 泡 盛 マイ スタ ー が 選ん だ 数 十 種 の 泡盛 が 普 ぶ 。 


ホテ ル シギ ラミ ラー ジュ 9 証 る な き し た 
沖 人 宮古島 市 上 野 字 新 里 1405.201 了 上 も 昌 且 合 中 
生計 味 は な 生気 荷 お 
(総合 予約 セン ター) と ま が が さ き 
https://shigiramirage.com/ と る らい れ な 
[基本 料金] 1 室 2 名 利用 で 1 治 朝 食 付 も で そ た で な わ 
き 1 名 4 万 8400 円 一 、 ご 紹介 し た 「 ミ に ス の だ は ぃ の 
ラー ジュ フロ ア プレ ミア スイ ー ト ] 心 テ 深 は > 昌 
は 1 室 2 名 利用 で 1 泊 朝 食 付き 1 名 10 に り 味 ま 信 幻 各 
万 3400 円 一 (いずれ も 税 ・ サ ービス き を わ ・ 蔽 年 作 
So きき 
硬 気 欄 (] に に て を 心 

19 時 一 20 時 30 分 (LO) 鉄板 閥 きれ され た グリ ー ン 、 空 と 洛 の 育 に 包ま れ て 思い 切 き い 引 の の 鉄 約 
コー ス 1 万 6500 幅 一 ( 税 ・ サ ービス 料 ” リス イン グ ! 本 格 的 な オー シャ ン リ ンク ス と し て 人 する き 心 上 板 0 
込み )。 気 の 高 い 「 シ ギラ ベイ カン トリ ー ク ラブ 」 の コー ス 。 ? よ 出 配 質 焼 頭 


| 人 受 Yk ビ 放 党 訓 器 Sa「 5 
馬 NN KN や 吾 党 」 の 箕 民 虹 誠 


S 層 塞 やす 更 古 半 SR て 諾 S 計 


さき ざ 下 古屋 二 証 S 藻 下 六 隔 。 ぎ 


さき 


HH 叶 、 昭 甘 き 巫 如 一 


Ni 


Yi「 


さや ば ビー で 送 さ ミ LSri 
き 農 党 草 や ミ ー オ S パ ん み 革 | 吉 3 芝 
エ oOw 入 rrrr 村 選 涯 玩 民 池 宮 


邊 演 藻 肢 結 光 S 愉 る 褒 ノード 民 マ ネ 


中 呈 。 守 コ ア ー ベ ニン て さ S@'OW 記 XN 
や mRNANN は 放す 層 古 つ で ok 


ペ r 六 サー ズ 光 拍 
選 寺 人 穫 比 さや , 寺 [ーー ベニ ミユ 


SRYS 幸 


マー 党 衝 か 守 軸 捉 S 里 装 和 ボキ の 
守 燥 枚 古 「NNNNー ニ テマ き さろ 


重 革 本 < 番 王 一 ロジ 一 MI7ZA ハ IN で 由 汗 


Tr 


NNYN 必 | の 深 吾 琴 寺 S 享 
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心 花 の 蒼 の 楽園 宮古 島 


MGREATIIOURNEY 


シギ ラベ イサ イド スイ ー ト アラ マン ダ 
アウ マシ ンダ イン ギャ ー コ ー ラ ル ヴ ィ レッ ジ 


THE SHIGIRA 代 HOTEL SHIGIRA MIRACE ALLAMANDA 


沖縄 宮古 島 シギ ラ ・ ア ラマ ンダ ・ リ ゾー ト [ギャ ァ ャ ンタ リート 
| sa セン ター| 0570-550-385 (o:oo-8:oo) 本 回 @shigira.allamandaresort 
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KI ト ミ コト ヾ ふさ ー へ 一 陣 昧 画 - 拉 扱 画 
ク ーーl ア と 。 和 em > ん p 
て 山 合 つべ 嘩 り 党 で y@ 作 且 人 る ヘーー に ベト て 


で EC に や コ ニ ピ 人 
二 ぐ 傾 ! 民 人” oo の G 案 Xao の クレ 
や お 合唱 型 し ねっ ヘーー 表 上 ホ " 拍 写 
せ せ 「K 宮 有 所 赴 編 」 宗 愛 お 炭 ※ 
人 S 代 6 層 多 会 才 選 6 攻 知 逢 々 Ne 
「 ズ 選 志 刀 話 持 」 公 SSep" 窒 世 守 
味 he 和 へ 軸 選 ぐ 洪 移 前 埋 消 志 は 
戻 守り 定 倒 凌 っ 8JJOSkG 「 寺 年 
抽 」 守 Rhe 宝 S ロ ホー A? 吉 
So くせ 0ooSGSNH 公 ぐ | 買 の き 
ec mmo き 寒 表記 王 夢 
S 叶 6 ら ー リ リー トペ WS46 つ 7 
K ふ NSJ くり 8 六連 存 G 
放し こい だ で さ ニー まう 
信人 So2S 癒 も 完 つ ね で "yi 世 9 
論 0 ね PheNK ン っ 2 る NTT 朱 蘭 
穴 ぐ 家人 る ぐ 軒 室 無 氷 営 Ne 冗 拉 きく ー ト 
誠 宰 「 下 飼 室 雪 ] ぐま 中 6” 響 
ご NHYOSG 呈 ST” ※G 晶 秋 沙 旗 「 
本 | 井土 の 多幸 党 G 朋 K 人 御 一 案 箕 
6 お 消 堂 案 。 つ 革 AoUIRNKAavS 


レン Sh や " 

叙 i 民 単 閉 皇 環 G モ 本 

尋 S 銘 衣 。 S 旭 一 私 SR ら を 
合 諸般 せ 3 ws RG 三 。 会 を 区 
3 も 曜 栓 。 よ 全 信 つ Q 公 輸 全 固 害 
Q 馬 間 き 唱 。 釜 世 洪 征 内 紀 る 
| 朗 E 紅 。 愉 名 8 問 有 ッ ※ 尋 ぐ づ 
志和 二 ( 需 S 。 き SS 到 暫 ら 人 球 
か 拓 。 を 8 中 ペー7 ー 所 まお を まま を 
て 胡 き 旦 着 宰 区 誠仁 き ン R 計 ・ べ 叶 | も 
由 夫 計 き 0 また を きま - かさ 上 っ こら 王 
提 如 を 福 に 攻守 府 こ で 艇 1 人 
合せ ミ を @ ち ふき まり ト 人馬 を: に まま 
か 時 まま 夫 ま まで | 
屋 モ 江 を そい の マト N で て 世 本 折 征 胡同 中 の 


スイ ー ト ルー ム 「MOONJ|。 写真 左 典 の パス タプ で 湯 に 浸かり な が ら 朝 日 を 眺め る 贅沢 も 。 ホ テル 名 の ティ ダ は 地元 言葉 で 太陽 の 意 。 


調理 例 
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ゃ <*。 宮 ゃ 
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人 に sz 】 
ク LIN 
付 ロ 16。。 6・ 
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スパ ゲッ ティ 1.6mm チャ ッ ク 付 結束 タイ プ 500g 
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| .。 マ 

選 補 灯 

ュ っ ) で * 1 
人 者 呈 。 る ボ 
革 FE 
。 ワ リッ て くも や セ 
Os 組 も 父 還 や 
が 守 紳 A 足 
柚 G 。] 選 搬 で 旦 
民 さ ぐし 引 選 六 征 応 
和 時 則 人 工 で 有 己 ポ ご 
思 公 江 題 虹 時 会 選 
し 0 連 仙 買 本 
> 
全会 時 る コ 誤 補 セ の 
人 入 あ る 只 せ 
せ 電 て 0 六 昧 0 の SS 
せ 要 くさ ES1 失 を 
人 S 全 枯 さ さ 誠 で 
・ 眉 入 と 紀 人 仏間 
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落合 務 き ん 
(お ちあ い つと も ) 
東京 * 銀 座 の イタ リア 料理 店 
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「 ラ ・ ベ ッ ト ラ ・ ダ ・ オ チア イ ] 
オー ナー シェ フ 。 毎日 食べ た 
く な る 普段 着 の イタ リア 料理 
を 日 本 に 広め た 立役者 。 
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^~OSMIC ト マト ジュ ー ス first。 
糖度 15 度 。OSMIC が 挑戦 し た 
高峰 の トマ ト ジ ュ ー ス 
まる で フル ー ツ の よう な うま み と 甘 み が 特 徴 の 「 オ 
スミ ッ ク ト マト 』」。 その 中 で も 央 選 され た も の の み 
を 使用 し た "OSMIC hi< ト ジ ュ ー ス firs'。 
た 職人 に よる 手 作 業 に よっ 作ら れ 、 砂 糖 、 塩 な 
の 添加 物 は も ちろ ん 、 水 一 滴 さえ も 加え な い 徹 底 
り 。 濃厚 な フル ュー ス の よう な 味わい が 、 替 
沢 で 便 鈴 な 時 間 を 演出 する 。 高級 感 の ある デザ イン 
で 、 ギ フト と し て も 喜ば れる 。720m2 1 万 円 


お 問い 合わ せ ブ 
OSMIC 会 03(6667)0313 
https://www.osmicichiba.jp/ 
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頃 。 52 


た 


2007 年 、 第 24 回 ベス ト ジ ー ニ スト 


賞 特別 貢献 賞 を 受賞 し 
歳 に し て 奇跡 の 美 し さ ! 
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ドレ ス 48 万 1000 円 / 
ラル フ ロー レン コレ クシ ョ ン 
(ラル フ ロー レン ) 
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271 


全 た 嬉 を た まこ 好 餅 
国 “も も 黄 すす れき で 
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2018 年 公開 の 『souvenir the movieMARIYA TAKEUCHI 
Theater Live 一 ] が スペ シャ ル エ ディ ショ ン と し て 初 の 映像 ソフ ト 
化 。 3 度 の ライ ブツ アー や 山下 さん と の デュ エッ ト 、 プ ロモ ー シ ョ 
ン ビ デオ も 収録 。 ブッ クレ ッ ト の ご 夫婦 対談 は 必見 。 借 20 年 11 月 18 
日 発売 。(Blu-ray)9.000 円 、(DVD〉8.000 円 (と も に 税 抜き 価格 )。 
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本 賞 、 柴田 錬三郎 賞 、 吉 川 英治 文学 賞 な ど 受賞 多数 。2018 年 に は 紫 緩 記章 を 受章 。 
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林 真理 子 き ん (は や し まり 


や ぐも の し の 堂 人 人 S 選 6 補記 
3 せ ぐ 団 も 半 べ し る ke で し や 会 e・ 
人 呈 8 が 6 和 果 和 を り 層 李 向 つ S 作 で 
避 生 AMnSO る ke で 穫 e 本 る 返 
父 じ る neyJQ や も p" 激 に つい し ” 旬 池 
会 2kG し ミー ンー、 っ の 詩人 つ し る 9 
S も 7 110 衝 | 切 8 旨い 
Sh0G 会 補 つ まし "WS 人 VS 球 ぐ 症 
呈 全 JEy い AU 鈴 画 居 倒 天 必 G も “ 
控 呈 2Q マ “も PSP お 穫 説 7 字 
寄 0 で G 弄 求 迷 全 人 mh6 ン 層 0 る 
( 志 )? 和 中 和 ま G 曽 は 記 選 お 年 補 ・ 
人 宮 せ 37 も の 宙 科 ンーAU 摘 細 
を 0P る AGK08 眉 作 ^ ※ | 8 
時 4% つ OO 「 編 索 ] を 束 経 の 半 ペ し 
る 6pS 癌 3 お宮 天 と る 8S や も" 
吉 寺 和 公 Ne 名 移 540 る お 
沸 滅 つう じゃ" 宮 列 G 引 染 王 じ ^「 天 
パー 褒 ぐ お つる 6 
< こと に いく 7 く た で 
人 Et いく | 
由 生 抽 に 斗 家 ) 称 御 例 お で 炎 了 利 性 
べ でも ゃ や" 淫 寺 の 宏 壮 し ば と 必 ル G 維 四 
Kona)46E4 い ぐち 染 / 揚 べし 
he4 り 並 所 WHO 悦 ン 祭 1 ぐ く ドー 知 
針 つ ep 宮守 か ル も 無人 生じ 人 
弄る 時 史 国 Re 有 四 G ツ ー ロ ー コ 次 
ES に だ も は 3 や くに で くだ ここ 
挫 りり 吉 人 Po の 7 芝 実 ※※ 1 下 や ke 
る 0 2Q 電 6S お さり やわ 公 e・ 
H 村 宗 飼 入り 弄 包 つ し 9)E4 0 
。 呈 鹿 公理 只 6 つ お ? ※ 実 ※ | 低下 
ESYJEx こ TE) 
JQ 旧 疾 全 6 つ お 7 R る 宗 会 現 
如 人 0 しり MS 完 週 、) Ten 
AA ウタ ろ レー MS 呈 4 電 定 人 


277 


SSooR 穫 IS SaJ” SO お を で 
8 選 計 OnNe 軍 YO" 用 円 庄 認 G1 二 会 
で 細田 08 らく つ 内 和 G 容 壮 
に 0 る x9 守 は で 営 拘 虹 染 SF 
捉 租 " 央 性 きく くりゃ "に 中 
つや お で 還 罰 TS て 7 へ Ao の 忌 弄 会 
お SB 月 を Sa) 時 る 
し” SG 告 け どど 紛 W6 し 0 お くい し" 
党 林 つと を さる 守り 明 る 6 

挫 や うる りや ゃ 6 訪 " と 尼 ジリ つ 
し 3 潤 6 や 畑 全 Se くし 会 
民 MS 穫 6 8 で oe る 愉 宗 
マル テス マ ル 

た YE こい の JP ャ ie 
で G ズ 密 号 計 室 PMopm9) る し つき 


民 " 思 府 めで っ の 穫 る 守り は せ 寺 を 供 宇 
知 3e | 吾 半 ぐし ろり 至誠 ぐ 革 生 は 
は こき P く だ に で くだ くに 2 つく ポコ 
や "SAT 球 べ 衝 を oeJ や se 
3 識 つ ろ 2 や SAJ7 ベ 守 と トル S 寺 で 
補 先 の ソス ン S 全 で 條 裕 且 
人 愉 民 0 ATSHaOTTO つ お 会 和 る 
やこ マ くく で こと YAN うた 2 
マツ の 明る 46 生 公 QT 

李 式 MAP0Q る る 6S7 
べ S ぐ で ざ 各 月 6 わい ン S 沈 Ok 
捉 和 き " 会 守 会 湊 押 人 W 代 うる 用 
ゃ つ * 

反 束 字 天 め く 唱 8 計 組 信 yOht い ソン 全 
信じ る お ye 吉 弄 人 むさ は 人 0 じ る 尺 穫 0 


や 230 レタ 2xoe で し ゃ "市 短 Wy 
な お SAJ- の ( 押 ) 1 | 肝 王 G 器 9 
球 SOS QOS る SNS 案 
で 交 る 移 党 民 BO 古 机 乱 陳 9 く に 
党 党 つと を る し ゃ 全 7 べ し ゼー 守ら 
室 り MVG 掌 下 室 AO6pu6" 

1 他 杯 る? 当 史 7 る 0 っ の 和室 
ヒド うい | 
つく 会 ら 生還 つろ ね る 代 AJT 

回 人 人 生 証 Q リ ン S ペ 8 の SARAeG 案 
等 聖 ぐ 選 圭 宙 J ぐ レ weS も" 

療 民 思 S き 専 3 人 Se やや 会 

民生 り せき る くく しゃ 全 り G 宇 味 
も いり 作 く し たち ね QA)46E30 し る 
95 や 0 避 写 報 宮 け お ロー 

を 議 叶 知 つ し S の 寺 生 人 So ン ペ る 
さ ぐし る お Q 倍 つろ や らち (人 )* 


金沢 で 買い 求め た 加賀 


お は し ょ り に も 柚 が 出る 贅沢 き 。 
に 白 の 千 の 合わ せ が 美 し い 。 


購入 。 白 の きも の ド 


た も の で 、 


作ら れ 


友禅 。 工 芸 展 出 品 の た め ( 
秋 は 高知 の 県 服 店 で 2019 年 t 


爽やか で 初春 らし い 藍 色 の 枯 柄 の きも の は 、 約 30 年 前 


癌 と 美 質 子 」 


林 真理 子 著 / 講 談 社 文庫 


上 680 円 、 下 660 円 


・ 束 圭 。 
浮 で G 応 
に 

# 民 の 
押 和 
ます 
紀 ペ S 迷 
に 半 に ま 
SA 詳 守 
に 本 く く 証 い 3 
曽 條 る る 
三 蝶 雪 3 
悪 光 穴 四 


「 正 雪 慶 
ド 


278 


279 


で ば 和 芝 


外出 自 期 間 中 は 毎 昌 料 理 を 
し て いた と いう 林 さ ん 。 [2 時 
間 か け て 作っ た 凝っ た 料理 を 
家族 に 15 分 で 食べ られ る と 
呆然 と し ます ね ( 笑 ) 」。 


挫 ke りり 仁 下 の も ゃ て ( 赤 )? 之 
pco 時 ロー 叶 ご さる 所 や 弧 0 に いつ 人 
て Kー や か ー ロ 信 0 レ MM 中 害 税 
G つ し る お いく ロ の お る 7 68 
や つね 所 給 志 く 央 ら つ ぐさ 
る 尽 拠 ぐ つね る 計 区 

攻 つや トー セ hG 空 記 っ の 落 じ ゃ い 
9 明 360 し で 電 ( 家 民 ロホ けり hG) 
KK 中 で ー ス 応 福 6 つね? 和 ー 
0a) 中 要 当 握る ろり る ke/ 2 る 0S 
血 迷 療 党 つ ビン eS 提 JT M い る 
心 福 肖 ち せ / mS り で し 8 記 全 8 奈 
880 丸 全 の つ 選 きる ちゃ " 
に 
0 レ  KGSNK 二 G 訟 や You 記 
区 つつ お家 記 し つや " 宣 べ 愛 ロ 3 ぶる 


購 窟 穴 d 倒 いし” 考 ( 宗 紅 製 紅 ) 各 
丸 補 る 人 選 "「 応 呈 選 途 」 し や 
で ら 油 突 吾 吉 室 条 K 誠 立つ つ し 簡 則 
W 玉 の? 所 つる 弄 穀 の 吾 h6ep" 
本 や りく る しゃ? 明 作 る お px で 
SQ き せく 完 と ト ルレ 電 屋 党 feipY My つ 
導く だ うさ (0 に 

拓 NMSMM 型 党 け 38NKO や りう ) 岩 
記 称 容 つ まつ し る Tee 選 共 送り 7 
下 天 めく 旧 定 愛 つ し る 妨害 Ke tnS 
っ 2SG 之 抱 党 0 し 知り rm る 46 生 で 
0Q つ ン 代 可 く つが 6 

民 負 る 4Q つ て 代 宇 うつ れ 和 や? 
ぐー ゼ 4 生 AMTJ30 る 6 つね? 

療 JAC 杏 Q お Q 叶 測 肝 は 
二 誤 つて Q を ー 


実力 を 伸ばし 


て きた 吉沢 さん が 挑む の は 、 新 


1 万 円 札 の 顔 で も ある 浅 沢 栄一 。 
より NHK 総 合 な ど で 放 送 予定 。 


「 青 天 を 衝 け 」 の 主演 ( 
* 日 本 資本 主義 の 父 " へ と どう 成 
長 し て いく の か 。 2021 年 2 月 14 日 


2021 年 大 河 ド ラマ 
映像 作品 を 中 心 【 


に | 
| 
上 1 
東 
E1 
FR 


/ 


写真 提供 :NHK 


に N ン 
7 


きた 8 天 コ 
1 議 に きま 
本 25 は 
まさき 4 
公 つ 人 で 9 滞り 
人 O 清和 O 衣 人 公 
K 紀 列 W 必 な 
て 以 る 省き る る 
凌 に 
KEO と エズ の 
まき 
1 
5 
m 6 
か る 
和 明 
Ni 
ト 
| 
に に 1 


を 引き 込む 演技 で 、20 年 は チ テレ ビ ド ラマ 「 半 沢 直樹 ] で も 存在 感 を 残し た 。 
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280 


(ジョ ル ジ オ 


スー ツ ブル オー バー( と も に 参考 商品 ) と も に エン ポリ オ アル マー 


アル マー ニ ジャ パン ) その 他 / ス タイ リス ト 私 物 


| 


(時 べ 寺 と の 連 還 起 革 人 


| 


、 会 いた い 


科学 者 に 聞く 


ズ S 
今 


| 


まま ます 


中 wl 陽 


ず 


こる KN デビ ペ ネ ー ル の 家 更 自 恒 党 加 - 


を“ 


の て .。 』 ・ / 電 % 


ニム 、 と さき 志和 ・ た ど 選 泊 付 Qeo さ * 四 
G 吉 NRS 一 全力 民営 款 世 お ミ こ 4 
二 、 人 電 )3" 志和 寺 加 し まき 楽 . 選 9 


講和 0 寺 所 りさ" 近 后 つめ 


2 電 加 キミ ギリ ざた YS※<9 導 Woo 滑 較 
識 全土 較 RG 人 る SS RS 上 Cy 


三 モ ぎの 際 呈 G る 6 つ お ? と ^ ] 
奏 没 大 | | 


吾 型 コロ ナウ イル ス 王 感染 予防 対策 で 久 


に 


= も - 
和 へ 
そ 


K ぬ で = へ へ SN 定 下條 (本 YS く ) < ト へ で ふい 政和 着 
時 委 店 表 中 宮 篤 追 玉 、 慣 明 マ 時 この 思 型 守 志 記 


Si oo の 中 ーm 役人 w 還 放 4 っ 


先 い 


まま テ 


5 反 hio 


( マ 障 ) 


INTERVIEWED 


ご 上 ロ の 案 翌 " 
\vG 投 oO 紅 宏 "| 
ぷく ぐ 回 うー 一 


DOCTOR 


福 演 生計 べ ぐ 司 党 全 必 
ご 王 Ne 一目 の 察 謀 


米 個 や ぐ (に) ヨ せ ボボ 人 
つ 移 司 ちゃ か ロ 8 へ AN で へ も G 朗 
疾 ” yoyaQ つて 介在 くる やつ 6 
ヨ せ 東村 (ベビ と) )J 功 例 党 つ し 人 
選 f6 和 PT a600 つ ン 代 宮 る る お つれ? 
WO ツン し 和光 ー ロ の 察 計 守 
S 敬 | く 穫 し She 三 王 選 詩人 王 を GS 会 
丸 G も / 誠 り で レー ムー の 圭 謀 や 
リン 紀信 で ペー 公 人 Sp) R 公 
いし SeecSR 全 の つる 8 る の 人 S 
7 mm の 雷 型 と 区 詩 因 突 洗 の 塞 
半生 で る る ぐし つき や 

と ーー に の 察 民 の 給 全 ぐし っ の 7 守 8 
ES 名 で 組 党 一 身 言 
や じ る 丸 穫 CUT りり 会 定 忌 王 生 り 


284 


JSPa0n 吉 記 人 く や ゃ " 司 党 ぐ 喜 計 
OS や つ 選 き 雪 型 吉 生 せ 鶴 oe6 や で 
つ ” 型 全 G 替 思 は SO の 8 人 る ぐ 
し ゃ 生 で 旭 この 震 弄 ご 移 xe 
heJ 富 人 半 補 守 を や レツ 会 沙 
ぐ 是 深志 弄 を つ 諭 ぐ ぐ ぐ 察 計 AJ7 
OH65O64S6 圭 弄り や ke りり 生じ Oke で 
Ps SB3SeYOS 旧 店 且つ い 圭 
選 S 軸 習 吾 計 3 介 認 KeG 色 の の 察 弄 
さこ いさ 0 マル 人 
WS 寺 之 型 全 征 で 丸 ーm の 圭 
思 や 楽 KG 凡人 9 定 球 つ ” 水 め 主唱 か 
he 室 球 低 に で で し る ep 

逢 けり 「 和 と ページ] し ハ テ ー ユ 
上 く 0 尺 腔 ろう ハ ーー%58SYO で で 近 
SS や し つ Oxea) <G 持 中 直ぐ 幸江 
移 つ お りり 和室 人 Se MS ペーー 染 
NG つ 訟 G 喜 民 ” 講 a0S 


大 阪 市 立 大 学 大 学院 で 博士 号 取 得 。 
米国 グラ ッ ド スト ー ン 研究 所 留学 、 奈 良 先端 科学 技術 大 学院 大 
学 教授 を 経て 、2004 年 京都 大 学 教授 競 任 。06 年 マウ ス iPS 細 胞 、 


07 年 ヒト iPS 綱 胞 を 世界 で 初め て 作製 し た 


1 

に 

負 

LM 

悦 

導 

まり 

色 

年 

る 

を 

痢 っ e 

る 人 N 避 S 

由 づ 当 

りら の 日 

者 > に 表 当 
四 や 記 8 区 
v き SS_ | や 個 
は 六 僅 昌 一 を s 電 

人 : 間 の この 5 

S さ 訪 る 
表 べ や や 3 も 守 拓 
に トミ 3 | きき 

ン 

回 まま を 主 き うう 
ロ 記 拓 答 の ーー 衣 
HI 所 SN 着 昌 計 : 明 : 
@ 玩 へ 球 一 邊 一 コ 


宇和 や Ke) ろう 人 8 直 シ つね? 

と je0BNYGSmS 諾 宗 委 人” 震 さ 
避 に RS る か ve" ベ 記 で 逢 G つ 言 
紳 款 入 較 ・ 里 羽 聞 思 幸 玉 さら らい 時 
に EE ママ に いい 
べり を べら 安 公定 激 つ お つ 流 
民 ハ ーー 和 沿 宣 つ 和仁 直 G 藻 民 区 し じゃ" 
還 呈 8 中 の 吉 思 人 ぐつ 妃 ハ ーー 
症 富 Ne る で 后 つ る 海 突 溢 G 遂 医 弓 
連 け 営 守 6 で る ep" 

貯 守 hh ロホ か で SKI っ の - 選 の 圭 玩 
ンー マッ トコ マッ た うだ さこ 
ンー 27 6G ふ で さき KK 上 福 肖 和 mkG り 
忠 G 圭 民生 ペー 公 電 羽 ち Ke で も 7 

ご 上 の 替 弄 和合 必 征 い 丸 明 G 替 國 は か で 
さき K 史 往 層 作 や し 朱 完 史 守 還 つ ” 初 只 
SShe 紀 器 や 土 球 会 に で さじ くる 
FPSG 叶 倒し ば AG 人 8 保 芝 ビ 


こと を 発表 。10 年 に 


貧 受 賞 。20 年 4 月 より 公益 財団 法人 京都 大 学 iPS 細 胞 研究 財団 


理事 長 務 。 
特技 強い て あげ る な ら 13 年 間 、 日 本 と 第 2 の 研究 活動 拠点 サ 


ン フ ラン シス コ を 毎月 往復 し 、 地 球 100 周 分 以上 、 飛 行 機 に 乗っ 
て いる こと 但 趣 味 プ ジョ ギン グ 倫 座 右 の 銘 プ 「 人 間 万 事案 


稚 が 馬 」 
米倉 さん か ら 見 た 山中 先生 の 印象 一 日 本 の 知性 を 代表 する か 


き 母 、 妻 や 娘 た ち 。 家 族 が いる か ら 仕 事 も 頑張 れ て いま す 旬 
た 。 加 者 さん を 想う 誠実 な お 人 柄 が 伝わっ て きま し た 」 


京都 大 学 iPS 較 胞 研 究 所 所 長 就任 。12 年 ノー ベル 生理 学 ・ 医 学 
人 心 の 支え 私 を 医学 の 道 へ と 導い て くれ た 亡き 父 、 そ し て 亡 


因 呈 宰 べ で し neS つ や" 
人 だ で コン ル ・ 
ON こい に 
宮 吉 民 *9RR 江 や 7 1RNKUk0 り の 令 
Poh6 生 つ / 六 員 ke 生じ 406 
や "SN 党 吉 國 じ 洗 弄 的 を Q 
や Exe の 衝 Pe 弄 情 伺 ベ ー ル 
A へ へ 誠 ” 右 組 ・ 望 G 泊 訴 AA 到 
ゃ 9 詩 宗 の 会 寺 選 章 で や 選 じ る づつ 
りり Go の 叶 ” 己 S 守 ポン Ss の S 案 
人 N 家 pke8 因 か "am お ら 2 の 本 は く D い 
の は 潤 党 ーー 地 人 お 地 款 ロ 党 季 
全 や る 6 生 、( 千 )? 

F コモ ポ き AG 球 下 訟 志和 ミー トシ 
難 全 2 の 詩句 倒 潮 さく し る ょ 0G8……e・ 
> 憶 講 才 諾 く 半 や っ の 等 居 編 肖 倒 剖 ペ 
も る ep つ / 走 Lz の 斑 ささ ト も か 
殿 " Q ら ー マ 時 8 所 時 し 皿 人 "年 


し 


/ 

/ 
4 月 に 個人 会 社 を 立ち 上 げた 米倉 きん 5 
「 世 界 中 が 大 変 な 状況 で す が 、 今 で きる 
こと 、 す べき こと を 前 向き に 考え で 、: 
歩 を 踏み 出し 、 進 ん で いき た い 」。 
ドレ ス 24 万 1000 円 / エ ミリ オ プッチ 
(エミ リオ ・ ブ ッ チ ジャ パン )『 ピアス 
74 万 円 ネッ クレ ス 137 万 900@ 樹 / と も 
に ダミ アー ニ ( ダ ミア ー ニ 銀座 タワ ー) 
靴 10 万 円 セルジオ ロッ シ ( セ ル ジ オ 
ロッ シ カス タマ ー サ ービス ) 


「 生 命 の 謎 を 探求 する 基礎 研究 は 私 の 天 
職 。 で きる だ け 長 く 続 け て いき た いと 思 


いま す 」 と 山中 先生 
ル の 「 プ レッ シャ 


mr て 名 へ Ce 相 中 


パ WS 
交 融 SG さて 鉛 選 中 里 


GS 室 農 測 選 HG ミー ト 和 公 中 の 
吉 弄 人 ぐ E べ お 可 詞 察 型 脱ぐ 
性 軒 粘る れつ お 5 反 民 図 征 に に ト で 
や へ 一 操 記 G 或 性 渦 求 時 の る 必 党 
定 G 和 と ホー ビ 8 で も" 

F 。 守 月 J 代 要 吉 つじ ろ る も や 会 
と Ac ( 秋 )? 

汐 忌 と 征 補 尊 ぶ 結 育 量 ぐ パ 必 
くべ 叙 県 る レン ke うろ で お りう 球 
RBSKeooSSS も つき 人 の 名 


「- っ こっ 垂 漠 つ ね 一 |S 
XS 湯 生 せ ー ロ の 因 弄 守 R 計 ・ 


と ーー ムロ の 圭 型 節 ち 選 じ 公 G 叫 叶 昌 
4JG 記 けり と 改 ル バ 選 写 林 る くく の を 
に で 全 に 2D こ YS)9 た YEOEX ニ の の いこ 
つつ お ?「 斗 班 注ぐ 演 し Sh6 弄 
に 3 電マ ルイ < て くだ 2 
し る neS ぐ しゃ / 


2 た に コ : tm 


る 会 ① そ 宮 ロ つ レ ー| の 2 で pxetQ 
る ちゃ (HK)“ 

SG 人 S 穫 認知 る 営ま 
や レン 0 る 5 Po の RS0 党 で 
る を 澤 ン りつ 篤 補 マ OS4SNe エ ジー y 
物 栄 久 し る べつ お 中 邊 デー 必 了 
へ 革 守 人 ぐ つや の e・ 

ンー MS と せら SmYO ペ My つ レ 
思 入 詩 守 宏 党 つね る うり る 作 計 2 や ちゃ" 
誤 3RhPSKG り の) 避 総 居 人 9 塞い じ 
る が や" 鹿 る 室 し つや 和 色 。 雲 球 定 BS 
he 洲 せ 固 夫 式 証 基 や っ の Sh6 つ お つ " 
OS 写 "くく 穴 富 溢 近県 つる 
ぐも ゃ 人 揚 世 くり 到 加計 式 つ 会 
つ し SQS が 6 くつ お "中 宗 倒 
で 8 ン 8 る TS し せ 当 の る 
り ALOSSY MyS 人 で 入 鹿 品 べく 
恒 つ じ 守 宗 知 叶 幸 人 で 填補 で お じゃ" 
崖 8 泊 や 如 る べく 電光 栄 守 や Ke 豆 娠 


直 公 人 Sm つ " 人 人 8 条 Q で せ 河 
の ーー ルト ニコ マル うっ だ よこ 
つ 全 つね 〇 | べ ぐ 良守 Nm 1 OS や SS 
ー ト hG 起 球 伝 ベス る < 選べ ぐ 
SW 生か りり 4Jo の Sa 人 SQ 
室 世 G 宗 先 公 wm し 二 四 和久 
he る し 人 

> 乱 全 ロー の 吉 思 合わ 0 し 公 ① 
会 宮 SN さき 代 ハ キー34SSe 生 人 7 
し の る 因り の 家 定 WS の 2 の 0 で うし 
和 か 会" 「 層 電 人 0 くら 中 お ヘー| 
る バ 球 る" 握 さ 語 る wi 

三 モ Rn と 0 し で 澤 宮 
つづ” 尊 り 写 》O く ER し る が 6 生 人 名 
ーー 公 還 御 へ へ 全 0 うし 7 明け 
0 レレ 人 本 箱 へ AN8 る 人 Q る AO 宮 滅 党 
会 SNe ペ Pe" KeAJ0B8 庄 球 ぐ り 
3 せ 穫 eS る G や ゃ 衝 ふさ SN さ 
知人 か キ ー 旨 失 つ 仙 人 は で レタ Ke) 


定 。 
@ 特 技 デ クラシック バレ エ @ 趣 味 / 舞 右 鑑 賞 。 英 語 、 ス ペ 


イン 語 の 勉強 @ 座 右 の 銘 「 万 里 一 空 」 


クラ シッ ク バ レ エ を 習う 。 2012 年 に スタ ー ト し 、 現 在 第 6 其 
まで 放映 きれ た 「 ド クタ ー 一 外科 医 ・ 大 門 林 知子 一 」 は 米 


倉 さ ん を 想定 し た あて が き に よる も の 。 同 年 ミュ ー ジ カル 
ウィ ドウ 役 ス カー レッ ト ・ ヨ ハン ソン の 吹き 替え ) は 21 年 4 


月 29 日 公開 。 Netfix の オリ ジ ナ ル ・ ド ラマ シリ ー ズ [新聞 記 


ICHICAGO]」 に て NY プ ロー ドウ ェ イ デビ ュー。 17 年 、19 
年 と 3 度 の 主演 を 果たす 。『 プ ラッ ク ・ ウ ィ ド ウ 」 (ブラック ・ 


1975 年 8 月 1 日 生ま れ 。 神 奈川 県 出身 。 B 型 。 5 歳 か ら 15 年 間 


者 』( 王 演 ・ 松 田 杏 奈 役 ) は 21 年 配信 予 


米倉 涼子 (よね 59 ょ うこ) 


L つ の 品 1@ | 


JA の 4S 選 6 や 7 委 ホ ー・ 公 本 日 人 で 
By た お や まで に の いり 9 いつ) ご 
や 人 Se 思 准 ぐ パ を 定 S 間 ぐし 
や 人 記 SG 圭史 肌 ン へ J 篤 | 蜂 ぐ 
か さか キー 息 泊 人 く りゃ " 

EE 工 害 し 会 ・( 赤 ) 選 @ 寄 3 引 
QR お 選 ” 坪 品 春 全 つづ お 選 つ しい 旨 庄 づつ 
26 N ユ ーG 滞 写 委 一 告 冠 維 る 
< TA で) 編 0 レ マン he 一 | 呈 絢 り 
王 ご さこ ざく だ た マ を に 3 導く だ 2. 
に りこ の N し に よど くに 
ーー yyJO8 導 親玉 氷 証 居 G 
で 記 司 や は 5 で お な も 愉 一 

FE ぐし 会 

> と 訪 証 届 S 選 味 せ ポ 応 会 自 人 0 計る 
く ー と 志太 じゃ 人 QMS KK 
%1 0 も / 弄 OSG 居 団 室 人 公 SK9 
月 aJo の PSKT KK0 代 かさ 公 A キ ー6 王 7 
人 Hev ン NKS 束 On 会 宗 公 計 証 居 は 


】 放つ 

キ 巡 て 

か 9 か 

AN 0 9 

Ai 記 剖 

ます 

に ) 

0 財 と 

で る re 
(上 y あ 2 

先 Et 
紅 必 右 

S も の ざけ の ー 地 一 
さ 呈 と 9 全 へ の 球 A 
各 主計 所 てら 所 
無償 所 」 京 り か び の し て 
米 る ヽ おこ ほ 人 本 
に 人 るー 表 到 お つ コマセ 
恥 で | 宮 紀 人 一周 
で 導入 し 交 近 愉 人 計 人 
信和 か 加 選 深谷 本 で 
書 ロ 2 広和 ろ つ 肖 と 会 
志 春 せ ロリ ロレ 8 所 区 つ 
せつ の 0 ロロ NN 和 た 守 朋 電 天 
ヨロ @ ご こり で 宮 ぐ 還 の 


AHIAH ヨ HLNI 


に 
Go 
に 


INTERVIEWED DOCTOR 


定 油 


FI に ーー し 2 し 


室 東 き 編 爺 避 沸く ぐり っ が な 


組 乏 ③ 表 へ 必 で AASRKA 約 
抱 鹿 いら っ ぷ 
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細胞 技術 を 良心 的 な 価格 で 、 全 国 の 医療 機関 に 提供 する 橋渡し 機能 を 確立 、 
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京都 大 学 iPS 細 胞 研 究 所 (CiRA) 
京 者 京都 市 左京 区 了 護 腕 川原 町 53 
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iPS 細胞 研究 基金 資料 請求 専用 フリ ー ダ イヤ ル 画 0120-80-8748 
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「 字 20 舞 は か な り 精 弄 コロ ナウ イル ス に 
攻 め ら 礼 まし た が 、 | 選 る そろ 逆転 し た い 
で 計 ! 旧 (山中 先生 )。 屋 染 予防 を 心 が 
け 『 識 の も と 十分 に 注意 し つつ 、 二 
歩 を 中 み 出し た いで 更 ] (米倉 さん )。 
ア ー40 万 3000 円 | シャツ 15 万 4000 
円 誰 シ ツ 21 万 6000 由 すべ て ザ ・ ロ 
ウ ( 排 ・ ロ ウ ・ ジ ャ ジン) ビア ス 1 万 
2700 円 プス ワリ ロフ スキ ー・ ジ ュ エ リー 
( ス 放 ロフ スキ ー・ ジ ダ ャ ボン コン シュ ー 
マイ サー ビス ) 靴 9 万 5000 円 モル ジオ 
ロタ 多 ( モ ル ジ オ ロッ シリ | カス タマ ー サ 
ー ビ %) 
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トッ プス 79 万 円 パン ツ 18 万 四 ( 参 考 商 品 )/ と も に ヴァ レン ティ ノ 
チョ ー カ ー17 万 1000 円 ヴァ レン ティ ノ ガラ ヴァ ー ニ (すべ て ヴァ レン ティ ノ イン フォ メー ショ ン デ スク ) 


男役 トップ スタ ー と し て 一 時 代 を 築き 、85 年 の 退団 後 も 多様 な に ロイ ン を 演じ 、 
リン グ 1800 万 円 / グ ラフ (グラ フ ダ イヤ モ ンズ ジャ パン ) 


文化 庁 芸 術 祭 賞 大 賞 (98 年 ) な ど 受賞 多数 。2021 年 2 月 ・3 月 、 
東京 ・ シ アタ ー ク リエ 、 大 阪 ・ 新 歌舞 伝 座 ほ か で 『 ロ ー ズ の ジレ ンマ 」 に 出演 。 


1956 年 兵庫 県 生ま れ 。73 年 宝塚 歌劇 団 入団 (59 期 生 )。 
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棒 藤 pm 叶 寺 wSTNAK で Sp 
会 宮 会 ゴ 弄 つ 穴 っ と で や や や" Kー で へ 
JO5oee 補っ 館 G で 中 守 業 乱 
=KCO い < すのこ 全 セー トー ニー] 
外 全 守 全 の" 思 宮 人 の m 補 議 壮 定 ち 
で 四宮 と き ふ ひつ 上 (所)? 


本 要 計 更 り MK で 似 で 
淡 半 の 選 振 SGK 応 和 


上 攻 雇 光 の つっ の つの 窒 会 本 こぐ や や 
倒 ” 所 宜 家 王 きめ で 本 ジン の 賠 全 
マ 凌 己 弄 っ 6 つ り の 閉 求 史 弄 
りつ い ー 並 写 8 | 数 己 問 到 交 つい 7 
伺 区 * さ つの 記 過 守 多め つ や の | 三 S 
介 民 め 十 で お っ 9 …… トル ドコ 
で 呈 大 め 天 り めで いろ 6 つ 尽 会 e・ 

胡 層 所 守 つ りさ 時 目下 SQ で 7 


(RW 震 人 16 陸 郊 N レ ン HR0 っ 
Wi 


給 握 り 給 婦 合い 


困 随 ご 税 つ 6 つ だ ー 


ポポ つっ S 崖 定 り ぐ 誤 中 と 加 りつ お ぐ 
8 宝玉 7 we で る 宗 糸 つ 
全 で や で 7 | 粗 介 許 還 史生 で で らく 
選 党 守 人 ロホ ー サ キ 史 居 と こり ポ 党 や つ 
ち 9 ( 衝 )7 で つ 淫 2QGS 全 の 
塞 め 計っ り つの WW 淫 温 位 
に で まさ EN 二 SE そい 
苦 攻 で 会 水 p 水 選 の 人 る っ で や 作 旧 
こり"「 に 9 で つき を] 5 [時 中 
や S め | や ので 計る 時 ど つく 7 we 
S エ め 准 ぐる し 淫 局 ぐ 志 症 全 全 会 人 
GS っ opG 唱 8 記せ は つ で や 5 
媒 全 宮守 写 和 SG 全 や つて や で 
表層 業 包 べ 肖 や りつ りつ コン モロ 
守 で いり / 宋 の 洲 全 害 候 洲 り ぶさ ン 
守 で ね りつ の 合 つ psp 守る や で 7 
に 9 いい コア 19 に ULIA こ て: コー イー 
玉 ら の で SGT oo ロペ つ 移 必 上 
起 四 圭二 PSGHA ホ ーー ロ 王 だ つ m 


照 牙 的 周 NN じ GS 蜂 C・ 


キ 


に 9 


換 O 員 GSJO 唱 HO 四 eTASc_ 


各 る が 生 求 りか の 引 つが か" 
$%y つ て ロー ヘー う 地 1 で vo 一? 


くろ き ・ ひ と み 


1981 年 宝塚 歌劇 団 入 団 、 劇 団 史 上 最速 で 娘 役 トッ プ ( 
退団 後 、 第 21 回 日 本 アカ デミ ー 賞 最 優秀 主演 女優 賞 受賞 。 


2020 年 秋 監 督 作品 3 作 目 と な る 「 十 二 単 衣 を 着 た 悪魔 』 が 公開 。 


2021 年 1 月 10 日 より NHKBS プ レ 


アム 連続 ドラ マ 『 カ ン パ ニー』 に 出演 。 
ノ す べ て グッ チ ( グ ッ チ ジャ パン ) 


ドレ ス 29 万 5000 円 ピア ス 35 万 5000 円 靴 11 万 5000 幅 


い 統 償 5 


g 拉 3 vim ら 指 、3 全 で 7 
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きら さら oe 人 可 工 、w さ 5 


| 


。 一 一 へ S ぶ 浅 , 導 せ づ 貞 ] 


8 介 電 6 つ 要 寄 音 定 史 表 年 ち 
りら りつ の 公 窟 往 @ つ いや 7 革 宙 
泊り 和音 の 届 や 式 吉 京 己 宗 六 
いり 短 わ つぶ " 


Ts マーー や の 選 杭 や っ の 

所 昧 会 了 つ ン 代 全局 
苦 攻 弟 旦 G 己 世 宮 po 吉 求 で の 
下 つ ら ジ ど ぐ き ほ 叶 くつ つゆ つ 尺 9 
閑 更 局 だ 人 / 写 時 県 っ 介 で mW 准 っ 
BASS で " 坦 と の 避 の 所 を に 二 ぐ 
ミー い トド ゴチ つ 3 つい バル トー に し 
て Ok< よ の ペペ で いま 7 くる ここ か 


つや や GT 記 全 名 三 宰 つや 人 ぐ 
公記 導 ^ S 還 時 握 モビ お 「 ル て ・ 
NH KN・A 生 で 1 GS 選 S 失 脱 和 め 和 
立つ い ^ 振 概 ぐ 「 く 私 気 ・ 宝 一 人 ト さ 
ミ 」 容 窒 つ だ 全高 導 寂 人 ぐ い ぐ 
叫 講 度 「 の つつ 呈 ぶ を で 】 や 宮 突 * 
りり 選 迷 叶 き NN で ーー ゆっ p 呈 球 
や opw や G 記 中 忘 ゴ つ 丈 宇 
つっ 詩 味 全 江 会 お 凌 家 で で 
で Am ロー ロ 倒 窟 人 り 富 周 痛 め つ 
で Sp 記入 や つ せ ne・ 

喉 人 さっ"「 状 叶 」 史 圭 
G 倒 誰 欄 "人 か ww やら 褒 慎 め Q 共 つ 
Am ローー さ ーー 一 区 庄 つ % つ 
ポ り 26 衝 全 悦 全 宮司 痛 害 を AS で 
り ” 維 り jp 明和 や で や つむ 全 


ピ ss 


表層 SQS [2 で 公明 克 を で 
お っ ) を 一 1 ぐい 送 は 2 で や 
わ を る? 

上 攻 se. 所 ころ ……" 
表 下 で ce. 意 び PRS 会 e・() 


所 らく ロ 28 生 で 8 らら ュ 
堅 GR 史 局 っ"" 幅 党 選 公 を 
3 更 つり や 朗 史記 ポ いじ 足 全 党 
つの Q つり AG284SYSe- 

葵 年 宗 記 紀 こ で さら ぐ や や 全 / 
涯 SQ 会 祥 会 「 叶 区 守 守 | 
YOM 半 ーー エイ くべ こさ こす 
3 ぐ つ を で ね G 生 の oo 記 氷 呈 やつ 


Sn 全く 人 S 八 ち 計 が で 包 で の 
が 玉 守 全員 葵 つ ン 家人 6 ぐさ で 
7 央 信人 の つ ら で ビ 「 リ で を 
An 一 ] つ 注 充 めで や や 88 ン ピ レー 
QOSS 全 宗 全 お 和 を 介 王 持つ G 下 
いま に で 1 症 す に た そ べ あす くだり 2 
8 ら で ゆ っ 宮 窟 り mo くろ ポ ろ 如 
いこ 

表記 p 奏 " 放せ 人 か 8 所 GR 
計 っ 凌 ど 祥 人 る の 尽 全 公表 坦 
mot い ロ 生 や つっ ゃ 長 党 選 潤 で 
代 め おろ っ の BASS 施 じ つ が で 
りつ きる っ ws 定刻 や 志久 ビ 。 汗 人 釣 
5 つ w8 生 必 状 で や の ぴり 会 さ S 
けり < つき つの 拉 d 全 で 移ら の を 
こら ec・ 守 右 8 補 定信" 長 の 会 
ン 器 恥 束 宮 会 さく 汁 雷 党 や 5 ジ 
が こざ くだ りー 

葵 民 Q※ コ リロ 突 で お 富 同 "「 十 | 
守 史 柏 応 錯 層 1] ぐ モ リロ 「 式 っ ピロ 
侍 乱 や で 時 こら | つろ 心 据 党 G 世 涯 
会 人 S ど り ” 誠 G モ リロ Kー へ っ つ 活 人 ビ 


い ナ < だ こい 導 に る < に し ベリ の 人 - エ コ 
< ニン 凍 こ EE くだ VIB い Sk。 
上 史 長 \W り つり My 会 條 史 直 る 
PH り っ OTNM 守 合計 直 G 是 選 多 」 
PawS 計 作 必 世 SN 史 人 っ いり 7 
も ゃ 中 計 慰 全 定 人 記 の つろ 必 避 史 
忌避 誠 ル っ ち だ の 料 守 ぶつ っ 
ん や" 

K 悦 迷 党 S 他 結 " 沖 8 噌 県 涼 
党 を 天 均 ohw 親 償 振 で お 
京 県 さく G 走 足 パム 本宮 明 必 
つい SS 玉 居 会 で 喝 認 率 で 
いり Pe に KA ル く だ くだ こい 1 
ぐさ りら いり wwG 躍 ” 王 区 会 
ン Q GS 全 の やつ で 8 っ で で 選 つ 
AA ロー ローS 記 やり 6G 忌 SmS 妃 宇 
※ 引 会 定 "D っ 会 浴 つ で で " 
歳 攻 共 親 wm や も 誠 " て ロ 人 
史 玉 つっ 開村 り 弟 か で の 7 徹 表 
ぐつ 式 先 ち ゃ ね の 的 @ で いや ちゃ? 
K 型 2 ぐも ら ゃ の ーー つ ス 0Q の 
mn の っ 生 め 敵 介 会? 
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se 浴 糧 圭 汗 


(大 地 さん ) ジャ ケッ ト 38 万 円 
プラ ウス 18 万 円 スカ ー ト 15 万 円 
すべ て サン ロー ラン バイ 
アン ソニ ー・ ヴ ァ カ レロ 
(サン ロー ラン クラ イア ント サー ビス ) 
イヤ リン グ 204 万 円 リン グ ( 右 手 ) 98 万 円 
リン ダグ ( 諾 手 ) 72 万 7000 円 
すべ て ブル ガリ (ブル ガリ ジャ パン ) 
(黒木 さん) ジャケット 8 万 6000 円 
パン ツ 6 万 1000 円 

グロ ー ズ 帽子 (と も に 参考 商品 ) 
すべ て エン ポリ オ ア 
(ジョ ル ジ オ アル マー ニ ジャ パン ) 
イヤ リン グ 371 万 9600 円 
ネッ クレ ス 207 万 6000 円 と も に カル ティ エ 
(カル ティ エ カス タマ ー サー ビス セン ター) 


鈴 柳 堪 虹 会 滋 KG [ ト 旬 て] 


"人 換 生 し SKK ぐ 


格 据 S 量 本 の つつ" 再 二 くっ oyS 次 民 昌 婁 民 宮 居 レ る hG 詞 証 剖 下條 0 
SN 穫 S ロ マ S せ "結い 振 S や Ke 証 差 、 き つ し 会 科 る 往 坦 笠 り 人 8 で つ を る 6 


過 @ べ い 貴 旋 暴 御 hS 悪 訟 、 震 口実 由 (SIGNO) ぐ ト eX て ふ へ NAKANE 層 天 ・K、 写 信 陣 窟 弁 敵 玉 ^、The Okura Tokyo 


震 会 宮 思 手 称 久 の " 出 堂 め 識 王 * 
洋司 往 避 湯 燃 の リン SA 千 


「%W の ぐ 學 っ の 7 寺本 性 捉 届 も 婁 つ 
し 所 会 な りく me 生 | の 家 K9 器 人 WP 人 T ロ 8 
式 斬 G 邊 べく 9 人 8 弄 玉 つじ 交 己 皇 倒 生 6 つ お 5 
マニ いよ バッ た の 
に Mr) さ こく ニニ い っ ちと くく に ーー) 
時 移 記 Re 終 G 葵 G 民 濯 8 人 人 S 代 昧 案 
SS 出湯 Sky2G 裕 写 史 座り の 池 つ 
マンド 必 時 、 只 呈 巣 入 い 次 選 生 人 Se 

普 計 0 ペ 攻 7 区 加 G 器 交 和 計 人 め 和 ト 心 人 で 
SG 記 千 の 争 の Don も ゃ "人 倒 2 の 7 佑 寺 
W ン リー トミ つ 尺 洗 会 マコ マー イマ 
らぶ 直り の 肖 ら を か る の 宮 ポ レン つ ? 
潤 定 めく せ 人 8 生 本 人 和 や K9 慌 持 称 用 うる 6 
「 斉 寺宝 ヘ シ 。 く へ 和 を 人 貢 征 節 つ を 
セツ 詩 弄 人生 K さ マーKSGS や 謙 党 つり ろ し の 
近 和 や で " 詞 り 豆 つ る | 穫 窟 の 申 る 6 

ト ふ か で で 年 で へ 入 辻 旧 「 写 ・ 堂 ・ 衣 ] 
ざる 心 古 攻 G 妖 所 福 殖 @ 訓 是 殖 の eN 
会 交 選 6 生気 玩 り の 唱 寄 窒 つ し る” 
選 己 室 % つ し る ke りり り MM 案 国人 " マコ マー イプ 
ら B22^ mmo 叶 G 央 民 G キ も 旦 設 案 
の 3 に や さも に さよ コ マリ 

測 選 移 補 司 人 生 Qp 克 列 6 案 丸 妹 豆 習 
別宮 me 居 証 0 WS 党 の つつ 民 a0o2G 癌 7 
豆 つ 定 電 玉 0 ト ふ 私 で 当代 る や つや 
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ra ma ーーー ニーーーー 
「The Okura Tokyol の 茶室 で 、 茶 の 湯 の 魅 力 を 英語 で 伝え る 保科 軒 
さん 。 お 母 さ ま か ら 譲 られ た 訪問 着 が 春の 訪れ を 告げ る か の よう 。 


保科 上 得 子 (ほし な ・ ま ちこ ) さ ん 
裏 千家 教授 。 著書 に 『 英 語 DE 茶 の 洛 こん な と き 、 ど うす る 引 ] ( 淡 計 
交社 刊 ) が ある 。 オ ー ス トリ ア ・ ロ ー ス ドル フ 城 古 伊 万 単 再生 プロ 
ジェ クト を 主宰 。 2021 年 1 月 24 日 (日 ) ま で 大 倉 集 古館 に て 開催 中 の 、 
特別 展 「 海 を 渡っ た 十 伊万里 」 に 特別 協力 し 、 タ イア ッ プ 企画 の お 茶 
会 開催 予定 。 


きも の で 運転 する 場合 に 
備え て 、 保 科 さ ん は 履き パ 


替え 用 に ドラ イ ビ ン グ シ 
ュー ズ を 車 に 常備 。 N < 


どん な 天候 で も 路面 を し っ か り グ リッ プ す る quattro( ク アト ロ ) 四 
輪 了 動 シス テム を 採用 する 「Audi A6 Avant 40 TDI quattro sport]。 
クリ ー ン ディ ー ゼ ル 搭 載 な の で 、CO。 の 排出 量 が 少な く 燃 費 が よい 
うえ 、 走 行 中 の 車内 が 静か な の も 特長 。828 万 円 (税込 ) アア ウデ 
イィ (アウ ディ コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー) 


「 シ ー ト ヒー ター が 装備 され て いる の が 嬉し 
いで す 。 そ っ と 押す だ け で 自動 で 閉まる バ パワ 
ー ク ロー ジン グ ( オ プシ ョ ン ) に も 心配 り を 感 
じ ま す ] と 保科 さん 。 


マーー 5 ん N mn 
荷物 が た くさ ん 収納 で きる ステ ーション ワ ゴ w 「 ハ プティ ッ ク (触感 ) チ ー ム ] と いう 専門 チー 
ン 。 お 道具 が し っ か り 入る の で 、 茶 席 で 亭主 と ム が 、 五 感 の 評価 で 使い や すさ と 質感 を 追求 。 
を 務め る こと も 多い 保科 さん に は 強い 味方 。 タッ チバ ネル に つい て も 研究 を 重ね 、 初 め て 
の 人 で も スム ー ズ に 使い こなせ る 仕様 に 。 


@ お 問い 合わ せ 
アウ ディ コミ ュ ニ ケー ショ ン セ ンタ ー 


299 画 0120-598106 


輪島 の 漆 芸 家 、 箱 二 淳 一 さん と の コラ ボ 
レー ショ ン で 完成 し た 最新 作 。 左 か ら 「 吉 
野 桜 ]、「 野 の 小菊 ]、「 祝 い の 宝 尽 くし]。 
絵柄 に 使わ れ て いる の は 、 希 少な 純金 、 
和 銀 、 夜光 貝 な ど 。 最終 的 に は 7 つの デ 
ザイ ン が 完成 する 予定 で 、 日 本 を 含め 、 
バリ や ロン ドン 、 ニ ュー ヨー ク 、 中 国 で 
発売 予定 。「 野 の 小 第 」 は 1 点 も の で 、 そ 
限 定 で 受注 製作 され る 。 い ず 
直径 20 ま "で 、6 人 分 24 本 
が 収納 され て いる 。 価格 は 
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moーe 早 りり [ 消 コン jkYK 愉 さて や AR 一 トーー」 
KN ーー t」2 2 パ 提 主 豆 HA や トール 剖 幸 つ 上 8 三 つ ら ロ 」" バ 
トー トト 人 k@ 頑 GS 一 邊 ー や 私 受 つ の つ ロ | ふく トン SSTAENANASSnh、 


ふ 代 年 定 JSPS464PNVG 啓 宇 症 当 / 家 宮 ぐ 燃 り 


IIISVHII NCSA ぐー 
HH で 財 編 *Q の トー で エ H ト 
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ミミーKyK つ レー の の きぐ 変 尺 
物 地 AO 避 守 誠人 徐 人 UK さ GSC=E 
稀 ン 谷 つ ね ふつ Kー ト S" 慰 守 守 


舞い 敵 る 山桜 の 忠重 感 
を 表現 し た 「 吉 野 桜 」 

吸い 込ま れる よう な 宇 
宙 を 感じ る 「 宙 の 天馬 ] 


3 ささ ト を 
J 且 つめ 拉 軒 EE39 謀 凌 三 が に 1 
避 計 つね 消 寺 BE 人 計 愉 皇 や りり コジ じ 皿 8 SH 大 
IN と 窟 議 めじ aohe-RP Ab つ レ 人 坦 人 W 
Q の 時 エ を GR 思 呈 SN 必 へ S き 請 に 4 に 失 同 
に NN 
KG ホー トミ か すり ト G 公 Os 構 <C ea 記 2 や 敵 
くに コー こい 合い まま 、 8 きき せい る 
2 S 似 08 
要 二 oue 括 HKG 衛 振 演 1 りさ コ 4 FAN 2 8 
避 ttre「 三 つら 」S 半 豆 人 Sc シヤ" 上 久 
ESox パ E の Jr 才 : や と うう ミ 上 財 
ざら 寄 窒 つ 揚 や oN シセ ? 誠 せ 宮 二 二 9 
半 っ の MK や 角 全 0 選定 GS 須 AvS 
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後ろ 姿 の 美しき に こだわ る 

平田 椅子 製作 所 

日 本 で も 有数 の 家具 生産 地 と し て 知ら れる 佐 
質 県 、 諸富 エリ ア 。 創業 50 余 年 の 平田 栓 子 王 還 計 
製作 所 」 は 、 そ の 名 の と お り 椅子 * に 特 化し 
た 家具 メー カー で す 。 る 、 磨 く 、 族 る 
な ど そ れ ぞ れ の 専門 た 職人 の 技 が 結 信 
し た 椅子 は 、 座り 選 | さも 格別 。「 突 は 、 
後ろ か ら 見 る 機会 も 多い ダイ ニン グチ ェ ア 。 

オリ ジ ナ ル 作 品 の * り 一 "は 、 百 合 和 花 放 を 
造 用 の ヒン ト に 、 最 導 に 美 を 日 指 
た | (デザ イナ ー 深 川 伸一 さん ) 。 
所 Dining Half Chair [LILLYIO 写 真下 - ナ チュ ラル 写真 上 ツク 


円 。 


100 年 使い 続け た い 、 

伝統 の 木綿 織物 

鍋島 組 通 吉島 家 

江戸 元禄 年 間 に 中 央 アジ ア か ら ト ルコ 、 中 国 を 経て N 』 
佐賀 の 地 に 技術 が 伝来 、 そ の 後 は 鍋島 落 御 用 と し て 

珍重 され 、「 鑑 鳥 締 通 」 は 佐賀 を 代表 する 工芸 品 と 
な り ま し た 。 木綿 の 糸 で 織り 上 げ て いる た め 、 湿 気 
の 多い 日 本 の 風土 で も 心地 よく 使う こと が で きま す 。 
まず は 実用 性 の 高い 座布団 で 、 そ の 魅力 に 触れ て み 
て は 。 開 運 カ ラー の 黄色 や 鮮やか な 赤 す お う 色 の 地 
に 、 エ スニ ッ ク 調 や 北欧 風 の 柄 が 施さ れ た 一 枚 は 、 
日 々 の 暮らし に 安らぎ と 彩り を も た ら す で し ょ う 。 
返礼 品 新 鍋島 座布団 [SQUAREI ぐ > 写真 右 の 手前 ・ 唐 
草 北 何 文 山吹 地 45、 奥 ・ 雪月花 文 赤 す お う 地 45 写真 下 
の 右 ・ 清 月 花 文 灰 白 地 45 / 各 寄付 金額 15 万 円 左 * 手 織 座 
布団 [SQUAREj 鏡 水星 河 文 枯葉 地 45 寄付 金額 45 万 円 


/ 


小さ な 花器 に 有田 の 今 今 オ を プ マ 和 反 * 記 聞 
全て ま 和 りな め #e 返 新 伝 
荘 窯業 所 に 2 ナミ れ ポ ク 人 5 還 避 で 随 
手のひら に の せる と すっ ぽ り 収まる ほ 全て あの * ま 礼 だ 鴻 
と の 愛らしい 超 小 際 問 。 窓際 の 小 作 あ 返 房 ザ 0 クタ 口 ア ュ の ) 
さき な スペ ー ス に も け る よう 、 病 の 虚 品 2 礼 と イ N ラ HH 
行き を 知 く デザ イン し まし た 」 ( 科 川 が 技 品 ニナ ん 2 コ 自 
きん )。 高き 8 の 作品 な が ら 、 エ レガ 四 に の 人 ぁ 9 s ご 訪 、3 基 
ント な フォ ルム 、 マ ッ ト な 中 に 欧 の あ シレ 画 澄 上 LA 
る 名 尋 を 実現 で きた の は 、 [本 六 ※」 上 クタ 典 委 ge ピ 吹 ( 
だ か ら こ そ 。 有 田 400 年 の 伝統 と コン し 作 伸 A ク に さ 
ピュ ー タ ー に よる 最新 設計 技術 な ど を た | ジリ SE ま 5 < の 
駆使 し た 技 の 賜物 で す 。 形 は 5 種 、 色 9 1 ンタ 
は 自 、 黒 、 青 の 3 色 。 暮らし の 場所 に 4 を 表 
アク モント を 与え て くれ そう で す 。 に ま る 


返礼 品 一 輸 挿 し [iittles」 写 真下 の 左 
か ら ・ 軸 、 空 、 風 、 安 、 凛 各 寄付 金額 1 万 
円 写真 右 ・ 凛 寄付 金額 1 万 円 


太 


8 映え る モダ ンプ レー ト 
丸田 宣 政 穴 VCF NB2 
重量 感 ある 思い 器 に 路 る 、 表 情 豊 か な 刷毛 目 文様 。 こ の 印象 的 な 
文様 は 、 丸 田 管 政夫 2 代目 、 丸 田 延 親 きん が 得意 と する テク ニッ 
ク で す 。 大 世 を 打ち 、 稲 柴 を 散ら し た よう な * 打 刷毛 日"、 黒 汁 を 
広げ る よう に 柄 が に じ む . 純 刷毛 目 ^、 晶 線 を 描く * 波 剛毛 目 ? と 、 
代表 的 な 3 種 を 大 則 に 摘 い て いま す 。 丸 過 は 筆 約 11、 約 15、 
約 23 を の 3 サイ ズ で 3 文様 、 角 皿 も 3 文様 の ライ ン ナ ッ プ 。 横 財 
代 末 期 か ら 日 常 づ か い の 器 を 作り 続け て いる 、 黒 証 田 焼 ら し い 使 
い 勝 王 の よさ も 将 力 で す 。 


目 中 皿 寄付 金額 万 円 有 * 
純 剛毛 目 小皿 寄付 金額 1 万 
円 写真 右上 の 手前 : 流 剛 毛 
目 長 皿 、 奥 ・ 抽 毛 目 長 皿 . 
各 寄付 金額 2 万 5000 円 


副 千 製 陶 所 
「 人 器 に 化粧 十 を か け て 、 か き 落 と す 。 水 玉 文 様 は 
ー つ ー つ 戦 人 が 手 作 業 で 作り 出し ます 」 と 出島 謙一 
社長 。 急須 や 茶碗 な ど 、 昭 和 の 中 頃 よ り 親 し まれ で 
きた ` 水 "は 、 実は 高い テク ニッ ク の 下 に 生ま れ た . 
も の で し た 。 そ の 柄 と 技 を 生か し な が ら 、 澄 川 きん 
は 使い や すい 大 き さ と 手 骨 り の よい 薄 さ を リク エス 
ト 。 日 本 茶 や コー ビー、 ピ ー ル や 焼 本 と 日常 生活 
あら ゆる シー ン で 楽し め る 篤 6 記 、 高 き 11 ま の ほっ 
こり と 手 に な じ な シン ブル な カッ プ が 完成 し まし た 。 
( 品 . フ リー カッ プ [DO コ 
TS&LINES 写真 を の 右 。。 で ヾ : 
か ら ・ ブ レミ アム ライ ン 、 プ 
~ レミ アム ドッ トノ 各 寄付 金 。 


上る 独 薬 $ 新 $、 す べ て 自ら 作り 出す 
村山 健太 郎 ( 健 太郎 窯 ) 

証 地図 で 諸 の 跡地 を 調べ て 土 を 採集 し た り 、 工 
房 近辺 の 雑木 を 伐採 し て 新 を 作っ た り 、 無 農薬 
の 菓 か ら 灰 を 生成 し た り 。 陶芸 に まつ わる ほぼ 
すべ て の 材料 を 自分 で 探し 、 器 作り に 取り 組む 
村山 さん 。「 最 初 か ら 最 後 ま で 、 自 分 の 手 で 物 
を 作り 出し た か っ た 。 そ れ を 実現 で きる の は 唐 
津 焼 で し た 」。 青 唐津 や 朝鮮 唐津 が 並ぶ 9 種 の 唐 
津 焼 モッ ト で 、 そ の 温もり に 触れ て みて は 。 
返礼 品 写真 上 の 右 ・ 筒 杯 (大 ) 寄付 金額 2 万 円 
左 ・ 青 唐津 5 寸 皿 寄付 金額 2 万 円 写真 右 ・ 誠 津 小 
皿 セ ッ ト / 寄 付 金額 10 万 円 


日 常に 溶け 込む きり げ な い 避 を 
中 里 健太 (隆太 塞 ) 

元々 「 物 を 作り 出す こと 」 に 興味 が あり 、 当 初 は ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー を 
目指 し て いた と いう 中 里 き さん 。 学 び 続け る うち に 、 一 つの 物 を 自分 の 手 だ け 
で 作り 上 げた いと いう 思い が 強く な り 、 焼 物 の 道 へ 。 父 ・ 太 凶 さ ん の 下 で 修 
業 を 積み 、2 年 前 より 自身 の 作品 を 発表 。2019 年 に は 親子 三代 展 も 開催 し ま 
し た 。 粉 引 や 三島 だ け で な く 、 和 白磁 や 青白 磁 も 製作 し て いき た いと 、 新 し い 
穴 も 完成 きせ た ば か り 。 「 日 常 生活 に 自然 に 溶け 込む 器 を 目指 し て いま す 」。 
若き サラ ブレ ッ ド の 作品 に 要 注 目 で す 。 

返礼 品 写真 上 の 右 か ら ・ 白 磁 飯 碗 寄付 金額 1 万 5000 円 粉 引 湯呑 寄付 金額 1 万 
円 三島 湯呑 寄付 金額 1 万 5000 円 
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ゴ 物 yeS し や 室 じ ろ じ し 辛 包茎 斑 
Py びく 1 マル そく ルル 

ロロ KA へ JHG 穫 AmIIAAJ 王 で 悪 
記 選 会 つ ン リ 還 季 く 字 し 人 S 全 や 人 
章 G 設 写 篤 捉 軸 人 り し 窓 半 ne) 列 る 
邊 へ も 宰 父 個 d 全 * く しゃ" ト で て K へ 
へ KK 忠 KG 球 や 容 じ SN0 こ トー KS へ 
り 宮 の 心 業 皿 齋 倒 避 レ スン つ 全 人 2 も か 
守 。 択 持 ロ じ wW 球 錯 や リン る る か ロ 和 へ 心 さ 
eS もせ 8 る 会 委 いう" 
ーーh ロ Sih さ GiJ 了 避 隊 せ 紀生 ので 
に に ゴー に に そく が いい 1 くそ く 1 くう や 
呈 避 セー ホリ ロー 全 や つ " 2G 多 
編 合 避 記 い し 叶 つ ン し 表 人 銘じ 丸 有 忘 代 王 
完 和 つう で レン 字 る 6 つ ? 羽 AO 当 天 公 


か さ 補 訣 拓 48 選 つ 信 上 の 応 も る 
ンー つ 補 似 MM いも ゃ " 

ロロ 忠 上 東 ト v で KAKS 者 只 シ し パ 中 へ 
SAK 光 2 で も 守 避 田 句 G へ NAS 
ふく へ H 多 氏 笛 用 守 きつ し っ の 人 旨 選 会 況 
明る が 生 " 表 入 0 の 近 つ る よ キ さ へ 公 
GS も ※ つ きも しゃ" ロロ S 昌 ら や お だ Q 応 旧 
ちぬ し る ぐし" の AG 所 管 舞 記 ン 
で る 会 代 6 守 6 符 本 を レ S 朋 さき AA 公 案 
似 持 で お しり せ る し 生生 人 必 ンカ 


が も 党 % つ お ( 抄 )* 


ト YK ふ へ K し prQO レ 
人 せ 龍 親 稔 共 つ し っ セ 


ーーR 和 かさ 旭 雇 ざ し 天 し WS で G 喜 
緒 玖 六 し 仙 証 全 や ン め っ “ 

ジー AA 人 S 昧 し じ S さ 代 H A 和 を 4) | 避 宏 
窟 M@ り 67 将 基 上 柏 給 科 BI し る 0" 
いさ 所 せく ーー ホー つり し せ し x0d6 
科 ペ つ の つ KQ を 会 QKeKAK 
洋 団 り 押 ぐ お G 応 弄 電 括 中 の つ レ し ろく も " 
| 履 ぐ 上 区 史 斑 い し 業 皿 釣 強 愉 個 全う 
nehJQ し 3 押 軸 SGK ホ ーー ズ 装 6 王 
も 公 お 当る 引揚 守 の 個 つ じ る 6 生 " 
ロ 屋 ぶ ンマ 3 も か ( 地 )) KSKAAK モ 
2 の aJs の J 宙 0 で ぐ し / 訓 弄 つい し 会 届 る 
会 絵入り 虹 光 し を 選 て 8 2 6 ぐり 明 
し 8 る お ぐし か 叙 00 会 りく 上 竹 守 
Xe の KOU 一 名作 選 を で 梨 
へ 私人 き 泌 宅 全 問 KGK ホ ーーSN ト へ も と 
ト SKAAK 避 絆 豆 つ し 信 ぐ の 熊 加 ぐつ る 
ウデ く さい) だ テ ・ だ こい うこ たく 
「 惑 ′ ト vKAK 忌 必 箇 守り 
… 5 回 了 設 APKG ペ 補 お 9…… ( 牧 ) の 避 
尽 藤 区 つれ つ お "6QAJKSK※AKG 
映 端 用 くし 2n6 く ーー ホー の 選 下 
介 " 判 囚 く 夷 蟹 yo@ 全 の つき 2 10 人 7 
AOP っ の と で)) る 所 や SG ぐも ポ e・ 


本 誌 ・ 伏 見 早織 


撮影 / 


・ リ ー ド 選手 
18 年 平 遇 五輪 で は 
に 。 20 年 1 月 、 


Ne 


家庭 画 報 ( 
特別 メッ セー ジ 
2020 年 12 月 1 日 公開 


Zoom 取 材 の 舞台 裏 ・ 
向 し 、15 一 18 年 クリ ス 
全日 本 選手 権 3 連 朝 。 


村 元 哉 中 (むら も と : か な ) 

1993 年 3 月 3 日 、 兵 庫 県 生ま れ 。 14 歳 で 全日 本 ジ 
ュ ニ ア 選 手 権 初出 場 。 2014/15 シ ー ズ ン よ り ア イ 
ス ダ ン ス に 転 | 

日 本 アイ ス ダ ン ス 最 高位 タイ の 15 位 6 

高橋 選手 と 新た に アイ ス ダ ン スカ ッ プ ル を 結成 


と と も 【 


ン 北 た 4 つや ー ( 秒 ) 

ロー し の 8 公定 も 忠 定 で 訓 無 め 想 Y6 や ピ 
so レ る 46 生 " 提 半 会 じ yo し 
せ 導 害 避 悩 絡 つ し 2xe で ちゃ? 表 介 記 型 か 
ne-J0 け 7 の 人 秀 結 6 388 ぐ 2 3 の 
明る が 6 生 " 

ーー テ ェ と ぼら 拉 岩 史 殆 所 介 医 っ つ p" 
ロー 36 生 り り も 足 環 緒 ぐし / 明 寂 つ レ 
0 氏 和 AA 私 全会 ト で KAA KGK ふ 
ーー6 麺 る 電球 や 人 ぐ 玉 め QJ 要 0 る 6 生 " 
尽 編 <S ぐ し 守 Q 完 生 Ketn ひ る る て へ 
ー 公 も 化 人 で 選 やう も ゃ " 

ジー nh ロト 宣 し K 招 人 S 宗 天 し Se 生 叙 7 
尽 か HAN さ SS 癌 寺 m 宗 JXKSGS も "4 
宏和 つ 0 会 避 認 MG 私 yo 本 除 し じゃ 
も っ 2 が 窟 小 計 >o ぐ SS 本 つ ^ を Se 加 幅 
SS6 本 一 忌 環 紅 G 穴 称 落 つう 
表し 26p" 

ロロ JGQ く GS か ミロ 8 寂 赴 し On) 
0 し っ oxveneatenS 表 全球 8/ 
Q ふ つの ト 倒 完 5 

ーー di 凸 改 吸 中 加 G 札 台 せ で 

ロ て ハーKAGXK で へ KSG も 7 つの 
公司 坦 昌 鉛 つ ね る も ゃ で " 翌 畠 国 遂 ぐ 和 か 
さか ーー 人 KA 旧記 中 己 写 お を KK て 贅 
マセ” My つつ 会 光 う し ゃ ? 

ンー を KK と 多層 シン 科 措 所 也 で で ぐ レツ ン @ っ ) 
年 の レ 2 ネー 澤 呈 Se 本 " 


すべ て を 福 に 進化 する 高 情 大 還 。 
そし て 新た な る 草 開 


日 本 が 計 俳 に 誇る レジ ェ ン ドス ケー ター、 高 橋 大 還 選 手 が 2020 年 1 月 か ら 謙 びび 込ん だ 新天地 は アイ ス ダ ン ス の 視界 。 
今 ま で 培っ て きた 技術 に 加え 、 さら な る ステ ッ プ アッ プ が 求め られ る 紳 習 症 け の 毎日 だ が 、 
スケ ー ト を 愛す る 自分 を 再発 見 し た その 只 は 細 いて いる 。 
村 元 哉 中 選手 と いう 最高 の パー トナ ー を 得 た 今 、 フィギュア スケ ー ト 人 生 の 新た な 葛 が 上 が っ た 。 
Believe in the power of igure skaHing and our future/ 


/ クン ルッ ン と 


岡山 県 倉敷 市 生ま れ . 


で 現役 衝 帰 
ー タ ー と し て は 過去 最 年 長 記録 
グル 競技 を 引退 


ッ プ ル を 組み 、 北 京 五 帆 を 目指 す 


77 22720 NIKON 
① 全 日 本 選手 権 2019 の エキ シビ ショ ン 、 メ ダリ スト ・ オ ン ・ ア イス で 披露 し た SP (ショ ー ト プロ グラ ム ) 「The Phoenix」 
2012 に て FS (フリ ー ス ケー ティ ング ) 「 道 化 師 | を 初 披露 。(③Art On lce 2013、 公 開 リ ハー サル 中 の ワン シー ン 。 ④ 全 日 本 選手 権 2013 よ 


② ジ ャ パン オー プン 


り SP「 ヴ ァ イ オ リン の た め の ソ ナチ ネ 」 。⑤ フ ァ ン タ ジ ー・ オ ン ・ ア イス 2014 幕 張 で の 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 の 劇 中 歌 「『m Kissing youl。 
⑥ 優 勝 し た 西日本 選手 権 2018 で の FS 「Pale Green Ghosts] 。⑦ 国 立 代々 木 競 技 場 第 一 体育 館 に て 行わ れ た 全日 本 選手 権 2019。 シ ング 
ル 競 技 最後 の FS [Pale Green Ghosts」 。⑧2020 年 1 月 の 「ICE EXPLOSION] より 、 村 元 哉 中 選手 と の アイ ス ダ ンス 初 披露 と な っ た 「 美 
女 と 野獣 ]」。⑨ ア メリ カ ・ フ ロリ ダ に て 。 20 年 2 月 の 練 慣 風景 。⑩ 同 じ く 20 年 2 月 。 マ リー ナ ・ ズ エ ワ コー チ の 指導 を 受け て 。⑪20 年 10 月 半ば 
過ぎ 、 オ ン ラ イン 取材 時 の 高橋 選手 、 村 元 選 手 。⑫17 年 1 月 号 の た め の 撮り 下ろ し 。 今 回 初 掲載 。⑬ 左 に 同じ 。 今 回 初 掲載 。⑭⑲@ 現 役 
復帰 記念 号 、19 年 1 月 号 の た め の 撮り 下ろ し 。 今回 初 掲載 含 お 。⑰ 左 に 同じ 。 今 回 初 掲載 。⑱8 と 同じ く 20 年 1 月 の 「ICE EXPLOSION] より 。 
揚 影 本 霞 - 拓 本 正行 取材 臣 カ 日 本 スケ ー ト 較 則 スタ イリ ング / 折 病 美 奈子 (P.IZー13) 
失 影 協力 だ マン ダリ ン オリ エン タル 東京 (PF12 一 I3) ANA ク ラウ ンプ クラ ザ ホ テル グラ ンコ ー ト 名 古屋 (F15 
デザ イン 平 洋 靖 弘 +jump 志 集 文中 本 閑 子 
邊 を 許可 な く 征 当 す る こ 蛋 権 者 作 橋 健 書 招 だ リキ す の で ご 注音 く だ さっ 。 


惨 回 @ 涯 IR つ つい し ゅ 空 加 4Jk 拓 定 束 は 
選 握 補 赴 悦 己 如 世家 固 間 祥 S じ ^ 

芯 3mE 税 信人 S3% つ じゅ 0 れつ 
並 悪 ロ 震 コン 邊 と か ーー 衣 了 7 
じ 振 所 妨 S 8 円 世 
竹宮 来 称 十 4Q 弄 ま が か 


まっ 計 


回 演 ヽ 田口 拉 由 
啓 近 ・ 羽 ヽ 往 既 玉 中 


民 誤 生 燃 ぐ 守 宗 


P 国 実 坦 ぐ 世 


国 球 肖 人 Se 所 6 直る SI 無人 K 
人 8 円 束 有 人 8 誠 翼 っ の マン 

綻 字 伝 当 4Q6 和 の で 案 / 
生保 畑 や 是 き 避 多 S 2 人 00 つ お 選 7 
GEE:S 計 (だ ささ) 

還 叶 償 心 全 0 つ 吸 ン つ SI 

茎 紅 ぐ つる 8 や Qp 男 麗 Rm 
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に EK に NSK で や さぶ 】 
や っ の 7 凸 六 涯 控 日 剖 較 興 
了 の つり る xi9 舞 定宗 思 " ネ 填 天 
補 全 ぐり 求 培 得失 称 陵 つ さり 
046 つ 7 会 罰 還 邊 ” 品 球 
ぐ 周 ポロ ン つ 届 之 の ポン S 


4 
雪 穫 eS 写し 


| 肝 を ン QmS4R 抽 4 


民 紳 % 齋 主 護 つ ^ Q つ Q の 叶 22Q 
回 G 恩 砂 府 046 つ 人 る? 足球 水 ぐ 
選 握 妃 症 恒 ] 半 会 つや AN も 7 門 
小 コン” つ ン ” 脱 2 世 る” 木 
つる 走 呈 定理 し る 6 や 
至 6S 将 由 避 くつ 窟 る 反 臣 
重く 0 た に りこ 
8" 括 容 ぐ 措 幼 ぐ 人 ” 著 S 
ぐ So だ モ 宗 史 款 mh く "GOQ 
に に さ ニー に まひ に いこ 
JO し る 8 つや 生 / 家計 
ロロ ト や で さ K 泥 に S 尽 登 ” 趣 つ 
| 可 彫 宮代 6 つ 入 7 48Q 
ご ーー 時 忠臣 ぐ 忌 還 牙 は 豆 合い ビレ 
習 。 係 緒 ぐ 坦 寺 史 刺 到 り 肢 
コミ f こ っ) さこ 

に に 着く まま だ で に さく) 
た 中 8 | 局所 0 回 お 3) 羽 
貴 ぐ 作 *6 く 選 や "人 深 | 臣 
も 以 琶 形 避 倫 e 介 手 性 問 や や" 
MMS 次" ) 吉 人 迫 つ ン シ 各 対 御 キ 
か ユー ぐ 半 中 借 り ” 守 旭 征 
完全 叶 SF 選 S 人 巡 埋 称 脱 2") 
洛 守 や S 由 束 ぐ る JJW と ゃ " 補 
物 到 記 問 シン ま 0 ペ く S” を 字 
つる つ 事 る 祥 民 Sr 人 8 導 作 し つぶ" 


お 正月 に まず 一 服 を 楽 


は 合わ せ 味 哨 仕 立 
c 丸 餅 と 頭 いも 、 


尽 写 た 束 倒 国 層 陸上 骨 名 奨 所 お 
mo の oe 寺 " ー ロ 人 人 @ 週 汐 

に EGG コバ が こと) 

遡 居 G 渦 唱 舞 くべ 胃 も ^ 

展 中 G 普 基 選 岐 手 つ ? 
JJ 似 握 の 句 さ レシ つ 7 

避 定 誠 避 還る 内 箱 定 62 

入水 子 所 0 じ 振 格 包 名 革 つ くち る や 


据 作 名 革 円 県 所 忠 | 羽生 潮 く ぐ 守 人 

の 器 ぐ 坪 記 ” 欄 太 年 客 時 抽 差 間 " 
0 も ビ に で こい さよ 1 に で 
尽 定 陸 瞳 堪 失 庶 岬 登 反 * 

紅 字 全品 江 拍 選 ぐ 中 ” 堪 せ 押 異色 心 8 で 5 
馬 せ 結 肖 還 ” 抱く 革 盾 乾 計 容 半 個 

埋 計 中 馬 近 羽 格 土 江 ^ 軒 選 同和 演 室 
や し 臣 や 区 嘱 室 戻 守る 応じ る x97 
8 人 8 円 居所 @ 記 せ せ コ に の ご ( 望 四 己 ) 呈 ぐ 
「 間 還 時 町 」( 吉 伺 款 握 終 問 導 )? 

怪 塞 組 中 逢 つ ロ ” 震 剖 庄 や @ 記 くり 揚 " 
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「 介 円 尿 ぐ 基 壁 G 下 せ ” 折 会 人 ぐ 
に ちく と いい りー た る こい に で と 
G 父 選 時 ぐ 求 *% 選 と ゃ 」" 恋 司 十 
競 郵 W6G 38 講 握 。 介 中 思う 
会 責 や 代 の 守 人 PS 岩 を 会 守 
睦 る ちか ? 抑 り 選 て KOU” 代 由 思 
る G 公 や の 許 で めく の 家 6 つ 仙 
生 り S 人 KG つ る 48 沿 温 る 叶 写 氏 
NRQ 生 上 崩 を 会 し 臣 *@ る 現 6 
眼 参 如 誰 提 人 穴 個 選 志和 6 生 " 

畠 つ る 時 S 8 好人 宗 つ ペ も 
る 補 ン 和 の し 8 つ せ ^ 振 折 條 牌 
義 鶴 つ お 腺 中 の つり 選ぶ 京 己 
覆 起 ぐ 柱 め 弄 AS つや るり 
「 間 団 内 療 1 躍 台 科 頑 鶴間 1 
量 物 」 和 愉 生 つる 六 ぐ 塊 選 倒 
丹 DQ Set の ちゃ " 

慌 臣 惑 渡 ぐ 大學 区 東 つ し 29 
*" 甘 決 の 呈 壮 、S 巡 公 / ビ ャ 
S 足 球 G 妃 振 ぐ 革 や 時 を 会 只 
玉 QP 玉 6 つり 
「 人 Y 時 生年 め 夫 選 や 人 
ロ 1 人 W 尺 お 作 ン とめ つる る 室 
選 Rie 振 導 やつ で? 
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Q の Qー 叶 ” 据 引 G 罰 玖 中 
介 つ し 20 座 選 SS" 拭 培 征 海 
II 悦 天羽 介 旧 ^ 尽 の て 類 癌 
ESYo っ tk 
べ ポ JJ ぐり 控 裕 人 せ 高 年 福 SG り ざ し 
和 か" り 枯 べ 挟 ロン 8 で し 会 箱 宅 
S ぐ ヒル 弐 突如 人 銘 NN つ "「 選 の 
つり し せ ン 塚 G 志 @% 心 ロ 詞 
ぶ 獲 ろう レ 2 訪 穫 0 が 6 つ 選 7 走 選 由 
名 0 必 得 SG | りつ じい" 還 加 当 
航 イ 仙 宮 鑑 や @ 夫 所 し や 」” 尽 ぐ 恩 
に 1 た = に Ex アス と ドニ バー ゴマ ドー 
trY 5 モリ た さ 】 
JAJ9 用 尺 物 せる の 人 6 や で 
「Q 和 人 K く し ゃ ども な " 
剛 避 りう シリ 8 逝 天 し せ 人 S 選 6 
や く 染 SG 宮 芋 史 下 じ | 財 内 
楊 了 忌 つも 心 り 表 る 6 生 7 くせ る 
ン 『 必 剛昌 部 ae 和 w 台 とり 
し 時 い し 27 つゆ 棚 同 人 
移 舞 味 御 上 。 走 忌 堀 お 補 め る 」 
斑 つ 6 生 " 応 選 時 年 所 団 
も 448 志 6AG 人 揚 法 足 6 
六 記 人 提 民生" り 得 羽 和 得 
選 お pKaAJX08/ je 知己 他 ぐ つら ロ 
Met ル a79 エバ レニ ト こ ャ 4 
る 8 避 藻 箇 し 人 SS 会 
RO ポ 選 膝 も や? 


容 075(561 
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EE 和 人 に 伯 と や ta の 
今回 は 、 桜 の 名 所 、 旬 の 食 、 芸術 、 名 宿 を 厳 授 し 二 es 寺 ー 
ュ ニ えろ 美 し い 日 本 の 春 を ご 堆 能 いた だ ける 発 極 の 花見 旅 を ご 用 意 V 


ト - 寺 次 の 「 家 庭 画 報 で も 、 桜 、 つ つじ の 季節 や GW に 合わ せ た 半 


の が で ご 紹介 する 予定 で す の で 、 ぜ ひ 併 せ て ご 注目 くだ さゆ 
ー 引 き 続き 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感 菜 症 対策 を 徹底 し 、3 密 を 遊 け 、 
ーー 


散 て 水 に 浮か ぶ に の りか る 際 和 と と 呼ば れ て いま す 』 


ビッ ン ァ イア 石 
ED ノア 2 デ 島 健 


き 


や か な 風情 の ある 


念 物 に 指定 され た も 
で 優し く 包み 込み ま 


光輝 く 弘 前 公園 の 桜の トン ネル 

日 本 三 大 桜 名 所 と 日 本 三 大 夜桜 の 両方 に 選ば れ て いる 唯一 の 
名 所 。 満開 の 桜の ほか 、 前 ペー ジ で ご 紹介 し た 花 邊 な ど 、 観 
光 す どん な 姿 を 見 せ て くれ る の か も 楽し み で す 。 
ら TAKASHI NISHIK AW A/a.collectionRF/amanaimages 


| コー ス 生 5 四 VSO で 革 家 放 画 報 2012 和 
2 月 号 で 特集 
PE 
で 、 の 
「 角 館山 蘭 作 桜 訟 と し て ご 細 介し た 


「 角 館山 注 他 楼 に て 、 
「 分 と く 山 ] 野崎 洋光 
さん 監修 の 料理 を お 召 
し 上 が り い た だ きま す 。 


[八甲田 ホテ ル 」 に 泊まる 
幻想 的 な 夜桜 観賞 名 桜 に 酔い し れる 
角館 ・ 弘 前 ・ 十 和田 東北 桜 巡 り 3 日 間 


詞 = = り 幻 テ 2 茎 姿 桜 花 の ツ 重 2 し る 
_ スタ ンダ ー ド プラ ン デラ ックス プラ ン と 息 ル 日 宿 景 々 2 ア に 6 だ 武 ち 
旅行 出発 日 (2021 年 ) 及 上 和室 また は 和洋 月 芝 ダ イニ ング 付き 和洋 お 一 目 き 泊 色 を 度 | も 0 れ 家 
4 月 26 日 (B) | 府 ルーム 信 泉 : 特 別室 届 に 下 を に 和 夜 和 導 9 閉 業 く 
( 約 30mi) ( 約 5 一 61m 洋室 ) る 秒 条 上 忌 誠人 は うす を 名 の 
人 | 一 38z8000m ぎの 由 の の 1 挟 則 ラ す 北 を の く 時 條 
ご 失 結 用 。| 35=8000m | 39z8000m た 着 大 ツ 旬 上 上 ト 硬 全員 大 負 角 導 
。26a ま ま 和 用 | 368000m | 40z8000m け 節 欠 上 角 全 た て 肖 は 胡 基 こそ いと 
あま 1 利用 。| 43 ぉ 8000m | 47 ヵ 8000m る テ 四 和 上 シ る る % で M 導 
ト に 
$ 添 乗員 : 同 行い た し ます 最大 定員 :12 名 様 最少 催行 人 数 :4 名 様 ト 

2 4 ま も も る ま 

バス 会 社名 : に ー 
岩手 県 北 バス また は 東日本 通 (45 シ ー タ ー 大 型 パス ) で 
"た で ホ や の の く な 夜 当 半 約 に あ 

※ 客 室 の 半 直 天 風呂 に て 源泉 掛け 流し の お 湯 を お 楽し みい た だ け ま す 。 | 人 ピー 


荒川 温泉 


日 付 


( 朋 


※ 客 室 の 広 さ は デッキ テラ ス を 含み ます 。 
※ ス タン ダー ド プ ラン の 場合 、 客 室 タイ プ を お 選び いた だ く こ と は で きま せん 。 


八甲田 ホテ ル 


※ 大 浴場 で は 源泉 掛け 流し の お 湯 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


時 刻 


内 容 ・ 食 事 ・ 
東京 駅 一 (東北 新幹線 は や ぶさ ・ グ ラン クラ ス ) 一 一 盛岡 駅 
史 寄 文 朋 館 武家 屋敷 ・ 商 家 見 学 中 角館 (角館 山 注 信 桜 ) 
里山 に 抱か れる よう に 促 む 美食 の 宿 「 久 館山 荘 他 楼 | に チェ ッ ク イ ン 。 
ご 夕食 は 南麻布 「 分 と く 山 」 の 野崎 洋光 さん 監修 の 秋田 の 幸 を 
ふん だ ん に と り 入 れ た 本 格 日 本 料理 を ご 堪能 くだ さい 。 
ご 希望 の か た を 栓 木内 川 堤 と 武家 屋敷 の 夜桜 製 党 へ ご 案内 い 
た し ます 。 恒久 角館 


角館 (角館 山荘 他 桜 ) 只 ( ご 昼食 )…… 
震 〇 羽前 公園 (日 本 屈指 の 桜の 名 所 ) 中 荒川 温泉 ( 八 皿 田 ホテ ル ) 
国内 最大 級 の 洋風 ログ 木造 建築 の リゾ ー ト 「 八 甲田 ホテ ル ] に 
チェ ッ ク イ ン 。 
ご 夕食 は 青森 の 旬 の 食材 を 使用 し た 八甲田 キュ イジ ー ヌ を ご 用 意 。 
ご 希望 の か た を 弘前 公園 の 夜桜 観 向 へ ご 案内 いた し ます 。 

剛 廊 荒川 温泉 


の 


428 
⑭) 


荒川 温泉 (八甲田 ホテ ル ) 嘱 護 十和田 市 現代 美術 館 (国内 外 で 
活躍 する 作家 た ち に よる 現代 アー ト は 必見 ) …… 替 〇 十和田 市 
宣 庁 街 通り (日 本 の 道 100 選 に も 選ば れ て いる 桜 と 松 の 並木 。 
馬 の オ ブ ジ ェ で も 有名 ) 中 

新 青森 駅 また は 八戸 駅 一 (東北 新幹線 は や ぶさ ・ グ ラン クラ ス ) ーー 
東京 駅 奇 写 還 


※ 例 年 の 花 の 見 頃 に 合わ せ て 企画 を し て お り ま す が 、 開 花 時 期 は 気象 状況 な ど 
に より 前 後 する 場合 が ど ざ いま す 。 
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グラ ンク ラス 


座席 数 を 限定 し た 特別 な ブ 
ライ ベー トキ ャ ピン 、 グ ラン 
クラ ス 。 体 を 包み 込む よう な 
シー ト や 季節 を 感じ させ る 軽 
食 サー ビス な ど 、 洗 練 さ れ た 
や すら ぎの 車内 空間 が 用 意 
され て いま す 。 


十和田 市 現代 美術 館 で 現代 アー ト に 触れ る 


ー つ の 展示 室 に 一 つの 作品 が 展示 され 、 個 々 の 展示 室 を 巡る こ 
と で アー ト を 通し た 新しい 体験 が で きる 美術 館 。 左 上 ・ 草 間 弄 
生 ( 愛 は と こし え 十 和田 で うた う )。 左下 ・ イ ン ゲ ス ・ イ デー( ゴ 
ー ス ト )。 右 ・ チ ェ ・ ジ ョ ン フ ァ 《 フ ラ ワ ー・ ホ ー ス )。 


「 八 甲田 ホテ ル 」 で 
青森 食材 を 満喫 


青森 県 産 の 旬 の 食材 を 生か 
し た フレ ンチ コー ス 「 八 皿 
田 キ ュ イ ジー ヌ ]。 味覚 と 
視覚 で 、 青 森 の 春の 美味 を 
ご 堪能 くだ さい 。 

※ 料 理 写 真 は イメ ー ジ で す 。 


ディ ナー で ご 用 意 する の は 、 


守 半 天 テ ヽ 和 藻 


う 暴 二 。 mw 
na] 4m 1dh xml > まろ ーー ェ ニー 家 1 
起 ぐ 先 ・ 思 型 つ 6 完 座 送 狂 次 串 の 呈 室 9 
* *g じ S 古 問 
埋 攻 で 心 

書 普 / 足 農 

導 ま まお 

号 き で N 1 

下線 反 へき 

8 @ 更 , 明 

の 8 で きせ 

ら 揚 で 景 っ 

で p 人 や Q 皿 う 

雪 や 償 G こ 

園 手付 

泊 訟 障 。 

人 因 で 上 

い 人 トト つ 間 避 

も 如 Gu: 

入 理 一 K 

+ 9 て Js 規 。 

や | て 紀 で っ 

1 性 へ 史 攻 で 

疲 G こり 思 

電 前 まさ 

を 人 SN 征 岬 っ 
当 < , 半 如 注 

1 せな 陽 て 宙 
に 
回 や 

康 だ で 上 け 人 き 


EE に Se 本 に : さ リナ さぶ いた SE で 
湯 XQ 疑 選 挟 " 頑 潮 交 り 半 如 突 公 評 人 
で "20 MG 慌 玉 守 寺 名 集結 人 ft 
り 飼 mtO ヨ SS 司 ^ 昭 哀 豆 民 下り 
SG 惑 コ の XS で 想 ヨ ヨコ 世 り 4SkG 窪 G 
志 折 "層間 名 公民 7 守 剛 に しら 革 梨 
で 直々 で KK く へ か ル 8 衣 課 る 丸 補 お 6 
ゃ や" ン 塗 的 政 に 避 疑 所 称 宮 的 由 羽 形 " 
千 ロ 巡ら 人 e 迫 三軍" つ 所 記 和 SG 反 ・ 
時 材 く 鶴 男 ……mR9J 手 角 し ゃ " 

り 得 守 る 丸 補 ン S8/ 肖 還 し の 298 の 味 
ぐ 臣 迷 旨 皿 称 獲 慌 唱 ヘ ハ ーー 「 々 
UK ふ 人 K く ルコ ー ト 中 弄 つり" 
] ぐ 玄 交 情 GS 炎 虫 公 加 了 千 ぐ 筐 
「 ロ OO 回 ポー を ミ 公 ヘーー ゴ | 犯 贅 ン 
つ S^ で 騒 KQ 票 准 く 38 皇 会 ンマ 8 
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DS0024 


[ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 
「TOBE オ ー ベ ル ジ ュ リゾ ー ト 」 に 宿泊 
瀬戸 内 海 と 桜 が 織 り 成す 絶景 を 訪ね る 
顔 の 浦 ・ 尾 道 と し まな み 海 道 桜 巡り 3 昌 間 


スタ ンダ ー ド デラ ックス ラグ ジュ アリ ー 
旅行 出発 日 (2021 年 ) プラ ン プラ ン プラ ン 

3 月 31 日 ( 水 ) | 研 部 : ス タン ダー ド | 砥部 : ス イー ト 砥部 : ヴ ィ ラ 
ルー ム ( 約 58.5m) | ルー ム ( 約 77.5m) ( 約 80.8m) 


きま 1 利用 一 |43 ヵ 8000m44 ヵ 8000m 
利用 |43 ヵ 8000m|44 ヵ 8000m|45 ヵ 8000 
きま 1 用 |49 ヵ 8000m 51 ヵ 8000m| 53 ヵ 8000n 


お 1 人 さま 旅行 代金 呈 
添乗 員 : 同 行い た し ます 最大 定員 :8 名 様 最少 催行 人 数 :4 名 様 
食事 回 数 : 朝 2 回 、 昼 2 回 、 タ 2 回 
利用 航空 会 社 :ANA (プレ ミア ムク ラス ) 
貸切 バス 会 社名 : 
お の みち パス (45 シ ー タ ー 大 型 パス ) 
$ 宿 泊 : 尾 道 プ ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 (ヒラ スラ グ ジ ュ アリ ー 約 50m) 
砥部 /TOBE オ ー ペ ル ジ ュ リゾ ー ト 


軸 | 日 付 | 時 刻 内 容 ・ 食 事 ・ 宿 泊地 


9 | 羽田 空港 (ANA プ レミ アム クラ ス に て 空路 広島 空港 へ ) 
| 広島 空港 gs 寿 〇 御調 (みつ き ) 八幡宮 (秀吉 が 境内 に 桜樹 手植え 
午後 | し た と 伝え られ る 備後 総 伯 護 の 神社 ) g 軸 の 清 (O 常 夜 灯 、 〇 太田 


1 3781 家 住 宅 、 太 圭 潮 楼 ) 尾 道 (ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 ) 
() | 夕刻 | 瀬戸 内 海 の 絶景 が 広がる [「 ペ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 」 に チェ ッ 
クイ ン 。 
夜 | ご 夕食 は ホテ ル 内 瀬戸 内 双 忘 」 に て 瀬戸 内 の 旬 の 食材 を 用 いた 和 
会 席 デ ィ ナ ー を 。 の 血 尾道 


午前 | 尾道 (ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 ) 史 替 〇 千 光 寺 と 頂上 
午後 | 展望 台 (尾道 水道 と 街並み を 一 望 ) (ご 昼食 ) 中 圭 〇 開山 公園 
(瀬戸 内 海 の 島 々 と し まな み 海 道 に か か る 橋 を 見 下ろ す 桜 の 名 所 ) 


2 441 副 克 部 (TOBE オ ー ベ ペル ジ ュ リ ゾー ト ) 
(本 ) | 夕刻 | 桜の 木々 に 囲ま れ た 癒 や し の 空間 [TOBE オ ー ペ ベル ジュ リゾ ー ト 」 
に チェ ッ ク イン 。 
夜 | タ 食 は シェ フ が 厳選 し た 伊予 の 山の幸 ・ 海 の 幸 を 用 いた 特別 メ 
ニュ ー を お 楽し みく だ さい 。 姜 屋 多 砥部 


午前 | 克 部 (TOBE オ ー ベ ル ジ ュ リ ゾー ト ) 忠幸 O 松 山城 (桜の 名 所 と 
し て も 有名 な 町 の 中 心 部 に ある 勝山 ( 高 32m) に 建つ お 城 ) (ご 
人 | 生後 | 太 ) 5 道後 温泉 本 館 - 別 館 鳥 湯 泉 8 

' 補 | 松山 空港 少 (ANA プ レミ アム クラ ス に て 空路 田 空港 へ ) 
| 補 洪 に EE 


の 


※ 例 年 の 花 の 見 頃 に 合わ せ て 企画 を し て お り ます が 、 開 花 時 期 は 気象 状況 な ど に よ 
り 前 後 する 場合 が ど ざ いま す 。 


夕焼け の 瀬戸 内 を 一 思 


「 ベ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 ] 
の 象徴 と も いえ る デッキ か ら は 、 美 
し い 瀬戸 内 海 が 望め 、 何 も し な い 偽 
沢 な 時 間 を 過ごす こと が で きま す 。 
夕食 は 、 瀬戸 内 の 恵み を 生か し た 繊 
細 な 和 会 席 を お 召し 上 が りく だ さい 。 


ANA 
プレ ミア ムク ラス 


快適 性 や 機能 性 を 向上 させ 、 座 
席 間隔 は 約 127(B7873 は 約 
145 ま ”) を 確保 し た プレ ミア ム な 
空 の 旅 。 お 食事 と お 飲み 物 も 、 上 
質 の 味 を 楽し め ま す 。 


※ANA の マイ レー ジ が た まり ます 。 由緒 ある 名 城 「 松 山城 」 


江戸 時 代 以前 に 建造 され た 「 現 存 
12 天 守 ] の 一 つ 。 天守 か ら は 、 瀬 
戸 内 海 の 島 々 が 望め る こと も 。 幸 厳 
な 天守 韻 と 桜の 共演 か ら 、 日 本 の 歴 
史 を 感じ る こと が で きま す 。 
写真 ノア イノ ア 縄手 英樹 


321 


@ ら @ @ 記 
ホ 旅 大 に 
ル 画 厩 胡 E 
天 の 岡 
ラ ら 術 美 中 
ス を ご 長 尋 
に を R 
N 泊 内 る 戸 
呈 ま 。 似 3 
\ る # 赴 日 
っ に た 
= ター に DS に 
っ Ni 
に MWTm 
「 旅 館 くら し き ] で ・ た ニレ ルン 
四 地 を 味わう _/J ぷ : ンク ー シン 


古き よき 時 代 を 思わ せる 美しい 街 普 
み が 魅 力 の 倉敷 美観 地区 。1 泊 目 は 、 
その 中 心地 に 建ち 、 江 戸 時 代 の 建物 
や 蔵 な ど を 改築 し た 老 財 旅 館 に ご 宿 
泊 い た だ きま す 。 わ ず か 8 室 の み の 
客室 、 彩 りあ で や か な 新鮮 素材 を 盛 
り 込 ん だ 懐石 料理 か ら 、 お も て な し 
の 心 を 感じ て くだ さい 。 


写真 プア イノ ア 高林 俊樹 


白壁 に 鮮やか に 喘 え る 姫路 城 の 桜 
真っ 白 な 城壁 を 朱 が 彩る 、 日 本 の 春 を 象徴 する よう な 美しい 


※ 料 理 写真 は イメ ー ジ で す 。 風景 。 ソ メイ ヨシ ノ 、 し だ れ 桜 、 山 桜 な ど 約 1000 本 の 桜 が 
咲き 誇り 、「 日 本 の 桜の 名 所 100 選 ] に も 選ば れ て いま す 。 


肉 の 芸術 品 - 1.! 家庭 画 報 2018 年 
本 馬 で * ーー 

和 0 ー N 特集 「「 極 上 ホテ ル 」 
「 ホ テル ラ ・ ス イー ト 神 戸 ハー 5 1 2 ! で 優雅 に 」 で 「 ホ テル 
バー ラン ド 」 の ディ ナー で は 、 箇 9 6 ー と ラ ト 神戸 ハー 
伊勢 海老 、 あ わび 、 神 戸 邊 な ど と 】 9 提 ンド ] を 神戸 の 
の 豪華 食材 を 、 ラ イブ 感 溢れ る 』 / き は 株 箕 ラン ド マ ー ク と も いえ 
鉄板 焼き で ご 用 意 し ます 。 = 『 る 華やか な ホテ ル と し 
※ 料 理 写真 は イメ ー ジ で す 。 に 計 議 て ご 紹介 し まし た 。 
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| コー ス 香 号 四 PEi り 2 人 | 


「 ホ テル ラ ・ ス イー ト 神 戸 ハ ー バ ー ラ ンド 」 
[旅館 くら し き 」 に 宿泊 
大 原 美術 館 貸切 見 学 と 世界 道産 の 名 城 で 愛でる 桜 


旅行 出発 日 (2021 年 ) 
3 月 31 日 ( 水 ) 


倉敷 : ス タン ダー ド | 倉敷 : デ ラッ クス | 倉敷 : ラ グ ジ ュ アリ ー 
ルー ム ( 和 洋室 / | ルー ム ( 和 人 き 訳 は 知 / ルー ム ( 和 洋室 / 

約 64.6 一 66.5m) | 約 33.375.8m) | 約 63.1 一 89.8m) 
2 名 さま 1 室 利用 


生ま 利 用 |43 ヵ 8000m 44 ヵ 8000m 45z8000m 


利用 45=8000m 46 ぉ 8000m|47 ヵ 8000m 


添乗 員 : 同 行い た し ます を 最大 定員 :12 名 様 @$ 最 少 催行 人 数 :4 名 様 
生食 事 回 数 : 滑 2 回 、 昼 3 回 、 タ 2 回 
等 貸 切 バ ス 会 社名 : 

日 本 交通 (14 シー ター 大 型 ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス 「 グ リ シ ェ エント] ) 
$ 宿泊: 倉敷 旅館 くら し き 

神戸 ホテ ル ラ ・ ス イー ト 神 戸 ハー バー ラン ド 
(ラグ ジュ アリ ー・ ス ー ペ リア ・ ツ イン 約 58 一 66m) 

虹 日 付 | 時 刻 内 容 ・ 食 事 ・ 宿 泊地 
(| 東京 駅 一 (東海 道 新幹線 の ぞ み ・ グ リー ン 車 ・ 車 中 弁当 ) 一 一 岡山 
午後 | 駅 中 替 〇 後楽 園 ( 日 本 三 大 名 園 の 一 つ ) @5 〇 有 隣 荘 貸切 特別 見 


学 (大 原 家 の 旧 別邸 )・ 大 原 美術 館 貸切 特別 見 学 (モネ 、 ゴ ー ギ 
ャ ン 、 エ ル ・ グ レコ な ど 巨 匠 た ちの 名 画 を 解説 上 員 の ご 案内 で 鑑賞 )…… 


118731 
⑳) 


に 件 む わずか 8 室 の # 


材 を ふん だ ん に と り 入 れ た 


午前 | 倉敷 (旅館 くら し き ) g (ご 昼食 ) 99 圭太 姫路 城 (別名 白鷺 城 と 呼 
午後 | ば れる 優美 な 城 を 見 学 ) 中 六甲 ケー ブル 下 駅 選 六 甲山 上 駅 … 
タ 刻 | 〇 六甲 山 天 覧 台 (1000 万 ドル の 夜景 観 笛 )…… 六 甲山 上 駅 六甲 


2 4/1 | 夜 | ケー ブル 下 駅 中 神戸 (ホテ ル ラ ・ ス イー ト 神 戸 ハー バー 
(お ) ヨー ロッ パ の 堆 g ジュ アリ ー ホ テル 「 ホ テル ラ ・ 
スイ ー ト 神戸 ハー バー 
イン の 
午前 | 神戸 (ホテ ル ラ ・ ス イー ト 神 戸 ハー バー ラン ド ) 書 写 山 ロ ー プ ウェ 
午後 | イ 書 写 駅 ら 山 上 駅 嘱 ( ご 昼食 ) 呂 …… 〇 書 寅 山 固 教 寺 (「 西 の 比 履 
3| 422 山 ] と 呼ば れる 天台 宗 の 別格 本 山 を 供 介 の ご 案内 で 見 学 )……g5 山 
| ( 合 ) | タ 刻 | 上 駅 書写 山 ロ ー プ ウェ イ 書 写 駅 ga 


1 | 姫路 駅 ーー (東海 道 新幹線 の ぞ み また は ひか り ・ グ リー ン 車 ) 一 
人 6 | 東京 駅 其 主 ン 


※ 例 年 の 花 の 見 頃 に 合わ せ て 企画 を し て お り ま す が 、 開 花 時 期 は 気象 状況 な ど に 
より 前 後 する 場合 が ど ざい ます 。 

※ 天 候 に より 六甲 山 か ら の 夜景 は ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 

※ 書 容 山 園 教 寺 で は 本 ツア ー 以 外 の お 客 さ ま と ご 一 緒 に お 乗り いた だ く マ イク ロ 
パス を 利用 いた し ます 。 


ラグ ジュ アリ ー 
バス 


わずか 14 席 の 大 型 ラ グ 
ジュ アリ ー バ ス に ご 乗車 。 
空間 を 生か し た レイ アウ ト 
で 、 快 適 な 乗り 心地 を お 楽 
し みく だ さい 。 


息 を の む ほ ど 美 し い 六甲 山 か ら の 夜景 


日 本 三 大 夜景 に も 数 えら れ 、 日 本 夜景 遺産 に も 認定 され て い 
る 六甲 山 か ら の 景色 。 遠 く 広 が る 無数 の 光 の 粒 と 星空 が 織り 
成す 眺望 が 、 素 晴らし い 夜 を お 約束 いた し ます 。 

S TOSHITAKA MORITA/SEBUN PHOTO/amanaimages 


芸 し 和仁 人 1 ロ 内 か 城 の 
術 め 神 ぶ 選 た 皆 当 マ す に 歴 愛 
* と 戸 り し だ さ の ツン る 柴 と 称 
美 し ハ の ! い け ま 貸 ア チ 六 め 天 で 
食 た 1 壊 宮 る だ 切 ] ッ 甲 上 宇 親 
と バ 石和 儲け 見 も ク 山 げ 間 し 
奉 1 料 % 大 で 党 う な か る を ま 
大 な ラ 理 S 変 "一 時 ら さ ` れ 
測 鉄 ン を て 引 ゆ 閉 つ を の ま 約 で 
喫 抜 ド "し 重 っ 館 の お 娘 は 1 い 
の 機 ボ ぶ ご 條 る 後見 骨 め 韻 0 ま 
旅 き で ぶ ー 機 り い ど ご < 観 0 

を を は ん で 会 と 当 こ し 放 ." 0 “" 
お こ は で 名 ツ ろ い 記 同 本 そ 
届 届 神 ラ 春 ま 画 ア は た と 日 の の 
け 意 戸 ・ の を 1 "だ と 夜桜 白 
まん を イ 杉 神明 参 令 ま も ご 角 伸 

mw KK ま ご 鮮 
すす 覆 ま 1 た も 秩 加 生 す に 条 や く 
大 原 美術 館 所 蔵 


大 原 美術 館 を | 
代 切 特別 見 学 革 


[ 洛 放 下さ 雇 妨 港 凍 氷 は 叶 放 当 
芝 攻 キ WN / 訓 水 闘 映 回 


ここ: に ゴ 


昭和 5 年 に 実業 家 ・ 大 原 孫 三郎 が 設立 し た 日 本 初 の 私 立 西洋 美術 館 。 
クロ ー ド ・ モ ネ (睡蓮 ) な ど 数 々 の 名 画 を 貸し 切り で ご 鑑賞 いた だ きま す 。 
右 ・ 神 殿 風 の 本 館 の 外観 は 、 江 戸 時 代 の 風情 を 色濃く 残す 倉敷 美観 
地区 の シン ボル 的 役割 も 。 左 ・ ポ ー ル ・ ゴ ー ギ ャ ン 《 か ぐ わ し き 大 地 ) 。 


> 写 ジ い っ ww 
家庭 瑞 報 読者 の 皆さま へ sn < 
師走 を 迎え 、 皆 さま に お か れ ま し て は ます ます ご 侍 勝 の こと と お 慶び 申し 上 げ ま す 。 多 的 っ 衣 
平素 は 『 家 庭 画 報 」 の ご 愛読 を 賜り 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 
今 号 で ご 紹介 し た 「 家 庭 画 報 の 旅 ] は 3 コー ス 。 日 本 列島 が 順に 春 を 迎え る 頃 、 
桜 、 春 の 味覚 、 名 和 宿 を お 楽し みい た だ く 、 家庭 画 報 」 だ か ら こそ 企画 で きた 特別 な ツア ー で す 。 
皆さま に 、 日 本 の 美しい 春 を 満喫 し て いた だ け ま すこ と を 願っ て お り ま す 。 プレ ミア メ 旅 行 社 で は 当分 、 お 客 きま の 安全 の た め に 、 
日 本 旅行 業 協会 お よび 全国 旅行 業 協会 が 定め る 「 旅 行 業 に お ける 新型 コロ ナウ イル ス 対 応 ガ イド ライ ン 」 を 遵守 し 、 
以下 の よう な 感 柴 症 対策 を 行っ て まい り ま す 。 ツ アー に 関し て ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 当社 まで お 問い 合わ せく だ さい ませ 。 


国内 旅行 の 国内 旅行 の 最大 定員 は 8 ご 12 名 さま 、 最少 催行 人 員 は 4 名 さま と し 、 O 

1 最大 定員 は グル ー プ サイ ズ を 小さ くし て 実施 いた し ます 。 ido 誠 | lodigew 
8 と の 
まや ご 参加 人 数 に か か わら ず 、 バ ス は 大 型 パス を 利用 し 、 車 内 に て ゆ 


っ た り と 十分 な スペ ー ス を 確保 し て いた だ ける よう に いた し ます 。 
また 、 道 路 事情 に より ジャ ン ボ タク シー を 利用 する 場合 は 、 お 客 
さま の 最大 定員 を 4 名 さま と させ て いた だ きま す 。 


添乗 員 は マス ク (場合 に より フェ イス シー ル 
ド ) を 着用 いた し ます 。 


ガイ ド に よる ご 案内 時 は トラ ベル イヤ ホン を 
ご 用 意 さ せ て いた だ きま す 。 


マス ク の 着用 、 マス ク の 着用 、 検 温 、 手 洗い 、 う が いな ど 予 防 策 の 励行 を お 願い いた し ます 。 深 
検温 、 手 洗い 、 乗員 は 非 接触 型 体温 計 を 持参 し て お り ま す の で 、 検 温 が 必要 な か た は いつ で も お < 作 
うがい の お 願い 申し つけ くだ さい 。 予備 の マス ク も ご 用 意 し て お り ま す 。 添乗 員 に よる ご 体調 と 体 

温 の 確認 を 毎日 ささ て いた だ きま す (ご 出発 の 2~3 日 前 に も 、 ご 本 人 さま お よび マス ク 検温 手洗 い うがい 


同居 され て いる ご 家族 さま の ご 体調 確認 を 、 お 電話 に て させ て いた だ きま す ) 。 


トラ ベル イヤ ホン 


トウ 


3 適切 な 感 楽 ツア ー で 利用 する 運送 機関 宿泊 施設 、 食 事 施設 、 観 光 施 設 等 各種 旅 行 サー ビス 事業 者 は 、 適 切な 感染 証 対策 を と っ 
対策 を と っ て いる て いる 事業 者 に 限定 いた し ます 。 ま た 、 各 種 旅行 サー ビス 事業 者 に よる サー ビス 提供 中 は 、 そ れ ぞ れ の サー ビス 事業 者 ( ま 
事業 者 に 限定 ” だ 所属 業界 団体 ) が 定め る 新型 コロ ナウ イル ス 感 症 対 策 ガ イド ライ ン に 従い 、 ツ アー を 運営 いた し ます 。 


今後 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 状 況 に より 、 ツ アー の 募集 催行 を 中 止 する 場合 が ご ど ざい ます 。 


還 Go To トラ ベル 事業 支援 が 各 コ ー ス 最終 日 まで 延長 と な っ た 場合 は 、 対 象 コ ー ス と な り ま す 。 

回 その 際 の 詳細 は 以下 と な り ま す 。 

① 国 か ら の 支援 金 ( 当 ツ アー に お きま し て は 1 名 さま に つき 2 万 8000 円 ) は お 客 さま に 対し て 支給 され ます が 、 当 社 は 支援 金 を お 客 さま に 代わ っ て 受領 (代理 受領 ) い た し ま 
す の で 、 お 客 さ ま に は 、 旅行 代金 か ら 支 援 金 ( 当 ツ アー に お きま し て は ] 名 さま に つき 2 万 8000 円 ) を 差し 引い た 金額 を お 支払 いい た だ く こ と と な り ま す 。 な お 、 お 申し 込 
み 取 り 消 し の 際 は 、 旅 行 代金 を 基準 と し て 所 定 の 取消 幸 を いた だ きま す 。 

@⑧ 当 ツア ー に お きま し て は 、1 名 さま に つき 1 万 2000 円 分 の 地域 共通 クー ポン を お 渡し する 見 込み で す 。 


男 マ ー ク の ご 案内 還 時 韻 の 目 安 

時 人力 人 、 提 の 人 | な し 「 東 | 刺 | 生還 | 4 艇 | タ 列 | 役 | 剛 芝 役 
ーー 私 鉄 、…・ 生か 衣 空 人 、m バ ス 、 = 列車 、 ニ ケー ブル カー、 ら ロー プ ウェ イ 、 : 3 
2、O 呆 上 、 軸 光 、GID オプ ショ ナル ツア ー、 科 の 名 所 2 ac の SS 
京 本 誌 掲載 コー ス の 取引 系 件 の 基準 日 は 2020 年 11 月 1 日 で す 。 ご 旅行 代金 は 2020 年 11 月 1 日 現在 有効 な も の と し て 公示 され る 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 を 基準 に 算出 し て いま す 。 


株 式 会 社 プ レミ アム 旅行 社 は 、 株 式 会 社 世界 文化 社 100 紀 出資 の 子会社 で あり 、 家 庭 画 報 の コン テン ツ を ペー ス と し た ツア ー を 人 造成 する 旅行 会 社 で す 。 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ 


員 計 株 式 会 社 プレ ミア ム 旅行 社 全 和 9 て 培 全 遇 


人 官 登録 旅行 業 第 2098 号 東京 都 千 代田 区 九段 北 4-2-29 世界 文化 社 本 社 ビル 6 階 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 橘 純一 


受付 時 間 :10 時 30 分 一 16 時 30 分 
gr 03-3262-6480 訂 二 議 3 
綴じ 込み ハガキ の 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、 ポ スト へ ご 投了 画 くだ さい 。 
03-3262-6487 綴じ 込み ハガキ の 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、 両 面 を FAX し て くだ さい 。 
メー ル info@pre-t.co.jp 綴じ 込み ハガキ を ご 参照 の うえ 、 必 要 事 項 を お 送り くだ さい 。 
当社 の プラ イバシー ポリ シー お よび 個人 情報 の 取り 扱い に 関し て は 、 回 愉 回 = 内 
記 QR コ ー ド また は 下記 URL に て ご 確認 くだ さい 。 rd] O] イン スタ グラ ム *| ツイ ッ タ ー 
* 3 @pre_t20197019 @PRE_T20197019 
https://www.sekaibunka.con/privacy/pt_privacy.html 国 


お 申し 込み の 際 は 、 詳 し い 旅行 条件 と 個人 情報 の お 取り 扱い を 説明 し た 「 旅 行 条件 書 ] を お 渡し いた し ます の で 、 ご 確認 くだ さい 。 324 


プレ ミア ム > 旅行 社 が 見 つけ た 世界 の 知ら れ ざ る 逸品 を お 届け し ます 


資生堂 パー ラー ザ ・ ハ ラジ ュ ク で ティ ー フ ェ ア を 開催 / 
ご 自宅 で も お 楽し みい た だ け ま す 
「 家 庭 画 報 』 の 誌面 の 感動 を その まま 体験 で きる 「 家 庭 画 報 の 旅 ] を 


企画 催行 し て いる 「 プ レミ アメ 旅行 社 」。 
その 企画 担当 者 が 、 世 界 各国 を 巡っ て 見 つけ た 逸品 を 皆さま に お 届け いた し ます 。 


この 度 、「 家 庭 画 報 」12 月 号 で ご 紹介 し た 「 グ リフ ォ ンティー」 を 、 l 
「 資 生 堂 パー ラー ザ が ハラ ジュ ク 」 で も お 楽し みい た だ ける こと に な り ま し た 。 
ご 家庭 で 、 レ スト ラン で 、 心 華やぐ 素敵 な ティ ー タ イム を お 過ごし くだ さい 。 | 


撮影 角田 進 取材 文 プ 井伊 左 千 穂 


原宿 駅 前 に ある 複合 施設 の 8 階 に 位置 する 資生堂 パー ラー ザ ・ ハ ラジ ュ ク 。 そ こ か ら 望 め る の は 、 都心 
の 高層 ビル 群 を 背景 に 、 明治 神宮 の 杜 が 目 の 前 に 広がる 大 パノラマ 。 ワ イン グラ ス に 注ぐ で こと で 豊か な 
325 香り が さら に 引き 立つ グリ フォ ンティー を 、 そ の 絶景 と と も に 味わう と 、 よ り 資 沢 な 時 が 流れ ます 。 


カモ ミー ルド リー ム 
(夢見 る カモ ミー ル ) 


甘鯛 の ポワレ ウイ キョ ウソ ー ス 


カモ ミー ル と 、 レ モン バー ペナ な ど 数 種 の ハー ブ 
を プレ ンド し て 仕上 げた お 茶 。 白 ワイ ン の イメ ー 
ジ で 冷や し 、 甘 鯛 の ボワ レ と ベア リン グ す る と 、 
甘鯛 の 食 感 や うま み と 絶 妙 に マッ チ し て 心地 よい 
味わい に 。 お 好み で りん ご ジュ ー ス の や さ し い 酸 
味 と 甘み を 加え る と 、 ア ロゼ で カリ カリ に 仕上 げ 
た うろ この 香ばし き が ぐっ と 引き 立ち ます 。 


Ni 
良質 な 素材 を オリ ジ ナ ルプ レン ド 


世界 中 の 地域 か ら 、 最 高 品質 の ハー プ や スパ イス 、 茶 
葉 を 仕入れ 、 革 新 的 か つ 独創 的 な プレ ンド を する こと 


で 、 グ リフ ォ ン ティ ー は 誕生 し ます 。 


ゞ ざ 党 層 一 1 中 ー ン > 
層 甘 ば 党 肖 名 S 油 
mr マ ご 吾 ら き ー シ > 


家庭 画 報 2020 年 12 月 号 で 初 登場 ! 
シン ガボール で の グリ フォ ン 創 業者 ・ エ グ ゼ 
クティ プ デ ィ レ クタ ー へ の 取材 を 通し 、 グ リ 
フォ ンティー の 人 気 の 理由 を 紹介 し まし た 。 


w(Y(r※※ 交 や へ さば は 磯 藻 RW 還 革 守 させ 庁 放 受給 ③ ざ 


で 


玩 


NN ご 2S ら 一 、N(CANY 
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溢 dr( で 等 圭 NN ニ 2Srr 貴 華 . つ が き 選 洋 全 Ok 一 へ NNYN ご ベタ て が wrtS ポ 


で 
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1 
の 
い 1 
ザ 
9 
の 
ジ 
を 


グリ フォ ンティー と は ? 
2006 年 に 誕生 し た シン ガ ポ ー ル 発 
の ティ ー プ ラン ド 。 テ ィ ー 文 化 が 盛 
ん な 現地 で は 、 ラ グ ジ ュ アリ ー ホ テ 
ル か ら カ フェ 、 レ スト ラン まで 幅広 
く 浸 浮 し て お り 、 ど の フレ ー バ ー テ 
ィ ー も 高く 評価 され て いま す 。 


NC 素 ツー シ > 時 路 


4 
2 


NATNN 
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パー ル ・ オ プ *・ ジ ・ オ リエ ント 


(東洋 の 真珠 ) 


great 


taSte 


204 


灯 か し い 受賞 実績 
至福 の 味わい が 詳 価 され 、 
多く の フレ ー バ パー ティ ー が 
賞 を 獲得 。 特 に お いし さ を 
重視 する こと で “ 食 の オス 
カー” と も 呼ば れる 「 グ レ 
ー ト ・ テ イス ト ・ ア ワー ド ] 
は 計 60 回 受賞 し て いま す 。 


五 種 の 創 彩 

それ ぞ れ 趣向 を こら し た 5 種類 の 料理 に 心 躍る 前 
菜 。 合わ せる の は 、 緑 茶 を ベー ス と し て 、 ジ ャ ス 
ミン や モロ ッ カ ン ロ ー ズ を 加え た お 茶 で す 。 複雑 
な 味わい な が ら 、 く せ の な い フ レー バー が 汰 や か 
さき さ を プ ラス 。 お 店 で 提供 きれ る 自家 製 の レモ ン シ 
ロッ プ を 少量 加え る と 、 さ わ や か な 酸味 が 感じ ら 
れ 、 ひ と 味 変化 し て より すっ きり と し た 後味 に 。 


和 脊 り を 守る シル ク の サシ ェ 

個 包 装 を 開け る と 姿 を 現す の は 、 茶 葉 が 穫 け 
て 見 える 美しい シル ク の サシ ェ 。 お 茶 の 香り 
を 守り 味 を クリ ア に 出す こと が で きる 、 日 本 
の 技術 で 作ら れ た こだわ り の アイ テム で す 。 


華やか な パッ ケー ジ 

キャ ンド ル ボ ックス の よう な 色 鮮 や か な 外 箱 は 、 
ギフ ト を も ら う と き の 特 別 感 を 演出 で きる よう 
に と 作ら れ ま し た 。 箱 の 中 に は 、 外 箱 と 同じ 色 
の カラ フル な 個 包装 が 計 20 袋 入っ て いま す 。 


ゞ ざ 諾 2 避 泊 大 ご 局 
諸説 
証明 鞍 愛 立 一 で ヘ >X 


ニン フ ・ オ ブ ・ ザ ・ ナ イル 


(ナイ ル の 妖精 ) 


クリ スマ スベ リー パフ ェ 
立て た クリ ー ム に ちり ば め ら れ た ペリ ー が 、 
わ 愛 らし い パ フェ 。 ロ ー ズ ヒッ プ の キュ ン 
た 酸味 と ベリー の 甘酸っぱ さ 、 パ フェ の 甘み 
で 溶け 合う と 同時 に 、 適 度 な 渋み が すっ 


温か い お 茶 と の ベア リン グ 
存 分 に お 楽し みく だ さい 。 


スト レイ ツ ・ チ ャ イ 
(海峡 の チャ イ ) 


鴨 胸 肉 と 干し 柿 の タ ル タ ル 


深み の ある プラ ッ ク テ ィ ー に スパ イス が 香る チャ 
イ は 、 赤 ワイ ン の 感覚 で 冷や し 、 あ えて ミル ク を 
入れ ず に ご 用 意 。 濃厚 な うま み の 鳴 肉 と 干し 柿 に 、 
幾 種類 も の スパ イス を きか せ た パ ンチ の ある 一 中 
と 合わ せる と 、 オ リエ ンタ ル な 世界 に 誌 わ れ ま す 。 
ビリ リ と きい た し ょ う が シ ロッ プ を 加え れ ば 、 ま 
た 異な る 刺激 で 料理 も お 茶 も 印象 的 な 味わい に 。 


正 腔 放さ ペー マ 叶 きず 問 
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まる で ~ 飲 む 和 水 ”。 
優雅 な 香り で 
過ごせ ます ね 


直 沢 な 時 カ 


リエ ・ コ ンク ー ル 」 で 優勝 。 


「FARO] に て シェ フ ソ ム 
リエ を 務め 、 現 在 に 至る 。 


至る 。 


社 。「 ロ オジ ェ 」、「 キ ュ イ ジ 社 。 2009 年 [第 3 回 JETCUP 


ー ヌ シモ イド ー」 な ど で フ イタ リア ワイ ン ・ ベ スト ・ ソ ム 


1993 年 に 資生堂 パー ラー 人 入 2000 年 に 資生堂 パー ラー 入 


ラン ス 料 理 の 経験 を 積む 。 
「FARO_slow time」、[ 資 生 
堂 パー ラー 銀座 本 店 か ら 


「 資 生 堂 パ ー ラ ー 自由 が 丘 
店 」 の 調理 長 を 経て 、 現 在 


{ 
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グリ フォ ンティー フェ ア 開 催 ! 


に 
マ 


ザー ハラ 


資生堂 パー ラー 


フェ ア 開 催 期間 


きる 
志 加 
忠 ぐ 
ぐ ? 


だ け 


た だ 


今回 ご 紹介 し た 料理 は 、 以 下 の 時 間 問 ・ コ ー ス に て お 楽し みい 
ます 。※ 提 供 内 容 ・ 期 間 は 変更 に な る 場合 が ど ざ いま す 。 


仙石 種 の 玉 琴 : 


ング は 別途 サー ビス 料 


10% が 必要 。 ラウ ンジ は サー ビス 料 不 要 。 


キネ ダイ ニン グ は 12 月 24 日 25 日 は クリ スマ スコ ー ス 1 万 5000 円 の み の ご 提 月 曜 定休 、 不 定休 あり ※12 月 21 日 営業 30 日 、31 日 休業 


ング 11 時 30 分 一 14 時 、 18 時 一 20 時 30 分 (LO) 


ラウ ンジ 11 時 30 分 一 21 時 30 分 (LO) 佑 03(3475)1021 


2021 年 1 月 1 日 一 3 日 ラン チタ イム の み 営 業 (LO15 時 ) 


資生堂 パー ラー ザ ・ ハ ラジ ュ ク 
東京 都 渋谷 区 神宮 前 1-14-30 WITH HARAJUKU8 階 


※ 左 記 の 価格 は 税込 み 。 ダイ 


人 ダイ 


チ * 楠 "3800 円 、 ランチ"* 杜 "6000 円 
仙 馬 肌 内 と 干し 柿 の タル タル : 


ンチ ` 楠 "3800 円 、 ラ ンチ " 杜 "6000 円 、 


ラン 
供 と な り ま す 。 グリ フォ ンティー と の ペア リン グ も ご ざい ます 。 


ディ ナー" 村 "8000 円 、 デ ィ ナ ー~ 杜 "1 万 2000 円 


人 甘鯛 の ポワレ ウイ キョ ウソ ゾー ス : 


ディ ナー" 泉 "6000 円 ディナー“ 楠 "8000 円 


@ ク リス マス ペリ ー パ フェ : 
ラウ ンジ に て 終日 ご 提供 。 


ラン 


注文 


の 場合 の 価格 は 、 各 800 円 で す 。 


注文 の 場合 、 各 400 


円 と な り ま す 。 
も 、 お 好み で きま ざま な ベア リン 


フェ ア 開 催 期間 中 

・ グ リフ ォ ン ティ ー 単 品 で , 

・ ラ ウン ジ に て デザ ー ト や パフ ェ 
和光 h 

\ 今 回 ご 推奨 し た ベア リン グ 以 外 
グ が お 楽し みい た だ け ま す の で 、 
お 気軽 に スタ ッ フ に お 尋ね くだ さい 。 
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べべ ヘ クリ フォ ンティー は ご 自宅 で も お 朱 し みい た だ け ま 
ご 注文 は プレ ミア ょ 旅行 社 へ ! 


CRYPHON 


カモ ミー ル ・ 
(夢み る カモ ミー ル ) 


ドリ ー ム 


ーー 名 称 。 ハーブティ ー 

原材料 名 "カモ ミー ル 、 レ モン バー ベ ナ 、 
レモ ング ラス 、 マ リー ゴー ルド 、 
ラベ ペン ダー、 香 料 (カモ ミー ル ) 

抽出 方 法 100 度 の お 湯 200cc で 6 一 8 分 


※ カ フェ イン レス 


名 称 白茶 
原材料 名 白茶 、 


※※ お の 量 は お 好み で 調整 し て くだ さい 。 ※ ア イス で も お いし く 召し 上 が れ ま す 。 110cc の お 湯 で 思い め に 抽 出 し 、 90% の 氷 に 注い で くだ さい 。 


1 箱 2500 円 +s% 


ニン フ ・ オ プ ・ ザ ・ ナ イル 
(ナイ ル の 妖精 ) 


ロー ズ ヒ ッ プ 、 バ ジル 、 
いち ご の 葉 、 香 料 (いち ご ) 
抽出 方 法 80 度 の お 湯 200cc で 3 一 4 分 


ビン クロ ー ズ 、 


パー ル ・ オ プ ・ ジ ・ オ リエ ント 
(東洋 の 真珠 ) 


テー 


名 称 緑茶 
原材料 名 ジャ スミ ン 茶 

バラ の 花びら 、 香 料 (バラ ) 
抽出 方 法 90 度 の お 湯 200cc で 3 一 4 分 


スト レイ ツ ・ チ ャ イ 
(海峡 の チャ イ ) 


名 称 紅茶 
原材料 名 紅茶 、 紅 花 、 カ ル ダ モ ン 、 
アニ ス 、 シ ナ モ ン 、 オ レン ジ の 皮 、 
うい きょう 、 黒 こし ょ う 、 香 料 ( チ ャ イ ) 
本 品 に 含ま れる アレ ルギー 物質 オレ ンジ 
抽出 方 法 100 度 の お 湯 200cc で 4 一 5 分 


奉 本 品 製造 工場 で は 、 り ん ご 。 株 、 オ レン ジ を 含む 製品 を 生産 し て いま す 


内 容量 3 入り ティ ー バ ッ グ が 1 箱 に の O 袋 入 っ て いま す 
1 箱 2 箱 4 箱 以上 
こ 購 入 の 場合 ご 購入 の 場合 ご 購入 の 場合 ご 購入 の 場合 
900』 300』 無料 
十 税 (10%) 十 税 (10%) 


* 質 味 期 限 2022 年 10 月 12 日 ・ 保 存 方 法 高温 多 を 避け て 保存 し て くだ さい 


綴じ 込み ハガキ に 必要 事項 を ご 記入 の うえ 、 ボス ト に ご 投了 画 く だ さい 。 
03 (3262) 6487 級 じ 込み ハガキ を ご 参照 の うえ 、 必要 事 項 を お 送り くだ さい 。 
info@pre-t.CO.jD 栖 じ 込み ハガキ を ご 参照 の うえ 、 必 要 事 項 を お 送り くだ さい 。 

谷 03 (3262)6480 受付 時 間 10 時 30 分 16 時 30 分 ※ 土 曜 : 日 曜 : 祝 日 を 除く 


・ 輸 入 者 株 式 会 社 プ レミ アム 旅行 社 東京 都 千代 田 区 自 北 4.2-29 世界 文化 社 本 社 ビル 6 磁 ・ 運 営 統括 責任 者 括 純 一 


お 支払 い 方 法 代金 引き 換え 決済 に つい て  : 商品 の 配送 方 法 に つい て 
商品 お 受け 取り 時 に 「 現 金 ] で お 支払 いく だ さい 。 代金 引 : 葬 社 に て 手配 後 、 ヤマ ト 運 輸 に て 配送 いた し ます 。 


き 換 え 決済 手数 料 は 梱包 配送 料 に 含ま れ て お り ま す 。 


商品 お 届け 時 期 に つい て 
お 電話 で の ご 注文 の 場合 は 5 日 以 内 に お 届け いた し ます 。 
ハガキ 、FAX、 メ ー ル で の ご 注文 の 場合 は 、 ハ ガキ 、FAX, 
メー ル 到 着 後 5 営業 日 以内 に お 届け いた し ます 。 欠 品 の : 


不良 品 ・ 返 品 に つい て 
: 商品 発送 後 の 注文 取り 消し は お 受け で きま せん 。 商品 が 
到着 し まし た ら す ぐに 内 容 を ご 確認 くだ さい 。 商品 の 品質 
に は 万 全 を 期し て お り ます が 、 万 一 不良 品 が あっ た 場合 、 
また は お 届け 商品 に 問 違 い が あ っ た 場合 は 、 旦 社 まで ご 
合 は 、 お 還 け 時 期 に つい て ご 相談 させ て いた だ きま す 。 。 : 吉 絡 くだ さい 。 送 料 半 社 食 担 に て 早急 に 交換 さき て いた : 


: だ きま す 。 また その 際 、 返 品 の み を ご 希望 の 場合 は お 申し : 
つけ くだ さい 。 不良 品 で あっ た 場合 、 ま た は お 屋 け 商品 に : 
間違い が あっ た 場合 に 限り 、 返 品 を 承り ます 。 : 
[返品 対象 】 不 良品 、 ま た は お 居 け 商品 に 間違い が あっ た : 


[返品 連絡 期限 お 届け 後 ! 週 間 以内 。 d 
【 奴 い 戻し 方 法 】 返 品 受け 付け 後 1 週 間 以内 に ご 指定 の 銀 
行 口 座 へ お 振り 込み いた し ます 。 


情報 の お 取り 拓 い に 関し て は 、 


当 柱 の プラ イバシー ボリ シー お よび 個人 
下記 OR コー ド また は URL に て ご 確認 く 


に 
htips://Www 
回 時 洛 回 saapurte 
icomprvacy/ 
PLprivacy.htm 

回 


輸入 販売 株式 会 社 プ レミ アム 旅行 社 
東京 者 千代 田 区 九段 北 42.29 世界 文化 社 本 社 ビル 6 階 


プレ ミア ム 旅 行 杜 か ら の 情報 は 、 
右 の SNS を ご 覧 くだ さい 。 


(9 @pre_t2o197019 回 @PRE_T2o197019 
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「 家 放 環 ] の 動画 イペ ント が スタ ー ト し まし た 883 人 corr 原 唐 


ーー GAHO 
チャ ン ネ ル し 放 2727z と 
% 家庭 画 報 チ ャ ン ネ ル 


編集 長 が 訪ね ます / | 嶋田 ちあ きき ん 編 」 


交 ーー し 
規 せ 顔 を 作る メイ ク テ ク ニッ ク ) 
3 
を ト の 5 る 実 E せ ア 顔 
人 ョ 2 内 を せな と 2 ee 
ass 
そえ ン ン の ぬい 、 
邊 きる ラ ぁ イ は え に 喘 ス て マ ョ が ら を 均一 に 。 老 け て 見 えて し まう 月 の 
名 生 - て ヌメ る ク い スン 気 較 1 
イイ 雲 え ア ま いす で きま きる に 昌 を 取っ た 状態 。 N 
っ ク が ん ッ ウッ 3 ク デ は せ 姿 な 
まあ まま 人 ま ま まま る る ) 
作 1 呈 そ 直言 と すい し / プ 
ク て 人 あえ 第 まい 信 と まっ 
パウ ダリ ー フ ァ ン デー ショ ン と 
り け で ぴ せ メ ク ろ 的 ず め る に 9 ey 1 し 
は お 方 た イ ん に ド い チー ク & ハ イラ イト を 入れ た 後 
まえ まま 3 
な f 記 軸 』 術 \ 連 8 い を ト % だ パウ ダリ ー フ ァ ン デー ショ ン で 、 き め を 
3 ド に で 4 で 皮 ッ を で が まき ーー 
て 合 " リ 齢 ラ い に ヤ る い メ RS 
聞 っ 2 ッ や イ た 只 内 者 容 3 入れ る と 、 若 々 しい 表 情 の 完成 。 
ま を 信 》 を な し あき る り > は を 
し の ト 詳し い メイ ク 方 法 は 、 動 画 で 丁寧 に 手ほどき 
に 2 人 際 あ 3 夫 ま る 財 軸 土 # し て いた だ きま す 。 配 信 期 間 中 は 何 度 で も ご 
あ 相 の 凌 旬 引 1 の 二 『 有 覧 いた だ け ま す の で 、 ぜ ひ メ イク 道具 と 便 を 
ゆっ だ く の 合 ツ も 2 Ki ご 準備 の 上 、 実 際 に メイ ク を し な が ら ご 自身 
P* の 選 わ の みき な 特 パ 』 の ペー ス で ご 視聴 くだ さい 。 
千葉 由希 子 (ちば ・ ゆ きこ ) 嶋田 ちあ き ( し まだ ・ ち あき ) 
「 家 庭 画 報 』 15 代 目 へ ヘア & メ イク アッ プア ー テ ィ 
罰 集 長 。 女 性 誌 の 編 = スト 。[ ヴ ィ エ ル ジ ュ ] 主 宰 。 多 
集 や 企画 制作 を 経 く の 女 優 や タレ ント の メイ ク 


て 、WEB メ ディ ア ー ン ボ アッ プ を 手がけ 、 コ マー シャ 
「 家 庭 画 報 .comU 編 っ 物 ル 、 女性 誌 の 表紙 や 美容 ペー 
集 長 に 就任 。 そ の ジ 、 メ イク ショ ー、 テ レビ 出演 
後 、 家 庭 画 報 編集 部 編集 長 代行 を 経 " な ど で 幅 広く 活躍 。2009 年 か 
て 、2018 年 10 月 より 現職 。「 家 庭 画 報 ら 、 オ リ ジ ナ ルブラン ド 「 ブ リ 
チャ ン ネ ル ] で は 、 皆 さま の 会 いた い 、 リア ー ジ ュ 」 を プロ デュ ー ス 。 
知り た いか た の サロ ン や ご 自宅 を 訪問 著書 多数 。 今 号 の 特集 [輝く 人 生 を 語 歌 し よう 」 で は 、 
し 、 イ ンタ ビュ アー の 役割 を 担い ます 。 大 地 真 内 さん の へ アメ イク も 担当 。 


人 @ 本 誌 12 月 号 で ご 紹介 し まし た 、 12 月 10 日 ( 木 ) 配 信 開 始 の 家庭 画 報 Channel「 加 座 友 香 さ ん 
編 クリ スマ スス ペ シ ャ ル レッ スン 」 は 、 12 月 21 日 (月 ) まで アー カイ ブ 配 信 、 視 聴 チ ケッ ト の 販売 
を し て お り ま す 。 視聴 チケ ッ ト の 購入 方 法 な と 、 詳し く は 「 家 庭 画 報 .com」] (左記 イベ ント 詳細 


の URL、 ま た は QR コー ド ) に アク セス し て くだ さい 。 


合 03(3262)5851 (土曜 日 曜 : 祝 日 を 除く 10 時 一 17 時 ) 
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表紙 の 花 が 毎月 ご 自宅 に 届き ます 


花 ア レン ジ 


プレ ミア ムラ イト 版 
上 ・ 稲 穏 と 大 王 松 で 作ら れ た リー ス に 、 職 人 が 一 
つ ー つ 手作り し た 注連縄 と 鶴 の 飾り が つい た 、 特 
別 な お 正月 飾り 。 直径 約 40。 右 ・ ク リス マス の 


肖 報 」 の 


小林 深雪 (FUGA〉 撮影 本誌 - 伏 見 早織 


ひと と き を 彩る 花 東 。 写真 の 花器 は 、 ベ ルギー の さ 
人 気 プ ラン ド 「 ヘ へ ヘン リー ディ ー ン 」 の も の 。 年 間 げ 


で お 申し 込み いた だ いた か た へ 、 初 回 に お 届け い 


た し ます 。 サ イズ : 高き 210 x 口 径 120* ッ 


メー ん ル 電話 で お 願い いた し ます 


カー い が で きる よう 


の te 7 
00 円 12 回 


| | 半 員 合 で 
全 豚 工 を お 話 け し ます 。 価格 は 大 聞 代 ・ 半 才 込 み 。 左 須 は 0 還 の あの お 人 け で 、 色 は お 首 び いた だ け ま せん 。 


の ム だ は 一 度 に 限り お 申し 込み いた だ け ま す 
り UU| (1 回 ご 発送 ・ 税 込み 、 送料 含 む ) 


補 め て 十 し ふみ の か た の み あの プテラン で す 。 ご 奉 語 の 中 に も に 玉 司 けし ます 。 
作 笠 は きま ず 、 お 苦 の みお お 屋 け し ます 。 


家 歴 商 堆 .com サ イト 内 か ら お 四 し 込み くだ さい 
www.kateigaho.com/tags/kgflower/ 


93 5 


メー ル : info_flowersekalbunka.CO.jp 40 時 ー17 叶 。 二 理 日 曜 福 日 ま 苦く 


= 


ミ 間 く へ に に 
いたち 衝 語 を 上 タ ンマ 散 
RRB 
だ に 伯 OS 
けり 革 くち の マ な る 
まる は gg な も カク の ん 
を まま うか を し る を 
まま 
えま る シ ジ く 全 ら 呈 ン 
を を し 
まい 
も て いと り 印 まぁ 別 ス 
Ar 問 人 ( っ 全 > 他 っ 
MIVSI じ IN 還 の が らち た 
放す の 肖 伸 符 ら らち 
だ 大 る 逸 の り 別 は 年 
ら け 切 の 品 地 は に 当 始 
じ に で で へ 本 作 企 に 
計 す 民度 すご 葬っ 自陣 
を 維 ドミ 全く た け 
し れ と 2 絡 コ ためる 
2 て BS な IE 

に 
電導 稚 だ も だ 人 
まま すす も 
いも 傘 も お 全 も の 8 に 
今月 の 花 材 
稲穂 、 大 王 松 、 ボ い 実 、 棒 (造花 ) 
テマ リス 、 ヒ イラ ギ 、 
まつ ぼっ く ⑰、 モ クマ オウ 


※ お 届け する 花 材 は 仕入れ 時 期 に より 
異な る 場合 が ど ざ いま す 。 ま た お 正月 侯 り 
は 仕様 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


モダ ン な スタ イル で 注目 を 浴 
びる フロ ー リ スト 。 企業 か ら 

頼も 厚い 。 洗練 され た グ 
リー ン ミ ックス の アレ ンジ が 
得意 。2020 年 5 月 号 よ り 家庭 
画 報 の 表紙 を 飾る 。 


スタ イリ ッシュ で 今どき な セン ス が 持ち 味 


小林 深雪 さん 


FUGA (ふう が ) 
東京 都 渋谷 区 神宮 前 
37.5 11 時 一 18 時 
※ 営 業 時 間 は 変更 に な 
る 場合 が あり ます 。 


周 末 月 は 、「[ レ ミル フォ イ ユ | の 長 指 由 実 き ん が 担当 され ます 。 
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パ 


と 極 弟 95 蔵 雪 い て 里 は 続 
の 人 人 央 当 状 作 侵 村 い 記 え 
1 すま ます まま 
* 」 - 熊 上 魚 庫 
リ | お いし お玉 層 度 の の 程 全 ぉ 電 身上 オラ 
人 人 数 食 ま 大 信 当 米 の 飼 角 上 リン 
自 米 3k い べ き 役 保 の お に 日 ジ ド 
で Kg た た い ` 米 ら 利 う 米 改 家 町 ナ 米 
3700 円 + 税 ほお 導 @' 用 ま ! 負 が 市 ル が 
( 机 包 配 送料 500 円 + 税 ) 別 い 忘 れい いふ し み 天 と こつ の 芽 
は 2 は SKU を MET 
米 い 寺 魚 
折 米 5kg れ っ て て 谷 き し を し 前 ひる 
6.000 幅 + 税 まる まま] 
(山名 配 送料 500 由 + 税 ) 別 “5 いも り ・ 冷 し 近 ね ご 中 りか 


3kgx6 回 5kgX6 回 

3kgx12 回 5kgx12 回 

※ お 米 は 毎月 20 日 頃 の お 届け と な り ま す 。 

※ 6 回 お 届け は 偶数 月 の お 届け と な り ま す 。 
※ 12 回 お 届け は 、 毎 月 の お 届け と な り ま す 。 
詳し く は お 問い 合わ せく だ さい - 
豆 0120-032-412 (人 時間 9:00 一 19:00) [家庭 画 報 の お いし い お 米 | を 作る 特約 農家 は 現在 11 軒 。 新 潟 県 


*12 月 28 日 一 2021 年 1 月 4 日 を 除く * 頒 布 会 コー ス は 十日町 市 の 主要 生産 地 の 一 つ 、 上 山水 稲 組合 の みな さん 。 
イン ター ネッ ト で は お 申し 込み で きま せん 


還 了 hi 衝 会 コ ー ス と を 1: 
2 お 申し 込み の か た ! 


※ お 記 の お 届 お 申し 込み 、 こ 購入 は 以下 、 
け は 12 月 分 の 家庭 画 報 
お 米 と 一 緒 に ーッ 。 月 
語り し ます 。 の グ サ ロン EC サイ ト ま で 
ンズ 家庭 画 報 ショ ッ ピ ング サロ ン 
https://shop.sekaibunka.com/ 


あ コ * 携 帯電 話 、 ス マー ト フ ォ ン か ら ア クセ ス で きま す 。 


黄 餅 の モッ ト (1kg) を プレ ゼン ト / 


この お 餅 は 旧 中 単 村 の 過 家 が 自家 用 に 育て た も ち 米 を 使っ て 
作っ た 、 市 場 に は ほとん ど 出 回 ら な い 希 少 品 。 い わ ば “隠し 
お 餅 ” で す 。 白い ほう が 黄金 館 、 色 の 濃い ほう が 粟 餅 で す 。 
頒布 会 お 中 し 込み の ま I に プレ ゼン ト し ます 。 


3355 RB 


す 1* 


I 


史 
人 半 


パピ 弄 半 WS み S ご させ 中 S/ 下 選 呈 


へ 古き 洋 へ 呈 芝 筐 の 可 宮 。 


S ぴ 守 馬 甘 r(「 二 店 選 と 洋 当 」 可 層 。4S み 


2 に ay た 


田 


人 放 所 生き き 叶 半 吾 類 が 上 束 放 アマ き ざ 
計 ENS ご さき 全 る 淫 S 寺 し wot(v 等 球 は で 肖 
可 


泥 る ご 琴 画 選 基 注 ミユ さ UI マ ー 記 加 (Y 滞 吾 ミ 寺 


ご せら 8 ご > ヶ 寺 温 悪 1 


きも の Salon X 裕 秀 wan 
真綿 入り 草履 人 員 
梱 包 配 送料 税込 550 円 

M サ イズ 66,000 円 eooooFriow 秘 

2057 002275+ き きき m+0 
エサ イズ 68,200Fezooomiox 和 め 
色 番号 |1 邊 |2| 茶 時 

@ 適 応 サ イズ : 23 て 24cm L:24w25cm 

@ 素 材 台 : 3 国産 紀 ( 紀 ) コル ク 2 


表 : 紅 100% 豪 : ナ イロ ン 100% 人 台 の 高 さ ( 約 
前 1.5、 後 37 ヒー ル 高 5.5cm @| 


や 


練 職 人 に よる 
疲れ 知ら ず の 真綿 入り 草履 


和装 小物 の 名 店 「 挫 秀 (えり ひで )」 に 依頼 し 
て 誕生 し た 「 和 美人 百貨 店 オリ ジ ナ ル 」 の 草 
履 で す 。 厚 さ 約 10cm の 国産 真 絶 を 圧縮 し て 
草履 の 天 に 入れ る こと で 、 履 き 心 地 が よく 疲れ 
に くい クッ ショ ン 性 を 実現 。 台 は 、 ス タイ ル よ く 見 
える 中 小判 型 で ヒー ル の 高き は 約 5.5cm。 花 
箱 は 博多 薄 地 の 2 種 か ら お 選び いた だ け ま す 。 


\ 人 で 寺 
州 \W/」、 
アー 旨 ーー 


3 茶 黒 (プラ ベス ク ) 中 白 ( 衝 唐草 締 ) 


家庭 画 報 特 


きも の Saln 通 信 


桶 


新春 の 装い に ふさ わし い 、 心 
に 清々 し さ を 運 ぶ 美しく 端正 
な 和装 小物 を ご 紹介 し ます 。 


珠 本 人 R 寺 gms 生 
が 


家庭 画 報 シ ョ ッ ピ ング サロ ン 
https://shop.Sekaibunka.com/ 
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EC 
: 


[2| プラ チ ナ 


捨 も と に 洗練 を も た ら す 
唐 織り の トル コタ イル 紋 半 机 


京都 の 老舗 ・ 永 井 織物 か ら 新た に 生ま れ た ブ 
ラン ド 「EIZIYA ZOU( え いじ や ぞう )」 は 、 伝 
統 技 法 と モダ ン な 感性 を 融合 させ た テキ スタ 
イル が 人 気 で す 。 こ ちら は 、 地 模様 も 美しい 上 
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お 申し 込み の ご 案内 


お 申し 込み 方 法 に つい て 


emmg ()120-919-287 。。 

受付 時 間 /9:00-19:00 

※12 月 28 日 か 52021 年 1 月 4 日 を 除く 

9 [イン ター ネッ ト ] 一 郎 の 商品 は イン ター ネッ ト で の 販売 を 行っ て お り ま せん 。 


https://shop.sekaibunka.com/ 
家庭 画 都 シ ョ ッ ピン グ サ ロン 


イン ター ネッ ト は 年 末年 給 も 注文 を お 受け いた し ます 。 た だ し 、 お い 問 い 合わ せ の ご 返事 お よび 商品 の 発送 
は 2021 年 1 月 6 日 以降 と な り ます 。 
※ 返 品 や 晃 取 否 の 多い お 客 様 に は 、 弊 社 基準 に より お 申し 込み を お 断り させ て いた だ く 場 合 が あり ます 。 


お 申し 込み 有効 期限 2021 年 2 月 22 日 まで | 


お 届け に つい て 

特記 の な い 商 品 は 、 お 申し 込み か ら |0 日 ほど で お 届け いた し ます 。 

商品 発送 後 の 変更 や 取り 消し は 承れ ませ ん 。 同 時 に お 申し 込み いた だ いて いる 商品 で 一 括 で お 届け で 
き な か っ た 商品 に つい て は ご 用 意 で き 次 第 の お 届け と な り ます 。「 お 買い 上 げ 明 細 」 は 別途 郵送 いた し ま 
す 。 ま た 、 離 島 で は 代金 引換 で の 商品 の お 届け が で き な い 場 合 が あり ます 。 ま た 、 商 品 に よっ て は 、 お 申し 
込み 完了 後 は 商品 発送 の 前 で も 変更 や 取り 消し を 承れ な い 場 合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 商 品 の 
お 届け は 日 本 国内 に 限ら せ て いた だ きま す 。 


梱包 配送 料 に つい て 
秋 商 品 の 価格 の 後に 記し て ある 補 包 配送 料 を 頂戴 し ます 。 た だ し 同時 に 2 点 以上 お 申し 込み の 場合 


は 、 お 届け 先 が 1 か 所 で 同時 な ら 高い ぼう の 梱包 配送 料 だ け で 結構 で す 。 葬 社 の 都合 で 2 回 以上 に 分 
け て お 届け する 場合 は 1 回 分 の み と な り ます 。 


お 支払 い に つ いて 

一 定期 間 の お 買い 上 げ 総額 が 10 万 円 を 超え る 場合 は クレ ジッ トカ ー ド * 代 全 引 手先 払い 払込 み の い ず 
れ か の 方 法 で お 願い いた し ます 。 た だ し 、 ご 利用 層 歴 に よっ て は 、 上 記 全 額 に か か わら ず 、 弊 社 の 規定 革 
準 に より お 支払 い 方 法 の 変更 圭 を お 願い する 場合 が あり ます 。 振 り 込み の 際 に お 受け 取り に な る 「 払 込 
受 頒 春 ] や 、 代 金 引換 の 礎 に お 受け 取り に な る 「 頒 収 書 ] は 、 大 切な 証明 と な り ます の で 、 最 低 6 か 月 間 
保 箇 し て くだ さい 。 


詳し パ は | 家庭 画 報 ショ ッ ピ ング サロ ン ttps://shop.sekaibunka.com/ 


質 な 紅 に 、 ト ルコ タイ ル 風 
の 文様 を 精 才 な 唐 織り で 
上 前 に 表し た オリ ジ ナ ル 
半 容 。 刺 繍 半 窒 と は また 
信 っ た 上 品 で 奥行 き の あ 
る 華やぎ を 感じ きせ ます 。 


EIZIYA ZOU 

上 織 トル コタ イル 衣 半 補 
18,700 円 q7ooo 四 ao% 税 ) 

柱 名 配送 料 税込 550 円 


旧 込 著 号 2057 002272+|@ 寺 +0 


色 番 号 1 トル コ プ ル ー |2| プ ラチ ナ 

@ 素 材 紹 100% 飾り 衝 ( 人 金糸 、 銀 系 ) @ サ イズ ( 約 ) 
幅 16 X 長 さ 113cm @ 重 さ ( 約 ) 50g 洗濯 ドラ イ @ 
日 本 製 ※ 柄 は 上 前 に 孔 さ れ て いま す 。 


⑨ 振 り 込み 

商品 到着 後 2 週間 以内 に 別途 郵送 され る 振込 用 紙 (払込 取扱 村 ) を 用 いて お 振り 込み くだ さい 。 め う 
ちょ 銀行 の 預 全 悪 口 お よび ゆう ちょ 銀行 内 設置 の ATM、 も し く は コン ビニ エン スス ト ア が ご 利用 いた だ け 
ます 。 払 込 手数 料 は 不要 で す 。 


クレ ジッ トカ ー ド 

代金 は 各 カ ー ド 会 社 規 約 に 基づき 、 ご 契約 の お 支払 い 日 に ご 指定 の 例 融 機 問 か ら 自動 振替 と な り ます 。 
カー ド 会 社 よ り ご 利用 で き な い 旨 の 連絡 が あっ た 場合 は 、 お 客 様 に お 電話 や 郵便 、 メ ー ル な ど で ご 連絡 さ 
せ て いた だ く こ と が あり ます 。 ご 本 人 様 名 著 以 外 の カー ド の ご 利用 は 承れ ませ ん 。 お 支払 い 回 数 は 1 回 払 
いで お 願い いた し ます 。 


代金 引換 ( 代 引 ) 
商品 を お 届け し た 配送 会 社 に 現金 で お 支払 いく だ さい 。1 回 の お 買い 上 げ 綴 額 が 30 万 円 (税込 ) ま で ご 
利用 いた だ け ま す 。 ギ フト で の お 届け 、 代 引 不可 の 商品 を お 申し 込み の 場合 に は ご 利用 に な れ ま せん 。 


返品 に つい て 

商品 の 到着 後 7 日 以内 に 、 必 ず 琶 0120-032-412 (無料 ) へ お 電話 の 上 ご 返送 くだ さい 。 な お 、 お 客 様 
の ご 都合 に よる 返品 は 、 原 則 と し て お 受け で きま せん の で 、 ご 了承 くだ さい 。 
到着 後 8 日 以上 経過 し た 商品 〇 セッ ト 商 品 の 一 部 の み 返品 不可 マー ク の ある 商品 〇 すでに ご 
ニー 〇 バッ ケー ジ を 開封 し た 一 部 の 商品 (肌着 等 ) 〇 食品 類 〇 商品 タグ を は 


の 返 先 
〒352-0017 地 玉 県 新 導 市 菅 沢 2.11-41 (株 ) 学研 ロ ジス ティ クス 内 家 許 画 報 ショ ッ ピ ング サロ ン 返 品 係 


お 問い 合わ せ に つい て 
西 9 0120-032-412. 


受付 時 間 ./9:00 一 19OO お 申し 込み 以外 の お 問い 合わ せ は 上 記 に お か け く だ さい 。 
※※ 連 休 中 等 に 受付 時 間 を 変更 する こと が ご ざい ます 。 


次 省 資源 の た め 、 包 装 資材 の 簡 径 化 な ど 簡 易 包 を 心がけ て お り ます 。 商品 に よっ て は 宅配 用 の 紙 
袋 で の お 届 け と な り ます 。 

※※ お 客 様 と の 通話 は お 申し 込み や お 問い 合わ せ 内 容 に 間違い が 生じ な いよ うに 録音 させ て いた だ いて 
お り ま す 。 ご 了承 くだ さい 。 


* 信 人 情報 の 取り 投 い に つい て 

も 富 欄 の 信人 情報 は 上 重 に 保管. 管理 し 員 切 に 取扱 いま す 。 お 預 が ル た 情報 は 、 ご 購入 商品 の ゎ 届 [回国 
は 等 に 利用 いた し ます 。 下記 の URL また は OR コー ド か ら 、 当 社 の 信人 情報 の 取り 無い に つい て ご 確認 。 モミ 

いた だ き 、 ご 同 神 の うえ お 申し込み くだ さい 。 

Mtps-//Www-SpkaNDurka ComVprtvacy/KL_toratukKaNO3TWm 一 


夢 と 美 を 楽し む 「 家 庭 画 報 」 の 公式 サイ ト 


365 日 
家 許 画 報 .com 信 


『 信 中 / 

スマ ー ト フォ ン や パソ コン 、 タブレット で いつ で も どこ で も 楽し め る 「 家 庭 画 都 .com] で は 配信 1 2 
豊富 な オリ ジ ナ ルコ ン テ ン ツ を 毎日 配信 し て いま す 。 

美しい 暮らし に 今 すぐ 役立つ 情報 を 、 ぜ ひご 覧 くだ さい 。 


家庭 画 幸 con 男心 踊る 優雅 な だ コン テン ツ を 毎日 配信 


本 誌 お な じみ スタ イリ スト 
お お さわ 千春 さん が 指南 する 
^ 私 に 似合う も の "の 見 つけ 方 


迷い 世代 の 服 選び 


撮 凡 本 誌 ・ 大 見 潜 時 半 


いつ か 訪れ た い 絶 景 世界 遺産 の 窒 へ | rd 1 


リ 美容 と 健康 の プロ が 

Whats New 皆さん の お 悦 み に 答え ます 

[まで Lee] ゃ R コ F 

っ 365 日 美 と 健康 の 

ショ ー ト ケー っ ュ ホッ ュ 火 < デュ 

1 お 悩み 相談 室 
イラ スト smao 

mrs llew 

の チラ ス 好 話 = =- ず 6 
書く こと 、 読 むこ と 
小説 を 
書く と いう こと 


川上 広美 きん ( 操 彰 大 河内 補 ) 


ム = 『 
まり まし た の 編集 者 ・ ラ イタ ー 小松 廊 子 さん が 
を お 届け する ほか 、 際 水上 か ら 旬 の 話題 を お 届け 
フィ ギュ ア 
スケ ー ト 愛 (eye) 
号 真 / ア フロ 


https:/www.kateigaho.com 


f Facebook |@| LINE の お 友達 登録 は 

回 弄 回 https://www.facebook.com/kateigaho こち ら か ら / 

家庭 画 報 .com へ の = ゴー 了 

アク セス は こち ら の 5] Instagram アカ ウン ト 名 :kateigaho LINE に も 家庭 画 報 com の アカ 

QR コー ド か ら で きま す https://wwwrinstagram.com/kateigaho ウン ト が あり ます 。 月 曜 ・ 水 曜 ・ 
回 還 twitter アカ ウン ト 名 :KATEIGAHO 金曜 の 週 3 回 、 人 気 の 記 事 を 配 


https://twitter.com/kateigaho 信 し て いま す 。 


世界 文化 社 の 出版 案内 SEKAIBUNKASHA 


7 た 


和寿 画 i 幸 花 カ レン グー 


アレ ンジ メン ト 
\ 『 


家庭 画 報 スペ シャ ル 2020 年 11 月 号 
家庭 画 報 2020 年 11 月 号 デジ タル 版 


ンー テテ ーー テー -EF 3 N に 2 
っ 家 寿 画 報 wetomyerPy ける [フル ー ル トレ モロ 」 
花 カレ ンダ ー 9091 原信 さん の ナチ ュ ラル ル で エレ ガン ト な 7 ンジ メン 


CALENDAR 
2021 


「 家 庭 画 報 .com」 の 


0 1 の の 家庭 画 報 スペ シャ ル 2020 年 11 月 号 増刊 
読者 イン スタ グラ ム 家庭 画 報 2020 年 11 月 号 デジ タル 版 メ 


遇 計り 家 庭 画 報 
人 価格 :| 本 体 1.000 円 + 税 曽 力 レン ター 2021 


イラ スト レー ショ ン 葉 高 泰子 


月 
例 


全国 お 雑煮 自慢 


餅 の 形 や 汁 の 仕立 て な ど 、 地方 食 豊 か な お 雑煮 。 地域 の 食材 を 生か し た 
ママ も の や 、 わ が 家 な ら で は の アレ ンジ な ど 、 読者 の 皆さん に 伺い まし た 。 


に ニー デー ニー ニー ニー ニー ニー] 
川 衝 た で 代 往 や 
( 殿 量 ) 下 泡 圭 


選 回 り 和 用 経 芝 G※ 晶 仁宗 
し の 公 公 第 時 至 宗 笠 9B9 で "| 
つ 角 つり 味 全 46 和 史 「※※ 羽 @ 
党 」 し せる 公 " 玉 富 せ 党 し 
放り くう ツリ 
べ 公 笠 誠 租 マレ ス 0G 公 人 天 
玉 り 長 ぐ 8 る ぐ P 侍 る 介 " 年 人 
癖 介 思 呈 乱 党 縮 ぐま ホ さ 弄 ) け 
づつ お 有り 衝 人 准 選 條 委 S 室 呈 
区 交代 肝 括 倒 王 "WS ミ ぐ 
に いま よさ ーー こい に と コー に 3 
に に だ に ドイ つと 3 に リー た 2 
きす びさ 9 に を の = 人 を さや いい) 
つ 宇 同 天 党 つ ねり の 人 会" 
避 介 補っ の 守 e の 当 湊 拓 ” お で 
光ら 許 党 只 知る 氷 
IE に だそ マジ ジコ ゴー ビュ ンド 
Ao づつ 人 のり 光 手元 の 講 全 所 9 
民 党 おり 半 会 宮 党 を お に G 中 
宣 衣 生 ASKe 証 弄 必 くね ぐ 答 
だ で コ プ 7 うし 

り 尺 季 呈 湊 天 つる 人 パ 党 She" 


トー ニョ ーーー ーー 1 
時 虎 仙 閲 去 人 間 拓 
(区 中 計 ) 常 戸 訣 洲 忠 


に キャ トコ いよ ここ そく YY く 放 に て 
に と で すさ ー に に を よー コソ = で る り 放 
に ャ ベベ コマ 計 そい 
定 党 ぐ 族 球 以 名和 半 fe" 玉 TS 
美 経 せ 所 安く 区 完 党 " 電電 
塵 生計 営 生 呈 の 注 合 Km 人 腔 
に ルコ 
の 6 る の 他 革 人 ぐ 写 公約 い ウス 
お " 裕 党 考 当 全 品 の 幼 経 電 定 で る お" 
王冠 ぐ モ ロト で 千 ” 年 答 
で S く で ホ N さ 井口 スロ 守 ワレ 
で で 人 穫 を い 宇 肝 家 " 洒 閉 攻 介 生 
ぐつ 合い る さ ー ミ ー 中 上 で 
凌ぐ い ン SG る 世に めく 中 
に 3 誠 ナベ ツ ー ド ーー まこ 
に に さこ も ここ ずつ っ) 粒 証 : 圭 ル だ こ た 1 
表 届 " 写 癌 " 天 ル 汗 軌 の 
に が て くだ よー レダ て 3 二 て も: か そこ 
凌 経 GN ト へ 央 で 友 " 串 宇 必 諾 つ 
堂 各論 り 2 の onS で お か 
人 で で PB RG 吉 宮 婦 夫 3 交 寺 
深 年 り Se* 


- 半 


WT 
ー 忠 花 豆 
独 年 ・ 守 生 記 や (まく ・「 衣 千 」 と ポ ) 
腰 守 ぐ 深 で エキ つ ル を や で 


( 才 長 ) に 衝 


三江 注 党 や ソ 守 本 


ヒ 伸 W ぐ 顕 隆 9 じ せ 飲 
拒 @ 伺 路 を 中 嶋 利久 人 
"あや 信人 <QD 包 や ロ 
李 ぐ 選 自 式 民 CNG し つ 
MO” つ 公 つ に 十 英 避 
0 じ 公 Q せ 烈 食い 尋 代 仙 
っ 心 べく HHG 爺 令 * Ws 
更 で せ / 叫 装っ お で 
や 毅 央 叫 更 上 寺 つ レ 
っ Ms* 


( 登 質 府 ) で 細 遇 叶 


そる 画 0 ぐ 尽 下 G く マレ 
筑 材 抽 拒 p 剛 で いじ 
っ \@G し つや 届 ” 中 沖 選 
多 や し 年 判 @ 人 @ 掴 
押 で し 選 O 上 り っ 心 民 ロ 7 
串 っ 球 で 六 弄 区 し SIGJ 
や) 株 Np" 振 革 叶 ヤ 
「 往 掴 ] っ 心 由 紀 肘 
ny「 押 坊 培 際 つ 尋 
尾 め 人 @ 要 っ し * 


「 傍 疲 」Q 三 緊 


負 穫 ・ 込 三 可 弧 ( 三 生 W%) 


で さや に 


演示 る は 暫 > 下 


区 田 W ぐ GTJ 所 
恥じ つ %Q* 1J 刊 く レ つ 
Q 公 得 四 OS し つ ゃ 
心 代 "「 レ へ ボコ 」 SGX 
日 ロー 選 し 7 OS う ) 
「 癌 公 父 」G 宙 つつ 信 


SN@G し "の p 全 ツマ" 


に CSCt コ SO 導い 
6 詳 坦 や や 則 
太 る つる 心 ( 贅 っ )* 


( 避 業 記 ) K 下 選 い 


( 避 圭 補 ) 竣 白 届 


召 田 WS 尽 師 じ 抽 内 0 
ぐ で 人 SQ「 但 時 朋 ] jpQ 
っ つや " 0O′ 媒 ⑯ 
で ロ OS 信 さ ら 宙 除 
0 で Sys" そ 0 代 人 4QZ 
団 財 「 宙 時 間 」 人 SS 
っ SG ロト JSS き 閉 臣 
0O レ し …" 父 描 @ 囲 也 
G 近 つっ 1 マー 交 "「 是 
桂 ロ 」 QS じ し 信 客 じ p* 


338 


館 舞 固 器 和 や 堪り 


OAI く 人 EE で 3 
に すご ー に トー] 
中 忠夫 K 吉 油 逢 9 所 沼 ア に 
き 呈 いひ 融 ぐつ づつ 丸和 寄 / 曲 
窒 或 せ | 缶 の 送 に つ お りう 
伝 符 選 46 抽 5 褒 訓 
供 を 下 器 誠 " 是 知 脱 お 話 
憶 怠 選 つ 議 ン " 湯 叶 5 
明る 4 つね" 合 で 首 
いっ コ に 3 ミト ミエ コ ゴト 】 
介 画 上 G 人 3 守 定 の 寂 
ろ 2 レ iQ 呈 国 "「 介 2 
や | の ポ 選 下 移 放つ 6 生 " 

( 考 長 計 ) 右 下 急 中 


ペ S 球 穫 人 AS っ の 充 還 生保 
つろ りゃ NSA 8 守 
奈 " か つの 旧作 入 る 必 
人 閉 信 きろ 生還) 條 芝 
GS 縛 " 詩 生 年 さ レン で お 
さき 04) 「 和 や | くき SN や へ 
を お が は 拓 ベ ーー6 引 閣 
を リッ たっ PNY 
の へ ・ ト ・・ キ ーー と 短 明 る 
ET に 1 
ロビン GS 慣 還 節 全 つろ ぐ 
P^ 都 の 球 上 決 人 め 叶 お宮 
だ りり AU8 る 6 か" 


( 珠 ) 定 巨 四宮 


騙 粗 牙 G 和 下 入 衣 洗 GS や お 
で 栖 包 信 選 雪 0 妹 訟 


本 共 " 百 工 信介 つつ やじ 党 
ゆめ 渓 0 つ " 授 固 じ 1J 補 
で つや.HN 個 県 へ 人 Jp 
sp 谷 じ か ( 志 共 ) 


さま の 投稿 を 大 募集 / 


2021 年 『 家 庭 画 報 3 月 号 の 「 読者 の ひろ ば 」 は 


当 
に 
に 
に 3 
レ 
1 
届 
更 
臣 


比 


KYー 和 上 和 0 愉 料 到 側 っ 
ャ ネー じゃ p 愉 7 や へ 全 
駅 音 @ 鞭 WW 公 蔵人 や ね!J り 
p 東 つり 礎 人 大志 じ 配っ % つ 
"つつ Q で や G 公 玉 っ " 
人 る!J 編 世 ツ や っ ( 素 ) 


写真 投稿 私 の た か ら も の 


「 家 族 」 の 川柳 
家庭 画 報 を 読ん で 


ーー ニニ ーー ニー ーーー ニー ニー ニー 1 
と | % 
NN ゆ y き 
の き 
Qs 
回 
2 を 
由 
Sv 生 - 細 
2 | 
本 さ 
ふ 
民 ミ 
で 選 ロ 只 世 炒 S 和 昌和 92no0S ロ 
で) 括 人 し 王 ち ぐら 和民 なつ 紀和 
ーー 計 が つ 人 半 S 例 人 寺 話 く G 9 の 
NT 全 レ つ AP の 家 上 くべ 0P 全 や 
モ 本 
計 5 き 
I 昼 縮 や る 
言 きき 
上 放 : 
SR 
室 に 1 
88 と る ま 8 
評 記 密 そ き 
っ 無 圏 へ 
環 せ 史 也 
2 唱 W 回 SE 
じ 人 騙 モニ 
選 下 0 や 
まま まま 
NG る る 
計 拓 き T 
最 画 前 


(イン スタ グラ ム の 投稿 方 法 ) 


mt(("(…(((( の (NMUARY 2021 


和 そ 


吾 


スタ ッ フ 猪 


穫 で Q 時 Hep く ぐし G 齋 中 ツー 
1@ 十 軒 痕 W ぐ "上 R 胡 じ 下 e ソ 生 忌 0 代 話 
ベー ニー 抽 つ っ を で " 卑 部 つ %( 容 田 ) 


代 由 田 宗 0 ぐり | 所 は 「 写 宅 G 札 ] レン ロ 


ー へ ハ 責 設 ” 十 佑 全 QGN へ へ さき 全 振 基 じゃ * 


県 GS 図 「IO] D4pp 人 S  ( 要 ) 


箱 凝 所 宗 羽 HG 撤 つ ソ 橋 虹 信 CB ビ 宰 細 * 


の (つき: 二 F い リ こり 
普 で っ し つき "@% つ 最 選 せつ Sp( 和 ) 


生島 纏 避 硬 宮 手 ロ 敬 民 つ じ っ や 計り 
やゆ 彼 補 9 っ 量 つい いく マ G 財 半 " 本 
利便 全員 菩 つ ツ 妃 0 っ ( 全 林 田 


代 着 公 な | 虹 邊 い 将 還 須 人 局 レ 06 つつ お 
地 由 展 G 記 0 人 H 園 ” 香 玉 剛 ぐつ お 06 つつ お 
協 0W は る @ パ で 愉 問 時 つり に ( 軍 ) 


人 「 来 価 括 RG [馬入 Ke 賠 式 」 頭 疑 <N 回 皿 
只 飲 刻 " コロ ーー し せ @ つ 6 つ お 的 回 め 
紀和 を 全寮 つっ 友 褒 きつ 作 つ お (性 


筐 「 較 玉 剛 湖 」G 藤 析 つ 信和 SQ SQ 名 te 
お 帆 千 記 国 篤 こ OJ り は 癒合 じ 謀 0" 図 い 
お り W 己 秦 つ お っ | 放つ お ( 忌 


穫 半 飼 G 共 統 団 中 ひく JOc て 財 下 性 
2 に る て に っ いよ いと に の 1 1 
次 只 発 天 G く 一 層 境 つ 作 本 ( 幸 Y) 


人 * や 慎 ロ | 玲 " 揚 田 民 周 NIG。 個 着 り 帳 や 
史 培 つく お 04DG 琴 " 田 光 区 " 欠 軍 は 
料 W 舞 GRG 軍 G 四 秩 玉 は 祭 層 e( 往 ) 


筐 WOQ て 叶 共 垢 到 也 @・ 胡 4 信和 や 将 算 レ 
0 選 6 い ロ " 押 マ つ ソ 航 玉 お KK ト さ 公 の G 
旬 軸 は 二分 SO 愉 生 つつ 層 つ お ( 林 隊 ) 


介さ か 人 AH 全 本" く ININA 巻 主 素 波 0 
2 
I@ 格 因 輝 G 協 6G 軸 灯 和 る ビ 汰 褒 Ie( 様 ) 


筐 忠和 中泊 べり つじ 導 失 窒 WO 名 還 m 四 拓 
" 謙 ツ くせ 剤 下坂 人 勤 <G 篤 菩 NIG 
1JU' Gt せ 普 困 GMRO 民 上 仙 拓 ( 正 ) 


筐 ヨ 革 幼 双 り 来 価 SG 表 突 ” RAINY へ 鶴 
DSNe 全 く IN く I ト と キン" 表 写 せ 園 60 
1N り 代 ツ ” 家 マ り 拘 つ し っ ツ ツ 飲 境 ( 共 還 ) 


短所 つっ MK 画 陰 ロ 財 い 世 語 信 Ne ぐ ツ 県 
di TENEVJU で こ :eTN | 
共 品 6「c の 人 語 笠 や 0」" 和 「 ら 親 ( 皿 民 ) 


介 男 竹友 つじ 吉 還 は 伴 0 じ つ MC 宮 凡 "| 
理世 じ " 祝 つ じ 相 縦 MM 上 YNNJJ 和 時 思 0 
己 区 穫 Me 海 礎 旧 注 皿 は 常 谷 人 翌 ( 昌 壇 ) 


穫 JG 慰 編 ロ 信じ ポ 尿 人 KG 判 配 W 相 光 健 の 
や 抽 つ 誰 介 較 選 レン 8 下 キ ャ TINK せ ー" 
祝 つっ く Y 江 HH ユー ド 細 時 WS 内 ( 吊 田 ) 


代 研 " 訟 | 間 涼 G 話 列 ト ー レ SMAS 代 屋 っ 
WA 代 じ 分 画 む つ 6p" 3J で 31J 稚 KW 
MD 寺 届 観 や 8 人 | ン 所 つ っ 九 マ つっ 
G 求 % つ し じゃ" OKG 天 和 還 O9dnt6(QH7 
Ha 来 上 Re 氷 徹 る 大 拉 M9 悦 二 つ お つつ 
玩 " や つじ 凡 財 し 人 せ 夫 pt0J 愉 和 W ツ 侍 
ntR 科 PO し p 和 S を OS で 人 剛 G 化 共 電 記 * 
WIJ レ つっ 公 お や 架 斬 つじ っ お 0 を か 
ソバ 師 訪 じ 似 和 te 所 WM 折 民 林 JG 田 WS 
避 則 際 つ し じ っ お NR0 人 つ お "回 束 GNINAN 
や 是 練 信忠 キャ TINK サ ー" ズ 屋 G 丸 ぃ 和 や ト 
人 SQe 主 0 っ お Sp OO 肝 折 
WMK ペ 人 N 天 事 選 伯 っ お G 共 「 昭 っ を さ 
昌 幼 玉 具 | 時 きっ 作 OH" や つじ る 
ご 則 D じ W 旭 G | 革 史 頼 つ レ " で 一 迄 上 
刺史 SG せ 本 拘 つ レ つ "Or 寺 せ 
葉 や G 親 上 Re 人 到 mp" 損 首 GIO 和 を 畠 
や 製 笠 つ つり 昭 由 塊 YOM9IR で 衝 は KK ペー て 
つじ 避 O 倒 め 昭 っ 6h* か 肝 p 志 0 日 痕 
Re 娠 つ 褒 ロ つじ っ お Ste「 能 剛 較 』9 
性 涼 喘 | 区 "や WBA 号 じ 伴 0 ツ つ っ お つ e* 


合 財 補 ・ 騨 路 財 秀 田宮 四 


世界 文化 社 の 出版 案内 


ベス ト セ ラー「 人 体力 学 」 「 す ご い 熱 刺激 」 の 著者 に よる 、 待 


自分 の 体 を | 最適 化 | し て 、 感 染 症 に うち 勝つ !! 


リン パ 、 排 港 、 肺 、 ka 
自分 の 体 を 「 最 適 化 」 し て 、 
感染 症 に うち 勝つ ! 


CT] YS Cr ET 
CSIE3 


PT を 
久 旋 の 不 財 て 出 や すい 毅 気 に 
井本 整体 主宰 医学 博士 人 体力 学 編 集 室 


人 @A5 判 人 @ 定 価 :| 本 体 1.480 円 十 税 
19.9 


ISBN 978-4 


rj 心 が パテ 

! ' 信 薬 四 
の 著者 、 」 
宙 の 料理 


薬剤 師 国際 中 医 美容 師 


保 レコ 
判 供 定 価 :| 本 体 1.500 円 + 税 
78-4-418-20320-8 


失わ れ た 体 の 力 が よみ が える 


免疫 


本 書 で は 免疫 を よみ が えら せる 
た め に 不調 の チェ ッ ク を 行い な 
が ら 、 体 操 に よっ て 体 を 本 来 の 
状態 に リセ ッ ト し 活性 化す る 方 法 
を 詳し く 解 説 。 そ の 場 し の ぎ で 
痛み を 取る 対症 療法 で は な く 、 
抜本 的 な 体質 改善 で 自然 治 
力 を アッ プ さ せる の で 、 全 身 の 
不調 や 様々 な 症状 が 消え て い 
きま す 。 常 に 予約 困難 が 続く 人 
気 の 、 医 学 博士 の 称号 を 持つ 著 
者 の 技術 で あな た の 身体 は 生 
まれ 変わ り ま す ! 


花粉 症 、 購 息 、 ア トピー 
職 灰 病 、 高 血圧 

低 血圧 、 婦 人 科 系 疾患 
堤 状 疹 疹 な ど 

免疫 の 不調 で 出 や すい 
病気 の メカ ニズム が 
わか り ま す 。 


詳 、 漢方 X 腸 活 X 栄 養 学 で 効く ! 


か ん た ん 吾 所 薬局 レン シン ピ 7Z2 


自分 の 体 を 角 る こと で 、 
肺 や リン パ バ な ど が 
最適 な 状態 で 機能 し て 


いる か を チェ ッ ク す る 
こと が で きま す 。 


8M 不調 が どん どん 消え て ゆく 


は A ん 便利 由 


点 だ ん 食べ て いる 身近 な 食材 に は 、 実 は さま ざま な 効能 が あり ます 。 本 書 で は 薬剤 師 で あり 
国際 中 医 美容 師 で ある 著者 な ら で は の 食 薬 レ シ ピ を ご 紹介 。 
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く 薄 く 、 


は 筋肉 と 弾性 線維 か ら な る 。 そ 
の 厚み は 1* ぃ 程度 。 大 動脈 は 血 
圧 の 変動 を 受け 止め る た め に 筋 
肉 が 少な めで 軟らか く 、 中 程度 
か ら 細 い 動脈 は 血液 を 送り 出す 
た め に 筋肉 が 発達 し て いる 。 
静脈 も 3 つの 層 か ら な る 。 中 膜 
は 筋肉 が ある が 、 静 脈 は 周囲 
の 動脈 や 筋肉 の 動き に よる 圧力 
で 血液 を 流す た め 、 薄 い 。 逆流 
を 防ぐ 弁 が つい て いる の も 特徴 。 
動脈 より も 直径 は 大 きい が 扇 平 
で 、 血 管長 の 厚 さ は 0.5* ッ ほど 。 
動脈 と 静脈 は 細胞 が 集まっ て で 
きた 層 の 中 心 部 の 空洞 を 血液 が 
流れ る が 、 毛 細 血 管 は 1 個 の 内 
皮 細胞 の 中 、 あ る い は 数 個 が 層 
を 作っ た 中 を 血液 が 通る 。 血 管 


人 
革 
3 
ゃ 
也 
S 
ぃ 
の 
せ 
円 
トコ 
に | 


毛細 血管 
壁 の 厚 さ は 133 な と 
物質 を 通し や すい 。 


【 


@ 動 脈 ・ 静 脈 ・ 毛 細 血 管 は 形 と 機能 が 大 きく 異な る 


血管 の 構造 と 働き 


筋肉 が 動い て か か る 圧 
力 や 内 臓 の 動き も 静脈 
血 の 流れ を 作る 。 静脈 
血 の 停滞 に よる 下肢 の 
むく みや コブ は 、 足 や 
脚 を 動か し 、 静脈 に 筋 
肉 の 圧力 を 伝え て 血 流 
を 促進 させ る こと が 予 
防 に な る 。 


@ 動 脈 と 静脈 は 連携 し て 働く 


く 、 文 字 ど お り 血 液 が 
静か に 流れ る 血管 だ が 、 
近く の 動脈 の 動き に よ 


る 圧力 を 血液 を 動か す 


静脈 自体 に は 拍 動 が な 
推進 カ に し て いる 。 
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ここ ろ と 


か ら だ と 


いのち の 医 * 


チ 


禁煙 は 血管 の 健康 に 必須 


アプ リ に よる 禁煙 の 治療 が 保険 適用 に な り ま す 


喫煙 は 血管 を 傷つけ 、 老 化 さ せ 
て 、 動 脈 硬化 を 進め ます 。 禁煙 
の 冶 療法 と し て は 保険 適用 の ニ 
コチ ン バ ッ チ や 喫煙 の 満足 感 を 
抑え る 飲み 薬 、 市 販 の ニコ チン 
ガム や ニコ チン バッ チ が あり ま 
す 。 し か し 、 ス トレ ス を 感じ た 
と き に 喫煙 する と いっ た 心理 的 
依存 は 医師 が 把握 し に くく 、 有 
効 な 治療 が あり ませ ん で し た 。 
2020 年 8 月 に 「CureApp SC ニ 
コチ ン 依 存 症 治療 アプ リ 及 び 
CO チェ ッ カ ー」 が 薬事 承認 され 
まし た (近日 保険 適用 の 見 込み ) 
これ は 日 本 初 の 医師 が 処方 する 
「 治 療 用 アプ ブリ 」 で す 。 禁煙 外来 
で 12 週 間 の 通院 治療 を 受け る 
患者 が 処方 を 受け られ ます 。 ア 


プリ に は 喫煙 し た い 気 持ち の 程 
度 や タイ ミン グ を 入力 し て 行動 
を 見 直す シス テム が 組み 込ま れ 、 
言 も 受け られ ます 。CO チ ェ ッ 
カー は 呼気 を 吹き 込ん で 一 酸 化 
誠 素 濃度 を 計測 する 小型 機器 で 、 
この デー タ が アプ ブリ に 取り 込ま 
れ ま す 。 禁 煙 し て いる と 濃度 の 
数 値 が 下がる た め 、 患 者 は その 
変化 を 実感 で きま す 。 


主 な 血管 の 病気 


動脈 
加 辿 、 高 血圧 、 脂 質 尋 常 を ど で 
コレ ステ ロー ル が 溜まり 、 
動脈 が 詰まっ た り 、 
破れ て 出血 し た りす る 。 


静脈 
加 般 や 運動 不足 、 病 気 な を と に よっ て 
静脈 の 血液 の 流れ が 濡 り 、 
むく み 、 同 有 、 出 血 、 
把 格 な どの 症状 が 出る 。 


毛細 血管 
加 骸 や 策 尿 府 な どの 病気 に よっ て 
毛 相 血 管 が 


詰まっ た り 、 
も ろく な っ て 出血 し た りす る 。 


脳卒中 (大 出 咽 ・ 脱 本 
心筋 梗塞 ・ 狭 心 症 
閉 守 性 動脈 硬化 症 


下肢 静脈 冶 
深部 静脈 血栓 症 


(いわ ゆる エコ ノミ ー ク ラス 症候 群 。 


血栓 が 肺動脈 に 飛ん で 
詰まる こと も ある ) 


腎臓 病 
網膜 症 
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血圧 が 高い 
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冠動脈 疾患 に な っ た 
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LDL 
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が 高い 
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脈 波 伝 描 速度 (PWV) 、 足 関節 上 
と き の 動 脈 の 膨らみ 具合 の 変化 を 


みる 。 動脈 が 硬い と 膨らみ 具合 が 少な く 、 CAVI の 数 値 と し て は 高く な る 。 
あお 向け に 寝 て 、 上 半身 ある い は 腕 と 足首 の 脈 波 を 測定 。 


た 


@ 動 脈 硬化 の 程度 を みる CAVI・PWV・ABI 
心臓 足首 血管 指数 (CAVI) 、 
腕 血 圧 比 (ABI) は いずれ も 動脈 硬化 の 度合 い を みる 。CAVI と 
PWV は 動脈 の し な や か さ 、ABI は 詰まり 具合 の 目安 と な る 。 
頸 動脈 に 超 音波 を 当て て 画像 化し 、 頸 動脈 の 壁 の 厚 さ を 測っ て 、 動脈 硬化 の 度合 い を みる 。 
脚 の 動脈 が 詰まっ て いる と 腕 の 血圧 に 比べ て 足首 の 血圧 が 低く な る た め 、 そ の 比 を 計算 する 。 
目 の 奥 の 網 膜 を 撮影 する 。 毛細 血管 か ら の 出血 の 有無 な ど を みる こと が で きる 。 


あお 向け に 寝 て 、 胸 と 腕 、 足 首 に 装置 を つけ る 。 血圧 が 変化 し : 
動脈 が 硬く な っ て いる と 脈 波 が 速く 伝わる の で 、 そ の 速度 を 調べ る 。 


あお 向け に 寝 て 、 足 首 と 腕 の 血圧 を 測定 。 


病院 や クリ ニッ ク な ど で 行 われ る 血管 の 検査 の 例 


心臓 足首 血管 指数 (CAVI) 


足 関節 上 腕 血圧 比 (ABI) 


脈 波 伝播 速度 (PWV) 


ビン 状 で 揃っ て いれ ば 良好 。 血 管 が まばら 、 ね じ れ て いる 、 
不揃い な どの 様子 が み ら れ る と 老化 し て いる と 考え られ る 。 


指 の 爪 の 生え 際 の 毛細 血 和 を 顕微 負 で 拡大 する 。 血管 が ヘア 
血管 の 状態 を 調べ る 主 な 検査 


@ 毛 細 血 管 ス コー プ 
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K 拓 | へ 援 中 時 対 ” 慎 量 を 混 記 琴 許 
AJNS0 お で 8 ン 部 8 号 編 へ JJ の けり に 唄 
つ 知 OBen0 の 人 SPA0 慰 絆 軒 相対 会 
4 くそ っ さこ くく < 
羽 2 記 避 糧 男 訪 お宮 蛍 屋 称 羊 人 G 
も 埋 Q 人 S り ? 皇 環 生 甘 案 YS で ” 窟 党 
還 ご 底 に 肪 足 机 訪問 94 拒 思 
慰 固 褒 中 穫 代 ボート 更 人 A へ 
” 囲 蘭 り 完 40 ビ S 選 り 宮 ht 必 


失 仔 " 明 也 * 


っ る 生 お 5 つつ me 中 科 を 洪 控 " 避 革 
| 
リトル リツ = に いり et 

還 損 つ 慰 量 せ 司 田 幸 可 民 に 
和 お ho 必殺 尿 さ 忌 じ る が 6 人 8 
とらや ネー キサ A 和 へ しゃ り 】 
衣 6 ら 条 選 人 総 営 滞 め る 党 ロ 区 か で 
-oSEPHOMe 和 「 超 緒 や ント SSG 
旧 拉 時 境 著 ・ 宮 吉 」(Q ら ー 叶 ) 
ロ tneJ7 多 ー ざ 緩 じ せ 東 に シベ る 


写 鏡 @ 天 天宮 時 お 天 添 尿 ^ 


計 史 会 ン 腸 角 ぐ 事 記 款 球 Nm ぐり 
篤 癌 部 人 % 束 じ る 6 生 "「 思 上 本 に つつ 
の 装 きぐ 求 に 父 対地 息 暑 控 ぐ 中 次 
KO る 人 トー 入 和 公介 選 f6mT KN 
と ぐ CS 記さ ー リ へ の 守 < 
RGJ ろ うし つや ぐ " 選 つ 7 誰 を 局 
下 " 揚 所 下 " 外注 に 禄 倒 SkQ り 嘆 
や つ 公 玉 人 る ぐも 図 恒 ぐ 所 甚 ぐつ 
匂 時 つ レ ンド 

%Q り 7 明 志 に 四 り AG3) 半 喝 皿 窟 
控 人 で 選 を か る の る や 直 ー 和 ふ 波 夫 選 46 
m"「 は 下 定 窓 公 忠 の 抽 常 史 り る 
ぶる が m」 っ) 組 中 羽 詩 帳 つが や? 


で 6 


血管 を 若 々 し く 保つ 生活 


如 介 直下 丈 咽 個 


じ %w 握 つ へ 
セ 

提 抑 訪 や て 柚 
は まま 信 : 
持 ま 持 ま 
し る 全 還 ミ GS 
1 
誤 間 回 ささ 
S 四 。 医 っ 刀 弄 
半 持 拓 
に か た すま を す : 


血管 や 筋肉 の 材料 と な 
る た ん ぱく 質 は 意識 し 


人 @ 食 事 


ウォ ー キ ング は 最も 手軽 で 有効 な 有 酸 
素 運 動 。 毎 日 7000 歩 歩く と 生活 習慣 


病 の 予防 に な る と いう 日 本 人 の デー タ 
が ある 。 胸 を 張り 、 腕 を 振っ て 大 股 で 


歩く と 心肺 や 筋肉 へ の 効果 が 増す 。 


@ 連 重 


(@ み 
(ジス こい @: に e8 


選 具 を GSG 
S 合 じ 押 き 全 肖 
尋 論 6 。 ミ ー, 倒 
。 和 な @ 頒 て 宙 紀 と 
本日 
豆 曽 ロロ 問 時 
人 還 」 全 ミ 
臣 騒 性 や ユ 赴 G れ が 
じ 区 G っ fkK や 揚 
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| 
を 高め る 


| 
精神 科 医 の 禅僧 が 贈る 


| 1JS 吉 交代 刺 く 
| 葵 KyKRSQ 衣 で No-U" 
県 衣 皿 じゅ め 換 手 人 入 っ 
@ 計 地 り で 抵 届 し 
記 GI 倒 扶 で ひし つ 心 " 


人 @ 政 で 記 公 抽 中 に 
EGG: まい ドコ こい 


思 届 GTJ) せ っ Op1 IS 

改 柚 GS 履 路 さ " 

堅 困 居 責 っ ” 狂 唱 | 周 蝶 奏し 
で 会 像 で レ つ 60ーー? 
WS 夫人 SS ロ " 秩 下 し 明 年 旋 昌 G 
三 臣 培 臣 ひら ぐ 公 2G 了 交 堪 

^ ル て ハト ミ さ K、 羽生 こ % セ " 

人 T 公 昔 や の 役 つ we 吉 ドー 理 や 玉 
他 思 "前 を 便 4hW 寺 0 上 SG 
冥 地 選 STAWW 御 や 6 つや Q? 


層 宮 が ヽ 紅 層 評 撤 
YihK と へ 尊 十 互 邊 
陽 統 (三世 や ぐ ) へ 二胡 明 抄 


ョ で こい ne 


KSS SG 混 定 、 約 
和 和 う レ 和 sQ46 つづい 


時 呈 … 女 を 公 ロ 画 1J 選 人 S ロ 
「 殖 や R」 史 地 SSKG 愉 舞 


に さく アミ と rtm いこい SH ッッ と くだ 2 ここ 
5 こり に た = ャ ルイ こう ンー に で くい よこ コ 
人 、 へ 会 ^ 坦 4 暫 中 球 右 人 で で 弄 、 
っ 2 人 S 選 6 や 7 し 「 将 定 居 」 5 必 
性 竹宮 直 編 的 かき ・ ツ ーー で へ へ (well- 
being) 3 2 MA ぐ B84eAQR 加 お 「 揚 
や R」 記さ し る 6 や 音 負 RG 下 ろう マ 
叶 皿 困 ぐ 守 寮 を 尋 べ 人 る で S 衣 還 寺 0 
で る 社 計 注 寺 を ネ ッッ で 隔 と 公 着 
30OK0 り 3J 室 志 由 補 和 る 00 し つき で 
避 せ 「 悪 ′ 婁 征 較 ルル て で ヘ 和 と トミ 
光 K 避 減 各 ] ざる 必 の OSG 加 じ 思 ン ぐ 
ズ ャ GS ぐつ 羽 G に 散 胸 豆 02^ 維 
老 と ト 和 と くく で KWEO し 6 つ J" ペー 
ミ し 6 室 准 2 の 4 人 S 束 時 会 会 人 和 ピ る 
補完 る 公明 下 で "6 英 裳 称 対 つ 
し 第 DxeS8 慰 ピ マス S 全 の 王 叶 
所 G ポ 炉 や G 殖 和民 ロ 壁 王室 SQ 
る な の も my つ し 区 並 ロ ルレ て へ を と 
ト さ 人 KK) る の つつ 6 乏 和 息 署 で や ke 
や 宗 公 束 し 押 守 宋 還 を 人 る 叶 東 突 法 
光る ン 幸 め D の つめ て 0 で 皇 K 


くだ 

ル て へ と いさ SKK) 
[4 りり 避 4 ぐ KG 
立 個 を 留 要 ロ 知 祝 史 豆 
や や) MS494SG 公 66 
束 因 る S 守 劉 」 
0 つ 7 串 福 己 水 G 貫 
SE に て くく よさ 
や 補 つ レ る が 6 
ぐ 玩 疑 し せ 「 紗 ぶり 回 手 
因 填 」 居民 G 福 芋 全 
ル で て A と NSKKG 
っ 培 鉛 枯 所 臣 やつ 
し る 尋 る 明る 6 や" 


や マン G 要 略伝 相 掘 R 和 環 つ 
想 中 G 区 較 ロ 選 の で 人 て SN 


人 S 知 ^ 慌 ど マ で 音 や R せ 肖 に つじ る ょ GS 
も つき 心 伝 ” 茹 国 SG10 ロ "mpOnG 据 
志 己 滞 帳 め 応じ 本 で 密 つ 和室 人 80y 
会 愉 0 し る No 條 因 全 人 Se K ル 胡 


篤 由 大 名 る ^ の 選 の 和 居 ロレ つ 倒 
YS 全く た 2: くく だ いく) 
し せき う や つき 心 会" 

万 QG 鬼 震 室 交 ろ WM 球 居 本 得失 愉 


9 摂り UnT AvG 衛 才 倒 に 
記 和 0 丸 選 に 円 壮 補 おら つ や で 60 せ 
現 字 ” べ 篤 時 AnG 和 涙 ( 叶 肖 意 居 ) ぐ 
串 咽 せ 来 W60 レ る xGS も "店 つぐ 捉 届 ぐ 
丸谷 避 翌 愉 得失 R 革 錠 6 和 6 の 
半 ロ の 中 大 ぐり し 軍令 2082^ 少 雷 
つよ 熊 も | 串 倒 湊 人 0 レ つ wens40G 宗 
誠 * の 電柱 己 9 及 く 尽 K@ り の は 0 完全 避 
aeEO2NE79 MEG 主 に で これ くい 
ポ 鈴 ぐせ し SE 泊 圧 介 MKDKG で コ ) 
SS 穴 や 還 SG 還 昌史 守 押 和 myQSAJm 導 


ロ 
IN 
ト 
虹 
四 


いのち の 医学 


と 


か ら だ 


1 


ヨガ や 虐 想 法 


の プロ グラ ム と し て アメ リ 
ある と され る 。 


今月 の キー ワー ド 
マイ ンド フル ネス 


ンス 向上 の た め に 活用 し 世 
界 中 に 広まっ た 。 ル ー ツ は 、 


お 釈 逆 様 の 時 代 の 仏教 旧 想 


な どの IT 企業 で バフ ォ ー マ 
や 禅 の 教え ( 


た 。 2000 年 代 に Google 社 


カ の 医療 現場 で メン タル へ 
ルス や 族 痛 緩和 に 用 いら れ 


1970 年 代 ( 


1980 年 生ま れ 。 


マイ ンド フル ネス の 普及 と 発展 に 力 を 注い で いる 。 


寺 務 の 傍ら 、 精 神 科 診療 や 講演 活動 を 通し て 
著書 に 「 人 生 が うま くい く 人 の 自己 背 定 感 』 


睡眠 呼吸 メデ ィ カ ルケ アク リ ニ ッ ク 副 院長 
2014 年 より 実家 で ある 林 香 寺 の 住職 と な る 。 


川野 泰 周 * 

度 座 義昌 大 学 医学 部 医学 科 座 業 。 
精神 科 医 療 に 従事 し た 後 、 

3 年 半 の 神 修 行 を 経て 


郊 
糧 
攻 
放 
共 
同 
地 
規 
出 
3 
| 


精神 科 ・ 心 療 内 科 医 


RESM 新 横浜 
か わ の : た いし ゅ う 


笠 書 房 ) ほか 。 


( 


で ロ 4S 選 生計 有 半 守山 で We 

捉 躍 介 攻 着せ 忌 的 つる る 会 王 ロ 守 
ぬ 固 る し る KGG 公 守 SR OSke 
も me レ nooS も し ゃ "MG 並 定 傘 
や 午 世 国 け 区 坊や ke りり を 婦 べ 会 
SG 計量 史 ゴ EKO りり 旧 給 対 つ 轄 お *G り 笑 
叶 押 弥 つ ^ 捉 赴 是 紀 寺 圭 更 つり 設 半 人 SSKG 
Yesoh6S 環 償 洒 拉 史 を か" 


6 和 暫 8 財 暴風 手 AATN さ ロロ? 
つじ 臣 計 堅 杏 CSn 


も 8 ぐつ SQ る る ぐも つき で 人 

避 全 人 か か 人 ShKG 8 空 蜜 G ホ トート 
KT お aJ4095 コ ロロ SAOQ 並 記 人 K レ 
表 公 の 細 SO KK ル 表 XmRO 普 定め 一門 
三 ぐ 0 コ よ 宮 党 で か 80 も 移 福 
GS る 所 回 キト ホー トト ホー ャ GS し ゃ " 
「 時 」 の 穴 想 りく:G 鬼 器 G | 紀 し ゃ " 
ES よい こと こく 3 や さい 
SQS 名 還 acQ 和 ExG7 軍 宮上 本 る 
ぐ 区 を 人 SG 人 SAJ 応 @ 回 9 導 Ok 
や AA か さき 弧 RG 要 誠 ンー ル て へ 
ンー ト hAKKS 継 | 隙 で Yen AS 克 
人 SQ くき つじ 還る ろり 史 柚 党 hn 名 
で SAA つる で 聞 寺 6" 形 衣 ぐ 規 昧 ( 塞 
害 ) 公称 到 時 せ 思 の きる 知 証 4SrG 
りり の 篤 陣 大 じ ゃ ? 

も 300y ン セル て で A と NSK KG 当 
性 「 世 塵 菩 是 ] 的 を ぐし 愉 つき ( 臣 
窟 せ マー 公 )? 世 堂 人 SS が 6 が 6 肝 
人 交 pAG 業 皿 公 SG 多 帳 旧 K で ン wo 
会 古 4 選 6 や ど ロー 人 人 S 選 6 多 - で 5 
摂 捉 餅 0 多 の の る で 人 K 間 や 
RA vS 蝶 枝 史 記 x り りり 時 
で へ と いき 人 人 K 涯 合 ゃ " 


よー 人 @| 豆 林 を SH6 っ 令 


よーK@⑳ | 札 G 革 じ 内 抽 つ 


出 大 GK て へ K+6N@ 


時 mG 臣 詞 牙 材 じ 帝 抑 


KR 守恒 で < 中 や で ( 必 役 ) せ 。 杜 只 ) 
号 っ 忠和 芯 上 つ ′ 男 幹 生 雇 下 
思 周 ず 維 画 や で し 恥 准 つじ つや 7 
の 遇 録 株 半 周作 束 韓 で し じゃ 舞 穴 
況 9QS っ G し ゃ ? 

店 語音 や 習 電 0 や 韻 語 や 
博 宮 を つ " <QGK て さく 選 いい ン 
JAJON し 0 し じ っ や SYM60 要 中 
頭 ⑭H1GM@ 内 人 折 NQS 作 つや 7 

鶴 ① 窟 中 鹿 堅 輸 も 父 JrJNC 
の 会 叶 0 紅 0 SSe 還 下 Ne っ 尼 相 
人 総 能 ロ 淫 Q で "「 半 朋 選 層 い に 了 


で 衣 ロ ne 画 択 し w 心 へ" 


眠 選 じき で つ 尋 


信 6 っ に 亜 で 下 司 じ 野 呈 で で ポレ 
「K て ふさ に 人 匿 困 ] つっ で で や 中 
で ( 喰 )" 維 骨 同じ G 員 り っ 7 
に お さ に に CSK ここ くい に 
0 信 っ 束 く GK 振 せる で” 織 ホー コ 
K や | 訪 恥 で 生態 人 や p 負 や 1 ズ に 宰 
地 っ 頭 志 祥 臣 ぐし つ 5 
oN ここ さ 
協 つ や mh も ペ せ 。 夫 G ゴ 者 距 近 ロ 
居 ぶ ” 十 臣 G 蛋 折 計 べく 起 wM@ JJ? 
や つじ 斗 忠 剖 |" 環 "NeED で ご 
つ 民 し 区 0 じ W 選 mh0 で 織っ 


き 爺 護 G 個 球 如 や は 


三 団 土 s 維 細 会 る CPP し 


功 躍 に つ レ 
っ お っ)J け 涯 い で お G 欠 
て ハ そ し つ 尋 


BEO > 吉丸 | 2 ひい G し じゃ" 要 角 全 
ぷー コーン (回 毅 ) Ne 普 証 や い ン 
0 丸和 りり し 符 拉 筐 略式 額 公 団 wQ で" 
に ささ: コマ だ いい JFNIPUI SN よさ 
盾 し QGP ゃ ? 回 思 GK ャ ヘー 
豆 G 窒 し せる ン 「 豆 芝 ロ ENJ] 
ずっ 避 習 電 人 人 玉 玉 り の じ つ お? 

WS 表 K て さ に 尿 吾 0 じ 丸 
や 懲 つ @ 基 褒 司 で し 所 に ロ 全 
ぶし っ ww<hW で ?" 皿 四 選 MG 恩 
よさ が よび に に OPEN 二 3 
や 交 朋 セン ひじ っ 他 所 つや" 


つい eK6O レ 
震 つ っ 加 革 
購 6 で G し 尽 


で JJmQ「 レ て ヘー トミ 4K 史 
に 玖 せ っ ] 息 剛 や で SG じゃ" 

や 会 10GJB 電 衣 ら で し っ 0 ュ ザ | 
二 欄 信 要 品 倒 シ 上 因 ン BS し や pW で 
習い ドン)S じ 0 や" で 計 人 
ユイ ユー て つじ し mm$G 革 し 頭 1J) つ や 
LO だ さこ FC IE で いよ NIS 
眠 つ っ 志 昧 公 思 り べく et6en い BS で 選 
遍 品 山 )J や ef し DSCG し ゃ " 

で 凌 ホ ーDKw 机 呈 呈 り 雇 時 つ せ ら 
代り 給 や 選 昌 3mp 基 け きこ” っ 0G 
6 公介 人 っ 所 0 し っ 6 つ で お" 
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ル ャ ヘー トミ KG 遇 や 弄 必 吾 業 男 押 本 室 了 黙 ] 思 た つ 作 m" 
記 w 壮 で っ G し 葵 記 嗣 等 生 / 帳 軒 や つ を も っ G 公 下 吉 し じゃ? 
鞭 公 臣 場 束 の 本 G 革 し 尽 全会 舞 刺 習い ント やつ で 必 や で " 


9 GSG 革 肖 称 Sh 会 8 り 守 革 和 や : ss 】 慌 を 銘 ヨ 尋 4 地 僅 G 陸 し 選 心 
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⑯ー” で 回 KW マン 周 写 曽 つ 6 畠 OS 所] 計 0/ 軒 還 先物) 徹 回 英 っ 晶 や ネン る で 祭 征 し てる 
交 人 SHMKg 生 2 08 る り 選 る 唄 愉 人 全 。 揚 SOAEAG 皿 緒 や つと か ン 人 6 ぐも しゃ"「 選 公 辺 くり る rk 都 節 坦 宮 紅 
ら ざ 公 ※QX 。 
に まま や ゃ コス ゃ 生 
軸 じ RKI さ っ に し 和 ce ユ ES 
に 1 GS し 嘘 じ ハン に 9 RE S SG eS うだ 
中 層 人 る 0 し で 1I 憶 K うう を SS し 滞 思 
本 S さ と 半  「 6 時 に る 守っ 
判 さ 多 て 。 っ ご QK 人 S 否 G ピ レ 
人 や 時 に 福 と 
Y 鈴 は よわ > 隊 了 区 と 。 中 SG っ 
S 納 ミミ を で 相 つ jj 埋 太 wwN さ 。 
和輝 お ト し 用 マミ よ お へ 8「 ら 5 
Ss S 拓 て RG 
= 性 ささ 。 迷 計 や も お e ぐ 区 
畠 Y 。 ) で や 区 る 6p を 
鐘 共 や) お る 康 選 下る 机 ミ 
SN MI に コ 二 SE (さき 付 
信 p s ン h 心 0 ag 半 回民 
じ 豆 ロロ 2 HG ジュ ン っ に 括 上 時 名 や きじ 応 へ 
い ン させ も 。 ww 活 貴 妃 有 き つ / 問 還 人 。 相 で 攻 て 
電導 本 1 は 3 〇 で 98 き 
角 る 会 還っ 幸  G 硬 ww 直 で - 上 
中 克 臣 ご 中 中 唱 雪 くじ 現 居 


「 芝 学 肩 聞 ] し ね SQ 篤 W66G 牙 宮 
据 編 時 皇 つ em" 温 借 賠 |^ 還 想 ぐ 
机 器 し 宮 公 かり JJS し one 手 じゃ" 
ロー ロー 人 世 層 宮路 堂 SW や 員 
へ ロー さ 定 生計 租 mkG り の 案 4S 古 
See や 選 人 SKO 掌 困り % 選 em" 
〇 居 図 さか へ 所 中 堅 全 が 6 ( 半 
ひい し た 必 隊 "必中 絡 皿 代 は 立 @ 是 ロ 
過 生 人 主 曜 氷 的 つ り っ の 4 う )* 


い ン =) 娠 0 皇 和 か で ペー 公 も ゃ " 
@ 地 人 守 削 提 理 お S 生 < SS 
6G 客 鹿 り 柚 怒 史 忌 や 6 や SHIK 室 天 
(あつ ン ゼ 口 ) 全く GPS や 7 
し 2 ぐ 6」 SNQ る" 疲 洒 人 ンマ 
ペ 補 づつ 前 で 得 | 隊 人 つ 人 篤 必 呈 応 
G 宗 思 提 入 わ 記 h6 和 | 

も eS せっ ー ロ oN 選 Q 回 ′” か 66 
公選 所 お じ 避 人 6 つ さき 人 愉 "「 窒 宮 G 無 押 


さい いり あさ こい la 
し 6 つや 愉 7 交 記 と" 刻 ヨ と 迷 認 G 
と へ 主計 0 作 補う り 肌 必 天守 IETaJ^ 
に そく) 」 ド く こさ 

紅 応 し せ ^ 塞ぐ 蛋 %W 電 / 届 を G 地 7 
AU の ANS 壮 筑 字 計 40 室 記 り < 剖 
穴 握 で 民 波 司 避 絹 Q 拉 由 っ の nRee 
も つ さ で? 苦 民 避 相澤 古宮 つ 
5) 級 和 ” 宣 困 G 論 夫 攻 堂 忠 


レ し Sn の …… シ 店 宰 ら 油 和 区 MT」 
ずる 0 お 貴 れ しゃ りり で 詩 准 和 回 
応物 hG 宮 区 の 人 Sep 

嘱 尽 せ 困 明 こり 演 Dx 避 Hp" と 宙 
し 「 二 株 式 未 S 還 yo る] 
3) 削 恒 り 記 KO の DS 選 6eT 下 る ・ 
品々 ぐ 是 王 守 此 * 則 半 相 、 り Jr クル 
で ハ と NSKKG ポ 環 光 駅 立 し じゃ" 
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手織 り 帯 の 「 夢 訪 誠 ] 東北 初 の 個展 開催 


草木 染め と 手織 り に こだわ り 、 フ ォ ー マ ル か 
ら 府 極 の 趣味 の 世界 まで 幅広 く 表 現す る 、 い 
ま 人 気 の 淀 区 「 夢 訪 庵 」。 東北 地方 で は 初 と 
な る 個展 を 1 月 21 日 か ら 25 日 まで 、 仙 吾 の ギ 
ャ ラリ ー リ ュ ミ エー ル (仙台 市 青葉 区 国分 町 
1-1.11 ス ズ キ ビル 3 階 ) に て 開催 。(10 時 一 
19 時 )。 き も の 好き の か た は 必見 で す 。 

合 ギ ャ ラリ ー リ ュ ミ エー ル 会 022 (262)7856 
http://sjlumiere.com/lumiere.html 


「 シ ョ パー ル 」 の クリ スマ ス 限 定 コ レク ショ ン 


「 シ ョ パー ル 」 か ら 、 ホ リ デ ー シ ー ズ ン 限 定 
の 特別 な コレクション が 今年 も 発売 中 。 キ ャ 
ロラ イン ・ シ ョ イフ レ の 筐 か な クリ エイ ティ 
ビ テ ィ か ら 生 まれ た 「 ハ ッ ピ ー ス ポー ツ 」、 

そし て ジュ エリ ー ラ イン か ら は ムー ビン グル 
ビー を あし ら っ た 特別 な で 「 ハ ッ ピ ー ダ イヤ モ 
ンド 」 ペン ダン ト を ご 用 意 し まし た 。 

ショ パー ル ジャ パン プレ ス 

会 03 (5524)8922 wwwchopardjp 


巣 ご も り 正月 に 替 沢 な 「 お 祝い 重 ] を 


モル リア ンタ ワー 東急 ホテ ル で は 、2021 年 

の 新春 を 寿 ぐ 「 お 祝い 重 ] の 予約 受け 付け を 

し て いま す 。 5 一 6 名 さま 向け 三 段 重 「 パ ー テ 

ィ ー ポ ボッ クス] 5 万 円 と 、1 名 さま 分 を 個別 に 

盛り つけ た 一 般 の 「 オ ー ド ブル ボッ クス ] 1 

万 円 の 2 種 を 販売 。 お 渡し 期間 は 2020 年 12 月 

26 日 一 2021 年 1 月 3 日 で す 。 

全 セ ルリ アン タワ ー 東 急 ホテ ル 宴会 予約 サロ ン 
合 03 (3476)3524 (11 時 一 19 時 ) 


ホリ デー シー ズン を 華やか に 彩る ペン ダン ト 
自由 や 幸福 、 愛 情 、 強 さ を 体 現し た プラ ンド 
を 象徴 する アイ コ ニ ッ ク な 「 テ ィ フ ァ ニ ー 
T」 より ホリ デー シー ズン 向け の 日 本 限定 商 
品 が 登場 。 し な や か な 曲線 の 18SK ホ ワイ ト ゴ 
ー ル ド に パヴェ モッ ティ ング され た ピン ク 
サフ ァ イ ア が 優美 に 光 き ます 。 全国 の プティ 
ッ ク 、 公 式 オ ン ラ イン スト ア に て 発売 中 で す 。 
ティ ファ ニー・ ア ンド ・ カ ン パ ニー・ ジ ャ パン イン ク 
容 0120-488-712 www.tifany.com 


AX 


Ge mWanys Co 


デル ヴォ ー 心 斎 橋 PAHCO ブ ティ ッ ク オ ー プ ン 


1829 年 に 創業 し た 世界 最 古 の ラグ ジュ アリ 
ー レ ザー グッ ズ メ ゾン 「 デ ル ヴ ォ ー」 が 大 阪 
心斎橋 に 西日本 の 旗艦 プチ ティッ ク を オー プン 
し ます 。 白 と ペー ル ゴ ー ル ド を 基調 と し た エ 
レガ ント な 店 内 に は 、 豊 か な 品 揃え に 加え 、 
国内 初 導 入 の 「 ス モー ルレ ザー グッ ズバ ー] 
も 登場 し 、 特 別 な お 買い 物 が 楽し め ま す 。 
全 デ ル ヴ ォ ー 心 斎 橋 PARCO ブ ティ ッ ク 

谷 06 (6282)0050 


イタ リア ブラ ンド 「 ブ ガッ ティ ] 日 本 デビ ュー 


イタ リア に 本 社 を か まえ る 「 プ ガッ ティ 」 は 、 
食卓 の 主役 に な る カト ラリ ー2 姓 を 日 本 新 発 
売 い た し まし た 。 東洋 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ 
ン を 得 た デザ イン の 「 ア レス 」 は 、 日 本 の 食 
車 に よく な じ む マッ ト な 質感 。 フ ォ ル ム の 美 
し きだ け で な く 、 機能 性 も 高く 、 食器 洗浄 機 
使用 も 可能 で す 。1800 円 。 

介 エ ッ セ ンコ ー ポ レー ショ ン 谷 03 (3847)6860 
https://essencorp.co.jp/casabugatti/ 


「 東 京 會舘 の 伝統 の お せ ち の 予約 を 開始 


和食 総 調理 長 の 鈴木 直登 氏 が 素材 を 厳選 し 、 
月 念 に 仕上 げた 「 八 千代 の お せ ち 」 ほか 、 東 
京 依 向 の 和 ・ 中 ・ 洋 の 各 調 理 長 が 、 す べ て 手 
作り で ご 用 意 する 数 量 限定 の 伝統 お せ ち で す 。 
家族 や 友人 と と も に 、 い つも より 閥 や か で 豪 
華 な お せ ち 料 理 で 、 一 年 の は じ ま り を お 捉 い 
し て は いか が で し ょ う 。 

人 東京 音 舘 人 0503134-3980 (八千代 直通 ) 
Www.kaikan.co.jp/special/osechi/index.html 


5 年 ぶり の 新生 「 ド モ ホ ルン リン クル 」 誕生 


「 ド ドモ ホル ン リ ンク ル 」 は 、2020 年 、 主 力 製 
唱 「 差 本 4 点 」 を リニュ ー ア ル し ます 。 美 活 
肌 エ キス に 加え 、 ク リー ム 20 も 医薬 部 外 品 と 
な り 、 今 ある シワ を 改善 し 、 シ ミ を 予防 する 
効果 が 明確 に 主 え る よう に 。 原料 が 持つ 力 を 
引き 出し 、 必 要 な 場所 に 必要 な 成分 を 届け る 
技術 も 大 幅 に 向上 し まし た 。 


人 再 春 館 製薬 所 
画 0120-444-444 (8 時 一 22 時 年 中 無休 ) 


ウイ ルス を 減少 させ る 寝具 が 登場 


イタ リア の 寝具 総合 プラ ンド 「 マ ニ フ レ ッ ク 
ス 」 か ら 、 級 維 加 工 技 術 の 世界 的 リー ダー と 
し て 知ら れる スイ ス 「HEIQ (ハイ キュ )」 
の 独自 の テク ノロ ジー に よる 世界 初 抗 バク テ 
リア ・ 抗 ウイ ルス 寝具 シリ ー ズ が 登場 。 マ ニ 
フレ ックス メ ハ イキ ュ ヴィ ロ プ ロッ クシ リ 
ー ズ は 5 品目 17 パリ エー ショ ン で す 。 

便 フ ラグ スポ ー ト 画 40120-008-604 
www.magniflex.jp/products/viroblock/ 


名 古屋 ・ 栄 に 断 し い ロ レッ クス プティ ッ ク 誕 生 


月 に オー プン し た プティ ッ ク は 、 名 古屋 を 
代表 する ショ ッ ピ ング エリ ア の 中 心 、 栄 交差 
点 に 面 し て お り 、 よ り 質 の 高い トー タル サー 
ビス を 提供 し て いま す 。 1 世紀 以上 に わた り 
時 計 製 造 の 基準 を 定め て きた 「 ロ レッ クス 」 
を 身近 に 感じ る こと の で きる 、 調 和 の と れ た 
落ち 着き の ある 空間 と な っ て いま す 。 

人 ロレ ックス ブティック レキ シア 名 古屋 栄 店 
会 052 (953) 1879 


ー ィ エー ヽ ボ 寺 世 


月 の 神秘 の 力 を べ 満 任 つ て 生 月 月 
味 カ に つけ 3/ 月 まな い 物 は の ら 
限 起 法 & 呼 吸 法 信和 品 多 た ま 雪 力 し 
配信 日 時 @ 5 お あ ち 首 全 を の 
3 月 2 日 (日) ぃ 過 学 の そ を な 取 な 
13 時 30 分 一 17 時 て こび 虐 の 与 力 ロ か 
※ 見 逃し 配信 あり も し ま 想 エ え を ょ に 
引 e 会 員 Ii000 解 方 し 法 ネ で 振 人 
一 般 1 万 3200 円 し 気 う 邦 キ る いる 
お 
月 ま 全 あわ 上 2 ン と 
る と 時 を れ の 現在 カレ ンダ ー( 世 界 文化 社 刊 ) も 発売 中 。 
初め て の オン ライ ン 配 信 の 手順 
| 2 る j | ステ ッ プ 1 J 
お 申し 込み を し て か ら 当 日 まで の 流れ セブ ン ア カ デ ミ ー の 登録 / 
《⑥5? 《⑥?% 検索 ワー ド ま た は 回 導 品 回 
右 の QR コー ド よ り ア クセ ス 財 
( 生 配 信 ) (収録 配信 p デミ ー + 
の 場合 見 流し) セブ ン ア カ デ 還 失 索 回 
の 場合 ma 
E UL 「 新 規 Web 利 用 登録 」 
呈 鐘 、Web で イペ ント ・ セ ミナ ー の 02teei 0 
し 込み が 完了 パソ コン を ご 利用 の か た は 、 に ーー ニー ニー 
月 画面 右側 、 ス マー ト フ ォ ン を 
ご 利用 の か た は 、 ま ず 上 部 M に ーーー 一 3 
2 ENU 左 の 「LOGIN]」 を クリ 


※ 必 須 で は あり ませ ん が 、 
スム ー ズ に 参加 で きま す 。 


トノ 

セブ ン ア カ デ ミー か ら 1 一 2 日 前 に 

登録 アド レス へ 揚 待 メー ル を 送付 

ャ 2 
当日 、 開 始 時 間 に 招待 メー ル 内 の URL を クリ ッ ク 


オン ライ ン 配 信 ス ター ト 


ッ ク し 、「 新 規 Web 利 用 登録 ] 
へ お 進み くだ さい 。 


お 客 さ ま 情報 を 

入力 し て 完了 
すべ て 入力 後 、「 次 へ 」 ボタ 
ン を クリ ッ ク し 、 仮 登録 か ら 
本 登録 まで お 進み くだ さい 。 一 ーー 


ーー 


号 真 は スマ ー ト フォ ン の 画面 で す 


【 見 逃し 配信 と は 】 生 配信 の 終了 後 、 一 定期 間 視聴 で きる サー ビス で す 。 


ea まま 層 語 へ > な 及 閥 
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東京 0 区 … 言 葉 を 中 心 に ロロ 
二天 計 交 wm| TIOh SeSSiOn| キ 野 松 
-Produced by 松井 五郎 - ン 島 井 
@ 
に 3 
で 逢 2 ィ 1] 追 し 能 作 シ 健 五 
お うら 0 1 と 求 で 作 玉 児 郎 
送 た | 4 し し の を 家 オ さ 
り 5 上 て 綴 学 探 と | 2 
す 者 に だ 動 完 し タメ 
る が / 挑 ける を て 一人 乱 凛 
ォ 肢 光 戦 で 契 超 続 の 家 
ン 読 年 し な 高 え 調 活 ま 
ラ と 野 続 く 神 て け 動 ん 
イラ 鳥 け 常 還 新 急 だ 4 
ジイ 代 る に で た 松 け る 
り る あす 新人 を で 
グン オイ ザ る くだ な だ ク 上 放 み 1 _ 
ラン ルン な る ろ 業 く ヶ 配信 日 時 W 
る テバ キオ 表 ト 委 本 1 2 月 24 日 ( 水 ) 
ィ イィ ムタ 現し 変 天 業 ー3 月 3 日 ( 水 ) 
ます ン で を の 」 現 優 の ※60 分 
グ 出 る フタ を と 可 ト 
会 員 5500 円 
一 般 6600 円 
の 2 1 
W 4 回 申 回 
1 
と っ ーーーー ユ 回 党 
撮影 MIka Olzuml 
チ 新 神 開 
ャ 春 ] 職 軍 モ 
イ を か 章 を 
』 T 各 ら く 呼 
し 六 思 則 数 
モ を 秘 上 
ダ せ 術 且 
\ 主 清川 香織 さん 控 茶 モダ ン 某 師 系 9 4 
佐藤 よし 子 ミ ん (tys 
が イー ジフニ ッッッ ング ス クー ル 基 王 水谷 智 賢 ミ ん 槍 見 川 神社 神職 雪 小林 朋子 ミ ん 刻 に 
茶道 に お ける 最上 の お も て な し で ある 「 茶 事 ] 今 すぐ 実生 活 に 取り 入れ られ る 限 る 生年 月 日 より 導 か れる 3 つの 数 字 
を 現代 的 に アレ ンジ 。 華 や か な 中 国 懐石 料理 と 想 や 気功 、 風 水 を 用 いて 、 新 年 に マイ ナン バー か ら 「 才 能 数 ] 「 本 質 
と も に 至福 の 時 間 を お 楽し みく だ さい 。 こそ 知っ て ほし い 暦 の 見 方 や 毎日 数 ] 「 使 命 数 ] を 読み 解き 、 本 当 の 
日 時 @1 月 21 日 ( 木 )11 時 30 分 一 14 時 の 運勢 の 考え 方 な ど を 学び ます 。 自分 らし さ を 新た に 発見 し ます 。 
料金 @ 会 員 2 万 6200 円 回 局 回 日 時 @1 月 28 日 ( 木 )、2 月 25 日 ( 木 )、 日 時 @1 月 2 日 ( 金 ) 回 編 回 
一 般 2 万 7520 円 (飲食 代 込み ) 6 3 月 25 日 ( 木 ) 全 3 回 10 時 30 分 一 13 時 ニ り 
会 場 @ ザ ・ ペ ニン シュ ラ 東 京 13 時 一 14 時 30 分 料金 W 会 員 5500 円 | 
「 へ イフ ン テ ラ ス ] I ロ EE 料金 @ 会 員 1 万 1550 円 一 般 6600 円 回 
お 申し 込み は 24 時 間 い つ で も 可能 / 
イベ ント ・ セ ミナ ー の お 申し 込み は Web か ら 6 
や : ー に だ く た 
セブ ン ア カ デ ミ ー 上 も 3 二 還 貴光 下 凍 議 識 粒 ーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーー 
| 計 ーー は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 拡大 防止 の た 


2 と スタ ッ フ の マス ク 着用 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ン シ ング や 笑 生 管理 ・ 


換気 等 を 徹底 し て 運営 し ます 。 お 客 さ ま に は マス ク の 着用 や 検温 、 
手洗 い ・ 消 毒 の ご 協力 を いた だ いて お り ま す 。 ま た 、 掲 載 イ ベン ト ・ 
セミ ナー は 延期 や 中 止 、 一 部 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 
最新 詳細 情報 は セブ ン ア カ デ ミ ー の HP で ご 確認 くだ さい 。 


お 支払 い 方 法 


ELPzosays 入会 の お 手続き は イベ ント ・ セ ミナ ー の お 申し 込 
会 金 に つい て : 5500 中 還 了 生 で だき 二 計 だけ の お 地 
続き は で きま せん 。 一 般 料 の 設定 が ある イベ ント ・ セ ミナ ー は 、 入 会 せ ず に ご 
参加 いた だ け ま す 。 会 員 の 有効 間 は 3 年 間 、 更 新 科 (3 年 ご と ) は 1100 円 で す 。 
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お 問い 合わ せ / セ ブン アカ デミ ー 事 務 局 合 03(6697)0771 
※ 土 曜 * 日 曜 * 祝 日 * 年 末年 始 (12 月 26 日 1 月 5 日 ) を 除く 10 時 一 17 時 


本 軒 便 利 で お 得 な 
| 家庭 画 報 」 の 年 間 購 読 


お 近く に 書店 が な い 、 買 い に 行 く 時 間 が な いな ど 、 
書店 で の お 求め が 難し いか た に 、 

毎月 「 家 庭 画 報 」 が お 手もと に 届く 、 

便利 な 年 間 購 読も ご 案内 いた し ます 。 

大 判 サ イズ で 美しい 誌面 が 楽し め る [通常 版 」 と 、 
軽く て コン パク ト な サイ ズ の 

「 プ レミ アム ライ ト 」 の 2 種類 が ご ざい ます 。 


京都 「 庫 山 堂 は し 本 」 の と 
典雅 な ポス トカ ー ド 
5 枚 セ ッ ト を プレ ゼン ト 。 


京都 の 有名 和文 具 専 門 店 

「 高 山 堂 は し 本 ] の オリ ジ ナ ル は が き 。 
和 を モチ ー フ に し た 愛らしく 

懐か し い 趣 の 絵柄 が ポイ ント で す 。 


この う 5 枚 の 


新年 号 WV プレ ゼン トキ ャ ン ペ ー ン 軸 柄 を セッ ト で 


[家庭 画 報 オリ ジ ナ ル お 届け し ます 


チャ イコ フス キー 名 曲 CD] 
を 全員 に プレ ゼン ト / 
2021 年 31H (H) まで に 、 3 


通常 販 ・ プ レミ アム ライ ト 、 の 
いずれ か の 2021 年 2 月 号 開始 の だ 

年 間 購 読 を お 申し 込み の か た に 、 還 還 < PP 

本 誌 で も ご 紹介 し た 名 曲 の 中 か ら 厳 選 し た 紀 

「 家 庭 画 報 オ リ ジ ナ ル チャ イコ フス キー 名 曲 CD] 

を 差し 上 げ ま す の 2 
※CD は 本 誌 と は 別送 と な り 、2 月 中 旬 発 送 予 定 で す 。 クボ 


※ 年 間 一 括 払い で お 申し 込み の か た 限定 で す 。 
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圏 お 電話 以外 の ご 注文 方 法 
回 FAX (24 時 間 ) 


購読 誌 名 、 開 始 月 号 、 住 所 、 氏 名 、 電 話 番号 を 明記 の 
うえ 、 世 界 文化 社 読者 セン ター へ お 申し 込み くだ さい 。 


FAX| 0120-03-2750 
イン ター ネッ ト ・ ス マー ト フ ォ ン (24 時 間 ) 
家庭 画 報 年 間 購 読 


通常 版 は こち ら 


https://Www3.sekaibunka.com/ 
teiki/select.cgi?subcode=1 


プレ ミア ムラ イト は こち ら 


https://www3.sekaibunka.com/ 
teiki/select.cgi7subcode=44 


通常 版 に は 巻末 に 綴じ 込み の 「 年 間 購読 申し 込み ハ 
ガキ が つい て いま す 。 ご 記入 の うえ 、 郵 送 し て くだ さい 。 


較 お 支払 い 方 法 


購読 料金 の お 支払 い に つ きま し て は 、 本 誌 と は 列 送 で 詳し 
い ご 案内 を お 送り いた し ます 。 クレ ジッ トカ ー ド に よる 決済 ま 
た は 郵便 局 ・ コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア で の お 振り 込み が お 選び 
いた だ け ま す 。 [月 額 払 い ] は クレ ジッ ト 決 済 の み に な り ま す 


ご 購読 に 関す る 注意 開始 号 に つい て お 中 し 込み の 受付 日 が ご 購読 開始 
号 発売 日 の 2 週間 前 を 切り ます と 、 初回 の お 届け が 書店 発売 日 以降 に な る 可 
能 性 が ご ざい ます 。 ご 購入 済み な どの 理由 に よる 期間 変更 は お 受け で きま せ 
ん の で 、 よく お 確か めのう え お 申し 込み くだ さい 。 途中 解約 に つい て 原則 
と し て 途中 解約 は お 受け で きま せん の で ご 了承 くだ さい 。 介 個 人 情報 に つい て 

お 寄 さき ま の 個人 情報 は 、 法 令 に 基づき 農 重 に 保管 ・ 管 理 し 適切 に お 取り 扱い 
し 、 第 三 者 に 提供 する こと は あり ませ ん 。 


人 @ 年 間 量 読 の お 問い 合わ せ 


世界 文化 杜 読者 セン ター 太 語 0120-35-4007 


圏 その 他 の サー ビス の ご 紹介 

人 @ 家庭 画 報 特別 便 (通常 版 ) の ご 紹介 

『 家 庭 画 報 」 は 通常 、 日 本 郵便 の 「 ゆ う メ ー ル ] に て お 届け 
いた し ます 。 ほか に 、 宅 配 便 で お 届け する サー ビス 「 家 庭 画 
報 特別 便 ] が あり ます 。 代金 は 年 間 購 読 料 十 送料 で 1 万 
9200 円 (税込 み ) で す 。 詳し く は 弊社 読者 セン ター へ お 問 
い 合わ せく だ さい 。 


例 海 外 で の ご 購読 

お 申し 込み は こち ら U 

OCS 容 03(5534)7965 
www.ocS.co.jp/lifesupport/import 


@ デ ジタル 版 の 年 間 購読 
試し 読み も で きる 、 iPhone/iPad 向 
け の デジ タル 版 年 間 購 読 アプ リ 
で す 。 アプ リ は 無料 で ダウ ン ロ ー 
ド で きま す が 、 デジ タル 版 の 購読 | 
は 有料 で す 。 な お 購読 は 「 自 動 継 | 

続 更新 ] と な り ます 。 


詩 (の 


/ 


ライ フス タイ ル に 合わ せ て 
種類 の サイ ズ か ら 
お 選び いた だ け ま す 


ーー 


通常 版 と 
大 判 で 、 同じ 内 容 
ビジ ュ ア ル が 楽し 軽く て コン パク ト 。 
[ 通 版 | | | 「 プ レミ アム ライ ト | 
| 大 き さ は 通常 版 の 約 854 ぶ 、 


= 届 mー<kwー こ か 


| 


通常 央 と プレ ミア ムラ イト は 【 
基本 的 に 同一 の 内 容 で す が 、 
付録 な ど が 異な る 場合 が あり ます 。 


プレ ミア ムラ イト は 
安心 し て お 読み いただく た め に 
抗 商 剤 を 使っ た 特殊 加工 を 


年 間 購 読 


込み ・ 送 料 ) 


プレ ミア ムラ イト 


m 年 間 一 括 払い m 年 間 一 括 払い 
= 亡 6800 円 =』 廊 4664 由 
= 生 号 月 額 払い 第 号 月 額 払い 
=1400 円 =1222 円 
を 振 月 クレ ジッ ト で お 支払 い を 毎月 クレ ジッ ト で お 支払 い 


ネ * 特 別 定価 号 が 刊行 され た 場合 も 差額 は いた だ きま せん 。*\ 毎 号 月 額 払 い に は 、 特 典 は つき ませ ん 。 


文 は 今 すぐ お 電 放 
上 界 六 化 社 読 者 キン ター 


上 "日 祝日 を 除く 10 時 一 17 時 


mm ()120- う 5-44007 


W 


\ 


/ 


U 家庭 画 報 | 重 さ は 約 半分 で 持ち 運び が し や すい 。 / 
LM 


/ 


に こ ッ 
ーー ゲ 


撮影 武田 正彦 


Ro 

8 
3) 6 
7 
4S 
綱 2 
3 だ 
細 志 
宗 
に 3 


SG8/ 底 会" 宮 の つ お 誠 居 は 手近 欠 ち " 
光り 宮 wo4p の 和 宣 称 類 りり) つじ まじ せる 会 生 つき 心 人 
「 族 知 光 和 振 」 じ 史 閑 幼 和 kT 吉 <35168ni 旨 G 和 1 滞 97 


「WW ぐ 洛 堂 」 和 党 nAUT 思 間 「 池 」 倒 短 濁 じ woxe 醤 くり) 欠 所 つが 6p" 


(gfs ) 
洪 迫 い お 因 窒 S 里 A 8202 つき 
アン 


くつ | 凡 措 」 
橋 柚 選 ぐ 16 


公明 は ら ど 所 ン 老 曰 ぐら" 

仙 三 由 療 祭 * 

先 民 ぐ 仙 玉 社 民 だ よい 04 
中 喝 枝 0 つく) 敵 6 つ お ? 
個 外 @ 民 選 宮 療 聴導 物 
守 可 に 亡 民 会 NANAK で せ 
足 入 負わ お ぐ や つき 候 会 上 


撮影 / 越 田 域 全 


日 本 : で 楽し む 


み 海外 渡航 が 思う よう に 叶わ な いな か 、 
大 時 き な ハ ワイ が 恋し い 
| そん な 声 に お 応え し 、 心 閣 や され る 


ハワイ の 絶景 や 、 ご 自宅 で ハワイ を 


策 代 の 女 方 の 一 人 語 
続 * 中 村 七 之 助 の 真 情 
私 の 小さ な 羊 せ 


楽し む 方 法 な ど を ご 紹介 し ます 。 
撮影 本誌 坂本 正行 

Im ク 杏 便 人 ミ 

6 6O し 
2021 年 決定 版 ms 人 ヒ ) 人 放 うき よ 着 
応 X の) ド 介 も 取 
ま 靖 人 

る / 8 = か り け 
で 且 ぐ 0 境 仕 1 
ヒス 人 バ に 4 
レク 坪 ツ 新 >: 抽 ち に 制 革 数 
特別 企画 。) 3 た 夏 
大 ン の ) る た 自 画 尋 
- 加 不振 日 
「 桜 ・GW 満 喫 ツ アー」 募集 C 防 に 応 。 あ 竹 う 野 
第 2 弾 天 7 思 小 ジ り 1 還 も う ] 山 
画 羽 軒 う し 暮 物 ーー 
じ ビ れ ら ろ レ 4 金 
| 条 て 農 2 プー 間 
、 5 た 人 ーー 迫 
まき 
描 
く 


大 き さ は 本 誌 の 約 85 父 、 重 さき は 本 誌 の 約 50 向 。 
サイ ズ 26.6x21*” 定価 1.222 円 (予価 ) 


の 一 部 地域 は 輸送 の 関係 で 発売 が 遅れ る 可能 性 が あり ます 。 レン ング 
拉 影 本 誌 . 折 本 正行 


は が き お よび Web か ら 

こ ご 応 募 い た だ け ま す 
は が き 綴じ 込み の 専用 は が き 
Web www.kateigaho.com 
[Web か ら の 応募 パス ワー ド /356] 


光 当 プレ ゼン ト 企 画 は 、 家 庭 画 
報 通常 版 ・ プ レミ アム ライ ト 共 
通 の 企画 で す 。 厳正 な る 抽選 
の うえ 、 両 誌 合 計 で 下記 人 数 
の か た を 当選 者 と させ て いた だ 
きま す 。 

※※ 本 誌 通常 版 で は 、 巻 末 の 紀 
込み は が きも ご 利用 いた だ け ま 
す 。 な お 、 切 手 は 不要 で す 。 


RESENT 
家庭 画 報 1 月 号 


[応募 方 法 ] 

隣 に 添付 れれ て いる 専用 は が き 、 ま 

た は 左 の QR コー ド か ら 質問 に お 答え いた だ い 

た 読者 の 皆様 の 中 か ら 、 合 計 8 名 様 に 写真 の 

プレ ゼン ト を 差し 上 げ ま す 。 必要 事項 、 ご 希望 

の プレ ゼン ト の アル ファ ベッ ト を ご 記入 の うえ 、 

ご 応募 くだ さい 。 締め 切り は 12 

月 27 日 (日 ) の 消印 お よび 着信 早計 思 
拉 


分 まで 有効 。 応募 者 多数 の 場 
合 は 抽選 と な り ます 。 な お 、 当 選 
者 の 発表 は 賞品 の 発送 を も っ て 
代え させ て いた だ きま す 。 


個人 情報 の 
取り 扱い に 
つい て は こち ら 


ヴェ レダ 

エッ セン ス オ ブ ライ フ 
ギフ ト セ ッ ト 

グ 合 計 2 名 


ナチ ュ ラ ル ・ オ ー ガ ニッ クコ ス メ ブ ラン 
ド 「 ヴ ェ レ ダ ] の 全身 用 保湿 クリ ー ム の 2 
種 セ ッ ト で す 。 肌 を し っ か り と 潤い で 包 
み 込 ん で くれ る 「 ス キン フー ド ] は 特に 乾 
燥 し や すい 手 や ひじ 、 か か と な ど に 。 油 
分 が 少な く 柔 ら か な テク スチ ャ ー の 「 ス 
キン フー ド ライ ト 」 は ベタ つか せ た く な 
い 科 所 に 。 メ ッ セ ー ジ も 書け る 限定 パッ 
ケー ジ に 入れ て お 届け し ます 。 

介 ヴ ェ レ ダ ・ ジ ャ パン 画 0120-070601 


匠 創 生 
時 の カク テル 


b 合計 2 名 


国産 ヴィ > ン テ ー ジ 酒 専 門 セ レク トブ ラン 

ド 「 語 普 の 美酒 」 が 剛 選 し た 熟成 酒 の セッ 
ト 。 幻 の 酒 米 「 神 力 」 を 使用 し た 日 本 酒 
「2010 龍 力 」、 ドラ イフ ルー ツ の 芳 酵 な 香 
り が 特徴 の 日 本 酒 「2006 梅 錦 」、 完 熟 梅 の 
爽やか さ の 中 に 深い 味わい が 広がる 
「2009 梅 酒 文蔵 」 の 3 本 を お 届け し ます 。 
老舗 酒蔵 の 自慢 の 逸品 で 、 人 替 沢 な 飲み 比 
べ を お 楽し みく だ さい 。 

人 @ 創 生 https://oldvintage.jp/ 


コー ル & メ イソ ン 

ソル ト & ペ ッ パ ー ミ ル 
ダー ウェ ント セッ ト 
グ 合 計 2 名 


洗練 され た デザ イン の ソル ト & ペ ッ パ ー 
ミル を プレ ゼン ト 。 ソ ルト ミル の 刃 に は 
耐久 性 に 優れ た ダイ ヤ モ ン ド シ ャ ー プ セ 
ラミ ッ ク 、 ベ ペッ パー ミル に は 硬化 カー ボ 
ンス チー ル を 採用 し 、 そ れ ぞ れ の 深い 味 
わい や 香り を 引き 出し ます 。 ソ ルト は 3 
段階 . ベ ペッパー は 6 段階 で 粗 さ 調節 が で 
き 、 さ ま ざ ま な 料理 で 重宝 し ます 。 

介 フ ィ ス ラー ジャ パン 

人 0570(00)6171 


ミス キョ ウ コ 
4E 編 み 上 げ シ ュー ズ 
グ 合 計 2 名 


シッ ク な 色合い と 編み 上 げ が お 洒落 な 
「 ミ スキ ョ ウ コ 」 の シュ ー ズ 。 履 き 口 に さ 
り げ な く ゴ ム が セッ ト さ れ て いる た め 、 
凌 弓 を 解 か ず 楽 に 着脱 でき ます 。 ア ッ 
パー 部 分 は 皮革 製 で 、 カ ジュ アル な 場面 
は も ちろ ん 、 ち ょ っ と し た お 出かけ の 装 
い に も 合わ せ や すい と ころ が 嬉し い ポ イ 
ント 。 和 柔らか い ク ッ シ ョ ン で 、 ど こま で 
も 歩き た く な る 優し い 履き 心地 で す 。 
ミス キョ ウ コ 人 06(6244)2177 


企画 
1 「 能 」 の 言の葉 
2 残し た い 日 本 の 行事 …… 
3 藤田 美術 館 の 名 品物 語 
4 生き て いる と は 何 か -… 
5 エディ ター ズレ ポー ト 
6 皇后 隊 下 雅子 さま ーー | 
7 し あわ せ 満 ちる 、 LC ーー -P.43 
8 チャ イコ フス キー… ーー ・P91 
9 これ か ら の 時 代 を 生き る - Pl115 
10 村田 吉弘 さん の 「3 時 間 お せ ち ] …-… P124 
11 Sv P140 


12 家庭 画 報 誌上 チャ リティ ーー cl 
13 一 り 細 が れる 末 の 痢 の こ こ 2- ロ 
14 歌舞 伎 の 情熱 ニニ 

15 心 満た す " 夢 ?" の か た 
16 美しき" ロマ ンス “を 纏う 


※ 雑 誌 公 正 競 争 規約 の 定め に より 、 こ の 革 賞 に 当選 され た か た は 、 
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世界 文化 社 の 出版 案内 
ノ 暮らし 30 年 の フラ ンス 料理 研究 家 


上 野 万 梨子 、 初 の 書き 下ろ し 料理 エッ セイ | 


2 スリ の し あわ せ スー プ 
私 の フラ ンス 物 諾 


上 野 万 梨子 さん は 常に 時 代 の 変わ り 目 に いた 料理 研究 家 だ っ た 。 フ ラン ス で 修業 を し た シェ フ が 次 々 と 
帰国 し て レス トラ ン ブ ー ム が 巻き 起こ っ た 1970 年 代 後半 、 パ リ の ル : コ ルド ン : ブ ルー を 卒業 し て 帰国 、 
自宅 で フラ ンス 料理 教室 を 開く 。 そ の サロ ン 的 な クラ ス は 一 躍 、 予 約 の 取れ な い 料 理 教室 と な り 、 多 数 の 
料理 書 を 出版 、 テ レビ . 雑 誌 な ど さ ま ざま な メデ ィ ア で 活躍 し た まさ に 時 代 の 月 児 だ っ た 。 そ れ が 突然 、199 1 年 、 
拠点 を バリ 左岸 に 移す 。 日 仏 を つなぐ 、 料 理 を 中 心 に し た ライ フス タイ ル を 執筆 . 発 信 し な が ら 、 足 か け 30 年 。 
唯一 無 二 の 料理 研究 家 と し て 今 も 独自 の スタ ンス で 活動 する 著者 、 待 望 の 書き 下ろ し の 料理 エッ セイ 。 
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真 に 旨い レシ ピ と は !? 
そもそも プラ ンス 料理 っ て ほん と うに 美味 し い の ? 
パリ 生活 30 年 、 抽 理研 究 家 上 野 万 朱子 の 
美味 舌 り & と っ て お き 「 暮 らし の レシ ピ 」 


7 バリ は 本 0 EK し い の カ 7 
E 0 間 wcwwy 
地 晶 2 9 光 軸 きん の 地方 料理 を 巡る 話 
ト 万 に オリ ジ ナ ル の お うち : < 還 4 wrtimgkKO ポ 
野 フラ に レシ ピ も 収載 され た 』 本 当 c の 5 ああ 


1 意 た ん ぼぼ の 総 所 
マリ コ ち ゃ ん 、 0 に な る 


2 章 夜明け の オ . 


@ 四 六 判 @ 定 価 :| 本 体 1.600 円 + 税 保存 版 


と るい パリ アパ ルト マン 暮らし 
ISBN 978-4-418-20310.9 


6 意 パリ の し っ ぽ 
役者 が 揃っ た 街 で 生き 生き と 暮らす 


体型 別 ・ 雰 囲 気 別に 似合う 形 が 必ず 見 つか る 


250 ス タイ ル 全 プ UM 
振 視 革 


ne 才 
4 
成人 式 、 謝 恩 会 、 結 婚 バ ー テ ィ な ど 、 人 生 の 大 切な 一 日 
を 彩る 振袖 。 そ の 振袖 姿 を 華やか に 印象 づけ る 要 と な 
る の が 帯 結び で す 。 品 格 の お 太鼓 系 、 知 的 な 立て 矢 系 、 
清 針 な 文庫 系 結び の 基本 と バリ エー ショ ン 、250 の ス 
タイ ル を 紹介 。 全 プロ セス を 分 か りや すく 解説 し た 圧巻 
の 帯 結び 集 で す 。 ひ だ の 取り 方 、 三 重 紐 使い 、 帯 揚げ 帯 
締め の 飾り 結び な ど 、 振 袖 な ら で は の ノウ 人 ハウ も 充実 。 
振袖 、 待 の 着付 け も 網羅 し た 完全 版 で す 。 
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今月 ご 紹介 し た 商品 の お 問 


ア 行 
還 ア オイ 会 03-3239-0341 
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画 井 淫 屋 会 075-525-0130 
一 ヴァ レン ティ ノ イン フォ メー ショ ン デ スク 

会 03-6384-3512 
一 ヴァ ン クリ ー フ & ア ー ペ ル ル デス ク 

本 0120-101-906 
田 ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル グラ ンコ ー ト 名 古屋 

会 052-683-4111 
田 A collection 全 03-3499-3708 
エ ミリ オ ・ ブ ッ チ ジャ パン 会 03-5410-8992 
カカ 行 
一 か づら 清 老舗 会 075-561-0672 
圏 カル ティ エ カス タマ ー サー ビス セン ター 

本 0120-301-757 
画 キ ノシ タバ ー ル 人 078-230-2870 
罰 京 ご ふく 到 り 善 本 店 合 075-221-1618 
田 銀 座 ぜ ん 屋 本 店 人 03-3571-3468 
田 銀 座 も と じ 男 の き も の 合 03-5524-7472 
田 グ ッ チ ジャ パン クラ イア ント サー ビス 

本 0120-99-2177 
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還 グ ラフ ダイ ヤ モ ン ズ ジ ャ パン 会 03-6267-0811 
田 ク リス チャ ン ルプ タン ジャ パン 佐 03-6804-2855 
還 ケ イ テ ン 会 03-6206-6429 
サ 行 

田 サ バー ス 銀座 合 03-6263-2011 
回 が ・ ロ ウ ・ ジ ャ パン 合 03-4400-2656 
玉山 清 党 会 075-525-1470 


画 サ ン ロ ー ラ ン クラ イア ント サー ビス 画 』0120-95-2746 
| ジョルジオ アルマーニ ジャ パン 会 03-6274-7070 


画 補 光 会 03-3312-6685 
玉 ス テラ マッ カー トニ ー カス タマ ー サ ービス 

会 03-4579-6139 
画 ス ロー ン 会 03-6421-2603 
圏 ス ワ ロ フ スキ ー・ ジ ャ バン コン シュ ー マ ー サ ービス 

画 0120-10-8700 
回 セル ジオ ロッ シ カス タマ ー サ ービス 

会 0570-016-600 
久行 
画 ダ ミア ー ニ 銀座 タワ ー 会 03-5537-3336 
一 て っ さい 党 会 075-531-2829 
画 道 明 会 03-3831-3773 
罰 豊 中 ・ 織 元 人 06-6849-5298 


発行 人 鈴木 美奈 子 


一 と ら や 赤坂 店 合 03-3408-2331 
ナ 行 
田 ニ ー ル パレット ギン ザ シ ックス 谷 03-3572-5216 
八 行 
弄 は ん な り 浅 草 店 合 03-5830-0155 
還 FUGA 合 03-5410-3707 
弄 フ ェ ン ディ ジャ パン 合 03-3514-6187 
弄 ブ シュ ロン クラ イア ント サー ビス 男 40120-230-441 
弄 ブ ル ガ リ ジャ パン 合 03-6362-0100 
マ 行 
3 人 075-415-3536 
田 マ ックス マー ラ ジャ パン 画 0120-030-535 
田 マ ンダ リン オリ エン タル 東京 公 03-3270-8800 
一 ミ カコ ナカ ムラ 南青山 サロ ン 佐 03-6427-2435 
ラ 行 
田 ラ ルフ ロー レン 画 0120-3274-20 
田 ル ックス オ テ ィ カジ ャ パン カス タマ ー サ ービス 

会 03-3514-2950 
ワ 行 
一 和 小物 さく ら 合 075-229-3678 
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若年 性 
アル ツ ハ イマ ー 病 
喫 覚 障害 

ドラ イマ ウス 
甲状腺 の 病気 
不整脈 

手 の ト ラブ ル 
便秘 症 

尿 失禁 骨盤 臓器 脱 


50 代 か ら の か か りや すい | 病気 」 


予防 法 か ら 治療 法 まで 


名 医 が 回 答 / 人 


ゃ っ 


ドラ イ マ ウ ER ー 
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了 者 は 圧倒 的 に 女性 が 多く 、 
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検査 で 原因 が 見 つか ら な い 
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Doctor Profile 
院長 
新井 平 伊 和 を を 


あら い ・ へ いい 

1978 年 、 順 天堂 大 学 医学 部 
卒業 。84 年 順天堂 大 学 大 学 
院 修了 (医学 博士 )。 東 京都 精 
神 医 学 総合 研究 所 精神 薬理 部 
門主 任 研究 員 、 順 天堂 大 学 医 
学部 講師 を 経て 、97 年 より 
同 大 学 医学 部 精神 医学 講座 孝 
授 。99 年 に 国内 初 と な る 「 若 
年 性 アル ツ ハ イマ ー 病 専門 外 
来 」 を 開設 。2019 年 4 月 より 
現職 。「 ア ルツ ハイ マー 病 研 
究 者 世界 トッ プ 100] に 選出 
され た こと が あり 、 若 年 性 ア 
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容 03(3212)0003 
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で へ 旧 摘 で る る 湯 突 避 下 喜 届 ぐり 
会 床 つ シャ ドド 


で く JvJPE ピ 2 
志 存 導 和 宮 つ 思い 


突 圭 求 対 中 十 ロ 60 し 中 G 補 名 倒 回 
悪 つ し る 0D の 会 人 生生 避 握 公営 
換 つ きる て ロ 和 や 9 雪 つる 和 楽 ロ 

全 震 さ し る 6 生 " MS8 押 米 し 和 史 
事 叶 層 人 S① で し る w「 名 注 宴 愛 楽 溢 」 
も 昌 虹 を 避 昧 G 還 凡 旭 束 じ 。 人 8 
ャ ペー つや 人 も 部 衣 で 人 る 訪 
名 と 4) る 心 歌 亡 ペー リリ A 和 表し ゃ ? 
斗 時 相思 ロマ 澤 難 ぐ 貴 \e は 8 る し 
名 注 宇 淫 つ 思 *e の も 将 旨 思 つ 
や " 弟 王 ちり 移る 9 所 部 必 染 普 
神 才 せ 志 660 り 人 旬 太 人 生 の レ 3x0G も 7 
騒 誠 全 の 会 尿 し 及 正和 pQ 旧 人 8 る 知 く 
字 ne 本" 


薬物 療法 / 処置 手術 
薬物 療法 手術 "免疫 療法 
治療 


原因 疾患 の 検索 
原因 物質 の 検索 除去 
生活 の 質 、 障害 へ の 対応 


日 本 鼻 科 学会 「 別 覚 障害 診療 ガイ ドラ イン ] を 参考 に 作成 


剤 性 ・ 中 毒性 


21 
に 
補 
I 
填 


準 吸力 検査 


静脈 性 別 覚 検査 な 


喚 覚 障害 の 診療 チャ ー ト 


「 下 所 醤 季 ロ No4)” 過 く も る s6 才 時 
全員 へ ふ ロ ー さ ロ 宜 Me の る 愉 守 6 和 p" 
いい た や pk くい SE こそ 
つの 人 ぐつ し SG も ゃ "や 会 介 上 人 
る 、-JSSAJ で 和 可 拓己 品 不 信 わ 
や 中 藤 G 還 喉 連 堂 写 め ネ ン ロ 蛋 鈴 つ 
レン や せめ る 」 


貴 衝 素 陣 り き 


互 無 財 季 G 維 男 呈 っ じ 忠 碑 
束 拓 ・ 痢 可 環 選 っ " 匿 困り 
SMe 由 劉 称 衣 記 つね mw し 臨 
困 裳 表 表 選 つ お 擦 時 培 雪 中 
四 旋 雪 ′ 惑 客 ー さ ー1 ロ や 全 0 
WE? 中 導 朋 且 総 画 根 ・ 演 
公 夫 や 陸 敵 や や で る ら 喘 旧 G 
JJ し 3 和 公 吉 導 没 餌 因 
電 ロ 約 男 セ Q 8 人 SG 眉 枯 人 釧 個 


砂 提 じ OnQ 國 億 悪 認 せ 4 団 じ 
p 疲 rt0 80 つ 公 っ? 提 記 掲 
六 つ つじ お せ ” 状 定 じ 虹 ぶつ じ っ 
1e 較 民 認 (っ 邊 で や 四 距 耳 演 
) で J ロ 嘱 Q で yo? 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 


口 の 乾き 、 舌 の 痛み 、 喉 の 詰まり な ど 症 状 は 多様 。 
患者 は 圧倒 的 に 女性 が 多く 、50 代 以降 に 増加 する 


白 | 天 が 答え ます 


岩渕 博史 = 


Doctor Profile 
歯科 口腔 外科 非常 勤 講師 
神奈 川 歯科 大 学 附属 病院 
口腔 外科 准 教 授 

岩渕 博史 %* 生 

いわ ぶち ・ ひ ろ し 

1992 年 、 東京 歯科 大 学卒 業 後 、 
慶應 義塾 大 学 医学 部 歯科 口腔 
外科 学 教室 入局 。2001 年 よ 
り 国 立 栃木 病院 ( 現 ・ 栃 木 攻 
療 セ ンタ ー) 歯科 口腔 外科 に 
勤務 。13 年 より 神奈 川 歯科 
大 学 附属 病院 口腔 外科 に 勤務 、 
15 年 より 准 教授 。 日 本 が ん 
治療 認定 医 機構 が ん 治療 認定 
医 、 日 本 口腔 外科 学会 専門 医 ・ 
指導 医 。 ド ライ マウ ス 、 舌 痛 
症 、 口 腔 カン ジ ダ 症 、 口 腔 粘 
膜 疾患 を 専門 と し 、 ド ライ マ 
ウス の 治療 件 数 で は 全国 有数 
の 実績 が ある 。 


栃木 医療 セン ター 
栃木 県 宇都 宮 市 中 戸祭 
1-10-37 

谷 028(622)5241 (代表 ) 
https://tochigi.hosp.go.jp/ 


神奈 川 歯科 大 学 附属 病院 口腔 外科 
合 046 (822) 8895 (直通 ) 
htip///Www kduacjp/hospital/ 


[| て IN マル か っ )3 | 
器 堪 G 咽 公 似 る つ 


中 @ 事 層 央 


を で ル か KA)8「 ロ 前 斉 藤 伺 ] 
GS り も "06%046 家 四 け ロバ 
忌 角 肖 @ 瑞 令 愛 MG りや 弄 
のり で 96 屋 、( 装 吾 )? 

り ぐ 控 MK 己 会 会 ロロ S 王 伝 
章 ン や し 8 マ 下旬 所 2^ 由 
公 %OxQYOxnte ロモ 公 く 
愉 K 必 KT 斉 る 282S (SA 人 を 
ふ 穫 邊 ーー ペン る)) 法 志 
て QS8 る 。 超々 玩 法 堂 Q 令 


虹 S 
臣 。z@ 
団結 
国 馬 】 に 
医 訟 | 了 ほ 衣 ミ 
る ト 
ト 
ト 記 
で 4 
トト 語 WS 
ン 記 り 癌 ヽ 赤 
時 
持 へ 見 
@ @ 


問う や 測 還 


40 で く 尿 舞 全 NN る 選 浪 
会 人 8 全 つろ" ロ 品 室 参 SS 
関 環 守 緒 菅 W 案 で SS 
pm MS 氏 を IN マセ KJ 
総 軍 SGG ロ 足 叶っ の 会 会 の 
で [時 @ や 2」 を [KS や 3] 
る 守ら や セ KG ら JAJs の る で 
も しゃ" 

8 6 控 居 G 没 副 ゼ 口 己 
避 J4J が ed6 和 や " 沼 握 起 赤 狗 


@ 加 齢 @ ス トレ ス 
人 @ 抗 が ん 薬 治療 
人 更年期 障害 


体内 の 水分 が 減る 


貴 液 腺 の 病気 
(炎症 、 腫 瘍 な ど ) 


※※ を 悦 誰 ・ で へ いさ へ 邊 避 信 
ここ こ 3 くに さい) 
京 呈 りつ 妨 ら KG の) 篤 可 
0 レ SH 人 G 必 居 Jo の 尋 
マン 密 塗 つ し 2 

型 所 衣 避 家 了 mk 円 半 如 野 せ 
マン 導 避 季 作 応 丸 可 和民 
類例 ぐ 編 ヨ ャ Ko 上 性 軸 朗 し で 
ベト レコ ーー】 い ペー エ ー バ メー メー】 い / 
に で YE コ に バナ コマ ニル の 


な く な る 


が 


液 
つく れ 
体内 の 水分 が 減る 


( 貴 液 腺 機能 の 低下 、 
薬 の 副作用 、 

更年期 障害 . ス トレ ス な ど ) 
(糖尿 病 、 透 析 治療 な ど ) 


に コ 
テー 


作用 ! 


人 振 ロリ 
如 ン p 
⑳ 46 いさ 
る る 
4 財 
K 電 替 


p 
G 公 
也 謝 
移 
1J 民 
准 弓 


楽 の 


注意 する 
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瑞 押 せ 田 再 品 選 装 粒 会 生 ン 
人 吐 腹 N レ ン ぃ No 


Q ら どの 叶 "国選 選 主 や 「 を で 
ル RK 応 栄 」 電 聖 衣 つ 皿 共 國 放 や へ 
ふ ペー と Ne セル か KG 総 人 し 4 図 
豆 上 G 灘 当所 旨 ep" 慌 坦 2 の 団 葵 計 
下 千 王 つ 上 下 総和 ht9 瑞 軍人 守 < パ 和 w y 
S せ 8 「 圭 G や 2」 [KS や 2」 の 
2 愉 選 地下 国 許 英 家 め 慢 くつ じ 
ね くっ の SS て 作る る る 6 や" 

と 選 w ル か K お 7 OH690 ボ 68 疎 国 け 
で し ロ 叙 音 ン 蝶 居 し " 困 填 宮 己 守 「 ロ 
四 音 壁 環 ] 中 終 6 和 宛 難 出 束 
に で に も つの お: 
会 午 べ じ 06 和 や 「 志 完 の つじ 幼 太 


1 
な 
な 国 川 
9 全球 
ゎぉ で 1 軸 
QuQ NN マ て で 
0 くく 信人 る 
Q 交 SQ の 
半 人 NG 民 お つっ 
っ 尽 ふ pp 到 之 韻 
蝶 革 を 妃 弄 6 監 
SG ハ っ と や 島 
季 口 ミ 提 人徳 世 尽 


口臭 が 気 に な る 


SG 共販 党員 倒 千 my@ り の 皿 家 
避 せ 皇室 謀 う や で たく くつ 
ご つれ 生生 。 惑 看 の つじ 窟 艇 % 記 ロン 
る 人 THG 沖 OOQ0 身 谷 409 
留 Dxetm の BSO し 会 上 R 総 和 mke ズ 宮 
る し | の 眉 応 肖 史 護 親 征 NG 反乱 邊 
弄 球 装 吾 窟 記 つ 6 生 " 

蛍 洋 咽 倒 党 ふ や *Q 避 還 せ KW ン 
避 中 綴 尺 ーQ 削 肝 全 ンド ン 
ea)7 っ の nmQ 8 証 だ G 共 中公 党 
% り も しゃ"「 販 有 倒 0 ン パ て 
ぐせ 過 旨 店 S 奈 娠 倒 凍 に つ し 20 や 人 
も ^ 層 国 ぐ 1 08 写 披 球 層 じゃ" 尺 
つ ^ 醤 尿 ン ロ xS る 前 愛 詞 G 表 
避 せ 選 ヒ つじ しり SS 2 ぐも 下 告 じ ぷ る 
宮守 昌和 G 思 国選 問 詩 室 十 2 し 


日 常 ケア (うがい 、 保湿 剤 ・ マ スク の 使用 ) 


原因 疾患 の 治療 
薬物 療法 


生活 改善 


ゃ ゴゾ 

詞 o SG お ^ 穴 @ 尾 征 下 GO の 
ぐも 下 量 田 @” 回 年 人 K 人 ” 守 較 
S 張 に ト へ ささ 箱 一 G 絹 學 408 選 愛 中 
型 祥 守 *@ の の 篤 ン 胡 ぐ で し る 3 
ゃ "「※ 環 を 環球 GO 曽 党 記 G 醤 好 " 
軸 鹿 GSK て へ KK を 屋 時 宗 肖 邊 人 委 ぐさ S 
忌 束 器 庄 を 王 当 で 水 湯 侍 当 器 国 ぐ り 
aJs の SS oeQ 医 還 迷 層 し 選 る 
お 地 思 宗 水 吾 G 1 0 し 人 SMA ロー 
へ さめ 環 美 起 や ゃ "親玉 党 史 避 総 人 
や べく S 湊 斗 誤 己 り G 折 居 倒 東 信じ 
る 6 や" 

1 SR 症 G 式 色 堂 MG 時 会 
SN の の こま こり 9 た と さ 、 さ の 衝 ココ 
皿 を 層 環 協 ” 映 案 忠 " 志 悦 東 @ 三 中 
仁和 首 抱 会 @ 基 昌和 某 王 下 6 緊 国 の) 
写本 


也 渡 表 虹 吉 咽 信連 レ っ ぃ e 
ホーK ぬ 中 換 も っ 


総 皆 や #^ GS 思 国選 馬 人 S\9 
ET くく トリ 
SQ ホーKooSNoy へ も ゃ "「 ツ せ 
串 並 泊 圧 嗣 ( 口 齋 つ し 記 息 つる 
守 問 じ 物 WO 湯 党 再 ) 叙 客 0 ビタ 
さく で コ 
( 選 想 Ye 冥 愛 や 乱 の SS 選 過 党員 
G 豪 更 ) し 8 写 虹 さく ぐも" 下 引 普 前 
党 嗣 倒 乱 SM@ り の 旧居 公選 る 


個別 性 を 重視 し た 診断 と ケア に 注力 


た ら ド ライ マウ ス を 疑う 伯 ガ ム テ スト で 刺 


吉 
入 
引 
る 
部 
芝 
放 
1 
ES 
) 
ト 
和 
回 
四 
所 
@ 


の 状態 や 患者 の 好み に 合わ せ て 保湿 剤 を 使い 分 ける 


激 時 骨 液 量 を 測定 鯖 ガ ム テス ト 検 査 セッ ト @ 口 腔 内 


確認 され 
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6 も" つづ つ 会 つ ^ KAKT を 蘭 栄 尺 
深 ぐ 震 症 正 ′ 長 往 さ 4J 公 医 国 G 補 7 
選 如 並 蛍 愛 嗣 仏 避雷 Ne) 色 愉 全 ひ 
し る WW 征 " 

っ の い Q 得 掘 つ 義 86 る G 
崩 愛 画 室田 利 G ロロ 篤 音 ご の 藩 *N 
9 べ 当 る 競 全 和枝 20 りや" 「 演 
裳 裳 中 中 症 を 忠 弄 RS 選 に ” 要 年 嘱 
国 學 3 や 印 り ” 味 時 りり Gt 人 の 寺 宰 
oniNe セ か KAJ 総 押 つ ^ 湯 守 表 
NR 下島 mW し る em 

り SQS ホ ーK8 求 つ し る 人 ン 人 る 
賜 氏 。 下 察 東 対 革 弄 宮中 め パン 語 %0 
加 S” ロ 押 避 総 余生 ke@ り の 旧 R 喝 香 約 
uo に つい いさ 、 で ペコ トコ マッ ポ く り と 
時 G 和 2/ 居 S 和 2 る RSPQ ぐ る 
語る 約 つ し 届 器 旨く 和 起 填 じ One 
人 医 国 9 部 他 志 銘じ 人 所 お る 
し 3 が % 生 " 家 畑 回国 公 守 球 mteG 
ソル 
も an@ 生 宜 軍人 WEK0 り 4 や か 
谷 つ し 3 が 6 和 m| の) 更 完 志 講 前 つれ p" 


匿 国 ロ 島 つじ し 泥 花 中 っ 

互 邊 し せ 忠 唄 よ に 革 や 

と Ne か KG 演 穴 天国 けり 揚 の レ 
PP いく: に 4 マコ コナ S3、 で い ) 
計り し ne 宮 448 VS 避 jKG 湯 実 穴 
躍 悪 羽 WS6 生 7 887 疹 G 起 定 臣 寂 
愉 Se 下 8" G 搬 ぐ 芋 選 を 携 慌 


移 " 肛 選 つつ お 判 旬 較 の 宮 疾 つつ Mem" [時 
9 王 当 し OS る 4J408 バン 手 さ べし 紀 
heS2JG 己 想 べ く の へ ロ 記 尽 綴 さ し 
介 マ ツ 昼 常 宗 倒 癌 軌 和 やら S 電 詩 定 6 
生 」 つ 更 宮 旧 境 ト と く で て K つ か" 

民間 に いや の で に に さく で さく) 
選 所 堅 各 祭り 蛍 洋 嗣 人 守る く つ し る 9 寄 
せ 過 旨 完 思潮 守 狗 民家 各 也 や 
ne JAJsp4S 選 46 和 や 衝 / 窒 攻 宮 汽 や ら 
に た に に ペーko い よこ 
る Je My 守 敵 宗 混 守 を 写 
條 KAK^ 國 時 宗 明 寺 0 旬 医 国 
@G 補 の 区 つも ゃ ?「 ロ 看 半 現し せ 誤 
環 衝 \@ り の 守 式 応じ ゃ か? に 比 坪 ル KS 


に 
ロ FE 
テ いい まさ SS まき 
I 仙人 集 に だ 拓 雪 こっ 
キ 半球 信 S に 半 > 補筆 
下 ムー に 所 E ま 湯 き に 所 也 副 工 ヒ ミ 
褒 製 RS < 鈴 岩 いい 
田 き 時 袋 思 訟 を さ 
画 電 
総 に に 1 る 本 
欄 は 所 SR 本 」 
トド: た 証 
G ン ご 和 ー NF) 
K K 訪 皿 8 な 則 A 婦 
FN 下層 き 還 頁 ュ ヒ S F コ 
科 。 人 は ほ 培 国 に 
レ ご | | 団 馬 は まま 時 
て 半 一 > 宮田 色 時 区 書 析 
人 潮 | | 提 因 い 負 で ・ 評 
ン > 放 間 還 較 いけ 人 まさき NE 
5 


シロ 電器 志和 8 会 上 環 東 を 心 染 る 
水 し ロ GS 及 る 9*Qtm」" 貴 瑞 
実 己 衝 私 ミル KN ペー うり 塞 写 
たい に で ここ 
ビル wt か c い マ く たつ バー 
つ ^ 上 嘩 電 を 必殺 2 線 各 下ろ お や し る 
4 

「 か マル 愉 K 潮 混 誠 直列 家 和 を” 宣 
暴 で へ NSJHA 邊 へ Q 可 守 09 記 
弄り か りり)>2R 会 の Pa つつ お 8? 選 
振 や yoJH 宣 G 更 堂 ら の 器 記 郵 * の や 
ぐっ つ Je" ロ 篤 章 ン 半 0G 反 捉 志 守 余 
SNQSS で 人 SOS 委 各 記 款 ※※ 
移る 悪 谷 つ レ ン 穫 人 め る 」 


※ 幅 液 用 の 機能 を 画像 に よっ て 診断 する 検査 岩渕 先生 提供 資料 を 参考 に 作成 


シェ ー グ レン 症候群 "中 年 女性 に 多い 自己 免疫 疾患 の 1 つ で 、 所 膝 や 貴 液 腺 に 


慢性 的 な 炎症 が 生じ 、 ド ライ アイ や ヤ ドライ マウ ス を 引き 起こ す 。 


だ) で さ : 
に 


ロ 穫 格 避 個 格 記 品 け 総括 Ne 
素 沙 し ′ G 吾 玉 じ DS っ ? 
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に し 癌 軸 や や レス っ erJ 到 公 っ で 
箇 放 維 條 応 話 衣 つ し っ @)J り 
JpSesriN で で に 庶 RRR( 
層 ^ 折 篤 | 狼 ・ 窒 束 衝 環 百 際 
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恨 案 品 ロ 爺 掲 つ ′ 昭 肛 つや 相 
誕 曳 屋 ・ 昭 必 ロ 護 恨 昭 周 避 具 に 
つじ っ erJG 語 師 骨 で の を ト 
ャ トル で KG 維人 ロ 表 二 つ レ ン で 
1Q 尺 経 直 公 地 っ ? 


http://drymouth-society.jp/ 


15 


5 0 人 k み ら の か か りゃ すい 「 病 気 」 


甲状腺 の 病気 の うち 中 高 年 女性 に 圧倒 的 に 多い の が 
不定 菊 訴 が 発現 する 甲状腺 ホル モン の 分 泌 異 常 


Doctor Profile 
副 院長 甲状腺 セン ター 長 
福 成 信博 

ふく な り ・ の ぶ ひ ろ 

1984 年 、 昭和 大 学 医学 部 卒業 。 
88 年 、 同 大 学 大 学院 医学 研 
究 科 外科 系 外科 学修 了 後 、 同 
大 学 医学 部 外科 学 教室 入局 。 
JR 東京 総合 病院 、 米 国 留学 
伊藤 病院 な ど を 経て 、2003 
年 より 昭和 大 学 横浜 市 北部 病 
院 に 勤務 、14 年 より 副 院 長 、 
19 年 より 甲状腺 セン ター 長 。 
日 本 内 分 泌 学会 代 議 員 、 日 本 
甲状腺 外科 学会 理事 、 日 本 超 
音波 医学 会 理事 な どの 要職 も 
多数 務め る 。 こ れ ま で に 手 が 
けた 甲状腺 手術 は 5000 件 余 
り 、 甲 状 腺 ラジ オ 波 治療 も 500 
件 を 超え 、 こ の 分 野 の オピニ 
オン リー ダー の 一 人 で ある 。 


昭和 大 学 
横浜 市 北部 病院 


神奈 川 県 横浜 市 

都筑 区 茅ケ崎 中 央 35-1 
会 045(949)7000( 代 表 ) 
http://Www. 
showa-u.ac.jp/SUHY/ 
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血液 中 の 甲状腺 ホル モン が 
甲状腺 刺激 ホル モン (TSH) が 分 泌 さ れ 
甲状腺 で 甲状腺 ホル モン が つく られ る 。 

甲状腺 機能 低下 症 ( 


甲状腺 ホル モン の 分 泌 を 調節 する 働き 
甲状腺 ホル モン の 量 は 常に 一 定 に 保 た れ て いる 。 
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- 仙 医 療 機器 メー カー と 共同 で 甲状腺 専用 の 趣 音波 機 


チー ム 一 丸 と な り 最 先端 の 甲状腺 治療 を 
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甲状腺 が ん で 経過 観察 に な っ た が 、 
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装 
非 
貴 
S) 
喜 
Em 
甘 
じ レ 
いふ 
較 
と 
臣 
に 3 


不定 革 訴 に 悩ま され て いる 
首 に し こり が ある 、 
甲状腺 の 病気 で 手術 が 必要 と 
いわ れ 


指摘 され た 


起 妃 名寄 物 隊 つや ホーK シ ゃ " 否 
球 選 SM) 回 任 可 を こく や と 所 公 
の ー で 時 " 正 突 器 舞 圭 倒 ら ー ト 思 る 


心 家 窒 りか"「 可 手 作 を く や 和 を 心 基 で 
湯 察 著 団 楽 求 記 球 基 察 江 倒 つ レ 
や 伝 。ー 和 形 @ 器 把 め くせ 由 志 会 
刻 S6 本 7 AMG 寒く で へ 人 K ふ 
りつ 節 ツ "本 康 G 時 突 詞 倒さ パ 
性 章 革 姜 つ 2 と や MG や 思 / 臣 や 
^A ふ ペー も 器 組 時 半 己 生き HG 国屋 人 
所 つ 生 " 

1 慌 " 引 家 躍 舞 益 G 究 お 革 中 
笠 (倒さ ) ぐ 二 RG 避 和 公 思 た の 応 レ 
aO 和 8 旨 つ つり 衝 Sh の 会 <J 
る Q し 移 逢 由 赴 ne お し 4864S SH6 
る 間 に だ に SN て くい ウン 
2 屋台 補 東 半 江 応 門 還 ぐつ 会 
長 民 吉 志 代 つ 6 生 " つ し "人 ぐ 膨 押 
0 る し じ ぐ の ロ 吉 つが 生 " [性 寂 
交 屋 味 氏 畠 愉 公則 り 。 入選 悪 生 シン 
EESEEECOGE SI 
いさ に また GAm に に さ に いた へ 
遇 協 G へ K ふ >p ぐ Sd" 正 守 器 ぐ 
ン 舞 王 和 mx@4 り 半周 探 喝 決 所 S 
こと こ いと りく Y SYS さそ こす 
て 公 人 St ペコ 性 直久 脳 税 つ せ 人 
忌 下 出 人 SA り 委 個 陣 が SG し ゃ ド 

WS 避 束 ” 世 ぶ 吾 各 G 縮 結 歳 中 寂 
6 江 濁 公 宮 マン 時 全 G 湯 老 下 を 員 型 回 
倫 し 扱 但し ne の る る 6m"「 箱 や へ 
ペー6 忘 座 せ ^ 財 赴 6 嗣 寂 明 つつ 
し 王 守 中 N 表 有 湯 察 、 守 人 SMO の 
も ゃ "? 癖 ※ し せ 字 詳 つじ る re 湯 導 表 し 


本 矢上 も せ ど 当 天 握 薩 レ 
で や 憶 昌 つ し る:G 革 釘 や へ ネー 
ち ちゃ 


殺 守正 下 境 映 桂 革 や ロ 
甘 守 豆 INA 民 畠 油 区 称 飲 間 


時 突 詞 公表 党 混 楽 の 下 四 炊 避 さ 
ぐし 旨 計 的 刺 癌 つり 選 知 層 圧 や 
湯 寮 静 し "NR 選 応寺 の 放 生 叶 
6 品 攻 し 店 誰 倒さ く 混 楽 拉 G | 
0 つつ し 赤 堂 器 軍 室 掴 到 応 。 洪 て 物 
応 つ し る が 和 m"「 記 堂 G 球 0 
吉 し 型 諾 史 | 店 層 懇 つが 6 屋 光正 
守 記 し 必定 ぐ 古 紅 人 0 深 鞭 倒 王 
る 0 ぐ 弄 器 電 の 和 い 財 %0 上 表 等 公 
杉 人 SQS が 6m 

MS し の ゅ ら ご 冥 応 謙 Qn 府 部 軍 
篤 YSYG 下 や へ ふ ー し 明生 会 公 9 小 
寂 革 雇 叶 の 屋 ン 8 くり 8 三才 着 
息 し 湯 府下 岩 し ゃ " 湯 楽 @ 扱 水 の Ke 
町家 墜 形 舞 款 Se 講 軒 突 泉 
明 " 回 で 叶 民 全く ( 丘 宗 記 生 さく ) し や" 
「 刀 形 し せ 冒 起 村 0 の 一 さま 富 
前 @ 正 法 誤 務 店 計 の 扱 電 つや" 
選 へ K ふ 回 て 叶 悦 倒さ 避 家 つじ し せ 選 
束 回 祭 問 熟 人 束 し る nooSG” 把 叶 
把 を は ご w 革 人 S る 補 4m8 丁 寮 選 天 
py@ り Jo の 話 季 人 め 豆 し じ る 8 か で 7 
中 公 本 護 湯 守 @ 坊 坦 祭 吾 ぐ 10 の 間 ve 
し る 


較 隊 
回 を | 普 ト 
習 史 委 ュ 
に 4 し | 倫 ド 
| 生 
まま 了 は 
E 料 四 四 滞 | 時 RF 
癌 日間 際 | 
NR 7 ッ a| ま 計 |25C 
に ら ロ さ 臣 きき の 
に 3 8 を まお 上 を - 和 | 
生計 EE 
筐 99 9% |@ |@ 
ド 
F 培 
1 | 委 、 本 3 
: | に I| < 
呈 < 


つり 宰 衣 ぐ 混 穴 居所 吊 時 し Oxe 
共 混 現 科 つじ る nA 公 ぐ WW 台 鶴 時 
半 せ 下品 楽天 で 窒 密 称 折 昼 に る 2” 王 
宮 S 引 つ 4 生 る 表 写 め 全 O り うり 和 
岬 塞 つじ る em 「 ら らら の 直 ポ G 
幅 寺 に る 2" 吾 折 めく G に OS 
いさ 公 一 寺 yo る ぐ 穴 誠 ぐ 反 天 シ ちゃ" 
まこ 1 
ph の)9 総 侍 回 志 り 選 全 の 
皿 緊 表 率 ぬ K 記 つつ お 突 記 名 楽 
腔 べし る oem ド 
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http://www.japanthyroid.jp/ 
public/index.html 
http://jaes.umin.jp/ 
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更年期 に な る と 女性 ホル モン の バラ ンス が 崩れ 、 
自律 神経 が 乱れ て 動 惨 を 訴え る 女性 が 多く な る 


白 [ 天 が 答え ます 


副島 京子 * 


Doctor Profile 


循環 器 内 科 教授 

診療 科 長 ・ 不 加 脈 セン ター 長 
副島 京子 

そえ じ ま ・ き ょ うこ 

1989 年 、 慶 應 義塾 大 学 医学 
部 卒業 。 同 大 学 医学 部 研修 医 、 
助手 な ど を 経て 、98 年 米国 ハ 
ー バ ー ド 大 学 医学 部 Brighamand 
Women's Hospital に て フェ ロー シ 
ッ プ を 行う 。 修 了 後 、 同 大 学 
医学 部 循環 器 科 講師 、 助 教授 
を 経て 2004 年 に 帰国 。 08 年 、 
再び 渡米 し マイ アミ 大 学 循環 
器 科 准 教授 に 就任 。11 年 、 
杏林 大 学 医学 部 付属 病院 循環 
器 内 科 准 教授 に 就任 し 、 米 国 
で の 経験 を も と に 不整脈 セン 
ター の 開設 に 携わる 。15 年 よ 
り 循環 器 内 科 教 授 。 心 室 頻 拍 
の カテ ー テ ル ア ブ レー ショ ン 
治療 の 名 手 と し て 知ら れ 、 研 
究 分 野 で も わが 国 の 不整脈 治 
療 を 牽引 する 。 


杏林 大 学 
医学 部 付属 病院 


東京 都 三鷹 市 新川 6-20-2 
傘 0422(47)5511 (代表) 
https://WWW. 
kyorin-u.ac.jp/hospital/ 


写真 提供 吉林 大 学 医学 部 付属 病院 
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5 0 人 k か > の か か りゃ すい 「 病 気 


女性 ホル モン の バラ ンス の 変化 に 影響 を 受け 、 
更年期 以降 は 手 の 疾患 に か か る リス ク が 高まる 


平田 仁 


Doctor Profile 
手 の 外科 学 教授 

平田 仁和 
ひら た ・ ひ と し 

1982 年 、 三重 大 学 医学 部 卒業 。 
同 大 学 医学 部 附属 病院 助手 、 
講師 を 経て 、2003 年 より 同 大 
学 医学 部 整形 外科 助教 授 。05 
年 10 月 より 名 古屋 大 学 大 学院 
医学 系 研究 科 機能 構築 医学 再 
攻 運 動 ・ 形 態 外科 学 講座 手 の 
外科 学 教授 。 日 本 手 外科 学会 
副 理事 長 、 日 本 マイ クロ サー 
ジャ リー 学会 理事 、 日 本 末 村 
神経 学会 理事 、NPO 法 人 ハン 
ド フ ロン ティ ア 理 事 長 を 務め 、 
手 の 外科 の 普及 啓発 と 診療 向 
上 に 精力 的 に 取り 組む 。 


名 古屋 大 学 
医学 部 附属 病院 


愛知 県 名 古屋 市 昭和 区 
鶴舞 町 65 

傘 052(741)2111( 代 表 ) 
https://WwWw. 
med.nagoya- 
u.ac.jp/hospital/ 
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浪 下 弄 室 会 @ 必 村人 忌 op7 hG 埋 さ を つや 坦 G 下 嘱 国 A9O し 4 叶 ポ 由 融 
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3 に w の 
に | gr 1 
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腫れ が 出 て きた 
手 に けが を し 


neAJNvNeQS し 8 で 四 軒 家 革 褒 坦 GS 
宮 如 宮 隙 国 JO し る 6 生 」) 匹 武 問 
取 G 肝 田 出羽 半 革 窒 室 つ や " 

1 も"「 湯 失 つ し 0 民 7 貼 
ぐつ も 人 生 ン で や 導 る | つる 心 で っ の 
K 窟 36 生 " 直志 沙 避 の 悪 誠 G 胃 穴 
左下 凡々 くつ し W 宮 電 人 で 衝 刷 総 
Lo いこ YS くに S 二 て 
押 浴 科 必 舞 を 男 S り で 8 で) 
堀 窒 扱 つ 「 り せ 守 幼 球 水 し 折 取 
し もせ 8 る 2」 の 総 細 め MO り AJ っ の る 3) 
る 3965 本" りか づつ お ホーK ロ 0 る し 時 
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手術 ・ リ ハビ ピリ 
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S 
リリ 
トカ 
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本 
1J 
= つう 
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4Q 
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あっ て 気 に な る 


了 や 会 羽 革 漂 ぐ 明 邊 6AG っ の G 篤 装着 
守る 6 本" [丈人 球 緒 人 S 応 8 
1 に 
や 常時 壮 長 納 媛 地 せ 財 窪 を つく も 
パン 8 選 6 生 」7 

攻 式 栄 せ 組 主 源 に 選 豆 宮中 赴 史 考 注 
つつ りら 性 年 赴 滅 ゼー っ らら 
豆 9 記 0 上尾 眉 己 ぐ 部 宏史 旨 t6m 
倒 。 李 宮 己 環 尺 混 楽 史 CN38 由 直上 
箇 QS るり 4Js20 る 下総 
つの 軍 で を 時 S 愉 抽 公国 選 宙 Ja 
避 送 嗣 や 第 湯 楽 吉宏 人 S* の "つく さ 
ャ 水 し ちり ヘー ロー さや h0 の や 矢 忌避 し 
へ 】 
ろ ュ JTS 志門 利 銘 己 蛋 谷 つじ 
ンマ る 」 財田 羽 計 や 生 多 6 本 " 


中 G ち 公 革 忠 屋 @ 注 英和 計 や " 
貴 率 旋 恒 g 配 園 也 腸 め 曳 玉 Ke 


尺 ※ し せ ^ 斑 壮 史 光 坦 守 人 や ちと 
に さく た IS さだ 
表 品 つじ 2 が 6 生 "「WhG 呈 江守 忠 人 ぐ 
湯 楽 室 庁 や し "中 己 認 和 pe 純 記 泉 編 
湯 寄 局 赴 会 宮 うず 湯 楽 ロコ n9 選 束 環 

(國民 詞 愛 才 ) 令 窟 6 生計 田 求 半 
演 竹 括 思 つが" 

詐 箇 王寺 yeK 醤 G 誤 共 較 全 
宮 Q レ る aot 生 "性 泊 知 宮 守り 廊 
や 所 り 因 60 レレ WTS 庫 0 篤 玲 ン 
Sd 本 倒 り Gt で SS 守 宮 OS 


高度 な 治療 技術 と リハ ビリ を 組み 合わ せる 


@ 琴 役 鑑 下手 術 で 手指 を 再建 人 企業 と 共同 開発 し た 


テス 


ト 機器 伯 し びれ の 感覚 


ト の 後 、 程 度 に 合わ せ 日 常 生活 の 指導 を 手首 の 骨 


折 治 療 


むく み を 取る 治療 サポ ー 


よる 後遺 症 を 防ぐ た め に 装具 を 活用 する 


写真 提供 "名 古屋 大 学 医学 部 附属 馬 院 
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り で レン 仙人” 計 財 記し 吐 や 9 
AU 弄り る し っ の 7 つる 忌 を 澤 避 ^ 
缶 二 40 し 避 生 本人 の 避 后 to 
WM 倒 志 人 叶う 世 翌 震 p ぐ Set 
利 記 G い へ て さ ( 問 座 ) 称 東 持 和 *@ 
篤 装 軸 慌 補 G 尿 針 可 K9 つ くい レ の る 
る し もつ きぐ 療 選 生 生じ る Ne 
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候 
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損なわ な いよ う 整 復 固定 し 、 早期 リハ ビリ で 正常 な 機能 に 戻す 。 


手首 の 粉砕 久 折 は 整復 が 難し く 、 変形 し や すい 。 手 の 機能 を 
切断 され た 血管 、 神 経 、 妥 を マイ クロ サー ジャ リー 


手術 で 神経 の 圧迫 を 取り 除く こと に より し びれ や 痛み を 和らげ る 。 
(顕微 鏡 下 で の 手術 ) の 技術 を 使っ て 接合 する 。 

ほか の 部 位 の 乳 や 筋肉 を 移植 し て 再度 動く よう に する 。 

けが や 腫瘍 の 切除 に よっ て 欠損 し た 骨 や 皮膚 

ほか の 部 位 の 組織 を 移植 し て 修復 する 。 

先天 的 な 手指 の 異常 を 持っ て 生ま れ た 子ども に 対し 、 

再建 や 修復 な どの 治療 を 行う 。 


麻痺 し て 動か な く な っ た 指 や 手首 に 


切断 され た 指 な どの 再 接合 
欠損 し た 骨 や 皮膚 の 修復 


けが や 疾患 の 種類 
失わ れ た 運動 機能 の 再建 


手 外 科 専 門 医 が 対応 する けが や 疾患 


ゴロ 7 最前 家 で 撤 避 8 ち eWEG 同 
如 塵 せ 定 る GP ヤ " 皿 味 式 民 "WhG 
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果 G 味 軽 KO る で 本 人 る 中 球 大 
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日 本 手 外 利 学会 HP を 参考 に 作成 


WG 玉 せ ” 宮 G 攻 器 居 社 eo 
押 Sn 臣 人 <Q 貴 環 G ボ ボ が し レゴ 
4 こい STSSOLtcut0 
性 Go 避 向 の っ で で to 由 緊 押 
坦 誌 。 移 幸 義 握 仁 本 舟 
宗 や せつ の 代 や 60 選 信 中 を 晶 G 
斑 鶴 表 選 Ne7 J で nG 総 才 
ロ 幸 吹 セ GS 中京 恋 札 
っ Je 線 証 賠 身 簡 示 誠 則 
ド ′ 0 手 @@ 節 史 綱 率 族 婁 
草 Se? MG 友 証 球 層 せ 上 必 
由 氷 許 特 色 度 相生 e 幅 氷 誠 二 
ER に 5 の こく < の や 
コバ て 6 閣 入 WM で 記 粒 志 
寺 り りや 唱 況 控 ロ 守 JVC こり 
を トロ や 礎 ご 望 ぐ し っ ie? 


http://Wwww.jssh.or.jp/ippan/ 
senmon/senmoni-meibo.html 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 


生活 の 質 を 低下 させ る こと も ある 悩ま し い 便秘 。 
下剤 多用 の 治療 法 か ら 脱 け 出 し “治せ る ” 時 代 に 


Doctor Proftile 
内 視 鏡 部 長 

水上 健生 

みず か み ・ た けし 

1990 年 、 慶 應 義塾 大 学 医学 
部 卒業 。2000 年 医学 博士 。 
横浜 市 立 市 民 病 院内 視 鏡 セン 
ター 長 な ど を 経て 1 1 年 より 現 
職 。 慶應 義塾 大 学 医学 部 消化 
器 内 科 非常 勤 講師 、 ハ イデ ル ベ 
ルク 大 学 Salem Medical Center 
客員 教授 も 務め る 。 専門 は 大 
腸 内 視 鏡 検査 ・ 治 療 、 過 敏 性 
腸 症候 群 ・ 便 秘 の 診断 ・ 治 療 。 
成人 だ け で な く 小 児 の 便秘 診 
療 に も 力 を 入れ て いる 。「 慢 性 
便秘 症 診 療 ガ イド ライ ン 』 作 
成 委員 と し て も 活躍 。 著書 に 
「 慢 性 便秘 症 を 治す 本 (法研 ) 
が ある 。 


国立 病院 機構 
久里 浜 医療 セン ター 


神奈 川 県 横須賀 市 
野比 5-3-1 

谷 046(848) 1550 (代表) 
https://kurihama. 
hosD.go.jDp 
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操 問 gaE EeE EWES 回 を: GS 高 1S SG 
総 本 必 破 皿 S 直 人材 島 公議 め 折 まま た また さ K 細 お K ュ = 陳 
6 回 3 63 3#SSSE 回 まき KS | た 
井 語 人 お おお 名和 町 』 3 肖 S じ を S 泡 | ミニ へ 8 N つ 人 葵 
き 韻 $ すす 攻 ギ 放 時 や ポ |E IN 人 じ て 言 河 
に 1 ロ 各 鶴 ロ 紀 り させ = 時 着 っ 回 ドコ ? 
0 8WBgWgEss 軸 EE ま 記 思 尋 き BS と 環 臣 KK 凍 が 7 
ISPsWessts 開き SW | * き *Ssls 内 に 
人 も 者 日 
回 | 日 日 画 疾 識 ! 還 | 回 | 


6 伯 MKG 志 発 の つじ 団 線 Xn 
り aJso4Sy@ ぐも 但 柱 会 類 陣 じ ゃ " 


誤 
辻 
ぐ 
へ 
出 
ーー 
玉 
粒 
ポ 


運動 不足 ・ ス トレ ス 


糖尿 病 ・ 神 経 の 病気 
楽 剤 の 副作用 


下剤 の 長期 使用 
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R ャ と IN て へ 公 鶴 で ビレ 
判 囚 肝 装 G 了 深 泥 熊 愉 克 門 ロ 


甘 半 架 鹿 宮 婁 く 団 水 央 許 や へ ネー し お 
淀 時 政 加 し 名 明 筑 中 ぐ ゴ 遇 
玉 講 会 時 回 ” 時 窓 款 水 w に CN レ 8 
剤 団地 玩 全 必 襲 坦 粗 G 必 田村 束 宮 親 
つべ し 20 べく や お 会 湯 で し る や" 

り 選 9 に 広い 9 衰 習 學 吉 
察 令 刊 坦 尺 時 窟 革 " 湯 選 ロ ン る 可 
居 S10W 守 Pao6 つ り | つ 令 つ 県 
時 WS 混 守 地 人 室 KD ン 根 選 畠 信 レ 
SI) 
n GO コト 時 己 束 避 「 肢 粒 束 窓 
堀 総 察 選 で マ を 必 で へ 】( 呈 将 沖 時 上 
穫 6 事 弄 応 似 4K 悪 粗 時 窟 ぐ 総 細 ・ 混 


出 に くい 、 残 便 感 が ある 、 
な い ( 過 3 回 未満) 
悩ま され て 、 


1 


生活 の 質 (QOL) が 低下 し て いる 


ね 
和 
レ 
に 1 
葉 
が 
じ 
ン 
S 
玉 
下 
に 


ゆ 
っ ie 
し 飼っ 
ド れ が 
> や 止 ツ 要 
まく よさ 
交信 咽 
大 正 蜂 
ヒヒ 小 


便 が 硬い 
便 回 数 が 
便秘 


宗 諾 包 曜 ) 会 下 に 衝 宗 内 りゃ " 
り G 総 寒 で を Ne G 症 裳 WWK 活 
合間 時 講 「 渦 楽 環 ぶ 倒し 池 過 り 
も 凸 攻 ちの 4 の を て 密 御 室 時 
間 い 2 や 判 医 肘 ぐ 湯 貯 倒 に 0 4 
6 つる お 」 の 衣 寺 つれ 6 生 " 

時 塗 ぐ 朝 演 の 「 竹 栄 療 甘 所 や 
%0 寺 時 め 十 号 男 公 ① 素 琴 選 某所 じ WS 
る 守 喧 の 潤 迷っ の 壁 持 る AU 
選 八 弄 め 記し 鞍 也 回 交 咽 さっ の 
甘 思 ロ 心 加 め を 鉛 束 突堤 宗 
で の 公 癌 時代 M4 の BS つや? 
「 り で し 天窓 G 玲 箇 め 知足 の 聞 つ 
谷 じ 0 お ら 伝 バ 思 品 操 る 時 波 、) 
2 心 幼 葉 や や "ao で 涯 当所 じ ” 介 
完全 全品 Me に 補 留 案 完 お で 87 


排便 習慣 化 の 訓練 


認知 療法 
肛門 科 治療 


連 呈 鞍 加 つき ン レ ゃ る 2 で も ゃ Ps" 
押 騰 欠 室 凌 還 YS お りり 加 当 人 
司 を か る 震 幼 の 眉 国 記 季 雪 人 じ 到 肛 
NO りつ 室戸 娠 只 ” 必 国 計 球 窟 の 
昌 所 ち net の BS つる 5 


央 悪し 終 幅 国 飲 池 寺 人 S7 
表 孔 KJ の 伝 所 呈 GR 和 キキ 


昧 礼 り を も る 人 紅 必 〇 Kー さ 
くし K 構 全く さ つじ 思 回 競 篤 堪 Ko 
童 外 J7 @ 鹿 ぐ 潮 公 避 四 し 加登 ら 0 名 
会 を も る 間 寂 倒 区 7 の つる 
半 貝 選 長 4Q” 垣 窟 を 選 記 撃 翌 G 写 野人 
加 宏 ぐ 臣 国 J ぷ で 論 聞 別宮 束 赴 を 貴 
細 演 中 ” 甘 皇 細 好 選 応 避 天 り つじ 
る neS や しゃ ( 装 く マー 公 図 )? 

世 二 時計 8 坪 注 回国 和 め 桂 くい 
人 S 旧 写 谷 回 人 で 総 藤 決 天 和 さ ヘー 
で 介さ く Km 
拓 坦 守り 構 @ 突 迫 せ | 癌 つづ 侍 ろり) 公 
選 る ぐし 忠 尽 ロバ 構 起 Ps の ox で 、 
りり 99 半 吾 ロ つ レ 2 征 | 選 雪 球 壮 " 
に の 3 いさ らい eu 
壮絶 軍 じ Ox@) ろ る 6m" 

加 窟 ぐ 湯 楽 せ 講 喝 皿 軌 ぐ 普 池 ざ 糸 型 
寄 表 や” 忌 忌 ロ 責 択 必 玉 KeS 混 楽 ぐ 
潤し Se 計 更 年 密 @ 党 列 ち ゃ "WS 
完全 革 二 時 寺 せ 0650h6S や さい 
ト G 館 港 己 腕 二 べし 介 っ GS 財 送 
S 1 0 の つい 隊長 楽楽 応 詳 KS レタ 


セル フケ ア に 取り 組め る よう 生活 指導 に も 注力 


⑯ 腸 に 語っ て も ら う " こと を 重視 し 、 画 像 か ら 体質 と 原因 


を 突き 止め る 夫 独 自 に 考案 し た お な か の マッ サー ジ を 指導 直 


に まとめ 、 患 者 の 理解 を 助け る 


大 腸 内 視 鏡 検査 で 腸管 運動 の 観察 や 腸管 形態 の 評価 を 行う @ 


状況 、 原 因 、 対策 を 簡潔 


g 
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6" 「 丸 Je38 ⑨G お る SS で 岩 団 
窟 @ べ 8 バ Kー さ K 公 会 会 * ら 玉村 
全 る で くつ し 加 品 田 世 つ ^ 挟 ン 
し っ の 4 マン Sne 導 引 Se 、 の 3 中 お 
べく SR 人 色 計る じゃ"? 早 口 甘 思 シ 0 
人 る り の 委 Kー さ KS し る べし 
演 り ぐり 3J9 講 区 mh0 和 ね お し 畑 守 会 加 
党 つ Nm 

8 @G 栗 澤 史 填 心 肛 礼 別宮 
篤 束 束 呈 ”「 民 の 選 臣 (人 8 玩 会 
し 加 祥 昧 赴 ロ で の し る 6) を 近 
F 論 ( 呈 則 世 4 還る 間 映り ポ 守 倒 深 
や や 別 さ し る x0) ぐ ズ 色 ポ ンー ポ 団 下 宗 
舞 環 WIC へ SGP レッ 代 計 会合 
守 避 押入 お つべ SQS 巨 翌 
詩 倒 下ろ し じゃ" 講和 生 問 束 起 法人 SG 宮 
加味 ご 室 早 ソー ポ 構 の 澤 ン 庫 ン 
礼 凡 室 YSNeS も つ 和 8 つつ 移 澤 玲 0 壮 る 
8 生 | の 雪 時 判 革 窒 密 つ れつ 人 名 
つり ぐふ て hG べ 況 時 如 ICT) 
加 僚 時 ご ルン SO し じ 甘 思 組 ぐ 3%W 計 ^ 
鉛 時 久 ぐ 緊 望 パ 届 に つ / 還 2 思 we 
り aJs の SM て Sn0 いも ゃ "「 代 生 
人 S つ し Sn0G84Q 寺 公園 宮 全 
SheN 人 AO 本 基 鷺 松 1 ちゃ " 叉 宙 つ 7 
本 に 葵 の G 旭 認 ぐ 時 記 し 束 束 倒 る 
8 マン NAK を マニー へ KS 
悪 農 定 KW ン 宮 ぐ 生 釧 褒 和 区 垣 守 
器 ぐ か ルー 公 巣 十 束 じゃ ドド 

4Q 束 編 め 稚 8AJ0 某 時 電 


構 つ レ つ *e で caJ^ 束 劉 会 弄り ぐさ ン S 
ne 甘 皇 明生 fe 本 有り G 容 7 

突 志 ので へ 己 に ン 訪 守 Q 古 
や さい よ ト 選 洛 倒 に RY 4 
班 構 6 も 思 公 炒り 3*eG ロ 悪 敵 避 巡 で 
塞 0 公 脱 ツレ 団 倒 王 和 や る 苗 醤 直史 
注 和 か ぐせ 四 写 証 も” 束 甘 所 圭 GhHAー 
ロー さ 選 称 回 届い 6 湯 楽 倒 に で で 
"[ 湯 寄 公 困 六 ぐせ に 宮 ぐ 時 る 
0 中 下 倒 辻 交 つつ 軍人 補 ン S ひ や 栄 
問 ぐ 書 渦 刀 思 寂 じ ゃ " 時 妃 和 りく NAK 
St る 匂 震 選 つ 倒 下 OO^ 究 肖 詩 に 束 
G 吐 末 志 束 さ ー の 回 己 mNQ) 回 感 り 誠 
時 会 会 * り 2Joo4SSd 生 倒 廿 R と 鞍 
時 し enet の はら 6 生 」" 


替 探 避 曽 つ 」J) け ご 
長 薬 幸 に 写 G 二 っ 愉 公 僅 人 で te 


1 所" 窯 昧 宗 示 の mo ら ーQ 時 時 ぐ 
近 水 公 細 夫 つ お ね りり も K 避 て 押 人 選 6 
つづ つや"「 総 案 で とか で へ も 加 
党 べ 人 と つ し つ を か ン x 上 次 田 弓 
ヒ 宮 ( 宜 ル KA ふさ) 擬 朋 下さ 
へ ヘリ ロー ミ ) 比 二 也 肢 翌 招 絡 穴 ( ミ 
Sm ロ Kー へ へ ホ ふ ロト と) 公 員 の 
衣 量 握る 導 熟 塵 し SHAK 
ペー テマ US つる 8| の 芝 雪 昧 計 
窒 守 つれ m" ロバ 忌 糸 時 宗 羽 
た ぐ 究 3" 隔 敵 田 計 に 寂 を ゴ 錠 奏 翌 
携 才 株 令 | 員 宗 張り 忌 ” 玩 窓 穴 ぐ 


革 っ 
に 
8 
3 EE 
ー さ 
(】 
国 
肌 
畠 記 
@ 肛 日 
に 当 こ 加 ト - 
責 記 
1 8 二 に | 
悪 
紳 天 し 
立 6 
| - 帳 
論 M 1 
に 1 に 状 
1 へ 
K 時 
に ジジ 
K 思 
二 


判 競 9 人 銘じ や で 究 泥 記 に 束 (や ヘ ホ " 
表地 本 公 き 完 0) せ 移 肛 坦 り 
し 引 据 喧 塵 甘い *e の っ ) 篤 半 部 で ビレ 
る 6 和 セ ? 

[加給 対 坦 G 急 人 客 つ ン 選 に 衝 和 0 
栄 憶 し や " 足 十 叶い 汰 6 人 0 レズ 
っ の ツン 束 引 も せる くら ポン レ しゃ で * 
に NNSDS KTI ト 公 福 ろう ぐ 須 下 の 
See? 度 還 計時 窟 革 泊 や *o 並 せ 
で ぐし 団 窓 款 肖 し 振 庄 或 ぐ 束 窓 
旬 宗 志 品 " 天 堀 如 凸 事 称 宮 全 臣 つ レ 
ン 字 る 」 宮寺 羽 午 革 細 つじ る が 6" 


を 参考 に 作成 


団 斉 素 也 りき で 


対 財 起 @ 岩 多 忌 さぶ 商 弄 
つ "′ 幸 水 Gt や 〇 ロビ 本 ロ 枯 の 
ン じ ゃ 抽 や ye 普 補 けさ 0 レ W? 
J 心 つ 尋 軍 匠 p 給 ご” 総 橋 計 
SE 
吾 案 只 末 W じ っ no WhJ し 7 
員 粗 肛 宮 個 維 選 ド ャ ント ャ ハ ] 
ロ 吉 ① 左 抽 本 に で で し っ 
e” 由紀 光 械 除 展 選 he セ て 
心 NumOG | 加 世 下 や ャ ー 


「 共 信人 る G き きつ ooE] に 
量 誠 個 じい っ じ 皿 縮 SON6 組 
導 M3 医 吾 応 G 要 絡 SH 話 つじ 
で 臣 エ ロミ トド 周 固 「 過 位 
避 認 税 棚 し 0 が | 公 心 線 揚 
全球 ロ 衣 線 し oto? 


https://www.onakanohanashi. 
com/patient/ 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 」 


中 高 年 女性 の 3 人 に 1 人 は 尿 失 禁 に 悩ま され て いる / 
寿命 が 延び る 中 、 女 性 泌尿 器 疾患 を 患う 期間 も 長期 化 


Doctor Proftile 
順天堂 大 学 医学 部 泌尿 器 科学 
且 教 高 澤 直 子 和 生 

た か ざわ ・ な お こ 

2004 年 、 順 天堂 大 学 医学 部 
卒業 。2 年 間 の 初期 臨床 研修 
の 後 、06 年 、 同 大 学 泌尿 器 
外科 学 講座 入局 。17 年 、 同 
大 学 大 学院 修了 。 学 生 時 代 は 
産婦 人 科 医 を 目指 し て いた が 
多く の 女性 が 泌尿 器 疾患 で 悩 
ん で いる の に 、 女 性 泌尿 器 科 
医師 が 当時 少な か っ た こと か 
ら 必要 性 を 感じ 泌尿 器 科 を 専 
攻 。14 年 に は 米国 フロ リ ダ 州 ・ 
クリ ー ブ ラ ンド クリ ニッ ク フ ロ リ 
ダ ウロ ガイ ネコ ロジ ー に て 研 
修 。 女性 泌尿 器 外来 の 担当 
と し て 原 失禁 や 骨盤 臓器 脱 を 
中 心 に 診療 に 従事 日 本 泌尿 
器 科学 会 認定 専門 医 ・ 指 導 医 。 


順天堂 東京 江東 
高齢 者 医療 セン ター 
東京 都 江東 区 新砂 3-3-20 
谷 03(5632)3111( 代 表 ) 
https://www.juntendo. 
ac.jp/hospital_gmc/ 
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再 否 幼生 og リル 
咲 公 喉 で で で 明 公 <Q 拭 暴 会 二 し つ 心 


民 求 赤 の 8 mQG 昭 の 6 
傾 如 ン 隊 室 麻 で k 守 演 ぐ り 3) 選 
2 26 届 " 較 求 格 せ 豆 田 起 
評 漠 料 ′ 牝 己 料 撃 理 詩 ぐ 0 
ンマ さい 避 届 革 W 選 。 明 2oN 2 ぐ 
叶 「 昧 田 坦 層 求 克 」 し" 4 笠 G 
架 斗 問 AWT 人 S か 6" 個 る 球 和 
地 民 de シン つき 避 を 銘 和 や 
9607 88 会 色 r く Ge 窒 症 
つ AJ0 唱 瑞 倒 麻 \eJ るい 


骨盤 内 臓器 と 骨 盤 底 筋 の 位置 
| 詳 | | 巣 | | 子宮 


和 を を 
器 
個 6 
かい 
F 的 
記 | S ょ 
呈 | 朋 に 
握 
NE 
較 
ee 加 
3 き 
き 生 志和 6 
握 計 尼 記せ 
折 放 呈 SG 
定 中 中 科 虹 


丸 環 寄 室 束 ぐ 生 | 民 球 
EE や いた ロー に だ ミー て 3 
し る ie 沙 己 ′ 個 塞 " 由 箇 ぷ 30 で 
薄 暴 室 に 案 じじ 頸 全 べ 款 せ 
玉 x@ 守 器 G り る る 6 生 " 
ルー 
人 S 定 昔 抵 里 め 慌 QG 琶 吊 所 妃 
と 室生 組 会 宮寺 つや で 刻 ン 
PE 9F ド 3 に 0 が: リ 3 
仙人 多 「 悪 謀 所 撃 翌 肖 地 」 


引き 上 げ る よう な 
イメ ー ジ で 。 


中 時 SS 惣 層 聴 変り 家 弄 yo 
ポ 半 半生 GS ざ ご ご 表層 ( 装 現 
舞 滞 コン 選 に め 和 や y9 拓 居 ) 避 
選 舞 いや ぐ S ビ る 6 

りり SQG 栄 吾 せ 宇 胡 革 会 
宮 べ Po6 生 染 。 長島 ぐ 活 会 
つの 定 山 所 涙 を 旦 年" 正 り 到 叶 
伝 全会 *9 直 選 ・ 皇 紅 ” 聖 直ぐ 時 
に 旨く た さこ うい で や YF く )】 
で 6 生 " 


サイ クル で 、1 日 10 回 (10 分間) 行う 。 


深呼吸 し て リラ ックス する 。 
(⑧② 息 を 吐き な が ら 崩 盤 底 筋 を 締め 、5 秒 ほ ど キ ー プ 。 


① 仰 向け に 寝 て 、 足 を 肩幅 に 開き 、 両 膝 を 立て る 。 
③ そ の 後 、 骨 盤 底 筋 を ゆっ くり ゆる め る 。 


(④ ⑧ ( 締め る ) と ③( ゆる め る ) を 1 分 間 の 


原因 


ヽ 、 
KN 
【 


予防 
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幸江 喉 四 活 咽 @ て INT か させ 
き 轄 輸 公 <Q 下 ww レ っ ン 


皿 國 展 展 選 畠 福 力 較 許 や へ ふ ー 宙 
詳 具 証 じ 4「 ポ 直 先 層 中 奈 肖 」 間 妥 詳 
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ある の で 、 外出 で き な い 


尿 の 出 が 悪い 、 
排 硝 の 際 に 痛み が ある 


くし ゃ みや 咳 を し 
会 陰部 【 


大 声 で 笑っ た 
急 に 尿意 を 感じ 、 
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回 倒 人 S 選 6 
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% 室 明 完 ぐ ポ 衣 ま さゆ へ 究 る G 設 
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SGK 詞 G の ズリ ロー スズ せ 来 燕 性 密 Y6Yo 
で し る nh ろり 記 季 YS し る れれ 生 ドド 
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混 楽 や せ 十 や 党 光 つ う の % 革 由 趣 
@ 更 揚 JSeJe 和 や [AA SG ホー トト 
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SP" 西 人 SG 琶 谷 倒 后 る や ゃ ド 

泊 時 突 境 し お 演 拍 つ 宮 る 丸谷 王 並 
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窒 寺 球 吾 一 伸 冠 ) の ぐ =^ 紅 眼 ぐる 
さる 財 二 つつ し に S で し る が や" 守 器 
@ 員 氷 党 公 人 S@S も し WS べ G 呈 委 を 
寺下 KK ふ や ミ ロ 全 の 妨 所 宮 民 表 加 独 
も 2 つ 〇 コ G 足 雪 和 堪 受 ら 利 刈 同 
や コン 定 疾 つ 補 人 S\% り の 室 式 応 ち ゃ ドド 


※ 公 吉 で nt@ 反 届 ン や ビレ 
還 っ 上 柱 名 紀 ロ 出 Je 


1 所" 層 G 吾 湊 流 腹 *QYQ 緊 詳 ぐ 四国 
つい し 選 る 6 倒 型 呪 部 演 消 じゃ" 緊 層 
剖 全 。 培 聖 し 0 守る 8 で 層 据 法 巴 
弄り 。 詳 玉 記 ぐ つじ つが 心 月 AJ> の 4S 
6 や "走る 共 宮守 坦 
SA 過 選 記 る で mh@ の 8 お も 洒 る 史 凡 
伝 弄り @ く の る し 名 宗悦 応じ ゃ ドド 
綴 時 末 揺 を 定員 党 中 案 較 召 " 号 較 
敗 庄 望 ) 休 医 国 ぐり JoS 6 や 人 7 
ポン S べ 注 回 国 に 諸 じ ゃ " 

「 擦 時宗 境 ロ 毅 胡 に 窟 某 天 G | 記し 人 ぐ 
19 度 財 記 滞り 定 器 営 吾 和泉 史 走 呈 つ " 
で へ G 想 姓 法 咽 写 ーm 癖 写生 名 
人 04 旧 湯 守 つ し る 6 征 」 穴 
豆 守 表し 環 守 公 蛍 部 つき る 宮守 
穫 ひ KK 揚 肖 ( 家 和 へ KK) 縮 呉 @ 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 


排尿 【 ラ ブル の 中 で も 難治 性 で 診断 が つき に くい が 、 
正しい 診断 が つけ ば 症状 を コン トロ ー ル で きる 


白 E 天 が 答え ます 


上 田 朋 宏 * 


Doctor Proftile 
院長 
上 田 朋 宏 = 


うえ だ ・ と も ひろ 

1987 年 、 産 業 医科 大 学 医学 
部 卒業 。2000 年 、 京都 大 学 に 
て 医学 博士 号 を 取得 。 洛 和 会 
音羽 病院 、 閣 研究 会 附属 病院 、 
京都 大 学 医学 部 附属 病院 、 公 
立 甲賀 病院 、 京 都市 立 病院 な 
どの 泌尿 器 科 で 診療 に 従事 し 
た 後 、12 年 に 排尿 障害 に 特 化 
し た 専門 クリ ニッ ク を 開設 。 
30 年 以上 前 か ら 排尿 障害 の 診 
療 に 注力 し 、 な か で も “ 謎 の 
勝 氷 炎 ′ と いわ れる 間 質 性 勝 
肝 炎 に つい て 国際 専門 家 会 
を 開催 し て コン セン サス の 統 
一 を 図っ た り 診 断 ・ 治 療法 を 
開発 する な ど 、 こ の 分 野 の 第 
一 人 者 と し て 国際 的 に も 知ら 
れる 。 05 年 に は NPO 法 人 「 快 
適 な 排尿 を めざす 全国 ネッ ト の 
会 ] を 設立 し 、 多 職種 へ の 啓 
発 活動 に も 取り 組ん で いる 。 


泌尿 器 科 上 田 クリ ニッ ク 
京都 市 中 京 区 鳥 丸 通 

姉 小 路 下 ル 場 之 町 599 
CUBE OIKE 6 階 

傘 075(257)8124 
http://Www.uedaclinic.net/ 
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5 0 人 k み ら の か か りゃ すい 「 病 気 」 


歩行 困難 に な る と サル コ ペ ニ ア や フレ イル を きた し 、 
寝たきり の リス ク も 高まり 、 全身 の 健康 を 損なう 


Doctor Profile 
院長 代行 

腎臓 病 総合 医療 セン ター 長 
小林 修三 

こばやし ・ し ゅ う ぞ う 

医学 博士 。1980 年 、 浜 松 医 
科大 学卒 業 (1 期生 )。86 年 
同 大 学 大 学院 修了 後 、 第 1 内 
科 助手 。 テ キサ ス 大 学 サ ン ア 
ント ニオ 校 客員 講師 、 防 衛 医 
科大 学校 講師 (指定 ) な ど を 
経て 、99 年 に 湘南 鎌倉 総合 
病院 副 院 長 に 就任 。2017 年 
より 現職 。 日 本 フッ ト ケ ア ・ 
足 病 医学 会 前 理事 長 、 日 本 内 
科学 会 評議 員 、 日 本 腎臓 学会 
評議 員 な ど 学 会 役員 多数 。 横 
浜 市 立 大 学 医学 部 客員 教授 、 
昭和 音楽 大 学 客員 教授 。 共著 
に 「 フ ッ ト ケ ア で 寿命 を 延ばす 』 
(PHP エ ディ ター ズ ・ グ ルー プ 刊 ) 。 


湘南 鎌倉 総合 病院 
神奈 川 県 鎌倉 市 岡本 
1370-1 

谷 0467 (46) 1717 (代表 ) 
https://www.skgh.jp/ 
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巻き 爪 な どの 爪 の 変形 が ある 


歩く と 足 が 痛 い 
足 が し びれ て いる 
足 が 冷 た い 

た こと 、 


し 2*@ り 和室 隊 響 しろ るり 
贅 amxe) 明 る 二村 畠 つ 生 ? 
半生 の ぐ 記 座 し ろう 心 )” 相 諾 必 を 約 
宗 G 型 拍 四 GS て 性 壮 短 失 和 か 
eS 入 室 人 S 選 6 生 " [年 媛 好 し 泉 拓 
公 引 ン 0 の る り を を 愉 人 8 ぐ 銘 。 会 会 の 
を 弄 避 加 呈 所 人 0 ぐ て 必 人 会 の 
も 思 吾 倒 ち 0 し っ の KN ロン ン 8 
6m" 87 宙 望 思 記 倒 公 穴 尺 周 さも 
necve ロ 4H ぐ 時 に 醤 季 > の SN@G 
。 320 四宮 倒し otoA 屋 寂 下 
し 品 やれ 9 宮 豆 倒 丈 が 6 生 」( そ 共 選 
半 )? AMw 抽 棒 り も 6 そめ 守 味 
公 o@ ら o 外 半 40GKW 人 BS し 足 
信じ 居 Q0 MG 一 弄 せ 朋 近 倒 
宜 選 剖 人 S^ 握 尽 如 名 名 提 人 お 選 8 


薬物 療法 
血行 再建 治療 先端 治療 


S 
1 
音 
。 を 呈 
を SN 
折 。 ミミ 
東 1 デズ 
。 SK 
間 こ < 
3 で 品 
表記 訓 / 
に - 間 9 
トト H テ 
る 衝 と 
香 べら 
時 へ ら 
N 語 れい 明 


運動 療法 


ーー 会 尿 選 8 朋 避 所 尺 押 my る で 仙 
英 型 応 *@ ぐ 8 仙 つ ろり の 3 代 る 
つる る 6mT で 避 因 補 訪 押 つや 絢 
守 型 生 ペ GaQ 本 壮 宗 セー 千代 定 
軌 昌 つじ る h0) る 心 細 懇 天守 諾 包 人 
ー ふ > の Sd6s」( そ 天羽 装 )? 

案 詳 深 を 列 志 届 筐 さ 未 ぐ べ つの る 
否 還 ちゃ" 量 に 醤 超 室 補 ン レッ RG て 
心 か さ 唱 9 澤 唄 介 会 名 る ^ 到 マ JO 
ぐ 思 田 倒 K に 補 宮 SG4J” 旦 握 公 是 
ン 人 ne 会 や ゃ " [年 提 NG 測 04H 
G 宮 党 思 せ 装 くし る 6 会” 抄 時 
測 を つ 剖 堪 引 堀 hh) 臣 つ 4 の 
下 G 早 曽 宏 引 6t@ バ 四 記 織 、(F 送 
慌 利 宮 蛍 栄 器 Nm マロ ) 各 胃 り つ " 
店 そら 光 滑 に つ ^ 玖 に 室 国 張 己 SN) 
中 さて リト を いさ でき 08 つ づつ) 選 
宮司 り AG へ K や っ の 軍人 466 生 | っ ) 
そ 関 講 交 抽 つれ " 赴 仁 ぐし 
つて 交 や K6 四 、 補 欄 で 攻 江守 会 
町 辿り 家 つ め 得 「 蛋 会 人 人 
で 介 る 名 @ | の お りり を 心得 名” 応 区 
抽選 ^ 交 W 区 。 思 所 の 届 局 調 つ きる 
りり 衝 記 つや しゃ 
杖 交 半 y JJ 四宮 
路 環 江 江 能 避 咽 忠 つ レ っ ン 


下 球 詞 し せ 広 二 " 江 室 式 填 " 選 舞 証 G 
直 國 量 倒 因 革 洋 和 や 守 基 つ " 刊 選 時 に 肖 
香西 家 し ぐ 注 近く や 思 叶 旧 総 人 Y9 


専門 性 を 発揮 し な が ら チ ー ム で 対応 


Q 足 外来 で は 診断 と 治療 を 受 


け 持 つ @ フ ッ ト ウ ェ ア 外 来 で 
は 靴 と イン ソー ル の 相談 に 対 


応 @@ フ ッ ト ケ ア 外 来 で は 足 
の ケア を 担当 し て チー ム で 足 
郁 変 の 重 征 化 を 防ぐ 


写真 提供 だ 湘南 召 倉 総合 病院 
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國府 つじ し る 6 生 " つり” 認 型 本 ke 総 
守 起 り 忠 組 型 甘 つ 代案 Q 四 GS て トト 
さき 選 揚 の 湯 人 を ふ ト に る 局 
選奨 婦 篤 周 所 や つり る 9 宮 <⑪8 加 朋 味 
衛 と で 諸 呈 征 款 つ の 舞 弓 誠 賠 民 
ホー 中 人 湯 楽 を く で て く KK 中 赴 tn 時 
た 紅 部 汽 涯 ′ 軸 圭 型 没 罰 は 6h6 時 部 
畠 装 内示 6 矯 湯 楽 (に 所 ) ぐ 王 会 
で 国 昌 閲 の 4J9 思 喧 旧 忠 琴 宮 湯 寄 
齋 員 時 つ 6 生 "「 四 め 応 押 生 h@ の 
SO っ oMvG 細 選 喘 る 世 り JJ 人 で 
SQ で 尺 招 振り 求 導 下 近 X9!C ひ スリ 
っ の 46 ン SMH6m (る 選対)" 

1 "Yo650YeS 四 SG か ミロ 
事 喧 板 揚 つ 個 志和 和 く レン SS 
父 「Nー ト 選 獲 十 ] ちゃ "MS 
ツン 8W 衣 最 し" N 穫 と ト 応 党 で 叶 
公 個 隊 吉 を 瑞 ぐ 巣 国 守 し 坦 宮 つ 
る 246" 控 門 GN 穫 て よ ト 革 栄 り の 
トト 己 獄 十 G 瓶 定 史 紅 Q 配 革 量 
@ 王 罰 衣 めく 冥 四 基 押 G ふ ト 記 
墨 さ し 2" 「 四 G ふ に ト 押尾 央 
間 り 議員 ちゃ" 40G 鍛 穫 め くめ 円 つ 
だ いい いい いま まぐ レ そく と と ゃ いり こわ 
揺 つ し 3 が em" 3687 おり 玉 人 SG 合 
篤 YSne べ 8 皿 還 JASxe 冥 沙 や he 
Et さい DUa40P く CGN4 ニ で 
和 to よ ト 記 間 つつ 6 生 ( 表 時 人 0 く )? 
で 旧 秀臣 ぐ 夕貴 め 天 る 絶 0 区 を 講 吐 
世代 40 融和 倒 還 還 し hr く 記 づつ ロ ンタ 


世間 S つ 選 "会 会 の 和 四 所 ロ シ 
や 思 語 " 音 二 " 球 G 陸 避 宗 狗 
S 償 向 を 上 嘩 よぶ に に で おら つ レ る 
や "GS ぐ 避 商 選 天 よぶ ト 選 に ぶり 
ざ 品 6 選出 唱和 光 0 球 M9 ンー 
ンタ る 加代 @ レ ろう ン ぐも ゃ や" 

めぐ 唱 時 に 朋 直 で 下 補 象 上 の 唱 
つく で へ KK へ 弄 宮 し SQ 糞 隊 括 
を 交 宗 G 吾 物品 せ 章 壌 宮 R 是 融和 
昧 G 守 洋吉 く NG 語 軍 人 に くる” 忠相 
箋 選 O 公 慰 遇 図 応 党 で 后 記 国 ロ 総 安 ) 
混 侍 史 訂 つや " 

朴 G 捉 肖 9 季 NO 人 人 せ 望 く で まま 守 
ーー の 1 1 宮上 に で 移 駆 会 YS 人 S 
NH トト 共栄 し せ 四 准 蛍 演 束 
筐 配給 蛍 環 貴 十 SK 時 析 慌 め ペ 
仏 恒 全 選民 己 弄 い ろう レ しい 
HKG 論 宮 っ 志 ぺ しろ 6 生 "「 密 
温 令 客 二 つる 思 ン さる こつ し る 9 
マ / 時 に 召 好 選 長 暴 朋 好 室 周 に つ レ る 
@ べ ロ 衝 時 塵 ロ 朗 田 型 合う で や 四 
避 所 Q 必 ye 婁 9 応 区 措 寺 人 S0 し 朴 で 
や デン モエ コマ うだ も ル ょ た に と! 
銅 り 惜 由 本 や で へ ヘー ペル 望め 穴 つ 
し 3 生玉 時 めく 革 窟 刻 つ 生 " 
MyG 選 の 條 宮 品 Nm ロート 
作 江 会" 望 員 も 5 ぐ ト と く て で K 北 雷 突 
揚 の 8 四 SK さ 邊 9 己 獅 pe207 
四球 淫 を いよ ト 訪 栄光 括 ・ よ ト 
吾 史 地 思 志和 や 展 胃 半 バ 私 や n6 四 、 


と に より 除去 


か 


1 回 約 2 時 間 の 治療 を 週 1 一 2 回 、 計 10 回 実施 する 。 下肢 血行 障害 に よる 壊 栓 や 
し びれ 、 冷 感 、\ 足 行 (は こう ) 症状 、 安 静 時 の 痛み な どの 改善 が 期待 で きる 。 


大 気圧 の 倍 の 2 気圧 で 純 酸 素 を 満た し た 専用 カプ セル に 入り 、 


高気圧 酸素 療法 | 90 分 間 、 純 酸素 を 吸う 。 血行 障害 や 糖尿 病 に よる 足 の 傷 に 対し て 
薬物 治療 や 血行 再建 治療 を 行っ て も 効果 が な い 難 治 性 の 創傷 が 対象 と な る 。 


で きる ほか 、 ウジ の 分 泌 物 が 肉芽 形成 を 促進 し 、 傷 の 部 分 を 殺菌 し て くれ る 。 


S 
ド EN 
由 
候 
演 
人 
3 
二 
思 
会 
章 
Rd 
な 
財 
当 
S 
FE 
ヒ 
に 
功 


血液 中 の LDL (悪玉 ) コレ ステ ロー ル を 体外 循環 に より 除去 する 。 


十分 な 酸素 が 供給 され る た め 、 創傷 の 改善 が 期待 で きる 。 
医療 用 の 無菌 ウジ が 壊死 し て いる 部 分 を 融解 し て 食べ る , 


LDL 吸着 療法 
マ ゴ ッ ト 療 法 


足 外来 で 実施 し て いる 血行 障害 の 主 な 先端 治療 
よる 血管 新生 療法 | 患者 の 救 肢 に お いて 一 定 の 治療 効果 を 上 げ て いる 。 


自己 細胞 移植 に 


et 人心 芯 で に し 6" 

「 四 GS 揚 肖 や 衝 Y@ り 84H 宗 G 事 肖 
や M@ り の 直 記 ロ 0 代 生 t や " 表 源 
に べ さ バード こく と こと だ っ -/ こ とう) 
さ 公 SN ポト ーー( よ ト ) 式 栄 間 移る 
悪 准 つ レ ン 和 る 」 る 送 羽 装 せ 補 や 
会 し る 6 


洒 南 鐘 訪 科 合 病 院 フッ ト 外 来 HP を 参考 に 作成 


か ば う よ う に 歩い た り 、 足 を ひき ずっ た りす る 歩行 。 


※ 伺 ら か の 障害 に より 正常 な 歩行 が で きず 、 


トー ( よ ト ) 
素 球 つき で 


| 撃 忌 ロ せ 「 ト トー よ ト 素 飛 ] 
っ Jp 計 も で "丁半 い ト て トト ・ 
EANEUKIES や IE II コ 
よ ト 電電 寸 ] 上 空 @ 信 で 上 刻 租 
量 YpfH る 09 惨 投 計 混 貴 ホ ト 
中宮 部 ロ 陣 信 稀有 太 人 つ 
に 司 記 昭 ロ 明 たつ” 叶 寂 濁 堪 ロ 
0 で Ene? 7。 層 宰 せ トト 
ペー よ トト AEnS NN テト 
素 球 W 台 計 9 掲 諾 せ 人 0 友 8 じ 
や 信 っ ? 契 氏 4RG エ mn し SN 
て よ ト 競 手 十 G0 后 詞 滞 ボ G 
更 紅 w<4 計 つ し っ? JOG 
掲 癌 し せ い ト イト ト 友 来 W め 可 詳 
つづ" 糞 記 冊 尿 暴 記 つじ Sn@ 避 給 
幸人 他 っ ? 


https://jfcpm.org/ 
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背水 秦 桂 記 聞 ・K ネ ネー 和 を Nm ホー 圭 年 ト N ポ 出 玉 李 怪 pte 


YS も さり 


K さ へ 邊 s 誠 と さ 


上 を 秦 せ 守 響け で で 瑞 堺 唱 崩 wete 8 人 S 7 思 略 人 Q 弓 世 G 峠 郊 境 を 握 ボ 他人 S レ 
得 YAJ) 公 表 屋 じゃ " 財 御 品 尿 咽 選 や 唱和 條 エト ー 層 で 昧 5 

世 回 求 寺 唱 ^ 選 座 尿 ぐ 年 6 貴 は SS で NO 疫 懸 称 押 N レ っ で で 慌 他 0? 

( 炊 褒 G 玖 \e 公 記せ 上 時 や 邊 PO レ ン 虹 の っ) 


員 呈 虹 列 間 M EE 
を る 当 さ よさ / 
エフ 間 人 ト 3 悦 
信 医 国 か 私 人 @ 思 国 @ 。 宮 第 
ン 析 さ 。 ね 
PANG- 人 9 RuAST wthvo | 台場 間 omoouauao-Gryoctsn> | 
GeH ン KK | 人 天 S ま 3 
2 本 入っ 蝶 国 居 可 公 前 uo 和紙 人 想い し 堪ら OS で | 計 計 詞 : 
人 ko ー ppG 所 区 Qu 控 voJ っ 層 電 周 >| 主 記 介 店 旨 
Mac CN S NE ロ 強 6 tv 扶 著 Np 夫 W 枯 っ wo ま 剛 AN っ 
せ 和 人 休 東生 関 様 S 避 還 HARp 9 人 提 1 へ 導 末 セー 舞 つ ” ※ 財 を 時 で 麗 り つ Wi” | いい に ka 
e 久 no ン 逢 モミ 層 信 っ 回 つ no や 
人 0 5 還 AMa S 里村 
ー'′ ヒ 斗 責 ( 提 倫 pp 培 " 悦 下 握 ) G | きま 6 区 ー 間 G 王 め つい ゃ っ を せつ し HCS で | 記 証 滞 還 
骨 交 邊 GKO“ Q 紙 ら つい っ 避 せ 人 
Q' 円 つ っ 寺 郊 応 雇 係 Ke 人 S 昧 震 親 甘 ( 神 笠 や や 握 (亡国 居 癒 )^ 
弄 付 主 " 民 剖 震 )′ 人 8 思 ( 細 振 ) S 悪 や pho JP や p 凶 (くさ に K て へ や KK) G 
o・ 時 w 攻 WHSye 装 07 ( 拓 所 RW 軍 や yo 


甘 Ke SuG 二 っ 民 ロ 糧 覆い M9? の 「 円 つっ 送 柚 し @ 百 で 生き つ wlAE' で Y 
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Dr.KAKUKO ス ポー ツク リ ニ ッ ク 院長 

整形 外科 専門 医 、 ス ポー ツ ド クタ ー。 

通常 の 整形 外科 診療 の ほか 、 

医学 的 な 知見 を も と に 体 や スタ イル を 整え る 
ボディ ワー ク の 発案 に も 熱心 に 取り 組ん で いる 。 
新着 に 『 カ ラダ の お くす り 体操 ] が ある 。 
Dr.KAKUKO オ ン ラ イン クラ ス 開 講 
https://dr-kakuko.teachable.com/ 


中 村 格 子 先生 


アー バン パー ク 代 官 山 和 111 


東京 都 渋谷 区 猿楽 町 9-8 
谷 03(5784) 1101 
https://www.dk-sc.com/ 


Dr.KAKUKO 
スポ ー ツ クリ ニッ ク 


体操 は 痛み の な い 男 囲 で 行い まし ょ う 。 


スト レッ チ & 筋 トレ 


大 懇 と 下 妥 の 蝶 つ が い の 役 割 を 果たす 膝 関 節 の 強 さと 
柔軟 性 を 保つ に は 、 脚 全体 を し っ か り 伸 ば すこ と が 大 
切 で す 。 ま た 、 痛 み が あ る 場合 は 膝 を 伸ばし た まま 筋 
カカ を 鍛え る 「 ア イソ メト リッ ク 法 | で 膝 を 保護 し な が 
ら ト レー ニン グ し まし ょ う 。 


脚 全体 の バラ ンス を 整え る 


脚 伸ばし スト レッ チ 


前 後に 脚 を 開き 、 後 
ろ 脚 を まっ すぐ に 伸 ば 
し 、5 秒 キー プ す る 。 


膝 を 曲げ て 
両手 を 添え る 


ふく ら は ぎ 
を 伸ばす 


@ 同 じ 姿 勢 の まま 、 
後ろ 脚 を 少し 曲げ 
て 5 秒 キ ー プ する 。 


その まま 上 半身 
を 前 に 倒し 、 か か 
と を 上 げ て 前 脚 を 
伸ばし 、5 秒 キー 
プ す る 。 反対 側 も 
同様 に 行う 。 


膝 を 保護 し な が ら 脚 の 筋肉 を 鍛え る 


片 脚 伸ばし エク ササ イズ 


く 長 座 し て 手 を 後方 に 
つき 、 片 膝 を 立て る 。 


@ 伸 ば し た ほ 
う の 足 首 を 直 
角 に 曲げ る 。 


上 げ ら れる 
高 さ で OK / 


@ 足 首 の 角度 を 保っ た 
まま 、 伸 ば し た 脚 を 上 
げ 5 秒 キー プ す る 。 こ 
の 動き を 5 回 繰り 返す 。 
反対 側 も 同様 に 行う 。 


スト レッ チ & 筋 トレ 


腰 の 痛み を 予防 する だ け で な く 、 骨 盤 を 支え る 筋肉 の 
柔軟 性 や 筋力 も 高め て くれ ます 。“ 体 の 要 ′ と な る 用 
と 骨盤 の 筋肉 を 鍛え る こと は 若 々 し い 体 を キー プ す る 
こと に も つなが り ま す 。 毎日 少し ずつ で いい の で 、 継 
続 し て 取り 組み まし ょ う 。 


股関節 の 柔軟 性 を 高め る 


ビッ トー ェ 


⑲ 足 の 裏 を 合 
わせ て 座り 、 
骨盤 を 立て る 。 
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月 和 、 和 筋力 を 導 う 
ヒッ プリ ノ ト 


両 腕 を 広げ 、 仰 向け に 
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培養 上 清 液 が で き あ が る まで 
治療 を すぐ に 始め られ な い 。 


1 か 月 ほど か か り 、 


自分 の 細胞 を 使え な い 。 
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効果 が 期待 で きる 
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最 先端 医療 と 


キイ ヤキ 夫 し 体 術 査 液 を まし 療 自 
1 か え に の 

未来 型 医療 を 展開 ム 半 か な い 内 衝 し を に 生 す た 対 保 も 講 洒 
高輪 クリ ニッ ク グ ルー プ 合 ま ミ 則 和信 は すう て 学 自 えて し 治 を 引 の 

ニッ ーー* ミ え 
作れ いも 2 半 て て る で 生 た 放 衝 記 流 
最 先端 医療 と 伝統 療法 を 和合 し 、 そ の あり 失 さ 下 まる あら g 半 和佐 四 の 9 を れ 

に 人 人 経 効 ワ 織 さ 上 全 ウ に 歯 症 肉 流 ウ 使 
人 が 持つ 自然 治癒 力 が 最大 限 に 発揮 さ を 度 上 叶 を を ま 芝 性 イ 約 肉 胞 検 まれ ォ う 
HHTDOー 議 痢 ます キ 詳 ます すま を まえ 

だ け で な く 、 ま 1 る る 始 生 満 を ェ か 場 し い ォ 的 ジ 相 
因 を 追究 し 解決 する こと を 目指 す 。 院 す 日 た に め 理 で 期 ツ か 合 上 `'1 に ェ = 乃 
内 に 最 先端 ラボ (検査 室 ) を 併設 し て 省 色 は ま 普 蘭 し ん 9 / 靖 突 ト 四 り 人 
\ る こ と に た ン レ 
し て 寺 の C の リス クモ 時 みり と 1 か が 物 し 3 部 す 科 を 作 ツ で 貞 も 
5 も ク 日 月 ` 質 ま 沈 PE つの 富 ず R 
テー ラー メイ ド 医 療 を 提供 する な ど 未 ソ 2 ほ た は す を 作 上 前 く 借り 肖 
来 型 医療 に も 積極 的 に 取り 組む 。 本 記 ツ 回 ど と 新 “ 施 検 清 液 り 認 1 治 人 


事 で 紹介 し た 再生 医療 は 医道 品川 クリ 
ニッ ク で 実施 中 。 


1 探 取 治療 前 に 体内 成長 因子 、 サ イト カイ ン 量 検査 、 感 染 症 検査 を 実施 。 


『 2 搭 伏 歯 内 また は ウォ ー ト ンジ ェ リー の 幹細胞 を 培養 し 、 上 清 液 を 生成 する 
い ) (歯肉 で は 約 1 か 月 、 ウ ォ ー ト ンジ ェ リー は 約 1.5 か 月 か か る ) 。 
司 記 円 


3 接 言 上 清 液 の 感染 症 検査 お よび 検査 成分 精密 検査 で 安全 性 と 品質 を チェ ッ ク す る 。 


ぐ 感 症 検 査 の 内 容 
① パ バク テリ ア 、② ウ イル ス (9 種類 ) 、④③ マ イコ プラ ズ マ 、《④ エ ンド トキ シン 
成分 精 空 検査 の 内 容 
医道 品川 クリ ニッ ク ① 成 長 因子 、④ サ イト カイ ン 、③ エ クソ ソー ム 
表 京 都 品川 贅 品川.22.17 ※ 高 感度 エラ イザ 、 次 世代 シー ケン サー な ど 高 性 能 分 析 機 器 を 用 いて 確認 。 
me 4 治療 培養 上 済 液 を 点滴 で 体内 に 注入 する (月 1 回) 。 
3 1 日 2 回 鼻 か ら 吸い 込む 点 鼻 吸入 皮膚 か ら 吸 収 させ る 経 友 浴 布 併用 。 
https://takanawa-clinic.com/ 
@10 時 一 13 時 30 分 、 5 施術 治療 後 の 体内 成長 因子 、 サ イト カイ ン 量 検査 
14 時 30 分 一 18 時 評価 効果 の 寄 失 的 評価 。 
医道 品川 クリ ニッ ク 
「 幹 細胞 培養 上 清 液 再 生 医療 ] 
治療 案内 @ 美 
肉 肌 
こ 幹 効 
歯肉 幹細胞 培養 上 清 液 押 果 
再生 医療 胞 
特別 価格 人 
検査 培養 費 20 万 円 和 
8 治 前 
治療 費 / 月 額 12 万 5000 円 5 
(最低 3 か 月 ~) 
ジェ リー 培養 上 清 液 
再生 医療 
特別 価格 
検査 ・ 培 養 費 10 万 円 
治療 後 治療 後 
こ ム 
治療 費 月額 15 万 円 2 例 と も に きび と 肌 葉 れ の 症状 に 悩み 受診 。 左 は 自分 の 秋 内 幹細胞 か ら 生成 し た 培養 上 
(最低 3 か 月 一 ) 清 液 を 用 いた 1 か 月 間 の 治療 。 右 は 培養 上 清 液 と と も に スキ ン リ ジュ ビ ネ ーション クリ 


ー ム ( 度 膚 再生 クリ ー ム ) を 使用 し 、4 か 月 間 治療 。 培 養 上 清 液 の 点滴 と 皮膚 か ら 吸収 さ 


素 読 面 を ご 覧 いた だ いた か た に 限り 、 せる 経 友 沙 布 を 続け た 結果 、2 例 と も 見 た 目 で も わか る ほど 肌 の 状態 が 改善 し た 。 


上 記 の 特別 料金 で ご 案内 いた し ます 。 
お 問い 合わ せ 医 道 品川 クリ ニッ ク 
代 03(6433)3165 


5 0 人 k か > の か か りゃ すい 「 病 気 


治 性 の 皮膚 病 と し て 知ら れる 病気 で 、 
女性 ホル モン 低下 の 影響 に より 50 代 で 発症 が 増え る 


Doctor Profile 
皮膚 科学 分 野 教授 


大 久保 ゆか り 。 が 計 。。 


お お く ぼ ぽ ・ ゆ か り 

1984 年 、 東京 医科 大 学卒 業 後 、 
同 大 学 皮膚 科学 講座 入局 。 
2000 一 04 年 米国 スタ ン フ ォ 
ー ド 大 学 医学 部 研究 員 。10 
年 東京 医科 大 学 准 教授 、12 年 
より 教授 、19 年 より 病院 長 特 
別 補佐 。 日 本 乾 癖 学会 理事 、 
日 本 皮膚 科学 会 認定 専門 医 ・ 
代 議 員 。 日 本 アレ ルギー 学会 
認定 指導 医 ・ 代 議員 、 日 本 臨 
床 免疫 学会 免疫 療法 認定 医 。 
ライ フワ ー ク と し て 乾 癖 と 掌 
蹴 肛 交 症 の 臨床 ・ 研 究 ・ 啓 発 活 
動 に 取り 組む 。 認 定 NPO 法 人 
東京 乾 癖 の 会 PPAT 相 談 医 。 


東京 医科 大 学 病院 
東京 都 新宿 区 西新 宿 6-7-1 
傘 03(3342)6111 (代表) 
http://hospinfo.tokyo- 
med.ac.jp/ 


写真 提供 ご 東京 医科 大 学 病院 
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机 刀 つじ 「 土 虹 邊 足 書 室 諾 際 


損 紀 | 組 ] wS 話 つじ し ご" 紀 
礁 G 灯 記 奈 胡 生 雷 記 則 花衣 
SI0G 叫 角 BSQ7 3 人 8 音 
麗 来 じ せ 客 細 牙 者 個 け や 表 選 
つじ っ no” 


https//www.dermatol.or.jp/ 
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5 0 人 k か > の か か りゃ すい 「 病 気 


傷あと が な か な か 治ら ず 、 赤 く 盛 り 上 が っ て くる ケロ イド 。 
診断 と 治療 法 が 確立 し "不治の病 "か ら “治せ る 病気 "に 


」 小川 令 * 


Doctor Profile 
形成 外科 ・ 再 建 外科 ・ 

美容 外科 部 長 

形成 外科 学 教室 主任 教授 
小川 令 生 


お が わ ・ れ い 

1999 年 、 日 本 医科 大 学卒 業 後 、 
同 大 学 形成 外科 入局 。 米 国 ハ 
ー バ ー ド 大 学 形成 外科 研究 員 
を 経て 2015 年 より 同 大 学 形 
成 外科 学 教室 主任 教授 熱傷 

癒 痕 拘 縮 ・ ケ ロイ ド な ど 傷 あ 

と の 治療 を 専門 と する 。 日 本 
形成 外科 学会 評議 員 、 日 本 形 
成 外科 手術 手技 学会 理事 を は 

じ め 、 さ ま ざ ま な 学会 の 役員 、 
国内 外 の 医学 雑誌 の 編集 委員 

を 数 多 務め る 。「 き ず の きれ 

いな 治し 方 』「 狂 痕 ・ ケ ロイ 

ド は ここ まで 治せ る 』 な ど 著 
書 多 数 。 公 益 社団 法人 顔 と 

心 と 体 研究 会 理事 。 趣味 は 音 
楽 、 ド ラム 演奏 な ど 。 


日 本 医科 大 学 付属 病院 


東京 都 文京 区 千駄木 1-1-5 
傘 03(3822)2131 (代表 ) 
https://WWWw. 
nms.ac.jp/hosp/ 
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@ よ く 動 か す 部 位 に で きやすい 


ケロ イド は よく 動か す 
部 位 に で き や す く 、 ひ 
っ ぱら れる 方 向 に 広 が 
る 特徴 が ある 。 腕 を 動 
か すこ と で ひっ ぱら れ 
る 前 胸部 、 立 っ た り 座 
っ た りす る こと で ひっ 
ば られ る 腹部 に 発症 し 
や すい 。 胸 や お な か に 
ケロ イド が ある 人 は ジ 
ム で の トレ ー ニ ング や 
腹筋 運動 が 悪化 要因 に 。 


@ 胸 に で きた 「 に きび 」 に 要 注 意 / 


手術 や けが に よる 傷 か 
ら 発症 し た も の を 除く 
と 、 ケ ロイ ド の 約 半 数 
は 前 胸部 か ら 発 症 し 、 
その 多く は に きび が 原 
因 。 頭頂 部 、 向 こう 礎 、 
まぶた に は 発 開 し な い 
こと が わか っ て お り 、 
これ ら の 部 位 の けが や 
手術 で は 傷あと を 気 に 
し な く て も よい 。 


@ 女 性 は 発症 リス ク が 3 倍 高 い 


小児 期 に ケロ イド を 発症 し た 人 を 対象 に 調査 し た と ころ 、 
女性 は 男性 に 比べ て 3 倍 近く リス ク が 高い こと が わか 
っ た 。 ケ ロイ ド と 女性 ホル モン の 関係 に つい て の 研究 が 
進め られ て いる 。 


日 本 医科 大 学 形成 外科 学 教室 度 捕 ・ ケ ロイ ド 研究 室 HP を 参考 に 作成 


予防 法 


ケロ イド 体質 の 人 が 
手術 を 受け る 場合 は 
術 前 に 相談 する 
傷 が ひっ ぱら れ 


な いよ うに 
安静 を 保つ 
血圧 コン トロ ー ル 


の が いこ れ 部 状 に 皮 5 
* 旬 選 わ れ て 分 革 笑 所 上 11 坦 
ケ ヶ 大 厚 れ が 赤 に が 症 が ケ 
し 低 る ケ く コ 導 反 傷 癌 を 
tsW87#YES2 日 
で く は で ド 上 ゲ 閑 起 と な 冶 イ 
は こ 傷 す キ や が ン く きい R 
も と の * 肥 2 つ 線 と ま 傷 ド 
と は 周 厚 : て 維 い す を と 
も な り 性 き き が 傷 が 治 

と い に 秋 ほ まほ の すう 悦 た は 
の も 災 拓 : す 積 あ そ た 
傷 の 症 と "さる の め も め . 

や 

さ な め か 過多 た で の ダ の 
を た チ に で 弟 古 半 双 和 
211244 イ 
小 な け に 原 を か が え 
さく が よ 因 起 ゆっ て 、、 年 

な いな る は こ みて 正 ン 反 
性 に 央 ご を い 
か き に と 明和 炎 儲 き 

ゃ の ょ が で 攻 うま 皮 記 
も や る 多 す 反 こす 月 と 

ケ ヶ 下 大 い * 応 と * に に 

ロ 刺 きた し が も まま け 
境 こ 治 か 年 と 法 て イ 続 
が の 療 ら に い が き こ ド る き 
区 人 指 ア 人 当 わ な ま の や 
い 昌 針生 浪 れ か し 病 肛 ヽ 
つ を ぅ イィ イ ・ て っ た 怠 厚 
つっ 0 ド ヶ ケ き た が は 性 

あ 的 1] 肥 ロ ま の ` 音 

り に 8 厚 イ し で 根 か 柏 

良一 人 性 ド た つ 治 ら を 
す 此 が 治 " 不 き さよ ょ よ 起 

* で 角 喜 療 2 治せ く こ 

き 版 ふ 研 0 の る 知 し 

る さき 診 究 1 靖 治ら ま 

環 れ 断 会 8 一 療 れ す 


遺伝 的 要因 


(ケロ イド を 起こ し や すい 体質 ) 


女性 ホル モン 
高血圧 症 


よ ふ ロ ャ ン 手 六 G べ ゼ 
そ や SS 悪し め ふ ロマ と 員 坦 


品 性 冊 忘 慰 鑑 下 履 押 門 豆 窒 奈 阜 ・ 還 
毅 款 ・ 祖 季 款 管 江 ” 選 り 求 記し 
「 ふ ロ て を と 応 肖 」 史 了 龍 つ " 団 所 款 会 
で 時 蛋 Q ら らら べ 忠 ぐ 宜 窓 只 和 間 収 お 
KS る が 6 生 TMS ポ ボンバ よ ロロ て 
を 8 揚 <Q る ? | 天 Qa0 人 SO る マ 星 
居 補 、 り 困 量 公 ぐ 四季 思 味 昌 琶 つね マ 
凡人 も か | の 臣 窟 総 叫 ぐ る 三 年 昌 半 
る る か 6" 

選 机 倒 悪 の Q ン ^ 悪 電 本 人 己 
環 区 暫 法 弄り 6 生 7 MVG 区 反 公 天 湖 
電マ 悪 GSY@ 編 INー 和 へ 
堅 因 会 鼻 妥 め 京 し 棋 ン 回 選 合い し 0 


が 、 


傷あと の 予防 法 を 知り た い 
ケロ イド を 取り 除く 
手術 を 受け た い 


\」 と いわ れ た 


こよ る 痛み や か ゆみ ( 


悩ま され て いる 


だ 


信 
半 
つ ) 
給 
取 
トリ 
Y) 
に 
許 
区 


「 こ れ 以 上 よく な ら な し 
ケロ イド 
傷あと が 目立ち 、 

見 た 目 を 何と か し た い 
開腹 手術 を 受け る 予定 


6 屋 っ 2aJsoJS 守 吾 還 9 創 S じ 円 
くだ いま だ の で に に さこ て くき ルス シン 
9 「 よ ロロ て と 悪 G 四 っ し ※ 吉 案 雪 
0 る NeooG「 四 誤 類 涯 」 の 区 
Sm [DSQQG 村 獲 避 避 比 品 
テン 2 議 に こく に | に くに と さま もっ つく と 3 
よ ロ ャ と を を 刻 う の G 篤 団 区 岩 涯 宗 
宗 eS 重く し つき 條 ? 記 お 4 
よ ふ ロ マン と 史 中 下 棋 翌 倒 区 る や 合 己 弄り 
9 融 了 K 補 JAJeA レ る 征矢 所 区 
坦 公 昧 誠 選 己 る 々 し つぐ 記 国人 全 で 
し 3 や p ペ | る 三 時 圭吾 窟 刻 つ 6 

88 よ ロ ャ と 9 記 りつ を も る 引 充 
に つく 18:、0cX く 1 る) と ) 
次 悪 軸 ぐ 人 S 宋 括 ン 財 つ 了 d 全 いし 2 
べ せ りり G 療 宮 も SO の っ ) 篤 る MM の し 


プ に よる 安静 ・ 固 定 ・ 圧 迫 
注射 、 レ ー ザ ー 治 療 、 手 術 
リハ ビリ メイ ク 


薬物 療法 
テー 


や" りつ お 里 選 品 落 国 倒 寄 ざ し る 
丸 多 中 寂 を 湯田 選 話 ” 中 案 交 0SK 
びく に と さ kcN づ ア こ ミン 2 証 ま た こい ムカ 
4 慈 選 4J7 所 詩人 SS DKKG っ ) 
る 0 や で 人 副 全 の トロ マシ と ル 皿 息 
志 宜 球 弄 りつ や 

OB 半 粒 長き 中 へ 坦 時 田 坦 S 
記 計 の 也 記 を キン ので G 駆 国 倒 人 
N%J よ ロロ て と 旨 還 り つ を も る vw 膨 
つ を や る りつ 倒 玉生 0 しろ 2 が や " 
「 る 人 ペ 叶 ^ ポ 粗 家 さゆ へ ぐつ KN 
堂 eooSS^ 定 田 刀 ぐつ K ふ 公 軍 6 
iQ@G も ロマ と 立 紀 で G べ ポ 現 守 時 
も や" 半 粗 表 ミ P へ 筆 握 氷 天 WO レ 
る 2 い 0 の く で KG 自問 る 6m」" 


よ ふ ロ ャ ンー65 記 せ 幅 坦 し 
昼 半 つ き ン レ め 油 ゃ Ne 


「 よ ロ ャ ンー 沖 っ が や" 0 でる) 
る 守 品 ちの 嘱 千 到 0 し る ho の GS も っ の 汐 
乱 パン SS 選 6 本 | の る 三昧 刊 る る 
96m に 名 る 記し る や 倒 建部 
名 ye 保 居 が GE せよ ロ て を で 
鈴 押 人 宗 居 令 半 過 の 全 じゃ " 

OB トロ て と ロン 妥 ン 織 人 
東 Q 会 るり の も トロ て と SS 記せ 
慎 赴 し 写 侍 つき ン レ っ 5 湯 * ら つの 5 
「WwG 肖 宗 の 昌 表 坦 東 GS KK ホロ マン 
ホーNTH ふか ー ト 必 K 入 ー] ( 握 本 記 ) 
も ゃ "Ss し 応 察 G 共 る ホー ト 宮 本 


セル フケ ア を 継続 で きる よう に 支援 


G 
ト 
1 
3 
Pa 
We 
ロ 

トト 
ド 
$ 
較 
員 
に 
人 
に 
忠 
忍 
5) 
二 
還 
5 


可能 に 。 無理 せ ず 続け て も ら う こと を 重視 
に 寄り 添い な が ら 治 療 と ケア を 提供 


登場 に より セル フケ ア 
する @ 目 者 の つら い 気 持ち 
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避 肛 で しろ づつ 届 策 -『H へ ホー トト 
DNy で マコ 革 べ や ュ に コン くに < で | に (に と の に 
he 宝 る 湊 球 倒 人 SM\@ り の 介 太 公選 浜 
府 S 塞 避 き し る 本 そ 三 羽 半 
だ で や ルー: そく 
忠 室 革 四 Je@ や 人 S 雷 症 甘 称 つ 屋 和 や 
りつ 人 ン 申 AeneNn シ ゃ " 

837 悪 全 る 64QSy@ の も 選 環 
区 雪 室 還 ン An0 の 4) っ の トロ て と 篤 器 
ye | 国 じ か" vG 丸 爺 ” 湯 放 し 束 
POne 和 8 本宮 全 人 る あか mh 日 
oo 光 陣 じ か" 「 召 愉 室 人 SQ 夫 く hooNK 
ホロ て を ホー トーー の 人 県 選定 9 和 や 
選 し 斗 血 生 *o の の 生 交 うし ちゃ" 中 
公 SY9 全う いじ を 論 対 款 8 に 
民 御 ” 沙 時 案 志 め つ りつ や 舞 ご 8 
2 渦 府 、 公 ① 振 師 6 本" 湯 所 WhoG 
半 細 褒 牧 公 急 束 倒 洋 JWP し On 
穫 古 澤 ぐ やる 選民 NR つじ 弄 宮 め 
べべ G 拍 雷 称 党 〇 つれ 生 | の そ 三 昌夫 
DNS に mv に YE に 
つや vs も 。 員 全 混 放 の G 怖 で 
や 上 Q る いじ 給 密 つ 6 生 " 

さ ー 邊 一 湯 頑 革 刊 上 誠 選 肖 代 人 玉 
9 湯 作 し 橋 座 補 お 公 飯 0 し る naJa0" 
司 和 LGSe 悪 倒 得 0 じ 忠 容 上 局 還 8 
谷 Q 全 ロ つ 入る JO り 有 正 つや" 
の トコ ペー ドル まく 
引 よ ロ て と 補 吐 の 得 つ 記 部 必 和民 
六 G ざ 〇 ココ (H 更 G) 公 坦 Ye) 守 


運 つ 丸 容 は に RS が" 「 呈 束 短 
吐 二 人 ぐせ 貴 寺 ロ 葵 No の SS 
8p7 度 所 \*% よ ロマン ル ” 足 置 る 
会 太刀 つね よ ロマ と ポン レ 皿 
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忌 宮 構 し 湯 =em" 6 で / 窒 *5U 還 半 
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5 0 人 k か > の か か りゃ すい 「 病 気 」 


自覚 症状 は あっ て も 検査 で 原因 が 見 つか ら な い 不 定 基 訴 は 、 
ホル モン の 変化 に ゆら ぐ 更 年 期 に 高 頻 度 で 出る 症状 


Doctor Profile 
女性 総合 医療 セン ター 
セン ター 長 

赤澤 純代 先生 

あか ざわ ・ す みよ 

1992 年 、 金 沢 医科 大 学卒 業 。 
医学 博士 。 金 沢 医科 大 学 総合 
内 科 浴 教授 。94 年 より 東京 大 
学 医学 部 第 三 内 科 で 研究 に 従 
事 し た 後 、2001 年 に 母校 の 循 
環 器 内 科 助手 に 。 翌年 、 石 川 


県 初 の 女性 外来 を 開設 。 以 来 、 


同 外 来 の 診療 体制 の 充実 に 


を 注ぐ 。 専門 の 循環 器 の ほか 、 


漢方 医学 や 抗 加 齢 医学 に も 精 
通し 、 心 身 の 健 康 の みな ら ず 
女性 の 美 し さ や 生き が いな ど 
トー タル ケア の 観点 か ら 多面 
的 に サポ ー ト 。 日 本 抗 加 齢 医 
学会 理事 、 女 性 医療 ネッ トワ 
ー ク 理事 、 性 差 医療 情報 ネッ 
トワ ー ク 北陸 支部 長 。 


金沢 医科 大 学 病院 


石川 県 河北 郡 

内 灘 町 大 学 1-1 

谷 076(286)3511 (代表) 
http://www.kanazaWa- 
med.ac.jp/~hospital/ 
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[ 厩 財 察 G 恨 座 四 せ ] 
求 直 まさ 中 へ 倒 寺 六 生 KO1J) レ 
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ーー ト NN AT 師 62^ 宙 紀 7 
医 り ” 補 温 控 愉 ” 息 SQ つ 
SS 居 SG 近 軸 ま て で 必 で 


8 山守 公 陣 で 


ポン SO 環 寄 や "りり 必 
@ 糧 守 倒 山上 友 購 更 は 撤 遂 
8 守 品 史 「 軒 宗 醤 好 」 
3) 2 る ep? 

冊 財 隷 ミ 性 せ 判 更 皿 撃 可 を 把 
出 選 宮 球 弱 20G へ K ふ 和 十 6 
ne 並 察 し の 人 S りつ 妨 に 更 


交 和 芝 @ 宮 導 愉 O 擦 只 の 人 7 


65046S 近 由 篤 交 ぐし る 6 


必 に NRK 加 志 に 演 倒 。 っ JooSNeG も 涯 泊 惑 じ ゃ " 
3 SS 四 w 症 と <- 症 > 
電 1 に す 1 層 心 引 セ 
| 全便 回 SS 同 6 さ 関 こ S 間 = を 
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人 
上 | 目 a 2 
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混乱 し 


97 
女性 ホル モン が 
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トー 


ぐ (変動 する ) 。 


た め 脳 が 
な 症状 が 出る 


( 脱 の 混乱 : ホ ッ ト フ ラッ シュ 、 


イ 


ラ 、 不 眠 ) 


ゆら 
その 


卵巣 機能 が 
不安 定 
多様 

ライ 


骨 
党 
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ぐ 
く 
ハ 
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各 

ド つ 
記 揃 ぐ 恥 宮 
農 基 KK セ 表 つ 
3 へ や 6 
飲 N て 悪人 る 半 
畑 十 K 鐘 叶 旧 
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境 押 賠 柚 @ 和 NRB 雷 で 
ポ 幸 下 二 G 守 旭 堪 選 己 宜 己 


介 守 賠 変 外 避 記 やせ らら の 時 上 
三 惑 し # 尽 銘じ Jsno ポ 議 芝 米 ( 守 ・ 

ポ 幸 竣 応 栄 ) 各 騒 誤 つ 6 つ 7 式 党 
「 押 WKG 昌 環 を RIK さ ロロ 団 も 
8 揚 室 交 選 。 臣 の 舞 了 K し の 提案 
トト ロー ふ 生 時 XeY@| の る 尽 朋 舞 晃 楽 
NR 避 拓 い て 総 欠 喝 宙 称 翼 つ " 

ポ 六 閉 二 G 環 守 閉 振 居 坂 但 つ しろ 6 
m" 人 し の 可 営 選 時 さ し SG 
公 「 に に 朝 次 座 」 ちか? り 必 つつ 届 に に 朝 交 
薔 革 軒 家 G 半 粗 ロバ ン QStO の 4) 
に に: パ エコ マン 

IE すこ に で さい と 


全身 の トー タル ケア を し て ほし い 
健康 と 美 し さ を 手 に 入れ た い 


っ 
ド < 
Q 
< 
で 
ド さ 
座 
均 
総 
4 
【3 
PS 
総 
也 


じっくり 話 を 聞い て ほし い 
女性 医師 に 診察 し て ほし い 


Ne 
の 
レ 
ドコ 
も い リ 
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| 
ば 
庫 
論 
羽 
K 
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ロ ( 下 雇 呈 K 授 季 ) 2K 粗 まさ へ 
に ルミ この リリ いい こい こい に に 
り 坦 尽 家 揚 ち woxet ぐ "回 突 忠和 地 
記 必 ke や へ ふ ー 尼 G 括 陵 縮 定 東 幸 ぐ 
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庄 計 換 選 証 で 407 63O64S 総 突 忘 し 
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机 せ RAAHS 公 ホーK、 へり 客 和 
SMG 和 軸 本 詩 量 (織田 治 了 人 めく ) 伝 


薬物 療法 

( 沖 方 藻 、 女性 ホル モン 補充 療法 ) 
栄養 相談 ・ 指 導 
カウ ン セ リン グ 

サプリ メン ト 


や 葵 いし る 6" 電 職 量 せ 到 和 めく 名 
や つ 計 G 守 咽 宗 因 選定 脱い SN 
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に 恨 座 芽 局 ロ 交 め 工 居 
叶 隷 上 つ 純 恋 い S ン 


呈 総 S 総 革 涙 8 橋 騰 時 半 倒 東 つ る 
妥 総 拉 志 及 2^ 作 凌 塁 を 可 出 " 失 寺 ・ 
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琲 出 " 立 り GR 党 ” 替 蝶 殆 G 
色 互 倒 中 貞 避 に で SS や "「「 超 て で で 
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YNKEY よさ 
容 ⑪3 要 是 恋 有 中 た つや ド 

^Q 舞 会 0 で 和 ” 押 双 法 応 人 で で や 
4J40 重 記 G 総 貯 息 己 回 つれ 生還 
叶 宮 ペ 癌 せ 財 昌 皿 編 可 還 上 思 京 栄 吾 
人 84 へ K ふ 篤 吉 tnG 代 寂 ぐ し ^ 正 
忌 舞 K 志 本 補選 彰 東 teG の 中 人 
議 斉 しゃ" りり も 時 突 庄 公 を 写 球 
黒 圭 4 倒 パン 世 Q 会 層 6 本 ド うり 心 
つ で 富吉 窒 や m*@ で 例 避 中 総 楽 記 ) 
湯 牌 漠 講 つ ” 味 千 ^ ポ 詞 完 己 庄 広 
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だっ) うこ: よく たこ 本 ーー 

芝 ぐ く へ ふ ト NG つり ポ 詩 思 記 手 


古今 東西 の 統合 医療 で 不定 怠 訴 を 改善 


どの 影響 を 調べ る @ 香 り を 使っ た 最新 の 体質 分 析 法 を 導入 信 女 性 


ホル モン を 補う 方 法 は 漢方 薬 。 ホ ル モ ン 剤 、 サ プリ メン ト と 多様 
に 揃え る 指 先 の 毛細 血管 の 状態 か ら 全身 の 健康 を チェ ッ ク す る 


仙 特 丈 カメ ラ で 顔 全 体 を 撮影 し 、 肌 の 状態 を 分 析 し て 生活 慣 な 
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に 治療 


女性 総合 外来 
で の 治療 
セリ ング や サプリ メン 


現代 医学 、 
を 総合 的 ( 
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ゃ " SG 基 の り 定 る 寺 中 品 Qa0 
レタ ン リ の 提 テ ー 和 公路 一 ー つ ビレ 
ン SiQ ポ 壮 編 応 栄 。 壮 表 さゆ へ 
ぐる <QN0G 王 29 國 呈 家 粘 で 
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「 明 習 G 具 坦 を RI1K さ コロ せ 
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9] っ 心 培 棚 賠 様 G 提 N 民 ロ 
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ロリ 表層 つ " 足 約 り 防 名 
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っ 3? 幸 押 較 十 請 公 寺 る 
やじ 遇 和 vte「 志 揃 則 赤 
庁 代 トイ い ー ふ | G エ ロレ ゼ K 
幸 奈 沙 W 放 綴 No 因 属 箕 富 @ ユ 
KW 放つ し っ iQ? 


http://www.nahw.or.jp/hospitaLinfo 
http//cnetgr.jp/mydoctor/ 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 」 


高齢 化 と と も に 増え 続け 、 患 者 全体 の 8 割 を 女性 が 占め る 。 
自覚 症状 が 乏しい た め 、 閉経 前 後に 骨 密 度 検査 を 受け た い 


白 E 天 が 答え ます 


平池 修 = 


Doctor Proftile 


骨 粗 町 症 セ ンタ ー 

女性 診療 科 ・ 産 科 准 教授 
平池 修 % 生 
ひら いけ ・ お さむ 

1995 年 、 東京 大 学 医学 部 卒業 。 
同年 、 東 京 大 学 医学 部 附属 病 
院 産科 婦人 科 入 局 後 、2005 
07 年 スウ ェ ー デ ン 王 国 カ 
ロリ ンス カ 研 究 所 招 陰 研 究 員 
を 経て 、12 年 同 大 学 講師 、 
15 年 より 現職 。 内 視 鏡 手 術 
生殖 医療 の ほか 、 日 本 女性 医 
学 学会 認定 女性 ヘル スケ ア 専 
門 医 と し て 、 卵 巣 機能 低下 に 
由来 する 女性 の 骨 粗 し ょ う 症 
診療 も 専門 と する 。18 年 6 月 
の 骨 粗 時 症 セン ター 設立 を 機 
に 、 診 療 科 横断 的 な 骨 粗 し ょ 
う 症 診療 に 取り 組ん で いる 。 


東京 大 学 医学 部 
附属 病院 


東京 都 文京 区 本 郷 7-3-1 
容 03(3815)5411 (代表) 
https://WwW. 
h.u-tokyo.ac.jp/ 
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叫 咽 公 師 0 し 是 全 DQ ン ご の 
是 移 陳 刀 紀 ささ G つ く K 心 令 王 HMNO 


下 胃 つ さ 心 妃 お 忠 嗣 倒 乱 ひ 
し 亜流 際 ン 8 で 悪 圭 つ を ネン 
Xn9 守 剛健 悪 款 つ レ る no 
守 肖 GDA 2 2 二 7 下 の 7 

時 会 G 因 計り 下 の つか ロ 振 朋 
編 史 藤 忌 串 つ ^ 選 る 悪 頑 つ し 
畠 つ 2 整 ぬ Q ン 所 お し る が 6m" 
3J 届 倒 。 装 粗 G 究 ⑪" 臣 器 な 
\@_J 王 路 hy 快 失 和 ko 丸谷 避 机 う 
し 32n9 ポ 粗 表 さき へ (HK テロ 


や へ ) G 画 会 に 四 つ 7 整 和 め 鶏 か 
( 起 塵 党 ) K タ ーー を 倒 吉 0 ン 
ne ( 悪 深 包 ) KW 一 と 居 雪 下 選 
ep MyG お 多 ^ 下 嗣 室 績 肖 己 
家 W じ し" 時 3 避 和 8AJy9 8 
る 下 衣 づつ で 心 協 上 会 会 選 を ネン 
ゃ ne で し ゃ "8 りく 保 居 上 
ne) 固 悪 末寺 会 椅 お 0 
ロ e へ KK ふ 当時 人 し 運 ン で 


骨 密 度 の 判定 


ポ 議 G 表 肖 他人 生 秩 や 
堂 到 。 
を 1@ 
本: た 間 
欠 G0 心 や 
gg\ 負う 江 
負 穫 虹 上 衝 
っ 幸久 理生 帳 
に ド ま 重 軸 il 
さき G ぐ 握 堂 十 
8 べく 3 SS 
共管 つき (8 家 
革 EES 昼 
5 軍規 Ge@ 客 
3 癒合 入団 
すき ズ 肖 年生 時 G 
っ る 聞 押 反則 
に S 飛 心 
や 合 1 
SR MR 筆 つ 
ご 打 1 
率 で 尻 計 
悪 基 上 | 


帳 弄 し yo る 栄 層 ゃ " 
主唱 人 8 お AO 宮 要 つ さ 人心 志 人 
Eee ュー だ IE ニン 
代 S MG 宮 せ ーー の らら 選 マ コジ 
間 介 中 胃 財 9 人 SYOAJ 
らら どの 選 マロ 交 和 mNeJ の る 
Nm" 弄 各 対生 So 杏 め 須 叙 
人 S。 5 軽 さ G ポ K 料 で ぐさ ズ ロ 
ー ズ ゼ 帯 軸 つ さ 心 環 会 合い 
る n0) る で 人 一 和 ふっ の SS 


塵 
3 8 同上 
ミ っ WE 
R s 穫 
和 を 夫 
| に ) 
ま 1 。 
っ 政 
に 10 ト 配当 本 
マミ 夫 や ご 人 E 詳 だま 目 コ 
で 人 交 き じ ro 問 だ 
で Se ね ャ 了 肖 
まま: ま - 本 に 内 
を 重 せ 目 い 
Q せ 革 S 昌 虹 配 軒 四 3 
壮 吾 年 障 束 1 周 


原因 


ヽ 、 
KN 
【 


予防 
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5 身 さ GK 幸 で さ べ ロ 
ー ズ 信 串 晃 つ や 心 思 睦 環 


ee ret で ES 議 m い た コ マコ た 9 だ さ こり 
篤人 で 36" 5 欄 SG ポ K 粗 ぐ ゃ で ロ 
ー ズ 篤 明 型 つ し る ne る RShG 「 束 完 
つき 人 心 環 ] の NG 1 0 も や " 青 尾 聞 
に DEE に さり マル トト ー ナ に つい に こい 
疫 誰 式 変 ・ 利 着 応 邊 量 衣 ・ 中 乏 定 
訟 ” ポ 壮 総 察 証 ・ 関 ” 稚 時 可 夏 " ト 
さき 御 一 ・ つ か 引 贅 定 つく 負い 
ー ハ mA 夏 篤 紅 書 つ レ 「 玩 胃 環 や へ 
ペー」 杏 つ ^ 1 忌 穫 軍 宮 し 感 記 守 
叶 総 粗 吾 選 快 氷 垢 人 し ろ 6 生 " 

恵 宗 つ し 評 多 し 涯 い ン リュ Jo 2 宣 
完 つ き 心 坦 革 | 器 品 避 匠 誰 式 忘 室 表 湯 


と 
ド 
や 
トマ 
咽 
還 
レ 
い 
私 
ps 
写 
に 2 


指摘 され た 
閉経 が 早かっ た が 、 

骨 量 を 測定 し た こと が な い 
ささ いな こと で 人 肖 折 し 、 

骨 量 低下 が 気 に な っ て いる 


いこ SO 
意 倒 品 如 時 心室 4 る 宰 く PyoS 6 和 や " 
「y 革 切 宗 撃 湯 ぐ 思 に ロ n6 整 須 つ 
さ 心 揚 も や " や ペー ジャ:@ り 4) し“ 
りつ 丸 舞 守 せ 式 省 GooK 一 反 で 
避 拓 揚 と xet の BS ら 6 つ | の 宮 
村 藤 舞 や へ ネー | 腺 称 因 の 誠 総 守 
赴 ・ 章 門 演 癌 守 ぐ 財 書 佑 東 講和 皿 
つが Nm" 由 細 を 宗 G 押 了 K し 案 雇 天 ロ 
切 宗 吉 拓 所 つね ホーK 生 径 肛 怠 竹宮 
人 色 政和 へ でも 忠男 選 に 9 
逝 押 人 W 束 層 時 家 志 S ポ 店 の 純 誠 
妃 り 扱 但 つ レタ 6 生 " 

宮 護 ぐ ポ 幸 球 記 つ さ 心 環 倒 田 束 
口 SG ポ 粗 まさ へ (HK 一 
ロ 和 へ ) 篤 呈 明 療 帯 己 明記 中 つじ 


ン D 、 エス トロ ゲン 様 製剤 な ど ) 


薬物 療法 


辿 ・ カ ル シ ウ ム 代 謝 薬 な ど ) 


サプリ メン ト 
(女性 ホル モン 剤 


(ピタ 


る ne 人 SQ し ゃ "折る 宮 称 圭 つ し 雪 つ る 
塞 Q ン ne 串 空軍 己 多 う し 整 旬 穴 本論 
S 入 太 さ ゴロ 味 法 綻 拉 る パロ 塞 
ン S 和 全球 着 ま さ う ちゃ "SS 人 S 

吉宗 設 層 公選 に つ ポ 料 ま さめ へ 名 中 完 
0S ン Se 朗 8 悪 鶏 和 か ( 束 
蛍 党 ) K リ ー 和 を 叙 吉 的 viG( 悪 演 和 ) 

KK 一 和 と 的 雪 回 で” 帯 嗣 染 融 淫ら 党 ひ 
し る we 表層 NNK 上 ホー 私 せ 
いう で に くく と マー の そこ この で] 
ne 琴 3 二 G 製 党 家 つじ っ の 皇宮 呈 
ロレ る neS も や 

「 宰 思 つ で 心 協 G へ KN WS べ 和 
称 Q じ る 妨 叶 思 ( 峰 浸 肝 二 つ 人 
聖二 嗣 ) 避 気 つが や" QSY 忠 
定 思 人生 る さく べり 王 庄 つ で 心 電 で 
つ K ふ 名 赴 ン eS も ゃ " 68" 吾 宅 
召 せ 中 幸 則 G 加 部” 俣 隔 ” 応 四 " 
別 如 に 9 加 紀 つる で 和 半 虹 肥 悪く) 
G 記 陵 の 中 や 6 や 7 悪 男 倒 党 いじ op7 

探 3S 好 六 環 完全 NN つる 丸 低 「 要 
己 温 窓 け | 錯 租 鹿 称 斉 8 りう) 
48 や セ 合 つれ や 


亜耶 所 全 Ke 囲 記 き 
AG 蘭 六 じ め 亜 咽 選 地 人 SQ 


唱 能 了 記 パ 字 直ら 通 史 及 2" ロ 
只 で 送 (1 剛 有 人 さ 箱 一 較 英 潤 天 ) 
富 午 XR 送り め だ で 6m"「 会 全 
を 党 0G 叶 と 記 羽 か tG 守 肝 守 民 所 


セン ター 化し て 横断 的 か つ 専 門 的 な 診療 を 実施 


軸 人 


肖 相 到 古 セン ター の 運営 に か か わる 6 診療 科 の 医 

師 た ち 。 研究 面 で の 連携 も 期待 され る 人 @ 問 診 で は 生 

活 状況 も 聞き 取り 、 生 活 指導 の 参考 に 介 DXA 法 で 腰 
WW 推 の 骨 空 度 を 測定 し 、 骨 の 状態 を 正確 に 判定 


写真 提供 東京 大 学 医学 部 明 属 病院 
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篤 聞 菩 つ し る 本巣 SQS 近 軍 避 
中 租 鹿 守 瑞 節 四 つ ン 区 表層 る 
凡人 。 約 間 本 鹿 ロ や hG 全う もち つき 
作 」 の 財 型 羽 計 トス で K つ 6 や" 
下 妥 つ さ 心 揚 へ K ふ 下 能 拓 詩 麗 G 
私 一 ふのり 守 恨 介 宗 65 生 " 把 半 富 
べ ( 加 一 半 ) G 整 咽 叶 専 理 の 選 肖 つ ^ 
号 咽 倒 記 求 揚 G 補 3 末 思 つき 心 志 
ーー5 紀 GS 察 の G 亜 咽 釜 8 記 式 二 
S 察 円 間 (8 マー 公 図 ) 人 選 J6 
和 セ 会 。 仙 層 陀 " 悪 糧 宮 に 7 認 呈 へ 
ル を 呈 補 G 吾 中 ( 還 剛 飛 手 ) 伝 
SM@ く せく て へ K ふ 赴 ち か"「 幅 研ぐ 
宣 人 0 し の 現 男 細 昧 ” 写 紀 財 " 瑞 
8 則 配 に 公 王堂 や レ く る ン ぐ し” し ao 
ne 人 0 選 加 胃 区 避 了 人 6 つき 必 ド 
呈 趣 対 下 人 8 い 9 扱 衣 の つじ し せ 王 で 
200BAen6S さ か 人 氏 握 もち つ で 名 
JPY 二 こわ YY くく 1ー: 
to た りす の いい (Fate に 】 
ES の つの 導 バド 3// 
へ ロロ 全品 求 約 衛 や y ら の 所要 し 2 の い ン 
SR 人 呈示 移 の 生生 人 S ぐ 6 や 
"時 鶴 せ 4 時 血 ちの 整 嗣 史 電 人 
9 梨 証 着 選 信人 し る が m" 王 
避 到 本 会 * の も 畠 つ る 帯 Q ン 
Re 融 圭 庶 会則 短 や W 他 る 整 穴 
セ 音 中 案 型 ぐ 卓 0 祥 太守 SOS も" 
「 混 任 @ 物 駅 の Ko 悪 4 の DS の QG 
扱 宜 持寺 し ちゃ 」 


王 罰 つい 環 手 上 半 下 麗 " 
索 反 G 員 異 し 映 忠 青 人 RSto 


0Q ら 稀 つ ン 辰 層 2G 篤 / 補 嗣 宏 る 
を 亜 要 つき 心 坦 守 電信 AJ0S 表 
舞 し や "「 整 嗣 党 る の 坪 提 人 誠 来 G お 
ャ シン ロ 各 宗 の 8 人 生 紅型 庄 祭 に る 
6 生 " 尼 淫 上 超 所 " 両刀" 品 過 宮 
呈 居 愉 人 人 生 ぐ の 民 補 お し せ 十 ぶ 
心 り 4 公 襲 つ ン ーー ト 公 トス ポ 笠 り だ 
つ し る re) 生 選 うう) る で SAO 入 の 
へ ロロ を ル を” 吾 嗣 有 号 G 己 味 室 家 赴 代 KO 
月 K テ ロ 和 へ 決定 正 G SM 本 か の へ へ 
ー9 記 正 つ し yo る 6 生計 講 球 誠 
窒 つ "SRD S 司 年 し ポ " 
号 喘 9 因 吉 he り 電 思 和 つつ お 品 門 
半 更 G 削 池 倒 に SS" 

叶 妥 つき 心 環 の 冠 伸 人 SS 誠人 汽 
企 G 扱 誤り 選 ” 補 団 突 到 0nG 帯 員 
S 皿 計 上 選 つが 生 " [県 叶 DS 
記 G 湯 察 診 や 凸 沸 県 到 賑 結 倒 祥 さ | 
0 導 ドー ト さ さこ て こさ まく 3) 
も 軒 々 SN で hK ホ ー 公 J 志 記 つ さ 
余 協 KK へ 旧 抱 の 湯 岩 蟹 次 的 AO 
So の 86 つる (に 図 )? 

福 中 福 ※G 表 宗 せ 帯 咽 妥 長吉 2 詞 
束 篤 議 人 SQSh の 表 さ 中 へ 等 所 宗 溢 称 豆 
羽 つ ^ り 6 濁 但し きる 初枝 G 究 る 
旭 亜 の 中 @ 夫 構 め 還 志和 he の 
回 上 用 ( 肌 尉 HKー ロ 恒 旨 和 き 谷 


所 
案 
己 
年 
へ 
中 
式 
長 


ライ フス テー ジ で 考え る 骨 粗 し ょ う 症 の 治療 戦略 


暑 ) を KK 素人 一 ー 識 祥 - ト へ 
KT 塞 @QwMG ホ つく 羽 中 年 
ぐ 居 選 ぐ 正中 い 了 岩 誠 @ ロ へ 人 K 
ル NSm 有 る お ep : 家 宗 本 
悪 男 ぐ 回 半 各 鹿 ロ は 6 ふ べく ツ Sv で や か 
篤 。 守 千 ペコ 全 し 湯 近 つ や " 「 球 
胃 つ さ 心 協 吾 串 攻 くべ ポ 議 G 更 骨 他 人 
忌 ン Nsne 了 区 りつ し 帳 型 し WS る 控 K 
も ゃ ? 笠 GX へ ホホ AKG 1 0 つつ し じ 
記 補 食い G 整 咽 涯 際 ロ 銘 や 記 で 怪 さ し 
ンジ 人 め る 7 選 祥 opt し SSS 茹 人 
ーー つや ドド 


叫 胃 つや 心 個 
玉 沙 り せ で - 


総 過 表 GS っ 面 軸 つ き 心 個 Wp 
軒 宮 敬 唄 N0 刀 人 け 硬 簡 所 谷 欄 
で JA に っ" 呈 員 つく K ヽ 人 選 


に 直 虹 環 狂 中 艇 民 帳 朝 選 飲 坦 つづ 


中 幅 G 回 虹 wmma? 司 記 未 飛 
weG せ 八 絹 記 去 恋 
坦 際 べ 記 を 信忠 交 所 括 放 人) 牙 
堪 計 いり 技 再 つ 中 必 約 位 w い 
JAJpSNOS や へ ペー に 民 
ー 可 時 低 租 認 せる 人 っ " 皿 抽 
で MYNET に IO、tk3 
ミ さい バ よ ょ ふ ト MMG 歳 記 W 医 0 舞 副 て 
旋 岡 せ ” 臣 球 棋 望 遇 に 31G 忠 
記 つ や 心 條 中 雪 恨 つ レ ン で hG 
給 太 篤 他 っ " 区 外 ぐ RG エ a し せ 
司 記 則 G 志 震 WS 妥 つ し っ? 


http://www.jmwh.jp/z-ninteisya.html 
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5 0 人 k み > の か か りゃ すい 「 病 気 」 


慢性 痛 を 我慢 する と QOL は 下がり 死亡 率 は 上 が る 。 
長引く 慢性 痛 は 多 科 ・ 多 職種 に よる 痛み 治療 を 受け た い 


福井 聖 = 


Doctor Profile 
学際 的 痛み 治療 セン ター 
ペイ ンク リ ニ ッ ク 科 
診療 科 長 ・ 病 院 教授 
福井 聖和 生 
ふく い ・ せ い 

1982 年 、 山口 大 学 医学 部 卒業 。 
96 年 、 滋 賀 医科 大 学 麻酔 科 
講師 、2008 年 より 現職 。07 
年 に 国立 大 学 初 の ペイ ンク リ 
ニッ ク 科 を 設立 し 、 難 治 性 慢 
性 痛 の 臨床 と 研究 に 取り 組み 、 
治療 法 の 開発 も 行っ て きた 。 
13 年 、 厚 生 労働 省 「 慢 性 の 
痛み 対策 研究 事業 ] に より 学 
際 的 痛み 治療 セン ター を 開設 。 
関西 地区 に お ける 慢性 痛 の 診 
療 ネ ットワーク づく り と 専門 
家 の 育成 に 力 を 注ぐ 。 日 本 運 
動 器 導 痛 学会 常務 理事 、 日 本 
ベイ ンク リ ニ ッ ク 学 会 評議 員 、 
日 本 慢性 義 痛 学会 理事 、 認 定 
NP0 法 人 いた み 医 学研 究 情報 
セン ター 理事 な ど を 務め る 。 


滋賀 医科 大 学 
医学 部 附属 病院 


滋賀 県 大 津 市 瀬田 月 輪 町 
容 077(548)2111 (代表) 
http://www.shiga-med. 
ac.jp/hospital/ 
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ふ ) 6 


の 人 S 臣 埋 て 埋 交 G1J ツ し 
地 韓 め 到 村上 可 癌 め 失 NO 


控 せ 「 琴 娠 ] )「 憧 粒 娠 ] 

中 囚 ep" 悪 直 近 の せ ※ 
堺 下 皇 提 ” 年 G 路 束 
4J0 0 倒 古 誠 わ 丸 涯 愉 染 
必 会 G 医 還 = 聖 赴 つや 
徹 (の 会 政 ゴ 選 2 し 29) し 
迷 尿 選 儲 が いし る no 叶 ぐ 王 
昌 三 中 只 AK さ 名 記 聞 出生 
3 ビレ 26 生 ? 悪 組 近所 
中 記 全 和 や Ne Sne 2 ポ 壮 湯 や め 
や hG 較 国 8 〇 忠生 訳 作詩 


の 役割 を 持ち 、 脳 が 痛み 
を 感じ る こと に よっ て 傷 
つい た 部 分 の 安静 を 保っ 
た り 修 復 を 促し た りす る 
炎症 や 関節 の 変形 、 神 経 
の 損傷 な ど を きっ か け に 
生じ た 痛み が 器質 的 ・ 機 
能 的 要因 、 心 理 社会 的 要 
因 に より 慢性 化す る 


レ 
に 
3 
区 1 
3 
K 
に 
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画 急 性 痛 と 慢性 痛 の 違い 


国 ( 守 志 ′ 密 撤 G 無 於 " 辿 補 G 
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詩 豚 国 ( 王 雇 要 器 を 慌 定 護 @ 
宗 加 は te 深 )^ ⑨ で 民 志 4 
叶 芝 田 ( 血 巡 を KK4xG 
深 只 ) ③ 撃 翌 史 藻 田 ( 學 玲 ぐ 
ANNENb に に ニ 0 だ か) 


信和 和 S ら 6 
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地 当 倒 き MK 笛 
融 似 邊 幅 S 
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穫 窟 を 選 拓 に お る 4J 呈 門 
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を 上 王 公国 に ビ つ 7 各 豆 0 党 
49 人 ン S 選 要 年 史 選 弄る 湯 
人 S で SO で っ の SS や で" 
※※ 較 G 話 包 も や せ ^ 幼 る 聖 誠 幼 守 
SN@ べ 3 澤 尿 補う べ ロ ポレ 
埋 栄 弄 も 団 昌 用 人 二 生 Mo りや) 和 
全会 0 し 36" 聖 議 控 8 対生 
に CA た 0 や トド に くう 9 た F く 】 
SP ゃ " 


因 
っ 国 ミ 1 
た 
で 中 に 】 
本 に g 
1 貞昌 
e リョ 半 き に 】 
半 仙 時 = 
香寺 やら 
や 。 孔 悪 
に 関税 二 
結 補記 8 
き ] 
伸和 押 到 
Q トモ 
っ に 前 に 
ゃ 娠 妥 器 弄 朱 民 ご 
3 弟 導き 生 導 
義 半 % 汗 由 叶 
を 閉 りこ 親 
雪  。 肢 長 
ペ @ 福 下 


67 


外 龍 豆 RAN ト さ へ K ロ 8 
型 艇 國 御 押 匂 凌 癌 園 や 鈴 守 


Q ら ーーe の 時 局 屯 困 息 半 辻 国 着 訟 吾 党 
妃 肩 8 較 ロ 求 鹿 む し 開 況 壮 悪 幸 押 ロ 
表 坦 hy 「 鑑 論 殖 控 尿 湯 府 や へ ネー」 
多 許 衣 つ れつ 9 避 へ 入 ー 朴 周 
加 m「 宮 直 ぐ 控 民家 青 度 似 中 上 」 も 器 
遇 人 員 家 回 東 G 完 二 攻 鹿 G 10 シ も 
や " 混 拓 eS 吾 苫 深 外 配 
さい Y ペ 4 
や し ツン 得 突 更 列 ※ 芋 衣 深 "貴志 
選 G 吉 愉 忠 田 に GH 上 吉 ′ 聖 壮 悦 
倒さ G 澤 愉 半 20 束 幸 細 計器 人 め 球 
ざ つ し 26m SAJS ら ne 聖 計 深 
選 坂 揚 じ Wne で 区 や へ か 一 案 総 楽 記 


に 悩ま され て いる 
法 を 
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1 
装 
臣 
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給 
ト ) 
6 
いり リ 
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手術 を し な いで 慢性 痛 を 治し た い 
痛み を 軽減 する 運動 療 

特殊 な 神経 ブロ ッ ク 療 法 を 
受け た い 


痛み が 改善 し な い 
原因 不明 の 痛み 
知り た い 


に 
し 26 全 ぐ も か "りり も せ ^ 近 愉 混 楽 
SHK ベ ーー 公 聖 料 染 ぐ 突 碧 0 ン 
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認知 行動 療法 
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せ の ローズ 詳 鹿 じゃ ? 水 時 楽 境 し ポ ^ 
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る りつ 余 賠 葬 し じゃ ド 

1 S" 所 G 必 国選 宮古 紀 
た LIN。 の そい ご ここ こそ. ペール <) 


痛み を 緩和 し 生活 習慣 の 改善 を 図る 


で パル ス 高周波 法 (神経 ブロ ッ ク 療法 ) で 痛み を 緩和 する 痛み の 予防 に 重 


点 を 置い た 運動 療法 を 指導 する 人 看護 師 の 問診 で は 日 常 生 活 に お ける 痛み 


の 状態 や 状況 を 聞き 取る @ 多 科 ・ 多 職種 で 「 学 際 的 カン ファ レン ス ] を 開催 


写真 ④ 提 供 学 際 的 痛み 治 擦 セン ター 


し 、 診 断 と 治療 方 針 の 検討 を 行う 
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人 め 四 中 代 混獲 ( 難 也 NNP 色 ふ 振 層 ) 
只 臣 和製 季 表 OS2G 司 選 総計 英 
諸 し 弄 総 吉 交 宮 つ き 篤 <Q 突 heR 水 
公 地 区 つる 6 屋 " 臣 や へ ネー もっ の 翌 
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痛み を 軽減 する 治療 


慢性 痛 に 対す る 治療 戦略 


公式 40 しろ 6 や " 

議 寺 澤 ぐ 姜 滞 抱 シロ ポ 坦 守 倒 錯 
る で QB 招 但 生 h ら っ ) 梨 尽 むっ の 凡 衣 
し ゃ " 畠 愉 せ 培 悪 や 守る) て SS 
3 る Q 員 握 半 総 無 ざ 湯 突 ・ ふ ト 下 
や や る の ぐも ゃ " 


視 態 豆 糞 層 
油 仙 や へー) や で 


學 敬 GHTK ミ ー ン 列 民 
則 公 性 共 紙 還っ” 時 で 
6 爾 宛 己 畑 つ や 油 低 W 吸 球 セ we 
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ロー 時 中 押 限 寺 「 者 岡 避 
S 快 量 立 況 糧 弄 志木 W 提 係 セ 
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http://www.paincenter.jp/ 
hospital.html 
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5 0 人 k か ら の か か りゃ すい 「 病 気 


中 高 年 女性 は 太り や すく 、 約 4 人 に 1 人 は 肥満 者 。 
^ 万 病 の も と "に な る 肥満 を 放置 し て は いけ な い 


白 E 天 が 答え ます 


Doctor Profile 


健康 科学 セン ター 長 

健康 科学 科 教授 

木村 乏 先生 

きむ ら ・ ゆ た か 

1981 年 、 関 西 医科 大 学卒 業 。 
医学 博士 。 関西 医科 大 学 健康 
科学 科 教授 。 2009 年 より 現職 。 
日 本 肥満 学会 認定 肥満 症 専門 
医 、 循 環 器 専門 医 、 日 本 体育 
協会 公認 スポ ー ツ ドク ター。 
02 年 頃 に 認知 行動 療法 の 手 
法 を 取り 入れ て 独自 に 考案 し 
た 「 メ ンタ ル ダ イ エッ ト 」 の 
メソ ッ ド は 減量 効果 が 高く 、 
リバ ウン ド も 少な いと 評判 を 
呼ん で いる 。 一 般 向け の 著書 
に 「 頑 張ら な く て も や せら れ 
る ! メン タル ダイ エッ ト 』( ソ 
フト バン ク 新 書 ) が ある 。 


関西 医科 大 学 附属 病院 


大 阪 府 枚方 市 新町 2-3-1 
会 072(804)0101( 代 表 ) 
http://Wwww.kmu.ac.jp/ 
hirakata/ 


BMI( 体 格 指数 ) 三 [体重 (*。)] エ [身長 (5:)]2 
肥満 度 の 判定 
18.5 未 満 低 体重 
18.5 以 上 25 未 満 普通 体重 
25 以 上 30 未 満 肥満 (1 度 ) 


| nuros 河 | gmG5 


成人 で は 、 国 際 的 な 標準 指数 で ある BMI (Body Mass 
Index) を 用 いて 肥満 の 判定 を 行う 。BMI が 25 以 上 の 場 
合 は 肥満 、35 以 上 の 場合 は 高度 肥満 の 判定 と な り 、 
生活 習慣 病 な どの 健康 リス ク が 高まる と され る 。 一 方 、 
BMI が 18.5 未 満 は や せ ( 低 体重 ) と 判定 され 、 こ の 場 
合 も 健康 リス ク に 悪影響 を 及ぼ すこ と が 明らか に な っ 
て きた 。 特に 高齢 者 で は 、 や せ て いる こと が 肥満 以上 
の 死亡 リス ク に な る と いわ れ て いる 。 


田 適 正体 重 と は ? あな xxm 
年 齢 ( 誠 ) 目標 と する BMI の 範囲 
18.5 24.9 
20.0 24.9 
21.5 <24.9 
21.5 24.9 
厚生 労働 省 「 日 本 人 の 食事 摂取 基準 2020 年 版 ] を 大 考 に 作成 


体重 と 疾病 の 関係 に お いて 男女 と も に BMI が 22 だ と 生 
活 暫 慣 病 に 最も な り に くい こと が わか っ て いる 。 そ の 
た め 、BMI が 22 に な る 体重 が 適正 体重 だ と 考え られ て 
きた が 、 近 年 は 目標 と な る BMI に は 許容 幅 や 年 齢 に 応 
じ た 数 値 が ある と の 考え 方 に 変わ っ て きた 。2019 年 
末 に 厚生 労働 省 が 公表 し た 「 日 本 人 の 食事 摂取 基準 
2020 年 版 ]」 で は 50 歳 以上 の 年 齢 区 分 に つい て より き 
め 細 か い 目 標 値 を 設定 し て いる 。 
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唄 軍 洛 尋 史 刻々 愛さ ず 愛 若 画 


ぶさ Ox 慰 答 全 トー ロー ンマ ざ NS 


olW 


. 田 旨 午 
で 


.( 衣 旨 誹 ) 炉 天光 宮 器 


o 叶 9y そ きき 滞 功 RtrrY マ ッ 


. 購 汐 喜 ,( 苦 款 と) 想 滞 索 
中 ( 甘 光 中 旨 ) 麗 避 乱 引 尋 ペ 
rr 唄 吉 活 記 の 以 (Y 囲 当 芝 工 還 
旭 4 で ささ 誠司 し 人 は 衝 
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己 図 還 徐 外部 忠 控 記 製 敵 計 や へ 
ー8 「 四 手 未 栄 」 9 台 誤 つ " ロロ ( 香 
字 己 湖 ) 倒さ SG 四 擬 各 己 扱 つ 講 図 
も っ 人 准 つ う 除 尿 窟 低 茨 マー ベロ つ 
党 再選 釣 記 選 志 さ ぐし る 6 生 " 湯 栄 
6 裳 咽 表 ポレ 梁 Q 得 G 再 味 倒 人 SS" 
つ 公 2 つか へ を と つ ロ ン る 4) 生 口 
に YE さま ル JE いう スマ 
を 科 4QS 人 パン し 困る 6 宮 応 四 揚 宛 
旧 室 玉 稚 を じ a0J6p" 

る の 丸和 事 Q レ つ 460 丸 直 個 間 宏 ① 
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を 
Jp 
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ダイ エッ ト が 続か な い 
ー 時 的 に や せる けれ ど 
リバ ウン ド を 繰り 返す 
食べ る こと が 大 好き で 、 
食事 量 を 減ら せな い 
BMI が 25 以 上 あっ て 
生活 習慣 病 を 抱え て いる 


A と つ ^ MS お や ポ らく の 人 る 8 会 
か 26mT 8 知 で 有 嗣 己 革 宮 究 つじ 
っ の ^ 弄 書 的 つ 守る の 志 窒 咽 当 室 ” ツ 
ロ 革 0 し 垢 報 嗣 会 回 に つ ” 半 室 
ポー を キン 80 し る n6 公 QP ゃ " 67 
さく か を 旬 英 選 測 か り を 9 居所 
お も SQ し る xe 反 躍 選 円 逢 
くい いこ ャ を 介さ 
ポレ つ 6 の 、J る 0 届 自 地 革 貴人 
DE いだく た 
V)P 臣 未 表せ 論 つ 國 量 ロバ 
eS か へ や つこ へ へ 9 弄 つ じ 詳 胡 己 電球 
人 Se り aJW 衝 くり KQ る し っ 2 る < 
党 咽 己 払 NR 称 押 AAQSKO 人 い 
選 思 つ し る 6 生 " [人 多 表 下 を か る 
に 避 つじ つか enS 公 " 憶 各 SS 


食事 指導 
運動 指導 ・ 運 動 療法 
カウ ン セ リン グ ( 語 知 行動 療法 ) 
減量 手術 

( 腹 詩 鏡 下 スリ ー プ 状 胃 切 際 


を DShGNR や 守っ に WS 
り Nene 外 店 知 佑 円 つ 半 法 Q 刊 乱 有 
全 0 呈 思 記 選 人 Se 演 咽 湊 的 | 据 
選 m 選 0O で る と ぐも や セ 」 の 表 迷 族 填 や 
へ ネー 叱 刻 志 購 革 給 記 つつ 6" 
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で 80 人 S 圭 全う 呈 和 ーー に で レ 
る 046 生 ( 装 く 一 公 図 )? 

| も 窒 員 ” 基山 を 庄 還 0G 
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吾 計 庫 選 会 YS っ ) 屋 吉 記 し 営 球 間 填 
ツン" 好守 征 MO へ KK ふ 篤 運 6n6 公 人 
も しゃ" ど で こ ロ 所 会 を いし 表せ る の 
っ 3)” 回 や で SMMS っ JI に 己 還 藻 うり 
つい し 民 撮 計 公 器 伏 つ 6m"「 竹 
に た: て um い SNKrtVE く 73) 
で 密 写 0 記 で 居 人 Se へ に 宙 
で 書 介 定 世 つじ 246 生 " の 守 調 科 
窒 束 敬 ン お 人 S で 塗 如 ち ゃ 」 や) 所 時 
購 思 る 前 つ 6* 
ESNweRermmt km いさ 
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なめ カウ ン セ リン グ 初 回 に は 性 格 診断 テ 
スト を 行う 必要 な 熱量 や 栄 状 x 素 を 確 
保 す る 食事 指導 を @ ヨ ガ は オプ ショ ン 


⑨ で 実施 @ 軍 動 負荷 試 験 で 安全 性 を 確認 


認知 行動 療法 を 基盤 に 生活 習慣 を 再 構築 
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ぐ ぐ ま た 窟 史 常 選 球 ゃ ^ 音 個 法 型 富 つ 丸 
四国 和 識 Ke@ り Js の Paoxe で とり ^ 宅 瑞 有 
避 巡 吉 人 0@ さ ロス る くら SO な 
忠 尽 中 豪 倒 款 Ses2SG” 選 や ye 必 
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移 映 06 つき な 0Q 員 巣 衣 当 昌 宮 
環 移 悦 つ 6 生 "「 豆 誤 誌 電 地 世 到 ン 居 
CiuJ こ を ル で mt 
3 提 滅 せ 下 Q じ る 6" に 宙 呈 区 ら 
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効果 判定 
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如 度 で 県 人 SNQ 奈 索 ” 味 財 民 
揚 周 せ 汎 帳 を て 民泊 じ SterJ 
tu と こい だ Um 人 1 
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を ク よ ょ 同 薬 代 た が 担 響 や 循 交 低 あ 若 食 毎 避 門 
支 テ う 時 で の コ 多 が そ が す に 名 下り ぃ < 日 四 不調 を 
え イ 含 に す 女 パ い あの 気 く 女 ち し ま 頃 す 女 の 
る プ 有 ` "性 ン の り た に 性 自 症 せ と ぎ 変 正す 
医 に 成 毎 消 の シ も そめ な 楽 は だ ど 状 ん は て み 徐 
楽 過 分 日 化 症 ロ スコ る 多 な を な を 妥 さ 続 2 
品 ご に の 機 状 ン 実 で 胃 年 飲 身 万 変 ? な な け に 日 常習 慣 
の し も ち 骨 能 と ァ 。 挫 代 み の 化 る いら 恒 
誕 た 配 憶 を ニク ロ え を で 合 さ と し 加 置 のり 悩 
生 い 虐 と 促 1 ク 1] て 飲も わ ま め の ま 齢 の に れ む 
で 成 こ し レズ ケト いみ あせ ぎ が す と 不 四 る 女 
す 台 充 で て て に イ 製 る た りや ま 8 と 興 が 新 柏 
* 蘭 実 飲 胃 応 プ 楽 二 い ま 成 な 届 多 も を も 拓 ニー| 
代 し み を え 55 か と け 志 分 不 を くに 陸 た 区 た 貼 
の た 焼 軽 た らい れ “の 過 の 財 じ れ R ち 
女 日 け く 新 は 発っ ど 体 が 罰 人 の る る が きき 有 
性 を ら す し こ 売 た 体 へ 起 た が 働 こ ピ 
た を れる い の き 悩 に の こ 閣 そ き と > 世 同 
ち ア る と 胃 年 れ み 負 影 り 人 の は は “ が 代 
誕 の 講 
年 齢 と と も に 低下 する 胃 の 働き =| 
生 表 妥 
成 符 世 代 の 胃 若い 頃 の 胃 も 
胃 衝 有 の 機能 が 低下 し 、 人 7 消化 林 素 や 貞 酸 の 分 泌 レ た 
消化 酵素 や 胃酸 の 分 泌 そ を 一 が 盛ん で 、 胃 全体 も 活 トコ 
が 減少 。 胃 全体 の 動き ーー 発 に 動く た め 、 食 べた ま れ 
も 静 ま り 、 食 べた も の り も の を し っ か り 消 化す 
を 消化 し に くく な る 。 - る こと が で きる 。 し に 
て ニ 
3,、 "V 代 後半 に な っ て な く 
欲し か っ た 置 の 消化 機能 が 落ち て き て いる か も … H 
と 感じ て いる か た に UEWr26NIN 
近く の 薬局 ・ 
お ボ めく 6 


[5 つの 特徴] 


1 パン シロ ン ブ ラ ンド 内 
最大 量 の 消化 酵素 を 配合 。 
消化 機能 を 促進 し ます 。 


・ = cs ET 


生薬 (チン ピ 未 、 コ ウボン ク 未 、 


ケイ ヒ 未 ) の 力 で 
計 腸 を 元気 に 動か し ます 。 


原 薬 と し て 塩分 (ナトリウム ) 、 

アル ミニ ウム 、 ロ ー ト エキ ス を 

配合 し て お ら ず 、 

塩分 が 気 に な る 方 も 服用 で きま す 。 科 タイ ブ 小 避 科 タイ ブ 


パン シロ ン な ら で は の スー> と 3 歳 か ら 服用 いた だ け ま す 。 15 歳 未満 の 方 は 服用 し な いで 
爽快 な 服用 感 が あり ます 。 くだ さい (飲み 残し の な いよ う 


飲み や すさ に こだわ っ た ーー 1 回 1 包 を 飲み 切っ て くだ さい )。 
小型 粒 と 頼 粒 の 2 タイ プ か ら 
お 好み で 選べ ます 。 


右 ・ パ ン シ ロ ン アク ティ ブ 55 ST 小型 粒 14 包 左 ・ パ ン シ ロ ン ア 
クティ ブ 55 眠 粒 14 包 ロー ト 製 薬 説明 書 に 記載 の 容量 を 1 日 3 回 、 
食後 また は 食間 ・ 就 寝 前 に 水 ま た は お 湯 で 服用 し て くだ さい 。 
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「 少 し し か 食べ て な い の に 胃 が 重 い 。」 
「 ず っ と 胃 に 残っ て いる 気 が す る 」 


その 症状 は 、 年 齢 に よる も の か も し れ ま せん 。 
「 パ ン シ ロ ン 。 アク ティブ 55。」 は 、 
年 齢 な ど で 増え る 胃 粘 膜 を 修復 
重たい 胃 、 胃 も た れ 、 胸 や け 、 不 快感 に 効く 胃腸 業 。 保護 する 
それ ぞ れ の 成分 を バラ ンス よく 配合 し て いま す 。 
さあ 、 胃 も 、 毎 日 も 、 ア クティ ブ に ! 


消化 を 助け る 


パン シロ ン 。 アク ティ ブ 55。 


胃酸 を 
ス よ く 調 整 


胃腸 を 元気 に ノ 
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浅田 真央 さん (あき だ - ま お) 


1990 年 9 月 25 日 、 愛 知 県 生ま れ 。 日 本 が 誇る フィ ギュ アス ケ 


ー ト 界 の レジ ェ ン ド 。 ぬ りえ で 好き な 色 は 優し い ビ ンク 。 新 


刊 「 浅 田 真央 100 の 


葉 ] ( 挟 s 社 ) 発 売 中 。2021 年 の アイ スシ 


言 


ョ ー は 1 月 10 日 一 11 日 予定 の サン クス ツア ー か ら 鉛 動 。 


還 旨 還 。。 。 ヨ 


思 二 区 


の 2 
ニン CC と ジー タン 
NN の の 。 < を ン 
ウ SN 2 ウド No 〇 

相 0 の SS WW ) SN 
りら 。 EE NN 


AN ペク 


@/ クノ ( の 4 (0 
クジ 


用 
呈 
と 


2 


SN 
N/ 
N 


NM め 2 3 


5W 2 ング 0 
ミー で ぐ 八 党 5 
4 0 8 
SA 


CN 
( う 


で アツ 
DA 
(0@ 
(※) 
て) 


ソ 


(の 
( ざ 
5 
Q] 
⑳。 


みい さく か 
ン ia の 
QWA SO マツ 『 
ング 3 
AA と ジグ 先 NN 
SS レク 74( い NN 
Se K N 
【 パ 
N 


Ni 


が 


SM 
の 
) 


cr う _. ン ベ ズ ベス 

る オノフ 

本 7 (2 人 N る 
クン ン 


の 
は 


だ 
Y 


MENS 
の ば 0 の 


@ の 


AN 
oNJ 
63 N 
()) 


2 DO SS 人 2 光 
9 / プ o いり グイ ーー デベ 、、 「( 
0 ん (0 


4 


K) 
0 AO 
ON 


Se 


ンジ 
NNSS、 
で で う 
合 S " 計 


し か 万 / 
内 8 % 


うつ o り SO ク 
om 2 US / の 2 
0 の る テー ここ SL の 


EE 
030 NN 


9 


WC) 


0 


POST CARD POST CARD POST CARD 


作品 名 淫 歩 道 作品 名 My Colr 作品 名 花 の 受 茶 
家 只 画 報 2021 年 1 月 号 別 介 付録 の 家庭 画 報 2021 年 1 月 号 別 骨 付録 の 家庭 画 報 2021 年 1 月別 全 付録 の 


人 す 品 甘 梁 どい ざさ と バサー で デキ さて 人 しま いい 寺 補 マー きら ミキ ニキ し で ば 選 品 ば 史 ew 水 


NN 


ペー ク 


AN7 所 
2 K 
芝 


GS 


トー 


の アド バイ ス 


本 付録 で は 、 ぬ りえ ぇ に 適し た 紙 を 使っ て いま す の で 、 
色鉛筆 を は じ め 、 色 ボー ル ペ ン 、 水 性 ペン 、 
水彩 絵 の 際 な ど 、 さ きま ざま な 画材 で 楽し むこ と が で きま す 。 


人 色鉛筆 は 、 こ まめ に 削り まし ょ う 。 と が っ た 芯 で ぬる 感触 は 心地 よい も の で す 。 

人 最初 に ぬり た い 筒 所 に 好き な 色 を ぬっ て 、 そ の 後 、 ま わり を ぬり まし ょ う 。 

人 身近 に ある 好き な 絵 や 模様 を 参考 に し て 色 を ぬる と 、 イ メー ジ に 近づき や すく な り ま す 。 
代 まだ ぬり え に 慣 れ て いな いか た は 、 人 色 数 を 抑え て ぬる と 失敗 し ませ ん 。 


億 色鉛筆 で 重ね ぬり を し た り 、 ボ ー ル ベン で 強く ぬる と 、 紙 の 裏 が デコ ボコ に な る こと が あり ます 。 
防ぐ た め に は 下敷き を 涯 く こと を お すす めし ます 。 

人 色 を ぬっ た 後に すぐ に 本 を 閉じ る と 、 反 対 の ペー ジ に 色 が 移っ て し まう こと が あり ます 。 本 を 閉じ 
る と き は 、 紙 を 1 枚 挟む と 安心 で す 。 

借 画材 に よっ て 、 イ ンク が 裏側 に 染み 出 た り 、 こ する と イラ スト が 汚れ た りす る こと が あり ます の で ご 
注意 くだ さい 。 水 彩色 鉛筆 や 水彩 絵の具 で は 、 水 の 量 が 多い と 紙 が よれ る こと が あり ます 。 


O」 あな た の 作品 を - 
イン スタ グラ ム に ご 投稿 くだ さい 


お 正月 の 家 時 間 を ぬり え で 楽し み ま せ ん か ? 

浅田 真央 きん デザ イン の 作品 「 エ アロ 花 の 畠 ] に 色 を ぬっ 
て 、 完 成 写真 を イン スタ グラ ム に ご 投稿 くだ さい 。 
浅田 真央 きん も 参加 し て くだ さり 、 浅 田 さ ん の 心 に 残っ た 
作品 に は 、 サ イン 入り の 記念 品 を 差し 上 げ ま す 。 

詳細 は 、 「 家 庭 画 報 .com」 (https://www.kateigaho.com 
tags/202101nurie/) を ご 覧 くだ さい 。 

皆さま の 素敵 な 作品 を お 待ち し て お り ま す 。 


1. 家庭 画 報 の イン スタ グラ ム 公 式 ア カウ ント 
(instagram.com/kateigaho/) を フォ ロー する , 
2. ハッ シュ タグ (# エ アロ 花 の 舞 ) を つけ て 、 


作品 の 写真 を 投稿 し て くだ さい 。 
締め 切り は 2021 年 1 月 12 日 ( 火 ) で す 。 


作品 紹介 
エア ロ 花 の 舞 (下絵: 浅田 真央 イラ スト :mia) 


HANA bag (イラ スト :mia) 

フラ ワー アッ プル (イラ スト : mia) 

エレ ガン ト な 香り を 纏っ て 、 夢 が 叶う 木 、 

平和 な 小鳥 の か くれ ん ぼ ぽ (イラ スト : 上 坂 じゅ りこ ) 
Flowers (イラ スト :mia) 
優美 な ダン ス を する 白鳥 (イラ スト : 上坂 じ ゅ りこ ) 
クー ル な 香り を 纏っ て (イラ スト : 上坂 じ ゅ りこ ) 
散歩 道 (カー ドイ ラス ト :mia) 

My Color( カ ー ド イラ スト : mia) 

花 の 明 革 訣 (カー ドイ ラス ト : 上 坂 じ ゅ りこ ) 

『 心 が や すら ぐ 花 詩集 ぬり え ブ ッ ク 」 ( 小 社 刊 ) よ り 


mia 

東京 都 在住 。 央 美術 短期 大 学 ビ ジュ ア 
ルコ ミュ ニケ ーション デザ イン IT コー ス 
卒業 後 、 同 大 学 イラ スト コー ス 教 務 助 手 、 
グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー な ど を 経て フ 
リー の イラ スト レー ター と し て 活動 中 。 
http//www_mia.tokyo 


上 坂 じ ゅ りこ 

石川 県 在住 。 日 本 大 学芸 術 学部 美術 学科 
油絵 コー ス 卒業 。 パ レッ トク ラブ スク ー 
ル 卒業 。 フ リー の イラ スト レー ター と し 
て 雑誌 、 書 籍 な ど を 中 心 に 活動 中 。 
https://juriko.com/ 


撮影 鍋島 徳 恭 (取材 ) 本 誌 伏 見 早織 (静物 ) スタ イリ ング 藤澤 まさ み ヘア & メ イク yoco 
取材 ・ 文 小松 証 子 デザ イン バー ソウ 印刷 "共同 印刷 株 式 会 社 

(浅田 さん 着用 》 オ レン ジ トッ プス 1 万 5000 円 プ ダ ブル スタ ンダ ー ド クロ ー ジ ング 

ブル ー ブ プラ ウス 2 万 6000 円 Sov. スカ ー ト 3 万 9000 円 ダブ ルス タン ダー ドク ロー ジン グ (すべ て フィ ルム ) 


お 問い 合わ せ フィ ルム 会 03(5413)4141 
@Sekaibunka-sha,2021 禁 無断 転載 ・ 複 写 
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